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刊行のことば
　国立国語研究所は創立以来，その活動の重要な～環として，国民の言語生活

の実態を知るための社会調査を全国各地で実施してきました。敬語についても

昭和27・28年度に，三重県上野市・愛知県岡崎市で市民の敬語使用の調査をし

たのを最初として各種の調査を実施しました。この上物・岡崎両市を主体とし

た調査は，国立国語研究所報皆11『敬語と敬語意識』（昭和32年）として報皆

しました。

　この前回の上野・三門両甫の調査後，約20年後に岡崎市で同様な調査をして，

この20年の問に市民の敬語の使い方や敬語についての考え方の異同を明らかに

しょうとしたのが今騒の報告書です。このような20年間隔の調査のために，昭

和46・47年度に，幸い文部省科学研究費試験研：究費を課題名「社会変化と言語

生活の変容」（代表者，岩淵悦太郎）として受けることができましたので，昭

和46年度には地域社会における方言の標準語化について鶴岡市で調査し，これ

を国立国語研究所報告52『地域社会の言語生活』（昭和49年）として報告しま

した。つづいて，昭稲47年度には敬語について調査しましたが，これがその調

査結果です。今やっとここに報告書ができたのですが，報皆52に比べると大変

長い時間がかかってしまいました。

　この種の調査は，言うまでもなく，現地の方々，被調査者の方々の熱意ある

ご協力のたまものです。また，前回と同じく，今回も岡崎市，同教育委員会の

関係者の方々には非常なご協力をいただきました。その他所外からこの調査に

参加された多くの方々にもお骨折りをお願いしました。これらの方々のご厚意

に対し，謹んでお礼を申し上げるとともに，報皆書の遅れたことをおわび申し

上げます。

　なお，この報告書は，調査に参加した者のうち，野元菊雄・江川清・米田正

人の3人が執筆しました。

　また，概要の芙文翻訳にはコーネル大学博士課程（言語学，筑波大学研究

生）のポリー・ザトラウスキー氏の協力を得ました。

昭称58年3月

国立国語研究所長

　　　　野元　菊雄
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1。　調査の目的・方法

1．ユ．　目的と意i義

　濤本語の著しい特徴である敬語について，その社会集団ごとの使用の実態に

ついて，われわれは，昭和27・28の両年度にわたって，三重県上野市と愛知県

岡崎市において調査し，この結果を国立国語研究所報告11『敬語と敬語意識』

としてi報告した。

　しかし，その後の社会の変化は著しいものがあり，敬諮についても，この使

用が簡素化されたのか，それとも複雑化されたのか，両説があるほどであり，

その聞の変異があるかどうか，もしあればその実態をわれわれとして知る必要

があろう。

　われわれとしては，前に，言語生活，特に方言と標準語とのからみにおける

これについて，昭和25年に山形累鶴岡市で調査した。そして，この結果を国立

国語研究所報告5『地域社会の言語生活一鶴岡における実態調査一』とし

て発表した。そのあとの変容について同じところで，昭秘6年度に調査し，そ

の結果を国立国語研究所報告52『地域社会の言語生活一鶴岡における20年前

との比較一』として世に報告した。詳しくはこの2柵工の報告に譲るが，著

しい点としては，標準語の使用に関して，常識的と思われた法馴が20年後には

常識ではなくなったことをみてきた。

　敬語の調査についてもこのような時間を置いての問じような調査をすること

が望ましいと考えて，前回の報告＝書で主として扱った調査地点である岡崎市

で，昭称47年度に実施した。以下は国立国語研究所報告葺で報告した調査を

「前回調査」と称し，昭和47年度の調査を「継続調査」と呼び，必要に応じて

は「今回調査」と呼ぶことにする。この二つの調査の比較をすることをこの調

査の目的とする。



2　1。調査の閏的・方法

　この比較を，鶴岡の調査と同様，この岡崎の調査でも，住民からのサンプリ

ングによって得た被調査者に対して行った調査の結果を比較するものと，前回

調査で被調査者となった者で現在も所在が岡崎市で追跡できる者に対して調査

し，前回調査でのその者の結果とを比較したもので「パネル調査」とここで称

するものとの2種類で行った。前者は先に述べた「継続調査」である。後者は

個入を主としたケース・スタディと見ることができる。

　このような20年ほどの間隔を置いての調査は，言語および言語使用の変容を

みるのには適切ではないかと思う。20年といえば前は一世代といわれたが，今

は平均寿命の伸長によって一世代より短いものであり，言語は世代間のコミュ

ニケイションにも使われるものであるから，そのくらいの年齢差でそう大きな

違いがあってはならない。また，言語はコミ＝ニケイトするためのものである

から，絶えず変化はするといっても保守的な性格があり，その速度は通常それ

ほど早くない。20年ぐらいの間隔でないと変化は調査ではみえてこないことも

考えられる。一方，30年となると，変化のあるものは，その軌跡をたどること

がむずかしくなるであろうし，パネル調査も成立が困難となって，比較のため

の有力な手殺を一つ失うであろう。

　なお，このように20年スパンで調i査ができるのは研究所のようなところだか

らであると思われる。組織としての継続性はあっても，たとえば大学のような

ところでは，最初に実施した教宮の専攻あるいは興味が，次の教官に伝わると

は限らない。調査の持続性は，このような社会調査だけではなく，一般に研究

所の方が優れているといっていい。今回の揚合，前回調査に参加した者で今回

もまた実質的に参加した者は一人にすぎなかったが，一人もいなくても行われ

るべきものであった。現に鶴岡市の調査では2回の調査とも参加した者は一人

もいなかった。

　この調査は岡嬉市という地域社会を取り上げているものであり，その意味で

ゲマインシャフトについての調査である。この点で，国立国語研究所報告73

『企業の中の敬語』がゲゼルシャフトについての調査であるのと対している。

ここでいうゲマインシャフトやゲゼルシャフトは社会学的な意味のものではな
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い。というよりは，社会的な意味のものであっても，かのF・テンニエスの言

うものが，現実にこの世の中にあるとは思われない。テンニエスは副題に「純

粋社会学の基本概念」とあるので，自らこのことを承知していたと思われる。

ごく少数のものを除いてはそのようなものは存在しないし，その少数の例外

も，その純粋さの故に果たして社会として機能しているかは疑問である。

　われわれの立揚からするならば社会として機能していないものは考慮の対象

たり得ない。現実の社会はこの両極の純粋なものを結んだ直線上のどこかに位

置するものであり，この間に明確な境界線は引きにくいものであろう。ただ，

国立国語研究所報告11およびこの報告書の扱っている社会と，国立国語研究所

報告73の扱っている社会との間には，境界線を引くことができよう。もし調査

の結果がこの差を反映しているとすれば，これは大変有意義であろう。われわ

れの調査はあくまでも，社会書語学的なものである。

　以上ごく簡単にこの調査の賃的と意義とについて述べた。以下，具体的な報

告に移る。



1．2．調査の構成・実施

1．2コ．構成

　今回の調査は昭和47年度1こ愛知県岡崎市で行われた。この調査の醤的は，前

節で述べたように，約20年前に同地で実施されたr前回調査」の結果と比較す

ることにより，敬語行動・敬語意識がこの20年間にどのように変化したかを明

らかにすることにある。

　bkPtといっても種々の方式が考えられるが，ここでは前回調査のうちの継続

調査の結果と比べるために以下の2種目比較調査を行った。

　一一つは，前屈調査と岡一地域で，同様の手法でサンプリングして選ばれた被

調査者を対象に，岡じ調査票を用いて調査を実施する方法である。つまり，2

回の調査結果をもとにその地域社会金体の言語の変化の状況をみようとするも

のである。これを「継続調査」による匙較と呼ぶことにする。

　もう一つは，「パネル調査」による比較である。これは，前園調査で対象と

なった被調査者を追跡調査し，同一個人の20年間の比較を行うものである。

　なお，継続・パネルの両調査とも，各誌調査者に対し，①郵送留置法により

『社会生活調査票』への記入を求め，②後H，調査員がこれを膨収するととも

に，その場で面接（91v一一ヴェイ調査票』）する，という方法をとった（両調査

票については本節の1．2．3．および1．2．4．を参照されたい）。

　このほか，「スライド調査（学校調査）」およびr対話調査」を行ったが，こ

こでは省略する（前者については6．4．1，を参照されたい）。

1．2，2．　　運営●藩且織

　今園調査は，昭称47年度文部省科学研究費補助金 試験研究（1）の研究課題
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「社会変化と言語生活の変容」（研究代表者　岩淵悦太郎。課題番号781028）

として，1！2万円の交付を受けて実施した。

　この研究に，科学研究費申請当時から参加した者は下記の19名であり，それ

ぞれが3班に分かれて各課題を分担し研究を進めてきた（所属は調査当時のも

の）。

◎総括（代表者）＝岩淵悦太郎（国立国語研究所）

◎国語班：天野清，飯豊毅一，江州溝，佐藤亮一，高照誠，徳川宗賢，中村

　明，野元菊雄，本堂寛，村木薪次郎（以上国立国語研究所），南不二男（東

　京外国語大学）

◎祉思立：渡辺友左（国立国語研究所），倉沢進（東京都立大学），鈴木裕久

　（東京大学薪聞研究所）

◎統計班：鈴木達三，西平重喜，林知己夫，林文（以上文部省統計数理研究

　所）

　そのほか，調査の企画・実施に際し，梶原滉太郎（国立国語研究所），井上

史雄（東京大学），小野米一（北海道教育大学），杉戸清樹（名古屋大学大学院

生），鈴木敏昭（東京大学大学院生）が参加した。

　以下，現地（岡崎市）での調査の経過を簡単に示す。

　1972年9月26ヨ～28呂（2入一撮張者数。以下同じ）現地関係者への調

査協力依頼

　10月9H（1入）　サンプリング作業の打ち合わせ

　10月1姻　「サンプリング実施依頼」および「世帯調査簿閲覧依頼」文書の

発送

　10月2娼～26日（1人）　予備調査の実施

　11月1H　『市政だよ！　おかざき』にて市民への調査協力の呼びかけ

　11月7H　「学校調査（スライド調査）協力依頼」および「固定資産税・市

民税調査協力依頼」文書の発送

　11月10日　調査対象者へのr調査協力依頼」文書および『社会生活調査禦』

の発送

　11月19臼～30日（12人）　継続調査および学校調査の実施：



6　1．調査の罵的・方法

　1973年2月20日～23目（2人）現地関係者へのパネル調査・対話調査への

協力依頼およびその予備調査

　2月28日　「世帯調査簿閲覧依頼」および「対話調査協力依頼」文書の発送

　3月10日　パネル調査対象者への「調査協力依頼」および『社会生活調査

票』の発送

　3月13呂～23　H（7入）パネル調査および対話調査の実施

　なお，11月の調査には，上記のメンバーのうち，江川，小野，梶原，佐藤，

杉戸，鈴木（敏），高田，徳廻，野元，本堂，南，村木の12名があたり，名古屋

大学学生の浅井美津江，奥閏真子，丹治久美子の3名が調査本部補助者として

参加した。また，翌年3月の調査には，江川，杉戸，鈴木（敏），高閏，中村，

Yr元，本堂の7名があたった。

　調査資料の整理・集計の段階では，全般的には江川清・米田正人が，敬語の

段階づけには野元菊雄が，それぞれ分担し，これらを礒部（1日姓堀江）よし子

が助けた。このほか，臨時の手伝いとして田中ハル子，佐藤律子，野田羊子な

ど多くのアルバイターが整理に従事した。また，予報皆書の執筆には国立国語

研究所所長の野元菊雄，岡研究所言語行動研究部第二研究室の江川清・米田正

人の3名があたった。

1．2，3．　社会生活調査

　これは，敬語行動や敬語意識などと関連が深いと思われる，欄々人の経歴や

マスコミ接触度，経済状況・社会的地位などについて，被調査者自身に記入す

るように求めたものである。その具体的な調査票は次のとおりである。なお，

前置の調査票との比較において，質問文または選択肢の一部が異なるものには

△，前回にはなく今回新たに加えたものには＊印を，設問番号の左肩に付して

おいた。また，設問番号18～20と27の4項爲は，前回の調査では『サーヴェイ

調査票』に含まれていたものである。
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社会生活調査票

坐

1．お生まれは，いつですか。

　　　右の欄に書き入れて下さ

　　　い。例えば，大liE　8　op生ま

　　　れの人ならば，明治・
1畑卜昭和（・）年の・う

　　　に記入して下さい。

2．お生まれの場所は，どちらで

　　すか。

　　　右の欄のどれかに○印をつ

　　　けて下さい。2岡崎市以外

　　　の場合には，ワクのなか

　　　に，生まれた揚所を記入し

　　　て下さい。

3．そこにお生まれになってか

　　ら，住まいの揚所をお変えに

　　なったことはありませんか。

　　　生まれてから，ずっと岡崎

　　　市にいらっしゃる方は1に

　　　○印を，1度でも変えたこ

　　　とのある方は2に○印をつ

　　　けて下さい。2に○印をつ

　　　けた方は，さらに次の質問

　　　に容えて下さい。

　3－1　おいくつの時…から，おい

　　くつの時まで，その忍所にお

　　住みになりましたか。お住み

　　になった揚所と，その時の年

　　齢とを，右の欄に順順に記入

　　して下さい。ただし，1年以下

　　の揚合は記入に及びません。

明治・大正・

昭和（　）年
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8　1．調査の艮的・方法

　　　　　右の欄に書き切れないとき

　　　　　は余白に書いて下さい。兵

　　　　　役の場合は備考欄に兵役と

　　　　　書いて下さい。

　　　4。お父さんとお母さんはどこの

　　　　御出身ですか。

　　　　　右の父・母の欄に，それぞ

　　　　　れ岡崎市の場合は1に○印

　　　　　を，その他の±地の場合に

　　　　　は2に○即をつけ，ワクの

　　　　　なかに記入して下さい。

　　　　　父・母とも実父・実母を記

　　　　　志して下さい。

　　＊　4－1　それでは御主入（奥さ

　　　　　ん）はどこの出身ですか。

　　　5．卒業なさったのはどこの学校

　　　　ですか。一番最後の学校はど

　　　　　こですか。

　　　　　右の欄のうちで，一番最後

　　　　　に行った学校に○印をつけ

　　　　　て下さい。その学校を卒業

　　　　　　したか，中途退学か，在学

　　　　　中かの区別にも，忘れない

　　　　　ように，○印をつけて下さ

　　　　　い。

　△　6．　あなたは役員をしたことがあ

　　　　　りますか。

　　　　　例えば，町内役員・お宮や

　　　　　お寺の総代・P．T．A．委

　　　　　員・婦人会役員・民生委

　　　　　員・県会議員・公安委員な

　　　　　　ど。

　　　7．あなたのいまのお仕事（職

　　　　業）は何ですか。

父工岡崎市Uその他

1 県市郡1

母ユ岡崎市aその他

4父

県劃
a岡崎市2その他

3なし

県市郡1

孝歴なしa小学校

3高等小学校　4薪制中

学校　　5繭制中等学校

丁丁高校7旧制高校・

専門学校8薪制大学

9旧制大学

・．その他［＝＝］

1卒業2中途退学

s在学申

4－1配

1はい2いいえ

役名　1（

　　　2（

　　　3（

5

6役



　また，おうちC肚帯主）のお仕

事は何ですか。

　　あなたが，おうちの御主人で

　　ある場合は，世帯主のお仕事

　　については，あらためて書く

　　には及びません。あなたのお

　仕事に該当する項目が，1か

　　ら‘までにない揚舎は，J「の

　空欄に具体的に書いて下さ

　い。

　1のときは7－1に，2と8の

　　ときは7－2に，aと5のと

　　きは7－3にそれぞれ答えて

　下さい。

7－1　お勤めばどちらですか。

　そこでは，どんなお仕事をし

　ておいでですか。職名は何で

　すか。

　　例えば，○○会社　会計課

　　長　というように書いて下

　　　さい。あなた御自身と世帯

　　主の話方について書いて下

　　　さい。

7－2　商売は何の商売ですか。

　工業は何ですか。

　　あなたと世帯主の仕事の具

　　体的な名前と内容とを憂い

　　て下さい。例えば，洋品店

　　店員・惣動車修理工場修理

　　工　など。

　　その商売や工業は御自分で

　やっていらっしゃるのです

　か。

　　御自分でない揚合は，経営

1．2．調査の構成・実施　　g

　　　1勤め（公務自

あなた由業）2商業

　　3工業濃業
　　　5その他

7あ

　　　」勤め（公務自

世帯主由業）噛業

　　　3工業儂業

　　　5その他

　　　［＝ニコ

7世

あなた　勤務先（　）

　　　職名（　）

7－1あ

世帯主　勤務先（　）

　　　　職名（　）

あなた（

世帯主（

7－1世

）

）

7－2あ

7－2世

7－2経



10　1．調査の呂的・方法

　　　　　　している人との続柄を疑い

　　　　　　て下さい。例えば，父とか

　　　　　　親類とか主入（雇主）。

　　　　7－3　その他のお仕事の揚合　A
　　　　　は，なるべく具体的に詳しく，

　　　　　お仕事の名前と内容を書いて

　　　　　下さい。

　　　　　　農業の場合は，田畑耕地面

　　　　　　積，山林面積を記入して下

　　　　　　さい。

　△8．あなたの家族のかたのお名前

　　　　　と，あなたとの続柄を右の欄

　　　　　に記入して下さい。また，そ

　　　　　の方が現在あなたと同居して

　　　　　いれば，1同屠に○印を，　も

　　　　　し，別贋であれば，2別居に

　　　　　○印をつけて下さい．

　　　　　　右の欄に書ききれないとき

　　　　　　は余白に書いて下さい。

　△9．仮にβ：本中どこでも婦きな所

　　　　　に住んでいいということにな

　　　　　ったら，あなたはどこに住ん

　　　　　でみたいと思われますか。

　　10．　あなたは今年になってから，

　　　　　愛知県から外へでかけたこと

　　　　　がありますか。どちらへ，何

　　　　　度ぐらいいらっしゃいました

　　　　　か。用事はどんな用事です

　　　　　か。

　　　　　　用事は主な用：事だけを恐い

　　　　　　て下さい。右の欄に書き切

　　　　　　れないときは裏に書いて下

　　　　　　さい。

　　1L　あなたは今年，名古屋にはど

1はい　2いいえ

経営している人とあなたとの続柄

　　　　（　　　　　　）

あなた（

世帯主（

）

）

お名前i続柄1勢霞騎居

「瞬・胴
障・囎

7一一3

口囎裾
卜同居・男l」居

H囎・別居
1・囎・別居

8

8

8

x岡崎布でよい

2その他

1県 単

9

10



　　　　のくらいいらっしゃいました

　　　　か。

　　　　　右のどれかに○印をつけて

　　　　　下さい。　2に○印をつけた

　　　　　：方は園数を詑曝して下さ

　　　　　い。

　12、　あなたは新開を読んでいらっ

　　　　しゃいますか。読んでいる薪

　　　　聞の名を書いて下さい。

　　　　　ただとっている新聞ではな

　　　　　く，読んでいる薪聞につい

　　　　　て書いて下さい。

△13．　あなたはどの政党を支持しま

　　　　すか。

　　　　　支持政党がない二合は7な

　　　　　しに○印をつけて下さい。

　14．　他人との：交際について，14－

　　　　1から14－4までの質問に答

　　　　えて下さい。それぞれ右の欄

　　　　のどれかに○印をつけて下さ

　　　　い。

　　14－1　あなたは町内の行事や仕

　　　　事の関係で，公式の会合によ

　　　　く出席するほうですか。

　　14一　2　あなたは近所の入や勤め

　　　　先の人などと宴会，旅行をい

　　　　っしょにするのが好きです

　　　　か。

　　14－3　あなたがひとりで汽車に

　　　　乗っているとき，あなたは前

　　　　や隣りに腰掛けている見知ら

　　　　ない入にあなたのほうから話

　　　　しかけますか。それとも黙っ

　　　　ていますか。

　　　　1．2．調査の構成・実施　　11

1ほとんど毎疑行った
　　　　　　　　　　　11
2今までに（　）幽ぐ

らい

3ほとんど行かない

新聞は

悔露読む

2ときどき読む

3金然読まない

薪酬

1夢心党2社会党

3公明党4民；社党

5共産党

i

12新

12名

・その副

7なし

1よく娼歯するほう

2ふつう

8出席しないほう

1幽き2ふつう

3きらい

1話しかける

2黙っている

13

14

14一　1

14一　2

14一　3



12　1．調査の罠的・方法

　　　14一　4　あなたは御自分が交際の

　　　　　広いほうだと思いますか。そ

　　　　　れとも狭いほうだと思います

　　　　　か。

　　15．いま，かりに現在の潤崎市民

　　　　　を，上流，中流，下流に分け

　　　　　るとすれば，あなたはどれに

　　　　　属すると思いますか。

　　16．　あなたは，ふつうの日には，

　　　　　どんな入と多く話しますか。

　　　　　右の欄の□のなかに，多

　　　　　　く話す順に，1，2，3，…10

　　　　　　と番号を書き入れて下さ

　　　　　　い。ほとんど関係がなけれ

　　　　　　ば［＝コのなかに×をつけて

　　　　　下さい。

17．　先生が何か悪いことをしたと

　　いうような話を，子供が聞い

　　てきて，親にたずねたとき，

　　親はそれがほんとうであるこ

　　とを知っている場合，子供に

　　は，そんなことはないといっ

　　た方がよいと思いますか，そ

　　れはほんとうだ，といった方

　　がよいと思いますか。

18．小学校に行っているくらい

1広レ噛まう　2ふつう

3狭いほう

1上流2中流の上

3中流の中坤流の下

5下流

14一　4

　　親，主入，年の離I
I　　れた兄姉など

［臨駈鰹ろの

［麟；縦瞥
1一仕事の上で鼠しの
＿入
［｝讐鶴夫翠蓋チ

［k事吐で目下の

［鷹黛喜類嘉
　　とくい，取引先な
　　ど）

［礫群馨翫知
　　（窓臼など）

］tterの人

コ友入

1そんなことはないと

いう

2ほんとうだという

15

16

17



　　　の子供をそだてるのに，小さ

　　　いときから，自分の顔とかメ

　　　　ンツとかをつぶされないよう

　　　に注意しろと教えるのと，自

　　　分の顔とかメンツをたてると

　　　いうことにこだわるなと教え

　　　　るのと，どちらが大切だと思

　　　いますか。

　19．あなたは，自分が：正しいと思

　　　えば世間のしきたりに反して

　　　　も，それをおし通すべきだと

　　　思いますか，それとも世間の

　　　　しきたりに従った方がまちが

　　　いないと思いますか。

　20。あたらしく総理大臣になった

　　　　とき，伊勢の皇大神宮にお参

　　　　りに行く人がありますが，あ

　　　なたはこのことをどう思いま

　　　すか。

＊21．東京で捕った凶悪犯入が岡崎

　　　市の出身だと聞いたら，いや

　　　な感じがしますか。

　　　　右のどれかに○印をつけて

　　　　下さい。

　＊21一　1　それでは，その歳入が岡

　　　崎市以外の三河地方の出身だ

　　　　ったらどうですか。

　＊2王一2　それでは，その犯人が尾

　　　張地方の出，身だったらどうで

　　　すか。

＊22．小学校の卒業式などに，校長

　　　先生はモーニングなどの礼服

　　　　を着てくるほうがよいでしょ

　　　　うか。それとも，着てこなく

1．2．調査の構成・実施　　13

i注意しろと教える方

が大切

2こだわるなと教える

方が大切

エおし逓すべきだ

2従った方がよい

1行かねばならぬ

2行った方がよい

S本人の臨由だ

桁かないほうがよい

5行くべきではない

18

1いやな気がする

2別にいやな気はしな

い

19

ユいやな気がする

2劉にいやな気はしな

い

1いやな気がする

2別にいやな気はしな

い

三礼服を着てくるほう

がよい

鯨し服はいらない

20

21

21一　i

［iiiFii一一一．．wwrm



14　1．調査の目的・方法

　　　　　ともよいでしょうか。

　＊23．小学校に行っているくらいの

　　　　　子どもを育てるのに，次のよ

　　　　　うな意見があります。「小さ

　　　　　い時から，お金は人にとつ

　　　　　て，一番大切なものだと教え

　　　　　るのがよい」というのです。

　　　　　あなたはこの意見に賛成です

　　　　　か。それとも反対ですか。

　＊24．F人間には生れつき能力のち

　　　　　がいがあるのだから，能力の

　　　　　ある者が能力のない者の上に

　　　　立つのは，あたりまえであ

　　　　　る。」こういう意見がありま

　　　　すが，あなたはこれに賛成で

　　　　　すか，それとも反対ですか。

　＊25．「近頃の若い者はリクツばか

　　　　　りいうが，もっとちみちに自

　　　　分の仕事に精を出さなければ

　　　　　ならない。」こういう意晃が

　　　　　ありますが，あなたはこれに

　　　　賛成ですか，それとも反対で

　　　　　すか。

　＊26．　r昔やかましく言われた，親

　　　　孝行とか，目上の者を尊敬す

　　　　　る習慣が，戦後はすたれてき

　　　　　ましたが，こういうB本古来

　　　　　の良い：習慣を大いにもり立て

　　　　　てゆかねばならない。」こう

　　　　　いう意見がありますが，あな

　　　　　たはこれに賛成ですか，それ

　　　　　とも反対ですか。

　△27．　「現代の社会の混乱を救うに

　　　　　は，強力な政輪家があらわれ

1賛成

2反対

1賛成

2反対

1賛成

2反対

工賛成

2反：対

23

％

25

26



　　　て国葬をひっぱってゆかなけ

　　　ればダメだ。」　こういう意見

　　　がありますが，あなたはこれ

　　　に賛成ですか，それとも反対

　　　ですか。

＊28．　世間では一般に，ある人の地

　　　位や身分が高いとか，低いと

　　　かいいますが，それは一体

　　　侮によってきまるでしょう

　　　か。

　　　　右の欄のllのなかに，一番

　　　　重要だとお考えになるもの

　　　　からi頃に，1，2，3，…6と

　　　　番号を書き入れて下さい。

　　　　その他，重要だと思うもの

　　　　があれば空欄に記入して下

　　　　さい。

1賛成

2反対

1．2，調査の構成・実施　　王5

□職業

□学歴

［1収入

1コ家柄

［i有名（名声）

［｝財産

その他（　　　）

27

28

1．2．4．颪接調査

　個々人の敬語行動および敬語に関する知識・意見・内省などについて，調査

員が各被調査者と個別に颪談して回答を得たものである。今園調査の調査票は

下に示すとおりである。なお，設問番暑の左肩の△印，率印は前項のf社会生

活調査票3の場合と同じである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岡綺（72）

　　　　　　　　　　　　　サーヴェイ調査票

　　　　　　　　　　　　　　　　　　調韻祠＝

被調鹸嘱

e1．被調i査者住所 手 番地 方



16　1．調査の目的・方法

　02。　被調査者氏名

03．

4
5

0
（
り

　　　　　　　　明治

生　　　年　　大正　　年　　　月

　　　　　　　　昭和

性　　　別　　　男　　　軽

く社会生活調査票の回収後〉どうもあり

がとうございました。これは御自身でお

書きになりましたか。それとも，ほかの

入に書いてもらいましたか。

　一だれに書いてもらいましたか。

調査月H

開始時刻

園
図
譜
回
前
後

1
2
3
娃
午
午

月年
治
正
和

明
大
昭

1．自　身

馳刈

1972年11月＿H

　　〃　　　　日

　　〃　　＿日

　　〃　　＿臼

時 分

3，調査員

目コ

4．回収できなかった

（理由　　　　　　　）

　これから，あなたがふだんどんなことばをお使いになっているかをお聞きし

たいと思います。何も岡三弁でなければいけないとか，標準語でなければなら

ないとかいうわけではありません。

　いまから，いろんな回合をひとつひとつお開きしますから，そういうとき，

実際あなたの話していらっしゃるとおりおっしゃって下さい。

　では，こんな場合はどうですか。

　　101．わたしのような旅行で来た者が，東岡崎駅（出霞）で，明代橋はどち

　　　　　らかということをあなたにたずねました。あなたは何と言って教え

　　　　　ますか。

　　　　　　　ココオ　マッスグ　イッタラ　スグデス。

これからは，絵をお見せして，絵に書いてある入にあなたが何と言っ

て謡しかけるか，それをお聞きしたいと思います。ふだん話していら

っしゃるようにおっしゃって下さい。

　たとえば……

102，あなたが電報を出さなければならなかったとします。電報（郵便）局

騨　　で電報用紙をもらうのに，この人に，何と言って頼みますか。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．　2．

スミマセンガ，デンポーヨーシ　クダサイ。

調査の構成・実施　　17

103．　これはあなたの買いつけの店です。この店で買物をしましたが，ち

　　　よっとよそへ廻るので，このふろしき儘をあずかっといてもらう揚

　　　合，あなたは店のこの人に，何と言って頼みますか。

　　　　　チョット，スミマセンケド，コノニモツ　アズカットイテクダ

　　　　置。

104。　あなたがバスに乗っていると，この人（中年）が，かさを忘れて降り

　　　て行きがけました。この人は，あなたの知らない人です。あなた

　　　は，何と言って，この人にかさを忘れたことを注意しますか。

　　　　　アナタ　コノカサ　ワスレマシタヨ。

105．　この子はあなたのお宅のお子さん（弟さん，お孫さんetc．）です。

　　　あなたが，このお子さんをつれて歩いていると，この入に会いまし

　　　た。この人は，昔あなたが小学校で習った先生です。先生に，「こ

　　　の子は？」とお子さんのことを聞かれたら，あなたは何と答えます

　　　か。

　　　　　ワタシノ　コドモデス。

le6． この人は電燈料の集金人です。この入が先月の料金を取りに来まし

た。ところが，先月の分はもう払ってあるので，受け敵りを見せな

がら，もう一度調べるように頼むのには，何と書いますか。

　　センゲツノ　ブンワ　モー　オハライシテアリマスケド，

　ナニカノ　オマチガイデショー一。

　　モーイチド　シラベテクダサイ。

1e7。ここは東京の町角です。あなたは国会議事堂を晃物しようと思って

　　　いるのですが，道がわか！ません。そこで，こういう通りがかりの

　　　人に議事堂に行く道をたずねる場合，あなたは何と言って聞きます

　　　か。

　　　　　チョット　オソレイリマスガ，ギジドーワ　ドーイッタラ

　　　　イイデショーカ。



18　1．調査の目的・方法

　　　108．あなたの家の近所の人が急病になりました。あなたが頼まれて，お

　　　繍　　医者さんの家に行くと，お医者さんが玄関へ出て来ました。このお

　　　　　　医者さんに，すぐ来てもらうのには何と言って頼みますか。

　　　　　　　　アノー，ウチノ　トナリノ　オクサンガ　キュービョーニ

　　　　　　　ナリマシタノデ，センセイ　スグ　キテイタダケマセンカ。

109．

絵1

この子はあなたのお宅のお子さん（妹さん，お孫さんetc．）です。

あなたがこのお子さんとバスに乗っていると，この学生が席をゆず

ってくれようとしました。ところが，あなたはすぐ次の駅で降りる

ので，断るとします。そのとき，何と言いますか。

　　アリガト　一一ゴザイマスガ，ツギデ　オリマスカラ

　ケッコーデス。

110。　この店はあなたの買いつけの店です。あなたが，この店で買いもの

絵1　をして，おつり（かえし）をもらったら，おつりが足りません。あ

　　　なたは何と需いますか。

　　　　　チョット　オツリガタリマセンケド，モーイチド

　　　　シラベテクダサイ。

inv，i．

緯

にわか雨が隆ってきました。あなたの家の前を，少し知っているこ

ういう人（家は知っている）がぬれて歩いています。気の毒なの

で，この人にあなたの家のかさを：貸すとしたら，あなたは何と雷い

ますか。

　　ドーゾ　コノカサ　モッテイッテクダサイ。

＊　112．小学校3～4年ぐらいの見知らぬ男の子が1人で魚を釣っていま

　　　　す。散歩の途中でその子に釣れるかどうか聞くとしたら，どう書っ

　　　　て聞きますか。

　　　　　　アンタ　サカナ　ツレルノ。

113．あなたがあなたのお父さんの用事で道を歩いていたら，こういう目

　　　上の人に会いました。この人があなたにどこに行くのかをたずねま

　　　した。あなたは，父親が市役所に行けと言ったので，今行くところ

　　　だということを答えるとしたら，この人に何と弱いますか。



＊　114．

＊　115．

チチガ　シヤクシeニ　イケト

　　　　エ．2．

イイマシタ。

調査の構成・実施　　玉9

これで，絵をお見せしてお聞きするのはおしまいです。

大勢の入の前で立って，これから自分が公害問題について意見をい

うということを発言するとしたら，どう揮いますか。

　　コレカラ　コーガイモンダイニツイテ　ワタシノ　イケンオ

　モーーシアゲマス。

尊敬している先生にむかっていう蒔のことばについておたずねしま

す。「この絵はあなたがかいたのか」とたずねる時，ふつう偬とお

っしゃいますか。

　　コノエワ　アナタガ　カイタノデスカ。

開始時刻
前
後

午
午

寺華 分

所要時開＝ 分

では，こんどは敬聴についての意見をうかがいます。

201。はじめに，これからわたしが言うことばの中に，敬語があ

　　　るでしょうか。あったらどれが敬語かおっしゃって下さ

　　　い。〈棒線をつける〉

一1

一2

一3

一4

一5

一6

9あの入は駅へ行かれたゴ　　　oなし　SDI（9NR

　この中には敬語がありますか。

では，「一つお持ち下さい」の中には。

　　　　　　　　　　　　　　　eなし　8DIく：9NR

では，rきょうはお野菜が安い」の中には。

　　　　　　　　　　　　　　　oなし　SDK　gNR

では，「ここにあります」の中には。

　　　　　　　　　　　　　　　oなし　SDK　gNR

では，「これはいただいたものだ」の中には。

　　　　　　　　　　　　　　　。なし　8DK　gNR

では，9知事のお車はもう駅を出発した」の中には。

　　　　　　　　　　　　　　　oなし，8DK：9NR



20　1．調査の蹟的・方法

　　　202．あなたは目上の人と話をするとき，うまく敬語が使えま

　　　　　　すか。

　　　　　エうまく使える2大体うまく使える　　　3うまく使えない

　　　　　　　　　　　　あまT；）うまく使えない　　　8DK　9NR

203．では，昔（戦前）の敬語の使いかたと，今の敬語の使い

　　　かたとでは，どちらがいいと思いますか。

　　1昔a昔のほうがいい　3今のほうがいい　4昔の敬語は知ら

　　　　ものも，今のほ　　　　　　　　　ない

　　　　うがいいものも

　　　　ある。　　　　　　　　　　　　　　SDK　gNR

2G4．お宅では家族の方の間で，敬語を使うことがあります

　　　か，それとも家族どうしでは，敬語は使いませんか。

　　1使う　2ときに使う　3使わない　　　　　　　SDK　gNR

205．敬語を使うと，どうしても話が長くなりがちです。しか

　　　し，世の中はこれからますます忙しくなっていくと思い

　　　ます。そこで敬語を使うことを，だんだん少なくしてい

　　　つたほうがいいと思いますが，どうでしょうか。

　　1へらしたほう露一概には言え3今のままでkの意見は

　　がいい　　　　ない　　　　　いい　　　　おかしい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　SDK　9NR

206．東京の女の人などは，このごろ何にでもオをつけるよう

　　　です。たとえば，人参のことをオ人参，目鏡のことをオ

　　　目零と言っています。岡綺でもこのようにオをつけるほ

　　　うがいいでしょうか。それともこのようにオをつけるの

　　　はよくないでしょうか。

　　1つけたほうがaものによる3つけないほう4どちらでも

　　いい　　　　　　　　　　　　がいい　　　　　いい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　81）1く　9NR

207．家の中でも，年長の人や鼠上の人には敬語を使わなけれ

　　　ばならないでしょうか。それとも家の中では使わなくて



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．2．　調査の構成・笑施　　21

208．敬語を使って話すと，上品に聞こえますし，また，話し

　　　相手によっては敬語を使うのがあたりまえです。そこ

馬鞭讐罷∵鍛ご∵rI
　　ほうがいい　　　ない　　　　いい　　　　おかしい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　SDK　9NR

209．　日本語では，場含によって，自分のことを，rわたくし」

　　　とか「わたし」「ぼく」などと言います。また相手の人

　　　のことは「あなたjrあんた」「君」などと・使いわけま

　　　す。しかし，英語ではどんな場合でも露分は1，相手の

　　　人のことはyouと言えばいいそうです。あなたはヨ本

　　　語も場合や相手によって使いわけないですむほうがいい

　　　と思いますか。それとも，揚合や相手によって使いわけ

　　　たほうがいいと思いますか。

　　1使いわけたほう　2使いわけないほう　3どちらでもいい

　　がいい　　　がいい　　　　　8DK・NR

210，先生が何か悪いことをしたというような話を，子供が聞

　　　いてきて，親にたずねたとき，親はそれがほんとうであ

　　　ることを知っている揚合，子供には，そんなことはない

　　　といった方がよいと思いますか，それはほんとうだ，と

　　　いった方がよいと思いますか。

　　1そんなことはない2ほんとうだという3その他

　　という　　　　　　　　　　　　　（　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　SDK　9NR

211，仕事の上であなたはどういう人とよく話をしますか。

　　堀上の人相下の入3同僚毒おとくい5知らぬ客8DK

　　9NR　7無職



22　1．調査の匿的・方法

＊　31’家族内での地位： 求C3，T7－」vものコ

＊　32．　職業上の地位： 　
職

　
嚥

下
1

　
2

　
3

　
4

上
5

＊33。岡崎市での地位：上下
　　　　　　　　　　　　54321　7家　族

午前
終了時聞 時 分

午後

所要時間＝ 分

34．　全体を見て

　一1　調査に対して　　1非常に協力的2協力的3普通

　　　　　　　　　　＋非協力的5非常に非協力的

　一2　反応までの時間1長いほう2普通3短いほう

　一3　反応語数　　　　1多いほう2普通3少ないほう

　一4　雷いよどみ，　　1多いほう2町勢3少ないほう

　　　　調いなおし

　一5　質問に対する悶1多いほう2普通3少ないほう

　　　　いかえし

35．　敬語の度合

轍
－

夢

　
2

　
3

　
4

敬
5

36、　共通語の度合

方
1

234共
5

＊　37．　その他

　　　一1　調査した揚所z自宅2勤務先3（

　　　一2　　　〃、　　1部屋の中2玄関先3店先｛（

　　　一3　同　席　者工本願のみ2配偶者3（



ユ．3．　被調査者の構成

　ここでは継続調査とパネル調査のそれぞれの被調査者の特性について概観す

ることにする。

1．3．1．継続調査の被調査者

　今回の藤接調査は，以下に

示すように，サンプリングに

よって得られた被調査者に対

して実施された。ここで行わ

れたサンプリングは，岡崎市

のうち前開調査と同一地域

（図1－1）に居イ残する15歳か

ら79歳の人々を対象として，

等間隔単純無作為抽出法によ

っている。サンプリングの実

施に際しては，岡崎市役所の

厚意により電子計箪機を利用

することができたので，多く

の時間と労力を省くことがで

きた。被調査者は経済的理由

昭郵30

矢作町

昭樫37

六ツ美町

昭和30

岩津町

　ナユエヨ輪

坐響響癬，1癬

岡騨 @陵5
　馴治39　　　　　昭秘3

　鶴村　　　　　男川村

　　　　昭憩3美合樗昭利3
岡晦村

　　　　　　　　く　
囎30　　　鰍1村
福岡町

昭漁30

竜餐村

昭和30

常磐村

O都η
け

智合町

昭和30

1瑚雛村

図1弓　岡綺市への編入時期
（S；ll）中央の太線でi｝わた地域が調資地点

員1湘30

本宿村

などにより400名とされたが，調査不能をあらかじめ考慮して余分にサンプリ

ングし，調査不能者に対しては同性で年齢が近い者を差し替えて調査をしたた

め，最終的な被調査者の数も400名となっている。

　　これは，いわゆる差し替え方式で，現在はほとんど使われなくなったが，国：立国語

　研究所で昭和46年度に行った「鶴岡市における共通語化の調査」でのサンプリング法
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　にしたがったためである。詳しくは国立国語研究所報告52罫地城社会の言語生活』を

　参照されたい。

　以上のようにして得られた継続調査の被調査者400名について，いくつかの

属性（祇会言語学的属性）および属性問の関連についてみてみよう。

　表1－1は，岡崎市全体，調査対象地域の入口および本調査の被調査者の性

劉構成を対比的に示したものである。被調査者の年齢構成は全市の構成とよく

似ているが，性別構成では被調査者の女性の率が若干高くなっている。

　学歴を性・年齢別にみる

　　　　　　　　　　　　　表1－2　学歴の性・年齢別構成（継述調i歪蚤）
と表1－2のようになって

いる。「低学歴」は新制申

学校・高等小学校卒業相当

以下，「中学歴」は飼欄中

学・高等女学校・新劇高校

卒業相当，「高学歴」は浪

制高校・短大卒業相当以上

をさしている。なお，中

退・在学中は卒業と弾子の

扱いとした。集計結果を見

ると，年齢が高くなるにつれて低学歴の率が高くなっている。また，低学歴が

全体の半数弱を占めてはいるものの，前回調査（低学歴68。2％，中学歴22．1

％，高学歴9．70／o）と姥べると，全体として高学歴化してきているのがわかる。

　職業の性・年齢別構成は表1－3のとおりである。内職・パートなどは「無

職」と同等に扱い，家業手伝いは「その他」に含めて集計した。前回調査で

24．9％あった農工は，今園調査では農業・漁業・工員を合わせても！6％と減少

している。給与生活者は前園調査では15．2％であったが，黙約調査では30％に

達し，いわゆるサラリーマン家庭が増えている様子がうかがえる。

　表1－4は，学歴と職業との関連をあらわす表である。学歴が高くなるにつ

れて，給与生活者が増え，逆に農業・漁業・工員が減っているのがわかる。

　所属産業および職務内容などの分類による被調査者特性は表1－5，表！－6

低学歴 中学歴 高・学歴 全体

男 74（44。3） 67（40．エ〉 26（エ5．6） ユ67

女 118（50．6） 83（35．6） 32α3．7） 233

15～19 12（26．エ） 30（65，2） 4（8。7） 46

20－29 36（33。0） 4・茎（40．4） 29（26．6） ユ09

斜 30～39 33（33．4） 43（50．0） 10（11．　6） 86

40～49 43（61．4） ユ7（24．3） 10（エ4．3） 70

齢 50～59 23（65，7＞ 7（20，0） 5（エ4．3） 35

60～69 29（76、3） 9（23．7）
㎜ 38

70～79 ユ6（／00．0）
…

律　㎜ 16

全　体 エ92（・IS．　O） 王50（3z5） 58（14．5） ．姜oo



26　1．調養の目的・方法

褒1－3職業の性・年齢別昌昌（継統調査）

給与生活者 商権・工駐 農業・1鱗i・狽 霊婦 学生 無職 その他 全体

男 69（41．3） 23（エ3．8） 46（27．5）
一

ユ3（Z8） 6（3．6＞ 10（5．0） 167

女 51（21．9） 7（3．0） 18（Z7） 69（29．6） 20（8．6） 3農（エ4．6） 34（エ4．6） 233

15～19 ユ9（2エ．7）

一
6（エ3．0）

一
30（65．2）

一 一
46

20～29 47（43．エ） 4（3．7） 16（エ4。7） 22（20。2） 3（2．8＞ 4（3．7） 13（エエ．9） 109

年 30～39 33（38．4） 6（zo＞ 9（エ0．5） 22（25．6）
一

3（3．5） エ3（エ5．エ） 86

40～49 18（25，7） 8（エエ．4） 22（3エ．4） 15（21．4）
一

2（2。9） 5（Zl） 70

齢 50～59 10（28。6） 1（2．9） 8（22．9） ？（20．0）

一
5（エ4。3） 4（1エ．4） 35

60～69 2（5．3） 8（2エ．エ） 3（Z9） 2（5．3）
一

16（42．エ） 7（エ8，4） 38

70～79 一
3（エ8．8）

一
ユ（6．3）

一
10（62．5） 2α2．5） 16

全体 玉20（30．0） 30（7．5） 64（エ6．o） 69（エ7．3＞ 33（8．3） 4G（エ0、0） 44（エ1．o＞ 400

表1－4　耳哉業と学歴（継続調査）

職　　　　業

給生

@馬
�ﾒ

商工

X場
蜴

農業
ﾆ・
E工
�

主
婦

学
生

無
職

そ
の
他

全
体

低学歴
　31
iエ6。エ）

15

iZ8）

48

i2飢。）

33

iIZ2）
　6
i3．エ）

35

iエ8．2）

24

i12．　5）

ユ92

中　学歴
　55

i3a7）

11

iZ3）

13

i＆7）

歪8

iエ＆7）

22

i嵐7）
　3
iao）

18

i1ao）

ユ50

高学歴
　34
i58．　4）

　4
i6．9）

　3
i52）

　8
iエ3．8）

　5
i＆6）

　2
i3．4）

　2
i3．4）

58

全　　　体
ユ20

i3α0）

30

iz5）

64

iエ6．0）

69

iエz3）

33

i＆3）

40

ｿo．o）

44
iエエ．o）

400

表1－5　所属産業の性隔日戒（継切誤想）

主婦・

ｳ職
農林漁 建設 製造

卸・

ｬ売

金融・

s動産

運輸・

ﾊ交

電気・ガ

X・水道

サー

rス
公務

男
女

　21
iエ2．6）

P23
i52．8）

1
（
o
．
6
）
2
（
0
。
9
）

ユ7

iエ。．2）

@2
i0．9）

61

i36、5＞

R0
iゐ～．9）

28
i16．　8）

R7

ｿ5．9）

7（4．2）

X
（
3
．
9
）

5
（
3
．
0
）
2
（
0
、
9
）

6
（
3
．
6
）
一

17
iエ。．2）

Q7
i1エ．6）

　4

i2．4）

@1
io．4）

全
体

144
i36．0）

3
（
o
。
8
）

ユ9

i4．8）

91

i22．8）

65

i16．3）

ユ6

i4．o）

7
（
エ
。
8
）

6〈エ。5） 44
iエエ．o）

　5

iL3）
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のとおりである。これらの表で，所属産業や職務内容の不明のものは，「主婦・

無職」の項の中に含めて集計した。

　表1－7は本人の出生地の性別構成を示したものである。前回調査では岡崎

市44．0％，三河35．5％，尾張4．4％，その他16．1％であったが，今回調査では，

表にもあるように，岡崎市47．5％，三河24．5％，尾張7．8％，その他20．3％と

なっている。岡崎市生まれの入が半数弱を占め，約8割の入カミ愛知県生まれと

いうことになるが，前回調査に比べて三河生まれの減少が昌立っている。

　表1－8は，父の出身地と母の出身地のクロス集計表である。前回調査の報

告書（51ページ）によれば「父の方溺岡崎市・三河の出身が多い」とされてい

るが，今回調査の結果では，両看はよく似た分布を示し，差はみられない。

1．3．2．　パネル調査の被調査者

　パネル調査は個人の追跡調査である。したがって前回調査の被調査者本人を

見つけ出すことがまず最初に必要となる。被調査者を探し出す作業は岡崎市役

所の協力を得て行われ，前回調査で得られた繭接調査の被調査者434名（本グ

ループ247名，比較グループ187名）のうち198名（45．6％）の所在が明らかに

なった。所在が不明であった者のなかで，35名は転出，29名は死亡しているこ

とが確認された。所在が明らかになった者のうち無事調査が完了したものは

185名であったが，これは前半調査の被調査者の42．60／ol・：あたる高い率である。

ちなみに，鶴岡市での調査では24．8％であった。

　ここでは，この185名の被調査者についての属性を概観することにする。な

お，学Pt　・職業・出生地などのカテゴリーは継続調査のものと同一である。

　表1－9は，今園調査時の被　　裏1－9性・年齢別構成（バネノ旧識一網調欝の年齢）t

調査者の年齢別および性別構成

を示したものである。今回調査

の年齢から20歳引いたものが前

回調査の年齢とほぼ一致するこ

とになる。前回調査での年齢構

男　　　　　　女 全体：

30代
S0代
T0代
U0代
V0代

12（75．0）

Q5（54，3）

Q7（49。エ）

P3（32。5＞

P4（50．0）

4（25．0）

Q1（45．7）

Q8（50。9）

Q7（6λ5）

P4（50．0）

16

S6

T5

S0

Q8

全体 91（49，2） 94（50．8） 185
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成は，10代18．7％，20代26．7％，30代18。4％，40代i5．90／o，50代以上20．3％で

あったが，今回調査では30代後半16名（8．6％），40代46名（24．　9％），50代55

名（29．7％），60代40名（21．6％），70代28名（15．1％）となっている。70代は

本来70歳以上となるべきところであるが，80歳以上は今回1人も調査されなか

った。両者を銘べると今回調査時の50代，60代が此較的よく見つかっているの

がわかる。性別構成は前回調査も今回調査もほぼ同じ分布を示している。

　表1－10学歴・職業の性撰構成の新旧比較（パネル調査）

前 回　調査 今 園　調 査

男 女 全体： 男 女 全体

学 低学歴 59（砿8） 62（6ao） 121（65．　4） 60（65．9） 62（6α0） 122（65．9）

中学歴 21（23．エ） 26（2λ7） 47（25．4） 20（％．0） 24（255） 44（紹．8）

歴
高学歴 エユ（エaの 6（（先4） i7（且2） ユ1（エ2．エ） 8（8．5） 19（1α3）

給与生活者 19（20．9） 1α。エ） 20（エ（λ8） 25（2Z5） 7（Z4） 32（エZ3）

商工主・工場主 31（34．1） 4（4．3） 35（エ＆9） 32（352） 6（54） 38（2α5）

職 農業・漁業・工員 31（34．エ） ユ2（エ且8） 43（23．2＞ 24（2◎4） 10（エ0．6） 34（1＆4）

主　　　婦 一
49（52．エ） 49（2孤5）

一
18（エ9．エ） 18（£7）

業
学　　　生 5（55） 3（a2） 8（43） 〔 一 一
無　　　職 1（エ．エ） 12α且8） ユ3（zo） 8（＆8） 36（38．3） 44（23．8）

そ　の　他 4（4，4） ユ3（エ3．8） 17（玖2） 2（2．2） 17（エ8．エ） 19（エ0．3）

　表1　一10は学歴，職業について，前回調査と今回調査の比較を示したもので

ある。学歴はほとんど同じ分布を示しているが，偶入個入でみると学歴の下が

った者が3名いた。これは本来あり得ないことであるが，歯入の申告どおりコ

ード化してある。職業をみると，無職の増加が冒立っている。これは当然のこ

とながら，被調査者自身の高齢化が主な原因となっている。また，主婦層が減

少しているが，これは彼女たちが「主婦の座」を嫁にゆずったと意識したため

であろうか。

　裏1－11　出生地の性溺構成（パ，ネル調査）

岡峰市 三河 尾　張
鼓阜・長野山梨・

ﾃ岡・寓山

近畿・中国・四国・

繹ｬ曙・石ル編井
その他

男
女

57（62．6）

T0（53。2）

20（22．0）

R0（31。9）

5（5．　Jr）

U（6．4）

2（2．2）

S（4．3）

5（55）

S（4．3）

2
（
2
．
2
）
一

全体 107（5Z8） 50（2ZO） 11（5．9） 6（3．2） 9（4．9） 2（エ．エ）
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　嵐生地を性別に見ると表1－11のようになる。岡崎市で生まれた者は男性の

方が多くなっている反面，女盤は三河生まれが多くなっている。金体では岡崎

市で生まれた者が57．8％であり，三河・尾張まで含めると実に90。8％にのぼっ

ている。継続調査の数値と比べると，地元との結びつきがより強いことがわか

る。

　個人ごとに前回調査と日賦調査の出生地をつき合わせてみると，異なったコ

ードをとったものが若干卜いた。ここには示さなかったが，父の出身地，母の

出軍地になると，さらに不一致の数が増加している。出生地などは本来変わら

ないはずのものである。前に示した学歴と同様，これらはパネル調査の問題点

として今後肴えていかねばならない事柄であろう。これらについては，とりあ

えずは今回調査の結果を優先させた。

　なお最後に，今回のパネル調査と同一年齢範囲（30代後半以上）にある継続

調査の被調査者（197名）について，年齢・学歴の性別構成を表1－12に掲げて

おく。パネル調査と継続調査の結果を比較するときには，特に性および年齢構

成の違いに注意する必要があろう。

裏1－12　パネル・継続両調査の性×年齢・学歴踊構成

ノぐネ　ノレ調査 継　統　調　叢

男 女 全体 男 女 金体

30代後半

S0代
T0代
U0代
V0代

12（エ3。6）

Q5（2Z5）

Q7（29．7）

P3（エ4．3）

?４（15．4）

4（4．3）

Q1（22．3）

Q8（29．8）

Q7（28．7）

?４（エ4．9）

16（8．6）

S6（24．9）

T5（29．7＞

S0（2エ，6＞

Q8（エ5．エ）

ユ5（18．5）

R0（37．0）

P7（21．0）

P2（エ4．8）

V（8．6）

23（エ9．8）

S0（34．5）

P8（エ5．5）

Q6（22．4）

X（Z8）

38（19．3）

V0（35．5）

R5（エZ8）

R8（エ9，3）

P6（8．エ）

低学歴

?学歴

jw歴

60（65．9）

Q0（22．0）

?１（エ2．エ）

62（66．0）

Q4（25．5）

W（8．5）

122（65．9）

S4（23．8）

P9（エ0，3）

49（60．5）

Q4（29．6）

W（9．9）

77（66．4）

Q8（24．1）

?１（9．5）

126（64．0）

T2（26．4）

P9（9．6）

全体 91（エ00．0） 94（エ00．0） ユ85（100．0） 81（エαフ．0＞ ユ16（エα）．0） 197（エ00．0）

（浅）　ここでの「継続講査」は「バネノレ講査Jに舛応ずる30代後半以上の被調査者を示す。



2。　前回調査の概要

2．1．　目 的

　B本語の著しい特徴といわれる敬語は，封建時代の遺習であるから，民主主

義の世の中では当然溝算すべきであるという考え方がある。しかし一方，民主

主義の基本は個人が互いに他を尊敬することにかかっており，その敬意をあら

わす有効な手段は敬語であるから，これからの世の中ではある程度の敬語は必

要だともいえる。その敬語とはできるだけ簡素な敬語であろう。

　前回調査の報告書では，その昌的の章を大体以上のように述べて起こしてい

る。戦後まだ5～6年しかたたないころのこの調査の企画段階での一般的な社

会情勢をよく反映した文章である。今さらここで後ろ向きの敬語の調査を，と

いう考えは当時確かに有力に存在したのである。

　さて，この前回調査の報告書では，翼的についてさらに次のように言う。

　戦前・戦後を問わず「敬語の混乱」ということが言われる。これは，敬語意

識や敬語についての考え方が，主として老人と若者との問に食い違っているこ

とを指すと思われるが，これはときには伝達を妨げ，さらに地域社会の共同の

感情に影響を与える。そこで，地域社会における敬語の実態をつかみ，それに

よって敬語を複雑にしている原因を追究して，これによって敬語を簡素化する

方策の手がかりが得られよう。

　今実際に老入と若者との間にどのくらいの食い違いが敬語についてあるのか

について，われわれは確実な知識を持っていない。食：い違いは，さらに，男女

間，階層間，学歴別集団問などについてもある。これらを全部ひっくるめたも

のが「敬語の混乱」と考えている人もあろう。こういう「敬語の混乱」が地域

社会で実際どのようであるかを明らかにして，このr混乱」の原因を追究する

のがわれわれの調査の貝的である。これがっきとめられることによって，敬語
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を簡素化する方策の手カミかりを得ようと思う。

　以上が報告書に述べられている前回調査の目的である。「敬語の簡素化」は，

保守的な意見と，その対極をなす敬語全廃論とを止揚するものとして適切な旗

じるしであったと思われる。論拠として「民主主義」が掲げられているのも時

代をよく反映している。

　現在は必ずしも「簡素化」は求められていないと思う。今の指導原理は「能

率化」「効率化」ということであろう。これは必ずしも「簡素化」とは平行し

ない。複雑なものであるならば，複雑に表現すべきだという考え方もある。た

とえば，漢字を含んだ日本語の表記法が複雑であることは否めないが，これを

処理して黛本語ワードプロセッサーなどを作り出し，能率的な文書作成および

管理システムを仕上げるのは科学技術である。したがって「簡素化」というこ

とには現在はあまり重点があるとは考えられない。われわれの今回の調査はす

でに1．1，「聲的と意義」で述べたように，このことは前面には押し出しては

いない。



2．2．　調査の構成・実施

2．2コ．構成

　前贋調査の報告書に盛られているのは四つの調査から得た結果であった。

　最初の二つは，三重県上野市および愛知県岡崎市における，社会調査・世論

調査・心理テストの方法を取った市罠対象の科学研究費による調査で，前者は

昭矛027年度に，後者は昭和28年度に，それぞれ行われた。報告書で主として扱

ったのは後者である。

　あとの二つは，この両年度に国立国語研究所の地方調査員（当時。現地方研

究員）にお願いした調査である。前2者で行った調査と関係あるものを全国的

に調べようとしたものである。昭和27年度は各県7地点で計300地点について

調査し，昭和28年度は，大都市5地点，小都市32地点，農村10地点の計47地点

について調査iした。

　以上のうち，最初の二つのものが今回の調査と関係があるので，主としてこ

れについて述べておくことにする。

　1）調査の主な柱は「面接調査」である。しかし，これは今回の調査と同じ

であるから，詳しくは今回の実施について述べた1．2．「調i査の構成・実施」

を見られたい。なお，被調査者は上野市2δ0人，岡崎市450人であった。

　2）　次は「社会生活調査」である。敬語行動・敬語意識は，ある個人がどん

な経歴をもち，どんな社会環境のうちで，どんな社会的接触のもとで黛常生活

を送っているかなどということと深い関係があろう。そこで，各個人に性・年

齢・職業・居住経歴・学歴・マスコミとの接触度などについての調査票を配っ

て記入してもらい回収することにした。被調査者は全市民からのサンプリング

によって，上野市1，000人，岡崎市800人を選んだ。そして回収された調査票

を参考にしながら，先の「面接調査」の被調査者を選んだ。したがって，調査
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順序からいうと，この「社会生活調査」の方が先である。なお，今回調査で

は，晦接調査」の被調査者をいきなりサンプリングしている。

　3）1）の「面接調査」は話し手としての敬語行動を調べるものであったが，

これに対して，被調査者が聞き手として，敬語行動をどう感じ，どう判断する

かを調査しなければならない。このためには被調査者を一定の会揚に集め，ス

ライドでいくつかの揚面を見せて，それぞれの場面における会話を録音で聞か

せて判断してもらった。一定の会場に集まってもらったので「集合調査」とも

いうが，またスライドを使うので「スライド調査」とも称する。

　前嚥調査ではそれぞれ「面接調査」の被調査者から被調査者を選んだが，今

回は主として費用の点でこれができなかったので，中学校・高等学校で生徒に

ついて実施した。

　4）「藏接調査」で調べた場颪はあくまでも仮定した場面である。その仮定

した場藤と同じ揚面で自然のままのところで録音して，「薗接調査」での反応

が妥当なものであるかどうかをみようとした。この調査を「揚面録音調査」と

いう。詳しくは前回の報告書を見られたい。今回は省略した。

　5）　われわれは言語形式の丁寧さを何らかの手段で数量化をしなければなら

ない。そのための基礎的な，丁寧さの段階を決定するために一般市民に実施し

たので「敬語形式の段階調査」と称する。

　実際の各反応に対する殺階づけは前回も今回も同じ一人の調査者が行った。

これについては，この報告書の5．「敬語の段踏づけとその結果」に詳しく述べ

る予定である。

　6）敬語行動を規定する条件として，社会階層は重要なものの一つであろ

う。そこで，被調査者がどのような階層に属しているかを客観的に数量化する

ための調査を実施した結果によって各人の所属階層を判定した。

　7）以上のほか，前回の調査では「対話の実験的調査」を計画・実施した。

上野市では年齢（老・壮），階層（上・下），親疎の三つの条件を組み合わせ

て，尉話する人を組み合わせて11組を，岡崎市ではこの三つにさらに男女を加

えて，合計20組の対話を観察・記録：した。

　この調査は整理・分析に時間がかかることもあって前回の報告書では取り上
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げていない。また，今回も調査は実施したが，同様の理由からこの報告書では

取り上げなかった。

　以上のような調査のうち「颪接調査」を軸とし「集合調査」「場面録音調査」

について図示したものが，前回報告書の付表1として折り込みでlllている。

　全国で調査したのは，第1年度を「金国調査1」とする。この調査は，一一XE

の場面において，閉じ話し手の敬語行動が相手によってどのように変わるか，

ということを重点としたものである。なお，その他同じ敬語形式でも，地域に

よって，丁寧さの段階に違いがあるか，話し手の年齢によって敬語行動に違い

があるか，共通語の敬語形式がどの程度行われているか，個々の敬語形式の地

理的分布を知る，などを爵的とした。

　以上のうち主となるものについては，10の項目について，あまり親しくない

目上の者（被調査者の屠住地の小学校の校長），近所の顔見知9の年上の者，

隅じく同じ年ごろの者，同じく年下の者，岡じ年ごろで金く知らない者の5種

類の聞き手に対して敬語行動がどう違うかを調べた。

　第2年度の「全国調査R」では，前年度の上野帯での調査項目のうち「面接

調査」の全部とギ集合調査」で調べたものの一部，およびその他として入称代

名詞の使用状態を取り上げた。

2．2．2．実施

　昭和27年度は，上野市で実施する前に，山梨県北都留郡上肇原町，東京都青

梅市でそれぞれ準備調査を実施したのち，上野市で本調査を4回にわたり行っ

た。調査に従事したのは延べ247人である。

　昭和28年度の岡崎市での調査は，9月1霞から11目までの第1回から，翌年

3月6Hから16目までの5回にわたり，延べ201人日の調査であった。

　「全国調査1，丑」は，各道府県の地方調査員47入に委嘱して調査した。北

海道および兵庫県はそれぞれ2入ずつで，あと東京都は委嘱せず，また沖縄県

は復帰前であった。

　r全国調査1」は329地点で調査されたが，うち完備した報告のあった300地
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点について分析した。

2．3．結果の概要

　これについては前の報告書の「魂結び」の「1結果のあらまし」のところ

に述べてある。ここではこの記述を主として紹介しておくことにする。一以

下は今回つけ加えた説明の部分である。

　！）否定的要素を含む敬語形式は，発話全体として，否定的要素を含まない

敬語形式よりは一般に丁寧と意識されている。一「くれ」より「くれんか」，

「いただけますか」より「いただけませんか」が丁寧と意識されている，とい

うことである。またこれは当然「敬語形弐の段曙調査」の結果にも反映してい

る。

　2）特定の敬語形式が個人によっていつも好んで使われるということはなさ

そうである。たとえば，ある入は否定的要素を含む敬語形式をいつも使う，な

どとは言えないようである。一いつも丁寧な敬語形式を使う，というような

人はいるのであるから，たとえばrございます」をよく使う，といった個人は

いるであろう。

　3）長い発話ほど丁寧な敬語行動であると一般に意識されている。一「長

いほど」と言ってももちろん程度問題ではあるが，短いほど乱暴であるとの意

識は強い。

　4）同じく，方言形式を含む癸話は，そうでない発話よりも乱暴であると一

般に意識されている。一これも丁寧さの段階ではそう変わらないだろうと予

想されるものについての比較である。

　5）ある部分に漢語を使う発話の方が，漢語を使わないそれよりも丁寧であ

ると意識されている。一たとえぼ，「ここに受け取りがあります」よりも

rここに領収書があります」の方が丁寧である，ということである。

　6）心理的に弱い立場に立つとき（ものを拒むとき，恩恵を受けた場合な

ど）敬語行動は丁寧になり，その逆のとき（すなわち，相手が間違っていると
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き，相手に恩恵を施す場面など）は比較的乱暴になる。一これは「面接調

査」での，設定壁面をこのように分けたとき，二つのグループの間に丁寧さの

差が認められたことからの結論である。

　7）　この揚面ではこの程度の丁寧さで行動すべきであるという意識と，実際

の敬語行動の丁寧さとは必ずしも一致しない。一これは「面接調査」での調

査場面を丁寧に雷わなけれぼならないと思う順に並べてもらって，その入が実

際に答えた語形による丁寧さの順と一致するかどうか，ということによって調

べた。丁寧に言うべきだとは思いながら，丁寧な語形が出にくい場面があると

意識とは大いに違ってくることになる。

　8）知っている人への敬語行動よりも知らない人への敬語行動の方が丁寧で

ある。一「面接調査」の場面を顔見知りの入を相手にしたものとそうでない

ものとに分けてみた結果である。敬語行動は親しい人へはあまり丁寧にならな

い，ということの裏返しである。親疎では疎の方に結び付くのが敬語行動であ

り，丁寧な敬語行動は一つの隔ての表明である。

　9）　同じ事態を現す敬語行動が相手によって変わる変わりぐあいは，平均し

て3通りである。地域的には，東から西へ移るに従って使い分けが細かくな

る。一一これは「軍国調査1」の結果である。5種類の相手に対して何通りで

答えるかの結果が上の結論である。

　10）敬語行動の揚合，性別が社会的要因の中で最も効いている。年齢は敬

語行動を規定する要因としては最も効いていない。一女は男より，年齢の高

い者は低い者より，階層は高い者が低い者よりそれぞれ丁寧である。

　11）男の方が場面による使い分けをよくするが，女はいつも丁寧な敬語形

式を使い，場面による使い分けをしない傾向がある。一使い分けについて

は，年齢は30代が最も使い分けをよくする。学歴・階層とも高い方が使い分け

をよくしている。

　12）敬語形式についての知識は学歴によって左右される。性別によっては

ほとんど左右されない。一言うまでもなく，学歴の高い方が知識は高い。な

お，年齢は低いほど，階層は高いほど知識が高い。

　13）敬語についての意見は年齢で大きく開く。一年齢が大きく効いてい
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るのは，今の敬語と戦前の敬語とどっちがいいかに対して，高い方が戦前に，

若い早早ミ今に傾いているのと，高齢の者が目上の者には家族のみでも敬藷を使

うべきだ，としている点である。

　14）一般に，丁寧な敬語形式の方を好む。一同じ「丁寧な敬語形式を好

む」といっても，自分が言うという立場での方カミ，第三者として観察している

という立場よりも了寧なものを支持する率が高くなっている。

　15）方言形式を含んだ敬語行動は自らも発することを妊まないし，また他

入から受けることも野まない。一同一の内容を囲うのに，方言形式よりも標

準語形式の方を丁寧と考える傾向があるようである。

　16）一般に丁寧な敬語行動を支持する者は，実際にも敬語行動は丁寧であ

る。一なお，ある言い方が適当であるか不適当であるかの判定では，不適当

とした者の方が丁寧な敬語行動をしているようである。

　17）女は男に対して，若い入は老人に対して，下層の人は上層の入に対し

て，それぞれ丁寧に言うべきであると意識されている。一これは一つはそう

期待されている，ということであろう。

　18）その場合，話し手と聞き手との問の敬語行動を最も強く規定するのは

三郷であるべきであると一般には考えられている。一このとき調査した，他

の性・年齢を合わせてみると，階層の次は年齢，性の順になる。

　19）敬語行動に対する判断（敬語意識）では，性の要因は効かない。一

この点で敬語行動の場合と逆である。あとの年齢・学歴・階層は，分析の仕方

や揚合によって違って出るので，どの影響カミ強いかは決定しがたい。

　20）嘗庁や会社など事業所で，部外の人に対して，部内の上長について言

うとき，丁寧な敬語形式を使うべきでないという「これからの敬語」の基準は

一般にはかなりの心理的抵抗を感じさせるものであるようである。一由本課

長の留守申にかかってきた電話への女子社員のことば「課長の山本でございま

すね」「出本は外へ嵐ておりますが」r帰ると思います」と言っているのはすべ

て「これからの敬語」で正しいとされている言い方であるが，これに問題を感

じる人が多いようである。

　21）　いわゆる「丁寧語」の「お」のっけ過ぎは，抽象的に意見を述べると
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きはともかく，実際の対話を聞くときは，それほどの抵抗を感じない。一

「人参」F眼鏡」などに「お」をつけるのを例示して，このように「お」をつけ

るのがいいかどうかを聞くと，つけない方がいい，という意見は全体で65％も

あるが，実際に「お」を大いにつけた会話を聞かせて抵抗を感じたかどうかを

みると，あまり気にしないようで，最大でも6％の人がおかしいとしただけで

ある。

　22）　自分の親族について言うとき，実際の敬語行動では相当丁寧な敬語形

式を使うにもかかわらず，あまり丁寧な敬語形式は使うべきでないという意識

は強い。一自分の父の「言う」という動作に対して，「言われました」「おっ

しゃいました」と言うとした入が22％もいるのに対して，「お父さんは今年は

ちょっと病気をなさいましたが」を変だとしている入も49％ぐらいいる。この

ことをこのようにまとめたのである。

紙23）一般に若い人の敬語行動については寛大である。一席をゆずられた

入が「いいよ，いいよ，次で降りるから」といったようなことばについて，男

20～30代の入が10代の入に言ったのは乱暴だから不適当というのは56％もいる

のに対して，逆に10字置ら20～30代の入へのことばでは51％とかえって少ない

のは，子どもなら仕方がない，という甘やかしの気持ちがあるようである。

　24）　自分は丁寧な行動をしているつもりだと答える者は，敬語行動でも丁

寧な敬語形式を使う傾向那ある。一これはスライドで揚面を見せ，このよう

なとき自分ならどういう行動をするか（たとえば，目上の人に席をゆずるか否

か），という一つのパーソナリティ・テストを試みた結果である。これは，言

語には全く関係ない行動面での丁寧さを調べて，その入の敬語行動を結びつけ

たものである。

　25）　リジッドなパーソナリティの者は敬語の使い分けが下手な傾向がある。

一一h語の使い分けは状況に応じて敬語の丁寧さを切り替えるのであって，柔

軟な態度が大切であることを示すものである。

　以上が前回調査の主な結果であった。今回の調査ではすべてが取り上げられ

ているわけではないので，一部は追試が不可能ではあるが，可能なものについ

ては前回の結果と比較することになる。この結果は3．2．「結果の概要」，4。2．
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「結果の概要」，6．「継続調査の結果（1）」，7．「継続調査の結果（2）J，8．「パネル

調査の結果」，9．1。「調査の結論」などのところで述べる予定である。



3。　継続調査の概要

3。ユ．　目的と方法

　1．1．「顕的と意義」で既に述べたことであるが，われわれは旧称47年度に愛

知県岡崎市で敬語と敬語意識に関する実態調査を行った。これは，昭和28年度

に同じ岡崎市で実施された調査結果と比較対照することにより，同地での約20

年間の言語および言語使用の変化・変遷の姿を明らかにしたい，ということで

企画されたものである。

　この調査での比較の方向には2通りの方法が用いられている。一つは岡崎市

という地域社会全体について20年間の変化をみるためのものである。これを

「継続調査」による比較と呼ぶことにする。もう一つは次の4。「パネル調査の

概要」で述べる「パネル調査」による比較である。いずれの場合も，20年の間

隔を置いた2回の調査結果の乾較ということであるが，1回だけの調査では把

えにくい言語使用の変容をみるための不可決な手段だといえよう。

　継続調査は地域社会全体の比較を行うための調査であるから，前回調査同様

サンプリングによって，地域社会をうまく代表するように被調査者を抽出して

調査を行った。また，比較というからには，一部の聖旨を除き，単磁調査と同

じ調査票で調査を行ったことは言うまでもない。

　なお，調査の手順としては，あらかじめ郵送しておいた自記式の『社会生活

調査票謡の回収を済ませた後に，『サーーヴェイ調査票」に基づいて個別薦接調

査を行った。

　調査資料はパンチカード化し，国立国語研究所設置の電子計算機により集計

作業を行った。資料の整理にあたっては，大部分の項目は被調査者の回答をい

くつかのカテゴリーに分類してそのまま入力したわけであるが，次のものだけ
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は別基準での事前整理を行った。

　それは，一定の場面・状況に直面した場合に被調査者自身ならどう書うかを

具体的に尋ねた項目である（『サーヴェイ調査票』の101～115問）。これについ

ては，各人の回答一雷語形式を，5．「敬語の段階づけとその結果」で述べる

墓準による丁寧さの程度の観点から，3段階および5駿階に区分された判定結

果を入力データとして以降の分析を行っている。なお，各場面での被調査者ひ

とりひとりの具体的な回答については巻末の「反応文一覧」を参照されたい。



3．2．結果の概要

　継続調査の個々の結果については6．「継続調査の結果（1）」と7．「継続調査

の結果（2）」とで詳しく述べるが，ここでは主要な結果だけを示しておく。

3．2．1．場面の丁寧さ

　設定された場面の数は前回が13，今回が15場面であるが，6．L「揚面と敬語

段階」では前回の分析対象となった12場面について述べられている。

　この12場面に対する被調査者全体の平均の丁寧さの順位は次のとおりである

一一z列は今回調査での丁寧さの高い方から。

順
回　

今
1
2
3
4

位

前回

1

3

4

2

ρ
0
［
O
Q
4

［
D
6
7
尋
8　　　7

9　　8

10　11

　　　場　藏

略称　　揚蓋・事態

「医者」（医者に往診を頼む）

「荷物預け」（買いつけの店で荷物を預ける）

「電報用紙」（電報局で電報用紙をもらう）

「傘忘れ！（乗り物で傘を忘れて降りて行きがけた人に注意してや

る）

「議事堂」（東京で国会議事堂に行く道を尋ねる）

「席ゆずられ」（乗り物で席をゆずられて断わる）

「電灯料」（問違って2度電灯料を取りに来た集金人にそのことを

言う）

「先生」（小学校時代の恩師に自分の子どものことについて答え

る）

「傘貸し」（少し知っている人ににわか雨のとき傘を貸す）

「道教え」（知らない旅行者に道を尋ねられて教える）
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10　「おつり」（買いつけの店でもらったおつりが聞違っていることを

　　　言う）

12　　「魚つり」（魚つりの少年に釣れるかどうかを尋ねる）

なお，12位のr魚つり」の三面は葡画調査の「物売り」（物売1；）の少年にその父親

のことを尋ねる）に代って用いられたものであIJ，厳密な意味では比較しえないもの

であることを断っておく。

　以下，この12場面について6．1．「場面と敬語段階」で述べられた結果を中

心に箇条書きの形で示す。

　1）上記の12場面での丁寧さの順位は前回と今回とでよく似ており（順位相

関係数0．958），ともに発話者力感理的に弱い立言に立つときの言語形式はより

丁寧であり，逆に二品の強いときは乱暴になるという傾向がある。

　2）12場面全体の平均の丁寧さ段階は前回と今回とではあまり差がない。

　3）より丁寧な場面とより乱暴な場面とについて2回の調査結果を比べると

（図6－2），二二の方が丁寧な誌面ではより丁寧に，乱暴な場面ではより乱暴な

言語形式が多くみられるようになっている。

　したがって，この地域社会では，どの山面で丁寧に言うかどうかの判断基準

はこの20年間でほとんど変化はないが，使い分けに関しては今回の方がうまく

なったといえる。

　4）被調査者の性別でみると，すべての揚面で女の方が男よりも丁寧な敬語

形式を用いている（図6－5）。これは前回調査で指摘されたことでもあり，他

の調査結果とも一致する現象でもある。

　5）特に性差の大きい場面は，「医者」，階物預け」，「電灯料」，「おつり」な

どであり，顔見知りの店や集金入などには女は男よりもより丁寧である。ま

た，「傘貸し」や「傘忘れ」のように，少し知っている入また知らない入へあ

る種の恩恵を施す場面でも同様である。

　6）反対に性差の少ないものは，r議事堂」，「席ゆずられ」，「先生」などやや

緊張を要する二面である。

　この5），6）の結果だけでは早断はできないが，男の方が場面による使い分
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けの程度が大きいと考えることができよう。

　7）年齢別では全体としては高年齢層の方が丁寧なことば使いをしているが，

「電報用紙」と「電灯料」の2揚面は最も若い10代後半が一番丁寧である。こ

の両揚薗の相手がお役所的であることが関係しているのであろうか（図6－8）。

　8）反対に若い人が顕著に乱暴だった場颪は「魚つりjであ！，「席ゆずら

れ」にもこの傾向がみられる。これらの場面の話し相手が比較的低年齢だとい

うことからみて，若い入は若い入に対して乱暴な言語形式を用いるといえるよ

うである。つまP，親しみの二丁的表現だと考えられる。

　9）年齢と敬語の使い分けという観点でみると，20代と30代とが最もうまく，

この年代から離れるにしたがって使い分けない人が多くなっている。

　10）学歴別では，全体的に学歴が高いほど丁寧であり，またこの層は二三に

よる使い分けをよ！多く行っている（pa　6　一9）。なお，この傾向は前回調査と全

く岡じである。

　11）性，年齢，学歴の3属性（要因）のうちでは，丁寧さの程度は性別で最

も大きく異なっている。次いで，学歴別で差がある。

　12）ただし，3要因聞のクロスということを考えると，性，性×学歴，性×

年齢，学歴の順に了寧さを決定する要因となっている（表7－2）。

　13）性×学歴でみれば，男女とも学歴の上昇につれてより丁寧さが増すが，

その差は男に著しい。つまり，男は学歴によって丁寧さの程度が大きく異なっ

ている（図7－2，図7－3）。

　14）また，性×年齢では男女ともに年齢が高くなるほど丁寧になるようであ

るが，その傾尚は女の方でよりはつきりしている（表7－1）。

3．2．2，　特定の敬語形式

　上記の結果は丁寧さの程度に関する場面間の比較であったが，ここでは同じ

場面内または類似場面での語形の選択のされ方についてまとめる。

　1）被調査者の反応文の中で，否定形を含むものとそうでないものとを此べ

ると，前回調査同様，否定表現形式を含む方がより丁寧である（表6－3～表6一
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5ほか）。

　2）否定形を用いる反応の割合の多さと場面間の丁寧さの順位とはかなりの

程度一致している（順位相関係数0．　714）。したがって，比較的丁寧な場面には

言語形式の肯定形・否定形の別が問題になることが多いといえる（表6　一2．P．）。

なお，これらの二面は図7－5で示された数量化理論第四類による三面間の分類

でも近い位置にかたまっていることが注屠される。

　3）否定形の多さと年齢との関係でみれば，「医者」のような場面では差がみ

られないが，rおつり」では若い年代での否定形が非常に少なくなっている。

この結果は前回調査とも一致しており，若い入は相手が聞違えたような場合に

は遠まわしにではなく直接的表現でそれを指摘することが多いといえる。

　4）この否定形・肯定形と関係することであるが，ものごとを言うのに質問

の形を借りるか断定形で述べるかといったことも丁寧さの程度と関係してい

る。言うまでもなく，質問形による表現の方が丁寧さの段階が高くなっている

（表6－16～表6－17）。

　5）質問を示す終助詞の現れ方をみると，「か」，「かい」は男に多く，「の」

は女に多い。また，文末に終助詞を用いずにイントネーションだけで質問を蓑

すのは，性別では女，学歴では蕩い方に多い（表6－20）。

　6）依頼表現で用いられた語形についてみると，「いただく」，「願う」，「下さ

る」，「貰う」の順に丁寧さの程度が低くなっている。この順は前回調査とも一

致している。

　7）このうち最も丁寧な語形「いただく」は場面としてより了寧なもので多

く現れる（表6－3～表6－6，表6－12）。

　8）また，「いただく」に関していえば，前回調査と今回調査とではその使い

方に若干の変化がみられている。すなわち，否定形と結びつく「いただけない」

の形は前回よb大幅に減少し，肯定形の「いただく」が若干増えている（表

6　m3）e

　9）尊敬形式の「お……になる」，「お……です」，「……られる」についてみ

ると，前回も今園もこの順で丁寧であるが，最も丁寧な「お……になる」を使

う人の割合は今回かなり減少している（表6－8）。この点では20年前よりも敬語
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形式は簡単化したともいえる。

　10）「おそれいります」，「すみません」，「ちょっと」といった形での呼びか

けも，この順で丁寧さに影響を与えている。このうち，「ちょっと」という呼び

かけは丁寧さの程度への寄与は他の二つほどではないが，それでもいきなり用

件に入る発話よりは，丁寧さの段階が高いといえる（表6－7，表6－13～表6－

14）0

　11）礼を雷うときの「ありがとう」と「すみません」とについてみると，前

者よりも後者の有無の方が全体の丁寧さに髭響を与えている（表6－14）。この

「すみません」は現在の言語生活では「ありがとう」の意味をも付加している

といえる。

　12）自称代名詞の使い方では前回も今回もほとんど違いはみられないが，

「ぼく」と「自分」とが減少したように思われる。また，この「ぼく」を使う

入の割合は年齢の上昇につれて減少している（表6－9）。

　13）一方，二人称代名詞についてみると，その選択と丁寧さとにはそれほど

の差は認められていない。これは使用揚面が「魚つり」（前回は「物売り」）で

あったことと係りがある。つまり，呼びかけの対象が小さな男の子であり，全

揚畑中最も乱暴であったからである（表649）。

　14）しかし，用いられた代名詞の語形そのもについてみると，前回は「あな

た」と「あんた」が半数近くを占めていたのに対し今回はこれが減少し，「ぼ

く」カミ著しく増えている。特にヂぼく」の使用は女に多くなっているが，女は

一人称としてこの語を使わないので二人称へ容易に転換しうるからであろう。

　15）前回調査でも指摘されたことであるが，方言形を含むものとそうでない

ものとでは，含まない方がより丁寧である。また，2回の調査で比較すると予

想どおり方書形の割合は今園の方が低くなっている（表6－23～表6－24）。

　16）漢語の使用・非使用に関しても，前回同様に漢語を使う方が丁寧である

が，今回はその差が小さくなっている（表6　一25）。

　17）理由を示す助詞では，「ので」，「から」，「で」の順に丁寧な発話の文に

含まれている（表6－26～表6－27）。

　18）言語形式そのものではないが，反応文の長さと丁寧さとについてみる
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と，前回善様，今回も長い反応文のものほど丁寧である。ただし，前回に比べ

て，より丁寧な揚面では今回の方がより長く，反対に乱暴な場面ではより短く

なっている（表6－29）。

　以下，上記の藏接調査とは異なるが中学生と高校生のみを対象として行った

「スライド調査」（6．4．「スライド調査」参照）での主な結果を示しておく。

なお，「スライド調査」は種々の場颪をスライドで示すとともに，その揚颪で

の会話を録音で聞かせて，「自分ならこう言うj，「こう感じる」という反応を

求めたものである。

　19）「こう言う」ということで選ばれた表現形式を全場面についてみると，

この20年閥に丁寧でない語形の選択が多くなっている（表6　一80）。

　20）一方，「どう感じる」かという会話文の適切さを尋ねた揚合では丁寧な

語形の選択率が高くなっている。したがって，最近の若者は聞けばこの方が適

切だと感じても自分はそのような言い方ができないと思っているといえる。自

分の書肺生活を客観的に鞠慣していることの現れだろうか。

　2！）選択語形の丁寧さを性別で沈較すると，前回は女の方が一般に丁寧であ

ったのに対して，今回は項罠による若干の違いはあるが全般的にはほとんど差

がなくなっている。

　22）社長と社：員，先生と生徒といった地位の異なる人物どうしの会話では，

前園は両者の差の小さいものが支持されていたが，今回は差の大きい方の会謡

が適切だと意識されている。ただし，社員が女の揚合は，差の小さい会話への

支持率が増加している（表6－80）。

　以上では12場面での丁寧さの程度と敬語使用の側面についてやや詳しく述べ

てきたが，以下は男時ごとに結果溺異なる面が大きいので特に資立つ特徴のみ

を記すことにする。

3．2．3．　　敬藁蓑意言哉

　！）短文中の敬語形式を指摘させるという形で被調査者の敬語に対する知識

の程度（知識点）をみると，今園は前回よりも大福にr知識点」が低下してい
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る（表6－35）。とりわけ顕著な変化は，前園に比べて今回は美化語の「お」や

丁寧語の「ます」を敬譜形式だと意識しない人が増えたことである。

　2）「知識点」という観点からの敬語の知識の高低とその人の敬語形式の丁寧

さとにはほとんど関係はみられない（表7　一7）。

　3）「知識点」の高低には当然のことながら学歴の要因が最も大きく関与して

いるが，前回に比べて今回はやや差が縮まっている（表6－35，表7－5）。

　4）「目上に対して敬語がどの程度使えるか」ということでは，前回に比べて

今回は「うまく使える」と「うまく使えない」といった両極の回答が減少し，

中間的な回答が増加している（表　6　一37）。この20年間に自分の敬語使用に対す

る客観的な見方が確立したためであろうか。

　5）「家族どうしで敬語を使うか否か」という点では「使わない人」が今回大

幅に増加している（表6－39）。また，使わない人は使う人に箆べて敬語の知識

は高く，敬語形式の面では丁寧な人が多い（表7－9）。

　6）これに関係する項目の「家でも敬語を使うべきか否か」についてみると，

前園は多数意見であったr使うべきだ」が減少し，「使わなくてもいい」が過

半数になっている（表6－43）。なお，5）と6）との回答には極めて高い相関

がみられる（表6－44）。

　7）「人称代名詞の使い分けの是非」に関しては，前回概に多数意見であった

肯定派の割合が今回さらに増加している（表6－40）。

　8）美化語「お」の使用の仕方に対する意見でも，前回圧倒的であった「つ

けない方がいい」とする三晃の支持率が著しく高くなっている（表6－41）。こ

れは1）で述べたことと関連があるといえよう。

　9）昔の敬語と今の敬語への支持では，全体では2回の調査でほとんど差が

みられない。しかし，性別でみると，前園は男が昔，女が今をより多く支持し

ていたのが今回は逆になっている（表6－42）。また，年齢別では前回20代にあ

った意見の境界域が今回は40代に移行している（図6－13）。

　10）全般的にいえば，以上の項目に対する意識・意見と実際の敬語行動や敬

語に対する知識の程度とにはあまり強い関係はないといえる（表7－11など）。
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3，2．4．社会生活意識

　1）新聞への接触についてみれば，全般的には前回も今回もあまり差はみら

れない（表6－48～表6－50）。

　2）被調査者の行動範囲・交際範囲についてみると，性別・年齢別・学歴別

の違いにかかわらず，前園よりも今回の方が広くなっている（表6－51～表6－

56，表7－23）。つまり，この20年間に一様に行動・交際の範囲が拡大したわけ

である。

　3）社会的態度では，「しきたり」（表　6　一71）を除いては，前回の保守的意見

から今回は進歩的意見へと大きく変容している（表6－68～表6－72）。

　4）この進歩的意見の持ち主の社会的属性をみると，性別では男，年齢別で

は若いほど，学歴別では高いほど多くなっている。特に年齢別で差が大きいと

いえる（表7　一16）。

　5）社会的態度と敬語の丁寧さとの関係については，前回は進歩的意見の支

持者ほど丁寧であったが，今回は逆の結果となっている。また，この意見の持

ち主は，当然のことながら敬語に対する知識の程度も高いといえる（表7－

17）0

　6）また，社会的態度と敬語意識とには，進歩的意見の支持者はr家の中で

は敬語は使わなくてもいい」とか「今の敬語がいい」などの意見が多いといっ

た現象もみられている（表7　一18～表7－20）。

　7）階層帰属意識は前身より「中の下」と「下」が減少し，「中の中」が増加

し，全体の9割弱が中流意識を抱くようになっている。

　8）また，階層帰属を決定する要因としては，全体では職業，学歴，家柄，

財産，名声，収入の順となっているが，男は名声を，女は家柄を重視する傾向

がある。



　

4 パネル調査の概要

4．1．　パネル調査の意義

　パネル調査はいうまでもなく，ある一定期問をおいて再び同一の被調査者に

対して調査を行う，いわゆる継断的調査法の一種である。「継続調査」が社会に

おける言語現象あるいは言語意識の継続的比較を旨的としているのに対して，

パネル調査は被調査丸瓦入の追跡調査ということができよう。したがって，こ

こで出される結果は社会を代表した意見ではなく，被調査者個人の意見の変化

を捉えたものということになる。しかしながら，前回の調査と今回の調査の間

には20年という年月が経過していることから，完全な追跡調査とはいえない面

がある。パネルデータの分析のためには，もう少し短い期間内に調査を行うの

が普通であろう。とはいっても，言語生活や言語意識について，成入を対象と

した数少ない調査ということで，この調査の結果は継続調査の結果間様有用な

ものといえるであろう。

　なお，調査の実施方法およびこの調査で得られた被調査者の属性別構成につ

いては1．「調査の目的・方法」を参照されたい。パネル調査の結果については

8．「パネル調査の結果」に詳しいが，ここでは以下にその概略を述べることに

したい。



54　4．パネル調査の概要

4．2．　結果の概要

4．2．1．場面と敬語段階

1）野面の丁寧さ

　各署面の丁寧さの順位でみると，前回と今回でたいへんよく一致している

（順位相関係数0．96）（表8－1）。また，継続調査の結果ともよく一致している。

前回の調査から20年経過した今回でも場面の丁寧さの順位には大きな変化がお

さなかったことになる。性別でみると，女は男よりすべての場面で丁寧になっ

ている（図8－1，図8－2）。しかし，前回との比較では女は今回の方が乱暴に

なっている点が胃立っている（表8－1！）。さらに，年齢の高い方また学歴の高

い方が丁寧であるという傾向が多くの斜面でみられる（図8－4，図8－5）。

　各場面ごとの丁寧さを平均段階点により比較すると，統計的に有意な差とは

いえないが，継続調査同様，前回に比べて丁寧な場面ではより丁寧に，乱暴な

揚面ではより乱暴にという傾向がみられる（i表8－4）。この点からいえば，使

い分けがうまくなったといえよう。

2）　合計段贈点・適応点

　合計段階点の平均値は前回よりも値が大きくなっている。この点からも全体

として幾分乱暴になったことがわかる。性別では女の方が丁寧であ！，年齢で

は高齢者の方がやや了寧な傾向がある。また，学歴の高い方が丁寧になってい

るが，高学歴以外は前回より今回の方が乱暴になっている（表　8　一12）。

　適応点は全体として若干上がったが，属性別には顕著な差は見られない。前

回差のみられた性でも，女が前回に比べて上昇したため今回調査では差がなく

なっている。ただし，前回差はみられなかったが，年齢の若い方が着干ではあ

るが適応点が高くなっている点が注昌される（表8暖3）。
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4．　2．　2．敬語意識

1）　敬語の知識

　前回よりも今圓の方が，美化語「お」や丁寧語「ます」を敬語と意識しない

人が増加している（表8近5，表8－16）。今後ますますこの傾向は著しくなる

ことが予想される。

　6短文の点数を総合した「知識点」では，継続調査での傾向と岡様に，若干

点数が低くなっている（表8－18）。したがって，社会全体としてはこの20年聞

に，ここでいう意味での敬語の知識は低下していることになる。ただし，この

傾向は社会的要因によってかなり異っている。性別では，男はやや点数が上昇

しているのに対して，女は大幅に低下している。また，学歴では申学歴の下降

と高学歴の上昇といった現象がみられる。一方，年齢では若い方は点数が低く

なっているが，高齢考（60代以上）はほとんど変化していない（図8　一14）。

2）　敬語使用意識

　「冒上に対する敬語使用」では，前回に対して今回は敬語が使える方向に変

化したといえる（表8透9）。属性別では，男と低学歴にその傾向が著しい（表

8　一20）e

　r家族どうしでの敬語使用」では，継続調査同様「使わない」が増加してい

る（表8　一21）。したがって，社会全体として，「家族に対しては敬語を使わな

い」という意識が強くなっているということになる（表8－22）。

3）敬語に対する意見

　人称代名詞の使い分けに対する意見はこの20年間であまり変化しなかった。

　美化語「お」の使用に関しては，継続調査同様「お」をつけない方向に変化

している（表8－23）。今後も「おをつける」という意見は，減少するものと予

想される。

　昔の敬語と今の敬語の使い方の比較では，「昔の方がいい」という意見が増

えているが，「無回答」や「申間回答」を除いて考えると前園と今回とではほ

とんど差がみられない（表8一一27）。
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　家の中での敬藷使用の必要性に関しては前回とは逆に，「使わなくてもいい」

という意見が増えている（表8　一30）。この意見を属性別にみると，性差が縮ま

り，学歴差が増大しているのがわかる（表8－31）。

　「敬語を使うと話が長くなる」と，敬語の使用を減らす方向ヘバイアスをか

けた設問では，「今のままでいい」という意見が増えている他は前回と変わら

ない（表8－32）。

　「敬語を使うと上晶に聞こえる」というように，下間とは逆に敬語を増やす

方向ヘバイアスをかけた設問では，「今のままでいい」という意見が増え，他

の意見は減少している（表8－34）。属性別にみると，r盛んに使うべし」は高

年齢層に，「今のままでいい」は低年齢層に多くなっている。

4，2．3．社会生活意識

1）　新聞との接触

　前回も今回も「毎日読む」が70％を占め，ほぼ同じ傾向を示しているが，購

読部数では，複数の新聞を読む人の率が今回減っている（表8－36，表8－37）。

2）交際

　公式の会合への出席の程度は，「ふつう」が減り，「出席するほう」，「出席し

ないほう」が増えた結果，どの回答も3割ほどになっている（表8－38）。「出

席するほう」は男に多く，「出席しないほう」は女に多い。

　宴会・旅行の好き嫌いに関しては，前回に比べてr妊き」な方へ変化してい

る（表8－39）。

　汽車の中での話しかけの程度は，「黙っているほう」の率が大半を占めては

いるが，前回に比べて「話しかける」傾向の増加が貝立っている（表8－40）。

　交際範囲では前回とあまり差がみられなかった（表　8　一41）。

3）社会意識

　先生が何か悪いことをしたという話を子どもに聞かれたとき，rほんとうだ」

と答えるという人の割合は前回よりも増加している（表　8　一42）。前回も今回も

「ほんとうだ」という意見は男に多く，「そんなことはない」という意見は女に
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多い点が目立っている。

　メンツをつぶされないように注意しろと教えるか否かについては，「注意し

ろ」という意見が減少し，「こだわるな」という意晃が増加する傾向にある

（表8－43）。

　世間のしきたりにしたがうべきかどうかについては，「従うほうがよい」と

いう意見が増え，「おし通すべきだ」という意見が減っている（表8－44）。前

園も今回も「従うほうがよい」という意見は女に多く，「おし通すべきだ」と

いう意見は男に多くなっている。

　総理大臣：の伊勢神宮参拝の是非については，「本人の自1旬とする意見の増

加傾向がはっきりとあらわれている（表8－45）。

　以上の栓会意識に関する項Nでは伝統的意見の減少傾向がみられるが，「世

間のしきたり」に関しては，逆に伝統的意見の増加傾向があらわれている点が

注目されよう。



5。敬語の段階づけとその結果

5．1．段階づけの意義

　われわれは，何らかの発話を聞いたとき，その発話はどの程度の丁寧さであ

るかを瞬間的に判断し，それに対して自分の発話の丁寧さを決める。その決め

るときの基準は何であろうか。まず，このことを考えることから出発する。

　その判定の基準には，まずは書語形式を手がかりとして使うであろう。もち

ろん，それが語られる揚面や話題が大いに関係していて，この場面としては丁

寧すぎるとか，この相手に呪うことばとしては乱暴すぎる，といった判断もあ

る。しかし，その判断の基礎としては言語形式による丁寧さということが存在

するであろう。逆に言えば，敬語は，敬意を言語形式の形であらわしたもので

ある。

　この敬意は，プラスだけでなく，マイナスの方向にもあるとすると，これは

一つの線状をなして，ほとんどi無限のプラスから，ほとんど無限のマイナスま

で，無限の段階が考えられる。

　このように，段階は無限にあるけれども，言語形式はその性質上有限である

から，適当にこの段階からこの殺階まではこの言語形式，というようにまとめ

なければならない。つまり，敬意の段階上の微細な差は，これをあらわすべき

言語形式上の制約から示せない。こうして，書語形式の方が，ある段階とその

上または下の段階との差が，敬意の段階よりも大きく，したがって，判別がし

ゃすいと考えられる。

　この考え方から，実際に作られた書語形式を丁寧さの段階によって並べるこ

とを試みた結果の報告が，野元菊雄「敬語の段階」（『日本語教育』35号，昭和

53年）である。これは「傘忘れ」の場面について，「継続調査」「パネル調査」

の両者を合わせた583の言語形式を，後に示す手続きによってまず丁寧さの点
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から3段階に分けた。このうち，真ん中の丁寧さの段階は入数が多いのでさら

に三つの段階に分けた。結果は，段階1（最も丁寧な段階）は102人，段階2

は418人，段階3（最も乱暴な段階）は63入となった。段階2をさらに上中下

三っに分けると，上は34人，中は182人，下は202人となった。ただし，これは

その後多少の調整をしているので，最終段階の数字ではないことを断わってお

かなければならない。

　多くの場面において中間の段階2が非常に多い。これではやや荒いという考

え方もあるので，この中問をさらに三つに分けるということを試みることにし

た。ただし理論的には，前回調査との関係もあるので，3段隠の基準はそのま

まとして，最初から5段階に分けるという考え方を取らず，3段階のうちの段

階2だけをさらに三つに分けることとしたのである。

　以上の段階1の102人の発話の丁寧さを順位に並べることができるかどうか

を次に試みた。この102入の発した言語形式はすべて異なるというわけではな

い。「モシモシ傘ヲオ忘レ＝ナリマシタヨ」が5入，「傘ヲオ忘レニナリマシタ

ヨ」カミ2人あったので，言語形式の異なり数としては，すべてで97通りあった

ことになる。

　この97通りは一つの丁寧さという点で順に並べることはできた。しかし，こ

の順は，もしもう一度繰り返したら決して同じにはならないであろう。ある三

二形式と，ある言語形式と，どちらが丁寧であるか迷う場合がかなりあったか

らである。

　このように考えると，例えば段階1と段階2の上との間には，その境界域に

ある言語形式の場合に確かに迷う場合もあろうが，大まかに三つまたは五つに

分けたとき，そのそれぞれの境界の上下に位置する少数を除いては，判定に大

きな狂いはないと予想される。すなわちこのような段階をまず手はじめとして

設定し，丁寧さの指標として使うことは差し支えないのではないかと考える。

　さて，この丁寧さの三階別の基準は，本来は，その地域社会において立てら

れるべきものであるという考え方があろう。．あるいは，調査場面で，話し相手

とされているような人によって段階を定めるべきである，とも考えられる。例

えば，「先生」の場面については退職した元校長に判定を求めるべきか，とい
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うことである。

　今回はこれらのことはしなかった。一つは場颪ごとにこの比較をするという

目的のためには，同じ基準での判定が必要であるためである。また一つには，

費用の関係で，長時間を要する岡崎市での調査が不可能なためでもある。この

第二の点では，前の調査の報告書162ページ以下に述べてあるように，東京の

一人の調査者の判定で大体代用できると考えた。また，今回の揚合は，判定者

は前回の判定者と同一人であり，前回の判定結果を参照し，思い返しながら判

定した。もちろん20年以上の間隔があるので，同じ考えであるという保証はな

いのであるが，別人がするよPはずっといいであろう。

1



5．2。段階づけの方法

　前回と同様，得られた反応文の文身化とカード化から出発する。これらの調

査面面はすべて話しことばの場面であるので，文字化されたカードを判定者は

別の人に読み上げてもらって判定した。

　この判定の基準としては，前回の報告書，170ページ以下にあげてある。今

回もそれにしたがったので，まずこれをそのままここに挙げる。

段陶1：（……デ）ゴザイマス，（……シテ）イタダキマス，（……シテ）クダ

　サイマセ，イラシテクダサイ，イラッシャイマセ，のように，大体：二つの高

　い敬語形式の結合から成るもの。およびそれより丁寧な形。

段階2：……デス，……マス，（……シテ）クダサイ，イラッシャイ，のよう

　lC，「です・ます調」や一つの高い敬語形式から成るもの。

段階3：……ダ，……ヨ，……シテ（依頼），……シロ，言い捨て（例えば

　「電報用紙！」），のように，高い敬語形式がないとみられるもの。およびそ

　れらよ！さらに乱暴な形。……シテクレ，……シテモラオウ，のように簡単

　な頼む言い方や，オクレ，オイデ，……（シ）ナサイ，のように目下などに

　しか使わない言語形式。

　以上の基準で，文末部に注疑し，その他の部分をも参考にしながら段階づけ

を行った。

　「3段階」方式による段階のつけ方は以上のようであるが，「5段階」のっけ

方について次に述べる。

　最初は，先にも述べたように，多くの揚馬で最も人数の多い「3段階」の方

式の段階2を上・中・下の三つに分けるという方針をとったが，後にそれを改

めて，新しい基準を作って金部を五つの段購に分けることにした。その新しい

基準は次のとおりである。

殺階1：「（～デ）ゴザイマス」のあるもの。ただし，「ゴザイマス」があって

　も，「アリガトウゴザイマス」のように習慣化したものはとらない。また



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5，2．段階づけの方法　　63

　「ゴザイマス」があっても他に「デス」「マス」がなくて乱暴と思われるもの

　は段階2以下とする。

　　「デス」と「マス」とが重なってあるもの。

　　「オソレイリマスガ」「スミマセンガ」につづけて「イタダク÷マス」など

　があるもの。

　　ドオ～ニナル」に「デス」「マス」「イタダク」「イラッシャル」などが続く

　もの。

　　「オ～デハナイデスカ」「オ～クダサイマセンカ」など。

段階2：「オソレイリマスガ」「スミマセンガjなどなくて「イタダク十マス」

　などがあるもの。ただし，25モーラ以下のものは段階3とする。なお，段階

　1およびここでいう「オソレイリマスガ」は「オ～シマスガ」を含む。

　　「オソレイリマスガ」に「クダサル」「ネガウ」「モラウ」「ヨロシイ」など

　が続き，さらにギデス」「マス」がっくもの。また「スミマセン」に上のも

　のがついて「デス」「マス」がっくもの。ただし，この場合は30モーラ以下

　は段階3。

　　「～テオ～ニナル」「～テオラレル」「～テイラッシャル」「～テイカレル」

　などに「デス」「マス」のつくもの。

　　「オ～ニナッテクダサイ」。ただし，他の点で丁寧なら段階1にする。

　　「～ナサッタ」「～レル・ラレル」に「デス」「マス」がついたもの。

　　「～テクダサイマセンカ」「マイリマス」「オ～イタス」など。

　　「モウシアゲマスjは他に丁寧なところがなければ段階3。

　　「ワタクシ」を使ったもの。

段階3：「スミマセン」に「クレル」「ホシイ」「モラウ」が続き，「デス」「マ

　ス」がっくもの。

　　「スミマセン」の次に「クダサイ」がっくもの。ただし，30モーラ以下は

　段階4。

　　「オ～シタ」「デス」「マス」が前にあって，「クダサイj「イタダキマス」

　「オネガイシマス」「タノミマス」などがっくもの。

　　「オ～デス」「オ～マス」「オ～クダサイ」「オ～デキマスカ」「オ～ネガイ
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　マス」「イタシマス」など。

　　「デス」「マス」が1回でも，「～デ」「～ケド」「～カラ」「～ガ」があるも

　の。ただし，15モーラ以下の短いものは段階4。

　　「デス」「マス」が離れて二つ以上あるもので，他にプラスの材料のないも

　の。

　　「ヨロシイデショウカゴ「ドチラデショウカ」など。

段階4：「デス」「マス」一つだけで，上の段階3以上に入らないもの。

　　「クダサイ」「チョウダイ」の他「デス」「マス」のないもの。

　　「デス」「マス」がなくても50モーラ以上のもの。

　　「スミマセン」だけで他のプラスの材料がないもの。

　　「ネガイタイ」「モライタイ」などで終わっていても，その前に「デス」

　「マス」があるもの。

　　「～ジヤナイカシラj「オ～ナサイ」「ヨカッタラドウゾ」など。

　　「レル・ラレル」「オ～」があり，「デス」「マス」のないもの。

段階5：「デス」「マス」のないもの。「～カシラ」「～シテ」「～ナサイ」があ

　っても段階5。

　　「デス」「マス」が一つだけで，あとrホシイ」などで終わるもの。

　　「スミマセンケド」「ワルイケド」などで始まっていても「もらえる」など

　のところに「デス」「マス」のないもの。

　大体以上の共通の基準によったほか，さらに揚面ごとの規副をこれらに準じ

てきめた。ただし，以上のものは，基準であり，個々のケースにより多少の変

動を認めたうえで5段階に段階づけをした。



　

6 継続調査の結果（1）

6．ユ．場面と敬語段階

6．1．1．場面の丁寧さの順

　まず，前回の調査で分析の対象とした，12場面について，今回との丁寧さの

順位を比較してみよう。前園調査の段階づけは，3段階方式による段階づけし

か行っていないので，ここでも当然3段階方式の方を使う。各揚函を今回の調

査結果で並べると表6－1のようになる。

　この表によれば，前回調査で丁寧だった場面は今回も丁寧，乱暴だった揚颪

は今回も乱暴であったことがわかる。丁寧さの順位からスピアマンの順位相関

係数を算出すると0．958となって，非常に一致度が高いといえる。したがっ

て，今回も，こちらが弱い立場に立っているときは丁寧になるし，強い立揚に

立つと乱暴になる，と概して

はいえる。　　　　　　　　　　1・5

　平均段階点について比較す

　　　　　　　　　　　　　　　2．0
るために図を描いてみると，

図6－1のようになる。図6彦

はこれを少し描き直したもの

である。図6－2では，揚面の

対応は無視して，前回と今回

とのそれぞれの丁寧さの順位

で並べてある。この二つの図

とも，前回調査の点線は，丁

3．0

直
鷺　け紙　紀

　図6－1　場顧の丁寧さの比較（全体〉
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寧な場面では今回調査の実線

の方が上に，乱暴な場面では

今圃調査の実線の方が下にき

ている。このことからみる

と，今回の方が丁寧さの点で

は，使い分けがうまくなっ

た，ということができる。20

年の聞における敬語の使い方

の違いは，この点にまとめ得

るのである。

1．5

2．0

憾噂

一一 ｡糾調査

一一一 g一一一 O［蹟1澗査

s
s
N

b

3．0

襲・234567891。旧2
磐顯位吟
　図6・一2　それぞれの順位による丁寧さの比較

　今回調査では，丁寧さの順位が隣り合う揚面問では，「医者」「荷物預け」，

rおつり」「魚つり」の間に危険率1％水準，「先生」「傘：貸し」の問にeeso／o水

準で有意差があり，あとは有意差はみられない。

　これを合計した全体の段階点は，それほど丁寧さには差がない。つまり，こ

の地域三会では，20年間は特に違いは起こらなかった，と言っていい。

　ここで一言しておくべきことは，今回調査の「魚つり」の場爾が，前回調査

とは大変違うことである。前回調査では，この場面名は「物売り」であった。

前回では，いろいろな細かいものを売りに来た，見知らぬ男の子に，父親がい

るかどうかを聞くとしたらどう需うか，という質問であった。今回は，その後

み日本の社会ではこのような小さな子の物売りはほとんど見かけなくなったの

で，この三面は現実味がないと考えて，今回調査では，散歩の途中で，見知ら

ぬ男の子が魚をつっているので，魚がつれるかどうかを聞く，という揚面に改

めたのである。

　調査者側の予測としては，「物売り」のように弱い立揚の方が，弱い立場に

は：ない「魚つり」よりも乱暴なことばがあらわれるであろう，というのであっ

た。しかし，結果は上に示したように，むしろ今回の「魚つり」の方が乱暴な

ごとばを使っている。この20年聞の移り変わりについては，また後に述べる

が，以下では，多くの場合，この「魚つ1））　」を「物売り」の代わりに使って考

えてみることにする。
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5

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6．1．場面と敬語段階　　69

　次に，5段階方式によって丁寧さの順を出し，3段階による順と比較してみ

よう。これをまず，表6－2にまとめてみる。これは雷うまでもなく，今回調査

での比較である。すなわち，岡じ反応文を別の観点から段階づけをした結果の

比較である。

　衰6－2によると，二つの段階づけによる順位は，先の表6－1の方の二つの順

位よりも一致度が低いようである。表6－2の方の順位相関係数は0．804である。

表6－1の方の0，958よりは低いカミ，係数としてはそれほど低v’方ではない。上

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　位の1，2位：と下位の！1，12
　　01

　　S、　　　　　　　　　　　　　　　位は両方の段階づけとも隅じ
　　　x
　　　X．　．．　　　　　　　　　　　　　　であって，大筋としてはそう
　　　　㌔9Ns臥
　　　　　　　’S・一・。．一一，、．．．、Zl．　　　　　　　変わっていない，といえるで

　　　　　　　　　　　　Ssgs
　　　　　　　　　　　　　　sPt　　　　あろう。．r，O

　　　　　　　　　　　　　　　x
　　　　　　　　鍛階方式　　、　　丁寧さの順位の脚合う場
　　　　　一一一一畷階方式　！　面で，「講堂」「先生」，　F｝、

　　　　　　　　　　　　　　　　’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つり」「魚つり」の問は：危険
100
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　率1％水準，「先生」「電灯
　　1234567S9　aO　］1　12
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　料」，「電報用紙」r道教え」，
　図6－3　丁寧さの噸の籾対位置（1）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「道教え」「傘貸し」の間は岡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　じく5％水準で有意差があり，そ

O　、　　　　　　　　　　　　　　の他の間には有意差はない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5段階方式と3段階方式とでは
　　　ts

　　　」、　　　　　　比帆にくいので・幡丁寧場

，。　＼　　　　　 面をO，一聯曝な掘をloeと
　　　　　　sX
　　　　　　　＼。、、　　　　　　　　して，ep　6　一3として示してみる。

　　　　　　　　甑、　　　　　　　　　　“e一一「K、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　二つとも，それぞれの同じ場面が
　　　一一5段階方式　’b
　　　　…ゆ一｝鍛階方式　　 　、　　必ずしも同じ位置に示してあるわ

ユ⑳

　　1234　567891011　　けではない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図6－3では，一番：乱暴な場面が
　　図6τ4丁寧さの順の癬対位置（II）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一つ飛び抜けて低いために，その



70　6，継続調査の結果　（1）

他の位置がはっきりしない。そこで，この一つの場面を除いて，11の場面につ

いて，図6－3と隅じようにしてpa　6　一4を作ってみた。

　図6－3からも読みとれるが，図6　一4で，3段階方式による段階づけの方が，

丁寧さの隣の場面間の間隔がよく分布しているといえそうである。このこと

は，もし一番了寧だった「医者」の揚面を先の12等親場面を除いたように除く

と，もっとはっきりするであろう。しかし，これはただ順位を並べたときのも

のであり，同じ場面についての比較ではないことを忘れてはならない。

　いずれにしても，二つの方式による段階づけの結果は全く一致しているわけ

ではないので，以下に，前回調査との比較のときは言うまでもなく3段階方式

による結果を使うが，比較でないときでも，便宜上，時に応じて，両者による

結果を使うこととする。

6．1．2．　社会的要因別の場面の丁寧さの順

　次に，各藩面について，社会的要因別に一部をみていくことにする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まず，性別について，表6一

1．Jr

2．0

N

戦
、◎陶噌’tL
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℃隔、　　，’　　、、
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惹
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　　　医荷電傘議席電先傘道お魚
　　　尋物報為事ゆ灯生貸琢つつ
　　　　　　　　　　　　　　　凡　り　り　　　　　　　　　　　　　　し　　　　　預用れ堂ず料
　　　　　け紙　　　　ら
　　　　　　　　　　れ
　図6一一5場醸の丁寧さの比較G生溺〉（3段階方式）

物堅け」「電灯料」「おつり」などは顔見知りの店の人や集金人である。このよ

うな人へは女は男に比べて丁寧になるのであろうか。「傘忘れ」「傘貸し」は少

し知っている人，または知らない入へある恩恵を施す下野である。

1，ee　6　一1の，今回の丁寧な

順に，性別による平均段階点

を図6－5に示す。

　このwa　6　一5によれば，すべ

ての場面で女が丁寧である。

男女差（レインジ）の著しい

ものとしては「医者」を除け

ば，「荷物預け」「傘忘れ」

「電灯料」「傘貸し」「おつり」

などである。このうち，「荷



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6．1．　揚面と敬語段階　　 7！

　逆に男女差の少ないものは，「議事堂」「席ゆずられ」「先生」「道教え」など

で「席ゆずられ」を除けば，やや緊張を要する場面である。「席ゆずられ」も

一定の緊張感のある場面ともいえよう。

　金体の順との相関係数は男0．916，女0．972で女の方が高く，全体への寄与が

大きいと思われるが，これは，被調査者数で女の方が多いこととも関係がある

と思われる。なお男女間の順位：相関係数は0．825である。ここで順位というと

きは，同じ平均段階点の揚合

は，分散の少ない方を上位と

した。

　図6－6は，図6－5での男女

それぞれを1位から12位まで

に並べかえたものである。あ

まり大きな差はみられない

が，それでも，丁寧な方，乱

暴な方が男女差が大きくな

り，申間は差が縮まっている

ことが示されている。

　次に5段階方式で算出した

ものについて，図6－5と間じ

ようにして図6－7を作ってみ

た。先に図6－5から男女差の

大きかったものをあげたが，

そのうち「傘：貸し」はこの図

6－7ではそれほど大きな差で

はなかった。また，男女差の

小さかったもので，図6－7で

もそうであるものとしては

r議事堂」と「道教え」とで

あって，この両場面が方向は
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　逆ではあるが，同じような場

　1．5　　　　　　　　　　　　　　　　　面であることは注目していい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ことと思われる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　示す。図は多少複雑になって

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いるが，この図から次のこと

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　がわかる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まず，年齢差の比較的少な
　　　　　け紙　　　　ら
　　　　　　　　　　れ　　　　　　　　　　いものとしては，「荷物預け」
　　　図6－8写真の丁寧さの比較（年齢別〉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「議事堂」「席ゆずられjr先

生」「道教え」がある。性別のところでも「荷物預け」を除いて差が小さかっ

た。「荷物預け」は性別ではむしろ差が大きいものであったが，これは女性に

とってよく直面する揚面であって，丁寧にしなければならないと考えているか

らでもあろう。

　逆に年齢差の大きいものは，「医者」「電報用紙」「傘忘れ∬電灯料」r傘貸

し」「おつり」「魚つり」である。

　図6　一8の線は，「電報用紙」と「傘忘れ」との間で多くクロスし，また，「電

灯料」を中心に左に「席ゆずられ」，右に「先生」との間でやはりクロスして

いる。すなわち，ここで，若い人と高年齢層の人たちとの丁寧さが大きく変わ

るところと思われる。すなわち，具体的には，「電報用紙」「電灯料」は若い人

が丁寧であり，これに対して，高年齢層の人が丁寧なのは，「傘忘れ」「議事

堂」「席ゆずられ」「先生」「傘貸し」「おつり」「魚つり」などであろう。高年

齢層の方に丁寧な場面が多いのは，全体としては高年齢の方が三巴なことば使

いをしていると予見させるものである。「医者」「荷物預け」などの全体として

丁寧な揚薦は，年齢によって一定の傾向はない。

　特に，「魚つり」は若いほど乱暴ということがはっきり嵐ている。この傾向

はちょっとの狂いはあるが「席ゆずられ」の揚爾にもあり，これらの話し相

手が比較的低年齢の人であることを考えると，若い人は若い人に対して乱暴で
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あるといいうるであろう。

　しかし，「電報用紙」の場面も，相手は若い人といっていい。ここでむしろ

若い人が丁寧となっている理

由は何であろうか。このほか

r電灯料」も若い人の方が丁

寧であったが，これらは相手

がややお役所風なためとはい

えないであろうか。とすれば

これはあまり望ましくない傾

向といえるであろう。特に図

6－8で明らかなように，「電

報用紙」は10代の被調査者が

「医者」よりも了寧な敬語形

式を使ったのである。10代で

このように「電報用紙」が最

も丁寧であったのは，5段階

方式による集計でも同様であ

った。

　図6　一8によれば，線が左か

ら一つ隣のとこへ行くとき上

がっている，つまり，全体の

丁寧さの順に反して，むしろ

逆になった区問の数は，10代

3，20代！，30代！，40代

2，50代4，60代以上3とな

る。多くの入の丁寧さにした

がった丁寧さで言うのが敬語

の上手な使い方とすれば，こ

の数字から，20代・30代が敬
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語の使い方がうまく，！0代，40代以上は問題がある，ということになろう。

　次は学歴別である。図6－5，図6－7と同じ考えで，図6－9，図6－10を作っ

た。学歴では総合すると，高いほど丁寧であるとはいえるようである。ただ

し，乱暴な方一一特に3段贈方式（図6－9）では，学歴の上の巻が乱暴な方に

繊て，両図とも「魚つり」では学歴が高いほど乱暴ということになる。これは

前に述べた丁寧に言うべきときに丁寧に書い，乱暴に言うべきときは乱暴に言

うのが敬語の適切な使い方という点からすれば望ましいことといえよう。

　図6－9では学歴差が丁寧さの差で大きいのは「傘忘れ」「電灯料」「傘貸し」

「道教え」、である。同じくee　6　一10では，「傘忘れ」「荷物預け」「電灯料」「傘貸

し」ヂ道教え」「電報用紙」であり，図6－9で差の大きかったものはすべて図

6－10の方にも含まれている。これらを今までの性（3段階方式）・年齢と比べ

てみると，「傘忘れ」「電灯料」「傘貸し」の3場颪ではこれらでも差が大きか

ったので，これらの場面は社会的要霞によって差の大きな場面であるといえる

であろう。

　逆に図6－9で学歴差の小さかったものは，「医者jr議事堂」「席ゆずられ3

「先生」「おつり」「魚つり」であ窮図6－10ではこのうち「議事堂」を除いて

差が小さかった。性・年齢と比べると，このうち，「議事堂jr席ゆずられ」

「先生」は性・年齢でも差が小さかったので，これらの3場面は社会的要因に

よってあまり差を生じないものであるといえよう。

　3段階方式だけでいうならば，「荷物預け」が性で差が大，年齢で差が小，

「おつり」が性・年齢で差が大，学歴で差が小，「医者」が年齢で差が大，学歴

で差が小，「道教え」が学歴で差が大，性・年齢で差が小，「魚つり」が学歴だ

けで差が大，「電報用紙」が年齢だけで差が大となり，これらの6場颪が，社

会的要因によって結果が違って出てくる審問的な場藏である，ということがで

きよう。

　年齢層での差を示す図6－8は各馬面の差の大きさが「荷物預け」「傘貸し」

「道教え」を除くと学歴での差を示すec　6　一9よりも概して小さく（レインジが

小さく），あとの場面は大差がない。そこで，丁寧さを決定する要因としては

学歴の方が高く，年齢は低いと考えられる。同様に性と学歴とを比べると，
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「医者」「荷物預け」「電灯料」「おつり」「魚つ！」で性の差の方が大きく，「傘

貸し」「道教え」では学歴の方が大きく，全体からすれば性の方が社会的要因

としては効いているようである。特に，「電灯料」を除くと，性と学歴では，

最も丁寧だった2場薦と最も乱暴だった2即製が性の方が効いていることにな

るわけで，性の丁寧さについての社会的要因としての重要性がはっきりしたと

いえる。

6。1．3．　丁寧さの段階と特定の敬語形式

　5．「敬語の段階づけとその結果」で述べたように，段階づけはいくつかの敬

語形式を考慮していたのであるが，これは文末部に主として歩留している。こ

れを含めて，その他の部分をも合わせて，揚面ごとにいろいろな敬語形式と，

決定した丁寧さの段階との関係を調べてみることにしよう。前町調査との比較

を主とするので，以下，3段階方式の段階点を主として使うこととする。

　まず，段階と敬語形式をみてみる。

　「電報用紙」の場面で，「いただく」など「ください」にあたる敬語形式およ

び否定形をとったかどうかと，丁寧さの3段階方式の段階づけとの関係を表に

したのが表6－3である。この表は前園調査報告書の第133表に対応するもので

ある。「ナシ」というのは，これらのあらわれるべき部分に，これらの敬語形

式が出ていないことを示す。否定形は，「いただけませんか」「くださいません

か」のような否定の形式を含むもの。ただし，表6－3ではその否定形があるか

ないかという見地でまとめてある。この点前回報告書の表133が肯定形と否定

形とに分けてあるのとは多少趣きを異にする。

　表6－3からわかることを簡単に述べておく。前嚥の否定形は全体の15．5％で

あったが，今回調査の「否定形あり」は11．！％である。このことからするなら

ば，否定形はこのような揚薦ではあまり使われなくなった，といえよう。平均

の段階点の差は今回は前回より小さくなっているが，それでも否定形の「な

し」と「あり」との間には有意差はある。なお，これについては後にも述べ

る。以下この節では，有意差ありとは5％以下の危険率としておく。また表で
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は〉で有意差のあることを示し，・で差のないことを示す。〉の左の方が丁寧

である。左から順に平均点からみて丁寧である。

　語形の方では，前回同様rいただく」が一番丁寧で他とは圧倒的に有意で，

その他の語形でも大体は前回と同様である。ただ，「いただく」の48．8％が否

定形であった前圃に比べて，今回は34．O％が否定形であって，「いただく」と

いう語を選択して使った人が前回20．！％，今鳳23．7％と少し増加したのに比べ

れば使い方の違いが大きかった。「ください」は前回58．3％であったのに対し

て，今回は42ユ％と大幅に減っているといっていい。表6－31：よると，否定形

と結びつくのは「いただく」が圧倒的であって，これに次ぐのが「貰う」であ

るが，前國は「貰う」では肯定形より否定形が多かったのとbkべれば，今回は

「貰う」はそれほど否定形に結びつかない。

　なお，文末部に野鼠してその文末形を選択した者の率だけを今園の調査につ

いてみると次のようになる。「電報用紙を」のように文を完結しないで申止し

たもの6．50／o，命令形1．0％，質問形32．0％，本動詞の「ください」41．3％，

H本語の命令形の少なさはここにもあらわれている。

　5段階方式による結果を表6－4にあげておく。rください」などの語形の丁

寧さの順は表6－3のものと大いに違っているが，rいただく」が有意差をもっ

て丁寧であることは共通している。

　　　　　　　　　　　　　　表6－6　「電翻紙1×「嶺勿預けuの敬語形式相関表
　「荷物預け」の場面につい

て，表6－3と同様にして表

6－5を作ってみる。ここでは

語形は表6－3とは少々違って

いる。

　この方が同じ頼む場面でも

より低姿勢が要求される場颪

であり，したがって否定形も

また多く，「いただく」を選

択した者も多くなっているこ

とがわかる。

「荷物預　け」
いち　く焚お願くそナたよ　だ　　願え亭のだう　さ　う　いる　く他シくだ　い　　　　　れ　い　　　　　　　　　　る

計

電
報
日
宇

いただく

ｿょうだい

ｭださい

瘁@う

ｨ願い

ｻの他

i　シ

55　0　　　ユ1　ユ1　　5　4　　　3　　2　　3

P　0　　1　0　ユ　O　　O　1　1

R0　1　　7227ユ3　0　ユ4　6　4

Q　＝L　　　2　＝14　　1　0　　0　　1　　0

Q1　0　　　　8　　6　15　21　3　　4　　0

Q　1　　エ　2　エ　0　2　0　1

P7　0　　　8　　9　　4　1　　1　　1　　3

94

T
1
6
7
2
1
5
9
ユ
0
4
4

計 128　　3　　ユ03　69　40　7　　23　ユ5　12 400
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　ここで以上の「電報用紙」と「荷物預け」の二つの場面についてrくださ

い」にあたる語で何を選択したかの表を表G遍として作ってみた。ここでは，

被調査者区部について表示した。答えなかった人の分を分離できなかったから

である。荷場面で岡じ語を選択した人の率を一貫率とすると，両方「ナシ」を

除いて，400入のうちの156入で一貫率は39．0％であった。

　前回では数えていないが，「荷物預け」の場衝について「ちょっと」の類に

ついて今回は表を作ってみた（蓑6－7）。

表6一ア　「荷物預け」の「ちょっと」の類と3段階方式の段階点

ナ す お す　治 そ ち ち　す ち　おち す お ち　そ

み そ み十そ の よ よ十み よやそ よ温み十そ よ十の
シ ま れ ま　れ 他 つ つ　ま つ　れつ ま れ つ　他

せ い せ　い と と　せ と　いと せ い と 計
ん
が

2
ま

ん　り
ｪ　ま

ん
が

2
ま

ん
が

蟄
三

す す す 9

が が が が

1 9 工5 7 工 3 22 58 ユ7 工 5 ユ38

段 2 21 23 ユ 0 4 79 72 4 1 ユ2 217

3 6 Q Q o 4 25 4 0 Q 5 44

階
計 37 38 8 ユ 11 玉26 工34 21 2 22 399

点 平均 ヱ，9ヱ7 1，605 ヱ，ヱ25
一

2，09ヱ 2，024 ヱ，597 ヱ．ヱ9ヱ
一

2．0α）

：分散 0．4098 0．2389 0．ヱ094 一 0．628ヱ o．3z24 0，30α3 0．ヱ54ヱ
一 0．4505

　この表によると，「ちょっと」のあるなしは丁寧さにあまり影響はないよう

に思われる。「すみませんが」と「おそれいります」とでは「おそれいります」

の方が有意差をもって丁寧である。なお「ちょっと」については「おつり」の

場面でも取り上げることにする。

　r傘忘れ」の揚面について，前回の報告書の第135表に対当する表6－8を作

ってみた。「お……になる」は主として「お忘れになる」であるが，これが最

も丁寧な形で，「お……だ，です，ございます」が次にきて，「……られる」が

平均段階点2．000でそれに次ぎ，「ナシ」は当然ながら一番乱暴な言い方であ

る，というのは前圓と全く同様である。

　ここで敬語形式の選択についての20年間の移り変わりをみてみよう。「お…

…になる」という表現は，前回は被調査者の28．4％が選択していたが，今園は
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13．6％に激滅していることは注目される。「……られる」というものは，前回

はわずか2、5％であり今回も4．5％であり，増えてはいるが，これは起こ1得

べき誤差の申に入っているとみるべきで，それほどの変化ではない。「お……

だ，です，ございます」の形は，前回の7．4％から今回の12．1％へ増加した

が，「忘れました」を含む「ナシ」が前回の61．7％から今回の66．8％へ増加した

のが著しい。この点ではこの揚颪で敬語形式は簡単化したといってもよかろう

が，これはもちろん全体の敬語形式が簡単化したことを意味しない。

　この揚薦では，否定形が前回の44．6％から33．　9％に減っていることも，多く

の呈露で否定形が20年間に増加しているのとは逆の傾向を示している。これ

が，後で述べるように，この揚癒が丁寧さの順位で，2位から4位へと下がっ

た理由であろう。

　「先生」の揚藤では「わたしの子どもです」というように自称代名詞が出る

ことが期待されている。これについて，前園報告書の第137表に対当する表

6－9を作ってみた。ここでも前回と同様，自称代名詞はごくわずかの常識的効

果を丁寧さに及ぼしているに過ぎず，語形間の差は表の平均段階点で見るよう

にあまり開いていない。

　自称代名詞の使用率は，次のように変わってきた。「わたくし・あたくし」

は9．1％から10．0％，「わたし」は43．3％から42．30／oへ「あたし」は1．4％から

2．0％へとここまではほとんど変わってはいない。しかし「ぼく」は13．7％か

ら9．3％へ，「自分」は8．8％から3．　3％へ，と減っている。rぼく」「自分」は使

用者は男性がほとんどで，特に「ぼく」はすべてが男で，今回は男の22、2％が

選択している。これは今回では年齢と関係があって，10代の21，7％，20代前半

の14．3％，後半の13。2％，30代前半の10．40／oというように，上に行くに従って

減っている。艮上にはrぼく」は使えないということの教育の結果というより

は，以上の年齢別の使用率からするならば，社会生活の中で獲得したことであ

ろう。学歴別では，「ぼく」の使能率は大きく変わってはいないのである。「う

ち」は7．40／oから10．5％に増えた。ただし，この「うち」には女の自称代名詞

のほかに「うち（家）」の意味がある。これを用いている男が12．0％（女は9．4

％）もいることからみてむしろ後者の用法が多いといえる。
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表6－10　「電灯料」の否定形と3毅階方式の段階点

段　　階　　点

ユ　2　3 計 平均　分散
否
定
形

なし

?り

22　2玉8　34

T0　52　20

274

P22
2，044　α2025

G．754　0．5エ33

否定形あり〉なし

表6－11　「議事堂」の否定形と3段階方式の段階点

段　　階　　点

1　2　3 計 平均　分散
；否

闌
`

なし

?り

2G　326　10

R2　　8　2

356

S2

エ．9Z20．0835

G．2860．29訊3

否定形あり〉なし

　このようなとき，自称代名詞を使

わずに「これは子どもです」のよう

に言う人は，前園が14．2％，今励が

15．8％と大きな変化はなかった。前

回の集計はないが，今回では老人ほ

ど自称代名詞を使わない入が多く，

また，性別では女の方が使わない人

が多い。「電灯料」「議事堂」の下面

について前園報告書の第138表，

第139表に対当するものとして，

表6－10，表6－11を作っておく。前回も今回もともに否定形の方が丁寧であ

る。

　「医者」の揚面について，取的報皆書の第140表に対当するものとして表6－

12を作る。語形の使用率の変遷をみると次のようである。前園と今回はこの整

理方法が少し違っているから厳密には比較はできないが大略の傾向を知ること

はできる。「ください」は前回の19．7％から今回の18，0％へ，「くれ」は2．1％

から2．8％へ，「いただく」は43．6％から44．3％へ，「願う」は19．5％から17．3

％へ，「頼む」は0．4％から0．8％へと，ここまでは前回とほとんど同じである

といっていい。しかし，r貰う」だけは8．　6％から14．5％へと大幅に増加した。

「ナシ」は1．1％から1．5％へであって変わりはない。

　Pt　6　一5で示した「荷物預け」における語形の使用率と比べると，ここも分け

方が多少違うので正確にはいえないが，「医者」の方が多いのは「いただく」

「願う」であるのに対し，「荷物預け」の方が多いものは「ください」「貰う」

であって，「医者」に多かったものはすぐ次に述べるように丁寧な語形である

ことを指摘しておく。「くれ」のような語形はともに少ないが，「医者」2．8％，

「荷物預け」5．8％である。

　これらの語形の丁寧さの順は，rいただく」「願う」「ください」「貰う」であ

って，具体的な数値は違うが，この順は前回と同じである。

　「医者Jの野面で，「すみません」の類を反応の中に含んでいるかどうかをめ
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表6一｛3「医者」の敬語形式と3段階方式の段階点（2＞

お す お　す そ そ お ナ
そ み そ牽み の の十そ
れ ま れ　ま 他 他 れ シ

い せ い　せ い
り ん り　ん り 計
ま が ま　が ま
す す

実
力
≧

ください 2 ユ5 0 2 0 53 72

く れ 0 3 O ユ 0 7 11

いただく ユ5 55 1 9 1 9G 177

畷 う β 2！ 2 4 o 3G 69

藪 む 0 ヱ 0 0 0 2 3

賞 う コ
L ユ6 0 0 1 40 58

その他 ユ ユ o 0 0 2 4

ナ シ 0 1 0 0 0 5 6

1 19 65 ユ 8 工 100 ユ94

段 2 5 45 2 ぞ 工 127 187

3 1 3 o 工 0 ユ4 工9

階
計 25 ユヱ3 3 ユ6 2 241 40G

点 乎均 ユ。280 1．4位 一 ヱ，563 糊
ヱ．（双3

づ｝散： 0．28ヱ6 0．3008 一 0．3笈ヱ 蝋 0．3妬7

　　おそRxい　i）ます〉すみませんが〉ナシ

ぐっての相関表を表6綬3とLて示す。この表によると，「おそれいります」の

形が「すみませんが」より了寧であるといえる。しかし使用率は「すみません

が」28．3％に対して「おそれいります」6．3％とあまり多くない。また丁寧な

「おそれいります」はrください」のところの丁寧な語形「いただく」に結び

つきやすいこともわかる。「すみません」を鷺わない人が60．3％もいることを

この表は示している。

　「席ゆずられ」については前回の集計はないが，「ありがとう」という礼のこ

とばの有無，「結構」にあたる語形と「どうぞ」の有無との相関をそれぞれ表

6近4，表6遜5として示す。

　表6－14によると，「ありがとう」の類があった方がないよりも丁寧であるこ

とははっきり出ているが，それよりも「すみません」の有無の方が大きく影響

しているようである。すなわち，「すみません」のあるものは平均段階点1．868，
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表6－14　「席ゆずられ2の「ありがとう」と3段階方式の段階点

あ おあ お す す　あ す　お そ す　そ ナ
り そ り十そ み み十ウ み十そ の み乎の
が れが れ ま ま　が ま　れ 他 ま　他 シ
と い と　い せ せ　と せ　い せ 財
う り ラ　リ ん ん　う ん　り ん

ま ま ま

す す す

ユ ユ4 0 ユ 3 3 0 3 3 3 30

段 2 ユ24 工 0 22 ユ7 1 20 ユ9 ユ55 359

3 4 0 0 0 0 0 0 o 5 9

階
計 ユ42 1 1 25 20 1 23 22 163 398

点 平均 ヱ，930 一 　
ヱ，880 ヱ。850 ｛ ヱ，870 ヱ．8（運 2，012

分散 （λヱ2ヱ8一 一
0．ヱ056 αヱ275 噛 α1ヱ3メ 0，ヱヱ㎎ α醒89

褻6－15「席ゆずられ」の「赫構」×「どうぞ」と3毅階方武の殺階点

藩　　い　　　よ　　　ナ
い　　　ろ

構　　？　　し　　シ 段 階 点
、
　
　
　
　
い
フ
）

ひ
凡

レ

ん
） ユ　2　　3

算｝’

平均　分散
ど
・
フ

なし ユ54　　　　　48　　　　　　24　　　　　　＝LO9 ユ9　308　8 335 ユ．967　0．0795

ぞ あり 8　　　3　　　2　　　50 1工　51　1 63 ヱ。84ヱ　0．ヱ653

ユ 17　　　ユ　　　2　　　10 30

段 2 ：L45　　　　　45　　　　　24　　　　　ユ45 359

3 0　　　5　　　0　　　　4 9

階
1｝i’

ユ62　　　　　5ヱ　　　　　26　　　　　ユ59 398

点 平均 ヱ．895　　2．078　　ヱ．923　　ヱ．962

分散 0．0939　0．ヱヱ14　0．0770　0．0867

結構＝よろしい＝ナシ〉いい

「どうぞ」あり〉なし
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分散0．1149であるのに対して，ないものは平均段階点1．964，分散0。0896であ

ってその間には有意差があるのに対し，「ありがとう」「おそれいります」を

「ありがとう」の類としたとき，「ありがとう」のあるものは平均段階点1．　909，

分散0。1254となり，ないものは平均段階点1．981，分散0．0661となり，これも

有意差はあるが，その差は少なくなっている。すなわち「すみません」は，今

は「ありがとう」の意味をも加えて，無視できない存在効果を言語生活の中で

保っていることになる。

　表6経5では「結構」の類については，「結構」が一一番丁寧であり，次に「よ

ろしい」である。しかし「いい」よりもむしろ「ナシ」の方が丁寧であって，

rいい」ということばには丁寧さを増す力はないことがわかる。「どうぞ」の有

無についても常識的な結果が出ている。「どうぞ」ということばを発した人は

わずか15．8％であった。

　このようなときただ断わるのと，断わった上で「そのまま」とか「かけてい

てください」と書うのとでは，もちろん前者は平均段階点1．967，後者1．844と

常識的な平均段階点の差は出ているが，この差は有意ではない（数値：は今風調

査の結果）。

「おつり」の場面では，妹のところをどのようにしているかCとよって分類

してみる。ただし，この揚合，前回の分類（第141，142表）とは同じでないの

　　　　　　　表6－i6「おつり」の文末形式と3段階方式の段階点

肯　　肯　　肯　　否　　左
定　　　定　　　定　　　定　　以
・　　　…　　　　　　　　　外
f　　　疑　　　中　　　疑　　　の 計
定　　　問　　止　　　問　　　も　　　　　　　　　　　　　の

1 3　　　　5　，　　0　　　27　　　2 37

段 2 50　　　　　　18　　　　　67　　　　　　86　　　　　42 263

3 34　　　　　　3　　　　　21　　　　　　36　　　　　　3 97

階
計 87　　　　　26　　　　　88　　　　　149　　　　　47 397

点 平均 2。356　　1．5鳳3　　2．239　　2．060　　2．02エ

づ｝散 0．2983　0，30エ8　0㌦エ8エ7　0．4エ92　0．エ059

ず～定。疑問；否定・疑閏〉肯定。唾τ止＝肯定・断定

否定〉肯定

疑際〉断定
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で，正確な比較はできない（表6護6）。

　この表で，肯定と否定との問には有意差があり，断定と疑問との間にも有意

差がある。正確な比較ではないが，大筋において前回と同様である。

　輪つり」の場面には，「ちょっと」という語が使われることがある。「ちょ

っとおつりが足りない」のように「ちょっと」があった方が多少遠慮した言い

方で，したがって了寧であると考えられる。「ちょっと」を使った人は，前回

37．4％に対し今回44．3％であり，多少増えたようである。しかし，この「ちょ

っと」の有無と段階点とは思ったほどの差はない。前回は平均段階点で，「あ

り」2．019，「なし」2．112であり，今回は「あり」2．136，「なし」2．163であっ

て，今回の方が差は少なくなってきている。

　な：お，今回の揚馬，rちょっと」の使用率は，30代後半から50代後半までが

50％を越しており，両側の30代前半と60代とが40％台，さらにその両側の10代

後半，20代と70代以上は30％程度となっている。このように年齢別では真ん中

のところで，「ちょっと」を使うことが多い。この摺はことばについていろい

ろ気を使っている層なのであろう。「荷物預け」の場面でも「ちょっと」の丁

寧さへの寄与はそれほど高くなかった。

　「傘貸し」の虎谷については，前回の報告書では第144表が開係している。こ

れと全く同じではないが，これに対当する表として表6－17を作ってみる。

　文末のところがどうなっているかでは，一番丁寧な方から，質問・否定，質

問・肯定，非質問・肯定の順となり，その最初の二つの間には有意の差があ

る。これをまとめてみると，質問と非質問，否定と肯定との間にも有意差があ

り前者が丁寧である。

表6擁8　「医考」×「傘忘れ」の否定形の糊関表

「医者」

婁定短資酷 蹄

「
傘
忘
れ
」

反応なし

ﾛ定形なし
E否定形あり

　2　　　　0　　　0

?５0　　ユユ3　　　0

V3　　　61　　　工

2（O．5）

Q63（658）

?３5（3a8）

算卜 225　　174　　　1
iJr6．3）（4a5）　（α3）

400
@（エ00．0）

　前回の第員4表ではこれ

らは必ずしも文末だけとは

していないので，直接の比

較はできないが，rナシ」

などこれに入らないものを

除くと，非質間は前回の

81．4％から69．2％に減少し
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た。しかし，岡様に，肯定形は前回86．　1％，今回83．3％とほとんど変わってい

ない。

　なお，肯定形をとるかどうかの数と，了寧さの順位とは多少の関係があるよ

うである。「医者」は否定形が43．50／oであり，「傘忘れ」は33．8％であるのに対

し，この「傘貸し」は14．9％にすぎず，表6－17の「左以外」というのを除い

たものを総数としても16．7％にすぎず，この順で表6－1に示したように場面と

して了寧である。

　ここで，「医者」とr傘忘れ」との場面について，否定形をとったかどうか

の相関表を表6－18としてあげておく。一貫率は52．8％であまり高くない。

　語形では，「お……になる」が一番丁寧であることは変わらない。ただし，

この使用率は前回の19．5％から9．6％へ激減している。また，ただこれに止ま

らず，他の敬語の語形のすべてが前圏より減っている。したがって，このよう

な敬語の語形を使わない者が前圃の51．1％から今嗣の72．3％と大幅に増加して

いる。しかし，これらから想像されるほどは丁寧さは低くならなかった。これ

はおそらく質問形の増加などと，これを中和させる要素が別に働いたからであ

ろう。

　「魚つり」の出面では，相手の男の子を何と呼んでいるかについて表6－19を

　衰6－19　「魚つり」の二人称と3段階方式の段階点

寧
フ

き ぼ
く

おに

ﾉい
ぼぼ

ﾂつ

あ
ん

そ
の

ナ

や み の いち ↓　　ゆ
閧 た ・他 シ

7 ぼ ちゃ やや｝
ぎ
フ

く やん ♪　弓

Iレま
費卜

，
ち ん

1
ぎ
：
フ
ず

や
ん

ユ o 0 o o o o o o o

段 2 25 0 21 0 7 ユ 0 30 84

3 74 3 ユ42 2 0 0 1 93 315

階
1｝卜 99 3 163 2 7 ユ 1 ユ23 399

点 平均 ユ簿7 岬 2．8π 一 2，000 ㎜ 幽 2，755

分散 OJ888
一

0．ユエ23
一 0．0000 一 一

0．エ8ゴ4

ぼうやなどm’ナシ〉ほ冠など
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作ってみる。

　表で見るように，二六称と段階点との問にはそれほど大きな差はない。た

だ，このような小さな男の子に対して何と呼びかけるかについては，この20年

の間に大きな移り変わりがあったようである。

　すなわち，前回は「あなた」18．3％，rあんた」30．　9％もあり合計すると単

数近くであったのに対して，今園はわずか「あんた」だけが0．3％であったこ

とが目立つ。rきみ」も前回のIL　4％から0．8％に激減している。代わって「ぼ

く」の類が2。4％から40．9％に増加している。これは確かに，場面が違うから

正確には比較できないし，あるいは，前回よりも今回の方がFぼく」が嵐やす

いとは思われようが，それにしてもこの大きな数の変動は何らかの違いを反映

していることは間違いない。

　「ぼく」という言い方は20年ぐらい前は非常に都会的という感じが伴ってい

たようである。「ぼく」は確かに年齢別で見ると，30代，40代が多くて，50代

からは非常に減る言い方である。性別では男の30．5％がrぼく」を使っている

のに対して女は48．1％である。rぼく」という語はこれで見ると女に多いもの

である。おそらく本来男性用一入称である「ぼく」を女は一人称として使って

いないので，二人称に容易に転換して使えるのであろう。男の多いのは「ぼう

　表6一一2◎「魚つり」の質問の形と3段階方式の段階点

か の ど や 左 イ 質
● う の ン 問

か だ う b
形

い い ち 遷・ 式
一

1

5
以
上

シ
ヨ
ン
だ

な
し

計

け

1 0 0 0 0 0 0 0 0

段 2 67 1 0 0 8 7 1 84

3 113 14 2 2 34 147 3 315

階
計 180 15 2 2 42 ユ54 4 399

点 平均 2，628 2，933 一 一 2，8ヱ0 2，955 ｝

分散 0．2337 0．0622 一 一 0．ヱ542 0．ひゴ33
一

か・かい〉二っ以一t　xeの＝インM・一シnン
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や」の類で，男の35．3％がこれを選び，これに対して女は17，2％と半分にすぎ

ない。

　「ナシ」は前通の20．3％から今回の30．8％に増加した。これについては，性

差・年齢差ともない。

　魚がつれるかどうかを聞くときのことばについて集計した結果が表6－20で

ある。結果によれば「か」「かい」が意外に他のものよりも丁寧となっている。

　「かjrかい」は男の64．7％が選択しているのに対して，女は30．9％であるの

で男の終助詞，「の」は：男の0．6％，女の6．0％であるから女の終助詞といえる。

語形でなく，イントネーションだけで質問を示すのは男では全体の17．4％であ

るのに過ぎないが，女は54．1％であって，圧倒的に女性に好まれる形式であ

る。なお，イントネー一一ションは学歴が高くなるほど多くなり「か」「かい」は

逆に学歴が低くなるほど多くなる，という傾向がある。

　「市役所」の場藏では，父親のことを何と言っているかと，父親に対する敬

語の有無と段階点について，表6－21を作ってみた。

　この表によれば，父親のことを「父」という人のことばが全体として一番丁

寧であり，「おとうさん」や「おやじさん」と言う者が丁寧でない，という常

識的な結果が出ているが，隣の丁寧さとの間には有意差の算出されるところは

多くはない。父親に対する敬語の有無についても結果は常識的であるが，統計

的な有意差はない。

　前回調査では父親のことをどう言っていたか，という点については，継続調

査の一部について行ったスライド調査の被調査者のものが，第241表として出

ている。これによれば，「父」「おやじ」「おとうさん」の三つの語だけについ

て嵐ている。使用率からいうと順に48．　0％，10．8％，41．2％である。これと金

く同じ方法ではないと思われるが，参考のために表　6　一21でこの三つに限って

計算すると，順に56，4％，15，3％，28．3％となる。はっきりはしないが，望ま

しいとされる言い方がこの20年間に増加したのではないかと思われる。

　今回の髭面，「ナシ」というのは性別とは無関係であるが，「父」は男の

34．10／o，女の53．2％と女に多く，「おやじ」は，男29．3％に対して女は一一入も

なしでこれは完全な男性専用語である。「おとうさん」は男の14．4％，女の
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裏研22　各場梅の否定形を選イ尺した数

否　定　形
否定形あり　丁寧な

なし　あり（率）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔前罎の率〕の多い瀬　　　瀬

電報月｝紙 353　4睡（1／．エ） 5　　　　　　　　　　　3　　　　　　　　　〔エ6．0〕

縞物預け 240　159（39．8） 2　　　　　　　　2　　　　　　〔31．2〕

傘忘れ 263　ユ35（認、9） 3　　　　　　4　　　　　　一

電灯料 274　ユ22（30．8） 4　　　　　　　　　6　　　　　　〔24．0｝

議事堂 356　42α0．6＞ 6　　　　5　　　〔5．8｝

医者 225　174留．6＞ 1　　　　　　　　1　　　　　　〔40．8〕

28．8％と女性が多い。

　年齢では「父」は若い人に多く，「父親」は35～64歳のところに多く，「おや

じ」はそれよりももう少し若い20～64歳に多い。またrおとうさん」は大体の

傾向として高年齢ほど多い。

　学歴では，低学歴ほど多いのは，「ナシ」，「おとうさん」であり，高学歴ぽ

ど多いのは「父」である。

　以上で各揚藤ごとの言語形式による分析を終わり，以下，いくつかの言語形

式をまとめて考えてみる。

　多くの場簡において，否定形のないものよりもあるものの方が丁寧であっ

た。「おつり」と「傘貸し」では少し整理方法が違うのでこれらを除いてまと

めると，どちらの表現方法を選択したかによる実数を示すと表6　一22のように

なる。

　否定形の率の高さの順と，表6　一1で見た丁寧さの順とはかなり一致してい

る。順位相関係数は0．714であった。これに関しては，i表6－22にあげた場面が

すべて，表6－！の7位までに入っていることを指摘しておく。すなわち，比較

的丁寧な方には肯定・否定が間題になりうる場薗が多い，ということである。

　前回の報告書で指摘があった，1e代の人は「医者」の場面では他の年齢層と

否定形の現れ方はそう差はないのであるが，「おつり」のような揚面では否定

形が非常に少ないという事情は今回の調査でも金く醐様であった。すなわち，

10代のような若い入は，相手がおつりを間違えたときは遠慮勝ちにそれを指摘

するのではなく，直接的表現でそれを言う，ということになるわけである。
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表6－23　方言と3段階方式の段階点

段　　階　　点

1　　2　　3 入数 平均　：分‘散

荷
物
預
け

非方露

綷ｾ
ユ21　183　24

P7　34　20

328

V1

エ．7偲　　0，3546

Q．0星2　0．5エ93

医
者

非方言

禔@嘗

161　ユ52　1

R3　35　工8

314

W6

エ．490　0．2563

P．826　0．5625

お
つ
り

講ワ∫1言

禔@君

27　ユ76　38

P0　87　59

241

?５6

2．ひ45　0．26Z6

Q．3エ4　0．3436

傘
貸
し

舟方露

禔@賞

49　247　52

R　30　16

348

S9

2．009　0．290エ

Q．265　　0．3エ74

　次には，方言形をとったかど

うかと段階点との関係をみてみ

よう。これに関しては，前回の

報告書の第160表にr荷物預け」

「医者」「おつり」「傘貸し」の

四つの揚面についての結果が出

ている。今回もこの四つの場颪

について表　6　一23を作ってみた。

　表6－23によると，この四つ

の場面すべてにおいて非方言の

方が方言よりも有意の差をもっ

て丁寧であり，この点では前鳳調査の傾向と同じである。このことからするな

らば，方言形の方が丁寧ではない，といいうるであろう。

　上の四つの場薦において，前回は方言形で答えた人の率はこの順に，26，1％，

26．7％，28。6％，25．3％といずれもほとんど同一で，4分の1をわずかに上回

った数値であった。ところが今回は，17．8％，21．5％，39．3％，12．3％と大変

変動が激しくなっている。多くの面面で今回は方言形が少なくなっている中

で，「おつり」だけは大幅に方言形が増加したのはこの場面が乱暴な場面であ

るからで，やはり被調査者が調査という場面であまり改まった表現をしなくな

ったためであろう。

　隅じ乱暴な周面である「物売り」では前燕は8．6％が方言形をとり，今回も

「魚つり」で7。3％が方言形であった。これは，文が比較的短いために，方書が

あらわれにくかったこともあったと思われる。

　前回に「道教え」12．2％，「議事堂」10．7％とそれぞれ方書形が少なかった

のは，話し相手が地域社会の人ではなかったからと思われる。今回も「道教

え」9．2％，「議事堂」8．5％と低く，また前回よりも方言形が減っており，20

一問に方書を使う入が減ったことを示している。この点では「おつり」の三面

だけが例外である。

　前回の報蛋書では「おつり」について，第162表として性別などについて方書
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形を使った人の率が出ている。そこで，今回調査のものと比較をしてみよう。

　性では前回，男32．1％，女22。8％に対して今回，男48．50／o，女32．30／o，年齢

では，10代，20代，30代，40代，50代以上の順に，前回は，19．8％，34。5％，

25．Oo／o，33．　3％，2！，6％であり，今回は，39．1％，36．7％，36．0％，42．9％，

41．6％であった。学歴別では低，中，高の順に，前回は，37。5％，23．3％，

23．3％であったのに対し，今回は42．3％，40．7％，22。4％であった。性では男

がともに多く，年齢では前回は一定の傾向がなく，見方によっては老入の方が

方雷が少なかったが，今回はすべての年齢層でそれほど大きな差はなかった，

とみるべきであろう。学歴は前圓，今回とも常識的な結果が嵐ている。

　以上のrおつり」は前述のように，やや特殊であるので，それ以外で今回方

言の嵐方が割に多かったr医者」の場面について同じように方言形の出現率を

出してみよう。今回だけである。男25，7％，女18．5％でやはり男の方が多い。

！0代0．0％，20代8．3％，30代15．！％，40代31，4％，50代37．1％，60代52．6％，

70代56．3％と年齢では一貫して高くなればなるほど方言形を選択した者が多く

なる。学歴は低32，8％，中13．3％，nt　5．　2％と常識的な結果である。

　次は漢語についてである。

　前回の報皆書では，漢語は多少とも改まった場繭で使われるように思われ，

改まった場面では一体に丁寧な敬語行動がみられるから，漢語使用と敬語形式

の段階との問には関係があるであろうと考えて，三つの場面について集計をし

ている。この集計では「医
　　　　　　　　　　　　　　表6－24「電灯料」の漢語と3段階方式の段階点

者」「先生」「電灯料」の3揚

覆1について，「医者」の場面1

で「往診」，「先生」の場面で

「長男j，「電灯料」などの場

薗で「受領証」がそれぞれが

ある部分に漢語が使われたか

どうかと段階点との関係を調

べている（第163表）。その結

果は，予想したように漢語を

ミ隻　　　　瀦　　　　ミ昆　　　　堀可
Il費　　語　　繋　　券　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奏了鑑　　　　　　　　　　　　　　　　　　　響

計

シ

1 23　　　　8　　　0　　　　41 72

段 2 68　　　　　　3G　　　　　　　3　　　　　　ユ63 270

3 8　　　　9　　　G　　　　37 54

階
計 99　　　　　53　　　　　　3　　　　　241 396

点 平均 エ．869　　2．019　　　一　　　エ．983

分散 0．290エ　0．3204　　　一．　　　0，3234
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使った方が丁寧と書えよう，ということであった。

　今回はこれと岡じようには，「電灯料」の揚面しか集計しなかった。結果は

表6　一24に示す。混種語というのは「受け取り＝書」のように和語と漢語との両

方から成っている語である。この表では漢語と称語との闘に有意の差はみられ

なかったが，漢語の方が丁寧であった。二つの差は前回は有意差がみられた

が，今回は平均段階点がそれぞれ差のない方に寄ったため有意の差とはならな

かった。

　今回の場合，この語を漢；語で述べたのは，：男25．6％，女24．　6％で性の差はほ

とんどないといっていい。年齢では10代10。9％，20代21．5％，30代30．2％，40

代30．Oo／。，50代26．5％，60代以上28．3％となって，若い方はあまり漢語的では

なかった。学歴では低23．3％，申26．0％，高28．1％であった。なお，漢語を使

った者は前回の14．5％から今回の25。6％へと大幅に増加している。

　「医者」の場面で，漢語の延べ使用数と段階点との関係を表6－25として示

す。この表では，延べの漢語数が多くなるに従ってだんだん丁寧になっている

が，隣のグループ間には有意差はみられなかったが，ある傾向的な差はあると

いってよかろう。

　ここでは，漢語を一つも使わなかった者はわずかに4．0％であって，この点

からしても漢語のない言語生活の考えられない場面があることを示している。

　この「医者」の場合，全体で平均1．85語の漢語を使っている。男は2．07語，

女は1．69語であり，この場合「電灯料」のところで述べた結論とは違ってい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る。「電灯料」の方は「領
　衰6－25　「医者」の漢語の延べ語数と3段階方式の段階点
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　収証」にあたる語だけであ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つた。年齢では10代1．　24

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　語，20代1．65語，30代1．92

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　語，40代1．99語，50代2．31

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　語，60代2．26語，70代1．88

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　語となって，50代を頂点に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　両側に少なくなっている。
　4澱二：3＝2＝ユ＞0
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　今まで言われてきたよりは

漢語の延べ語数
0　　　　　　＝L　　　　　　2　　　　　　3　　　　4以＿i二

ユ
2
3

4　　　　　　80　　　　　　58　　　　　30　　　　　　22

V　　　　　　　90　　　　　　5！　　　　　25　　　　　　14

T　　　　7　　　5　　　ユ　　　1

194

P87

P9段
階
点

計 ユG　　　　　ユ77　　　　　ユユ4　　　　　56　　　　　　37 400

芋均

ｪ散

2．0δ3　　エ．588　　エ．535　　エ．482　　エ．432

O．5586　0．3214　0．3365　0．285エ　0．2995
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表6－26理由をあらわす語についての集計

から　のででもんでんでなのでなんでその他 入数

蒋物預け ユ02　　　ユ00　　5コ．　　　　5　　　　　　5 263

電灯料 ユ03　　39　47 ユ89

医者 ユユ9　　　　79　　56　　　　4　　　　　　　　　　　　ユ6　　　　　　5　　　　　　ユ5 294

席ゆずられ 204　　73　44 32工

傘貸し 91　　ユエ　29 ユ31

表6－27　理由を示す助詞と3段贈方式の段階点

段　　階　　点

1　2　　3 入数 平均分散 有意差
から 23　70　9 102 エ．863　（λ2949

荷物預け ので 52　44　4 100 工520　0．3296 ので〉から＝で

で 13　27　11 51 工96エ　α4691

から 16　81　6 エ03 二9昭　α2麗2

電灯料 ので 7　30　2 39 エ。8Z2　0．2エ44 ので儒から〉で

で 0　30　ユ7 47 2．362　α2309

から 46　70　3 119 エ．639　α28エ2

隆者 ので 53　25　1 79 エ．342　α2502 ので〉から〉で

で 17　25　14 56 二9《6　α5507

から 工6　187　ユ 204 エ．927　（九〇7刃

席ゆずられ ので 9　63　1 73 エ。890　0．エ250 ので嵩から＝で

で 3　40　1 44 工955　α03詔

から 9　71　ユエ 91 2．022　（λ2エ93

謹告し ので 2　　9　0 11 ユ。8エ8　αエ487 ので扁から〉で

で 1　17　ユ1 29 2．345　0．2949

頂点が少し高年齢の方に傾いているが，大筋の傾向としては，このようなとこ

ろであろう。学歴では低1．80語，中1．83語，高2．03語であって，年齢ほどの開

きはなかった。

　次に，理由を示す助詞について触れる。これは前回の報告書にはあげていな

いし，また集計は，継続調査とパネル調査との被調査者を合わせてあるので，

今まで述べたものと少し性質溝違っている。
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表6－28反癒文の長さと3段階方式の雨戸

殺階 入数　　平均　　分散 宥意差

道教え 1
2
3

ユ1　　　43．545　　　354。4298

R32　　　32。68エ　　　438．2675

S9　　22．224　　22エ．2％2

ユ譜2＞3

電報朋紙 1
2
3

90　　2a　8a3　　エ00．エ833

Q97　　　　エ9．896　　　　　77；6558

?０　　　エ5，000　　　23．2000

1＞2＞3

三物預け 1
2
3

ユ38　　　39．630　　　エ53．0302

Q17　　31．46Z　　エ53．5ヨ09

S4　　23．エ59　　　94．6？93

ユ＞2＞3

：傘忘れ 1
2
3

94　　20．340　　　39．9267

Q65　　　エ5385　　　3LZ．85エ9

R9　　　エエ．487　　　　エ58909

1＞2＞3

先生 1
2
3

25　　20．600　　289．0400

R64　　　ユエ．569　　　50．4376

?１　　　Z909　　　　5．3554

1＞2＞3

電灯料 1
2
3

72　　　43．306　　　二Z8Z78エ7

Q70　　　36．エエ9　　　3エ2．9008

T4　　26，056　　エ42，9044

1＞2＞3

　理由を示すことばが出そうな場面としては，「荷物預け」「電灯料jr医者」

「席ゆずられ」「傘貸し」ど五つある。「おつり」の場面も理歯ぶ出そうに思っ

たが，それほど多くはなく，全部で26入の被調査者が理由を示す助詞を使った

に過ぎなかった。「おつり」の場合を除いて，どのくらいの実数があったかを

表6－26にあげておく。ここでは，文の途中であらわれたものに限った。

　反応の多かった「から」「ので」「で」について，3段階方式での段階点との

関係を表6　一27に示してみる。表では，「席ゆずられ」の場面溝一番差は少ない

瓜それでも，このffつの二十すべてで，「ので」「から」「で」の順に丁寧な

表現の中に入っていることになり，これを簡単に言って，「ので」が一番丁寧

で，「で」が一番乱暴，「から」はこの両者の中間であるということになろう。

このことはFおつり」のように数の少ないものについてもいえることであり，

一部有意差はないが相当の確かさをもって雷うことができよう。
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毅階 入数　平均　　分散 右意差

塗膜堂 1
2
3

52　　　44．7Z2　　279．8207

R34　　28．97マ）　　ユ22，5920

?２　　24，583　　　31．≦～26エ

1＞2＞3

医　者 ユ
2
3

ユ94　　　4エ．598　　　235．3126

?８7　　　3エ．7Z1　　　エ95．4033

?９　　25．895　　　5Z　673エ

1＞2＞3

席ゆずられ ユ
2
3

3◎　　　　42。933　　　　223寧エ955

R59　　24，944　　エ08．Z267

@9　　20．000　　8aエ111

1＞2＝3

おつり
コ
．
2
3

37　　4Z．297　　エ2Z　5062

Q63　　23．7裕　　エ4エ．9688

X7　　　ユ6」670　　　56．4479

ユ＞2＞3

傘貸し 1
2
3

52　　　　∠認凱．ユ5涯～　　　ユ46．463エ

Q77　　　19．538　　　　92。6023

U8　　　15．338　　　89．9885

ユ＞2＞3

魚つり ユ
2
3

　0　　　一　　　　　　一

W4　　　エ4．762　　　≦珍．9433

R15　　　　9．590　　　　エ9．6704

2＞3

　この五つの田面で，金体としての丁寧さは，表6護によって「医者」「荷物

預け」「席ゆずられ」「電灯料jr傘貸し」の順で，一方「から」という丁寧で

ない語の，理由を示す語の全体に対する率の低い順は「医者」「荷物預けjr電

灯料」「席ゆずられ」「傘貸し」であって，この順位の相関は相当高い，という

ことができる。

6．i．4。　反応文の長さと丁台さ

　前回の調査結果では，長い反応文ほど丁寧であると出ていた。そこで，今回

もこの点について集計してみた。ここでは文の長さを計る尺度としてモーラ数

をとった。表6－28は，各揚面上段階において，平均何モーラの反応文であっ

たかを示すものである。前回報告書の第154表に対当する。
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　この表と蘭回の第154表とを比べてみると，今回調査ではすべての場面にお

いて段階3より段階2が，段階2より段子！が長い反応文となっているのに対

して，前回は「電報用紙」で段階2と段階3との間で逆転があったことがわか

る。

　前回と今園と，どちらが長いか，という点については，前回の方が長かった

ものをあげると，「電報堀紙」の段階3，「荷物預け」の段階3，「傘忘れ」の

段階1と3，「先生」の段階2と3，「電灯料」の段階3，「議事堂」のすべて

の段曙，「医者」の段階2と3，「おつり」の段階2と3，「傘貸し」のすべて

の段階，前回の「物売り」が今回の「魚つり」に対して，群群1は今回なかっ

たが，他の段階2と3，となっている。比較できる35の場面×殺階に対して！8

である。この点からいうとあまり差はなかったかと思われるが，これについて

はまた後で触れる。

　注目すべきは，段階3が全部で！2場颪のうち10場繭で前回の方が長かった，

という点である。今回の方が乱暴に言う場合は簡単にすませている，と言って

よかろう。最も，この問で有意差のあるのは「おつ！」および前回「物売り」

と今回「魚つり！だけである。後者は場面が違うので厳密には比較できないと

すれば，有意差のあるものはあまりないわけではあるが，段階3では前回が長

いという傾向は否定できない。

　逆に段階1では前回が長かったのは，r傘忘れ」「議事堂」「傘貸し」の3揚

面にすぎない。丁寧なものはより長くなったという傾向カミあったことになる。

このうち有意差をもって今回が長かったのは「道教え」「荷物預け」r席ゆずら

れ」「おつり」である。

　以上によってわかるように，今回の方が分散が大きい。すなわち，反応文の

短い人と長い入との差が大きくなった，といえる。

　場面を全体として長い反応文の順に並べたのが表6　一29である。また，これ

を丁寧さの順との順序相関係数でみると0．483となる。あまり長さの順と丁寧

さの順とは一致度が高いとはいえないようである。すなわち，これはもっぱら

場簡での話の複雑さに関係するから，場面間の丁寧さの比較とは結びつかない

のである。
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　前回の調査のときは場面の全体での長さは出ていないが，第154表によって

計算すると表　6　一29の一番右の欄のような長さの順位となる。この順位と今回

の長さの順位との相関係数は0。881であり，一致度は比較的高いといっていい。

　今回の方が長かった場面は「道：教え」「電報用紙」r荷物預け」r先生」「電灯

料」「席ゆずられ」の6揚薦で，他の6場面は前回の反応文の方が長かった。

前に骨揚面内での丁寧さあ段階1，2，3と長さゐ関係で，今回は段暗1で長

くなり，段階3で短くなったと述べたが，この場面全体での長さの前回と今回

の差は，場面の丁寧さとはあまり関係ないようである。

　揚面間の反応文の長さの有意差は「医者」と「電灯料」，「荷物預け」と「道

教え」，「道教え」と「議事堂」との間にないだけで，あとは全部ある。ただし

5％の危険率が大部分である。長い方に有意差が少ないのは，長い方演分散が

大きい故もあるであろう。

　なお，丁寧さとは関係ないが，方言形の有無と反応文の長さとの関係を表

6唱0として作ってみた。これは二二報告書の第161表に対当するものである。

　前回の結果では計算した限りではすべての場簾で，方言形の方が長い反応文

を示していた。今回も傾向としては同様であるが「おつり」だけでは方言形の

ない方が長くなっていて，これまでの結果と違っている。しかし，今園の「お

つり」での差はごく微小であって，ほとんど差はないと言っていい。

　前回の報告書にもあるように，この事実は前に述べた，方言形が含まれる言

　　　表6－29三三の反応文の長さの順と了寧な順

入数　　平均　　分激：　瀬位
丁寧さ

ﾌ順位
前脳調査の

ｷさの順位

医者 400　　36し230　　22エ，9896　　　　1 工 1

電灯料 396　　36」053　　28Z　64エ2　　　　2 7 2

荷物預け 399　　　　33．37Z　　　　ユ鍛9577　　　　　3 2 4

道教え 392　　　31．エ7Z　　　423．　Z948　　　　4 ユ0 8

議事堂 398　　　30．894　　　エ72．66Z2　　　　5 5 3

席ゆずられ 398　　26」エ88　　エ40．エZ30　　　　6 6 5

おつり 397　　23」673　　エ60．6596　　　　7 11 6

電報用紙 397　　2エ．345　　　90．8054　　　　8 3 10

傘貸し 397　　　　エ9L559　　　　ユ05．4エ79　　　　　9 9 7

傘忘れ 398　　　　ユ6」エ73　　　　38．8619　　　　ユ0 4 9

先生 400　ユ2，033　　69。36エ5　　ユ1 8 12

魚つり 399　　　エ0．679　　　39．54エ2　　　ユ2 ユ2 11
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　　表6－30方言形と反応文の長さ

方雷形なし 方雷形あり
有慧差

入数　平均　　分散 人数　平均　　分散

道教え 358　　3α045　　391．50エ些 34　4ao29　60＆簿33 あり〉なし

議事堂 364　　　30。475　　エ555296 34　35382　334．エエ86 あり誕なし

医者 241　　23．747　　ユ40，2556 156　23．558　ユ32．エ697 なし瓢あり

おつり 370　エ0．握6　3＆留35 29　エ＆655　　《0．2949 あり〉なし

魚つり 314　　34．818　　エ72．537Z 86　4二384　43ス6552 あり〉なし

語形式の方が丁寧でないという事実と，長い方が丁寧であるという事実との間

で矛盾するようである。しかし，方言形は比較的気楽に調査を受けている人に

贔がちであり，方書はまたざっくばらんということとも結びついて乱暴な表現

になるのであろう。長く話していれば方雪的な言語形式が嵐る確率もまた高く

なるに違；いない。



6．2．　敬語意識

6。2．1。　敬語の知識

　被調査者が敬語についてどの程度の知識をもっているかを知るための調査は

前回と全く同じ方法で行った。つまり，ある短文を示して，その文中のどの部

分が敬語（つまり，高い敬語形式）であるかを尋ね，その回答をもとに各人の

敬語に対する「知識点」を算iliした。この調査で用いられた劇激文（設問短

文）は，

　（1）rあの人は駅へ行かれた」

　②　「一一一っお持ち下さい」

　（3）　「きょうはお野菜が安い」

　（4）「ここにあります」

　㈲　「これはいただいたものだ」

　⑥　「知事のお車はもう駅を繊発した」

の6文である。また，点数化は次の基準によっている。まず，正解（短文中の

下線または二重線部）を指摘したものには2点を与え，「敬語はない」と答え

たものや正解以外のところだけが敬語だとしたものは0点とする。各間につい

て，その全文が敬語だとしたものは各々1点とする。この他，正解に余計なも

のがついた回答や，（2）の「お持ち」または「下さい」のように正解の一部分だ

　表6－31短文別「正解点」分布（全体）

（6）

ｨ車

（1）

sかれた

（2）

ｨ待ち下さい

（5）

｢ただいた

（3）

ｨ野菓

（4）

?ります

2　点

P　点

O　点

242（60．5）

@2（0．5）

P56（39．0）

237（59．3）

@1（0．3）

P62（40．5）

ユ88（4λ0＞

V7（エ9。3＞

?３5（33．8）

215（59．8）

@8（2．0）

P77（44。3）

151（3名8＞

@0（一）

Q49（62．3＞

82（20．5＞

@6（エ。5）

R12（摺．の

平均点： エ，2エ5 エ，エ88 エ，エ33 エ，095 0．筋 0，425
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褒6－32　「お持ち下さいJの分離型回答率

　　　　c性，年齢，学：歴別）

aお持ち b下さい
a十b

男 （ユ5．6） （4。8） （20．4）

女 （エ0．7） （6，4） （エZ2）

ユ0代後半 （エz4） （エ9．6） （37：0）

20代 （エ2。8） （6．4） （エ9．3）

30代 （エ7．4） （3。5） （20．9）

40代 （エ0．0） （5．7） （25．7）

50代 （8．6） （一） （＆6）

60代以上 （7．4） （一） （ス4）

低学歴 （7．3） （57） （13。0）

中学歴 （エ8．7） （4．7）・ （23．3）

高学歴 （15．5） （8．6） （24．エ）

（注）畿申の％は各属性カテゴリーの総数に

　対する貰分率

けを指摘したものは1点とした。

　このようにして得られた，短文ごとの得点

（以下，「正解点」と呼ぶ）の分布状況を一覧

表にしたものがi表6－31である。この表でま

ず冒立つことは，1点とされた回答が著しく

少ない中で，「（2）お持ち下さい」の1点が例

外的に多いことである。この文の1点の内訳

をみると，「お持ち」51人（12．8％），r下さ

い」23人（5．8％），「全文」3人（0．8％）と

なっており，「お持ち」とF下さい」とを分

離した回答が大部分を占めている。このr分

離型」の回答は属性別のどの層でも程度の差

こそあれ一様に現れている（表6－32）。他に

比べて回答に迷う短文といえよう。表6－32

をよく見ると，分離型の回答は，年齢が低いほど多くなる傾向があり，最年少

層の10代後半と20代との間に顕著な段差が認められる一とりわけ10代後半の

「下さい」の割合が大きいことが品評される。また，学歴では低学歴と中学歴

との闇に断層がみられる。なお，ここで分離型回答率が他より高かったグルー

プは，後に掲げる表6－35の「知識点」が示すように，本書でいう意味での敬

語の知識はむしろ他より高い方だといえる。

　話を表6－31に戻そう。この表の最上段に配した六つの短文（の略称）は調査

時の呈示順ではなく，表の最下段に示した「平均点」の順に並べ換えてある。

この平均点は2～0の各正解点に属する入数を基に算出したものであるから，

この平均点の高いものほど，その短文に対し本項でいう意味での正解に近いこ

とになる。

　六つの短文の平均点をみると，「お車」から「いただいた」までの4文が1

点を超えているのに比べて，「お野菜」が0．755，「あります」がO．　425と著しく

低くなっている。この2文に対する回答の分布を詳しくみると以下のようにな

っている。
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◎お野菜　124人（31。0％）　お　27人（6．80／o）　敬語なし　223人（55．8

％）　無回答22人（5．5％）　その他　4入（1．　0％）

◎あります　63人（15．8％）　　ます　19入（4．8％）　全文　6人（1．5％）

敬語なし　282人（70，5％）　　無回答　24入（6。0％）　　その他　6人

（1．50／o）

　下線を施した「敬語なし」の割合をみると，「お野菜」が半数以上の56％，

「あります」が約7割を占めている。つまり，美化語の「お」や丁寧語の「ま

す」は敬語と考えられる度合いが低いといえる。これが，この2文の平均点を

他よジ著しく低下させた最：大の原因だといえよう。ちなみに，他の4文につい

て「敬語なし」と回答した比率は，「お車」3！．0％，「行かれた」31．8％，「お

持ち下さい」22．3％，「いただいた」33．0％　となっており，先に述べた分離

型園答が著しく多い「お持ち下さい」を除くと，この比率と平均点とに完全な

逆相関関係が認められている。

　次に，性，年齢および学歴と平均点との関係をみてみよう（表　6－33）。性別

では，「（2）お持ち下さい」の平均点に大きな差がみられる（男0．97点，女1．25

点）。この短文に対する病難の分布は次のとおりである（かっこ内の数値：は左

が男，右が女のパーセント）。

表6－33短文別平均「正解」点（性，年齢，学歴溺）

（6） （1）

（
2
）

（5） （3）

（
4
）

お車 行かれた お持ち下さい いただいた お野菜 あります

：男 （エ．31エ） （1．222） （0．9π）） （エ．048） （O．　778） （0．365）

女 （エ，ユ46） （エ，エ63） （エ．249） （1．エ29） （0．Zヨ8） （0，468）

10代後半 （エ．348） （エ．826） （エ．283） （エ．435） （0，696） （0．4怨）

20代 （エ．エ93） （ユ．450） （1，239） （エ．エ47） （0．624） （0．505）
，

30代 （エ．395） （1．349） （エ．エ28） （エ．058） （0．953） （0．3Z2）

40代 （1．200） （0．9エ4） （エ．エ00） （0．900） （0．7ZZ） （0．4エ4＞

50代 （エ．057） （0857＞ （エ．029） α．029） （0．743） （0．257＞

60代以上 （0。98ガ （0．426） （0．907） （エ。056） （0．778） （0．426）

低学歴 α，083） （0，828） （0．984＞ （0．948） （0．865） （0．53エ）

中学歴 （エ．333） （エ．480ウ （エ．287） （エ．3エ3） （0．四〇） （0．320）

高学歴 （エ．345） α，62エ） （エ．224） （エ．0エ7） （0，483） （0．345）
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　お持ち下さい（37。7，53．　6）　お持ち（15．6，！0．　7）　下さい（4．8，

6．4）　全文（1．2，0．4）　お（11．4，3．4）　一つ（0．6，0．4）　敬語な

し（26．3，19．3）　無回答（2．3，5．6）

　他の短文では「㈲お車」が男1．31点，女1，15点とやや差があるが，全般的に

は男女の平均点には差異はないといえよう。なお，男女の平均点の順位相関は

O．　600とかなり高い相関がみられている。

　各短文について年齢別の平均点をみると，全般的に年齢の若い層ほど平均点

が高い傾向が認められる。特に「（1＞行かれた」は年齢と完全な逆相関をなして

おり，「（2）お持ち下さい」と「㈲いただいた」もほぼ醐じ関係になっている。

しかし，「㈲お野菜」だけは10代後半と20代の著年齢層の平均点が他より低く

なっている。これは度々ふれたように「敬語なし」という回答がこの年齢層に

著しく多いためである（10代後半65．3％，20代前半78．6％，2G代後半60．4％，

他の年齢層は38、9～54．30／o）。

　また，年齢層別に短文の平均点の順位をみると，20代および30代は被調査者

金蓮の順位（表6－31参照）と完全に一致している。そこで，この20・30代と他

の年齢層との順位相関係数を求めてみると，10代後半O．　714，40代0．943，50代

0．814，60代以上0．357と，20・30代から遠ざかるにつれて相関が低くなっている

ことがわかる。このことから，敬語に関する知識のタイプは，ある程度年齢に

　　　　　0　　　　　　1　　　　　　2　よって変化するといえよう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同様のことは学歴において
（1＞行かれた

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もいいうる。図6－11は，表

（2＞お持ち

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学歴層の順位の順に並べ換え
　　下さい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たものである。この図から，（5）いただいた

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中学聖画は高学歴膠と同じ傾
（3＞お野菜

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　向にあるが，低学歴層は中・

㈲あります　　　　　　　　　　　　　　　　高学歴層とやや分布が異なる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ことがわかる。つまり，低学

　　図6－11学歴溺平均「正解ノ撫分布
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　歴層は，：金体としては平均点
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が低い「（3）お野菜」と「（4）あります」では他の層より裕対的に平均点が高いの

に対し，上位の寸土での平均点が低い。特にr（1）行かれた」で大きな差が認め

られる。この差には，「敬語なし」の回答が中・高学歴屡の23．5％・15．5％に

対して，低学歴屡では半数近くの43．2％にのぼっていることが大きく関与して

いる。また，「無回答」が低学歴層に多いことも原因の一一一一・っになっている（低

学歴13．0％，中学歴1．30／o，高学歴G％）。

　今まで，短文ごとの平均「正解点」をみてきたが，ここでは，これらの点数

を合算して個入ごとに総合
　　　　　　　　　　　　褒6－34『知識点」の山窟
点（「知識点」と呼ぶ）を

求めてみよう。この「知識

点」は0～12点に分布する

が，これを5段階にまとめ

て示すと表6－34のように

なる。また，平均「知識点」

　　　表6－35　「知識点」による2團の調査の比較

点数
今　園　調査 瀧園調査

男 女 全体 全体
0 ユ5（9．0） 25（エ0．の 40（エ0．0） 17（4．2）

1－3 11（6．6） 25（エ0．7） 36（9．0） 52（エ2．9）

4～6 8エ（48．5） 81（34．8＞ 16£（40．5） 125（30。9＞

7揮9 41（24．6） 61（25．2） 102（25．5） ユ26（3エ．2）

ユ0～12 19（エエ。4） 41（エ冗6） 60（エ5．0） 84（20．8）

今回調査 前司調査 日立本社

平均　標準偏差　画数 平均　標準偏差　重犯 平均

全　　体 （5」890）　〔3。2α））　　400 （6㌧525）　　（3。エ07〕　　　　406 （5220）

男
女

（5．766）　｛2，993〕　　　　ユ67

i5」979）　〔3る338｝　　　233

（6．4エ7）　〔2．997〕　　204

i6．634）　〔3．2エエ〕　　202

（5285）

i5レ05Z）

エ0代後半

Q0代
R0代
S0代
T0代以上

（Z152）〔2．2曾4〕　46

i6．284）〔2．”6〕　io9

i6．326）　　〔3．297〕　　　　86

i5357）〔3．エ89）　70

i4。752）　　〔3㌧599〕　　　　89

（7：039）〔3．エエ0〕　77

i6；607）〔3．052〕　ユ12

i6，506）　〔2．9エ3〕　　　77

i6＝39エ）　　（3．忽7〕　　　　64

i610望3）〔3．エ73）　75

（4，6エ5）

i4．853）

i5570）

i6：000）

i5000）

低学歴

?学歴
ｭ学歴

（5」292）　〔3．598〕　　192

i6」520）　　〔29707）　　　　150

i6」24エ）　〔2」548）　　　58

（Jr．　448）　〔3．484〕　　　87

i6；54エ）〔2．950〕　ユ81

iZエ8エ）　〔2．722〕　　ユ38

＊（4．806）

i5」855）

（注〉謬考のためにあげた「日立本祉」の調査の「低掌歴」は入数が少ないため

　数値が示されていない。また，標準懸差は示されていない。
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　30　　　　40　　　　　　　　50　1海

　　　　　　　　代鳳の
　　　　　　　　湯、激騰
　代　　代　　　　上査齢
　　　　　　　　　時
同一年齢集団の「知識点」の

20年間の変化

を基に示したのJbS表　6　一35である。以

下，表6－35にしたがって前回調査

と今回調査の結果の比較を進める。

　声調三者四体についてみると，前

園調査の「知識点jが6．53点であっ

たのに比べて今園は5．89点と約0．6

点低くなっている。この低下の程度

は性別でもほぼ同じであるが，他の

属性別では若干異なる。学歴別で

は，低・中学歴層は僅かに低下した

程度であるのに対し，高学歴層は

7．18から6．24と1点近くも低くなっ

ている。また，年齢別では40代およ

び50代以上の高年齢層の点数が1点

強の落ち込みをみせているのに対し，若い層ではそれほどではなく，10代後半

の年齢層はむしろ今圓調査の点数の方がやや大きいくらいである。

　ところで，前回調査当時10代後半であった被調査者はそれから約20年を経た

今園調査時では30代後半の年齢集団に属しているわけである。そこで，ttある年

齢集団の者が20歳加齢した二合のf知識点」の移動の状況をみるために，前回

調査時の被調査者の年齢を基準に描いたものが図6或2である。この図を見る

と，どの年齢集団でもこの20年間に「知識点」が低下していることがわかる。

しかも低下の度合いは，最小でもL2点，最大では2．4点と著しく大きい。

　以上のこと，また表6－35の右端の調査結果（国立国語研究所報答73『企業

の中の敬語』，1982，三省堂）からみて，昔に比べて社会一般の敬語の知識が

低下しているといえよう。ただし，短文ごとの分析でみたように，「敬語なし」

の回答の多寡が「正解点」の大小に直結しており，特に美化語の「お」と丁寧

語の「ます」を敬語と意識しない割合が多かったことから考えると，簡単に

「敬語の知識が低下した」と言うよりは，「敬語の意識が変化した」と言うべき

かも知れない。この点については同一個人の変化を追った「パネル調査」の分
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析の項（8．2．「敬語意識」）で再検討することにしたい。

　なお，本調査が個別薗接法によっているのに対し，表　6　一35で参考のために

掲げた「日立本社」の調査は自記式のアンケート法である点に注意されたい。

6．2．2．　敬語使用意識

　これは人々は実際の行動は別として，自分自身ではどの程度敬語が使える，

また使っている，と思うかについて三三二者自身の内省を尋ねたものである。

　まず，「202．あなたは川上の人と話をするとき，うまく敬語が使えますか」

という質問に対する全体の結果を示す。表6－36は前園調査と今回調査とを対

比的に示したものである。これによると，20年前に比べて今回は「うまく使え

る」と「うまく使えない」の両極の回答がほぼ同じくらい減少し，その分だけ

中間の回答が多くなっている。この現象は性別，年齢別，学歴別の多くの層で

もみられている（表6一一37）。この傾向は，今回調査の前後5年の二つの時期に

喧伝されていた「中流階層への帰属意識の拡大化」とどことなく似ているよう

に思えるがどうだろうか（階層帰属意識については，6．3．6．「階層帰属意識と

その決定基準」で取り上げる）。

　それはさておき，表6－37をみてみよう。前回の結果（表中の〔〕内の数値。

以下，表6辺6までは同様に示す）では，隙上の人に敬語がうまく使える」も

のが学歴が高くなるにしたがって多くなり，逆に「うまく使えない」が少なく

なっていた。しかし，今回調査では後の方はより顕著になったが，「うまく使

える」は低学歴層と中学三層との間に断層がみられるものの中学歴層と高学歴

　　　　表6－36　屋上に対して敬語が使えるか（全体）

今回調査 前獺調査

うまく使える 56α4．0） 90（2α7）

大体うまく使える ユ07（26；8）

普　　　　　　　通 10（2．5＞226（56．5） 186（42．9）

あまりうまく使えない ユ09（2λ3）

うまく使えない ユ10（2Z5） 139（32．0）

無回答・その他 8（2．0） ユ9（4．4）
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褻6一・37濤上に対して敬語が使えるか（性，年齢，学歴別）

うまく使える
大体うまく使える・

?まり使えない
うまく使えない 無回答・その他 人数

男 31（エ8．6）〔25．カ 98（58．7）（40．5〕 37（22。5）〔30．7） ユ（0．6）〔3．7） エ67〔215）

女 25α0．7）で16，4〕 エ28（醒，9）（45，2〕 73（31．3）〔33，3〕 7（3．0）〔5．0〕 233〔219〕

ユ0代後単 12（26．エ）〔ユZ3〕 ユ9（41．3）〔50．6〕 ユ4（30，4）〔2ス2〕 ユ（2．2）〔4．9〕 46〔81）

20代 8（Z3）〔20．7〕 72（66．ユ）〔4ス4） 29（256）（29．3） 0（一）〔2．6） 109〔116）

30代 ユ2（エ4．0＞〔2エ．3） 耳4（62．8）〔53．8） 19（22．エ）（29，8） 1（エ．2）（エ．3〕 86〔80）

40代 13（エ8．6）〔エ8．8） 36（5エ．4）〔39．エ〕 ユ9（2Zエ）（33．3） 2（2．9）〔8，7） 70〔69）

50代以上 11（エ2．4）〔25；の 45（50。6）〔22．7） 29（32．6）〔45，6〕 4（4．5）〔5の 89〔88〕

低学歴 19（9。9）（エz6） 100（紹．エ）〔39，9〕 68（35．4）（35・8〕 5（2．6）〔5．7） ユ92〔296〕

中学歴 28（エ8．7＞〔25．9〕 86（5λ3）（50．0〕 35（23，3）〔22．2〕 ユ（0．7）〔エ．9） 150（108）

高学歴 9α5．5＞〔33．3〕 40（69．0）〔46．7〕 7（エ2．エ）〔20．0〕 2（3．4）（一） 58〔30）

（注）　〔　）応の数値は構園調査の詰果

層との間の差はほとんどなくなっている。

　また年齢別でみると，中間回答が増加するという全般的な傾向に対して，10

代後半だけが逆に両極の回答が増え，中間が半数を下まわっていることが注目

される。特に，Fうまく使える」という回答が17％から26％に上昇し各属性カ

テゴリー中の第1位に躍進している。これと反対に，その直後の世代である20

代ではこの圏答が21％から7％へと激減している。この理由を探るために「う

まく使える」について今回調査の結果を5温きざみでみてみると，

　10代後半　26．1％　　20代前半　　5．4％　　20代後半　　9，4％

　30代前半　10．40／0　30代後半　18。4％　　40代前半　18．8％

　40代後半　18，4％　　50代前半　20。G％　　50代後半　10．0％

　60代以上　11．1％

となっている。この結果から次の展開が想像されよう。10代後半の年齢層の大

半は学生であるからヨ鴬ことば使いについてあまり注意されない。したがっ

て，自分は「うまく使える」と思っている。ところが20代前半で社会に出ると

上司や先輩から度々注意され自儒を嚢失し，「うまく使える」と思う者は僅か

5％に激減する。その後の社会生活の申で徐．々にことば使いを学習し，30代後



半以降は自信をもつ人々

の割合が一定の数値に落

ち着く。そして，老人に

なると目上の入と話す機

会が少なく，したがって

「うまく使える」割合も

低下する。

6．2．敬語意識　　lil

表6－38　家族どうしで敬語を使うか（全体）

今1戴關査 前演調査

侠：　　う

ﾆきに使う

桙墲ﾈい
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9
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（
…
）
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9
8
（
7
f
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5
）
ユ
0
（
2
．
5
）

16工（37；エ）

Q58（59．4）

G5（3，5）

衰6－39家族どうしで敬語を使うか（性，年齢，学歴別）

　次に，「204．お宅では家族

の方の間で，敬語を使うこと

があPますか。それとも家族

どうしでは，敬語は使いませ

んか」という質問に対する回

答をみてみよう。全体の結果

は表6－38に示すように，この

20年間では家族どうしでは敬

語を「使わない」姥率が59％

から75％と！6％増加している。

　この項目について属性別に示した結果が表6－39である。前回と今回の両調

査結果を比べると，学歴でやや違いがみられる。つまり，前回調査では家族ど

うしで敬語を「使う」割合は低学歴層と中・高学歴層の間だけで線が引かれて

いたが，今回調査ではこれに加えて，新たに申学歴層と高学歴層にも差がみら

れ，学歴が上昇するに伴い「使う」人が多くなっていることがわかる。また，

前回「使う」にやや差があった性別の要因が今回あまり効かなくなっているこ

とが指摘できよう。

（ときに〉使う 使わない 無圃答

男 30（エ8．0）〔30，7〕 136（8エ．4＞〔66。0） 1（0．6）〔3．3〕

女 62（26．6）〔43．4） 162（69．5）（53，0〕 9（3．9）〔3．7）

10代後半 9（エ9。6）〔3託0） 37（80．4）〔6α5〕 0（一）〔2．5）

20代 24（22．0）（35．3〕 83（76．エ）（63，8〕 2（エ．8）（0．9）

30代 24（27，9）〔43．8） 61（70．9）〔55．0） 1（エ．2）α．3〕

40代 18（25．7）（34．8〕 49（”。0）〔50，9） 3（4．3）（4，3）

50代以上 17（エ9．エ〉（35．2） 6s（76．4＞〔55．7） 4（4．5）（9．エ〕

低挙歴 29（エ5。エ）〔34．エ〕 155（80。7）（〔㌶．ユ） 8（4．2）〔4．7）

中学歴 40（26．7）〔43．5） 108（フ2．0）〔55。6〕 2（エ．3）〔0．9〕

高学歴 23（39．7）〔43，3） 35（50．3）〔56．7） 0（一）〔一）

6．2．3．敬語に対する意見1

　この調査では，敬語に対する意見を尋ねたものが6項目ある。そのうちの4
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　衷6－40入称代名詞は使い分けた方がいいか

使い分けた方がいい 使い分けない方がいい どちらでもいい 無回答

全体 313（78．3）〔61．5〕 70（17．5）（32．3〕 エ0（2．5）（エ．4〕 7（エ．8）（4，8〕

男 ユ25（74．　9）〔5Z。9〕 34（20．4）（34．9） 5〈3．0）（0．5〕 3（エ．8）（2．8〕

女 ユ88（80．7）〔α．2〕 36（エ5．5）〔29．7〕 5（2。エ）（2．3〕 4（エ．7）〔5．8〕

10代後半 40（8ZO）〔58。0） 6（エ3．0）〔38．3〕 0（一）〔一） 0（一）〔3．7〕

20代 84（77．X）〔碍．8〕 ユ7（エ5．6）〔3エ．9〕 7（6．《）〔2．6〕 1（0．9）〔エ．7）

3G代 68（79．エ）〔65；0〕 ユ8（20．9）〔28．8〕 0（一）〔2．5） 0（記）〔3，8）

4G代 52（簿，3）〔5a5） ユ6（22，9）〔34、8） 工（エ。4）〔エ．4） ユ（エ．4）〔ス2）

50代以上 69（7Z5）〔（㌶．5） 13（エ4．6＞〔28．4〕 2（2．2＞〔一〕 5（5．6）（9、エ）

低学歴 ユ46（76．0）（59．5〕 34（エπ7×32，8〕 7（3。6）〔エ．0） 5（2．6）（6；8）

中学歴 ユ22（8エ．3）〔63。9） 23（15．3）〔33．3〕 3（2，0）〔エ．9） 2（エ．3）（0．9〕

喬学歴 45（7ス6）（留．3〕 13（22．4）〔紹。3〕 0（一）〔3．3〕 G（一）（一〕

闘は敬語一般について質問したものであり，残りの2間は敬語のうち人称代名

詞と美化語の「お」に限定してその使い方を問うたものである。敬語一般への

意見は後の6．2．4。でみることにし，ここでは後者について述べる。

　まず，揚合や相手による入称代名詞の使い分けに対する賛否（問209）から

みてみよう。結果は表6－40にみられるように，前回調査で既に6割を超えて

いた使い分けを支持する意見が今園は8割弱とさらに多くなっている。この傾

向は属性別にみてもほぼ一致してお！，また今回調査の2年後の大都市の調査

結果とも比較的似ている。したがって，現代の日本人は人称代名詞の使い分け

の現実を肯定しているといえよう。なお，大都市の調査結果については，国立

国語二三所報皆70『大都市の言語生活』（三省堂，1981年）を参照されたい。

　次に，美化語のrお」の使用に対する意見をみよう。設問は「206．東京の

女の人などは，このごろ何にでもオをつけるようです。たとえば，人参のこと

をオ人参，顕鏡のことをオH鏡と言っています。岡崎でもこのようにオをつけ

るほうがいいでしょうか。それともこのようにオをつけるのはよくないでしょ

うか」というものである。

　これに対する意見は表6－41に示すとおりである。前回調査では，「つけない

方」を支持する意見は男（70％）と女（56％）とで差が認められていたが，今
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回調査ではともに80数％と性別による差はなくなっている。また，前回顕著に

みられた学歴別による意見の違いは，今回はその傾向を残しつつも絶対差が小

さくなるなど，全体的に「つけない方」を支持する方向に寄っている。

　一方，「つけた方がいい」という意見をみると，前回の12．7％から今回は僅

か1。5％（6人）と激減している。しかも，これを支持する者は全員50代以上

一正確には，60代後半以上の年齢層と片寄っている点が注目される。

　なお，美化語「剃については，6．2．1．r敬語の知識」で述べたように，こ

れを敬語と意識しない入が今回調査では6割近くいたが，これが「オをつけな

い方がいい」とする意見の増加に結びついていることが考えられる。

6。2。4．敬語に対する意見2

　ここでは，6．2．3．と異なり，敬語一般という形で示し，それに対する意見を

求めた4項貝について結果を示す。

　表　6　一42は，「203．昔（戦前）の激語の使い方と，今の敬語の使い方とでは，

どちらがいいと思いますか」と尋ねた結果である。

　前回と今回の結果を比較すると，被調査者全体の結果では両者の数値：は二三

によく似ているといえる。しかし，属性別にみると，いくつかの点で異なって

いるが，最も大きな違いは性別による意見分布である。すなわち，前回は「昔

がいい」は男の方に，「今がいい」は女の方に多く支持されていたが，今回の

結果ではそれが逆になっている。このような逆転現象を起こさせた理由の解明

については今後の検討課題といえよう。

　また，年齢別の結果をみると，2回の調査ともに若い層は「今」，年とった

鰹は「昔」の敬語を支持するという点では変わらないが，前圓調査ではその境

界域力宝20代とはっきりしていたのに対して，今回はややあいまいになってい

る。しかし，表をよく晃ると，今回の境界域は40代にあるともいえる。もし，

境界域が20代から40代へ移行したとすれば，両者の年齢差は奇しくも2回の調

査間隔に一致する。そこで，図6－12と同じ方法で描かれた図6－13を基にみて

みる。ただし，図では「苦の敬語カミいい」と「今の敬語がいい」に対する支持
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eo16

50

　，o
　　　IO　20　30　40　50　1pt
　　　代　　　　　　　　　　　代　団
　　　後　　　　　　　　　　　以　調の
　　　半代　　代　　代　　　　上　査年
　　　　　　　　　　　　　　　時潮
　　　図6－13同一年齢集団の「今と昔の敬語」

　　　　　　　の支持率の20年購の変化

入数が極端に少なかった70代て前回調査の50代以上にあたる）の所を除いて，

図全体を見ると，2画の調査での「今」と「昔」との支持曲線一一特にF今」

ρ曲線は非常によく似ているといえよう。このことから，今の敬語，昔の敬語

への支持の傾向は年をとってもさほど変化しないとみることもできよう。ただ

し，．これは集団としての意見変容のレベルとしての話であり，個々人の意見に

ついてはこの資料だけでは何ともい．えなレ、。この点については「パネル調査」

め分析の項（8，2．「敬語の意識」）で検討したい。

　なお，表6　一42のri無回答・その他」の19。2％のうちの14．8％は「昔の敬語

は知らない」という回答である。この圃答は当然のことながら年齢の若い層に

のみみられるものである。「参考までにその数値を示すと，10代後半23．go／o，20

代30．3％，30代17．4％4Q代以上。％となっている。

　　　　　　　　　　　　　　　普

　　　　　　　∠欝獲

咲　　ノ”一一一一’P　　　　　　持

’，／　　　　　　　　　　　　　今

率のみを示してある。

　この図を見ると，「今」と

「昔」のそれぞれの敬語の支

持の分岐は2回の調査とも同

じ所で生じていることがわか

る。つまり，境界域は前回調

査の20代であり，この集団が

20年加齢した分だけ今回調査

での境界域が移動したといえ

よう。

　また，この図で今回調査の

歌に，「207．家の中でも，年長の人や目上の人には敬語を使わなければなら

ないでしょうか。それとも家の中では使わなくてもいいでしょうか」という問

に対する意見をみてみよう。表6－43はその結果である。

蘭回調査では「使うべきだ」という意見が42回目第1位であったが，今回は

この意見が半減し，その減少分を敵り込んだ形で増加した「使わなくてもい

い」が過半数を制している。また，属性別で前回みられた年齢と意見との顕著
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表6－43家のゆでも敬語を使うべきか

偵うべきだ 時・場：合・屈手による 使わなくてもいい 鯛口答

全体 80（20．0）（42．4〕
91122．8）〔23．5〕 220（55．0）（30．6〕 9（2，3）〔3．5）

男 27（ユ6．2）（42．3〕 37（ap．2）〔20．0〕 ユGO（59．9）〔34．0） 3（エ．8）〔3．7〕

女 53（22．7）〔朔．5〕 54（23．2）〔26．9〕 ユ20（5Z．5）（2Z4） 6（2．6）〔3。2〕

ユ0代後半 9（ユ9、6）（3婆．6） 4（8．7）〔23．5） 32（69．6）〔38．33 1（2．2）〔3．7）

20・代 20（ユ8．3）〔39．7〕 27（認．8）α9．8） 62（56．9）（3Z9） 0（一）〔2．6）

30代 ユ7（エ9．8）膨，5） 　　　・Q2（2訊6）〔33。8） 45（52。3）〔23，8） 2（2，3）（一〕

40代 ユ6（22．9）（4z8） ユ8（25．7）〔2Z5） 36く5エ．4）〔エ8．8） o（一）（5．8〕

50代以上 ユ8（20．2）〔48，9） 20（22．5）〔エ5；9〕 45（50．6）〔29．5〕 6（6．7）（5；7〕

低学歴 36（エ8．8）（4a2〕 46（2｛．0）（2エ．3） 104（5・X．2）〔紹。刀 6（3．エ）（4．4）

中学歴 28（18．7）（38．9〕 33（22．0）ご3エ．5〕 87（58．0）（2π8〕 2（エ．3）α．9）

需学歴 ユ6（2π6）〔56．7〕 ユ2（20。7）（ユ6の 29（50．0）〔26の ユ（エ．7）（一〕

衰6－44家族内での敬語使吊の意識と意見との相重三

　　　207聞

Q04問

使うべきだ
時・場合・

R手による

使わなくて

烽｢い
無回答 三

岡　　　う

ﾆきに使う

gわない
ｳ二　答

9（2．3）

Q6（6．5）

S4αエ．0）

P（0．3）

6（ム5）

Q9（Z3）

T6（エ4．0）

　4（エ．0）

?７（4，3）

?９5（．fs．　8）

@4（エ．0＞

工（03）

R（0．8）

Tα．3）

20

V2、

Q98

P0

計 80 91 220 9 400

％は全体（400入）をユ00としたもの。

な相関関係（高齢者ほど「使うべ者だ」と主張）力面輪は全く認められなくな

っている。

　なお，この設問207と6．2．2．で示した設問2　04との絹関，つまり，家族内で

r敬語を使うべきか」と「敬語を使うか」との関係をみると表6－44（今回調査

の被調査者全体の結果）のようになる。

　この表から，家族どうしでの敬語使用の意見と章識とには極めて高い相関が

あるといえる。

　最後に，二つの逆の立場から誘回した上で，今後の敬語使用の量はどうある
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べきかを尋ねた結果をみてみよう。二つの質問文は次のとおりである。

　一つ鶴r26S．敬語を使う≧，ど：うしても話が長くなりがちです。’しかし，

世の中はこれ牟らますます忙しくな1ってY・く≒思いますgそこで敬語を使うこ

とを，だλ．だん少な《してい6たほうがいいと悪いますが，’どう：でしょうか」

というものであり，これは敬語を減らす方向へ誘導した設問である。

　もうしつは，「208．敬語を使って話すと，上品に聞こえますし，「また，話し

相手によ？ては敬語を使うのがあたりまえでナ。そこで，だれもが敬藷をさか

んに使ったほうがいいと思いますが，どうでしょ』 ､『か」であり，205問とは反

対の方向へ導こうとするものである。

　表6　一45は減らす方向ヘバイアスをかけた場合（205問）の結果である。前回

調査では，誘導どおりの意見，つまり「減らした方がいい」が第1位（37％）

で，「一概に言えない」（27％），「今のままでいい」．（22％）がとれに次いでい

る。とζうが今回はこの3者に「ζの意見はおh）しい」が割って入っている点

に大きな特徴がみられる。「この意見はおかしV，・」すなわち設問の郎提に疑問

を投げかけるものは，前回の3％から今回は26％に増えている。このような批

判意見を属性別にみると，性別では差がないが，年齢別や学歴別では予想され

る方向になっている一年齢では若い方が，学歴では高い方がより批判的であ

る。これに封して，誘導どおりの意見は2回の結果とも高年齢属と低学歴層と

に多くなっている。

次lc，・1こ鴛反対の方向にバイアスをかけ蹴合（208問）の綿をみよう・

この質問に対する回答は表¢一46にみられるよ．うに，先の205問と｝ま異なり，2

回の調査とも「一概に言ネない」がそれぞれ40％，46％で第1位とな？てい

る。一方，誘導どおりの「国々に使う干し」という意見は，前回の29％から今

回は16％に減少している。また，属性別ttは町回は年齢・、学歴とも低い方が使

う方向ビ引きずられていたが，今回は特別顕立つ傾向はなく一様に「盛んに使

うべし」の意見が低下していることが注目される。

　なお，逆方向にバイアスをかけた両問に対する意見の相関豪を示す’と表6－

47のようになる。この表から，完全にバイアス・に引きずられた，・・つまり・205問

で「減らすべし」とし，208間で「盛んに使うべしjとした被調査者は全体で
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表6－47誘導的弓一問の相闘表

　　208問
Q05問

盛んに

gうべし

一概には

汲ｦない

今のまま

ﾅいい

この意見は

ｨかしい
減らす 無暇答 瀞

減ら　す一概には

汲ｦない
｡のままでいい　「この意見は

ｨかしい

ﾓやす
ｳ　臓答

ユ9

X
ユ
2
2
1
ユ

37

U1

R0

T3

Q

24

W
2
4
7
1

27

?８

?ユ?

Q1

P

ユ11

X6

V9

?Ｇ3

@1
P0

計 62 ユ83 64 78 6 7 400

19入（4．　9％）にすぎないことがわかる。この19入の属性をみると，予想どおり

高年齢層と低学歴層に多いが何分入数が少ないので断言はしがたい。また，両

問で意見が一致していた者は，無回答者を除くと，111人の28．5％となってい

る。なお，前回調査でバイアスに引きずられた者の数は不明であるが，その報

告書に記された上野市の調査では20．8％と今回調査の結果を大きく上回ってい

る（287ページ参照）。



6．3．　社会生活意識

　1．2．　「調査の構成。実施」で述べたように，「社会生活調査」は郵送留置法

によって実施された。この調査票に含まれる項昌のうち，属性に関するものは

すでにみてきたとおりである。ここではマスコミ接触，行動範囲，交際，社会

意識に関する項Hについて調査結果を示すことにする。

6．3．茎．　マス凝ミ接触

　前回調査では，新聞・映画。ラジオ（ニュース）・雑誌などとの接触が取り

上げられていたが，今回調査では，新聞だけについて調査が行われた（質問

12）。表6－48は，どのくらい新聞を読むかを，性・年齢・学歴別に集計したも

のである。「毎　a読む」という回答は全体の70％弱になっている。前回調査に

豪…6－48　　新聞を震売むカ、

毎日読む ときどき読む 全然読まない 無記入 全体

男 ユ34（80．2） 23（エ3．8） 4（2．4） 6（3．の 167

女 ユ36（58．4） 80（34。3） ユ2（5．2） 5（2．エ） 233

ユ0．代後辛 20（43．5） 25（54．3） エ（2．2）

一
46

20代 77（”．6） 28（25．7） 3（2，8） ユ（o．9） 工09

30代 65（75．6） 13（エ5．エ） 3（3．5） 5（5．8） 86

40代 53（熔．7） エ1（ユ5．7） ユ（エ．4） 5（スエ） 70

50代 28（80．0） 5（エ43＞ 2（5．7）
一

35

60代以上 27（50．o） 21（38．9） 6（エエ．エ）

一
54

低学歴 エ15（urg．9） 58（30．2） ユ3（6．8） 6（3。エ） ユ92

中学歴 109（形．7） 35（23．3） 2（エ。3） 4（2。7＞ ユ50

高学歴 46（79．3） ユ。（17．　2） ユ（エ．7） 1（エ．り 58

全体 270（砿5） ユ03（25．8） ユ6（4．o） ユ1（2。8） 400
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裏　6－49　　員薄三読新聞

全鼠紙 地方紙 両方 その他 無記入 全体

男 27（エ6。2） 94（oN6．3） 16（9．6） 26（エ5．6） 4（2．4） 三67

女 41（エλ6） 150（54．4） 14（6．0） 12（5．2） 16（6．9） 233

工0代後刷 6（エ3．o） 35（％．ユ） 2（4．3） 2（4、3） 1（2．2） 46

2G代 26（23・9） 59（54。エ） ユ0（9．2） 10（9．2） 4（3．7） 109

30代 17（エ9．8） 48（お．8） 6（zの 11（12．8） 4（4．わ 86

40代 8（エエ．4） 46（65．7） 5（Z2） 10（エ4．3） 1α．4） 70

50代
4（エエ．4） 23（（箔．の 3（8．6） 3（8．6） 2（5．7） 35

60代以上 7（エ3．0） 33（61．1） 4（z4） 2（3．7） 8α4．8） 54

低学歴 ユ6（8．3） 136（7η．8） 8（4．2） 18（．9．4） ユ4（Z3） 192

堺学歴 38（瓢3） 8G（詔．3） エ4（9，3） 工4（9．3） 4（2．り 工50

霧学歴 14（24．エ） 28（48．3） 8（エ3．8） 6（エ0．3） 2（3。4） 58

全体 68（エ瓦0） 2硅4（6エ．0） 30（Z5） 38（9．5） 20（5．0） 400

豪6－50購読新聞部数

1　紙 2　紙 3紙以上 無記入 全体

男 ユ23（怨．の 28αa8） ユ2（Z2） 4（2．4） ユ67

女 188（80．の 27（エ1。6） 2（0．9） 16（6．9） 233

エ。代後半 43（紹．5） 2（4．3）
一

エ（2．2） 46

20代 87（79．8） 16（14．7） 2（エL8） 4（3．の 109

30代 65（75．6） 9（エ0．5） 8（9．3） 4（4．り 86

40代 53（だ．り 15（2エ．4） 1（エ．4） 1（1．4） 70

50代 28（80．0） 3（8．6） 2（5．7） 2（5．7） 35

60代以上 35（64．8） 10（18．5） 1（L9） 8（エ4．8） 54

低学歴 エ50（78．Z） 25（13。0） 3（エ．6） エ4（z3） ユ92

中学歴 119（四。3） 21（エ4．0） 6（4．0） 4（2．の 150

喬学歴 42（72．4） 9（エ5．5） 5（8．6） 2（3．4） 58

全体 311（7Z8） 55（エ3．8） 14（3．5） 20（5．0） 400
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19人比べて，「毎日読む」が減！，「ときどき読む」が増えている（前園調査で

は，毎日読む72．4％，ときどき読む15．9％，全然読まない7ゼ4％，不明4．4％と

なっている）。属性別にみると，、女性よりは男性が，また学歴の低い方より高

い方がよく読んでいるのがわかる。年齢別にみると，60代以上を除くと，年齢

の高い：方がよく読んでいる。

　購読紙および購読部数は表6－49，表6－50のとおりである。地方紙を読む入

が61％と多数を占め，全国紙を読んでいる入は17％にすぎない。購読部数で

は，「1紙」が78％と大多数を占めている。ちなみに，購読部数の最高は7紙

であった。

6．　3．　2．行動範囲

　愛知県外への旅行および名古屋への外N回数は表6－51，表　6　一52のとおりで

ある（質問10，11）。県外への旅行園数では，「4回以上jが31％となり，前回

調査の6，2％を大きく上園っている。r！～3園」も前回調査の30％を約10％ほ

　　　　　　褒6－51累外への旅行回数

ユ～3回 4回以上
いかない

ｳ詑入
全体

男 69（4エ．3） 71（42．5） 37（エ6，2） ユ67

女 96（4ユ．2） 53（22．7） 84（36．1） 233

ユ0代後奉 、22（47．8） ユ0（2エ．7） ユ4（30．4） 46

2G代 42（38．5） 49（45．の 18（エa5） ユG9

30代 37（43．0） 、28（32．　6） 2ユ（244） 86

40代 29（41。4） ユ8（2翫力 23（32，9）r 70

5Q代 16（45．の 7（2αo） 12（34．3） 35

60代以上 ユ9（35，2） ユ2（22．2） 23（42．　6） 54

低学歴 81（42．2） 40（2α8） 71（3Z．0） ユ92

中学歴’・ 62（4エ．3） 54（350） 34（22．7） ユ50

高学歴 22（37．　9） 30御．7） 6（エ（λ3） 58

全体
165（4エ．3） ユ24（3エ．0） 111（2λ8＞ 4GO
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褻6－52名古屋への外出繊数

1’》2颯 3～51可 6～10腿 11～30回 3王繊～毎臼
いかない

ｳ記入
全体

男 25（エ5．0） 16（9．6） 20（駕．o） 25（エ5．0） 42（25．Z） 39（23．4） 167

女 35（エ5．0） 47（20．2） 30（エ2．9） 19（8．2） 14（6．0） 88（3Z8） 233

10代後墨 15（銘．6） 7（エ5．2） 6（13．0） 4（8．7） 3（6．5） 1エ（23．9） 46

20代 14（エa8） 17（エ5．6） ユ6（エ4．り 11αo．エ） 25（22．9） 26（23．9） 109

30代
ユ2（エ4．o） ユ2（エ4．o） 1エ（エ2．8） 9（エ0．5） 13（エ5．エ） 29（33．7） 8G

40代
8（エエ．4） 13（エ＆6） 7（エ0．0） エ。（14．3） 10（14。3） 22（3エ．4） 70

5Q代 1（2．9） 9（25．7） 6（エ瓢） 5（エ4。3） 2（5．7） エ2（34．3） 35

60代以上 10（エ8．5） 5（9．3） 4（久4） 5（9．3） 3（5．6） 27（50．0） 54

低学歴 35（エ8．2） 28（エ4。6） 20（エ0．4） 14（7．3） 12（6．3） 83（43．2） 192

；｝犀学歴 22（エ4．の 20（エ3．3） 19（エ2．勿 23（エ5．3） ag（19．3） 37伽．7） 150

高学歴 3（5．2） ユ5（25．9） 11（エ9．o） 7（彦．エ） 15（25．9） 7（エ2．エ） 58

全体
60（エ5．0） 63（エ5；8） 50（エ2．5） 44（u．o） 56（エ4．0） 127（3エ．8） 400

裏6－53旅行く県外へ）の那事

私珊 公　規 私用・公憤とも
いかない

ｳ記入
全　体

幹 82（49．エ） 29（エ7．4） 29（エ7．4） 27（エ6．2） 167

女 ユ30（JrJr．8） 1（0、の 9（3．9） 93（39．　9） 233
一

10代後浄 28（60。9） 1（2．2） 3（6．5） ユ4（30．4） 46
7

20代 67（6X．5） 8（7．3＞ ユ3（エエ，9）
21（エ9．3）　　T

109

30代
46（53．　5） 7（8．Z） 10（Xl．6） 23（26．7） 86

40代 28（40．0） 10（エ・∫．3） 8（1エ．4） 24（3ノ，3） 70

50代 ユ6（45．カ 2（5．り 3（8．6） 1尋（・ノ。。∂） 35

60代以上 27（50．0＞ 2（3．7） 1（Z，9） 24（・〃．の 54

低学歴 92（47．　9） 12（5，3） 生。（5．2） 78（40．6） ユ92

中学廃 89（59．3） 9（5．o） 三6！エ。・り 36（2〆。0） 150　　｝

高学歴 31（53．4） 9（エ5。5） ユ2（20．り 6（エ。・3） ・58

●全
体
：
『 212（詔．o） 3G（Z5） 38（9．5＞ ユ20（30．0） 4GG
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ど上回り，全体として行動範囲が広がっている様子がうかがえる。また，属性

別にみると，男性，20代および学歴の高い方が多く旅行しているのがわかる。

表6－53に，県外への旅行の用事を示した。全体の50％以上は「私用」の旅行

である。女性に比べて男性の「公用」が多くなっているのは当然のことであろ

う。

　名古屋への外出回数をみると，全体として少しずつ前園調査を上回ってい

る。「3～5回」の率は女性が高くなっているが，「11～30園」およびそれ以上

のところでは男性の率が高くなっている。県外，名古麗を問わず，男性の方が

多く旅行しているわけで，前回調査の結果同様，女性の方が生活空問が狭いと

いえそうである。

6．3．3．交際
　表6　一54から表6－57の4表は，「他入との交際」について，性・年齢別に集

計したものである（質問14）。

　「公式の会合」は，町内の行事や仕事の関係で公式の会合によく出席するか

どうかを尋ねたものである（表6－54）。前園調査では，出席する方13．6％，ふ

つう59。7％，出席しない方25．1％，無記入1．6％であった。「ふつう」が減り，

　　裏6－54　公式の会合

出席するほう ふつう 出席し塾・ほう 無記入 全体

男 39（23．4） 66（39．5） 6工（35．5） ユ（0．6） 167

女 3婆（Z4．6） 61（25．2） 窪2エ（5エ．9） 17（’1’．3） 233

ユOf馬後半 2（4．3＞ 7（エ5．2） 25（5メ．3） ユ2（25．エ） 46

20代
ユ1（エ。．エ） 29（26。6） 65（59．6） 4（3．7） ユ09

30代
ユ6（ユ8．δ） 37（43．0） 32（3〆2＞ ユα．2） 86

，

40代 22（31．4） 2婆（34．3） 2罫（an　9） エ（エ．4） 70

50代 8（22．9） ユユ（31．4） ユ6（45．7）

一
35

60代以上 ユ4（25．9） ユ9（35．2） 21（38．9）
一

54

全体 73（エ8．3） ユ27（3エ．8） ユ82（45．5） 正8（4．5） 400
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ミ疫6－55　　宴会．旅賓…ナ

好　き ふつう きらい 無器入 全体

男 61（3a5） 84（50．3） 21（エ2．6） ユ（o．6） エ67

女 73（3エ．3） ユ07（45．9） 45（ユ9．3） 8（aの 233

工0代温品 エ4（30．4） ユ6（34．8） ユユ惚．9） 5（エ0．9） 46

20代 29（2氏6） 58（53．2） 20（エ8．3） 2（エ．8） ユ09

30代 26（30．2） 47（鋸．の エユ（⑫．8） 2（2．3） 86

40代 26（3Z1） 35（50．0） 9（エ2．9）

一
？0

50代 ユ6（45の ユ4（40．o） 5（エ4．3）

一
35

60代以上 23（42．6） 21（3＆9） ユ。（エ＆5）

岡
54

企体 ユ34（33．5） ユ91（47．8） 66（16．　5） 9（2．3） 4GO

袈6－56汽車の中で

話しかける 黙っている 無翫入 全体
男 49（29．3） ユ16（69．5） 2（エ．2） ユ67

女 59（253） 166（π2） 8（3．4） 233

ユ0代後半 9（19．　6） 35（76．エ） 2（4．3） 46

20代 26（2ag） 82（75．2） エ（O．9） 109

30代 22（25．6） 6G（69．8） 4（4．り 86

40代 ユ7（24．3） 52（74．3） ユ（エ．4） 70

50代 9（2訊7） 25（71．4） ユ（2．9） 35

60代後塁 25（4a3） 28（5．エ．9） ユ（エ．9） 54

全体 108（2ZO） 282吻．5） ユ0（2．5） 400

咄席しない方」の率が，前回調査より20％も増えている点が注目されよう。

女性より男性の方が，「出席する方」の率が高く，「出席しない方」の率が低い

のは，前回調査と同様である（前回調査の報告書58～59ページ参照）。

　「宴会・旅行」は，近所の人や勤め先の入などと宴会・旅行をいっしょにする

のが好きかどうかを尋ねたものである（表6－55）。結果は，「好き」が33．5％

「きらい」が16．5％となり前回とよく似た分布を示している。男性より女性の

方が「きらい」の率が高く，「好き」の率が低いが，前回調査と比べて差は小

さくなっている。
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婁6－57交際範囲

広い ふつう 狭い 無記入 全体

男 30（エ8。0） 102（6エ．エ） 3§（21．0） 、伽一口6 167

女 29（エ2．4） エ37（58．8） 66（28。3） 三（o．4）、 233

10代後半 8（17．4） 28（60．9） 9（エ9．6） 1（2．2） 46

20代 14（丑～。8） 70（64．2） 25（ee．9）
簡

・109

30代 8（、9．3） 52（60。5） 26（30．2）
一

86

40代 11（エ5．り 42（6σ，0） 17（2《．3）

一
70

50代
4（エ1．4） 18（5エ．4） ユ3（37．」）

購
35

60代後辛 ユ嘆（25．9） 29．（53．7） ユ1（20．4）

剛
54

全体 59（エ4．8） 239（59．8） 101（25．3） エ（o．3） 400

　汽車に乗っているとき，前や隣に腰掛けている見知らぬ入に話しかけるかど

うかを尋ねたものが，「汽車の中で」である（表6－56）。70％程度の人が「黙

っている」と答えている6前回調査（話しかける20．7％，黙っている79，3％）

に比べて，「話しかけう」という率が若干上回っている。

　「交際範囲」は，被調査者自身が交際の広い方だと思っているかどうかを尋

ねたものである（表6－57）』「狭い」が「広い」より若干多くなっているもの

の・「ふつう」が70％と庄倒的に多く1勧てい、る・全体噸離前回調査とほ

とんど変わっていない。

　表6－58，図6近4は，ふつうのHにどんな入・と多く話すかをまとめたもので

ある（質問16）。「家庭内目上」は親，主人，年の離れた兄姉などを，「家庭内

同等」は妻，同じ年頃の兄弟などを，「家庭内目下」は子供，年の離れた弟妹，

女中などをさしている。それぞれの項腎には，多く話される順に1～10の番号

が記入されるわけであるが，順位が同じと思われる二合は，同じ番号をつける

ことを許した。また，ほとんど関係がない場合は，番号をつけないように指示

した。表6－58は，各項匿の1位だけを，属性別に集計したものである。図6－

14は，各項目について，累積で50％を超えるのが第何位であるかを属性別に図

示したものである。濃度の濃い方力移く話されたということになる。また，白

地のところは，10位までを合計しても50％に満たなかったところである。
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　なお，今回の調査では「仕事上どういう入と話すか（質問211）」を尋ねてい

るが，ここでは集計表（表6－59，衰6－60）を示すにとどめる。

6．3．　4．社会意識

　社会意識に関しては，以下に示すように，1）～7）の7項目が調査された。

これらは，今園調査で新しく取り上げられた項目である。このうち，1）～3）

の3項目は，統計数理研究所が／970～71年に，岩手，東：京，大阪，出口，鹿児

島の5地域で実施した『県民性の統計的研究』（数研研究リポート30，1972年）

の調査と全く同じ質問文を用いて調査が行われた。ここでは各質問ごとに，質

問文と集計結果を示し，員立った特徴について言及することにする。

1）　凶悪犯人

　“東京で捕まった凶悪犯人が岡崎布の出身だと聞いたら，いやな感じです

カ〉。”　（質問21）

　この質問文の一の部分を，三河地方，尾張地方と置き換えて，計3通りが

質問された。表6－61からわかるように，犯人の出身地が岡崎市，三河地方，

尾張地方と遠のくにつれて，rvやな気がする」の率演下がっている。また，属

性別にみると，男性より女性が，年齢の低い方より高い方が，学歴の高い方よ

り低い方が，「いやな気がする」の率が高くなっている。先にふれた『県民性

の統計的研究』では，～の部分にそれぞれの県名が入れられて調査されてい

る。「いやな気がする」の率は，岩手93％，霞口86％，鹿児島9！％となり，大

都市を含む大阪，東京ではそれぞれ53％，38％となっている。岡崎布の結果は

これらの中間に位置する値：（740／o）をとっている。また，属性別にみると両調

査はよく似た傾向を示している。

2）卒業式

　“小学校の卒業式などに，校長先生はモーニングなどの礼服を着てくるほう

がよいでしょうか。それとも，着てこなくともよいでしょうか。”（質問22）

　得られた回答は表6－62のとおりである。全体の50％以上は，「着てくる方が

よい」と答えている。『県民性の統計的研究』の結果では，東京，山口で「着
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てくる方がよい3が40％程度で，一言より若千低くなっている。ちなみに，岩

手は50％，大阪49％，鹿児島57％であった。属性別にみると，女性の「着てく

る方がよい」の率が高く，学歴が高くなるにつれて「着てくる方がよい」の率

が下がる傾向がみられる。年齢が高くなるにしたがって，r藩てくる方がよい」

の率力稿くなるのは『県民性の統計的研究』の結果も同じである。

3）お金

　“小学校に行っているくらいの子供を育てるのに，次のような意見がありま

す。「小さい時から，お金は入にとって，一番大切なものだと教えるのがよい」

というのです。あなたはこの意見に賛成ですか，それとも反対ですか。”（質問

23）

　表6一一63をみると，「賛成」が46．5％で，『県民性の統計的研究』の東京，大

阪の「賛成」約40％より若干高くなっている。属性別にみると，男性より女性

が，年齢の高い方より低い方が，「賛成」の率が高くなり，山口県の47．8％に

近い値を得てv・る。他の2県の「賛成」の率は，岩手57％，鹿児島50％であつ

った。この傾向は『県民性の統計的研究譲の結果と一致する。

袈i　6－62　　卒　　業　　式

礼服を着て

ｭる方がよい

礼服は
｢らない

分らない・

ｳ記入
全体

男 81（4EY．　5） 81（48．5＞ 5（3。0） 167

女 129（55．4） 94（40．3） 1G（4：3） 233

10代後半 20（43．5） 26（5a5）
一

46

20代 45（4エ．3） 63（5Z8） 1（0．9） 109

30代 44（51．2） 36（4エ．9） 6（ZO） 86

40代 43（6Z．4） 25（35．　7） 2（2．9） 70

50代 21（6α0） 11（31．4） 3（8。6） 35

60代以上 37（6＆5） 14（25．9） 3（56） 54

低学歴 ユ06（55．2） 80（4エ．7） 6（aエ） 192

中学歴 79（紹．7） 66（440） 5（3．3） エ50

高学歴 25（43．1） 29（5α0） 4（69） 58

全体 210（52．5） 175（4a8） 15（a8） 400
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褻6－63お　　金

賛成 反対
分らない・

ｳ記入
全体

男 69（4エ．3） 97（58，エ） 1（α6） 167

女 U7（50．2） エ11（4Z6） 5（2．エ） 233

10代後半 13（2＆3） 33（ZZ．7）
一

46

20代 31（28．4） 77（70．　6） 1（0．9） 109

30代 39（45．3） 45（52．3） 2（a3） 86

40代 37（52．9） 31（44．3） 2（ag） 7G

50代 22（62．9） 13（3Z1）
一

35

60代以上 44（81．5） 9（エ57） 1（エ．9） 54

低学歴 117（6α9） 72（3Z5） 3（エ．6） ユ92

中学歴 54（3ε0） 94（砿7） 2（エ．3） 150

高学歴 15（25と9） 42（Z2．4） 1（1．7） 58

全体
186（46．　5） 208（髭～．0＞ 6（エ．5） 400

4）嚢∫能力

　“「入間には生まれつき能力のちがいがあるのだから，能力のある者が能力の

ない者の上に立つのは，あたりまえである。」こういう意見がありますが，あ

なたはこれに賛成ですか，それとも反対ですか。”（質問24）

　回答は表6－64のとおりである。「賛成」50，5％，「反対」45．8％と接近して

いる。ここでは性差はほとんどみられないが，年齢差が顕著である。つまり，

年齢の高い方に「賛成」が多く，とくに60代以上では76％にも達している。

5）近頃の若い者

　“「近頃の若い者はリクツばかりいうが，もっとちみちに自分の仕事に精を出

さなけれぼならない。」こういう意見がありますが，あなたはこれに賛成です

か，それとも反対ですか。”（質問25）

　全体の80％弱が「賛成」で，「反対」は20％弱しかいない（表6－65）。しか

し，当然のことながら，10代後半の“若い者”の「反対」の率は高くなってい

る。
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褻6－64能力

賛成 反：舛
分らない・

ｳ記入
全体

男 85（50．9） 78（46．7） 4（2．4） 167

女 エ17（50。2） 105（45．エ） ユ1（4．7） 233

10代後半・ 13（28．3） 33（7エ．7）

㎜
46

20代 47（43．エ） 58（53．2） 4（a7） 109

30代 41（4Z．7） 4ユ（4π7） 4（4．7） 86

40代 39（施．の 28（40．　0） 3（43） 70

50代 21（60．0） 13（3λエ） 1（2．9） 35

60代以上 41（75．9） 10（エ＆5） 3（56） 54

低学歴 105（54．7） 76（3玖6） ユ1（57） 192

中学歴 69（4ao） 77（5エ．3＞ 4（2．　7） 150’

高学歴 28（48．3） 30（5エ．7）

一
58

全体
202（5（λ5） ユ83（458） 15（a8＞ 400

i褻6－65　近碩の若い者

焚成 反対
分らない・

ｳ記入
全体

男 ユ30（7Z8） 32（19．2） 5（3．0） ユ67

女 ユ84（79．0） 43（エ8．5） 6（2．6） 233

エ。代後半 24（52．2） 20（43．5） 2（4．3） 46

20代 77（70．　6） 28（25．7） 4（3．7） 工09

30代 73（84，9＞ ユ2（エ4，0） ユ（エ．2） 86

40代 60（8窃7） 9（エ2。9） 1（エ．4） 7G

50代 33（94．3） 1（2．9） 1（ag） 35

60代以上 47（8ZO） 5（9．3） 2（3．7） 54

低学歴 160（83．3） 26（エa5） 6（aエ） 192

中学歴 114（触0） 32（21．3） 4（a7） 150

高学歴i 40（69．　0） 17（2杁3） ユ（エ．7） 58

全体 314（眠5） 75（エ＆8） 1ユ（2．8） 400
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　裏　6－66　　親孝考「1

賛評 反対
分らない・

ｳ記入
全体

男 ユ34（80，2） 29（エzの 4（2，4） ユ67

女 204（8z6） 21（θ．o） 8（3．4） 233

ユ0代後半 33（π．の ユ1（23．9） 2（4，3） 46

20代 84（77．　1） 21（エ9．3） 4（3，つ ユ09

30代 74（86．0） 8（9．3） 4（4．7） 86

40代 62（88．6） 7（エ。．o） ユ（エ．4） 7G

50代 32（91．4） 2（5．7） ユ（2．9） 35

60代以上 53（98，1） ユ（エ．9）

｝
54

低学歴 167（8ZO） ユ9（9．9） 6（3．エ） ユ92

中学歴 ユ2婆（紹．7） 22（エ4．7） 4（2．の ユ50

高学歴 47（81．o） 9（エ5．5） 2（3．4） 58

全体 338（84．5） 50（エ2．5） ユ2（3．0） 400

裏6－67　；社会の混乱

賛成 反対
分らない。

ｳ記入
全体

男 98（58．7） 61（36．5） 8（4．8） ユ67

女 ユ40（50．エ） 62（26．6） 31（エ3．3） 233

ユ0代後単 29（63．0） ユ5（32，6） 2（4．3） 46
○

●

20代 52（4Z7） 47（43．1） ユ。（9．2） 109

30代 48（55．8） 32（3Z2） 6（z’o） 86

40代 50（7Z4） ユ3（エ8．6） 7（エ。．o） 70

50代 25（71．4） 8（22．9） 2（5．7） 35

60代以上 34（63。o） 8（エ4．8） ユ婁（22．2） 54

●

低学歴 ユ28（66．7） 36（エ8．8） 28（エ《、6） ユ92

申学歴 85（56．の 58（38．7） 7（4．勿 ユ50

高学歴 25（43．エ） 29（50。0） 4（6．9） 58

全体： 238（59．5） ユ23（30．8） 39（9．8） 400

6）親孝行

　“「昔やかましく言わ

れた，親孝行とか，貝

上の者を尊敬する習慣

が，戦後はすたれてき

ましたが，こういう日

本古来の良い習慣を大

いにもり立ててゆかね

ばならない。」こうい

う意見がありますが，

あなたはこれに賛成で

すか，それとも反対で

すか。”（質問26）

　得られた回答は，表

6－66のように，全体

で84．　5％が「賛成」，

2．5％が「反対」とい

う結果であった。

　これを属性別にみる

と，「賛成」の率は，

女性と低学歴の人の配

合は全体よりも高くな

っている。また，年齢

が高くなるにしたがっ

て「賛成」の率が高く

なっており，特に60代

以上では98％を超えて

いる一「反対一1は2

％にも満たない。
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7）社会の混乱

　“「現代の社会の混乱を救うには，強力な政治家があらわれて国民をひっぱっ

てゆかなければダメだ。」こういう意見がありますが，あなたは賛成ですか，

それとも反対ですか。”（質問27）

　回答は表6－67のようであった。全体では60％弱が「賛成」，30％強が「反

対」である。しかし，属性別にみると，高学歴では「賛成」よりも「反対」の

率が逆に高くなっている。

6．　3．5，社会的態度

　1）～4）に示す四つの質問項§は，前回調査で「社会的態度調査」として個別

面接によって調査された項員である。内容的には6，3．4．「社会意識」に属する

ものである。これらの項囲は今回調査では「社会生活調査票」に盛り込まれ

て，アンケート形式で調査された。

1）先生

　“先生が何か悪いことをしたというような話を，子供が聞いてきて，親にた

ずねたとき，親はそれがほんとうであることを知っている丁合，子供には，そ

んなことはないといった方がよいと思いますか，それはほんとうだ，といった

方がよいと思いますか。”（質問17）

　この質問に限り，面接調査と社会生活調査の両方で，全く同じ質問文で調査

　　裏6－68　：先生（面接調査とアンケート調査の栢関表）

祇会生活調査（アンケーD

そんなことは

ﾈいという

ほんとうだと

｢う
そ　の　他 無記入

計

面
接
調
査

そんなことは

ﾈいという

ﾙんとうだと

｢う

ｻ　の他

ｳ癒答

87

?６

P0

U

エ5

Q05

P4

@8

2
1
4
1

6
6
1
3
6

110

Q28

S1

Q1

葺｛晶 ユ19 242　　　　　　8 31 400
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された。表6－68は，これらの関連を示したものである。両方に一貫した答を

した人は全体の73％であった。

　表6　一69は面接調査での結果を示したものである。この回答も，前回調査と

・はかなり異なった分布をしている。「そんなことはないという」は27．5％に減

少し，逆にrほんとうだという」は57％に上昇している。属性別にみると，

’・r　V：んとうだという」は男性および年齢の低い方の支持率が高い。逆に，「そん

なことはないという」は女性に多くなっている。

：2）　メンツ

　“小学校に行っているくらいの子供を育てるのに，小さいときから，自分の

顔とかメンツとかをつぶされないように注意しろと教えるのと，自分の顔とか

メンツをたてるということにこだわるなと教えるのと，どちらが大切だと思い

ますか。”（質問18）

　結果は表6　一70のとおりとなった。前回調査に比べて，「注意しろ」の率が減

嚢6－69先生（藏接調査）

そんなことは

ﾈいという

ほ
ん
と
う
だ
と
　
　
㌻
い
フ

その他・

ｳ嗣答
全体

男 31（エ8．6） 工13（6Z・7） 23（エ3。8） 167

〔42．3〕 〔39．エ〕 〔エ8．6〕

女 79（33．9） 1ユ5（49．婆） 39（16．7） 233
．

〔詔．切 （31．エ〕 〔エ5．エ〕

10代後半 14（30．4） 30（65．2） 2（4．3） 46

〔45．的 〔39．5〕 〔エ3．胡

20代 24（22．0） 72（65．エ） ユ3（11．9） 109

〔5エ．の 〔38．8〕 〔9。5〕

30代 21（24．4） 51（59．3） 14（16．3） 86

〔53。8〕 〔26．3〕 〔か0．0〕

40代 17（24．3） 41（58．6） ユ2αZエ） 70

〔40．（匁 〔36．2〕 〔23．2〕

50代以上 34（38．2） 34（38．2） 21（紹。6） 89

〔45．5） 〔33．の ｛2エ．6〕

全体：
ユユ。（2λ5）

@　〔4＆2〕

228（5ZO）

@　〔35．の

62（エ5．5）

@〔エ6．胡

400’

．（注）　〔）’Pt　ix前略調査iφベーセントを示す。
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って，「こだわるな」の率が増えている。

3）世間のしきたり

　“あなたは，自分が正しいと思えば世問のしきたりに反しても，それをおし

通すべきだと思いますか，それとも世間のしきたりに従った方がまちがいない

と思いますか。”（質問19）

　表6－71のとおり，「おし通せ」という意見は，前回も今園も40％強で変わり

ないが，「従うほうがよい」の率は今園調査のほうが大幅に上回っている。こ

の結果，前回は「おし通せ」カミ多数意見であったが，今回調査では「従う方が

よい」が逆転して多数意見になっている。属性別には女性および高年齢者にな．

るほど支持が多くなっている。

4）総理大臣

　“あたらしく総理大臣になったとき，伊勢の皇大神宮にお参りに行く入があ

りますが，あなたはこのことをどう思いますか。”（質問20）

褻6－70　メンツ

蒙i醜しろと

ｳえる方がた切

こだわるなと

ｳえる：励沃切

その他・

ｳ　記　入 全体

男 17（エ。．2） ユ41（84．4） 9（5．4） 167

〔22．8〕 〔55．8〕 〔2エ．4〕

女 45（エ9．3） 177（76。0） 11（4，7） 233

〔26，諺 〔50，2 〔22．8〕

エ0代後半 3（6。5） 42（9エ．3） 1（2．2） 46

〔7；4〕 〔63，0〕 〔29。6〕

20代 10（9．2） 96（88．エ） 3（2．8） 109

〔エ4．勾 〔7Z．6〕 〔エ3．8〕

30代 12（エ4．0＞ 69（80．2） 5（5，8） 86

〔28．8〕 〔46．3〕 〔25。の

40代 9（エ2．9） 59（84．3） 2（2．9＞ 7（〉

〔33．3〕 〔46．4） 〔20．3〕

50代以上 28（3エ．5） 52（58．4） 9（エ0．エ〉 89

〔4《．3〕 〔30．勿 〔25．の

全体
62（エ5．5）

@〔24．9〕

318（79．5）

@　〔詔．0〕

20（5．0）

@〔22．エ〕

400

（注）　〔〕内は前廻調査のパーセンbを示す。
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婁6－7！’世問のしきたり

おし逓せ 従う方がよい その他・

ｳ記入
全体

男 86（5エ．5） 74（‘ge6F．3） 7（4，2） ユ67

〔4＆胡 〔2＆訂 〔22。3〕

女 83（35．6） ユ32（5aり ユ8（Zり 233

〔3＆母 膨．の 〔エ£2〕

ユ0代後半 27（5＆カ ユ6（34．8） 3（a5） 46

〔55胡 〔3α的 〔エ2．3〕

20代 55（5α5） 48（44．　0） 6（55） ユ09

（4z4〕 〔2£3〕 〔23．3〕

30代 36（41．9） 43（5aの 7（＆エ） 86

〔3α3） て3＆胡 臼50）

40代 28（4杁の 36（訂．の 6（＆6） 70

〔3Z鎮 （4aの 〔2α3〕

50代以上 23（258） 63（賃）．8） 3（3．4） 89

〔38．6〕 〔3％コ 〔2二6｝

全体：
169（42．3）

@〔4a的

206（51．5）

@〔3孤胡

25（6．3）

@〔2α幻

400

（注）　〔）内は煎回調査のパーセントを示す。

　この質問に対する回答は表6－72のとおりである。F行った方がよい」と「本

人の自由」の二つの回答が前回と今回とでは大幅に異なっている。r本人の自

由」という回答は全体の80％弱を占め，年齢の低い方に多くなっている。逆に

「行った方がよい」は全体の16％で，年齢の高い方の支持を得ている。

6．3．6．階層帰属意識とその決定基準

　ある社会の構成員全体をいくつかの階層に分けた場合に，自分はこの階層に

所属するという主観的判断を「階層帰属意識」という。これを調べた結果が表

6－73である。

　前回調査と今圃調査の回答の分布をみると，前回に対し今回は「中の下」と

「下」とが減少し，「中の中」が増えていることがわかる。つまり，前回よりも

今回の方が帰属階層が平均的にやや高くなっているといえる。
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衷6－73　踏層帰属意識（全体，性溺〉

上 中の上 中の中 中の下 下 帰属不明 人数

全体
4（エ．0） 38（9．5） 230（5乞5） 80（20．0） 36（9．0） エ2（3．0） 400

今
囲

男
女

3（エ．8）

P（0．4）

22（エ3。2）

P6（6．9）

83（49。7）「147（63．エ） 39（23．4）

S1（エ7．6）

ユ6（9．6）

Q0（8．6）

4（2．4）

W（3．4）

ユ67

Q33

繭回　全体 1（0．2） 38（8．8） 204（4ス0） 12硅（28．6） 61（エ4．エ） 6（エ．4） 434

1966年調査宰 ユ3（0．7） 177（9．8） 892（49．3） 521（28．8） エ09（6．0） 96（5．3） ユ808

（注）　「1966年調査」（盃識堂，1970年〉束京都23区および武蔵野・三鷹岡市で行われた。

　　詳しくは国浅生活研究所編7日本入の生活意識謹を参照されたい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一方，今回調査での男女をbkWtす

点
3．0

2．ro

2．80

2．98

一一一一一一
@一一一一一一一一一一一全体平均

2．59

o一．一　t　．．．一　w”y

点
⑩　

3

2，5

低　　　　　：1＝；　　　　高　学歴i

図6一節　学歴溺の平均階層点

2．82　2．82

2．73

鞠一一一一一一一一一一一一一一 S体平均

　　2．69
　　　　　2．652．61

　　ると，女の場合は「中の中」に高い

　　寅がみられるのに対し，男の方は相

　　対的に左右に広がった分布をなして

　　おり，どちらの帰属意識が高いかは

　　はっきりしない形となっている。そ

　　こで，両者を比較するために，帰属

　　不明（無回答および「わからない」）

　　を除き，「上」を5，「中の上」を

　　4，……「下」を1として「平均階

　　　　層点」を鼻嵐してみた。結果

　　　　　は男2、74，女2。72でほとんど

　　　　差が認められない。なお，前

　　　　回，今回の平均階層点はそれ

　　　　　ぞれ2．52，2．　73でやはり今回
2．63

　　　　　の方が高くなっている。ま

lo　20　30　40　se　”
U0’

代

隼代代代代代
閣6一・16年齢溺の平均階層点

70

　年齢
代

た，表6イ3の最下段に参考

のために掲げた今回調査より

6年前の資料（出典は表の注

を参照されたい）では，前回
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と今回との中間の2．69となっている。

　次に，この平均点をもとに，属姓別の戯曲帰属意識をみてみよう（今園調査

のみ）。

　図6－15は学歴別の結果であるが，予想どおりに学歴が高くなるにつれて階

屡帰属意識も高くなっていることがわかる。また，年齢別では，図6近6にみ

られるように，若い層ほど帰属意識が高くなっている。しかし，この設問は

「岡崎市民（全体）を……と分けるとすれば」ということであるから，この結

果は常識とは一致しないし，また類似の他の調査結果とも違っている。今後の

検討課題といえよう。

　若い層の階腰帰属意識が高いということは，職業別では学生のそれも高いこ

とにつながるといえる。以下に職業別の平均階層点の数値：をあげておく。

　商工主　3．00　　学生　2．83　　主婦　2．78　　給与生活者　2．73　　工

員・運転手　2．58　　無職　2．50

　また，階層帰属意識と支持政党との関係をみると次のようになる（平均階屡

点の順。また政党名の薩後のかっこ内の数値は支持者の人数）。

　自民党（1！8）2．79　民社党（23）2．70　　支持政党なし（191）　2．69

社会党（36）2。　67　共産党（8）2。63　公明党（10）2．56　その

｛tll。無回答　（14）　　2，50

　一般に階層帰属意識と支持政党にはある程度の相関関係があるといわれてい

るが，ここでもその傾向はうかがわれているといえよう。

　なお，この調査では面接調査終了後，各被調査者（学生などの揚合はその家

族）の階層について調査員がその主観によって判定を下している。表6－74が

その結果であるが，これは表6－73の被調査者自身による帰属階暦より高めに

なっている点だけを指摘するにとどめる。

　今，階屡帰属意識についてみてきたが，向々は自分もしくは他者の階層の高

低を論ずるにあたってどのような基準をもっているのだろうか。この間題に関

して，問28で次のような質問を行った。

　「盤間では一般に，ある人の地位や身分が高いとか，低いとかいいますが，

それは一体何によってきまるでしょうか。右の臼のなかに，一番重要だとお考
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えになるものから順に，1，2，3，……6と番号を書き入れて下さい（後略）．」

　表　6　一75は呈示した6要因の1位～6位への被選択状況を示したものである。

　この表から，社会的地位や身分を決定するのに最も重要なものは「職業」で

あり，最も効いていないのは「収入」である，といったことは読み取りうる

が，一昌で全体を把握するのは容易ではない。そこで，先の階層帰属意識の分

析にならって，各要因の被選択順位の平均値を求めてみた結果が表6－76の上

段の数値である。なお，この平均髄：を算嵐するにあたって，「非選択」は便宜

上6位と隅等に処理した。

裏6－74　本入または家族の階層〔調査員判定〕

上 中の上 中の中 中の下 下 計 無記入

細入

ﾆ族

5（2．0）

O（一）

53（20．9）

P！（エ6．7）

ユ45（5Z3）

S6（69．　7）

47（エ8．6）

W（／2．エ）

3（エ．2）

P（エ．5＞

253

U6

36

S5

計 5（エ．6） 64（20．エ） 191（59．9＞ 55（エ乞2） 4（エ．3＞ 319 81

（灘）「家族」は被調査者が学生・家事手伝い・専業霊婦などで本人の階層を判定しがたい揚合，

　コ三に世帯主を対象に～i劣乞したものである。

裏6－75　社会的地位決定要屡！とその順位

1位 2位 3位 4位 5位 6位 1～6位 雰選択

職　　業
89

i22．3）

57

iエ4．3）

50

iエ2．5）

47

i11．8）

36

i9．o）

27

i5．8）

306

i76．　Jr）

94

i23，5）

学　　歴
67

iエ6。8）

55

iエ3．8）

56

iエ4．o）

52

iエ3．o）

37

i9．3）

35

i8．8）

3⑪2

|．5）

≦）8

i24．5）

収　　入
24

i6。0）

39

i9．8）

35

i8，8）

63

iエ5．8）

68

i17．　0）

6王

iエ5．3）

290

i72．5）

110

i2乞5）

家　　柄
64

ｿ6，0）

47

ｿ1．8）

67

iエ碓．8）

38

i9，5）

46

iエエ．5）

37

i9．3）

299

iZ孟8）

101

i25．3）

有名（名声）
71

iエ7．8）

48

iエ2．o）

28

izo）

42

iエ。．5）

40

iエ。．o）

62

iエ5．5）

291

ｾ．8）

109

i2z3）

鍛　　産
52

iエ3．o）

51

iエ2．8）

58
iエ4．5）

45
iエエ．3）

47

iエエ。8＞

39

i9．8）

292
it／t3・0）

108

i27．0）

計
367

i9エ．8）

297
i7，1．3）

294

i73．5）

287

i刀。8）

274

i68．5）

261

i62．3）

（注〉「非選択」とはMj愛～6を凱のいずれにも選ばれなかったという意昧である。
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褒6－76社会的地回決定の順位の平均値（全体）

職業 学歴 家柄 財　産 名　声 収入

今回調査（全体） 3．（惣 3．84 a92 ・1．06 4．エエ 4．68

成移
w動
ﾆ調
@査

全　国

ｽ　都

s　部

S　部

3．49

R．33

R．25

R．δ2

2．53

Q．7：Z

Q．59

Q．46

3．82

E3．80

R．92

R．78

3．25

R．4エ

R．35

R49

4．26

S．エ0

S」9

S．33

3．59

R．64

R．65

R．56

（注）「成溺と移動調査」は日本祉会学会が1952年（約17eo人対象）とユ955年（約7000人対象）とに

　　肴つたものであるが，ここに掲げたものは後の調査結果である。詳しくは，尾高夷；推編職

　業と階贋3（fil　il新聞社，ユ958年）を参照されたい。

　この表によると，今回調査の被調査者の問では，祉会的地位を決定する要閣

としては「職業」カミ最も重視されており，以下「学歴」，「収入」……と表に示

した要因順に続くが，「収入」はあまり重要視されていないことがわかる。ま

た，本衰の下の4段は前回調査の2年後に日本社会学会が行った調査結果であ

るが，ここでは「学歴」が最重視されるなど，要因の順位は今回調査とはやや

異なっている。ただし，こ　裏6－77Kk的地位決定の順位の平均値（性，年齢，学鳳職業別〉

の調査の「市部」と今園調

査の順位相関係数を算出す

るとO．686と高い相関が認

められている。

　次に，今回調査の属性別

の平均順位をみてみよう

（表6－77）。

　各要因の平均値の順位を

性別で比べると，2位と5

位とが逆転しているほかは

全く同じ順序になってい

る。逆転現象が生じている

のは「名声」と「家柄」で

ある。男は前者を，女は後

職業 学歴 家柄 貝オ産 名声 双入 人数

男 3．54 3．81 4．エ7 3．98 3．76 4．4エ 167

女 3．67 3．86 3．75 4．エ2 4．36 4．67 233

ユ0代後半 3．65 3．96 3．7冨 3．37 3．80 4．37 46

20代 3．33 3．94 3．60 4．57 3．73 4．58 109

30代 3．52 3．79 4．06 3．9エ 4．33 4．62 86

40代 3．66 3．74 4．12 450 4．66 4．50 70

50代 3．66 a60 3．77 4．63 3．86 4．57 35

60代以上 4．24 3．91 4．3エ 4．89 4．26 4．69 54

低学歴 3．74 3．66 3．77 4．エ2 4．5エ 4．62 192

中学歴 3．55 3．89 4．68 4．0エ 3．75 4．51 150

高学歴 3．36 4．29 4．03 4．02 3。忽 4．52 58

給与生活者 3．28 3．78 3．97 3．82 3．77 4．43 ユ20

商工霊 4．エ3 3．90 4．50 4．23 4．エ7 4．07 30

工　　員 4．03 4．02 3．75 4．06 4」4 4．67 64

主　　婦 3．59 3．70 3．77 4．30 4．30 4．94 69

学　　生 3．33 3．85 a73 3．45 3．58 4．33 33

無職・他 3．6召 3．89 3．99 4．42 4．6逡 4．63 84
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点

4

3

2

　　袋欝袋ll袋欝袋！！袋　貸
　　半半　半半　半　半斗乞半半　　　　上
　　図｛｝一・i7年齢別の職業．1二地位点〔調査莫料定｝

で，「青年層には学歴を第1位にあげたものが多いが，年輩層には職業を！位

にあげたものが多い」という結果と異なっている。若い層（また全体でも）で

「学歴」のウエイトが低下した原因としては，この20年間で社会全体が高学歴

化したことを指摘しえよう。

　この「学歴」の要照のウエイトは被調査者自身の学歴によって大きく違って

いる。すなわち，r学歴」は低学歴層では第1位，申学歴層では3位，高学歴

層では5位，と学歴が高くなるにつれて社：会的地位の基準としての「学歴」の

位置は低くなっている。老えてみれば当然の結果だともいえよう。また，「学

歴」をあまり重要視しない中・高学歴層はその代わりに「名声」を第2位に指

裏6－78職業上の地位〔調査員判定〕

者を重視しているが，これ

はうなずきうる結果だとい

え．よつ。

　年齢別では，高齢者ほど

「学歴」を重視し，若い層

は「財産」や「家柄」とい

った別の面を重視する傾向

がみられる。しかし，この

ことは約20年前の調査（前

述の日本社会学会のもの）

上 ゆの上 申 中の下 下 計
地位の

O1物点
無職 無記入

全体 露2（9．7） 42（18．6） ユ06（・ズ6．9） 37（エ6．4） 19（8．4＞ 226 3．05 ユ36 38

男
女

エ8（エ4．ユ）

S（yX．　1）

35（27．3＞

V（7．エ〉

54（42．2）

T2（53．エ）

ユ2（．q．　4）

Q5（25．5）

9（7．o）

?０α0．2）

ユ28

X8

3．32

Q．69

22

I14．

／7

Q1

低学歴

芒w歴

jw歴

エ1伽．5）

V（Z9）

S（9．8）

ユ4（エ4．6＞

?８（20．2）

?。（叙．4＞

39（40．6）

S8（53．9）

?９（46。3）

23（2f．0）

P0（エエ．2）

S（9．8）

9（9．の

U（6，　r・）

S（9．8）

96

W9

S工

2．95

R．エエ

R．エ5

75

S8

P3

2！

P3

S

（注）「地建の平均点」の算1｛1方法は，階層帰属意識！醗職＝，「よdから瀬に5，4ヂ”1と点数を与えて算：出した，

　「無職Jの数は被調査者の属性労類の数とは異なる。
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摘している点が注目される。

　職業別では，商工主が「学歴」を，工員が「家柄」を最重視しているほかは

すべてが「職業」を第1位としている。

　この「職業」については以上の各説性別の傾向で言及しなかったが，ほとん

どの層で第1位か第2位を占めており，外々に最も重視されている要因であ

る。

　そこで，これとは直接関

係はないが，本調査では調

査員の主観による被調査者

の職業上の地位判定を行っ

ているので，その結果を表

6－78と図6　一17で示してお

く。この表と図とは，被調

査者本人の職業的地位を本

当に反映しているという保

証はないので，ここでは言

忌6－79　家族内の地位

μ
り

圭

c
s

t
s
）

一ゆ

び一一♂

　　餅
　t　ttof

／

t
ノ

　　一’⑱一閏　一r②一
席

一、l！l渣藁判定

一一一一 ﾆ族構成からみた地位

olU．一r一一一一．．．．．．．．．．u．　．．．

lo　20　20　30　30　・｛e　・；o　tto

代代代代代代・fk一
後前後前後擁IPf麦
半半半半単半3｝宝　代
図6一重8年齢別の家族内ナ也位点

60　年齢
代
拶、

上

上 中の上 中の申 中の下 下 計
池位の

ｽ均点

ひとウ

焉@の
無記入

全体
83
i2・1．3）

83
i．P．・1．3）

ユ35

i39．5）

工8

i5．3）

23

i6。7）
3．圭2 3．54 25 33

調
査
員
凋
定

ジ｝
63
i・f3．4）

Q0
iエ0．2）

3｛．）

i20、7）

T3

i26．の

35

iβムカ

P00
i50．8）

　3

i2．エ）

P5

i7．6）

ユ4

i9．7）

@9
i・メ．6）

145

P97

3．87

R．3δ

ユ0

?５

12

Q1

全体
45
iエエ．3）

130

閨E5）

158
i39．5）

47
i11．8）

20

i5．o）
．三〇〇 3．33戸塾讐

ﾔか
@　　ら族み

u
二
成
位

男
女

ユ7

iエ。．2）

Q8
iエ2．o）

55
i32，9）

V5
i認．2）

65
i38．9）

X3
i39．9）

23
iエ3．8）

Q墨

iエ0．3）

7（4．2）

?３

i5、6）

ユ67

Q33

3．3エ

R◆35

（没）「家族捷誠からみた地経〔」隷『牡会生活調査票』の3一ユをもとに本人よウ羅上・口下の家族数の差をもとに分蹟した

　　ものである。
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及を避ける。ただし，この図や表は，相手に対してほとんど情報をもたない

（短時間の面接による資料はあるが）調査員が，その人の地位を判定する際に

何を基準とするかを推測するための資料となろう。

　同様の資料として，被調査者の家族内での地位を判定した表6　一79と図6－18

とを掲げておく。ただし，この図表では調査員判定の結果に加えて，家族構成

からみた地位（力関係ではなく，いわば長幼の関係である）を示しておいた。

　さて，話が脇道に入りすぎたので元の話題に戻そう。社会的地位の基準を尋

ねた項貝では，先に詑した質問文の後に，「その他，重要だと思うものがあれ

ば空欄に記入して下さい」という指示がなされている。これにしたがって別の

要因を記入した被調査者は延べ122人であった。記入の内訳は次のとおりであ

る。

　人格・入柄・人徳など入間性に関する事柄　55人（13．8％）　知能・能力

など　5人（1。3％）　実行力　2人（0．5％）　その他（教養など10種類）

10入（計2．5％）

　このうち比較的数の多い入問性に関する事柄についてみると，どの属性でも

一様に指摘されているが，年齢では40～50代，学歴では高い方に特に多くみら

れている。



6．4．　スライド調査

6．4．1．刺激文

　スライド調査の被調査者は，前回調査の揚合は，サンプリングによる面接調

査の被調査者の中からさらにサンプリングによって被調査者を選んでいる。し

かし，今回の調査では費用の関係から，この調査を中学校と高等学校の生徒

（計585名）に限ることとした。前回調査では被調査者総数は169入であり，そ

のうち10代の入は33人に過ぎない。したがって，厳密に比較できるのはこれだ

けであるカミ，今園は中学生も入っているので，15歳以上19歳までという年齢層

である10代と，今回の中学・高校とも2年生というのとでは少し違うことを注

意しておかなければならない。

　また，問題数も前園の66から今回は24へと大幅に減らした。

　この24の問題をまずあげておく。ここでは，場面をスライドで与えて，ここ

であげる会話などのことばを録音で聞かせてそれぞれ指示によって答えさせる

ものである。スライドは前回使ったものを利用し，録音は今回新しく吹き込ん

だ。一面名は前からのものはそれを使う。

　最初のグループは「あなたならこう言う」というもので聞かせる二つから四

つのことばのうち，被調査者自身ならどれを言うか，と尋ねたものである。

1．道教え

　イ．ここをまっすぐおいでになると明代橋です。

　ロ．ここをまっすぐ行かれると明代橋です。

　ハ．ここをまっすぐおいきると明代橋です。

2．傘忘れ

　イ．もしもし，傘をお忘れじゃありませんか。

　ロ．もしもし，傘をお忘れですよ。
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3．先生

　イ．わたしの子どもです。

　ロ．わたしの子どもでございます。

4．議事堂

　イ．ちょっとおたずねしますが，議事堂はどちらへ行ったらいいでしょう

　　か。

　ロ．ちょっとおたずねしますが，議事堂はどちらへ行ったらよろしいでしょ

　　うか。

5，医者

　イ．あの一すいませんが，となりの人が急病ですから，すぐ来ていただけま

　　せんか。

　ロ．先生まことにおそれいりますけど，おとなりの方が急病になりましたの

　　で，おそれいりますけど，すぐおいでいただけませんでしょうか。

6．市役所

　イ．市役所へ行けと父が申しましたから。

　ロ．市役所へ行けと父がおっしゃいましたから。

　ハ．市役所へ行けと父が言われましたから。

　二．市役所へ行けと父が言いましたから。

　次のものは「あなたならこう言ってもらいたい」というものである。今回は

これは一つの揚面しかない。この揚合，雨に降られているとき，同じ傘を貸し

てくれるならば，このうちどの言い方をしてもらいたいか，ということであ

る。

7．傘貸し

　イ．もしもし，ぬれますから傘をお持ちになってください。

　ロ．もしもし，ぬれるであんた傘を持って行きなよ。

　ハ．もしもし，ぬれるから傘をお持ちなさい。

　二．もしもし，おぬれになりますから，傘を持っていらっしゃいませんか。

　ホ．もしもし，ぬれますから傘をお持ちください。

　次のグループは「あなたならこう感ずる」ということで，8。から11．までは
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録音で一つの言い方を聞いて，

　イ．適当な書い方

　ロ．乱暴だから不適当

　ハ．丁寧すぎるから不適当

　二．その他の点で不適当

のどれかを答えさせるものである。ここで聞かせたことばをあげておく。

8．客間で

　「まあごりっぱなお庭でございますわねえ。」

　「いいえなんですかちっとも手入れが行き届きませんものでございますから，

　もうなかなかいつもきれいにしておくわけにはまいりませんのでござあます

　よ。」

　「あ一さいでございましょうねえ。これだけお広いんでござあますから，ひ

　ととおりお手入れあそばすのにだって大変でございましょうねえ。でもまあ

　それでもいつもよくお手入れが行き鰯いていらっしゃいますわ。いつもほん

　とにおきれいでけっこうでござあますわ。」

　「いいえ，ちっともそんなことござあませんわ。」

9．席ゆずられ

　「いいよいいよ次でおりるから。」

10．席ゆずられ

　「いいよいいよ次でおりるから。」（9．と隅じであるが，この違いについて

　は後で説明する）

11．八馬屋の店先で

　「何を買って行こうかしら。奥様何になさいます？」
　ウタクシ
　「私おにんじんにしますわ。」

　　　　　　　　　ワタクシ
　「そおねえ，じゃあ私もお大根とおにんじんいただきますわ。このごろはお

　野菜もいろいろありまずけれども，まだいくらかねえお高いようですわね

　え。」

　「え一毎日お食：事の心配もたいへんですわねえ。」

　12．から24．までは，二つから四つの言い方でどれがこの揚合として適当であ
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るかを答えるものである。

12．　社長と社員

　イ．「じゃああなたこれわたしが帰るまでにやっといてください。」

　　「はい，わかりました。」

　　「やりかたはもうわかってますね。」

　　「ええ，わかってるつもりです。」

　　「それじゃあ，お願いしますよ。」

　　「はい。」

　ロ．rじゃあ君，これ帰るまでにやっといてくれ。」

　　「は・一tかしこまりました。」

　　「やり方はわかってるだろうね。」

　　「は一，わかってるつもりでございます。」

　　「じゃあ，頼んだよ。」

　　「は一，かしこまりました。」

13．先生と生徒

　イ．rいいかいみんなこれでよくわかっただろうね。田中，君わかったね。」

　　「はい，わかりました。」

　　「鈴木，君は？」

　　「わかりました。」

　　「よろしい。では，あしたから次のへすすむからみんな予習をしてくるこ

　　と。」

　ロ．「いいですかみなさんこれでよくわかったでしょう。田中君，君わかり

　　ましたか。」

　　「はい，わかりました。」

　　「鈴木さん，あなたは？」

　　「わかりました。」

　　「それでは，あしたから次のへすすみますからみなさん予習をしてきてく

　　ださい。」

14．市役所



　イ，市役所へ行けと父が申しましたから。

　ロ．市役所へ行けと父がおっしゃいましたから。

　ハ．市役所へ行けと父が言われましたから。

　二．市役所へ行けと父が言いましたから。

15．道教え

　イ．ここをまっすぐおいでになると明代橋です。

　ロ。ここをまっすぐおいきると明代橋です。

　ハ．ここをまっすぐ行かれると明代橋です。

　二．ここをまっすぐ。

16．市役所

　イ．おやじが市役所に行けと言いましたから。

　ロ．おとうさんが市役所に行けと言いましたから。

　ハ．父が市役所に行けと言いましたから。

17．先生

　イ．わたしの弟です。

　　ワククシ
　ロ．私の弟でございます。

　ハ．わたしの弟だわ。

　　ワタクシ
　ニ．私の弟です。

18．電細徽

　イ．電報用紙をいただけませんか。

　ロ．電報用紙をください。

19．医者

　イ．あのうすみませんが，

　　せんか。

　口，
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となりの入が急病ですから，すぐ来ていただけま

　　　先生まことにおそれいりますけど，おとなりの方が急病になりましたの

　　で，おそれいりますけど，すぐおいでいただけませんでしょうか。

20．道教え

　イ．ここをまっすぐおいでになると明代橋です。

　ロ。ここをまっすぐ行かれると明代橋です。



玉56　　6．　継続調査の結果　（1）

　ハ．ここをまっすぐおいきると明代橋です。

21．議事堂

　イ．ちょっとおたずねしますけど，議事堂はどちらへ行ったらよろしいです

　　か。教えてください。

　ロ．ちょっとおたずねしますけど，議事堂はどちらへ行ったらよろしいです

　　か。教えていただけないでしょうか。

22．傘貸し

　イ．渡辺さん，ぬれますから傘をお持ちになってください。

　ロ．渡辺さん，ぬれますから傘をお持ちなさい。

　ハ．渡辺さん，ぬれますから傘をお持ちください。

23．社長と女社員

　イ．Fあの，今お客様がおみえになったんですが。」

　　「だれですか。」

　　「高橋さんとおっしゃる方ですが，お通ししていいでしょうか。」

　　「あ一，そうですが。そいじゃあ，お通ししてください。」

　ロ．「あのう，ただいまお昇華がおみえになりましたんでございますが。」

　　「だれ？」

　　「高橋さんとおっしゃる方なんでございますが，こちらにお通し申しあげ

　　てよろしゅうございましょうか。」

　　「あ一，そうか。じゃあ通してくれ。」

24．先生と生徒

　イ．「みなさん何かわからないことがあったら今のうちに質問なさい。」

　　「先生，ここの終わりのところがよくわからなかったんですけど，ここの

　　ところをもう一度説明してください。j

　U．「みなさん何かわからないことがあったら今のうちに質問なさい。」

　　「先生ここの終わりのところがよくわか9ませんでしたので，ここのとこ

　　ろをもう一度説開していただけませんでしょうか。」
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6．4．2。結果

　以上の設問に対しての反応の数を，前回の結果の一部とともに表6－80に示

す。前回の数字は報告書の296ページから316ページまでの第217表である。以

下は，この表　6　一SOを出発点とした分析である。

　1．「道教え」については，今回は「行かれると」が大幅に増え，「おいでに

なると」が大幅に減っている。つまり，丁寧な形が減ったことになる。また，

「おいきると」という方言形は回忌に少なくなった。

　この1．は「あなたならこう言う」ということであり相手は20～30代の男であ

るが，同じ「道教え」はさらに20．として「どれがこの富合として適当か」とい

う問いの形式でも聞いている。この20．は20代の女性が50代の男性に教える揚

詰であり少し違うが，大体の傾向としては1．と同じことがいえる。ただし，栢

手が50代ということもあって，今回もやや丁寧な方に傾いている。特に前回の

結果では，1．も20．も，若い人ほど「おいでになる」が減り，「行かれる」が増

えるという傾向がみられたから，今回の結果は，その変化の方向が大筋として

そのまま続いていたことを示すものといえよう。

　！．と20．とについての相関表が前回の報告書の第219表の一部に嵐ているの

で，これと同じものを表　6　一81に示しておく。二つの問で，一貫した反応を示

したものの率を「一貫率」ということにすると，前回は57，7％であったのに対

して今園は81．7％であって，かな
　　　　　　　　　　　　　　　褻6－8i　「道教え」の反癒相関表（1）

り高くなったといえよう。

　2．「傘忘れ」の揚函でも，前回

に比べて丁寧な形の方の選択率が

低くなって，全体での前回と今回

とは全く逆転している。前回も10

代は「お忘れですよ」の方が多か

ったし，また若いほど多いのであ

るから，1．と同じように，同じ方

20「道教え」

おいでに　いかれ　おいき

ﾈると　　ると　　ると

計

1
還
教
さ

おいでに

ﾈると

｢かれ
驍ﾆ

ｨいき
驍ﾆ

5　　　　13　　　　0

W8　　　472　　　　3

P　　　　2　　　　1

18

T63

@4

計 94　　　487　　　4 585
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向に変化が進んだことがわかる。

　「お忘れじゃありませんか」を否定形，「お忘れですよ」を肯定形ということ

にすると，聞じように否定形・肯定形をとっているものとして18．「電報用紙」

がある。ここでは「いただけませんか」が否定形で，rください」が肯定形で

ある。この2．と18．との相関表を作ると，表6　一82のようになる。前回報皆書の

第223表に対当するものである。

　両方で一貫して岡じ形式を選んだ一貫率は，前pa　58．　7％に対して今園は50．4

％とやや低下した。

　3．r先生」も，前回の多数形rございます」が今回は多数形「です」とな9

逆転した。前回の年齢別では20代以下ではrです」が多く，30代以上で「ござ

います」が多かったから，これもこの傾向が進んだ結果が今回の結果としてあ

らわれたものということができる。「ございます」は今後は非常に減っていく

ものと思われる。

　この揚面はまた17．にもある。この二つについて，「です」「ございます」な

表6－82　「傘忘れ」と「電報罵紙」の

　　　　否定形・肯定形の相関表

ユ8「電報用紙」

否定形　　肯定形
計

2
「
傘
忘
れ
」

否定形

m定形

133　　　　55

Q35　　　　ユ62

ユ88

R97

計 368　　　　217 585

表6－83　「先生」の反応相関表

17「先生」

　　　でござです　　　　　　　だわ　　　います 計

3
「
先
生
」

で　す

ﾅござ
｢ます

488　　　22　　　　1

T9　　　ユ5　　　　0

511

V4

計 547　　　37　　　1 585

どについてまとめて相関表を作ると

表6－83のようになる。自分が言う

ものとしてはちょっと「ございま

す」が多くなり，ことばを聞いて適

当と思うかのときは「ございます」

は非常に少なくなることになる。

「です」が非常に多いため一貫率は

高まって，86．0％である。2、も3．

も，女の方が丁寧な語形を選択する

傾向があるが，3．では今回は差が少

なくなったのが注目される。

　4．「議事堂」の小面でも，前回の

丁寧な語形から今回は乱暴な語形へ

と選択が逆転している。この二合

は，前回の調査では，年齢の点で一
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裏6－84　「議事堂jの反1一季｝潤表

21「議事堂」

おしえて　おしえていただけ

ｭださい　ないでしょうか

4「議事堂」 いいでしょうか

謔?しいでしょうか

99　　　　　3工8

R9　　　　　工29

417

?６8

計 138　　　　　　　　　　447　　　　　　　　　585

定の傾向がなかったから，年とともに丁寧でないものが多くなった結果今鳳の

ようになったというわけでもないことがわかる。前回は性によって大いに違っ

ていて，女の方が丁寧な形を選択したのに，今圏は性差がほとんどなくなっ

た。

　「議；事堂：」の場面はなお2しにもある。ここでは別のことばのところを取り上

げているし，また問題の性質も違っている。2！．の方では，丁寧な形の方が適

当とされているという点で4．とは逆である。4。が「あなたならこう霧う」とい

う質問形式であるのに対して，21．の方は「どれが適当か」というものである，

というところの違いがある。2！．の方は，前回よりも丁寧な方が支持されてお

り，これは前回の揚合，年齢は若いほど丁寧な方を支持することの多かったこ

との延長線上に今園の結果はあるのである。

　4．と21。との相関表は表6－84のとおりである。この表によってもそう相関が

高いとはいえないことは，上述の結果から予想、されるとおりである。

　5．「医者」の揚面でも前回よりも丁寧でない方の言い方が選択されていると

いう点では同じである。前回はこれと同じ問いでは，年齢別に一定の傾向はな

かった。

　同じ図面について，19．でも聞いている。19．の結果は5。よりも，今回の場

合，丁寧な方に！0％ばかり移っている。19．でもやはり前回よりも丁寧でない

方に大きく傾いたが，性の差はほとんど前回と同じぐらいであって，この点は

一般的傾向とは合っていない。

　5．と！9．との桐関表を表6－85に示す。これは語形が全く同じなので，一貫率

を出すと，79ユ％となり，相当高いといいうるであろう。

　以上1．から5．までを概観していえることは，前回と今回との20年の聞に，
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裏6－85　「医者」の反応相関表

19「医者」

来ていただ　おいでいただけま
ｯませんか　せんでしょうか

計

5「医者」
来ていただけませんか

ｨいでいただけません
ﾅしょうか

415　　　　　　　　92

R0　　　　　　　　48

507

H8

言｛亀

445　　　　　　　ユ40 585

「あなたならこう言う」においては，丁寧な語形から丁寧でない語形へ，多数

派が移動したことである。言う立揚としては，丁寧でない方を選択するように

なった，ということは，言語使用者の意識が大幅に変わった，ということがで

きる。ことばはただ丁寧であればいいものではないことがいえるようである。

ただしこの場合，今回はすべて10代の人の反応であることは断わっておかなけ

ればならないが，それでも，将来の意識変革の可能性がここにあることにな

る。今後これらの人々が年齢を重ねるにしたがって丁寧な方を選択するように

なるのかも知れないが，しかし，可能性としては上述のようなことがいえるわ

けで，その可能性もない反応ではなかったことは少なくとも断言できるところ

である。

　！2．以後の，選択肢のうちどれが適当か，という質問形式のものでは，この

1，から5．までのものよりも丁寧な形に傾くところがある。これは，なるほど聞

けばこの方が適当と感じても，さて自分はこうは言えない，というように，自

分の言語生活について非常に客観的な位置づけをしている，とみることもでき

よう。前回の調査では，例えば前回報蓋書の第220，222，224表などを見ると，

以上のようなことをいうための表ではないが，自分の書うときの方が適当かど

うかのときよりも了寧な方を選択しているようであるので，この点でも20年間

には進歩があったと考えることができる。ただし，今回の被調査者が10代であ

ることを忘れてはならない。

　性による違いでは，1．から5．まではすべて，性差が小さくなっている。これ

も被調査者が10代ばかりであって，すべて共学校での調査なので，この影響に

よるとも考えられる。
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　次の6．も「あなたならこう言う」の質問形式で，場面は「市役所」である。

衰6－80で見るように，自分の父親の「言う」という動作に対する尊敬語を使

うという，望ましくない形はわずか5．　1％であって，前回の22．0％よりは，敬

語についての常識はずっと高くなったといえるであろう。前回の10代では27．3

％であった。前回はこの望ましくない形は30代が一番少なく，あと両側にいく

にしたがって多くなっていたのに比べれば，敬語教育は大いに成果を挙げたと

いいうるであろう。

　性別では，前回は女の方が望ましい形が少なかったのに対し，今回は男の方

が少なくなっている。

　個々の言語形式でいえば，今翻は「言いましたからjだけが増加して他は減

った。「申しましたから」というより丁寧な形が減ったことは上述のしから5．

までの傾向と同じである。この「申しましたから」は前回も大体の傾向として

は若い方が少なかった。

　14．も選択肢の刺激文が転じであるので，相関表として表6－86を作った。

　14．の方は6．とは逆に「申しましたから1の方がr言いましたから」よりも

多い。ここでも，それが適当かの方では丁寧な方を選択するという一般的傾向

が示されたわけである。14．の場合は前回は年齢が低くなるにしたがって「申

しましたから」の率が低下していたのであるが，今回の結果はその延長線上に

はないわけで，敬語常識の拡　表6－86r了搬脇の反癒相関表（1）

がりを示すものであろう。

　14．では，父親の「言う」

動作に対して尊敬語を使った

ものを適当とした人が，6．の

それを言うと答えた人よりも

多かったのは，どれが適当

か，と問われると，了寧な方

を選択するという一般傾向に

引きずられたものであろう。

　表　6　一86によると，両方の

ユ4「了1ぎ役所」
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閤で同じ答えを選択した者は330人で，一貫率は56．40／．となる。これは前回の

68．5％よりも低下した。前回報皆書ではこれと同じものは第24e表である。一

方の問で父親の「言う」について尊敬語を選択しながら他方ではそうでないと

いう二つの反応が矛盾している人は55人でこれは9。4％にあたる。前園の

！6．7％に比べれば，この点でも敬語常識は向上したといえるであろう。

　7．は「傘貸し」の場面で，これ一つだけ「あなたならこう言ってもらいた

い」という質問形式である。話し手は40～50代の女性である。したがって，今

圓の場合は被調査者よりも目上であり，表6－80で見るように，前回よりも，

乱暴な形の「持っていきなよ」を認める入がわずかながら多くなり，rお持ち

になってください」や「持っていらっしゃいませんか」のような尊敬語形，

「お持ちください」という謙譲的表現が減って，「お持ちなさい」というそれほ

ど丁寧でない形が選択されたのもこのためであろう。

　前回もrお持ちなさい」は年齢の低い方が多くなっているが，これは，この

あともこの傾向がっつくというものではなくて，常に若い人がそう言われて，

それを認める入が多くなるということであろう。もっと拡げて前例の結果であ

る第217表を見ると，丁寧な順に「持っていらっしゃいませんか」「お持ちにな

ってください」「お持ちください1「お持ちなさい」「持っていきなよ」である

とするならば，乱暴な「持ってVきなよ」を除けば，この順に年長者に支持さ

れていることがわかる。全体として今回の結果は，前回の10代の結果とよく似

ているといえよう。

　22．も問じ「傘貸し」の場面である。この22．は話し手が違って，男の50代の

入が，同じく男の20～30代の人に傘を貸すときのことばである。ここでは選択

肢が三つであるから単純に比較できないが，話し手が男であるということもあ

って£お持ちなさい」の形の支持率が高くなっている。前回は「お持ちになっ

てくださいYと「お持ちください」の支持が前者女，後者男でそれぞれ10％前

後の違いがあったが，今圏は三つの選択肢とも性差はあまりなくなっている。

7．の方は性差はややみられる。

　7．と22．との相関表を表6－87に示す。この表によれば同じ語形を選択した人

の率，すなわち一貫率は45．5％である。22．の方は選択肢が三つなので，その



三つに限っていえば一貫率

は52．6％となる。

　8．から！！．までは，一つ

の発書を聞いて，それがそ

の場爾で適当かどうかを答

えるものである。

　8．は40代のマダムが2

入，客間で話している揚面

である。蓑6－80によれば，

この会話を適当とした人は
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表6－87「傘貸し」の反応絹関表’

22「傘貸し」
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計
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R　ユ1　　1

R6　197　38
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?５

Q71

U4

?６0

計 120　339　126 585

前園に比べて激減している。前回は10代でも4分の1は適当としていたのであ

る。この点からいうと，ことばについて批判的な見方をする入が増えた，とい

うことができよう。前團の結果では，学歴・階層とも高い方に適当とする人が

少なかった。

　このような丁寧な会話は11．にもあらわれている。これは八百屋の店先での

30代の奥さんどうしの会話である。了寧さの度合いは8．の方が上であるので，

これが結果にあらわれている。しかし，＆では今回の場合，性別では男の方が

女より適当とする人が多いことはおもしろい。流れるような女性の会話を認め

てしまうのは男の方が多いのであろう。この傾向は前回も同様であった。これ

に対して！！．は逆に女の方が男より適当とするものが多く，これは前回も同様

であった。ただし，11，の方は性差は前回・今回とも差は大きくない。11，で

は，前回は，若いほど適当とする人が少なくなっていたが，それでも10代も，

3分目！以上が前回は適当としていたので，批判的にみる人が8．と同様増えた

といえる。

　この8。と11．との相関表を表6－88に見ることにする。二つで慢じ答えをした

人の率は72．10／oである。一一方を適当としながら，他方を不適当とした人は合計

6！人で10．4％であって，これは少し多い感じである。

　9．と10．とはともに「席ゆずられ」で，刺激文もまた「いいよ，いいよ，次

でおりるから」である。ただし，9．はこのことばは10代男から20～30代男へ，
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裏6－88　「客間で」と「八百屋」との相墨田
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表6－89　「席ゆずられ」の反応相関表

ユ0「席ゆずられ」
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10．は逆に20～30代男から！0

代男へ，である。この違いが

表6－80の結：果によくあらわ

れている。10．ではほとんど

半数が適当と認めているのに

対し，9．ではわずか2．9％に

過ぎない。このあたり，前園

は適当とした数は：二つの問題

では全く変わらなかった。そ

れだけでなく前回は，このこ

とばは乱暴だから不適当とい

う答えが，むしろ多いはずの

9．の方でかえって少なかった

ことも問題である。このよう

な点からいうならば，20年た

って今回はずっと論理的な結

果が出たわけで，この間の敬

語についての見方はずっと向

上したといえよう。

　この二つの間の梱関表を表

6－89に示す。両方で応じ答

えをした人は，234人で全体

の40．0％である。刺激文が同じで，話し手と聞き手が逆であるという点で，場

颪が違うのであるから，一方を適当とし，他方を不適当とする考え方も，上の

いわぼ一貫率よりも重要である，ということができる。こういう人は，285入

で48．7％であった。9．を適当とした17人のうち，10．を不適当としたのは5入

で29．4％であったのに対し，その逆，10。を適当とした292人のうち，9．を不適

当とした人は280人で95．9％であった。これはこの9．と10．との差を示す数値の

うちの一つである。
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　9。は前回ではle代の6。1％しか適当としていないから，この剃激文をこのス

ライド調査で発言している当の年代の人にもあまり受け入れられていなかった

ことがわかる。前回は，学歴・階層とも上になるほど適当とする入が少なかっ

た。今回も前回も男の方がこの二つの潤題で適当とする入の率が高かったが，

今回の二つと前回の10．は差はそれほど大きくはない。

　12．以下はどの言い方が適当であるかを答えるものである。

　12．は50代の社長と20～30代の社員との会話である。表6－80によれば，20年

の問に多数意見が逆転した。しかも，ある意見によれば古い考えとされる差の

大きい方をよしとする人が20年の間に増えたのである。前回の年齢別の結果で

は一定の傾向はみられなかったので，今回への芽はなかったといっていい。

　性では，前回には差があって男は差の小さい方を選んでいるのに対して，女

の方も多数形は同じであるが選択の差は女の方が小さかった。これが今圏はほ

とんど性差はない。

　13，は20～30代の先生と10代の男女生徒との会話である。表　6　一80によれば，

これも12．と嗣様，丁寧でない方が多数意見となった。ここでも，この結果は

前回とは逆転した。

　性差は前回も今回もあまり大きな差はみせていない。

　この12．と13．の相関蓑を表6　一90として示す。一貫率は5Z4％である。

　12．の「祉長と社員」に対して，23．に「社長と女社員」がある。これは，50

代の社長と20代の女社員との会話である。ここでは，イは，社長の方はロより

丁寧，準社員の方はロより丁寧でないの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　裏6－90　「社長と社員」と
で，結局，イは二人のことばの丁寧さの差　　　　　「先生と生徒」の相関表

が小であり，ロは差が大である，というこ

とになる。

　23．では，衰6－80で見るように，差の小

さい方を4分の3の入が選択している。相

手が男桂員である12．の方は小差で差の大

きい方が多くなっている。これを合わせて

考えると相手が女のときは，差が小さい方

三3「先生と生残

丁　丁い
J　寧方
ﾈ　で
禔@な

疑

12と

J葦
丁寧な方

囈Jでな
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がいいとされていることがわかる。男であれば命令系統下にあるものとしてこ

のような丁寧さの差の大きい言い方を認めるのであろう。前園は22．は性を除

いて，年齢・学歴・階層などでは一定の傾向は見い出せなかった。性だけは女

が差の大の方を支持し，男が差の小の方を支持している，ということで，普通

考えるのとは逆であった。しかし，今回は性による差はみられなくなった。こ

れに関しては，前回の報告書では第259表にあげてある。ここでは，差の大の

支持が高かったのは，社長の尊大を支持したのではなくて，女社員の敬語形式

についてその丁寧さを支持しているのであろう，と推測している。

　12．と23．との相関表は蓑6－91のとおりである。一：貫率は57。8％であり，こ

れは表6－90での一貫率とほとんど同じである。

　13．と同じ教室の場繭のものが24。である。13．の方は主として先生のことば

について，24．の方は生徒の方のことばについて聞いている。

　表6－80では，丁寧でない方への支持が20年の間に多くなった。前回では女

表6－9t　「＃rY．長と祉員」と「＄．，｛：一長

　　　　と女社員」との相関表

23「冠長と女社動

鶉小　差大

言i一

12と
R口長呂

差小

ｷ大

238　　31

Qユ6　　100

269

R16

計 454　　131　　585

表6－92「先生と生徒Jの

　　　　反応枳関表

24「先生と生衛

丁い　　丁

J方　寧
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計
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の方が支持率の差が小さかったが，今回は逆

に女の方が支持率の差が大きかった。13．と

24．との相関表を蓑6－92として作った。相関

表ではないが，この二つの問の問の比較につ

いては前麟の報告書の第260蓑がある。この

第260表で明らかなように，24．の方では丁寧

でない方の支持が多く，！3．の方では丁寧な

　方の支持が多かったが，20年後の今鳳は，

　表6－92で明らかなように，大体醐じく丁

　寧でない方に傾いており，一貫率は78．3％

　となっていて大変高いといっていい。

　　15．は「道教え」であるが，「道教え」に

　ついては，1。と20．との関係で上で概に述

　べた。15．は選択肢が他のものと違うので，

　ここでもう一度述べる。この15，では，20

　～30代の男どうしの場面でのものであるの
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で，表6－80でもわかるように，一番丁寧な「おいでになると」は，10代の被

調査者自身の「こう言う」では支持が一番低く，女20代から男50代へのことば

での支持率との申間にこの15．は立っている。性では，前圏は女は「おいでに

なると」，男は「行かれると」を多く支持していたが，今回は性による差はほ

とんどない。

　15．と20．との相関表が表6－93である。一一貫率は，「行かれると」が非常に多

いために，82．6％と高くなっている。

　16．は「市役所」である。「市役所」については，父親に対する敬語に関して

は既に述べたが，ここでは，その父親のことを何と言っているかをみるのがこ

の16．である。

　表6－80によると，この20年の

問に，rおとうさん」から「父」

へと支持率がより高まったという

ことができる。やは9ここでも敬

語常識が高まったわけである。前

回も今回も女の方が「父」への支

持率が高いが，男との差とは20年

間に縮まった。

　この「市役所」について父親へ

表6－93「道教え」の反応枳関表（2）

20「道教え」
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の敬語の部分と，父親を何と言うかとの相関表を表6－94として示す。「父が」

と望ましい彩で言いながらその父親の「言う」という動作について尊敬語を使

ったものは，全部の「父が」を選択した人の，6．で4．9％，14．で7．1％であっ

た。逆に「お父さんが」と言いながら，尊敬語なしは「お父さんが」の6．で

9！。9％，14．で86．5％であった。

　前圓は，学歴・階層とも高いほど「おとうさんが」の率は低くなっていた。

　17．の「先生」については，表6－83で既に「です」などについては触れたの

で，ここでは，自称の代名詞についてみてみる。表6－80では，前回は「わた

くし」が圧倒的であったが，今回は「わたし」の方が多数形となったことが注

fiされる。敬語の点では，それほど丁寧でないものがこの20年間に支持される
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表6－94　r市役所」の反応根関表（2）
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役 おとうさんが 5　　2　　ユ　　29 8　　0　　5　　2・茎 37

暫 父が ユ40　4　22　367 295　　7　　31　200 533

計 ，ユ48　　6　24　407 ・・G83723訓 585

ようになったことの一つのあらわれであろう。自称代名詞に関しては，この前

回で，全体で「わたくし」を選択したものが88．1％であったのに対して，10代

は81．9％であって，若い入には「わたくし」が少なかったが，この差は，「で

す」と「ございます」の差ほどの差ではなかった。すなわち，「ございます」

の若い人の問での衰退は相当大きかったのである。

　18。の「電報用紙」については，2．の「傘忘れ」のところで，否定形・肯定

形という点でまとめて述べた（表　6　一82）。18．だけに関していえば，前園よリ

ギいただけませんか」というより丁寧な形を選択する率が高くなった。性の差

は，全体として「いただけませんか」が多くなったのであるが，男女の差は他

の多くのものと違って縮まらなかった。

　19，から24．までは，概に上の関係のところで述べたので，ここでは省略して

おく。
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7．1．　敬語指標と敬語意識

　前章では敬語形弐，敬語意識および桂会生活意識の各側面について個々に記

述してきた。この章ではこれらを総合的に検討するための指標を作成し，この

指標を用いて今園調査の資料を対象にいくつかの分析を行うことにする。

　敬語形式・意識に係る指標としては種々のものが考えられるが，ここでは以

下の7．1．1．～7．1．3，の3種の指標を用いる。

7．1。｛．　丁蜜さの総合殺階

　この指標は，6．1．「場面と敬語段階」での分析に用いた敬語形式の丁寧さの

「場面段隠点」を基に，以下の手順で作成したものである。

　まず，各回調査者が各場面で得た1～3の段階点を全12揚面について合算し

た点数（「合計段階点」と呼ぶ）を求める。この合計段階点は，数値：が小さい

ほど場面全体を通じて敬語形式が丁寧であり，大きいほど乱暴であることを意

味している。しかし，この数値は理論的には12～36点の25段階1こも及ぶため，

以降で示そうとする他の指標また項目との相関表の扱いが面倒である。そこ

で，各点数の分布（巻宋253～254ページの「資料1」参照）に基づき，以下の

5段階に再区分した。

　段階1　36～27点　　段階2　26～25点　　段階3　24～23点

　段階4　22～21点　　段階5　20～12点

　以降，この5段階を「丁寧さの総合段階指標」（単に，「丁寧さ段階」）と呼

ぶが，これは揚面段階点および合計段階点とは逆に，段階が高いほど敬語形式

が丁寧なことを表わすことに留意されたい。



174　7．継続調査の結果　②

　なお，合計段階点算出の際，「無出血」（段階点なし）はその下面での最頻値

段階点の数値で代置した。これは，「無回答」を0点として計算すると，その

人の合計段階点が丁寧な方に傾くことを避けるための便宜的処置である。

　さて，上記の手続きによって構成された丁寧さの各段階に属する被調査者の

分布状況を簡単にみておこう。

　図7護は金体と性別について示したものである。この図から，丁寧さ段階に

ついては男と女とでは全く異質の分布であることがわかる。つまり，女は被調

査者全体の場合と一様に申程度の丁寧さ般階を頂点とするほぼ正規分布型の曲

線を描いているのに対し，男は最も乱暴な段階に属する人が一番多く，了寧さ

の段贈が上がるのに反比例してその段階の入数が減少している。

　このように丁寧さ段晒は男女で大きく異なっているので，爾者を分けた上で

年齢別，学歴別の構成を示すことにする。

　丁寧さ段贈と性×年齢との関係を表7－1でみると，全体の性別の揚合と同じ

　　　　　　　3メ．8
　　　　　　　　入

ll・9．・　漫へ

　　　　雛1姻0

　　　ク05　　！　　　　　　　2エ．5）く　　、

20P．．／，，1　．　X’　XNXx

鳶5野9　…滋5
　　　ttxl

　　　，’　N　　　X窪。　／　　　　　　平均段階　エエ・3

　／　　x－X全体（400入）2．9エ
厘9　＿男（、67入）2．、38

　　　　◎＿＿＿⑤　女　（233／V）　3。28　　　　　5’4

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　写
　1　　　2　　　3　　　4　　　5段捧量
乱暴←　　　　　　　　　　　　　　→丁寧

　麟7－1　「丁寧さ段階」の全体，性別分字

ように，どの年齢層でもより

乱暴な段階の者は男に多く，

丁寧な段階は女に多いという

傾向がみられている。また，

各性別での年齢層問の傾向を

表の右端の「平均段階」でみ

てみよう。男は40代を例外と

すると，20代以下と30代との

問で平均段階にやや差がある

が全体としてはあまり違って

いない。一方，女の方は年齢

の上昇につれて平均段階も高

くなるという傾向がはっきり

とみえている。

　次に，学歴との関係をみよ

う。図7－2は男だけについて
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表7一・1「丁寧さ段階」の性×年齢溺分布

1 2 3 4 5 入数 平均段階

男 女 男 女 男 女 男 女 錫 女 夢呈女 男　女全俸

賦後口 3（15．8／ 3α！，エ） ll（5z9） 6／22，2＞ 3（158） 三G（3ス0＞ ユ（5．3） 8（2％） 1（53＞ G（一） 1927 a26　a＆∫a61

20代 16（詔3） 4俗6） 13（2Zエ／ 1G（エ54＞ 13（2λ1＞ 22（3猷エ） 4（＆3） 22（％1＞ 2（4．2） 3（4．9） 486玉 a認3エ5a乃

30代 9（2δ．5／ 3（5．8） 7吻．6） 10鰍2） 7（即．6） 19榔．5） 三G（鯉．4＞ 10（19，21 1（ag） 10（19．2） 3452 a623．273，01

43代 14（4a7） 2（5．o｝ 6（aλ0） 5（怨5！ 4（133） 三4儲．Ol 4α33） 12吻．の 2（ε7） 7（1λ5） 3G　49 aエ33．43£87

50衆 3（1z6） 0（一） 5（aλ4） 4（22．2＞ 5（餓4） 5（2Z8） 3（エz6） 2（〃．1／ 1（5．9） 7（詔．91 1718 a65367＆17

60代以上 5伽．3） 4（11．4＞ 3（158＞ 2（乱7） 8（42J／ U（31．4／ 三（鼠3＞ 9（お，7） 2αα5＞ 9（お．7＞ 1935 a偲aぜ93．17

の学歴別の丁寧さ段階の分布

であり，図7－3は女のそれで

ある。上図の分布また平均段

階をみてもわかるように，男

女ともに学歴の上昇に伴い丁

寧な方向に傾いているが，そ

の差は男に顕著に現れてい

る。特に，男の低学歴層の分

布が右下がりのほぼ直線状に

なっていることは注記に値：す

る。この層の結果が図7畦の

男全体の丁寧さ段階の分布麟

線に大きな影響を及ぼしてい

るといえよう。

　なお，男女を合わせた婚合

の学歴別の平均段階は，低学

歴屡2．65，中学歴層3．09，高

学歴層3．28となっている。

30

20

10

ポ

　　　　　　　　平均段階
　　　低学歴（74入）　1．97

一一一一一一 ?学歴（67人）　2．6エ

・……一 jw歴（26入）　2．　92

　　　　　　外、
　　　　　　’　　　　　　　、
　　　　　　ノ　　　　　　　　へ

／八 ﾕ夙
ノ

　　　　ノ　　　　　へ／　　　　　　　　　　　　＼

　　　　’　　　　　　　＼
　　　ノ　　　　　　　＼

o
！
　ユ

乱暴←
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2345段Yg？　　　　　　　　　　→丁寧
「丁寧さ毅階」の学歴溺分布（男）

　以上で概観したように，丁寧さ段階には性・年齢および学歴の3属性のそれ

ぞれが種々の程度で関与しているといえる。その効き方の程度をみるために，
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　x画1エ辱3

ま・♂

　　xX2t’）’．4R　xts

XN，X

Nfo21．7
　x
　bエ8．8

　　エ0．2
：平均段階

一噸一低学歴（H8入）3．07

一一・?一一中学歴（83人）3．48

一一 x一一 jw歴（32人）　3，56

1　　　2　　　3　　　4　　　5段階
乱暴←　　　　　　　　　　　　→丁寧

図7－3「丁寧さ段階」の学歴別分布（女）

AICの値を求めてみると表

7－2のようになる。AIC値

は小さいほどその属性（要

因）が対象に寄与する程度カミ

高いわけであるから，表山の

属性または属性問クロスの順

に効いていることになる（A

ICの詳細については本章末

の付記を参照されたい）。と

りわけ，図7遜～図7－3でみ

てきた性，および性x学歴の

2要困の効き方が大きいとい

える。

　なお，ここで採用した丁寧

さ段階とその基になった各揚

面段階点との関係については

7．2．で詳しく述べることにす

る。

表7－2　「丁寧さ段階」の属惟i別AIC値

AIC　　差

　性　　　　　〈2＞

ｫ×学歴　　　（61

ｵ×年齢　　　（切

w歴　　　　㈲

一5エ．09　　　一

黷SZ85　　　3．23

|292エ　　エ8．65

|3．33　　2587

　　年齢　　　　（6）

ｵ×学歴×年齢　　㈱

　527　　　＆60

G0≦λ95　　エ00．69

（注）　（　）内はカテゴリー数

7．1．2．適亦二段階

　この指標は，特定の入が場

面ごとに用いる敬語形式の丁

寧さの程度が全体の傾向とど

の程度類似しているかを示す

ものである。具体的には，あ

る入の場面段階点がその三面

での最頻値段階点と合致した

揚合を1点，そうでないとき
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を0点とする。そして，この点数を全12場面をとおして合算した点数（「適応

点」）を求め，これをさらに5段階指標に変換したものが「適応点段階」とい

うことになる。

　適応点とその段階の関係は下記のとおりである　　適応点の分布は巻末255

ページの「資料1」に示されている。なお，「無回答」はその揚薗の点数を0

点として処理した。

　段階1　0～6点　　段階2　7～8点　　段階3　9点

　段贈4　10点　　　　段階5　11～12点

　適応点段階の全体および属性別の分布状況は表7－3のとおりである。

　適応点段階の平均は被調査者全体では3．06であるが，これは性別でも学歴別

でもほぼ似た数値：となっている。一方，年齢別では若い人ほど平均段階が高く

なる傾向がみられている。しかし，この属性もAICの面からみると，分布状

況の差を決定づけるほどの要因とはなっていない（AIC　＝・3．　45）。つまり，先の

丁寧さ段階とは違って，適応点段購の揚含は属性問での差異は小さいといえる。

　なお，各揚面での最頻値「揚面段階点」は，「魚つり」が3，「医者」が1で，

他の10場面はすべて段曙点2であった。

裏7一・3「適応点段階」の分廊

工 2 3 4 5 入数 平均殺階

男 26（エ5．5） 40（24．0） 33α9．8） 34（20．4） 34（20．4＞ 三67 3．05

女 27（ユエ。6） 62（26．6） 51（2Z．9） 56（24。0） 37（エ5．9） 233 3．06

10代後半 ユ（2．2） ユ1（23．9） ユ1（23。9） ユ2（26の 11（23．9） 46 3．47

20代 7（6．4） 2合（25．7） 26（23．9） 26（23．9） 22（20．2） 109 3．25

30代 8（9．3） 25（29．エ） 14α6．3） 23（26，7） ユ6（エ8，6） 86 3．ユ6

40代 17（24．3） 工6（22。9） ユ4（20，0） ユ2（エ7；エ） 11（エ5．7） 70 2．77

50代 ユ0（28．6） 6（二IZI） 5（エ4．3） 7（20．0） 7（20．0） 35 2．86

60代以上 ユ0（ユ8．5） ユ6（29．6） ユ4（25．9） ユ0（エ8．5） 4（7：4） 54 2．67

低学歴 29（エ5，エ） 47（24．5） 34απ7） 47（24．5） 35（エ＆2） 三92 3．06

y11学歴 ユ6（エ0．7） 41（2Z3） 34（詔．7） 34（22，7） 25（ユ5．7） ユ50 3．07

高学歴 8くエ3．8） ユ4（24．エ） 16（2乞6） 9α5。5） 11（エ9．0） 58 3．02

全体 53（エ3．3） 102（25．5） 84（2エ．0） 90（22．5） 71（1Z8） 400 3．05
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　次に，適応点段階と先述の丁寧さ殺階との相関をみておこう（表7　一4）。

　この二つの指標はともにr場面段階点」を基に作成したものであるが，理論

上共起しえない段階が存在する。表中のx印の組み合わせがそうである。ま

た，表中で空欄になっている箇所は極めて特殊なケースでしか起こりえない組

み合わせである。例えば，「丁寧さ段階1一一適応点段階4」は，「魚つり」を

含む3場面の場面殺階点が3で他はすべて段階点2である場合に限定される。

　このような関係から，丁寧さ段階が最も丁寧または最も乱暴なものでは適応

点段階は中程度以下に限られることになる。そこで，丁寧さ段階が中程度（2

～4）のものだけについて適応点段階との関係をみると，Z2　＝・　55．　859（自由度

8）で両指標間の分布に一定の傾向が認められる。すなわち，丁寧さ段階が低

いほど適応点段階の平均が高く，適応点段階も低いほど丁寧さ段階の平均が高

くなっている。

表7－4「丁寧さ段階」と「適応点段階」の関係

　　　　　巳

K慮点段階

工 2 3 4 5 計

平均段階

丁
寧
さ
段
階

1
2
3
4
5

22（5．5）

R（0，8）

G（03）

S（エ．0）

Q3（5．8）

29（冗3）

S（エ．0）

P9（4．8）

Q8（ZO）

Q2（5．5）

ユ5（3．8）

?５（3．8）

Q8（名0）

Q6（6．5）

28（ZO）

R4（8。5）

QS（ス0）

　　×

R2（＆0）

R9（9。8）

@　×

66（エ6．5）

W2（20．5）

P21（30．2）

W6（2エ．5）

S5（IL2）

ユ．89

S．00

R．75

Q．91

G．49

計 53（エ3．2） 1G2（25．5） ．84（2エ．0） 9G（22。5） 7工（エ7；7） 4CO（エ00．0） 3．05

平均段階 3．05 3．ユ0 2．77 3．00 2．55 2．9エ

（注）表中の×はその誠み会わせが理険的に生じないことを示す。



7．1．敬語指標と敬語意識　　179

　7．1．　3．、知識点二階

　　この指標の作成方法については6．2．1．「敬語の知識」で述べたのでここでは

　割愛し｝属性ごとの分布状況をみよう。

　　表7－5で知識点段階ゐ平均段階をみると，性別ではあまり差がないが，学歴

　と年齢とで一定の傾向差が認められる。すなわち，学歴では低学歴層の平均段

　階が他より低く，年齢別では若い磨ほど平均段階が高くなゲすいる。ちなみに

　AICの値をみると，学歴一18．60，学歴×性一10．92，年齢一6．80，性一1．38

　の順になっている。したがって，知識点段階の分布状況は学歴で最も大きく変

　化するといえる。

　　なお・Alcの値ではこの学歴の要因は性Bilとのクロスでも効いているこ；と

　が明らかであるので，参考までにその分布状況を表7－6に掲げておく。

　　次に，知識点段階と丁寧さ段階との関係をみてみよう。表7－7がその相蘭表

　である。この表から，丁寧さ段階1のものの知識点段階の平均が他より低く，

　蔀知識点段階1のものの丁寧椴階の平均カミ働’といった傾向がうか勘れ

i喪7ご5「知識点撰階：の分廊

ユ 2 3 4 5 入数 平均殺階

男 ユ5（9．0） ユ1（6．6） 81（48．5） 4エ（24．6） ユ9αエ．4） ユ67 3．23

女 25（エ0．7） 25（エ0．7） 81（34．8） 61（26．2） 41（エZ6） 黎33 3．29

ユ0代後半 工（2．2） o（一） ユ9（4エ．3） ユ8（39．エ） 8（IZ4） 46 3’70

20代 3（2．8） 9（＆3） 50（45．9） 31（28．4） ユ6（エ4。7） ユ09 3．44

30代 6（ZO） ユユ（エ2．8） 28（32．6） 24（2Z9） ユ7（ユ9．8） 86 3．4エ

40代 9（エ2．9） 7（エ0．0） 31（44．3） ユ5（2エ．の 8αエ．4） 70 3．09

50代 8（ne．9） 3（8．6） ユ4（40。0） 4αエ。4） 6（エZエ） 35 2．9工

60代以ぬ ユ3（24．エ） 6（エエ．エ） 20（3ZO） ユ0（エ8．5） 5（9．3） 54 2．79

抵学歴 35（ユ8．2） ユ8（9．《） 7313＆0） 37α9．3） 29（エ5．エ） ユ92
3．oメ　覧

中学歴 4（2．7） ユ2（8。0） 64（賦2。7） 47（31．3） 23（エ5．3） ユ50 3．49

高学歴 ユ（エ．7） 6α0．3） 25（43．エ） ユ8（31，0） 8（ユ3．8） 58 3．45

全体 40（エ0．0） 36（9．0） ユ62（40．5） ユ02（25，5） 60（エ5．0） 400 a27
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豪7一一6　「知識点語階」の性×学歴別分布

ユ 2 3 4 5 人数 平均段階

男

低学歴

芒w歴

jw歴

10（エ3．5）

S（6；0）

O（3．8）

6（8．エ）

Q（3．0）

R（エエ．5）

37（50．0＞

R1（46．3）

P3（50．0）

工3（エZ6）

Q1（3エ．3）

V（26；9）

8（エ0、8＞

Xα3．4）

Q（Z7）

74

U7

Q6

3．（雇

R．43

R．23

女

低学歴

?学歴

jw歴

25（綴．2）

O（一）

O（一）

ユ2（エ0．2）

?０（エ2．0）

R（9．4）

36（30．5）

R3（39．8）

?２（3乞5）

24（20．3）

Q6（3エ．3）

H工（34．4）

2工α飢8＞

P4α6：9）

U（エ＆8）

ユ18

W3

R2

3．03

R．53

R．63

表　7瞬7　rT寧さ段階2と「知識点段階』の関係

知織工競階
1 2 3 4 5 贅1◎

平均段階

丁
寧
さ
段
陵

ユ
2
3
4
5

ユO（2．5）

?０（2、5）

?２（aO）

U（エ．5）

Q（0．5＞

4（エ．0）

Uα．5）

P1（2．8）

X（2．3）

U（エ．5）

32（8．0）

R1〈Z8）

S8伽．0）

R1（z8）

Q0（5．0）

ユ5（3．8）

Q0（5．0＞

R0（r．Jr）

Q4（α0）

?３（3，3）

5（エ3＞

?５（3。8＞

Q0（蕊0）

?６（4．0＞

S（エ．0）

66（エ6．5）

W2（20．5）

?２1（30．2＞

W6（2エ．5）

S5（エエ．2）

・3，6珍

R．29

R．29

R．4エ

R．綴r

詩 40（エ0．0） 36（9．0） 162（40．5） ユ02（25．5） 60（エ5；0） 崔OO（エ（ro．0）
3．27

平均淡階 「　2．50 3．エ9 2．75 3．00 2．98 2．9エ

るが，全般的にみれ峠両指標は独立の関係にあるとみられる（Z2検定で＄有意．

差は認められない）。

『表7－8は知識点段階と適応点段階との関係を示したもあであるが，「¢ζでも．．’

i表7－7局様，両指標の関係は独立的だといえる。

　以下，この3指標と敬語意識・、意見との関連性を吟味する。　　　　　　　・
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表7－8「適応点段階」と「知識点段階」との関係

知識燕段階

ユ 2 3・ 4 5 言｝

平均脚皆

適
癒
点
殺
階

工
2
3
4
5

7α．8）

P1（2．8）

Vα．8）

X（2．3）

Uα．5）

6（エ．5）

V（エ．8）

W（2．0）

Uα．5）

X（2．3）

26（伐5）

S5（エエ．3）

R5（8．8）

R0（7，5）

Q6（6．5）

8（2．0）

Q6（a5）

Q1（5．3）

Q8（7；0）

?９（4．8）

6（エ．5）

?３（3、3）

?３（3．3）

ｳ7（43）

?１（2．8）

53α3．2）

P02（25．．H）

W4（21．0）

X0（2．P．．5）

V1α乞の

3．oo

R．23

R．30

R．42

R．28

計 40（エ0，0） 36（9．0） 工62（40．5） 102（25．5） 60α5．0） 400（エω。0） 3．27

平均段階 2．90 3．ユ4 2．91 3．24 3．23 3．05

7．i．4．敬語意識と3指標との関係

ユ）　敬語使用意識

　6．2．「敬語の意識」でみてきたように，敬語意識に関する調査項員は全部で

8項目あるが，最初に敬語使用意識を尋ねた2項目と3指標との閣係からみて

みよう。

　表7－9は，家族どうしで敬語を使うか否かという回答別に3指標の平均段階

　　　　　　褻匹9家族どうしで敬語を使うか否かと3指標平均段階

入数 丁寧さ段階 適応嶽段階 知識点段階

（ときに）使う

gわない

92

Q98

3．38t
2
．
7
6

2．90

R．エ2

a66р
R
．
ユ
8

（注）　：〉は1％水準で差が認められることを示す。

　　本糞では「無闇答」を除㍉・たため「入数」棚の合疑灘OOを下まわっている⑦
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を記したものである。これによると，家族どうしでも敬語を使うグループはそ

うでないグループに比べ，丁寧さ段階でも知識点段階でも有意に高いが，適応

点段階ではほとんど差は認められていない。この関係は，表には示さなかった

が，性別・年齢別・学歴別のどの属性においても一様にみられている。

　また，弩上の人に敬語が使える程度に関しては（表7通0），知識点段階で

「うまく使える」・「大体うまく使える」と「うまく使えない1の問で差が認め

られている。これは前園調査でも同じ傾向であった。一方，前回調査では「大

体うまく」と「あまりうまく」の中間的回答をしたものが他より丁寧であった

が穿回はほどんど差がなくなっている点に注昌される。

　　　　衰7－10冒上に敬語が使える程度と3指標平均段階

人数 丁寧さ段階 適応点段階 知識点段階

うまく使える

蜻ﾌうまく使える

?まりうまく使えない

､まく使えない

56

[7
P09

P10

2．89

R．03

≠√y

Q．76

2．86

R．05

＜G3

＜Gエ

a6エ

R．33

R．25

R．エ0

（注）　「無園霧」は本磁力、ら除いてある。

2）敬語に対する意見

　敬語に対する意見を求めた6項鼠について，それぞれの意見別に三つの指標

の平均段階を示したものが表7－1！である。

　まず丁寧さ段階について各意見との関連をみると，問207の「使うべきだ」・

「時・場合・根調による」と£使わなくてもいい」との問に有意差があり，ま

た問209の入称代名詞の使い分けでも「どちらでもいい」が他より丁寧さ段階

が低いという傾向が認められている。

　一方，知識点段階と意見の関連性をみると，丁寧さ段階と同じく問207と問

209で差がみられるほかに，間205でも差がみられている。つまり，問205で

はバイアスにしたがった意見である「減らした方がいい」の支持層は他より知

識点段階が低く，’特に「この意見はおかしい」という無勢的意見との間には1

％水準での有意差が認められている。
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　このように敬語意識項fiと三つの敬語指標との間に何らかの関係が存在する

ものもいくつか存在するが，全体としてはあまり強い関連性はないともいえ

る。結局，人々の敬語意識や敬語に対する意見は，実際の敬語行動や敬語に対

する知識の程度とは比較的独立したものとみるべきだといえようか。

　褻7－1t敬語への意見別の3指標平均段階

入数 丁寧さ段階 適応点段階 知識点毅階

209

入称代名詞は穣手
使い分けた方がいい 313 2．98 3．04 3．30

や場合ζよって

どちらでもいい・他

gい分けない方がいい

ユ7

V0

2．29

Q．沼

2．88
q
3
．
2
1

2．82
q
3
．
2
0

206

つけない方がいい 336 2．87 3．エ0 330
「お」をつけるζと

ものによる・他 64 3．09 2．86 3．08

203
昔の方がいい 三41 3．04 aoエ a25

敬語の使い方は 普も今も 49 3，06し 3．エ2 3．22

今の方がいい 130 2．♀3 3．エ0 3．29

207

家の中でも醤上や 佼うべきだ 80 ao5 2．94 3．40

年長者に対して 時・四諦・相手による 9工 3．エ0 3．05 3。留

V 》
敬語を 使わなくてもいい 220 2．79 3．エ3 3．07

205

敬語を使うと話が
減らした方がいい 四這 2．πr 3．08 2．99

一概に零えない 96 2．80 3．エ8 3．39

長くなる魁今後
今のままでいい 79 3．20 2．90 3．34

敬語は
この意見はおかしい ユ03 2．99 3．エ2 3．5エ

208

敬語を使うと上贔
盛んに債うべし 62 2．84 3。エ5： 3しエ8

一概に言えない ユ83 2．90 3，エ7’ 3．43

に聞える鴻今後
今のままでいい 64 3．エ0 2．95 3．30

敬語は
この意見はおかしい 78 2．88 2．92 出エ4

（注）＞IS20％水撃，〉は5％水準，〉は工％水雛で有意な差があることを明す。

　　表「liの「入数』の合欝が400を下まわる項鷺では「無国答」が除かれている。
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　丁寧さ段階，適応点段階，知識点段階といった敬語指標閥の関連性およびそ

れぞれの指標の特徴については前節でみたとおりである。ここでは，これらの

敬語指標（とくに，丁寧さ段階）と場面ごとの段階点との関係をいくつかの観

点から分析することにしよう。

　なお，この節では各潔癖をローマ数宇による番号で識別することにする。6．

ギ継続調査の結剰1）」で用いた名称とここでの番号の対応は以下のとおりであ

る。

　1：道教え，　9：電報用紙，　斑：荷物あずけ，　W：傘忘れ，　V：先生，

V王：電灯料，　W：国会議事堂，　畷：医者，　IX：席ゆずられ，　X：おつり，

超：傘貸し，X監魚つり

7．2．1．、場面ごとの敬語指標

　丁丁面ごとの段階点と丁寧さ段階および適応点段階・知識点段階の平均との

関係は表7　一12に示したとおりであるU

　了寧さ段階では，1から廼の各揚面の段階1に対応する平均段階は3．60から

4．73に分布している。段階2，農階3に対応する平均段階は2。37から3．11，

1．　08から1．82となっている。当然のことながら，各場面ともより丁寧な段階に

対応するす寧さ段階の平均の方カミ高い値を示している。前にもみたように最頻

値段階点は場面彊，XIIL）L外はすべて段階2であった。そこで，ごく大まかに言

って，段階2がその場面を代表したものであると給え，各場面段階点の平均と

丁寧さ段階の平均の順位を比較してみると表　7　一13のようになる。平均段階点

は平均点め低い方からの順位を示し，丁寧さ段階は平均点の高い方からQ順位

を示している。つまり，商者とも丁寧度の高い方からの順位を示している。ち

なみに，順位相関係数は一　O．　909と：負の高い値：をとっている。このことから，
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表7・一12各揚面段階点ごとの敬語指標

丁寧さ段階
ユ 2．． 3 4 5 簿 平均

適応点

ﾆ階i平均）

知識点

i階i平均）

工 ユ
2
3

一
3
8
2
5

一
6
9
ユ
2

　ユ

?０9

@9

1
8
1
2

9
3
5
ユ

ユ1

R32

S9

4．z3

R．α2

G．82

エ．73

R．25

Q．18

3．エ8

R3メ
Q．8メ

∬ 1
2
3

一
5
6
8

5
？
7
一

21

X8

H

40

S6

24

Q0

H

90

Q97

?０

3，≦珍

Q．65

G．60

2．48

R．3エ

G．30

a35
R．27

Q．90

遭 コ
L
2
3

2
3
エ
3
3

3
7
2
7

40

V7

S

59

Q6

p

34

?エ

[

ユ38

Q17

d

3．87

Q．60

G3メ

2．55

R．65

G．㌘

3．29

R．斑

R．30

w 1
2
3

1
3
4
3
0

7
6
7
7

28

X1

Q

26

U0

32

?３

94

Q65

R9

3．86

Q．82

G．28

2．28

R．52

G．85

3．32

R．28

R．ユ0

v ま
念
3

一
5
7
9

2
？
8
2

　5
?ユ６

3
8
3
一

ユ5

R0

p

25

R64

?１

4．24

Q．87

G．ユ3

2．00

R」9
G，27

3．エ6

R．28

≠n9

w ＝
L
2
3

一
2
3
4
2

2
7
1
8

ユ0

?０7

@4

40

S5

p

20

Q4

@

72

Q70

T4

4．08

Q．9エ

P．30

2．38

R．50

P．63

a44
R．27

R．02

顎 1
2
3

ユ
5
4
ユ
1

1
？
9
1

ユ2

?０9

ユ5

V0

23

Q2

δ2

R34

?２

4．エ2

Q．78

G．08

2．29

R．25

G．58

3．35

R．認

R．33

弧 1
2
3

8
4
0
1
8

ユ3

U9

70

TG

6工

Q5

42

R
一

194

?８7

?９

3．60

Q．37　　　．

��yエ．．

3．22

R．05

Dエ．42

3。3峯

R．2エ

R．05　．

謀 1
2
3

一
5
9
7
．

一
8
1
エ

　4
P14

@1

3
8
3
｝

23

Q2

30

R59

@9

。メ．63

Q．80

G，認

エ．63　　　．

≠Qエ

G。．V8

2．93

R．3エ

Q．78

x． ユ
2
3

一　　　、

?２

T3

1
6
0
2
1

41

X8

?７

ユ0

D72

@4

，22

Q1

Q己

37

Q63

X7

・4．43

R．エエ

?．77

エ．95

R．52

Q．29・己

3105

R．30

R．27

刃 1
2
3

1
2
1
4
4
．

2
6
8
1
1

　5
?０4、

?１．

20

U3

Q

24

Q1

`

52

Q77

U8

4．23

Q．98

G．57

2．02

R．48

Q．エ9

3．44

R．25　．

R。認

双． 工
2
3

｛
1
　
ド
．
6
4

一
4
7
8

㎜
2
5
9
6

｝
2
5
6
1
．

…
2
9
王
6

　0
W4

R15

一
3
．
9
2
2
．
6
4

一
2
．
5
0
3
．
2
エ

一
2
．
8
9
3
．
3
7全体 66　． 82 ユ21 86 45 4⑪0 2．91 3．06 β．27

（注）丁寧さ段階の各場獅ごとの命計が必ずしも全体と一致しないのは．「無圃餐」を除いて集潔したためである。．

　　適感点段階，．知識点段階の平均も了寧さ段階と撮様に無図箒の反応を除いてある。
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衰7－13場颪さとの平均段階点と丁寧さ段階の平均の順位

孤亙1口王W厭！XWV笈工X双
平均段階点 1　　2　　3　　4　　5　　6　　7　　8　　9　ユ0　11　12

段階点2に対する
囈Jさ段階の平均

12　1工　10　　7　　　9　　8　　5　　　6　　4　　3　　2　　　1

全体として丁寧度の高い揚面で丁寧な表現をする者より，金体として丁寧度の

低い場面で丁寧な表現をする者の方が高い丁寧さ段階を得る，言いかえれば合

計段階点が低くなるといえそうである。

　適応点段階は各揚面段階の最頻値のところで平均が一番高くなっている。

　知識点段階は各場面段階での平均の最高と最低の差が少なく，この数値：から

だけでは傾向をみつけることができない。

　これらの指標と平均段階点の順位との順位相関係数は，適応点段階0．152，

知識点段階一〇．258となり，ほとんど相関はみられない。

図7一・4・餐洗面における丁寧さ段階の分痛1

丁（
J：9

孤 皿 夏 顎 π 駿

さ段
段階
K） ユ　露　3 エ　　3　　3 工　2　3 工　3　3 工　2　3 工　2　3

ユ o ◎ ■ ● ● ②

3 o わ ■ o ● o

3 o o 9 o ◎ o
4 o o ● o ● o　　　．

5 o ● φ ● ● ρ　　・．

6 ■ o ◎ ● o o　　　＝L

@≧7 ¢ o ◎ ■ o o
8 ● ⑤ ■ 峨 o ①

9 曾 o ◎ o ● o
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ア．2．2．場面の総含的な分析

　これまでは！2の場面を個別にとらえて，それぞれの指標と段階点の関連をみ

てきた。ここでは！2の工面を総合的にとらえた分析を試みることにする。図

7－4をみてみよう。これは，伝統的な方法ではあるが，ガットマン（Guttman）

の尺度と呼ばれるものである。丁寧さ段階を改めて9段階に分類しなおした新

段階を作り，この段階ごとの各回颪での平均点数をプロットしたものである。

図で・印が左寄りにある揚面ほど丁寧さの度合いが高いことを示している。な

お，ここで用いた「丁寧さ段階（9段階）」は以下のとおりである。

　段階1　36～29点　　段階2　28～27点　　段階3　26点

　段階4　25点　　　　段階5　24点　　　　段階6　23点

　段階7　22点　　　　段階8　21点　　　　段階9　20～12点

　先の5段階の丁寧さ段階帯解，段階が高いほど丁寧である。

　図では丁寧さの度合いの高い順に左から右へ並べてある。この順位は，先ほ

どの平均段郷里の順位と非常によく似ている。ちなみに順位相関係数は0．909

と高い値になっている。図をみると，三面∬，靱あるいは曽爾V，王のように

鼠 Y 工 笈 x 皿

被調査者数

エ　2　3 工　2　3 1　2　3 工　露　3 工　2　3 1　a　3

o ● 嘩 o o o 45（エエ．3）

o o ● ● ● o 37（訊3）

o ■ ● o ● ● 49⑫3）

o ○ ● o ■ o 54（za切

● ● ● o ● o 67（16．8）

o ■ o ◎ ● ● 52（エaの

¢ ◎ ● ② o o 30（Zの

■ ● o o ● ◎ 34（＆切

。 o ■ ■ o o 32（＆の
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丁寧さ段階が高くなっても揚面の丁寧度があまり変わらないものがある。これ

らの揚面は，どのような入にも同じような丁寧さで話される場面ということが

できよう。なお，揚面懸では段蔭1をとった者がいなかったため高々段階2ま

でしかとりえない。・印が：右寄りになっているのはこのためである。

　次に，場面段階点，敬語指標に性・年齢・学歴といった基本属性を加え，数

量化理論第盃類によってこれらの項濤間の関連を調べてみよう。図7－5は王軸

と亘軸を描いたものである。図中，◎は属性項潰を表している。ローマ数字は

三面を表し，後に続くアラビア数字は段階点を示している。また，丁寧・適

応・知識はそれぞれ，丁寧さ段階（5段階）・適応点段階・知識点段階を表し，

後に続く数字はその段贈を示している。

　王軸負の領域には各場面の段階点1，つまり“丁寧”な反応が並び，正の領

域には段階点3，つまり“乱暴”な反応が並んでいる。丁寧さ段階は負から正

の領域に向かって段階が上がっている。したがって，1軸は丁寧さを表す軸と

いうことができよう。E軸には適応点段階がきれいに並んでいる。当然のこと

ではあるが，適応点段階の低い方が各野面で段階1や段階3をとり，E：軸：負の

各揚繭での段賠点2のグループの中に適応点の高い方が位置している。図7

6は1軸，皿軸を描いたものである。皿軸にそって年齢がきれいに分布してい

る。知識点段階は年齢が下がるにつれて逆に上がる傾向にあるが，段階5とも

なるともう年齢とは無関係になるようである。以上のように，丁寧さ段階，適

応点段瞭，（年齢・）知識点段階といった指標が各軸に対応してあらわれてきた

が，場面相互商の関係については今一っ鮮明さを欠いている。場面の分類を行

うためには，・別の要因を加えての分析が必要であろう。
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図7・一」「　各場颪と敬語指標のパターン労類（工軸・工工軸）
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図7－6餐揚面と敬語指標のパターン笏頚α軸・皿軸〉
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7．3．　社会生活項目と敬語指標

　6．3．「社会生活意識」では，被調査者の敬語行動と何らかの関係があると目

される社会的行動または社会生活意識を尋ねた諸項目について個別に分析して

きた。この節では，そのうち社会的態度および交際範囲に関する側颪をそれぞ

れ指標化し，その指標と7．1．「敬語指標と敬語意識」で作成した敬語指標との

関連性をみることにする。

7。3．1，社会的態度と敬語指標との関係

　本調査では被調査者の社会的態度をみるためにアンケートで10の質聞がなさ

れている（問17～20および問22～27）。個々の項目については6．3。4．と6．3．5。

で概に示したが，ここでは，まず項貝聞の関係からみてみよう。

　表7－14は各項貝のそれぞれの回答カテゴリーを数量化理論第皿類で分類し

たときの第王軸の数値である。この衰をみると，各項目で「保守的」な社会的

態度とみなされる意見はすべて負の値を得ている。一方，「進歩的」または「無

記入」を含めた中間的意見はすべて正の値となっている。したがって，ag　1軸

は社会的態度の「保守性一進歩性」を分離する軸だといえる（第9軸は，表

には示さなかったが，申間的意見とそれ以外とを区別している）。

　そこで，第1軸で負の値を取った各意見を支持した場合を1点，そうでない

二合を0点として各人の点数を算出することにした。この点数は表7－15のよ

うに0～10点に分布するが，段階の数が多くなりすぎるので以下の4段階にま

とめることにする。

　毅階1　0～2点　　段階2　3～4点　　段階3　5～6点

　段巨皆4　　7～10，点

　以降，この4段階を「社会的態度の保守性指標」（単に，「社会的態度指標」）

と呼ぶことにする。
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嚢7一・i4；社会的態度項鍔溺の数十化理論築II1類の第工軸の数値

勲の数値 入店 工軸の数値 人数

ユ8 23

メ 泣意しろと教える 一エ．981 62 お　だ 賛　　成 一ag82 ユ86

金　と

ン
こだわるなと教える α369 318

が教一　え

反　　　対 0，843 208

番　る

ツ
その他・無記入 α2震 20 大

切
その他・無詑入 ユ，2エ4 6

£G 24

総 行くべきだ 一エ．907 73 最上 賛　　成 一（λ847 20a
カ　に

理
本入の豫由 a5騒 312 の　た

?　っ 反　　　対 o，躍 ユ83

大 る

臣
行くべきでない・他 工283 ユ5 者

が
その他・無記入 エ，007 ユ5

ユ7 27

先
盈

そんなご臆な瞳講 一エ，070 1ユ9 社救
?　う

賛　　旗 一α5簿 238

が
悪 本鐵だと雷う 0，507 242 の　に

ｬ　は 反　　　対 エ．0エ2 123

い 乱
こ
と

その他・無記入 杁エエ7 39 を その地・無記入 α3エ6 39

22 25

卒 礼限揃る方がいい 一（λ759 210 当直 賛　　　成 一α492 314

頃ば
業 礼服はいらない α892 工75

の　か
瘁@り 反　　　対 工576 75

者電
式

その＝飽・無類入 α225 エ5 は　つ

揩ｪ
その他・無震己入 a298 ユ1

ユ9 26

世 従う方がいい 一〇．48エ ユ69 i親す 賛　　成 一〇．368 238
問 孝　た
の
し おし逆すべきだ α52エ 206 行れ

ﾎ　た 反　　　対 エ．7π｝ ユ23

き が
た
り

その他・無詑入 σ44エ 25 その他・無記入 2，98エ 39

（注）　質撒ヌニは1。2．3．を参還｛されたい。
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表7一一15保守性点数の分席

点数 0 ユ 2 3 4 5 6 7 8 9 ユ0 誉i噸

入数 　9

i2．3）

ユ4

i3．5）

31

iz8）

49

iエ2。3）

　68

iエZO）

74

iエ8．5）

57

ｿ4。3）

57

iエ4．3）

28

iス0）

12

i3．0）　　　「

　1

i0．3）

400

iエω．0）

裏7一一16　「社会的態度：指標」の分布

1 2 3 4 入曽 平均

律 26（エ5．6） 5違（32．3） 60（35：。9） 27（エ6．2） ユ67 2．53

女 28（エ2．0） 63（27：0） 7工（30．5） 71（30．5） 233 2．か

三〇代後単 ユ4（30．4） ユ9（4エ，3） 8（エZ4） 5（エ0。9） 46 2．09

20代 23（2エ．エ） 44（40．4） 36（33．0） 6（5．5） ユ09 2．23

30代 11（エ2．8） 26（30．2） 30（34，9） ユ9（22．エ） 86 2．65

40代 5（7．1） ユ7（24，3） 27（38．6） 21（30．0） 70 2．9X

50代 ユ（2．9） 7（20．0） ユ1（3エ，4） 16（45．7） 35 320
60代以上 o（一） 4（Z4） 19（35．2） 31（5Z4） 54 3．50

低学歴 15（Z8） 49（25．5） 69（35．9） 59（30．7） 1臼2 2．90

中学歴 27（18．0） 44（29．3） 46（30．7） 33（22．0＞ 150 2．57

高学歴 ユ2（20．7） 24（4エ．4） 16（2Z6） 6（エ0．3） 58 2．28

全体 54（エ3．5） 117（29．3） ユ31（32．8） 98（24．5） 400 2．6な

　表7－16は上記の手続きによって作成された社会的態度指標の全体および属

性別の分布表である。

　被調査者全体についてみると，社会的態度指標の平均は2．68であり，やや保

守的な意見に傾いているといえる。また，社会的態度を属性別にみると，いず

れの場合でも顕著な差が認められている。すなわち，性別では女，年齢別では

高齢者ほど，また学歴別では低いほど保守的な意見の持ち主の割合が多くなっ

ている。これは，前園調査の結果および各種の調査結果とも一致しており，一一一一・

般常識どおりの結果だといえよう。

　なお，属性別のAICは，年齢一75．71，年齢x性一58．27，年齢×学歴

一21．41，学歴一11．47，二一5，23であった。年齢が社会的態度を決定する最：大
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の要因といえる。

　次に，この社会的態度と敬語の丁寧さ・適応点および知識点の各酒焼指標と

の関係をみよう（表7畦7）。

　社会的態度と了寧さ段隠との関係については，前回調査では進歩的意見の持

ち主ほど敬語形式力汀寧であったが（前回の報告書268～269ページ），今回は

逆に保守的な態度の入ほど丁寧な敬語形式を用いるという結果となっている。

このように，2園の調査で態度と敬語形弐との関係が逆転していることの理由

は定かではないが，おそらく社会的態度を決定する最大の要因の差異が関与し

ているとみられる。すなわち，前圃調査では学歴が最も効いていたのに対し，

今回は年齢が最も大きく係っているといった違いである。

　一方，社会的態度と知識点段贈との関係は，丁寧さ段階の揚合とは反対に，

進歩的意見の支持者ほど知識点が高くなっている。これはうなずきうる結果だ

といえよう。ただし，表の最下段の知識点段階ごとの桂会的態度指標の平均値：

をみると，知識点段階1のグループに保守的意見の持ち主が多いことを除く

と，他はほとんど差はない。凄いかえると，知識点段階の高低からはその入の

社会的態度を予想しえないということである。まさに，逆は必ずしも真ならず

であるということである。

　また，適応点段階との関係についてみれば，最も進歩的な態度のグループが

他より適応点が高くなっている。つまり，このグ7Y一一一プはほとんどの場面で丁

寧でも乱暴でもなく中間的な敬語形式を用いているわけである。

　最後に，敬語意識に関するい

くつかの項目と社会的態度との

関連をみておこう。

　表7－18は敬語がどの程度使

えると思っているかとの関係を

示すものである。これによる

と，最も保守的な意見の支持層

に敬語が「うまく使えない」と

する痴女がやや多いくらいで，

褻7－19壮会的態度と家族どうしで敬語を

　　　使うか否かとの関係

（ときに）使う 使わない 二心

被
会
的
態
度

1
　
　
2
　
　
3
　
　
4

ユ1（20．8）

R5（30．4）

Q9（2a8）

?７（IZ9）

42（79．2）

W0（69．6）

X8（7Z2）

V8（82．エ）

53

P15

?２7

X5

平均 2．57 2，π 390
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全体としてはあまり差はないといえる。

　また，家族どうしで敬語を使うかどうかとの関係をみると，表　7　一19のよ

うに「（ときに）使う」人の割合はやや進歩的な意見の持ち主に多く，一番保

守的な層で最も少なくなっている。これは一見矛盾した結果のようであるが，

保守的な意見の支持者に高齢者が多いことを考えると当然の結果だといえよ

う。

　一方，家の中でも目上や年長者には敬語を使うべきかどうかを尋ねた項囲で

は，保守的な態度の持ち主ほど「使うべきだ」という意見が多く，進歩的な層

ではr使わなくてもいい」という意見が多くなっている（表7－20）。

　もう一つ，昔と今の敬語のどちらを支持するかについてみよう。ここでも表

7　一21にみられるように，進歩的な屡は「今」の敬語を支持し，保守的な層は

表7－20社会的態度と家の中でも馨上に敬語を
　　　　使うべきか否かという意見との関係

使うべきだ 時・場合による 使わなくてもいい 人数

社
会
的
態
度

縛
よ
　
　
2
　
　
3
　
　
4
一

8（エ5の

?９（エα7）

Q8（2エ、5）

Q5（26；6）

ユ2（2a6）

R1（27：2）

R1（2＆8）

?７α8．エ）

33（62，3）

U4（硲エ）

H1（5盈6）

T2（55し3）

53

P14

?３0

X4

平均 2．88 2．58 2．65 39エ

袈7－21社会的態度と昔・今の敬語の支持との関係

普の方がいい 昔も今も 今の方がいい 入門

社
会
的
態
度

ユ
　
　
2
　
　
3
　
　
4

ユ5（40．5）

R1（35；6）

S8（45；3）

S7（5a2＞

3（8．エ）

?４（エ猷エ）

?７（エao）

?５α6．7）

ユ9（5x．4）

S2（4＆3＞

S1（3＆7）

Q8（31。エ）

37

W7

P06

X0

平均 2．即 2．90 2．60 320
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r昔」の敬語を支持するという予想どおりの結果となっている。

7．3．　2．交際範囲の広さと敬語指標との関係

　ここでは交際範囲の広さを尋ねた4項匿（アンケートの問14）について，7．

3。1．と同じ方法で検討する。

　表7－22は4項揖の各回答カテゴ

リーを数星野理論第皿類で分類した

ときの第王軸の数値：である。この表

から，第1軸は交際範囲の「広い

一一ｷい」を区分する軸だといえる

（第∬軸は表に示さなかったが，「無

記入」および中間的回答とそれ以外

とを区別している）。

　そこで，第1軸で最：も大きな数値：

を得た回答をそれぞれ1点として計

算し，合計点をもってその入の「交

際範囲指標」とする。書うまでもな

く，点数の高いものほど交際範囲が

広いわけである。ただし，この点数

・は本来0～4点の5段階に分布する

ものであるが，4点の入門が11人し

かないので，3～4点をまとめ4段

贈とした。

　表　7　一23は交際範囲指標の全体お

表7－22交際範囲項目別の数壁化頂点
　　　　の第工軸の数値

工軸の数液 入数

工4一工

出席する方 エ．8ヨ5 73

公 普　　通 一〇．067 ユ27

式

会
出席しない方 一ζλ709 182

合 無記入 0．2α～ ユ8

工4－2

好　　　き エ，401 ユ34

宴
会

普　　灌 一α4π｝ 191

流 き　ら　い 一エ．485 66

行 無記入 aα雇 9

工夷一3

議しかける 二550 ユ08

汽
車 黙っている 一α6z8 282
の

串 無瓢入 0，698 ユ0

工4卿凄

広　　　．い 2，0エエ 59

交
際 普　　　逓 α094 240

範
圏 狭　　　い 一工399 ユ01

G注）　1交際範観「魯瓶」のt｛1には「無寵入』1名を含む。

よび属性別の分布状況である。これによると，交際範囲が広いのは，男，高年

一齢層，高学歴層となっているが，いずれも有意な差をもつものではない。ま

た，属性問のクロスでみても際立った差は認められていない。これは前鳳調査

く報告書の58～60ページ）でも同じであり，交際範囲の広狭には性・年齢・学
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表7・・23r炎際範囲指標」の分窟

工 2 3 4 人数 平均

勇 66（39．5） 49（29．3） 32（エ9。2） 20（エ2．0） 167 2．（雇

女 ユ16（49．8） 67（28。8＞ 28（エ2．0＞ 22（9．4） 233 エ．8エ

ユ0代後半 23（50．0） 15（32．6） 6（エ3．0） 2（4．3） 46 エ．72

2G代 60（55．0） 25（22．9） 18（エ6．5） 6（5．5） 109 エ．z2

30代 40（46．5） 28（32．6） 12（エ4．0） 6（ZO） 86 ユ．8エ

4G代 29（4X．4） 21（30．0） ユ0（エ4．3） ユ0α4．3） 70 2．0エ

5G代 ユ3（3冗エ） ユ2（34．3） 6（エzエ） 4（エエ，4） 35 2．03

60代以上 ユ7（3エ．5） 15（2Z8） 8（エ4，8） ユ4（25．9） 54 2．35

、低学歴 88（45。8） 56（29。2） 25（エ3．0） 23（エ2．0） 工92 エ．9ヱ

ゆ学歴 69（45．0） 47（3エ．3） 23（エ5．3） 1工（Z3） 150 エ．84

窩学歴 25（43．エ） ユ3（22．4） 12（20．7） 8（エ3．8） 58 2．05

全体 ユ82（45．5） 116（29．0） 60（エ5．0） 42（エ0．5） 400 エ．91

歴といった社会的属性はほとんど関係がないといえよう。

　次に，交際範囲の広さと三つの敬語指標との関係をみてみよう（表7　一24）。

　交際範囲の広さと敬語形式の丁寧さをみると，交際範囲指標3のものの丁寧

さ十階が最も低く，これから離れるにつれて丁寧さが増している。この傾向は

適応点段階の揚合にも表れ

ている。

　一方，知識点段贈との関

係をみると，差は小さいが

交際範囲の広いグルーフ。の

方が敬語の知識が高いとい

ういわば常識的な結果とな

っている。

　最後に交際範囲の広狭と

敬語が使える程度との関係

を示そう。

表7・一26i交際範囲と社会的態度の相関表

凝会的態度
工 2 3 4 計 平均

交
際
範
囲

1
　
　
2
　
　
3
　
　
4

28

H6

U
4

6工

R2

?８

U

58

S0

?９

H4

35

Q8

?７

G8

ユ82

?ユ６

U0

S2

2．70

Q・691

Q．鮒：

R．エOl

君卜 54 ユ17 ユ31 98 400

平均 エ．74 エ．忽 工92 2．エ8
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　両者の関係は表7－25のように，交際範囲が広がるにつれて敬語が使える方

向に傾くという予想どおりの結果となっている。

　なお，この節で扱った社会的態度指標と交際範囲指標との関係は表7－26の

とおりである。

　＜付記＞

　AICとは，統計数理研究所の赤池弘次氏により考案された「情報暴規準」（Akaike’s

．laformation　Criterion）のことである。これは，時系列データの解析の中から生ま

れた統計量で，言語データのような質的データの分析にも威力を発揮するものであ

る。従来，クロス表の分析はZ2検定などによっていた。　しかし，　AICを用いる

と，z2検定では処理できなかった二つの表の比較が可能となり，自由度，危険率の

違いによりいちいちZ2分布の表と照合する必要もなくなる。　A夏Cの詳細については

下記の文献にゆずるが，その特徴を簡単に述べると以下のようになる。AICの値は数

値が小さい程情報蚤が多く，正の値をとる場合は2要因の間には関係がない（独立で

ある）ことを意味している。例えば，ある要因について，性，年齢，学歴とのAIC

を求めたところ，性は一11，年齢は一3，学歴は2であったとすると，年齢より性と

の関連の方がかなり強く，学歴は無関係ということになる。なお，本書でのAICの

誹算に際しては，統計数理研究所の坂売血行氏，桂康一氏作成のプログラムを使わせ

ていただいた。ここに感謝の意を表する。
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赤池弘次　1976情報量規準AICとは何か（『数理科学誘No．153，　P．5～P．11）

赤弛弘次　1979統計的検定の憂しい考え方（『数理科学』N◎．198，P．51～P．57）

坂元慶行　1981カテゴリカルデータの解析（r数理科学』No．213，　P．24～P．29）

坂元企行　1981カテゴリカルデータにおける変数選択一プログラムCATDAPを

　中心に一（『統計数理研究所彙報』第28巻第1号，P．135～P．155）

Koulchi　Katsura，　Yoshiyukl　Sakamoto　1981　CATDAP，　A　CATEGORICAL

　DATA　ANALYSIS　PROGRAM　PACKAGE　（“COMPUTER　SCuagVCE
　f｝4／ONOGRAPHS｝’　No．　14）

坂i元慶行・石黒真木夫・北川源四郎　1983　準躊報量統計学護　共：立出版
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8 バネノレ調査の結果

8．1。場面と敬語段階

8．1．1．　；場面の丁寧さの順

　パネル調査では，被調査者はすべてで185人であった。この被調査者はサン

プリングによって得られたのではない，という点は常に考慮に入れておかなけ

ればならないが，この点を留保した上で，6。1．「場面と敬語段階」で述べたも

のと間じ観点から表8－1を作ってみた。

　これによると，丁寧さの順位では，前回調査の順位との順位相関係数は0．964

であって，かなり一致しているといえるであろう。またこれは，今回の継続調

査での3段階方式による順位との相関係数では，0．951であり，これも一致し

　嚢8一一1感電の丁寧さの瓶位（3段階方式）

段 階　　点
荊回調査 今國調査の

1　　2　　3 入数 平均点分散 瀬位 の瀬位 衷6－1のJI剛立：

医者 100　69　ユ6 ユ85 エ．5ゴ6　0．4209 ユ 工 工

；荷物預け 66　86　33 ユ85 エ．822　0．5031 2 3 2

傘忘れ 49　ユユ2　24 ユ85 1．365　0．3764 3 2 4

電報用紙 27　ユ52　　5 184 エ．880　0，ユ595 4 4 3

議事堂 27　ユ49　　6 182 エ．885　0468エ 5 6 5

先生 29　ユ43　12 ユ84 エ．9076　0．2エ43 6 7 8

席ゆずられ 25　ユ52　　8 ユ85 エ．908エ　0．1699 7 5 6

傘貸し 26　ユ21　38 ユ85 2．065　0．34エ7 8 9 9

電弐丁料 ユ4　ユ38　33 ユ85 2．ユ03　0，2435 9 8 7
▼

おつり ユ6　ユ25　44 ユ85 2．エ5エ　0，30エ5 ユ0 工0 ユエ

滋教え 4　ユ47　32 183 2，エ53　0．の37 ユ1 ユ1 ユ0

魚つウ 0　48　工37 工85 2．ス質　　0，エ9エ4 工2 工2 工2
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裏8－2　揚面の丁寧さの順位（5段階方式）

段 階 点
表8－1

1　2　　3　　4　　5 人数 平均点分散 瀬位
のJI一位：

席ゆずられ 28　47　83　19　　8 185 2．632　0．9997 1 7

医潜 20　77　47　24　17 185 2．68エ　エ．2442 2 工

議事堂 ユ9　42　90　24　　7 182 2。79エ　0。＆3偲 3 5

荷物預け 45　25　59　25　31奪 ユ85 2．849　1．8907 4 2

先生 27　13　ユユ6　16　ユ2 ユ84 2．853　0．9＆38 5 6

傘忘れ 33　ユ8　62　48　24 185 3．065　ユ．5850 6 3

電報用紙 4　27　53　95　　5 ユ84 3．380　0．π魂0 7 4

道教え 4　36　60　5G　33 183 3．393　エ，ユ242 8 ユエ

電一丁目 4　ユ8　96　34　33 185 3，4α》　0．92エエ 9 9

傘貸し ユ9　7　54　66　39 185 3．535　エ．3623 ユ。 8

おつり 9　6　63　67　40 ユ85 3．665　エ．0エ2気 11 ユ0

魚つり 0　3　11　39　132 ユ85 4．622　0．4502 i2 ユ2

ているといってよかろう。

　揚面ごとでの差をみれば，壮者」と「荷物預け」との問，また，「道教え」

と「魚つり」との間といった，一番丁寧であった場薗，一番乱暴であった面面

が，その一つ隣の丁寧さの揚面との問に，1％の危険率で有意差があり，「席

ゆずられ」と「傘貸し」との問は5％の危険率で有意差がある。

　5段階方式による段階での結果を表8－2に示す。この順位と，3段階方式に

よる結果との順位相関係数は0．727であり，他のものに比べてあまり高くない。

表6　一2でみた順位相関係数はこれよりも高いが，それも他のものに比べると低

いので，3段階方式と5段階方式との違いは相当大きいとしなければならな

い。継続調査の方の5段階方式の結果との順位相関係数は0．923となることか

らもこのことはいえる。

　もっとも著しい差は「席ゆずられ」で，3段階方式で順位7であったもの

が，5段階方式では1位となっている。これは表6－2によっても，継続調査の

方はこの場衝は3段階方式6位，5段階方式3位であって，どちらも5段階方

式の方が順位が上になっている。

　このことについては，継続調査の方の表6魂によると，r電報用紙」の揚面

が二つの方式によって違いが最も多くなっている。3段階方式3位，5段階方
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式8位であった。この「電報用紙」は，パネル調査の方では，3段階方式4

位，5段階方式7位であった。いずれも5段階方式の方が下位となっている。

　以上の二つの揚面が，二つの方式で大変違うのは，その段階づけの方式の違

いによると思われる。このことを一つ考えてみることにしよう。

　「席ゆずられ」の揚合は一つには，5．2．F段階づけの方法」で述べたように，

「お～になってください」を5段階方式の段階2としたために，「おかけになっ

て（い）てください」がここに評佃され，3段階方式の段階2のうちの相当数が

ここに位置づけされて，全体として段階点の上から丁寧になったと考えられ

る。さらに一つには「医者」が3段階方式では段階1がこの場合100あったの

が，5段階方式では段階1が20，段階2が77と，合わせても97であって低くな

ったことがあげられる。これは5段階方式では段階1，2になるためには「お

～になって」のように「お～」の形が要求されているが，3段階方式ではこの

点が比較的ゆるやかであったためである。この結果として「席ゆずられ」が一

番丁寧な場爾となったのであろう。

　「電報用紙」も大体「ください」にあたる語形によって順位が下がったこと

は「医者」の二面と二様である。

　「傘忘れ」r傘貸し」の場颪も，「お～になる」が関係して，5段階方式の方

が順位が下がっている。

　表8－2では，「おつり」と「魚つり」，「傘忘れ」と「電報用紙」の聞が，前

者はエ％，後者は5％の危険率で有意差がある。

　「先生」の場薗は表8雪によると，段階3が圧倒的に多く，その他が多くな

いので，ごく普通の丁寧さで話される場颪であると言うことができる。表8－1

では必ずしも段階2が他の場面より一番多いというわけではないが，継続調査

の方では表6－1，表6－2ともそれぞれ中間の段階が各揚面目一番多くなってい

るから，この傾向はかなり強いといっていいであろう。

8。1．2，社会的要因別の場面の丁寧さの順

　まず，性別について，図6－5，図6－6と同じ考えで，図8－1，図8－2を作っ
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てみた。

　図8－1によれば，：男女差の著しいものとしては，図6づによるものと「おつ

り」を除いては同様である。男女差の少ないものとしては，これも図6　一5とほ

とんど嗣じであるが，下の図8－1では「電報用紙」が新しく加わり，しかもこ

れが最もi差が小さくなっている。

　図8　一2と図6－6とを比べてみると，特に男の揚合どちらも7位と8位との間

にやや段差が見られ，あとは最も丁寧な！位と，最も乱暴な12位とを除けば，

なだらかに右に行くにしたがって下向している。図6－6では7位「先生」，8
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図8－2それぞれの順位による
　　　丁寧さの比較（性i別〉

位「道教え」であったが，図

8－2では7位「傘忘れ」，8位

「傘貸し」であって，全く一致

していない。偶然ではあろう

が，この事実を指摘しておく。

　図8－2と図6－6との比較でも

う一つ気づくことは，パネル調

査，すなわち図8－2の方は，男

の線が，　1位と12位とを除くと

いずれも了寧さの平均段階が低

くなっている。

　パネル調査の被調査者は書う

までもなく，年齢は30代後半以

上であり，この点が継続調査の

被調査者とは違う。ここに男が

パネル調査では乱暴になった理

由があるのであろうか。例えば

男の中年以上は乱暴なことばを

使うことがこれでわかる，とい

うような。

　しかし，これについては
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6．1．2．「社会的要因別の二二の丁寧さの順」でむしろ高年齢の方が丁寧ではな

いか，と述べておいたことと一致しない。ただ，性×年齢別の結果が今のとこ

ろ出ていないので，はっきりとはしない。年齢が効いている可能性がないわけ

ではない。

　もう一つ考えられる理由としては学歴別構成の差というものがある。継続調

査の揚合，被調査者は低，中，高学歴の順に全体の，48．0％，37．5％，14．5％

であったのに対して，パネル調査の方はそれぞれ，65．9％，23。8％，10．3％で

あった。すなわち高齢者であるために，学歴も低いのである。しかし，以上の

学歴の構成比は男女を含んだものである。しかし，図8瑠の女の線は，ec　6　S

の女の線とほとんど同形線である。したがって，男の低学歴はことばが乱暴

だ，ということになろう。6．1．2．では，三舎すると学歴が高いほど丁寧である

といえそうであることを述べておいた。ここでも性x学歴の数値がないのでは

っきりはしない。

　表8－3は，各揚面が，年齢階層別，学歴別に，何位であったかを示したもの

である。この表を作ったのは，この章では図6－8，図6　一9の方式ではなくて，

図8－2の考え方によって，図8－3，図8－5を作ったからである。これがない

と，何位とあっても具体的な揚面名がわからない。前にも述べたように，平均

　　　　裏8－3　；揚〕面の丁寧さの順位（年齢溺。1挙歴i溺）

年　　齢 学 歴

30代 4G代　50畿 60代 70代 低　ホ 喬

道教え ユ。 8　　　9 ユ1 ユ1 工1　9 8

電報翔紙 2 5　　　3 7 2 3　5．5 4

三物預け 3 2　　　4 3 5 4　　3 3

傘忘れ 8 3　　　2 6 8 7　　3 工

先生 7 7　　　7 2 6 2　7 9

電灯料 6 9　　工G 9 工G 9　8 10

議事堂 4 4　　　5 5 4 5　4 6

医者 1 ユ　　　エ ユ 工 1　1 2

席ゆずられ 5 6　　　6 4 3 6　r5．5 5

おつり 9 ユ1　　ユエ ユ。 9 工⑪　ユ1 工1

傘貸し 11 ユ0　　　8 8 7 8　1G 7

魚つり ユ2 12　　ユ2 ユ2 ユ2 ユ2　ユ2 ユ2
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段階点が岡じときは，仮に分署

の小さい順に順位をつけたが，

表の中学歴のところで5．5とあ

る二つは分散も岡じであった。

ただしpa　8－5では今までと同じ

考えで位置を決め，5．5のとこ

ろは位置を決めなかった。図

8－3によると，70代を除いて，

多くの揚合は年齢の高いほど丁

寧である，ということになる。

例外は2番貝と11番爵とだけである。両端の一つ内側だけが例外となるわけで

ある。40代の線は30代の線よりすべてで上に出ている。すなわち，より丁寧で

ある。また，50代の線は40代の線よりすべてで上に出ており，60代の線は50代

より11番目を除いてすべて上に出ているのである。

　こうして，この限りでは，前回報告書の270ページに「どちらかというと年

長の方が了寧な傾向にあるように思われる」と漠然と，あるいは遠慮して述べ

たよりは，はっきりしているようである。

　上の結果によると70代は傾向を破っているのでこれを除いて，あとの年齢層
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図8－4　tSl　1の丁寧さの比較（年繭筋の

　　　（3毅階方式）

について図6－8に対当するもの

を作り，図8－4とした。

　図6－8で年齢差の小さいもの

としてあげたものは，この図

8－4では，「道教え」を除いて

すべて差カミ大きくなってしまっ

たし，逆にpa　6－8で年齢差の大

きかったもののうち「電報用

紙」「電灯料」「傘貸し」などは

図8　一4では差が小さくなってい

る。後者については理由があ
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り，図6　一8で「電報用紙」は10代が上に，「電灯料」では10代・20代が上に，

「傘貸し」では一ドに出ているが，図8－4では10代・20代というのがないのであ

るから，差が小さくなったと考えるべきである。

　図6－8で必ずしもはっきりしなかったことで，下の年齢層を切ることによっ

てこの図8－4ではっきりしたことは，高齢ほど丁寧であるという傾向が「医

者」「傘忘れjr議事堂jr先生」「席ゆずられ」「傘：貸し」「魚つり」の7揚面で

あることである。これらの場藤は，「傘貸し」がちょっと知っている程度とい

うのを除くと，すべて知らない入かあるいは知っていてもずっと員上の人であ

る，ということである。蕩い年齢の入はこのような人への話は丁寧にすべきで

あるとしてそのように行動していることをうかがわせる。

　特に「先生」では，図6　一8でも，高齢の二つの年齢層が上に出ていて，あと

は一団となっていたのであるが，全体としては必ずしも丁寧ではないこの場面

に関しては，高齢の人ほど丁寧に君うべきであると考え，そのように行動して

いることを示している。

　その他の5場面では「荷物預け」を除くと，年齢差の小さいものであり，ま

た「道教え」を除いてはおそらく顔見知りと考えられる揚面であることを指摘

しておく。「電灯料」「おつり」は相手が間違った揚薦であり，頭で行動するな

らばあまり丁寧でなくてもいいと考えられる揚薦である。

　次に学歴別では，図8略によ

ると学歴の高いほど了寧なのは

12の揚心中8揚面である。7番

自の場面は低学歴が平均段階点

1．951，中学歴1．932，高学歴

1。947であってこの7場面の中

には入らない。

　同じ場薗での比較では図6－9

によれば，9場面で，学歴の高

いほど丁寧であると出ている

が，この図8－6では「荷物預
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。これを学歴が高いほど先生への尊敬の度が低いため，

うわけにはいかない。図6　一9では，「先生」の場面も他の多くの場面と同様

学歴が高いほど丁寧と出ているからである。

学歴での差が大きいものと小さいものについては，図6－9の場合と多少の食

違いがある。図8－5ではどの学歴層でも線は安定して右下がりであるのに対

て，図8　一6では高学歴が最も安定性を欠き，中学歴がそれに次ぎ，低学歴が

番安定しているのは，この被調査者数と関係h9あるように思われる。

以上によって，学歴と了寧さとの関係についてここでこれ以上触れるのは適

でないように考える。

」「傘忘れ」「電報用紙」「席

ずられ」「傘貸し」「おつり」

道教え」の7場面であり，こ

点では，了寧さを支配する要

としては学歴はパネル調査で

方が弱いようである。これ

，あるいは中・高学歴，特に

学歴が少ないことによるゆが

とも考えられる。

逆にこの図8－6の揚合，学歴

高いほど丁寧でないように出

いるのは「先生」の場面であ

　　　　というように直ちに

．1．3，場面ごとの前回と今回との比較

次には，パネル調査の被調査者から得られた結果について，耳払ごとに，前

と今回とを比較してみよう。

表8－4は，まず，場薦ごとに今回調査と前回調査との平均段階点を示したも

である。この表で人数が最大180人となっていて，8。1．2．までの185人と違う

は，パネル調査を受けた185人のうち5人が，前回のこの場面での発話の調
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義8－4　20年前との場菰の丁寧：さの比較

今翔調査 講回調査
算数 今回一腹回 有意i叢

平均分散 平均分散

医者 ユ．533α4044 エ。589　（ゐ33エ0 正80 一α056

引物預け エ．822　0．50エ7 二850　α3エ〔躍 180 一〇，（λ28

傘忘れ エ．8怨0．3628 工？940．3744 ユ80 0．08メ

竃報用紙 工紹1　0．ユ498 二859（λエ7器 ユ77 猷022

議事堂 エ．893　（九エ636 工90話0．エ659 ユ77 一α0エエ

先｛生 工899　α2145 工92エ　αエ286 178 一α022

席ゆずられ エ，9エエ　αエ699 エ．8エ70483エ ユ80 α09メ

：傘貸し ao670．3400 工9Z2　α2826 工80 α095

畿灯料 2．エα7（Z23爆 2．（卿（λ鋤6 ユ80 0，エ00

おつり 2。エ62α28エ0 2．067「α29Z2 ユ79 α095

避教え 2認65a1甜エ 2．097αエ344 ユ75 α059

魚つり 2．744　0．エ902 2．500　α3056 ユ80 ぴ2纒 あり

査を受けていないため，集計から外したことによる。比較の性質上，180人の

中でも，今回か前國，どちらかで無回答があった揚浜は集計からこれも外して

ある。これが，必ずしもすべての揚面で「入興」の欄が180人でない理由であ

る。このため，この表と表8－1の結果とは多少違っている。

　この表では，今回調査の丁寧な順に並べてある。この順序は表8－1の順序と

全く同じである。前回調査のこの表での丁寧さの順位との順位相関係数は

0。916であり，かな！　esい一i致である，といっていいであろう。

　表のなかで「今回一前園」というのは，今園の平均段階点から，前回の平均

階段点を引いたものである。プラスならば数値の大きい方が，今回はより乱暴

になったことになるし，マイナスならば今回の方が丁寧になったことを示す。

この二つの調査の問の有意差は一番乱暴なr魚つり」にしかみられない。しか

も，これは実は前回は「物売り」という場面であって，同じ揚衝とはいえない

ものである。

　「今回一前回」の欄を見ると，概して半分以上のところにマイナスがみられ，

半分以下のところは全部プラスである。ということは，前回に比べて今回は，

丁寧な揚面ではより丁寧に，乱暴な場面ではより乱暴になったわけで，この点

からいえば，使い分けがうまくなった，ということができよう。
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裏8－5　四つの場面での荊回と今回との晒竹点の相関表（3段階方式〉

葡囲段階点

医者
三　2　’3 辞

今
河
段
階
点

1
　
2
　
3

5Q　47　1

Q8　35　5

S　8　2

98

U8

?４

計 82　90　8 180

前回段階点
席ゆずられ

1　2　　3 詩

今
同
段
階
点

1
2
3

8　16
Q8　ユ20

@　5　3　　1

24

?４8．

W

羅 36　141　3 ユ80

前國段階点

先生
1　2　3 詩

今
回
段
階
点

1
　
2
　
0
り

12　17
V　エ29　2

@8　3

29

?３8

P1

掛 19　ユ54　5 ユ78

前回段階点
魚つり

エ　2　3 詐

今
回
段
階
点

1
2
3

3　32　11

Q　48　84

0
4
6
ユ
3
4欝 5　80　95 工80

　以上は段贈点の平均を計算した結果についてみたのであるが，次はそのもと

になった各誌爾ごとの前回と今回との相関表について考えてみることにしよ

う。

　まず，12揚面すべてを表示するのは省略して，一番了寧だった「医者」，一

番乱暴だった「魚つり」と，申問的であった「先生」r席ゆずられ」の計4場

表8－6各場樹の相闘係数およびκ2検定の数値表

麹開係数 κ2 乃（x2nd2　N）

医者 aエ892 ＆9995 」0一．05

荷物預け 0」3095 23」7678 。0エ～

傘忘れ α4292 4＆0058 ．0エー

電報用紙 a2945 27：5：エ82 ．0エ～

議事裳 αエ605 エ54π0 ．0エー

先生 α4594 5≦λ6277 ．侃一

席ゆずられ α2540 6£0397 ．oエ～

傘貸し a2930 ユ£8293 ．0エー

電炸料 α3偲3 詔．5z67 ．0エ～

おつり （λ2328 2Z。2905 ．oz一

道教え α2侃8 Z6678 ．20～．エ0

魚つり α3459 2エ．646エ ．0エ～

面についての相関表を表

8－5として示そう。そし

て，これらについて，相関

係数を算出し，またZ2検

定をしたので，その数値を

表8－6に示す。この表で見

ると，相関係i数ではあまり

相関度は高くないようであ

るが，Z2検定では，ここ

は自由度は4であるが，前

回と今回とは独立でない，



と断定しても，問違いをおかす

危険は，「医者」および「道教

え」の二つの場面を除いては1

％以下である。

　次に，性・年齢・学歴の三つ

の社会的要因について，前圃と

今回とを比較してみよう。

　まず，性について，図8－7を

作った。この図から，女の方が

前回と今回との差が大きく，今

回の方が乱暴になった，という

ことがわかる。12場薦のうち，

ユ。5

2．0

3，0

s
s
s
N
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　級祷傘電議先席配電お道魚
　讃『物忘報事生ゆ貸灯つ教つ
　　i預れ謂堂　　ず　し料り　え　り
　　　け　　　　　　　　　ち　　　　　紙
　　　　　　　　　れ，
図8－720年前との場薦の丁寧さのエヒ較（性測）

女は4歯面で今回の方が丁寧になっており，男は3場薦で丁寧になったが，男

の場合，他に2揚面で，前園と幽く同じ平均段階点であった。男の場合はその

3揚面すべてで，女の場合は4場面中「医者」を除いて，今回が丁寧だとはい

ってもそう大きな差があるわけではない。ここで，一般的傾向としては，20年

間に丁寧ではなくなった，とはいえるであろう。

　以上のことはもう一つ別の見

方をするならば，前回の男女差　1・5

よりも今回の男女差の方が小さ

い，ともみることができる。こ　2’o

の一般的傾向に反するのは「医

者」「荷物預け」「議事堂」「先

生」の四つの場面である。

　　　　　　　　　　　　　　3．0
　年齢については，図8－8～

図8　一10に示した。性別の方は

男女の丁寧さに差があり，線が

交錯しないので，1枚にまとめ

たが，年齢は，線が分離しがた

嵐
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レインジは前回よりも今回の方が拡大したことになる。また，「おつり」の三

面は最も高齢の60代以上のグループのみが今回丁寧になっており，他の二つの

年齢層では逆に乱暴になっている。

　一方，「道教え」の揚薗では，50代以降は今回の方が乱暴であり，30～40代

は今回の方がより了寧になっている。他の2場面，つまり，「荷物預け」と「議

事堂」では一定の傾向は認められていない。

いので，30～40代，50代，60代

以上の三つのグループに分けて

示した。

　これらの図を比較していえる

ことは，前回，今回とも，年齢

の高いほど丁寧である，という

傾向であることは確実といえ

る。

　各年齢層とも，今回の方が前

回よりも乱暴になった場面は，

「傘忘れ」r電報用紙」「席ゆず

られ」「傘貸し」「電灯料」「魚

つり」の6場面である。

　残りの6三面のうち，「医者」

およびr先生」の2場面では30

～40代だけが今回の方がより乱

暴で，50代以降は今回の方がよ

り丁寧になっている。つまり，

丁寧に言うべきだ，と意識され

る両場面に対しては高年齢層で

今回の方が丁寧になったのであ

る。この結果，この両揚面での

年齢差による丁寧さの度合いの
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　三つの年齢層のそれぞれで，今回の方がより丁寧になった場面の数をみると

30・40代は12場面中2揚薗，50代は同3場颪，60代以上は同4場面（他に1揚

颪で前回と今回とが等しい）となっており，年齢が上昇するにつれて丁寧にな

った場面i数が多くなっている。

　三つの年齢層を比べて，年齢が高くなるにつれて前回も今回もともに丁寧さ

が増すのは，「荷物預け」「議事

堂」「先生」「席ゆずられ」「傘1・5

貸し」「おつ1）」「魚つり」の7

凹面である。また，「医者」の2・0

今回，「電灯料」の今回，「道教

え」の前回もそのようである

が，逆に，若いほど丁寧だとい

　　　　　　　　　　　　　　3．0う場面は前回・今回とも一つも

なかった。したカミって，高齢者

抵ど丁寧だということはここで

もいえるようである。

　学歴別について，年齢別と同

じように図8　一11～図8－13を作

った。これらの図を比較する1・5

と，低学歴は多少乱暴である

　　　　　　　　　　　　　　2．0が，中・高学歴での差はあまり

ない，ということがわかる。も

　，、　　　，凋L
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は今回の方が乱暴である。図で

は今回の方が丁寧であったのは

低・申学歴は3場薦であるが，

高学歴は5揚爾であ！，その

他，岡じだったのが5二二であ

って，前回の方が丁寧だったの
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は2場面にすぎない。少なくと

もこの限：りでは，高学歴だけは

一般的傾向からは外れているわ

けである。

　なお詳しくみると，各学歴層

とも今厩の方が乱暴なのは「荷

物預け」と「おつり」との2場

面だけである。両方とも通いつ

けの店というものである。低・

中学歴では前園の方が丁寧であ

ったのは「傘忘れ」「電報用紙」

「席ゆずられ」「傘貸し」r電灯

料∫「道教え」「魚つり」の7揚薦におよんでいる。これらによって，上に述べ

た，学歴が高い方が丁寧であるという傾向がうかがえるのである。

　逆に今園の方が丁寧だったのは「医者」「議事堂」の2場面であって，低学

歴と中学歴とでこのようであり，2揚重とも高学歴では前回も今回も同じ丁寧

さであるから，傾向としては，これらは今回の方が丁寧であった，というもの

に入る。

　「先生」の場面は非常に特殊であって，低学歴では今回の方が丁寧であり，

中学歴では前回と今團とが同じ丁寧さであり，高学歴では前回の方が丁寧であ

った。すなわち，学歴によって，現れ方が大いに違っていることになる。平均

段階点で，前回は低学歴1．933，中学歴i1。905，高学歴1．822と学歴が上がるに

つれて丁寧になったのに反して，今回は，低学歴1．882，中学歴1．905，高学歴

2．000と学歴が上がるにつれて乱暴になったのである。

　以上のように，高学歴ほど乱暴になる，というのは，上記のもののほかは前

回の「魚つり」（すなわち「物売り」）にすぎない。普通は高学歴になるほど丁

寧になるのであって，上記の前回の「先生」の他，前記の「医者」，今回の

「傘忘れ」，今回の「電報用紙」，今圓の「席ゆずられ」，前回および今回の「傘

貸し」，今回のr電灯料」，前回および今回の「道教え」の合計10の揚面であ
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る。このうち，前園4，今回6で，今回の方がこの傾向が強いことがわかる。

　中学歴が最も丁寧であったのは，今回の「医者」，前回および今回の「荷物

預け」，前回の「傘忘れ」，前回の「電報用紙」，前回および今回の「議事堂」，

前回のr電灯料」，前回および今回の『おつり」で，これも10遮断である。前

回6に対して，今回4となり，前回はこのタイプが半数を占めていたことにな

る。このうち，低学歴と高学歴とを此べて，高学歴の方が乱暴であったのは前

園の「電灯料」，前圓および今園の「おつり」の3場画であり，他はすべて，

高学歴の方が丁寧であった。この3揚颪は，ともに相手方のミスによる場面で

あることを指摘しておく。学歴の高い者は，このようなときは丁寧に言う必要

はない，と判断するのであろうか。

　なお，参考のために，一例として「席ゆずられ」の場薦について，性・年

齢・学歴別に相関表を計算したものを表8－7として示し，平均段階点および相

関係数を表8－8として示す。ここでも相関係数はあまり高いとはいえない。

8．1．4，　合計段階点・適応点による分析

　次に，一部は7．「継続調査の結果（2）」でも扱ったのであるが，今まで使った

段階点を，場颪ごとではなく，合計してみた酒断などを示すことにする。

　多くの場癒別分析に使った12場面を単純に合計していいか，という問題があ

裏8－8「席ゆずられ認の拙会的要因溺平均毅階点および枳関係数

今園平均段階点 前回平均段階点 相関係数（ヵ）

性 男
女

エ，989

G，837

エ．920

G。z【7

α3602

ｿエ067

年齢

30代・40代

@50代
U0代以上

2，0エ6

P，941

G，79エ

エ，855

G，824

G，775

α4（厚エ

ｿエ6エ2

ｿエ640

学歴
低学歴
?学歴
jw歴

エ，934

G，905

G，765

エ，802

G，857

G，824

α3533

iλ0刃7

ｿ0704



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8．1．　揚頂fと敬書吾段階　　 217

ろう。この12場面が，貰平入の生濡の忠実なサンプルであるという保証はない

し，おそらくそうではないからである。しかし，1場面ずつみるよりも，生活

に少しは近いものとなることも考えられるし，あるいは合計することによっ

て，微細な差も拡大されることも考えられるので，このようなことを試みてみ

たのである。

　3段階方式による各場面の段甲子を合計したものをここでは「合計段階点」

ということにする。12場面で，段階点は各場面丁寧な方から1，2，3とつく

わけであるから，i理論的には二二薗で1であれぼ12点，各揚面が3であれば36

点となり，この間に分労するはずである。

表8－9r合計段階点」の分布（今四調査）

‘舎欝段階点

人数

13　14　15　ユ6　17ユ8　19　20　2工　22　23　24　25　26　27　28　29　30　31　32333435

エ02：L74＝1尋ユ535475Z　624929ユ7ユ2ユ156222工 376

　今園調査のサンプリングによる被調査者の二合は，全体では表8－9に示すよ

うに分布している。合計376人は7。「継続調査の結果（2）」で扱った同じ種類の

ものとは少し違っているが，この表8－9では，12の揚藪すべてについて反応が

あったもの，したがって段階点が与えられたものだけを合計しているのに対し

て，7．ではそのような手続きをせず，反応の得られなかったものは最頻値段階

点の数値を代置している。表8－9で見るように分布は正規型であって，7。のよ

うに扱った揚合と変わらないのでほとんど同じと考えていい。

　表8－9によると，事実上は，一番丁寧であったのは，13点の1人である。こ

れは，1揚言だけは段階点演2であったことを示す。「魚つり」は今回の調査

の揚合，段階点1は1人もなかったためである。また，一番乱暴であったのは

35点の1入である。これは，！揚面だけで段階点2であり，他はすべて3であ

ったことを示す。！3点の入は，女・60代以上・低学歴であり，35点の人は男・

10代後半・低学歴であった。

　表8　一9によって計算すると平均合計段階点は23，753であり，分散は10。1755

である。全12場面で段階点2であると合計は24となるのであるから，この平均

合計段階点は大体それと等しいことになる。
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　次に，表8－10として「適応点」というものを出す。これは，各場面につい

て，一番反応の多かった段階点をある人がとったときに1点を与える，という

ようにしてつけたものである。12場面あるから，0点から12点まであり得る。

表8－10で見るように，0点をとった人はいなかった。敬語というものは何で

も丁寧に雷っていればいいというものではない。一つの考え方としては，多く

の人の書うような丁寧さで言うのがいいともいえる。ここではその考え方によ

って，場颪の，多くの人のとった段階点に適応して同じ段階点を得たという意

味で適応点と名づけたのである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ここでも，12場面すべて
　衰8一！or適応点」の賢島（今回調査）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　について反応したものだけ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に限って点を与えた。これ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も7．「継続調査の結果（2）3

とは扱いが違っているが，実際上の差はそれほどではないであろう。

　なお，前回の報告書では，他にいくつかの点数を算出している。一つは，多

くの入のとった段階点を0点とし，それより丁寧なとき，1，2とし，それよ

り乱暴なとき一1，一2と点を与えて，12場面を合計した「標準点」というもの

である。この場颪ごとの十1，0，一1点のそれぞれのパーセントが示せるよう

にグラフに描き，それに基づいて算出した「グラフ点」というものもある。し

かし，この標準点やグラフ点は前回の報告書にあるように，あまり段階点と大

きな差はない。このほかに，「使い分け点」というものをも出している。これ

については前回の報告書の275ページに説明があるが，今團のこの報告書では

便宜上扱わないこととする。

　表8－10の分布は1点を最低としている。これは，！2場面中1平面しか多数

のもののとった段階点がなかったことを示し，人数は1入である。女・60代以

上・低学歴である。

　袈sgeによる平均適応点は8．80！，分散は3．8299である。

　表8－9，表8　一10について，性・年齢・学歴別の平均点などについて計算す

ると，表8－11に示すとおりである。

　まず，合計段階点では，性は，99％の信頼度で女の方が男より丁寧であると

適癒点 コ，　2　　3　　4　　5　　6　7　　8　　9　10＝LIL　12 欝

記数 ＝L　ユ　5　3ユ5214152808755ユ5 376



いえる。いわゆる有意差を

もって女の方が丁寧であ

る。このことは前回の調査

と同じである。

　年齢では，前回と同様

に，あまりはっき1しない

が，どちらかというと，年

長の方が丁寧な傾向がやや

みられる。40代と50代との

問には95％の信頼度で有意

差があるが，その他の隣の

年齢層間には有意差はな

い。

表8一匪1
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社’会的要因溺の平均合計段1声点と

平均適応点

合計段階点 適応点
入数

平均　　分散 平均　分散

異 ユ59 25．エ89　　9，7506 8．824　4．醒45

女 217 22．π｝0　　瓢8偲8 8，783　3。6720

エ0代後半 46 24．609　　（先5425 9．400　エ。9733

20代 工00 24．偲0　　6．7336 9．385　2。7Z29

30代 84 23，655　　9。08a2 8．9｛遅　3。39エ6

40代 68 24。エ03　エ6，8276 8．235　5．2388

50代 33 22．ユ82　　8．2094 ＆455　5．2エ76
6⑪代以上， 45 22．4纒　　エ0．7358 8。244　4．エ847

低学歴 ユ75 24．389　エエ．3576 8。806　4。4194

；rI学歴 ユ47 23。333　　9．02ゴ9 8。803　3．2876

畜学歴 54 22．833　　6．9026 8．7怨　3．395エ

　学歴別では，これも前回同様，学歴の高い方が丁寧である。低学歴と中学歴

との間は95％の信頼度をもって有意差があるが，中学歴と高学歴との間はな

い。ただ，傾尚的な差はあると認めていいのではなかろうか。

　以上の合計段階点に対して，適応点の方はもう少し各グループ問の差がはっ

きりしていない。これも前回と岡じ傾向である。

　性では前回調査の二合は男女間に有意差があったが，今圏は有意差はみられ

なかった。前膨に比べて今回は男は平均段階点が下がり，女は上がった。この

差は男では有意差はみられないが，女は95％の信頼度で有意差がある。すなわ

ち，今園の女は前回の女より有意差をもって適応点が上がった。この結果とし

て，全体の適応点でも今回の方が上がったが，前回の全体との問には有意差は

ない。

　年齢では，前回ははっきりした傾向はなかったが，今回は，やや若い方が適

応点が高いようである。しかし，年齢層間の有意差は，30代と40代との間に95

％の信頼度でみられるに過ぎない。

　前回との比較では，前回の結果は，10代，20代，30代，40代以上と四つに年

齢層を分けているだけである。平均適応点は順に，8．827，8．376，8．557，
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8．520であった。今回と前回との聞では20代は95％の信頼度での有意差がある

だけであるが，概していえば，今回は若い方では点が上がった，といえるであ

ろうが，40代以上は大きな差はない。前回の適応点による結果は前回報告書の

第195表に繊ている。

　学歴では，表8－11によると，学歴が上がるにつれて適応点は低くなる傾向

があるが，微細な差である。微細な差であるにもせよ，このような傾向がある

のは，学歴が高いほど丁寧である，というのと表裏の関係をなしているであろ

う。すなわち，そのグループが平均的に丁寧であることは，おそらく段階点1

のものが多くなることであろうし，多くの揚繭において段階点2が多数を占め

ているのである。なお，学歴ではどの層でも前回と今回との問に有意差はな

い。

　次にこの章の主題であるパネル調査について，ここで述べたことを取り上げ

よう。まず，平均合計段階点について表8－12にまとめた。前回と今回とで人

裏8－12　パネル調査のイ｝計段階点の比較

今　嗣調査 前　購　調査

平均　　分散　　入’数 平　ま勺　　分　散　　　ノ、丁田

男
女

25。545　　　ユ3．エエエ6　　　　88

Q2．580　　　9，6073　　　　88

24．83エ　　　　9．9294　　　　83

Q1、867　　　6．9378　　　90

30代・4G代

@50代
U0代以上

25。098　　エ3，55《エ　　　61

Q3．94エ　　72．9573　　　51

Q3．ユ72　　」2．2048　　　64

23．965　　ユ1、9286　　　57

Q3r549　　　　9．5417　　　　51

Q2。492　　　9，0807　　　65

低学目

�w歴
jw歴

24．462　　ユ3．6673　　　ユ17

Q3．357　　　9．80エ0　　　42

Q3，059　　」8．76エ2　　　ユ7

23．565　　ユ2．350エ　　ユユ5、

Q2．34エ　　　7L　85エエ　　　44

Q4．（κη　　　3．2857　　　14

全体 24，0δ3　エ3．5586　　ユ76 23。289　　ユ0．5639　　　173

数が違っているが，これはそれぞれで1揚薦でも反応文のなかったものを除外

したためである。本来は2回の調査を通じてすべてに反応したものについて算

出すべきとも考えるが，最終的な結果には大きな差はないであろう。

　被調査者全体では，今回の方がやや乱暴であり，前回との問には95％の信頼

度で有意差がある。継続調査の方ではこの点についてのはっきりしたデータは
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ないが，パネル調査から推定すると，やはり少し乱暴になったといえるのでは

なかろうか。

　性では重圏も今回も99％の信頼度で男の方が女より乱暴である。前回と今回

との比較では男女とも今回が乱暴になったが，それぞれは前回と今回との間に

は有意差はない。

　年齢では，上で取り上げたすべてについて有意差はない。ただ，前回も今回

も年齢が高いほど丁寧であるという傾向があり，また，各年齢層とも前回より

今圓の方が乱暴になった，とはいえるであろう。これらはすべて傾向的なもの

であって例外はない。

　学歴では前回の高学歴が一一番乱暴になっているのを除けば，表8－11でもそ

うであったが，学歴の高いほど丁寧であるという傾尚がある，とはいえそうで

ある。この蓑8－12の特に前慮の高学歴は人数が少ないのでこのようになった

ものであろう。この高学歴を除いた他の二つでは，前回より今回の方が乱暴で

あって，これは他のところと全く同様である。

　なお，衰8－12ではすべてのグループについて，前回よりも今園の方が分散

が大きいということも指摘しておこう。これらを通じていえることは，前回よ

り今回の方が乱暴になったということとともに，今回の方がいろいろな丁寧さ

表8－13パオ・ノレ調査の適応点の比較

今　圃　調査 了1珪翔調査

　　　噸ｽ均　分散　入数 平均　分散　人数

男
女

＆409　5．8326　　88

W，π6　3．976エ　　88

8．843　4．エ32エ　　83

W．278　4．鴛エ7　　90

301℃・40代

@50代
U0代以上

8．492　5．7909　　61

W．4エ2　4。5344　　51

浮V50　4．28エ3　　64

8．56エ　4．エ059　　57

W．608　3．9539　　5工

W．492　4．4653　　65

低学歴
窒戟Eτ学歴

ｪ学歴

8。（㌶2　4．899エ　　117

W．524　4．0エエ3　　42

W．エ76　Z2042　　ユ7

＆496　4。α52　115

W．455　a7934　　44

X．286　」．4898　　叉4

全体 8．563　4．9279　　176 ＆5メ9　4．20エ3　　173
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の入が出てきた，ということである。今回の方が乱暴になったということは，

一つにはこの20年間に，入々は広く心を開いて，あまり肩をいからせずに，話

すようになったこと，少なくとも，われわれとの調査の場面においてそうなっ

た，ということであろう。

　次に平均適応点の姥較である。平均適応点については，あまリグループ間に

差が大きくない，ということは既に述べた。どの属性間にも表8－！3では有意

差はない。このために，いろいろの結論が出しにくい点が多い。

　この表8－13の結果は，先の表841および前回報告書の第195表と比べ合わ

せて考えるべきものである。表8　一12でもそうであったが，この表でも年齢や

学歴は今圏調査のときのものであることを注意しておく。特に前回報告書と比

較するときは学歴については注意しなければならない。前園の車曳書では，低

学歴は，「なし」および小学校，中学歴は高小・新制中学校，高学歴はIM中・

新高以上，となっているのに対して，今回は，一般の高学歴化によって，低学

歴は，前圏の低学歴と中学歴とを合わせたもの，中学歴は恨中・新高，高学歴

は円高・短大以上としている。

　さて，表8－13の全体のところは，前回も今回もほとんど変わらないが，こ

れは表8－10について述べた全体の平均8．801というのとは少し違っていること

になる。もっとも有意の差はない。

　性については表8－13では，前園が女の点が低いのに今回は男の方が低い。

表8－11ではほとんど差はないものの女の方が低く，前圃…報告書の第195表でも

女の方が低い。以上のような不安定な数字からは，あまり結論をはっきり贔さ

ない方がいいであろう。このことは年齢や学歴についてもいえることである。

学歴では，表8－13の前回で高学歴が点が高くなっているのは被調査者が少な

いために安定していないところであろうか。今園では学歴が高いほど点が低く

なっており，これは，今まで述べたことと基本的には同じであるし，また理由

のないことではない。



8．2．敬語意識

　敬語意識に関しては，パネル調査の前回・今回とも6．2．「敬語意識」で述べ

た「継続調査」の場合と聡く同じ紋屋での調査が行われている。したがって，

ここでは調査項醤をいちいち反復せずに結果だけを示すことにする。なお，こ

の飾では必要に応じて継続調査との踵骨を行うが，その比較は原剣としてパネ

ル調査と年齢の重なる「30代後半以上」の層を対象とする。ただし，表1－12

で示したように，継続調査にttべてパネル調査の被調査者の方が全体的に年齢

の高い：方に片寄っている点（特に女に著しい）に注意されたい。

8．2．1．　敬語の知識

　表　8　一14は呈示短文ごとの平均「正解点」を示したものである。

　まず，今回のパネル調査と継続調査との両群について各短文の乎均点をみる

と，「お車」や「いただく」などで数値に開きがみられるが，平均点の順位で

はほぼ一i致している。

　また，パネル調査の前燕と今回とで比較すると，全般的に今鳳の方が点数が

低くなっており，特に「（3）お野菜」と「（4）あります」の2短文での低下が目立

っている（平均点の順位は砂金に一致）。

　この2短文に対する被調査者の回答分布をみてみよう。表8－15は「お野菜」

に対する2回の調査の園地の変動を示しているが，これによると前回から今回

にかけて「お（野菜）」が減少した分だけ「敬語なし」が増えている勘定とな

っている。また，表　8　一16の「あります」でもほぼ同様の関係がみられている。

つまり，前回よりも今回の方が「お野菜」や「あります」を敬語と意識しない

入が増加していることになる。この点では，6．2，1．「敬語の知識」で述べたこ

とがほぼ裏づけられたといえよう。なお，表には示さなかったが，両文に対す

る「敬語なし」の回答は属性別では低年齢層と高学歴層に多くなっている。し
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表8－14パネル・継纐而調査の短文別の乎均「正解点」の比較（全体）

（注）「継続調査」の裸の数傭はバネノレ調査の冷繊講査に対応する30段後喜以上の年齢贋の平均，演，〔）内は全被澗査者の平

　　均点を示す。

　　　　　　表8－15　短文「お野菜」の2蹴の調査の園答分布

（6）

ｨ　　車

（5）

｢ただいた

（2）

ｨ勢ち下さい

（3）

ｨ野票

（1）

sかれた

（4）

?ります 入数

パ調
lル査 前回

｡灘

エ．42

G．35

エ．28

?．22

エ，エ7’

G．エコ：

0．97

O．8エ

0．π

O．77

0．49

O．36

ユ85

?８5

継號調査
エ．エ4

kエ．22〕

工05
kエ．エ0〕

エ．02

kエ。エ3〕

0．フ谷

ka％〕

杁84
kエ．エ9〕

0．37

kO．　43〕

ユ97

k400）

　　　　　今回

O圓
お（野菜） 敬語なし 5i正答・他 計

鉛（野菜）

h語なし

ｳ欧州・他

42（2．P．．7）

Q3（エ2。4）

X（4．9＞

39（21，1）

S5（忽．3）

V（3．8）

7（3．8）

W（4．3）

T（2．7）

88（47．　6）

V6（4エ．エ）

Q1αエ．4）

賢1・ 74（40．o） 9エ（49．2） 20（エ0．8） ユ85（脚，o）

表8－16短文「あります：の2囲の調査の燈燭分搬

　　　　　今1可

O回
（あり）ます 敬語なし 無回答・他 霧弓

（あり）ます

h語なし

ｳ闇答・他

ユ3（冗0）

P5（8．エ）

S（2．2）

25（エ3．5）

X6（5エ．9）

?４．（Z6）

6（3．2）

X（4．9）

Rα．6）

　　　　9S4（23。8）

?２G（6－di．　9）

Q1αエ，4）

鋼・ 32（17．　3） ユ35（73．0） ユ8（9．7） ユ85α（砂．0）
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たがって，今後ますます美化語「お」や丁寧語「ます」を特別の敬語形式と意

識する入が少なくなると予想される。

　なお，この2文に次いで今回「敬語なし」の割合が増加したのは謙譲形式の

　　　　　　　　　　　　　　　　「いただく」（24．3％→29．2％）で，他はほ

前回調査 今回調査

男
女

αエ2

ﾇ02
a47
S．80

低学歴

?学歴

jw歴

5」28

浮O5

Q58

5．26

T．93

轤Qエ

全体 6LO7 5．62

表8一・18　2魍の調査の「知識点」　　とんど変化していない。

　　　　の比較
　　　　　　　　　　　　　　　次に，2回の結果を属性別にみてみよう
　　　　（全体，性，学歴溺）

　　　　　　　　　　　　　　（表8－17）。

　　　　　　　　　　　　　　　性別では，前回はどの短文でも有意な傾

　　　　　　　　　　　　　　尚は認められなかったが，今回はすべての

　　　　　　　　　　　　　　点で男の方が平均点が高く，特に「お

　　　　　　　　　　　　　　車」・「いただいた」・「お持ち下さい」の三

　　　　　　　　　　　　　　つで有意差が認められている。この3短文

　　　　　　　　　　　　　　における性差は，いずれも「敬語なし」の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　回答の相対量の多寡によって

8　　　　　　　　　　　　　　　　　いる（11～16％の開きがあ

知　　7．31　　　　　　　　　　　　　　　　　る）。

蒸＼・・　　　　年齢別で礪蛤う年齢
　　　6．45　＼x6－31　　　　　　　　　　層面ではすべて有意な差はな
　　　　　　・　　「へ
66・・3 @＼　　　　・慨6・代以上と4・代以下と

　　　　　　　　　　N．　5．‘IO　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　では「行かれた」（2回とも）
　　　　　　　5・30rJ　’3S　NN’・89　と・お躾・（前回のみ）・

　　　　　　　　　　　　　　　4．79
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　で差が認められている。つま

4　　一噸『今細調査　　　　　　　　　　り，若い方が平均点が高くな
　　　　・一一Pt一前袖調査
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L＿＿ここで年齢差のみ、縦
　30　40　se　60　70　代　　　　　　　　　　　　　代
　後　　　　　　　　　　　　　　以
　半　代　　　代　　　　代　　　上

図8－14　2回の調査の「知識点」の比較

　　　　（年齢別）

時
の
年
齢

今
戸
調
査

「行かれた」は学歴別でも高

学歴層ほど平均点が高くなっ

ている（継続調査の場合でも

傾向は同じ）。
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　次に，6短文の点数を総合した「知識点」についてみてみよう（表8－18）。

　被調査者全体の知識点は前回の6．　07点から今回は5．62点と0．45点低くなって

いる。これは継続調査の場合にもみられた現象である（fi　6　一35参照）。したが

って，社会全体としてはこの20年間に，ここでいう意味での敬語の知識はかな

り低下しているといえよう。

　しかし，表を見るとわかるように，この20年間の点数の変動は属性により様

相がかなり異なっている。性別では，男はやや点数が上昇しているのに対し，

女は1点以上も低下するという逆方向の変動が生じている。闘様に学歴別で

も，中学躍層の下降と高学歴層の上昇といった具合に対称的な変動現象がみら

れている。一方，年齢別では，図8－14に示されるように，若い方ではやはり

この20年間に点数が低くなっているが，60代（前回は40代）以上の高齢層では

ほとんど変化していないことがわかる。

　なお，r知識点」を表　6　一34

善様に5段階に区分し，2回

の調査問の段階の変動状況を

示したのが図8　一15である。

この図で，右上のかたまりは

前回に比べ得点カミ大きく上昇

した被調査質草であるが，そ

の数は男女ともに少ない。一
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8．2．2．敬語使用意識

　表8－19は「昌上に敬語が使えるか」という質問に対する被調査者の2眠の

調査の回答の変動を示したものである。

　2回の調査の周辺度数（計の欄）をみると，前回に比べて今回は「うまく使

えない」が減少して「大体・あまり」が多くなっていることがわかる。また，

「無回答」欄を除いた三つのカテゴリ　・一（表中の1～3）の分布を，前回から

今回への回答の変動の方向という観点から整理すると以下のようになる。

　①回答が変化しなかったもの　　　89入（5！．1％）

　②「うまく使える」の方向に変化したもの　　56人（3！．6％）

　③「うまく使えない」の方向に変化したもの　32入（18，1％）

　そこで，②と③を基に変化の検定を行ったところ，CR（臨界比）は6．545

で1％水準で有意差が認められた。したがって，被調査者全体としては，前縢

に対して今回は階上に敬語が使える」方向に変化したといえる。

　表8－20は，この設聞に対する2麟の調査の属性別の回答分布である。

　性別では，女に比べて男の方が「敬語がうまく使える」という方向での回答

が前回，今回ともに多くみられているが，その差が今回さらに大きくなってい

る一一特に，「うまく使えない」の数値の開きが拡大している。また，学歴別

では，前回と同様に今回も，学歴の上昇に伴い「うまく使える」方向の回答率

が高くなっているが，今園低学歴屡での「うまく使えない」が激減したことも

あって低・中学歴層問での差は縮まっている。一方，年齢別では，前回は最も

若い30代後半のグループが他より「うまく使えない」という方向に傾いていた

　　　　裏8－2f家族どうしで敬語を使うか（2園の調査の三関表）

　　’今武

O圏

1　　　　　　　　　2　　　　　　　3

@（ときに）使う　　　使わない　　　無回孝ギ
謙

－
｛
　
2
　
3

26　（エ4。エ）　　　　43　（23．2）　　　1　（0．5＞

P3　（　7；0）　　　　　　96　（5エ．9）　　　　エ　（0．5）

O　（0，5）　　　　　3（エ．6）　　　1（0．5）

7◎（37．8）

H10（59．5）

T（2．7）

謙 40　（2エ．6）　　　　三42　（76．8）　　　3　（エ．6） ユ85（エα》．0）
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が，今回もその傾向は残しつつ幾分差が小さくなったといえよう。

　このように，各属性での20年間の変化の程度はやや異なるが，すべての層で

「敬語が使える」という方向へ変化している点は注目に値：するといえよう。

　次に，「家族どうしで敬

語を使う」か否かについて

みてみよう。結果は，表

8－21に示されるように，

全体としてはこの20年聞に

家族どうしでは「使わな

い」入が60％から770／oと有

意に増加している。

　この傾向は，継続調査の

揚合にも生じている。ま

た，表8　一2，？．でも一部の層

を除き周じ方向に変化して

褻8－22 家族どうしで敬語を使うか

（性，年齢，学歴別）

（ときに）使う 使わない 無園答

煎蟹　今凹 前阿　今偲 前匝1　・今回

男 2a6　ユ54 69．2　83．5 2．2　　エ．エ

女 ぜ6L8　2Z7 50．0　7とλ2 a2　　2。エ

30代後半 エ＆8　ユ2，5 π」0　8Z5 a3　　　一

4G代 39。エ　エ（λ9 60．9　8夙エ 一　　　　　　　　　　　M

50代 4£エ　2訊5 50L9　　挺．5 一　　　　　　　　　　幅

60代 4α0　2Z5 550　刀．0 5；0　　2．5

7G代 2エ．4　29．6 π．4　6《．3 Zエ　　7；エ

低学歴 32．8　ユ〈乙8 6aエ　＆～．8 4エ　　2．5’

中学歴 50．0　34。エ 50。0　6乱9 剛　　　　　　　　　　一

二学歴 4aエ　3｛気8 5719　6a2 一　　　　　　　　　　嗣

いることから，この20年間に社会全般としては「家族に対しては敬語を使わな

い」という意識が強くなっているといえる。

8．　2．3．敬語に対する意見1

　敬語の使い方に対する被調査者の慧見を尋ねた6項目のうち，ここでは人称

代名詞の使い分けと美化語「お」の使用の是非を間うた設問について述べる。

　まず，揚合や梱手によって人称代名詞を使い分けることの是非に対する回答

からみてみよう。

　表　8　一23は2回の調査における園芸の変動を示したものである。これによる

と，使い分けを支持する意見は前回の63％から今回は69％と数宇の上では若干

増えているが，この差は統計的には有意でない。また，属性別（表8　一24）にみ

ても，低学歴層を除くと有意な変動は生じていない。
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裏8－23　入称代名詞は使い分けた方がいいか

　　　　（2回の調査の相関表）

　　今嗣

O脚

ユ　　　　　　　2　　　　　　　3

gい分けた方　　使い分けない　　無【藪答・でt血

ﾍ願いい　　　方がいい

計

1
　
2
　
3

87　（4ZO）　　　24（エ3．0）　　　6（4｝（3．2）

R3　（エZ8）　　　ユ7　（9．2）　　　　7（5）（3，8）

W（2｝（　4。3）　　　　　3　（　エ．6）　　　　　O　　　　一

117（（63．2）

T7（（30．8）

P1（（5．9）

欝 ユ28　（θ9．2）　　44（23．8）　　　13　（7；0） 185（エω．0＞

　　（注）表rliの小さなかっこ内1ま回箸「どちらでもいい」の入数。

褒8－24　人称代名詞は使い分けた方がいいか（性，年齢，学歴別）

使い分けた方がいい 使い分けない方がいい 無回答・他

前日　　今山 前回　　今回 髄回　今回

劣 64．8　　ク0．3 34。エ　　242 エ．エ　　5」5

女 6エ．7　　6＆エ 2乞7　　2a4 エ0。6　　8，5

30代後半 43．8　　8エ．3 4a8　　　a3 エ2．5　　ユa5

40代 7z。7　　π．7 26；エ　　23。9 2．2　　4．3

50代 67＝3　　65L5 2出5　　2a6 Z3　　エ0．9

60代 65．0　　62．5 30。0　　3（λ0 5」0　　7；5

70代 5α0　　％。0 42．9　　2訊0 スエ　　　一

低学歴 58．2　　Z〔。3 3a5　　25．4 8．2　　　3．3

中学歴 72．グ　　59．エ 250　　2Z3 23　　エ36
高学歴 ス9．7　　z曾．9 26L3　　53 一　　　エ5．8

　したがって，パネル調査の被調査者の間ではこの設問に対する意見はこの20

年間にあまり変化しなかったといえる。

　次に，美化語「お」の使用の是非に関する意見の変動をみる。結果は表8－

25および蓑8－26に示されるように，全般的に今回は前回以上に「オをつけな

い」方向に傾いていることがわかる。これは6．2．3．「敬語に対する意見ljで

みた継続調査の結果とほぼ一一Stしているといえる。

　また，今回調査で「つけた方がいい」という意見を支持する屡をみると，継

続調査の場合と輝く同じ，50代以上の低学歴層に限られていることが注目され

る。実際の行動は別として，「オをつける」という意見は今後ますます減少す

るとみられる。
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8．2。4．敬語に対する意見2

　表8－27は，昔の敬語と今の敬語とのいずれを支持するかを尋ねた隠匿に対

する被調査者の回答の変動を示したものである。表の周辺部を見ると，「昔の

方がいい」という意見は前回の43％から今回は60％とかなり増えている。しか

し，この増加は逆方向の意見の「今がいい」が減少したためではなく（2回と

も30％弱の支持率），「無圏答」と中間回答の「昔も今も」の変動によっている

ことがわかる。つまり，r無回答」や中闇園答を除外すると，「昔」と「今」の

敬語への支持率には2回の調査問ではほとんど差がみられないといえる。この

傾向は属性別にみても（表8　一28），一部の例外を除きほぼ一致している。

　なお，6．2．4．「敬語に対する意見2」では集団全体としては，今の敬語・昔

の敬語への支持傾向は年をとってもあまり変化しないのではないかと述べた

が，表8－29をみるとパネル調査でも同様の傾向がうかがわれるといえよう。

　次に，「家の中でも敬語を使うべきか否か」という間に対する意見をみてみ

よう（表8－30）。

　前園調査では「使うべきだ」という意見が49％，「使わなくてもいい」が28

％であったのが，今回はそれぞれの比率がちょうど反対になっている。

　また，「使わなくてもいい」について属性別にみると（表8－31），前園比較

的差の大きかった男女の意見の比率が今回縮まってきている反面，学歴別では

表8－27敬語は昔と今とどちらがいいか（2回の調査の相闘表）

　　　魂呼

O圓

ユ　　　　　　　2　　　　　　3　　　　　　　4
糟rの方がいい　　普も　今も　　今の方がいい　　彗懸　駆　　答 計

1
2
3
4

54（29．2）　　　7（4）（3．8）　　18　（9．7）　　　工　（0。5）

?９　（エ0．3）　　　4　（2．2）　　　5　（2．7）　　　1　（0。5）

Q3　（エ2．4）　　　3　（エ，6）　　24（ユ）（エ3．0）　　　4（2。2）

P4　（　716）　　　　3（ユ）（エ，6）　　　3　　（　エ．6）　　　　2　（エ費エ）

80（43。2）

Q9（エ5．7）

T4（29．2）

Q2（ユエ。9＞

計 ユ10　（5≦λ5）　　ユ7　（9．2）　　5G　（2ZO＞　　　8　（4，3） ユ85（エα）．0）

〈注）　「晋も今も2｛二は「曹の方がいいものも，今の方がいいものもある」と「晋も今も冊じ（小かっこ内の入数＞」と

　　いう；意．見が倉まれている。
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衷8－28敬語は昔と今とどちらがいいか（性，年齢，学歴溺）

昔の方が

｢い
昔も今も

今の方が

｢い
無属答

荊回　今1郵 萄腋1　今厩 前圏　今団 荊凹　・今圏

男 46し2　5Zエ 14・3　9・9 29f7　2＆6 9，9　　4。4

女 40．4　6エ．7 エ7；0　　＆5 29．7　255 1a8　　43

30代後朝 エ＆8　4a8 一　　　　　　　　　　　　一 43．8　4a8 3Z5　コ2，5

40代 37＝0　52。2 8。7　エao 3ユエ　2＆3 エ5L2　　6」5

50代 56」4　6α0 エα9　　3．6 255　3a7 Z3　　3．6

60代 37；5　70．0 32．5　エ2．5 2（λ0　ユZ5 エα0　　一

70代 50．0　64．3 2エ．4　エ43 2訊0　ユZ9 3．6　　3．6

低学歴 4ユ4　磁8 ユ4．8　　＆2 28。7　22．エ エ＆エ　　4．9

中学歴 4孤5　4Z7 エ59　　9．エ 2ユ5　4α9 9」エ　　2．3

高学歴 3a8　52．6 2孟エ　ユ58 3二6　2窃3 エ｛λ5　　5＝3

今回の方が差がやや大きく

なっている。一方，年齢別　裏8－29「tr」と「今1の敬語の支持の2圓の調査の

　　　　　　　　　　　　　　　意児変動（年齢洌）
では前回は30代後半（当時

は10代後半）とそれ以降の

年齢層との問にあった段差

が，今回は40代と50代との

問に移行している。また，

この段差は「使うべきだ」

を考慮：すると60代と70代と

の間にも生じているといえる。

　このような属性別による差異は継続調査の場合（蓑6畷3）にはあまりみら

れなかったことであるが，これは2回の調査の被調査者の構成比の違い（表

1－12参照）によるものと思われる。

　最後に，逆方向にバイアスをかけて質問を行った二つの項目についてみてみ

よう。

　表8－32は敬語の使用を減らす方向に誘導した設問に対する回答の分布を示

すものである。2回の調査結果を比べると，誘導どおりの「減らした方がい

曹晋今今 2鰹の調査 入
l　i　l　i で意見変動

昔今昔今 のないもの 数

30代後半 1　2　2　5 6（6α0） ユ0

40代 11　3　9　7 ユ8（αλ0） 30

50代 22　　8　　5　　6 28（6＆3） 41

6G代 12　工　2　5 17（＆覧0） 20

70代 8　4　5　1 9（50．0） 18

全体 54　エ8　23　24 78（｛蹴5＞ ユ19
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褻8・・30家の中でも敬語を使うべきか（2圓の調査の相関表）

今園 工 2 3

使うべきだ 時・揚舟・相手に 使わなくてもいい 計
前國 よる

1 38（20．5） 21（エエ．4） 31（エ6．8） 90 （48．6）

2 7（3．8） 11（5．9） 22（エエ．9） 40 （2エ．6）

3 6（3．2） 12（6．5） 33（IZ　8） 51 （2Z6）

4寧 1（0．5） 0　　一 3（エ．6） 4 （2．2）

謙 52（28．エ） 44（23．8） 89（48．エ） 185 （エ00，0）

（注）　4曜は「無繍答」である焼今翅調炎では皆無であった。

装8－31家の中でも敬語をイ吏うべきか（性，年齢，学歴刷〉

使うべきだ 時野手・揚合による 使わなくてもいい 無口答

前國　　今1璽 引眉　　今獲 前口　　今1壇 前li聾

男 45Lエ　　2乱7 ユ《乳5　　エユ8 36L3　　5α5 2．2

女 52。エ　　2a5 2（凱6　　2Z7 エ9．エ　　4訊7 2．エ

30代後半 25．O　　a3 エ＆8　　3五3 50．0　　62．5 6L3

40代 47＝8　　エ蕊2 認。9　　2エ．7 2aエ　　59。0 2．2

50代 52。7　　27＝3 29。6　　27；3 認。6　　455 一

60代 50，0　　350 2乱0　　25㌔0 22。5　　40．0 2．5

70代 52．6　　53．6 エ0。7　　エ4」3 32．エ　　3aエ 3．6

低学歴 48，4　　2皇5 22．エ　　エ＆0 27＝0　　52．5 2．5

ゆ学歴 4a2　　27；3 250　　29．5「 2a5　　432 2．3

高学歴 紹．2　　21．エ エ0．5　　4Z4 2｛鑑3　　31．6 一

い」と「一概に書えない」の二つの意見には差がないが，「今のままでいい」

という意見が今回増えている。

　属性別（表　8　一33）にみると，性別では男女ともに全体とほぼ同じ結果にな

っているが，他の属性では個々の揚合で異なり全般的な傾向は見出せない。

　一方，増やす方への誘導設問（蓑　8　一34）では「今のままでいい」という意

見が前回よりも増え，他の意見は減少している。この傾向は60代以上を除く各

属性においてもみられている。また，「盛んに使うべし」と「今のままでいい」

を岡時にみると，はっきりとした年齢差が認められる。すなわち，「盛んに使
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　　表8－32　「二二を使うと話が長くなるが……」（2嗣の調査の天晴表）

　凶聞

O［戴

1減らした方

ｪいい

2　　　　　3　　　　　4
鼕Tに言え今のままでこの意児は

ﾈい　　　　　いい　　　　　おかしい

5無回答
計

1
　
2
　
3
　
4
　
5

35（エ8．9＞

W（4．3）

?０（5．4）

U（32）
Q（エ，エ）

ユ3　（　7」0）　　：L2　（　6．5＞　　　2　（エ。ユ）　　　　　　　　層

?３　（　ZO）　　　21　（エエ．4）　　　　3　（1．6）

?３　（zo）　　23　α2．4）　　　2　（エ．エ）

U（3。2）　　　6　（32）　　　3　（エ．6）

Q　（1．1）　　　3　（エ，6）　　　1　（0．5）

エ（O．5）

潤@－

O　－

O　－

O　一

63（34．ユ）

S5（24．3）

S8（25．　9）

Q1（エエ．4）

W（4．3）

言卜 61（3ao） 47　（25L　4）　　65　（35Lエ）　　ユ1　（5．9） 1（α5） ユ85（エα）．o）

表8－33「敬語を使うと話が長くなるが……」（性，年齢，学歴溺）

減らした方

ｪいい

一概に雷え

ﾈい

今のままで

｢い
そ　の他 無回箸

前翅　潮回 甫團　今遡 前沼　今回 前回　・今日 瀧回　合一

男 38．5　363 22．0　エ9．8 2a4　3Z4 9．9　　5。5 訊3　　1，エ

女 29．8　29，8 26；6　30．9 25」5　33．0． ユ2．8　　6。4 53　　　一

3G代後半 50．0　37；5 6．3　3エ。3 25。0　25．0 ユ2．5　　6」3 ・6．3　　　・一

40代 2曾．3　ユ9．6 32．6　28，3 詔．9　43．5 ユ3，0　　＆7 2．2　　　一

50代 36」4　40．0 2Z3　23．6 2エ．8　36」4 エ2；7　　一 エ。8　　一

60代 27；5　350 250　22．5 2Z5　3ao ユ50　コニ2．5 臥ρ　　一

70代 39．3　357 エ4。3　25．0 35。7　32．エ 一　　　a6 エ0．7　3．5

抵学歴 35。2　34。4 エ9．7　2Z8 25，4　33．6 エ3．エ　　3．3 a6　　0，8
中学歴 29．5　29．5 29．5　ユ8，2 3エ。8　43。2 9．エ　　9．ユ 一　　　　　　　　　　　幽

高学歴 36を8　3エ．6 42．エ　26」3 エ58　25，3 53　エ58 一　　　　　　　　　　　　　…

衰8－34　「敬語を使うと上品に聞こえるが……］（2回のi調査の絹関表）

今園 1　　　　　　2　　　　　　3　　　　　　4　　　　　　5

盛んに使うー概に言え今のままでこの意見は無週答 言弘

前團 べし　　　ない　　　　いい・　　　おかしい

1 18　（　9．7）　　　ユ7　（　9．2）　　　正8　（　9．7）　　　　3　（一Z．6）　　　　0　　　一 56（30．3）

2 ユ2　（6．5）　　38　（20．5）　　26　（エ4．エ）　　　2　（エ．エ）　　　1　（0．5） 79（42．7）

3 8　（4．3）　　ユ0　（5．4）　　ユ4（7；6）　　4（2．2）　　　2　（エ．エ） 38（20．5）

4 0　　　－　　　　　3　（Z．6）　　　　3　（　』乙6）　　　　0　　　－　　　　　0　　　一 6（3．2）

5 2　（　エ∴Z）　　　2　（　エ．エ）　　　2　（　エ．エ）　　　0　　－　　　　　Q　　一 6（3．2）

舞ナ 40　（2エ．6）　　70　（3Z　8）　　63　（34．エ）　　　9　（4．9）　　　3　（1．6） ユ85（1α｝．0）
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裏8－35「敬語を使うと上品に闘こえるが……」（性，年齢，学歴溺）

盛んに使う

ﾗし

一概に言え

ﾈい

今のままで

｢い
そ　の　他 無興筈

前回　今【藤 溝暇　冶・回 荊圃　冷回 前睡　∠煎 前園　今匝

粥 29．7　ユ＆7 4α7　330 2広2　　4α7 ユ3　　a6 22　　エ，エ

女 3α9　24．5 44。7　42．6 エ乞0　27＝7 a2　　3．2 4．3　　2。エ

30代後半 25．0　　53 エa5　3エ，3 3Z5　5α0 エ2．5　　エ2．5 エ25　　　一

40代 3孟8　ユ£6 5α0　3孟8 エ52　41．3 一　　4．3 一　　　　　　　　　　　一

50代 255　　エ2。7 50．9　4ゐ8 2α0　36」4 1．8　　Z3 エ．8　　エ．8

60代 350　250 35LO　4Z5 2（λ0　　22。5 z5　　　一 2．5　　50

70代 2＆6　　454 42．9　25；0 21．4　　250 一　　　3．6 zエ　　一

低学歴 37；7　254 3λ7’　3ag エ＆0　3a6 2．5　　2．5 4．エ　　エ，6

警1雌歴 エ59　ユユ5 5α0　3＆6 27二3　34エ 6L8　エエ．4 一　　　23

高学歴 エ58　ユ訊8 57＝9　42．エ 2／．エ　36」8 一一@　53 53　　　一

うべし」は高年齢層に，「今のままでいい」は若い層ほど多くなっている。な

お，2回の調査ともに「盛んに使うべし」と答えた18名中，13名が60代以上

であり，また18名全員が低学歴であった。



8．3。社会生活意識

8．3．1．　マスコミ接触

　6。「継続調査の結果（1）」でもふれたように，マスコミ接触に関する項員のう

ち「新聞との接触」だけが前回に引続き調査された。表8－36は，その接触の

程度を示したものである。「毎臼読む」が，前回も今回も70％程度を占めてい

る。前回と全く同じ回答をした者は118人（63．8％）であった。前國より読む

ようになった者は28人（！5．1％）で，女性および高年齢（60代以上）の比率が

高くなっている。

　次に購読部数をみてみよう（表8　一37）。表からもわかるように，前回調査に

比べて購読部数の減った者は43人（23．2％），逆に増えた者は15入（8．10／o）で

あった。CR（臨界比）は4．01となり，1％以下の水準で有意となる。前回に

比べて，複数の新聞を読む人の数は減ったことになる。

裏8－36　新聞を読むか

　　　　今回

O回

1　　　　　　　2　　　　　　3　　　　　　　　4

?Ｂ読む　　　時々読む　　全然読まない　　無國答
制殉

ユ
2
3
4

1G7　（5Z　8）　　　ユ7　（9．2）　　　　4（2．2）　　　　　5　（2．7）

P1　（5．9）　　　　6　（3．2）　　　　7　（3．8）　　　　　5　（2．7）

@5　（2．7）　　　　2　（ユ．エ）　　　　5　（2．7）　　　　　1　（α5）

@8　（4，3）　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　2　（エ．エ）

ユ33（7X．　9）

Q9（エ5．7）

?３（ZO）

?。（5．4）

計 ユ31　（70．8）　　　　25　（エ3．5）　　　　玉6　（8．6）　　　　　ユ3　（ZO） 185（100．　0）
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表　8－37　　艮薄読書1；数

今國 1　　　　　　　2　　　　　　3　　　　　　　4
1　　紙　　　　　　　2　　紙　　　　　　　3紙以上　　　　　　0　　紙● 登卜

寮颯 山野答

ユ 91（49、2）　　　ユ0（5」4）　　　　5　（2．の　　　　　8（4儀3） 114（61．6）

2 26　（エ4。エ）　　　　7　（3．8）　　　　　2　（エ．エ）　　　　　　　　一 35（18。9）

3 ユ7　（9、2）　　　　2　（エ．エ）　　　　3　α．6）　　　　　1　（0．5） 23（エ2。4）

4 5　（2．7）　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　8　（4．3） 13（ZO）

計 ユ39　（75．エ）　　　19　（エ0．3）　　　　ユG　（5．4）　　　　17　（9．2） 185

8．3．2．交際
　「公式の会合」（衰8－38）では，「ふつう」という回答が減り，「出席する

方」，「出席しない方」の両方の回答が増え，どの園答も30％程度となってい

る。前回と同じ回答をした者は88入（47．6％）であった。前回，今凹とも「出

席する方」は男性に多く，「出席しない方」は女性に多くなっている。前回に

比べて出席する方向に変化した者は46人（24．9％），逆に出席しない方向にな

った者は48入（25．9％）とあまり差はみられないが，前者では男性の，後者で

は女性の比率が若干高くなっている。

　「宴会・旅行」は表8－39のとおりで，「ふつう」が減り，「婦き」が増えてい

る。前回と同じ回答は75入（40，5％）であった。好きな方へ変化した者は66人

（35．70／o），きらいな方へ変化した者は41入（22．2％）で，嬉きな方へ変化した

裏8－38公式の会合

　　　　今回

ｳ胴

1　　　　　　　　2　　　　　　3　　　　　　　　4

倹ﾈする方　　ふつう　　出席しない方　　無回答
震｛．

工
2
3

＝【9　（エ0．3）　　　　　　ユ0　（　5．4）　　　　　　　7　（　3匿8）　　　　　　　　　　　一

R3　（エZ8）　　　43　（23．2）　　　　31　（エ6．8）　　　　2　（エ．エ）

T　（2．の　　　　　8　（4．3）　　　26　（エ4．エ）　　　　1　（0．5）

36（エ9．5）

P09（58，9）

S0（2エ．6）

計 57　（30．8）　　　　　61　（33，0）　　　　　64　（34．6）　　　　　　3　（エ．6） 185
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表　8－39　　宴会，方艮4予

　　　　今繊

O月

正　　　　　　2　　　　　　　3　　　　　　　4

Dき　　　ふつう　　ぎらい　　無騒答
欝

ユ
2
3
4

32〈エ7二3）　　　22（エエ，9）　　　　4（2。2）　　　　工（0．5＞

T2　（28。ユ）　　　　35　（エ8。9）　　　　ユ5　（8．エ）　　　　　　　一

@8　（4．3＞　　　　6　（3．2）　　　　8　（4．3）　　　　工　（0．5）

@　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　1　（　0．5）　　　　　　　　一

59（3エ．8γ

?０2（55．X）

Q3C配．4）

P（0．5）

貢．1喝 92　（49，7）　　　　63　（34．エ）　　　　28　（エ5；ユ）　　　　　2　（エ。エ〉 185

表8－40　汽車の巾で

　　　　今厨

O［戴

工　　　　　　　2　　　　　　　　3

bしかける方　黙っている方　　無回答
計

1
2
3

23　（エ2．4）　　　　ユ7　（9．2）　　　　　　　一

S1　（22．2）　　　　　99　（53．5）　　　　　3　（エ．6）

@＝L　（　0．5）　　　　　1　（　0．5）　　　　　　　幽鱒

40（2エ．6）

?４3（7Z3）

Q（1．1）

驚 65　（35．エ）　　　エコ．τ（63．2）　　　　3　（エ．6） ユ85

率が上回っている。ちなみに，CRの値は2．42であり，5％水準で有意になっ

ている。

　「汽車の中で」（表8－40）では，「話しかける方」が増えてはいるものの，

「黙っている方」の率は依然として63、2％と高い率を占めている。しかし，「話

しかける」傾向の増加ははっきりと現われている（CR・・3．16，1％水準で有

意）。

　「交際範囲」については表8護1の結果を得た。「ふつう」が減り，「広い」と

「狭い」が若干増えている。回答に変化がなかった者は112人（60．5％）であっ

た。また，狭い方へ変化した者は34人（18．4％），広い方へ変化した者は37人

（20。0％）とほぼ同じであった。
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裏8－41　交際範囲

　　　　　合圏

O麟

1　　　　　　　2　　　　　　　3　　　　　　　4

Lい方　　　ふつう　　　狭い方　　　無回答
言1喧

1
2
3

23　（12．4＞　　　　5　（2．7）　　　　3　（エ．6）　　　　　　　一

P9　（エ0。3）　　　　　70　（37」8）　　　　　26　（エ4，エ）　　　　　　2　（エ．エ）

@2　（エ，・エ）　　　　16　（＆6）　　　　19　（エ0．3）　　　　　　　　一

3王（エ（又8）

P17（63．2）

R7（20．o）

計 44　（23．8＞　　　　　9三　（49，2）　　　　　48　（25．9）　　　　　　2　（エ．エ） 185

8．3．3．社会意識

　先生が何か悪いことをしたという話を，小学生くらいの子どもに聞かれて，

どのように答えるかを尋ねた，「先生」（表8－42）では，「そんなことはない

（と言う）」演減り，「ほんとうだ（と言う）」が増えている。前回と嗣じ園答を

した者は77人（41．6％）であった。そのうち，前回も今回も「そんなことはな

い」という回答は全体の23．8％で女性の率が高く（男！2．1％，女35．1％），逆

に「ほんとうだ」という圓答は全体の17．8％で男性の率が高くなっている（男

26．4％，女9．6％）。また，前回「そんなことはない」から今回rほんとうだ」

に変わった者が40人，その逆が17人となり，「ほんとうだ」という意見が増え

ているのがわかる（CR＝＝3．05，1％水準で有意）。

衷8－42先　　生

　　　　今厨

G回

工　　　　　　　　　　2　　　　　　　　　　3

ｻんなことはない　　ほんとうだという　　そ　の　他
ﾆいう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　禦痔　　1颯　　答

計

1
2
3

44　（23．8）　　　　　　　　40　（2エ．6）　　　　　　13　（　ZO）

P7　（9．2）　　　　　　　33　（エ7＝8）　　　　　　5　（2．7＞

ﾊ1　（5．9）　　　　　　　　ユ9　（エ0．3）　　　　　　3　（エ．6）

97（砿4）

T5（29、7）

R3（エZ8）

計 72　（38、9）　　　　　　　　　92　（49．7）　　　　　　21　（エエ。3） ユ85
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表8－43メンツ

　　　　今翅

?山

ユ　　　　　　　　　　2　　　　　　　　　　3

壕ﾓしろと　　　　　こだわるなと　　　　そ　の　他

ｳえるほうが大切　　教えるほうが大切　　無回箒

計

1
2
3

ユ4　（　7＝6）　　　　　　　　　　　　28　（エ5●エ）　　　　　　　　　　9　（4．9）

?３　（ZO）　　　　　　　　78　（42．2）　　　　　　5　（2。7）

?３　（　7」0）　　　　　　　　　　　22　（ユエ．9）　　　　　　　　　3　（エ．6）

51（2Z6）

X6（5エ．9）

R8（20，5）

計 40　（2エ．6）　　　　　　　ユ28　（69．2）　　　　　ユ7　（9．2） ユ85

表8－44　世問のしきたり

前回

今回 ユ

おし通すべきだ

2

従うほうがよい

3そ　の　他

ｳ回答

霊「1’

1
2
3

38（20．5）

Q1（エエ．4）

?。（5．4）

39（21．エ）

R9（2エ．エ）

Q1（ユエ．4）

8（4．3）

V（3．8）

Q（za）

85（45．9）

U7（36．2）

R3（エ7．8）

計 69（37：3） 99（53．5） ユ7（9．2） 185

　小学生くらいの子どもを育てるのに，顔やメンツをつぶされないように注意

しろと教えるか否かを尋ねた，「メンツ」（表8遜3）では，「こだわるな（と教

える方が大切）」という回答が増え，「注意しろ（と教える方が大切）」という

回答が若干減っている。「こだわるな」という意見が増加の傾向にあることは

表からもよくわかる（CR＝2．34，5％水準で有意）。

　自分が正しいと思えば偉問のしきたりに反しても，それをおし通すべきだと

思うかどうかを尋ねた，「世間のしきたり」に対する回答は表8履4のとおりで

ある。「（世間のしきたりに）従う方がよい」という回答が増え，「（自分の意見

を）おし通すべきだ」という回答が減っている。変化の方向も「従う方がよ

い」という伝統的意見が増える傾向にある（CRユ2，32，5％水準で有意）。社

会意識に関する質問の中で，他の3間はみな，伝統的意見が減少する傾向がみ

られるが，この問だけは回答の傾向が異なっている。前回も今回も「おし通す

べきだ」と答えた者は全体の20．5％で男性の率が高く（男24．2％，女17．　0％），



8．3．社会生活意識　　293

裏　8－45　　藩惹理ブく1霊

　　　　今回

O画

1　　　　　　　2　　　　　　　3　　　　　　　　4

sく・系　　本入の自山　　行かない系　　無回答
劉噛

ユ
2
3
4

53　（，L？．8．　6）　　　　　　60　（32．4）　　　　　　2　（1．エ）　　　　　　　ユ　（0．5）

X　（4．9）　　　　ユ6　（8、6）　　　　　　　一　　　　　　　3　（エ，6）

@9　（4，9）　　　　ユ6　（8．6）　　　　1　（0．5）　　　　　　　　一

T　（2．7）　　　　　10　（　5．4）　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一

ユユ6（碑．7）

Q8（エ5．エ）

Q6（エ4．エ）

?５（＆エ）

計 76　（4エ．エ）　　　　工02　（55．ユ）　　　　　3　（ユ．6）　　　　　　4　（2．2） 185

一貫してr従う方がよい」と答えた者は全体の21。1％で女性の率が高くなって

いる（男14．30／o，女27．7％）。

　総理大隠になった人が伊勢神宮へ参拝することの是非を尋ねた，「総理大臣」

（表8　一45）では，「行かねばならぬ」と「行った方がよい」を合わせた「行く

系」および「行かない方がよい」と「行くべきでない」を合わせた「行かない

系」の減少，および「筆入の自由」の増加が目立ち，（CR濡2．86，！％水準で

有意），「本人の自由」という意見への増加傾向がはっき！と現われている。

8．3．4．　階層帰属意識

　集計結果は表8－46のとおりである。前回，今圏ともよく似た分布を示して

いる。平均階層点（6．3．6．「階層帰属意識とその決定基準」参照）は，前回調

査が2．66，今回調査が2．　72となっている。この今回の値は継続調査（今回）の

結果とほとんど同じであった。今回の結果を属性別にみると，性差は小さいが

（男2．69，女2．74），年齢別，学歴別で顕著な差が現われている。年齢別では，

30代後半2．　94，40代2．89，50代2．82，60代2．53，70代2．35となり，年齢が土が

るにつれて平均点が下がっている。また，学歴別では，中学歴が3．17と一番高

く，次いで高学歴の2，94，低学歴の2．52が続いている。
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　衰8－46　階層帰属意識

　　　今回

O園

1　　　　　　　　2　　　　　　　3　　　　　　　　4

?の上以上　　中の中　　ゆの下以下　　無匝1答

1
　
2
　
3
　
4

7　（3」8）　　　　　9　（4．9）　　　　　2　（ゴ．エ＞　　　　　1　（0．5）

P1　（5」9）　　　　61　（33，0）　　　　19　（ユ0．3）　　　　5　（2．7）

R　（エ。6）　　　　　27　（エ4．6＞　　　　　35　（エ8L9）　　　　　　3　（1．6）

@　　一　　　　　　一　　　　2（エ。エ）　　　　一一

ユ9（エα3＞

X6（51．9）

U8（3a8）

Q（エ．エ）

計 21　（1エ．4）　　　　97　（52．4）　　　　58　（3－Z．4）　　　　　9　（4．9） 工85



　

9 ま と　め

9．1．調査の結論

　2，r前回調査の概要」で，前回の調査で得られた結果の概要について述べ

た。また，今回の調査に関しては3．「継続調査の概要」で継続調査，4．「パネ

ル調査の概要」でパネル調査の結果を略述した。この章のまとめでは，これら

と多少は重なる部分もあるが，以下箇条書きで述べることとする。

　1）いささか自画自賛的なことばになるが，このような時間的間隔を置いた

調査は，その結果の如何にかかわらず緬値を持つものである。一つには，この

ような調査は今までのところあまりなかったからである。個人中心というより

は，組織中心で仕事をする研究所にふさわしい調査といえるであろう。

　2）敬語の使い方については，この20年間に大きな変化はなかった。大筋と

しては変わってはいないことになる。標準語の使い方の20年間の移り変わりに

ついて調査した鶴岡市の調査（国立閣語研究所報告52『地域社会の言語生活議）

においては，その間にドラスティックな変化があったと認められたが，今回の

敬語の調査ではこのようなことは見出せなかった。しかし，このことは，この

調査が無駄であったことを意味しない。調査してみなければその変化しなかっ

たこと自身もわからない。

　3）近ごろは敬語をあまり使わなくなった，あるいは，近ごろはどうもこと

ばが乱暴になった，というような印象を人が語るのをよく聞く。しかし，全体

としての了寧さにはさほどの違いはみられない。一方，丁寧な言語形式の使用

率が減ったことも事実である。一般的な印象だけでは実態はわからないことは

厳然たる事実であり，この点でも調査の必要性ははっきりしている。

　4）全体としての了寧さには大きな違いがこの20年間にはみられないし，ま

た，調査した揚面の丁寧さの順位もあまり変わらなかった。しかし，細かくみ
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ると，この20年聞に，丁寧な揚面ではより了寧に，乱暴な揚面ではより乱暴

に，という傾向があり，この点では敬語の使い方は上手になったといえよう。

いたずらに現在の状態を悪いと観念的にきめつけるのは事実に反することがあ

る。

　5）普通，「近ごろの若い者は……」ということばで，年齢の低い者が非難さ

れることが多いが，敬語の了寧さと関係ある社会的要因（属性）では年齢はあ

まり関係が強くないことは，前回と同様はっきりしている。敬語の丁寧さの度

合いに影響を及ぼすものとしては性が第一にあげられるべきである。

　6）このように，言語の颪により，また時代によって，どの属性がよく効い

ているかが違ってくる。標準語化でいえば，最大の要因は昭和20年代では学歴

であったが，これが40年代には年齢に変わった。しかし，敬語については上述

のように，年齢は，2回の調査ともあまり効いていないのである。

　7）この20年間に進歩したものとしては，敬語の使い方についての常識が広

まったということがあげられる。例えば，自分の身内についてどう表現する

か，というようなことでは著：しく進んだ，といっていい。

　8）肯定形より否定形の方が丁寧であるとか，「から」より「ので」の方が丁

寧であるとかのことは今までにも述べられてきたところである都，その差がど

の程度であるのか，というようなことは記述されないできた。このようなこと

も，調査で確認してから述べるべきであろう。rで」の丁寧さは「ので」と「か

ら」とどのくらいへだたっているかということは推定はされても，はっきりし

た位置は直観ではわからない。いろいろの敬語的言語形式について，話線全体

としての丁寧さに寄与する度合いなどについても調査の結果いくつか明らかと

なった。

　9）敬語についての意見，知識，敬語使用についての意識などについても，

一般人の実態をある程度明らかにしえた。

　10）接頭辞の「お」や，丁寧語の「ます」のようなものを敬語と考える人が

20年間に減ってきたことがはっきりした。この点で一般人の敬語意識は変わっ

てきた，といいうるであろう。



9．2．反省一これからの調査のために

　この報告書を終わるにあたって，この調査への反省をあげておく。

　1）何といっても，結果の発表までに時間がかかり過ぎたことがあげられる。

これにはいろいろの理由がもちろんあるが，どんな理由も理由としてはいけな

いものである。

　2）仕事のネックとなったのは丁寧さの段階判定であった。前回の3段階方

式では，段階2の丁寧さが非常に多かったので，これをもう少し細かく分ける

ことを考えて，5段階に分ける方式をもとってみた。しかし結局は，結果の記

述には，前回との比較ということもあり，5段階方式の方は牽分には利用しな

かった。この結果からみると，余分なことに時間をとられたことになる。

　なお，この段階判定には，今回は前園とma一一一入があたったが，このことはい

つまでもは期待できないので，能率よく，かつ一貫性を保って進めるための方

策を考えておく必要があろう。

　3）今回の調査では，費用の点およびプライバシーへの配慮から，被調査者

の階層判定の作業を本格的にしなかった。社会階層は，前回でも：重要な社会的

要因とはなってはいなかったが，常識的にいえば敬語と関係があると思われる

ので，今後はこれを敬語に関係させることができるような資料の獲得および判

定方法を開発すべきである。

　4）聞様なことは，心理的要因についてもいえる。敬語というものは非常に

心理的なものであるから，当然深く関係すべきものである。これについては，

前回報告書の「これからの調査のために」の3）で述べてあるにもかかわら

ず，それ以後に有効な方法はあらわれないようであった。また，新しい試みを

するほど，今回の調i査費は豊かではなかった。

　5）今回の場合，社会的要因（属性）による分析は，性・学歴・年齢に多く

は限られたが，他のいろいろな属性についても分析してみる必要があった。こ

れらについては以下の項でも触れる。
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　6）この属性による分析に進まなかった理由の一つは，1．3．「被調査者の構

成」でも述べたように，ある属性ではある一つのアイテムに多くの被調査者が

集中する，ということがあった，ということである。このように集中した項昌

は，ある観点から細分できるように調査票を作るべきであった。この点は，費

用の点から，準備調査ができなかったことに原因があった。

　7）これは前回もそうであり，これを原則としてそのまま踏襲したという点

で遺憾であったが，職業分類はもっと言語生活を反映するようなものにすべき

であった。前回との比較ということに注意を奪われすぎていたようである。前

回あまりいい結果を示していないようなものについては安易に岡じ方法をとら

ず，今回はすっかり改めるという態度も必要であった。このような調査は今回

だけで終わりではないのである。職業については，たとえば，実際に客と接す

る者を同じ商業やサービス業などから分離する，というように，敬語使用の観

点から改めるべきであった。

　8）調査の場雨としたものについても，前圃に捉われず，それぞれの揚面の

性質を明らかにして，構成をはっきりさせるべきであった。前回，今回の面接

調査の場颪はそれなりに丁寧な場面，乱暴な場面はあるが，最近の揚面分析研

究の進歩からみると不十分なところもある。もっとも，この場面分析研究の進

歩は，多くは，この今回の調査後に遂げられているものである。ともあれ，場

面の構成はもっと実際の敬語を反映できるものが望ましい。ただし，このよう

な全市民対象の社会調査の場合，すべての人にとって，すぐ反応できるような

場面である必要があり，調査可能という点からすると純理的にばかりはいかな

いであろう。

　9）敬語についての意見，知識，敬語使用についての意識などについてはい

くつかの項貝を取り上げて調査したが，より多くの観点から調べるべきであっ

た。また，社会生活意識などについても同様である。

　10）これらと敬語の合計段階点などについては相関をみたが，なお，場藏ご

との関係をもみるべきであった。

　11）敬語についての知識，合計段階点，適応点などについて，一部，点数を

区間でまとめた集計をしている。これはこれなりに意味のあることであった
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が，他のところとも含わせて，素点での集計もすべきであった。

　12）パネル調査については，『地域社会の言語生活』のパネル調査の結果の

ように，個人ごとの移り変わりについても分析すべきであった。これについて

は今後も分析を続ける予定である。

　13）このパネル調査については，20年間隔では長すぎると考える。5年問隔

で纏人ごとに移り変わりを追跡調査すればいいかと思うが，少なくとも10年問

隔にすべきであった。

　14）この報告書の執筆者は，国立国語研究所報告70『大都市の雷語生活』，

同73『企業の中の敬語』での執筆者より少なかったため，これらに比べると比

較的まとまっているが，それでもほぼ同規模の執筆者による同52『地域社会の

言語生活』よりはまとまりがよくなかった。執筆のための時問をもっとゆっく

りとって，記述の調整を図るべきであった。多少の記述の重複などがみられ

る。時間が許すならば，最終的には一人の責任者がリライトするのが理想であ

るといえよう。

　r地域社会の言語生活』で主題とした標準語を話す能力については，第2回

の調査から20年後に調査をしてもおそらく有益な結果は多く出ないであろう。

ここでは音声の発音を主な指標として考えた。アクセントを指標にとればまだ

この変化はその過程であり，あるいは，第2圏の調査以後に変化があったと想

像されるので，調査の結果はおもしろいものになるであろう。しかし，アクセ

ントについては，2回目までの調査では調査項冒が非常に少ないので，これま

でとの違いを調べるのには材料が不足であろう。

　この点では，敬語については，社会の変化とともに今後も変化する可能性が

あるので，このような形の継続調査が必要であろう。しかもこれは，国語問題

として無視できないものとなると予想される。したがって，この点で，企業内

での敬語の調査とともに，一定の間隔で調査すべきである。

　このようなタイプの継続調査は共同調査の組識が中心となっている当研究所

のようなところに最適の題員である。これからもこれを継続して調べることを

第2回の調査関係者として強く期待して，この報告書を終える。





　　　　　　　　　　　　　資料ユ。　各調査の集計表

性，年齢，学歴別の合計段階点の分布（今回調査）

合
計 全 性 年 齢 学　　歴

農

階
点

体 男 女
ユ5

`
1
9

20

`
2
9

30

T
3
9

40

T
4
9

50

轤
T
9

60

轤
V
9

低 中 高

13 1 0 コ
L 0 0 0 0 0 1 1 0 0

14 0 0 0 0 0 0 0 0
や

0 0 0 0

15 2 o 2 o o o o 三 工 1 工 o

16 1 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 ユ

ユ7 7 三 6 0 0 2 4 0 1 2 4 三

ユ8 4 0 4 0 0 1 1 2 0 2 1 工

ユ9 工4 2 ユ2 0 工 4 3 2 4 4 8 a

20 ユ5 5 ユ0
コ
L 3 4 0 3 4 4 9 2

21 35 8 27 2 工3 6 8 0 6 13 ユ5 7

22 47 14 33 6 正2 13 8 5 3 19 18 ユo

23 52 15 37 8 ユ7 8 6 4 9 ユ9 22 ヱ1

24 62 24 38 5 16 ユ8 ユ0 6 7 33 23 6

25 49 27 22 10 13 ユ0 7 7 2 26 ユ5 8

26 29 17 12 7 8 7 4 ヱ 2 17 11 工

27 17 13 4 3 5 4 2 0 3 6 10 工

28 12 9 3 工 5 1 4 0 1 8 3 1

29 11 9 2 2 4 2 2 1 0 7 3 工

30 5 5 0 0 1 2 コ
L 1 0 3 工 1

31 6 5 1 0 1 工 3 0 1 4 2 0

32 2 1 1 0 1 0 1 0 0 2 o 0

33 2 2 0 0 0 0 2 0 0 2 0 0

34 2 1 ヱ 0 0 ］
L 1 0 0 1 1 0

35 1 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0

人数： 376 筍9 217 45 101 84 68 33 45 ユ75 147 54

平均 23．75 25．ヱ9 22．70 24．38 24．ヱ9 23．65 2冨。ヱ0 22．88 22．44 24．39 23．33 22．83
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性，年餓学歴別の合計段階点の分希（繭回調査）

合
震
f

全 性 年 齢 学　歴

段

班
点

体 男 女
ユ5

`
ユ
9

20

`
2
9

30

`
3
9

40

`
4
9

50

`
5
9

60

`
7
9

低 中 昏i貰∫

ユ3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 o 0 0

ユ4 2 0 2 o 0 工 0 三 Q 露 0 0

ユ5 2 0 2 0 0 0 0 2 0 2 0 G

ユ6 4 工 3 ユ 1 0 2 0 0 3 工 G

ユ7 2 1 三 工 0 0 0 1 0 2 0 0

ユ8 7 工 6 0 2 3 1 1 0 7 0 0

ユ9 14 2 ユ2 2 3 4 2 3 G ユ0 3 1

20 17 3 ユ4 3 5 3 3 3 0 14 2 1

21 25 9 工6 2 8 6 6 3 o 24 1 0

22 28 10 工8’ 6 5 2 ユ0 5 0 20 2 6

23 39 18 2王 11 9 8 6 5 0 35 2 2

24 27 16 ユ1 8 7 2 3 7 0 20 3 4

25 29 ユ5 14 8 6 8 2 5 0 25 工 3
2
6
　
■ ユ2 ユ0 2 ユ 5 2 0 4 0 ユ0 2 0

27 10 9
コ
． 4 工 工 諸 2 0 ユ0 G ◎

28 6 6 0 0 3 ヱ 2 0 0 5 工 0

29 6 6 0 0 2 0 ユ 3 0 6 0 0

30 2 2 0 0 1 1 o 0 0 2 0 0

3工 3 3 0 0 ユ 工 0 1 0 3 G 0

32
’
1

工 0 0 0 工 0 0 o 0 0 工

33 1 ユ 0 0 0 0 0 1 0 工 0 o

34 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

35 ユ 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 o

入数 238 1玉5 ユ23 47 60 44 40 47 0 202 ユ8 ユ8

平均 23．0望 2ぎ．6 2ヱ．52 23．06 2ヨ．45 22．86 2233 詔．11 0 23．04 22．28 2333



4鰯査のi籍俵 255

性，年齢，学歴別の適応点分布（今回調査）

適 全 性 年 齢 学　　歴

応 ユ5 20 30 40 50 60

占’

e，｝D
体

男 女 ～
ユ
9

～
2
9

～
3
9

～
4
9

～
5
9

～
7
9

低 中 高

工 1 0 1 0 0 0 0 o 1 1 0 0

2 ユ 工 0 0 1 o 0 0 0 1 0 0

3 5 2 3 0 0 1 2 ユ 1 3 2 0

4 3 工 2 0 工 0 2 0 0 2 0 1

5 ユ5 6 9 ユ 1 3 8 1 ユ 5 7 3

6 21 11 ユ0 0 1 4 5 7 4 ユ2 6 3

7 41 工8 23 3 ユ1 10 5 4 8 ユ7 19 5

8 52 21 31 7 工5 ユ3 ユ0 2 5 23 21 8

9 80 32 48 ユ1 25 14 ユ3 5 12 33 33 ユ4

10 87 33 54 工2 25 23 ユ2 6 9 44 34 9

11 55 25 30 ユ0 玉8 ユ1 8 4 4 24 21 10

工2 15 9 6 1 3 5 3 3 0 10 4 1

人数 376 159 217 45 工01 84 68 33 45 175 147 54
◆

平均 8．80 8．82 8．摺 9．4 9．ヱ4 8．96 8．24 8．45 ＆24 ＆8ヱ ＆80 8．ク8

性，年齢，学歴測の適応点分布（前圏調査）

適 全 性 年 齢 学　　歴

癒 ユ5 2G 30 4G 50 60
占
ψ
・
L
、 体

男 女 ∫
ユ
9

∫
2
9

∫
3
9

～
4
9

∫
5
9

～
7
9

低 中 摩f
ﾋ苫

1 0 0 0 0 0 o 0 0 0 0 0 0

2 5 1 4 0 工 1 0 3 0 5 0 0

3 4 2・ 2 工
コ
L 1 ユ 0 0 2 1 1

4 3 2 ］
L ユ 0 0 工 工 0 3 0 0

5 7 ユ 6 0 1 4 0 2 0 7 0 0

6 23 6 ユ7 2 8 7 2 4 0 19 3 1

7 27 11 16 3 9 3 5 7 0 21 2 4

8 38 ユ7 21 5 12 7 8 6 o 34 2 2

9 44 25 19 8 ユ0 6 ユ3 7 0 33 6 5

ユ0 58 34 24 ユ8 ユ0 ユ0 8 12 0 53 2 3

ユ1 ユ9 ユ2 7 7 6 工 1 4 0 15 2 2

ユ2 10 4 6 2 2 4 1 工 0 10 o o

人数 238 u5 123 47 60 44 40 47 0 202 18 ユ8

平均 8．42 8．83 ＆05 9．2ヱ ＆23 ＆ユヱ ＆45 ＆09 0 8．46 8．ヱ7 8．33



資料2． 反応文一覧

　面接調査（サーヴェイ調査）では，15の場面を呈示して，それぞれの揚藏で

どう言うかを被調査者に尋ねている。これに対する今回調査（継続調査のみ）

における堕罪調査者の回答一発話を初めから終わりまで発音どおりに詑録し

たものが以下の「反応文一覧」である。

　　　資料の見方

　各反応文の左側の数宇や記号は被調査看の属性や敬語の丁寧さの段階を示す

ものであり，それぞれの意味は次のとおりである（図A参照）。

　国号調査者コ馬脳ドー個々の被調査暫を識別するための3桁の数字。これは

サンプル台帳順の通し番号であるが，予備サンプル用の番号や調査不能者の番

号を省いたため欠番がある点に注意されたい。

　囹性別コードー「M」は男，rF」は女。

　團年齢コード一一満年齢（2桁の数宇）。

　団学歴別コードーrL」は低学歴，　rM」は中学歴，　rH」は高学歴。

　［5］　3段階方式による丁寧さの段階を示す。一①～③の順に丁寧さの程度が

低くなる。なお、場颪14～15で、この欄が「寧」となつでいるのは3段階方

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　式での判定を行わなかったためで
　　　回　創　〔司

甲＼瞬げ／

　002摺4！9L（麗〉ヒガシオカずキオブラレテマンマエノ　トーり

図
　　　オオコシィタダキクイ
A
　OO3　F43L②②ココーーマッスグイキマストヒャクメー5k

　　　イキマスト　チョー一FAシ汚　アリマスチコレガ　ミョーダイジバシ

　　　テス

　188総5L＊⑧コノセ＄tリ潮田シテ，ミナサンFイッシ

図　　　　UニカンガエテミタイモンダイカアルノデスガイチF一，キg－

Bリョクシテ，ギョーギオシテミヲクダサイ

　189　F26L　NR

ある（図B参照）。

　囹5段階方式による丁寧さの段

階を示す。一①～⑤の順に丁寧：

さの程度：が低くなる。

　なお，無回答や誤答（反応文の

欄にrNR」で示される）につい

ては，国および団は空欄となって

いる（図B参照）。



道教え （101）

002腿9L②③ヒ励オ溺蛎芳けマン鞭ノトづ
　　　オ　オコシ　”fクダキタイ

〔｝03　F43L②②　ココー　マッスグ　イキRXト　ヒャクメートル

　　　イキマストチョー蓉ハシガアリ9スデコレガミョーグイジバシ

　　　テス

005M28K⑧⑤ココカラナナジュづ一ト砂ライノトコil

OO8賄OH②③ナンゴ魂ン加芳テスネーミ￥二効ッ

　　　ク　トコロガミョー・tiイバシテス

009F38L②④アチラ湘

011F42M②⑧詣オマッスグィカ妙ハ湧ミョ弾イ
　　　ジ’1シデスヨ

⑪12F44L⑨④エキカラキ蛎ワイキRJ〈

OIsF38L②③ココRッスグイ猟スグカノミ跳
　　　トコロガミY・一ijdJSシデスケド

017F58L②③マッスグニオ谷テイッフン男イノトコニ

　　　アリマス

018F3餅②⑧コノミPtマッスグ紗二踊跡カワ
　　　毒　アリマスノデソコチス　　　　　　　　　　　　　　　　　．

020総8L②②コノ・エキノマ甥ア解テサンプングライ

　　　グカラ　マッスグ　オイキニ　ナレバ　ワカリ？ス

023F48L②③ココオ勤スグイ碧ストヒ1・ク声価ノ

　　　　トコロニ　ハシガ　アリ？ス

e24　F17Yl②④チョットワ溺費ン

026F69L②④エキノシクノハシ潮ンノト甥ワタッテ

　　　　デテミギッカワノ　ジンドーーノ　トコオ　ト3ッテAシ労　ア盈ガ

　　　　ソレガ　ミy一ダイジ残シテス

027ma21i②③コッカラニシエヒャクメート彫ライイ外

　　　　シンゴー・ntア」レカラ　ソコオ　ミギニ9ガッテ　Aシガ　アリマス

　　　カラ　ソレガ　ソーーテスヨ

029F3硫②④コ誘マッスグ，瀞イチイ狩スカラ

03G罎7L②③ソコノシンゴ畷ワタッテマッ形イッタ

　　　　トコ登ガ　ミョーダ／ジバシデス

033F4舗②③マ以グノミ耕XXミマシテフクツメノ

　　　ミチノ　トコロニアリマX

O35　F4ZX：！②③ミョー外ジバシワココノマエノヒ財ト

　　　ーリオ　マッスグ　イック　トコロデ　スグ　ミX？ス

03BFS6L②③エキノマ甥マッスグイクトハシガアッ

　　　テソノ　ハシガ　ミョー一tiイAシデス

038　F43M②②　ココオ　デラlx　？ストこ1ッスグ　ィカレRスト

　　　サンジa一一メートルイカレ9ストスグハシニナリマス。ソレガ

　　　ミョーダィジJSシデX

◎39M41L③⑤エキカラ．マッスグキタノかエチョクシン

　　　　シヲ　モラウト　ヤク　イッチョー・グライデ　ケvキョク　ハシー　デ
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　　　ルデ～纏！一ミn－ijlAシダナ

041F温湯①①イマ勢チニナッティラッシ磁トコ助ラ

　　　　キ二二　ムカッテ　ヒャクメート彦クライ　イッタ　｝・コVニミョPt

　　　グィジ蔦シガ　コザィマス

042翻OL③⑤ソコ芳シンゴーマッが

043F63L②③ミョー身ジバシワ紗工ヒャクメート紗ラ

　　　イ　イッラ　モラ二八ミョーダイジAシニナ夢マX

O45　M19L③⑤モースコシ妙

046　F72L⑨④マッスジ　イクト　ミg－tidジAシェツ＄マX

O47　F40L②④コレマッがイックライ略オ冒訊

0凄8　猷81乙②④ココ言Rッスグ　イクトミs・一tiイジバシデX

O50　F6蹴⑨④潜カラモースコシミギニ講ッテマッ

　　　スグ　ィツテ　クダサイ

052F58H②②　RM　マッスグイラッシ㌢痔タ　トコロノ」￥

　　　シデX

O53　F3錨②④コク臼ガーセンオモクヒョーーニシテ＄

　　　クニ　イツテ　クダ歩イ

054総帥②④スグぬノハシデス

056F2翻②③ワタクシミ詐タイパシシリ聴ンノテ震

　　　セデ　キイテ　クダサイ

◎57総繍②⑧マッスグキ二藍精けハジメテノハシガ

　　　　ミョーーダィジパシテス

059，M241i②④ココマッ漸イ嫉dケ9×

060罷2L②④ソコーミギ講ッタトコ貯ス

083F25L②⑧パチンコ轡湧アリマXネソコカラマエノ

　　　　トーリ潅　｝s＊iッヲ　スグ　マッスグ　イクト　ソノ　Aシニ　デアイ’

　　　マス

065　F30L②④　マッスグ　ィッタラ　イーlsオモイマス

068F3闘②④ミョづ孤シワココカラゴジュー寿晒ク

　　　ライ　ミナミニアリマス

e68　F36L　NR
e69　M29M②③シ万畷ワ夘マシヲRッX「f　URXト，

　　　スグテス

071　，M52L　NR

O731？23M②④瀬ソコニミエ滞A湧ソづス罫

074M2gli②②覇ヒダリニイッテク殉イ。ソシテソコ

　　　ニ　シンゴーガ　アリマスカラ，ソノ　シンtip・オ　ミギニ　ワクッテ

　　　オーグンシマシテ　ソレカラニジ3一メーaクー一ijライイッタ　トコ

　　　ロニ　ミョーダイパシガ　アリマス

075F34H②②エキノショーメンカラマッスグ妙ノホー

　　　エ　ムカイマXト　」ジュ’メートルグライデ　オーキイ　ハシガ　アリ

　　　マスノデ，ソコガ　メー・タイバシデス

077F39L②⑧ぬオマッスクニイ憾スグワ測マス

079F30L⑨③シンゴ曙イ預ンヒ財か四劫ッテ
　　　　チョクシンシテイタグクノ毒イチAンイ■ンジャ　ナイデスカ
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　　　ネー

◎80　M18M＠〈葦）ハンカガイノ　ホーニ　デズニ，こ！ッチノ　ウラノ

　　　　季一オ・｝・オッテイタグィテ，マヅスグィカレルトカワガアリ

　　　マス。ソコガ　ミ…ヨーダイジバシデス

084M47H②④コノ緯一デス

◎88F27L③⑤幼ッテェ紡ラ劉ショづンクッテ爵

　　　RエダワネoXキマエマッスラニ　イッラスコシ　イクダワネ。ソー

　　　スルト　？一　イヤデモ　ハシノ　ア趣　トコ・…　テユー　ワケダネー。

　　　ソーシカ　ナイネー

C8マ艶25蟹③⑤註脚ラ廻テヒilク適用ータークライマ・ヲ

　　　スグ　ィツタ　　トコffij

C89鵬蟹②④甥シ赫持ノエキカラコレマッスグィ

　　　ッタ　キタノ　毒一工　イック　トコロガ　ミョーダィジAシテスヨ

090F1臨②③ヒ列掬カミ勃ワノ騨オ講ッテマ
　　　ッスグ　ィクト　ハシガ　アリRスカラ　ワカリマ〕〈

091　ft16iL②④　アノ　ハシガ　ミョーダィジバシデアリマス

C92　F17M②④コノミチ言マッスグィッテ　クグサイ

093F69L③⑤ソコニミ晒刃ハシオ鞍ヤーイづ
　　　ネ

095F支8L⑨④韻ノニンゲンジャウイカラワ勝イ茄

　　　　本天ノヒトニキイテクダサイ

C98　M28L②④アソコニミ魏ハシガミョーダイ朔シデス

097轍鮒②④スグソコニミエ9×

098F37L②③ココオイカレ跡コーユvト：：シンゴー

　　　ガアジマスカラ　ソYカラ　モースコシイッテ…・

099M46L②③ココオマッスグイVテヒャクX－e一グライ

　　　　イツタ　トコロノ　ハシデス

100M16M②③ソコノ二一財マッスクィッタトコP：

　　　カドニバチンコヤガアリマスカラソコオマジスグイキマスト

　　　ミXRX

lOl　iM33，M②③ショづンノミftマッスクマエニイ＄9

　　　ストソーテスネヒャクメートルホ蓉デソノハシニイ＄アタリマ

　　　ス

102F1鋤③⑤マッス「7イ姻イ励

エ0鯛2掘②③ヒガシオ溺キノ9XX芳イタダ外ス
　　　ク　シンゴーキガ　アリマスモンデネ　アソコニ　マツサカッテ　ユー

　　　オニクヤサンガ　アリマシテ　ソコノ　カドノ　トコR　スットマッス

　　　グィッテ　ィタダケバ　ドーセンテモハシガアル・…

1⑪5F30L②④X＄マ：カラマッスグデス

107F1831②③ココカラRvスグイッタトコロニイ朔

　　　スグミツカ）Yトオモイマスがモシワカラナケレバ？ク　ソコデ

　　　　ヒトニ　オクズネクダサイ

1◎8M25M②④コノミチオマエノミチオマ’＞xilイ憾

　　　　イづスヨ

11OF15L⑧⑤u7ミチオマッスグイ外カワガアッテ

　　　ソコニハシガkカッヲイルカラソノハシノ　トゴロニナマ工

　　芳　カイテアル・…

1111t134，H②③マッスグゴぬづ日晒ライィ棚ト

　　触ガミエマス

1131A28M②②ソノマ認トーリオヒ麹エマッが4

　　ッテソースルトコーサテンガ　アリマスカラソノ　コーサテンオ

　　　ミギXRガ｝］マXト，マガジヲ　ヒャクメートルクライ　イキ9スト

　　　ミョーダィジ汽シガアリマス

116M26Nl②③ココオRッスクィッテハシh’刃玖カラ

　　　瀬ソコテス

117F31L②②ヒガシオ溺材RZニシテみ外ミナミ
　　　オ　ムカッヲイカレルト　ヨツモジノ　シンti一’ニテックワシマスカラ

　　　ソコカラマクニシエムカッテイカレマストミョーダイジパシ蛭

　　　　スグニ，ミ」〔マスケF

120M59L②③淋ノトッカラヒ朔工講ッテネ沙リ

　　　オ　トッテヒダリエズッFラ：テソレデハジメテノコーサテン

　　　ノト3オキクエイッテハシノアルトコロテスネ，ハシノア

　　　ル　トコロワ　チョーFミョーダイジノハシニナルデスネ

122M58M②②コ助ラ汐劇ミナミニアタリマスガヤ

　　　ク　jtiユーーメー・｝FfUホF　イキマストソコニ　スコー薄ワト　1一

　　　カワガ　アリマス　ソノ　カワニ　カカッテイ勘　ハシオ　ミョーダィジ

　　　パシト　イーマス

123F18M②③21　R・Yxijイ外八湧ミェマ勲ラ

　　　アソコ弧

125囎駅②③コノトー朔かダンシテカニシ万
　　　一ガアリマスカラソノ　シン5一オマッスグ　イケバ　ハシテスヨ

126M24L③⑤スグマエダヨアノハシガホー湘

127囎韻②④スグアッコノハ湧ミョーグィ甑シデス

128F25M（⊃①コノミチマッスijイカ罐ト，hシが弱

　　　イ9XソコガミョーtilAシテス

129M22M②③ココオ別テ，エキオオリマシクラがマ

　　　ッスグ　ア疹カレマスト　スク　ハシガ　アリマスケF　ソコノ　ハシガ

　　　　ミョーダイジバシダト…

130F3SL②④ココマツスグィ朔イづスヨ

132F65L②④ココオ」〈一ットィッタ　トコ9ノ　コノ　ハシ

　　　デx

134辮3L②③工材芳マ以グ演題キタノか
　　　ニ　ムカッテ　ソシデ　ィキャ　デレマス　　　　’

135F38L②④コノ鵜島ン赫づワクッテアソコニハ

　　　シガ　ミエマスケ｝こ

137F57L②③アソコ部属イクテ砺ミェテ籾マスネ

　　　　ソノ　ラッキンガ　シミンピョーインデス

138F37L②④チョクシガイッテク粥イ

ユ3911171L⑧⑤コレマッスグニイッテヒi・クメーターモイ

　　　ケ湾　ミSt－ijイバシニ　ナル



14◎F74L⑧⑤ココズットイッテーマッスグィッテコ

　　一

141鯖22粥②②アノエキノマェノミチ言マッスグニイッ

　　テイタダキマストソレ葺ミョーダィジバシデス

143　N153H②④　キタ　ヒs・クメートルグライ　マッスグノ　アノ

　　ハシガ　ソーデスヨ

144M17M②④コノミチオマッスグィッタライケマス

146F35，M②④コ幼ラ瀬マッスグィッタトコロfX

147F30｝’1＠⑤ヒガシエマガッテマッスグィッテ距労

　　ンカラRッスグ　イクト　ミョーダイジJSシ

149F40L②④スグソコデスヨ

150F67L⑧⑤マッスグニヒグリナラヒ列ミ窃ミギ

　　　マが沁ト　ミs－ijイジパシ

151　M88L②②　エキノ　マ制振　オトーリニ　ナラレテ　毒イカラ

　　　チカドーオクグッテ　デタラ　イッチョクをンニイケバミョーダ

　　　イジバシトユーコトニナル　ワケテス

152罷8罰③⑤労芳チレバコノショづン

153総脳③⑤エキ刺タラマ・］Xijニシ：ムカッテツ

　　　キアクリノ　コー・サテンオ　ミギニ　マガッテ　センメーターグライ　ィ

　　　ッタ　トコRノ　ハシダネ

155瑛？L②④マッスグ’fッテク射イ

156F？3L②②　ソノハシエココカラ　ドッチエ　オイキマX5

　　　ミertiイジパシニナリ？スヨ

158iM25L②④妙エマツスグィ朔イケ覇

159F20L②③マッスグニヒャク牽ト瀕ライイッラモラ

　　　エレバ　ワカルト　オモイ9ス

161F61L③⑥ヒ夘イッテミギイク

162F2CH②②エ耕デタラヒ麺包エマッスグィ碧
　　　ス｝㌧　オーキナ　トーリニ　ツキアタリマスカラ　ジノ　罪一ロニ　ソッ

　　　テキタノホーコーエススミマストスグマエニトノバシカミ

　　　エRス

16輪142L②④ゴジュづ弱腰ライイックトコロガヨ

165su6kE②④コーイッテ？Pコッチイケバイケ訊

168F62L②③ミエトリ9スコノ1マツ拶ノトコロイッテ

　　　イタダイクライー｝・オモイマス

171F23L②③ヨッツメノコーサラ淋ヒダリエMッテ

　　　マッスグ　ィッテ　モラウ｝・アリマスケ蓉ネー

173F44L③⑤ショづンゲンカン斜影エキノショづン

　　　オ　デテ　キクニムカッテマッスグイカレ母ト　メノマエニミ工

　　　溺ワネ

王74F61L②③ココマツXグィキナサツヲハシガアリマX

　　　カラソレガ　ミョーダィジ兀シテス

176M21L③⑤アッチスートィックホPt

177　F24鵠（麗）コノ　マエノ　ミチオネ　マッスク　イクトソコ

　　　こハシガアリマスネソコガミョーダィジバシテスケド
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エ79F74L③⑤コノ勃クワHfスコノfhクニワ兀

　　　スノ　トマル　トコVi＄ノヨナ　トコワ　ナイネ

180M45L②②コノィチカラマッス「」イカレマシテヒャク

　　　メートル赤ド　イキマXトfスネハシガ　アリマスソレガミョーグ

　　　イジバシテス

182　F32M②②　ソノママ　：キオ　マッスグ　イカシRXト　サイ

　　　ショノ　ハシガミョーダイジパシデス

エ83F2舗⑨④コ濾マッスグイッタスti二7thハシガ

　　　　ミョーダィジノAシテXヨ

184F4脳②③：：マッスダイカ捗トコロニアリマス

185F32M②②ココノマエノミチオRVスグニ効囚シ

　　　テ　サイショノ　ハシガ　ミョーダィジバシテスケレド

186F3331②③かミエヲマスカラネココRッスクィッテ

　　　　クグサイ　アノ　ハシガ　ミョーダィジパシデス

188酪5L③⑤繍一ワ妙
189　F26L　．NT　R

191　赫25L②②アー　ココオ　9ッスグ　イッテ　イタダイクラ

　　　ミョーダイジバシニ　ナリマス

192FISII③⑤エキノマェノシが畷ワタッテAfンコ

　　　ヤ穿ンノ　トコVカラ，マッスグ　ズーーッ｝・イッタ　トコ

19iF20湧②②スグ　コチラノ　マッスグ　イカレマシテハシガ

　　　　チョードアリマスカラネンチラガミョー・ijイジバシニナリマス

　　　ケ1＝

195腿錨②③ミッツメノシンゴーオミ￥二講ッテソレ

　　　カラマクヒトツメノシンゴーオ　トーリコストミョーグイジバシ

　　　ガアリマx

197　ft172L　NT　R

IS8臼駆②③動ノ解ダンガアッテぬオ，ヒ列ニ

　　　テル…・ズットハイッテイッテ　ヒダリニ　デルト。…　ソコオ　マ

　　　ッスグィケバ　スグ　ソノ　メーグイバシニ　デマX

199F4闘②③ハジメラデ肋ココノミチオ㍗マッスグ

　　　ニ　イケバ　ソ”ヂスヨ

200F18kl②③コノシンゴ9・〉スグ醤覇トスグア

　　　リ以ケドモ

201端脳③⑤エキニクゥテマッショづ沙

202F70L①①ミSl－tiイパスキット醤マストマッショ

　　　ーメン　9ツスグ　4キ？XデX

203F49L②③ショーメ＞tヒャク声調ト砂ライイックト

　　　コニミョーダイバシガアリ？ス

2041160L②④ア助ミs・・tiイバシ弧

2G5　F65L①⑦ココオマッスグィラシテ…・ナニナニノミ

　　　チオコシテ　マッスグイラッシャルトAシガゴザイマス

2〔｝G源6轟L②②　アーミs－tid／Sシデスカ　ミu一・tiイジAシナ

　　　ラ　コ姿オ　マッスグ　ィクト　ジキニ　ツツミニ　テ9スデ　ソノ　ツ

　　　ツミガ　カワニ　ナットリマスデ　ソノ　カワニ　カカットP9　ハシガ
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　　　ミョーダィジ践シデス

207F491t1②④アーコ功ラミエ歌カラ

209F15L③⑤チョットVhラナイ憾

21e　F23L　NR
212F231｛②⑨工＄オデマシテ、ミチが雪ン孝ンニワカレヲ

　　　イルンスケ5　ショーーメンノ　ミチオ，マッスク　サンEヤクメートルホ

　　　ドイツテ　クグサレパ　ワカサマス

213F31L②③ココオマッ潮イッヲク麹イソシタラ

　　　ハシガ　ワカリマスカラ

215搬1L③⑤ぬノミチマッがイッ外コダ

216F2繍③⑤テヨ弥ワタシワワ勝イ
218F58L②③ココオマッスグイカレ」；・Fハシガアリ覇

　　　　ソレガ　ミョー一ijイジ薦シチス

219拠9L③⑤コ財！・ニカクマッスijイ朔スグハシ

　　　ガ　アルデ　ソコガ　ミョーグイAシ

220　湿婆1舗②②エキノ　マッスグノ　ミチオ　キタニ　イッテイ

　　　タダクト　ヤク　ヒャクメPt健側グライ　ア拶イテ　イタダクト　ミy一

　　　ダィバシガ　アリマX

221　M56．M②②　工尻当　オオリニナリマシタラネ　マズシンゴ

　　　一芳　トーリヌケマシテ，ソコ　マツ7，il　RXニ　ムカツラ

　　　ヤクニジューナイシヒャクサンジュー一・）1－1・JYオイキタ

　　　カカジト勘　ハシラス

222F26L②④アスコノハ蕩野菰搾
223　F63L②⑨　ヒカシオカずキノ　xig7fラ　マッス夢

　　　ストアリマス

ヒ　
リ
ー

ク
コ
ヤ
ト

言イ寄w

224　醗21L②④　コノ　ミチオ　〉〈一ト　イケ薦　ミXマF，i）ラ

227F281，1②④マッスグt））ジュー斯卜彫ラ召ッタト

　　　コロニアリマスヨ

23G　F37H②④　マッスグニ　アkイテ　ゴヒャクメートルクライ

　　　イクト　アノ　ハシデX

231　赫23｝1⑨④　マッスワ　イッタラソーダネ　jgッビャクメー

　　　トル　イクト　ショ一調ンノ　ハシガ　ミョーダイバシデス

233F25L②③マッショ’一メン鋤ラアス講ミa－B“イジ

　　　パシ獄

236E133M②＠1アづ’妨イマイラッシ兎・ルトコ助ラ妙

　　　工ムカッテ　ツキアタッヲ　スグソコガ　ミy・一ti｛1｛シデス

237認繍②③エキノ，Xグ，シu・一メンニシが鱒アリマ

　　　スケドモ，ソレカラ　ゴジューメークー＊ド，シ9一・メンカラ　ハナレタ

　　　　ムコー・fjワニ，ミョーダイジバシガ　ア夢マス

240k12QM②③ショづンニアル．ミチエソノ9？マツ漸

　　　　イケパ　サイショノ　ハシガ　ソレデス

242湖3纈②②ミョーグイバシワェ勒ラミェマか潮，工

　　　寺カラ　マッスグ　ヒ1・クX一ターグライ　ィッタ　｝・コロノ　ハシデス

243恥3L②④コノミチオ勤がイッテ｝、湧踊カ

　　　ラソレガミョーグィジバシテス

245M52L②③コノヒャクメートル励紗工・fVF絃

　　　寿　アリマスソコガミョータイバシチス

246M231②④ソコノミチマッスグイッテスグ淑

248総8L②④マッ形イ嫉スグミy一一tiイ蒲シ弧

249F42K②④スグマエノミf7i，ミョーダ孤シニナ狩

　　　スカラ

250麗箆②③エキノショづンカラ妙二幼ッヲマッ
　　　スグ　ヒャクメートルホ客　イケル，ミy一一tiイAシニ　デマス

251罫3繍②②R・＞xijイッティタダイタラ嚇ア狩

　　　スケドネ，ソノ　ハシガ　ミョー一ijイAシジテ　ユーーンデスケF

252F2繍⑨④知マェ昌昌ガス弊ネ，ミXラ脱ンネ

254F32L②④エキノ9Xカラマッスクイッテネ，翻テ

　　　ミギノ　承一ニ　イキマス

258認翻②③コノマエノミチがスネsマッスグィカレル

　　　トシゼント　ワカリマスケドネ

258　頂34彊②④　ハイ　ソコデス

260F33M②⑧アチラテスネ，アノハシガソづス

2611142L③⑤マッスクコ瞬

262麗袖②③マッス欠イカ妙ラメノマM：ミェ鷲

　　　ハシ覇

265黒鼠②④ソコニミ蜘ハシfiミu－B’dAシ弧

266F2闘⑨④ソコ菰
287醗39舗②④アスコデX

289総9L②④アスコ菰

27◎F281i②②潜がンナラレテショづンノミチオ

　　　マッスグ　ィラッシwックラ　スグノ　ハシが　ジーデス

271鱒2L②④エキノマエデス

272F3舗②⑧アスコニミエテマXハシガミョーダィ朔シ

　　　テλ

273F27H②③コノエキカラマッスクカワノt［Rfイ．

　　　ッテデソノ　ラーホーニソッテ　スージトヒダリニイッテ　ぞ

　　　チパンメノ　ハシチスケド

275F50L②③ミチミエナンメートルイ朔ハ湧アリマ

　　　スデ，ソコエ　イッヲ　クダサイ

276F22L②④ココマッ漸イッテVili14

2781｛41L③⑤ソノハシ拍

279F60L②③コノミ財マッスグニニヒt・クメー晒グラ

　　　イイクトミョー一ijイジAシニナリマス

281F38H②③コノヒ財トーリオマッ瀬イラシヲ

284F3舗②②工蛎帰心t｝V9シテネ，エキノショづン

　　　オマッスグキクエイッティタダィタラ，ハシガアリマスカラ墨

　　　　ヨク　ワカ沁トオモイマス

285関野②②X＄ノ，コノマ山流ズッF瀞刃ンナヅ

　　　7　マ・〉スグ　オイキン　ナリ9スト，アソコニXラ　ミエテオ浄ノガ

　　　　ミR一・jifジパシデス



287F23H②②ソコ：ミェ覇チが吋妙ッテ挿谷
　　　　9ッスグ　ィカレタラ，ミョーダィジAシニ　テラレルト　蛭モイ9×

2889i4’？H②②X＄ノマエオマッスグイッラク射イ。ソ

　　　ーシマ」〈ト　ヒャクメート源グライ　サキニ　ハシ寿　アリマス。ソレガ

　　　　ミS’・tiイジJSシデス

290F41H②②マッスグニ解キニナレバヨロシイト涜

　　　イマスガ

29i　F2翻①①：1エキノRX二？・〉ス磨ミffi瀬

　　　イマスネ　ソコオ　マッスグ　ィクト　ミョータイパシニ　ナ薄ンジv

　　　ナイカト芳モイマス

292F21H②④蹟ノRXノミチオRッスクニヒャクメー

　　　トルバカ夢　イツテ　クダサイ

．293F221i②④ソコ弧ヨ

．294FlgH②③ココマッスグニイhYクラ労ンア跡

　　　オモイマXjj

298認翫②③9ッスグイッテ，シンゴオヒダリエ幽囚

　　　シテ，ミギエ　ヤク　ゴヒャクメートルクライデス

297F48L②②マッ拶ヒ列工肘キンナリマシテ，ヒダ

　　　サカラコーサヲンェミギェZ？ガラレルトミョーグイジパシエテ

　　　？ス

299k135H②②ショーメ万スカラコジュづ尋砂ラィマ

　　　ッスグイッテ　イタダケレバスグカワノ　トコ冒エテマスカラ

300F46L②③励シ溺キノ爵ノRッ短寿ツト
　　　イキマストミョーグイジ蓋シテマス

302F58L③⑤マッ漸スットネェマッスグキタノかイ

　　　　イツタライートオモウ

：303F55L②③スコシ鞍ノホ・・エイ叙スト遮ニソ

　　　コントコ　アリ9ス

305総醗②②ヒガシ唖蝉去勢シテエキノショーメン

　　　ニ　ムカッテ　ヒグリノ　ホrニ　シパラク　イッテ　イクダキマスト

　　　ヤガテミエルハシガミョーグィバシデス

．3D8　F37kl②④ソコ，スクソコテ赫

308鋼1麗②④マッ耽イックラアリ訊

309F25｝．i②④工勒ラマッスグイッタトコニアリマスヨ

．311F2翻②④ウシロノトづX

：312鵬3L②④ミギニズット磁ユーメ汐づラ春声

　　　タイバシニデルンジャナィデスカ

314聡翻②④ミョータイジバシワソコノミ魏トコ助

　　　ソづ潮

：315　F30舗②④　ココオ　マッスグイカレル；、イーデスヨ

317F48L②③ヒガシェ幼ッヲマッスグニサンプンイク

　　　トハシ寿　アリマスカラ　ソコガミョーグイジAシデス

318F80M②②エキノ靭スグ職オ紗ニイッテイク
　　　ダイテ　ゴジューメートルクライ　イキ9スト　ハシガ　アリマスト　ソ

　　　レ薄　ミョーダィパシテス
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320F17L②③コノミチオマッスグィhYテシンゴーノ

　　　トコロ重　ミギニ羅ガツヲ　クタサイ

321認錨②④アソ甥ミョー碧朔労スヨ

323F21，lf＠④ココカラマッショ一二ンニマッスクニイッテ

　　　　ク舛イ

324　F23鵠⑨④　エキノ　スグ　9エノ　ハシデス

326　M27B②④マッスグイッテスグノトコ甥ハシテス

327　F23L②②　エキ言　オリラレテ　ヒグリノ　ミチ言　マッスグ

　　　　イッテ　ィタダキマシテ，デ，ハジメノ　マッスグ　イッテ　シン」一

　　　マチジュージロノ　汽スドーリマテ　テラテク　トコロオ　ミギエ

　　　マガツテ　マッスク　tキマXト・ハシニ　ツツカリマス

329羅錨②③工碧轡型シテキタェ劫ッテヒs・ク
　　　コジューメートルテードイクトミョーダ～ジバシニデル　コトガ

　　　発マス

330謂5L②②シマシタラネミョーダィ朔シトわシs・イマ

　　　スナラコレオミギヒダリデイックホーガイー”トオモイマス

　　　テムll一一カラミエタラコレ言　マッスグニオイデニナッテ層ミ

　　　ギX　オマガリニ　ナルト　ミョーグイジバシエイケマスヨ

331　F57L②・（互）　ココ嘘マッスグィケバハシノ　ウエニデマ

　　　ス

332iti29H①①幼シ劫嚇ノチョ曝測マストシンコ

　　　リホーコー　マッスグニ　ヒロイ　ミチガ　コザイ9Xノデソコオ　ヒ

　　　s・クメーート薄グライ　イッテ　イタダキマスト　ハシガ　コずイマス

333瓢OL②④コ助ラヤクlts・クゴジュづ一議づライ

　　　マッスグノ　ホーコーエ　ムカッライケバ　ハシガ　アリマスヨ

334F67L②③ミュー碧ジバシワネココカラネ冷ットヒ

　　　ガシノ　コノ　ミチ蛭　イカレマスト　F一　圭ンチモハシノ　｝・コエ

　　　　テレマスヨ

335F2鴇②③アノミチオマッスグィッヲ拶サイ：li

　　　ユーメvhvクライ　イキマスト　ソレガ　ミョーダイジパシデス

337M51L②④ココオマッスグィッヲスグソコ菰ヨ

338F48L②④騎シ劾ザ材テテマッスク弧ネ

339　醗74L②④マッスグニ　イカレルトミョーダイジバシガ　ア

　　　ル万・…

341F15L②④コノミ彊マッスグィ姻イケマス

342総驕②④駆カラマッス「」イッテクダサイ

345麗6L②④削蹄エオマッスグ㍑クメ略砂ライイ

　　　ッテ　モラXA　ミョーダイジバシガ　アリ9スカラネ

347F8劉②④ミg一一tiイジバシワソコ：ミエテ費スカラ

　　　暮一ジ

348磁飾②③ソコノシンゴづミ牝マガッテヒャクメ

　　　V・勲閥グライ　イクト，ソノ　ハシニ　イキマス

350F3禰②②ヒグリノホーエイガイ労イテヨ狂ジ

　　　ガ　アジ？ステショーソレオ　リッキョーオワクジテ　イタグィテキ

　　　Rストソノ　マッスク　トノ蔦シニイケルト　オモイ9ス
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351F49L②④工勒ラびりノホ歳イ肋タライー

353F22L②③ヒャクメーートル狩ニハ湧アリマスカラ

　　　ソコオ　マガツヲ　クグサイ

354F3鋤②③エキノマ甥スグヒ列エマ加テ，輝
　　　ノ　シンゴーオ　ミギエマカッテ　？ッスク　イカレルト　ツギノ　ハ

　　　シガソづX

355M37ii②④コノミチマッスグィッテスグソコニミ

　　　跳ハシ弧

356紹娼②④工栃オリテショーメンノミチオマッ潮

　　　ニ　イクト　ジキ　テカクfス

357F23L②④マッスグイ凹形ツキア野上杯

358M34L②③工勒ラショづンム背ソコニミ蹄
　　　ハシガミョーダィジパシデスケド

359F451｛②③コノカイ労デラけマッスグミエチル

　　　アスコガ　ソーデス

360F74L②④コ畷一五ノミチオ，コー’3一洗物イ

　　　ケバ，イケマスヨ

3SI　F68L②③XS一一ソ助ラ芳リテニシイサンチョーij

　　　ライ　ィキマスカネー。ソレカラ　iクェ　ズーFイキマストサイガ

　　　　トノバシ　デテイルデスケFネー

362認2L②④ヒャクメート砂ライサキノアノハシガソ

　　　ーデス

383幡4L②③コ助ラマッがイhVクラF一センデモ

　　　　Vhり9×

365F55H②③ヒ畑イイ麹シタラミ二二リマシテ

　　　ニチョーグライ　イッタ　トコテX

366　F61L①（D　エキカラネ　ヒロイマッスグナ　ミチオ　ヒャク

　　　メークーグライ　キクデ　ゴザィマス

367鵬2L③⑤コノミチオマツがニヒャク距ト瀕ライ

　　　　イッタ　トコロノ　ハシガミョーダイジ瓦シダ

368鵬7醗②③エキニオリクラマッスグ紗二刀ッテ

　　　モラッテ　イケパ　ミョーダイジ五シニ　ラ：マXネー

369　F47L②④　エキノ　ヒャクメート渉ホ｝＝マンマ：£デス

374F23M②③マッスグイ加タラミョづイジノハシガ

　　　アリ蝋ケド

375F21L②②　リッキョーガ　アリマスネソコ：　リッキョーガ

　　　　アルデショーアソコガ　ヨツカFニ　ナッテイ9Xネ　アソコノ　ヨ

　　　ツカドノチョツトイツク　トコロニアリマス

377F28M⑨④ココオわスグイケバワカリマス

378F56Ms②②エキカラマツがニズーットイッテ，シマス

　　　トスグトハシガアリマスカラソレガミョーダイバシデス

379M32H②③マッスグイクトサイショニハシガアリマス

　　　カラソノ　ハシデス

380F75L②④エキカラマツがイケバア瞬ミョー桝

　　　勘弧

383M55L②②コノィ預魂冴ソッテネ執イ預一
　　　kントユートーり，ソレカラソレニソッテシAラクシテヒ

　　　ガシエ　イキマシテ　ヤク　ゴジュ■・・置目一夕一クライ　イッテ　シタニ

　　　芳リルミチニソッテイクトアリマス・…　ヒダリ毒ワノ　ホーニ

　　　　マツサカヤガ　アリマス

384F22M②⑧エ霜野レテ，マツがイ嫉，ハシニデ

　　　マλ

387　F54L②④　Rッスグ　ィッテ，ソコニワ　亀目キナハシガ

　　　ア珍。ソレガミョーダイ訴シデス

389F28L②④マッスクイッテハシガアリマス

390F78L②④コノ獄が動コノ客一財スートイ
　　　ッテツキアタルトソース；yトミギニマが惣ミチガア叛ソレ

　　　デネーアチラエ　イッテネソシヲ　サンチョーAカリ　イクト　トノ

　　　逆潮ヨ

392｝？69｝A②②ソレカ験直マシラネ，オリテニシ［

　　　U？シテ，ソシテキクェイクンチス零，ジュージロだアリマシテ

　　　ネ，ソゴ言キタ］　イクンチスネ，キクエソース5マッスグガ　i、

　　　ノバシナンチスカ

393F23｝1②③マッスグィッテミZRスネーアスコミ蹄

　　　　ハシ畝ケド

395F38L②②ヒ棚溺勒ラアノRッX8ノミチオ
　　　キクェイラジシ￥th　5シEントソノハシニデマX

399総繍①①コノマェオヤクイッチョー励リ初囚

　　　スレバミョータイジバシガ　5ずイマスノデ…。

397M16L②④ココ言マッスグ’ Cッタラ　ミョーダイ蔦シデス

399F21日目②⑧スットエキコ助ラ勤スグイックトコ

　　　ロノヒトツメノハシがミョーダィジバシfス

401F66L②④コッカラコーイジテネソシテソ訪ソー

　　　テスヨ

402F82M②④コノRッスグノハシガソづスヨ

404F47M②③ミM・一tilジ酌デスカ。ミョ・・tiイジバシデシタ

　　　ラ＊・一一。エキカラ　マッスグニアノ　ヒロイ　トーリオ　イケ兀ネー。

　　　？ッスグニイッアミギエマガッヲスコシイクト7，ijミョー一

　　　ダイジバシニ　ナリマスケFネー

407F211⑫④アぬ菰
410M22H②②ヒガシオカずキノマエニRッスグミチガ，ア

　　　リマスカラ，ソノ　ミチオ　ヒャクメートルグライ　イカレク　トコロノ

　　　　Aシガ

41錨1飽②④シンゴ鱒ア励ラソ瞬：一トーfivシー

　　　ノ　デル　シンコーカラ　マッスグムカッテ　ヒYクメートルグライノ

　　　　　トコロニアリマ）〈カラ

　413　F55L②④　ココマッスグガ　ミy－tiifWスケド

414瞬5L②②コノエキカラヤクニヒvクメート膨ラ／

　　　㌣ッスグススンデイタグィク　トコロガミs一・tiイジ兀シデス

417M49L③⑤ミョ・・liイジ11シワコチラ



418F28M②②ニシノrl・一Xネ，ゴヒャクメート瀕ライ初

　　　シク　トコロデスケド。コノミチオ　マッスグネ，コーイッテ　」ヒ

　　　tクメートルグライデすイショニミツカルハシガソーデス

419F3婦②②マッスグイッテイタ舛マストシンゴ畷

　　　アリマスカラ，ソレオ9ッスグニイジテイクダキマス。ソ’一デスネ

　　　｝。ヒ1・クメートルカ　：ヒャクメートルグライノ　トコp二YリRX

420F33L③⑤ソコマッスグイケバドーセンデモ蹄ヨ

423F65L②③マエノミチtネ，スット：シエオィキヲネ，

　　　ソシテ　シンゴー・ガ　アリマスネ。シンゴーカラ　キタエムカッテイク

　　　弧ネ

426F33L②③ココオマッスグキタエイッテヒャクメ略

　　　ルカニヒャクメートル〃ライ　アリマスガネ，イッタラスグテス

428F221i＠③エキノマエニfyヒダリテノホー’オマツ

　　　スグイクトゴヒャクメートルグライイッテシンゴーガアルノチ

　　　　ソコオミギニマクマッスグイッテイチキログライイクト

　　　アリマス

42S羅2L⑧⑤マッスグ紗工ニヒャクメート砂ライイッ

　　　タ　トコロ夜深ワガ　アル。ソノ　ハシダ

431　F25H②②　コノ　エキノ　マエノ　トーリオ　ズット　イキマ

　　　スト　シンコーガアリマスカラ　ソコオ　ヒダジニ　マオリマストゴ

　　　ジューメータ．一「フライ　シタ　トコ：ハシガ　アリマス。ソコダトオ

　　　モイR）c

432“135M②④ココオマ・；　xグイッタトコ蛎ミョー碧

　　　伽シデス

434F25L②③ココカラマッスグイッテネ，コーサテンガア

　　　勘カラソコカラミギニマガッテイクトハシ寿ミエマス

435F19H②②イマコッカラネヒグリ加ノミチニソッテ

　　　　アルイテ　イクダイテ，ソイデ，スグソコニアタラシイメージシ

　　　ョッづガタッテマスカラネ，ソコオスットミギニオリテイタダ

　　　イヲ，アルイテキマスト，トノAシガアリマX

436F69L③⑤マッスグ舛

438F34L②⑧オ減配コノ躊カラネ，Rッショづンミ

　　　ラレテ，ソスト，アスコマツノオー・キイノガクッテマスネ，ソコエ

　　　　ソーテスネ，サンEa・クメートルグライ　イカレタラネ，ソコガ　ミョ

　　　いグイジ薦シテソコカラ　サキ，オククノ　イキサキワ，ドコカ　シラ

　　　ナィケドネ，モクテキアルワケデシy一㍉ハシマデイクワケ。ア，

　　ソーソシクラ　アソコ，マッスグダモンネ

439澱20短②④ミギノ　チカドーオワタッテヒグリッカワカラ

　　　　チカF一一オテテデク　トコPカラ　ゴジ2一一メートルクライイッ

　　　ク　トコロガミョーダィジAシデスヨ

440Y74L②③工勒ラジキテスカラネ，轡マーヒャクメ

　　　一・トrv）」ライイキマシクラ，エキマッスグデスネ。ミョーダイジバシ

　　　9

441F31L②②ミギナラミ農博マガッヲネ，エキカラヒグケ

　　　ナラ　ヒグワニ零リマシテ，サンジエーメ”トルナラ　サンジェーメ9●
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　　　塾ルイキマストムカシノ　デンシャミチチェノガアリマスカラネ，

　　　tl一一リガソノ　F一一リミギニオレライカレルトネコ“一・モノ

　　　ガ　アリマスデソコオ　チa一一シンニイカレ激トワカリマスヨ

443M18L②③マスヒ励勅興滞ネ，芳ソレデマ
　　　ズズートイクトココニシンゴーガアルンデスガネ，ヨツカドデ

　　　スヵ，ヨッhFNッテジッチオミギニマワルテスネ，ミギニス

　　　｝ト？ワッテクトハシがアルンデスネ，ハシガ。ソコエイッテ

　　　スグsクル｝・　トノバシノ，アレガ　チッキヨーガ　アルンデス

4処F22M②②コノツ靭ミギノホーニイキマシテソレ

　　　テシンゴーアリマスカラ　ヒダリノホーニイッテ　テー　リッキ

　　　y一・tiアリマス。ソコノ5コー・ミッツツジニナッテマスカラヒ

　　　ダリガワノ　ミチオワク捧カ　ワタラナイカノ　ヒダリニアリマス

447F2eH②④エキカラマツ形イッテスグY：fK

449鵬脳②④エ勒ラマッスグイッタトコロニハ湧

　　　踊，ソIfX

455　F19｝？　NR
452　議59L②⑨　コレ慮　？ッスク　イカレテ　ソレカラ　ヒダリェ

　　　　マッスグ　イカレテ　カワエデマスカラ　カワノ　トコロノ　テー派

　　　Vカラ　ヒタリェ　イキマスト　ハシガ　アリマXoソレガ　ミョーtit

　　　朔シ淑

453F1翻②③ソコノオ弓一リオテテミギニ甥ッテ

　　　ニヒャクメートルグライ　イッタ　トコロニ　アリマス

454財欲②③ココカラニサンビャク製酪ル蹄背モラ

　　　工短ト，ドーシラモ　ソノハシニ　ツキマスンデ　ワカル1・オモイマ

　　　スケ陛

455F3翻②④ソコオ？・〉スijイッテ加ガア肋ラソ

　　　ノ　カワノ　トコロニ　カカッテイル　ハシガ　ミョーグイジバシデスケ

　　　ド

456F16M②③ヒ痴勃爵ノチ筋ア艀ショ’・。チカオ

　　　　トオッラテ　ソノ　マッスグ　イクト　ヒガシオカザキノ　ショーシv

　　　ジョーガ　ア湧デショー。デソコオ　モースコシイクトソコニ

　　　ア夢マλ

458M31L⑧⑤X＄ノマ甥）〈一Fヒダリエイッテ汐

　　　カラ　サイショノ　シンゴV’オミギニマガル。ソコニAシ毒　アル，

　　　ソコだ　トノバシ、トユーコトダヨネ

459F17醗②③コノフ｝・・t「ミチオスットニシノかニ

　　　イッテソース疹ト，コーサテンガアジラ㌧ソコノコー・SJテンカラ

　　　スクキタニイクトsxtiミエ？ス

462囎3醗②④コノミチマッスグィッタラスグハ漉

　　　アルカラソノハシガソーデスネ

463幕58舗②②ココオマッスグオイキニナPマXト壁イシ

　　　y：ハシガアリマス。ソレガミョー一tiイAシデス。ソコカラムコ

　　　vエイカレ月小コクドー・ニ　デマス

464M74L③⑤マッスグニアノカ㍉ノ籾ダネsソシテミ

　　　ョーダィラ浜シダネ
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輪6F3舗②④：：マジがイッ外コ田アノ細デ
　　　ス

467F61赫⑦①コノ　F一ロ愛　チカニ　寒リテ’ソレカラ　ムコ

　　　ーガワニ　ワタツテ　マツスグニワタツタ　｝・コオ　ウエニ　F：一画ニ

　　　　ア寿リマシテネ，マッスグニソーーデスネ，ジューメー美事カ　ジュー

　　　ゴメークーグライイッタ　トコニゴザイ？ス

488認6L②④スグソコデスヨ

470総8H②②エキニ別テオッテ弧ネ。ヒ列が臓イッ

　　　テデスネ。ハジメテノ　シンゴーオ　ミギェ　マガッヲ　イタグ　WXo

　　　ソーシRス｝・スゴガワッテ　エー　カワガ　アルンデスケ蓉，ソコニ

　　　カカッティル方一キナAシガミs一グ　ifsiバシテス

471F32L②⑧マッ勝ス。アノミ魏ハシデス。ココマ

　　　ッスグィクトハシガアルカラソノハシガミョーグイジパシデ

　　　ス

473暇舗②③ヒtlシオh5＄2芳弧ネ，ヒ夘ニイッテ

　　　　ヒダリ　ドノクライカナ，アレ，｝くノクライカ　イッタ　トコP：毒

　　　F一＄ヨー一Pt，ヨンカショ　アルンデスネ，意F－e？s一一ノ　ヨンカショ

　　　　アル　トコ駆込，コン罫ワ　ミギニRガッテイッタ　トコロガミョ

　　　ーダィジバシデス

474　M20M＠③工紡ラコーミナミノホーニマッスグイ

　　　ッテミ日貸Rガッヲスコシイッタ　トコ鐸デス

476M19kl②③ココ言マッスグィクト，ホ隅ヨーガアリ，

　　　ソコオミギニマガツテRツスグィクトアリマX

477繊5H②③yソコニシ莇クッ猶デショ’・eアソ甥

　　　オカn｝キコー一工ンテス

479綴5L②③コーセイノヨツ躰ノミ甥ミナミニ幼

　　　ウト　スゴーガワガ　アツテ　ソレこニソノ　ハシデス

480雛鎌②⑧ヒ麹三猿ッテソー聯トがヒ列ヲ
　　　こシンゴーキガアッテソコー・rtミ塾代9ガッヲ　モラッテデ

　　　　マツスグィツタ　トコニミョー・tiイジトユーテーリュージョガ

　　　　アッテ　ソノ　チuト　ムコーカワノrt一＄dハシテス

銘1F63L③⑤工勒ラデテ，コッチェjlスドー児労ヤ

　　　ッテマッスグィクトアレ　トノバシニナルモンネ

482　｝129，H②③コノドー財デスネヒダリニマガッテスグ

　　　　シンコーガ　アリRスカラネ，ソノ．シンゴ可塑　ミギニ　マ港ッテ

　　　クダサイ。ソシテヤクニヒャクメー1　；・gホFイキRスト　トノバシ

　　　テx

483総翻②③翼竜9エノミチオマスッスグヒ列テノ

　　　　ホーエイッテモラィマX，ソレカラ・ヒトツメノシンゴー・rtミ

　　　ギガワェ　イッテ　モライ？ス，ソースルト　シEント　イ＄マX

塁85F喜9L②④ソノ，コニキオマッスグ　キタノホーエアルイ

　　　ティツテ　モライマス

486M43L②④スクソコノハシガソづスヨ

987理9L②④肇国ラヒgyイッテリッキョーノ5：U

　　　カラマクミギニマワジテクダ量イ

488囎8L②②コノミ盤コーマッ漸二茸醤二漁

　　　トス「」ハシ弧

489　M29L　NR
490F50L②③ココマッスグニイラッシャレパイづスヨ

491寵鎌③⑤ココオマッX「］イ猟ハ湧ア勘ラソ

　　　レタ

492F27L③⑤上や労ジa一メート勝イ鱈

・494F15L②③ぬノミチオマッスグイ外，ソコニハシ

　　　薄　アリマス　ソノ　ハシデス

495懸9L③⑤コ調マツがネ，ハシオワクツテ

495F38L②②コノミチマッスグニ納囚シテ，ソー湖

　　　ネ，ヒャクメートル，ニヒャクメートルグライ　イキRストR，，ワタック

　　　　ハシガ　ソーチスケド

497F2工瀬②③　テクチエ　デヲ　ムカツテ　ヒダリX　ゴジューメ

　　　一・タ）’ライイッテデーミギエ　リッキョーガアリマス毒ラアソ

　　　コデミギエマワッテモラエレバ　イッ毒ンメノ　ハシ

498F50L②③コ調マッスグオイキニナリマシヲースグ

　　　　ハシガアリマスカラ

5GOF46L②④マツスグニイ労ク朔イ

5031121L②⑧ソコノトー號マッスグイッテコ母テン

　　　ガアル，ソノ　ヘン彪　ミ9－tiイ兀シテス。モシ　ワカラナカッタラ

　　　　ソノヘンデキイテ　クグサイ

5e4　MM？②③マッス5イッテソ匠か甘ト・一・t］X

　　　アッヲ　ミギエ　マガッテ　こITisテンマデアルクト，ミギガワ　トオ

　　　ッテ　トノハシデサンジューメートルグライ　イクトアリマス

50GF41L②④ココスーツトマツスグィツテネヒ勿マ

　　　ガツタ　｝・コロデスヨ

507鵬1L③⑤マッスグィッタ5コノコノA湧ミョー

　　　グィパシ

508k｝23L③⑤シンかオニヒvク寿ト舩カリイッタト

　　　コロニハシガア盈ノデ，ソノ　ハシダ

509F30L②③コ甥マツX欠イッヲ，げりニ蛎甑
　　　　スグ　ワftVマX。ヨロシカッタラ　ゴィッショ　シマシH一力，チカ

　　　イカラ

510F18M②③幽魂ラニシエマッスグイッテ，リッ狛一

　　　ノアル　トコロオミギニ9ワッテ，ソッカラRッスグイッタ

　　　トコロ　コジューメークグライ　サキラ：ス

512F17k7②③醤ノマエニ踊ミチオヒダリニt＄

　　　シンゴーガアッテソノシンゴーオミギ：マワJYトソコ：ア

　　　リマス

5i3　F3繍①①コ唖イノホー二劫ッテ，リッキョ功ラ

　　　」ヒ雫クメ・一タグライデ，リッキu一　ゴ憂イマス

514F28L②④　アノ　ハシチス

5エ5F53L③⑤マッスジィキナサイ

5181t138L③⑤コノミチオマッスクィッテ菰ネソコit



　　　トオツテイクンダ

517｝159iM②④アカニミエテ初ハシガミョー豪彊シ

　　　テス

518F42L②③ミウラモク粥ンニソッヲ野レ恥ヨロ

　　　シ谷ス

519F30M②③コ甥マッスグイッタトコニハシガアリ

　　　RX。ソレガ　ミョージイバシチス

522F46L②④爵ハエオマッスグニイッテ，ソコガミ

　　　ヨーダィジバシデス

525｝136L②①距テ甥スデシナtkンデX？・，　ildジaジt

　　　＄　アルイワ　シミンビョーインイキ　コレニ　ノッチ　イクダィテ　5

　　　ノパシデ　オリア　イタタキタイ｝・2モイマス

527F25L②④コ誘コ・・z一洗ニイッテクダサイ

528蘭4獅②②孜ネ紗クタッテミxibト］uワネ潜

　　　．ノ　テグチガ　等タオ　ムイティルンデスネーtツマリtフンノ　タヅ

　　　テミェ激　ホーカラ　マッスグ　キタ工　幡Xスミニ　ナッテ　ヤクゴ

　　　ジューメートルチスネ

531濾6L⑧⑤コク写尋ヤナイホづネミチオ融スグ

　　　　アbイテイク

533M48L②④　エキオ　9ツスクニ　イツタ　トコロデス

534F18M②④捗ノか二，テ9X：踊ハシtiミョー

　　　翔蕩

5371i35．M②④lluノマエノミPt勤瀬紡エイク
　　　トミョーダイジバシデスヨ

539K124H②④コノミチマッかイ外ス野ス

540謂2L②④ルガミョー碧ジ」1シガ

542M51L②③エ勒ラ？ッシH一一メンニ，ニヒャクメー随

　　　イッタ　トコロニハシガ　アリマス

5431i55L③⑤アノAシガミョ一郭1シ湘

545腿69②②コノ潜マエノミチオマッスク別キニ

　　　ナレ湾ソコニア珍ハシガミU・一tiイジパシテス

546F36L②⑧ココノミチオマッスグキタニイ碧スト

　　　ミョ・一tiイバシガアリマX

548F51H②③ココカラマッスク紗ノかエd＄？X

　　　イチパンハジメニ　アクルハシテス

551F45H②⑧コノミチオマッスクイッテ甥イ。か

　　　キナハシガミu一・tiイジパシデス

552繊繍②②エキカラマッスグイッティタダケ甑，イチ

　　　パンハジメノハシガミy一・tiイジAシfス

554F43H②③マッスグイッテイク勢猟ドーセン発

　　　　ハシワミェマX

555F50⑱⑤キクノホ畷マッスグイ外一

557F31M②②欺デトノAYテオ労イ労イテソノ

　　　カミノハシガ

558F49L②③ス｛；溢ハエオ1ツティタダケレバド

反応文一一一・ec

　　　V　センデモ　ワカリマスケ客

561　F22H　NR
585鵬5L②④コ財9・；・スijキクノホ迂uノ

　　　オ　？ツスグ　ィキマス

568F15L②③覇男RX］トーサオアチラノ
　　　一・ljノ　ホーマデマッスグテテ　ソコカラ　ミギニ　オレヲ

　　　ク　イクト　ソノ　ハシガ　アリマス

567F21H②②マッスグソノー9？

　　　　ハシ毒　ミエマス。ソコガ　ミ9一グイジバシテス

568　F28鵠②②　ココラニ　ナリマスヨ。　　　　　“

　　　　アタリ？ス。チートイッテカラホカノヒ｝・二

569　M26L②④　スク　ソコニ　ミエル　ハシデス

570F4器②②コ誘9vスグィカ囚ストスiiニ

　　　　アリマスヨ。ソコガミョーグイバシデスヨ
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オ略

シISラ

キタニ　ススミマスト　スグ

ココラヘンァス。コチラニ

　　　　キイテクグサイ

ハシガ

572F29L②②UXノスジオマッ短イキ9Xトヒャクメ
　　　ートル，ニヒャク直通トルソコニ　ハシガ　アリマス。ソコガ　ソレf

　　　スケ1；

575、雛蹴②②RX　RXニドー莇アリ覇ネ，yvコ。ア

　　　ッコノ　ド自尊オ　マッスグ　イッテ　サイショニ　ア夢9ス　ハシガ

　　　ミョーグィバシデX

576　M26H＠③コノマンナカノミ弼イチW7・一Fイッ

　　　テ　モラエパ　ハシニツキマスケド

578驚37瀦②②　3ノ　エキノマエノミチオ　？ッスグ　イキマ

　　　シテ，ヒャクコジューメート浄グライ　イッタ　トコロガ　ハシニカカ

　　　リマス。ソコガミョーダイジパシデス

579喉錨②④ア助ソづス。コ謝キタニ例・

581F5蝋②④コレオマツスグィツテクダサイ

582購聯②③エ撚ノトーリオニシエイッテシンゴー

　　　ノアルヨツカドオキタェマガッテクトアリマス

583F61L②③マエニミXテマ7，アノハシデスカラコレ

　　　マツスグ　ィジテ　クダサイ

584F19H②④エキノRエノ　ミチオ，ゴヒt’クメート穆イッ

　　　クトコロi77，

585　F45L②④　スグ　ソコニ　ミXマX

586M36M②④コノミチコレマッス労イケ訊

587F1繍②④コノミ財マッスグイッテミ紅マガッ

　　　テスグテス

588総舗②④スグソコニミエ艀ガミ津ダィパシ菰

590F331M②④ワタシ弱マセン

591　F28L②④　ラー三一ヅタイエー　イックラスグ　ワカリマX

　　　カネー

592瞬2L②③マッスグデスネ，マッスグ？Xニハシガアリ

　　　Zスsミョーti￥ジAシテス

593F36L②④スljマエ弧

594F49L②③X＄ノコノRXノミチナガス，アノトー
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　　　リノ　コノ　ムコーノ　AシデX

598F29M②④マッスグィッテクダ鯉

597F3711②②工翻マエノミ財マッスグススンディカ

　　　レRシテ　ハジメテノ　ハシガ　ミョーダイジAシデス

5ggF48L①①コレマッス歩イラジシa・イRストソーテスネ

　　　　イXカスデニジュッケングライイキマストハシガゴザィマスデ

　　　　ソレガ　ミョーグイジ蛭シチスネ

600F27L③⑤エキノマPt　gッスグイッテhF二妖

　　　コヤサンガ　アッテ　ソノ　マェ二日シ・…

電報用紙 （102）

⑪02鰻9L②④ライシンシ燧潔シマK

OO3　F43L①②アノーデンかダシクイト庶イマス弾

　　　ヨーシオ　ィクグケマスカ

005M2811②③デン蒔ウチ材ン畝ガ・…オネ潔シマ

　　　ス

OD8　MsgH⑨③スミマセンケ窪テン細一シオクダ材

◎09　F38L②④　蛭ネガi．シマス

◎11F421⑪⑧ヨゆオイ妙ケマ潮

◎12F44L①①イ勒ラテンかカキ厭カラチヨットヨ

　　　ーシ君　イクグケマセンデスカ

015F38L⑨③デン劇ウ碧スカラヨーシ捗サイ

017F56L②③力証ウ芳ス外ヨーシ拶サイ

018F3脳②④デン膨ヨーシワFコニアリマXh

O2G　M68L②④　ライシンシオ　クダサイ

023F48L②④ザンポーヨーシオネガfシマス

024F17K①②スミマセンケFラ：ン＄一ヨーシイクダケマスカ

026F69L③⑤コーユーデンポーウチタイト漏壷ヨー

　　　シモラ工肋ネ

G27繊器②③テン・9一ウチタインiiスijF　ll・・Sクダ財

029F30M②③アノーfンボーガウチクインデXケFヨーシ

　　　オク朔イ

0301117L②③スイ娩ンケFデン劇ウツク〃カミ

　　　ク朔イ

◎33F4繍②④デン爵ヨーシオク剃イ

035F47M①②ス擬ン，デンかオネ癬シクインデスケ

　　　F　H一シ　イクダケRセンカ

03SF86L②④コ二一フづウタンナランデテン藩

　　　ク粥イ

◎38M3M②④テン瀞ヨーシク搬イ

⑪39鯖41L②⑧スミマセンガテンボーヨーシク粥イ

041F47H①②デン藩籾チタイトオモイマXJデソノ

　　　ヨーシオ　ィクグキタイト　Aモイマス

042麗OL②④デン瀞オネ潔シ覇

043F63L②④デンか籾賀算懇潔シマス
雛5M19L②⑧スンマセンヨーシクダサイ

◎46F72L①⑨スミマセンガオネ溜シマスデン劇ヨーシ

　　　ガ　ホシーンデスケド　イタダケマスカ

047F40L②③テンかシタインチスケFヨーシモラエマλ

　　　カ

048M61L③⑤テンかヨーシノカミ，ア財

050F67盈】②④カかヨーシオク搬イ

052F58K②③デンか孜カラウチタイト）fVRXケド

　　　9一シオクダサイ

053F33M（ll）③テン爵琳叡シRi〈ヨゆ赫潔
　　　シマス

054M60M①②テンかヨやイタダ狩肋

056F281｛②④デンrlVH’“シオネ溜シマス

057総脳②④デンかヨーシクダサイ

059ii24H②③スミ9kン界瀞ヨーシオク榊イ

06G認2L②③チョットスミマセンilンかウチタイン畝

　　　ケド・…テンポ・一ヨーシ言モラエマスカ

063F25L①②スミ詮ン弾デン瀞ウチタイ万スケF
　　　デン毒一ヨーシ・イタタケマスカ

◎65F30L⑨④デンかヨーシオク労イ

066F3器②③イマカラテンかウ碧肋ラ新デン涛
　　　ヨーシオ　クダサイ

068F38L②②チョットスミ？tン，オタスネシRXケFモ，

　　　コーユー　フーニ　チンボー　ウチタイデスケ｝ζ，F一シクラ　ヨロシイ

　　　テショ功

⑪69麗繍②③テンかオウチタインデスケ陛ヨーシワア

　　　リ9kンカ

0711？52L②④fンかヨーシク彬イ

073　F23．M（葦X豊）　スミ？セン　テンボーヨーシ　クグサイ

074毘8H①②スミ姪ン，チョットカかヨやイ砂ケ

　　　RXカ

075F34H②④テン瀞オ淋潔シ厭
077F39L②④デンボーウチタイデス

G78　F30L⑨④コ臓一ヨ寸ンデデン恭オダシタインデ

　　　ス罫

⑪8⑪lt118M②③スミ聴ンケドデンかヨーシオイチマイモ

　　　ラェ聴ンカ

⑪84濃7H②④テン断華シク舞イ

088F27L②④アノーカ証ウチタイテスケ旺

087麗5～1②③チョットスミ商ンケドテンdi・一ヨーシモラ

　　　エマスカ

089腿2H①②デン劇労タイン淑ケドモヨーシイ舛

　　　ケ聴ンカ

090F1繍②⑧デ〉＄一労タイガ潮デンdi・一ヨーシク



　　　グサイ

091M61L②④デ螺一ヨーシオオ紡イシマス

092　F17M⊂）②　アノ　スミ？センケF　テン求一　ウチクインデス

　　　ガ　愛川シオ　イタタケマスカ

093F69L②④デンかヨーシ経理イシ妖

⑪95F18L②③スミ趣ンテンかヨーシク射イ

096M28L①⑨デン和労クイ万ス憾テン涛ヨーシ

　　　イタタケ？スカ

097紹脳②④デ〉＄・・ヨーーシオクタサイ

098F37L②③スミgtンケFd9茄Fコソ］Xテンk“i一一

　　　オ　ウチRスカラ　ヨーーシオ　クグサイ

099閉46L②④　デンホー　ウチタイデラィシンシクダサイ

100M16｝1②③スミ聴ンデンかヨー泥淋溜沢X

1儀鍋鶴②⑧デンかウチクイ万潮F一ユーフよ
　　　スレバ　イーンデショーカ

102　F16淵②④　デン＄一　ウチクイノテ　カミ言　クグサイ

10騒12掬②②オソレイリマス外モデンかガウチ弼万

　　　スガ　ドノ　ヨーーナ　テツヅキオ　トッタラ　ヨロシイデスカ

105F30L①②チョットスミ娩ン弥テン証ウチクイノ

　　　テオネガイ　イタシYス

107F18M①⑧デン涛ヨーシオク舞イ聴ンカ

ユ◎8囎闘②⑧アノスミマセンltF力奉づウチタインデ

　　　スケド

110F15L①②デンかウチタイガスケドソノヨー一yt

　　　イ労ケマXh

111M34rH①②チsvトスミUhンテンポづ労タイデス

　　　ガ　デンフンノ　ヨーシオ　イタグケマスカ

113M28M②④テン涛ノヨーシオク労イ

118R126M②④デン劇ノ華シオクグサイ

117F31L①②スミgtンテ遮一跨ーシオイタタケマ肋

12G薦9L＠④コンFデン証オ死ンナランクナッテデ

　　　　デンボーヨーシガ　ホシイテ　ドコデー，ココデ　イーデスカ

122田切①②ガスーカケ畝カポーオウチタイ万ス

　　　ガ　デン颪一三ーシオ　イタダ寺タイト　オモイマス　オネ港イ　イクシ

　　　RX

123F18M①②アノスミRtンケFカかヨーシィタ脅

　　　マスカ

125繊騨②④テンか㍗シクtiljt

126M24L③⑤ワ厨ケンfiデンかヨーシナイカノ

127罷繍②④デン劇オウチタイト疵ウケFF壁一
　　　フーニ　シタラ　イーデスカρヤリカタガ　ワカランチ

128F25M①②デ誌一労タインデスケFヨーーシスミ商

　　　ンケド　ィタグケマスカ

王29囎飾②③スミマ学費デンか辛シオク殉イ

130F36L②④デンかヨー渡拶サイ
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132　F65L②⑧デン漸瀞が荊掛湯オネ解シ
　　　マス

134謂3L②④チョットデンか外略オモ労ヨーシ

　　　1クグサイ

135F38L①②チョッ5スミv，t’）テンかヨーシオイf？

　　　イイクグケマスカ

137F57L①②ト・・キョーエダシクインが算モデンかノ

　　　　ヨーシオ　ィクダケナイテショー一力

138F37L②⑧デン涛ウチタインデス外ヨーシク粥イ

139h171L②④ト寺ヨーエデン魁ウチタイトオモ労

　　　ヨーシオ　クゲサイ

140　F74L　NT　R

14i麗罰②③スイマセンtrFモカ薪労タインデス惇

1435153H②③スミ聴ンガテ遮一ヨーシイチ認ク鋤

　　　イ

1興縦篇②③アノスイマtンケFfンかウツヨーシワ

　　　　1くコニア夢マスカ

148　F35．M②④　アノー　デンホー　ウチクインデスケ暮

147F30：i・1①②スミ妓ンデン膨ヨーシイ妙ケ覇力

149F40L①②デン縮一シイタグ侭スカ

15D　F67L　NR
151鵬L③⑤デン，＊’一一H一一シオ聯溜シタイ

152船脚①②ヨーーシオィタ動軸ンカ

153葡鎌②③スミマセンが鋼磁一シク粥イ

155　F47L①（葦）　fンホーヨーシ　イクダケマスカ

15S　F73Li　N　R

158　it125L②④　デンボーヨーシオ　クグサイ

159F20L①⑨スミマセンケレ旺力かオグシタイガλ

　　　ケドテン癒一々ーシオ’イタグケマスカ

1SI　F61L②④テンかグシクイデPtS／シマス

162F201ii①②デンボーヨーシオイ妙ケマスカ

164罎2L②③Fコドコエデン癬ウチクイ万ス憾モデ

　　　ン承一品ーシオ　クダサイ

165盤18鵠②④　チン孝一ヨーシオ　クダサイ

168F62L②④カかヨ汐オ夘杁
171F23L②③カかウチタイ万スケドF一シタラ玉書

　　　シイ三方

173F44L②③デン藩ダシクイガス妹デ源弔呼
　　　オ篇イシマス

174F61L①③カボ噌一シイク磐タイガス

178M21L③⑤スミ艶ン沖シモラ晒

177F2細②③スミマセンテン三口シオク朔イ

179F74L②④テンかオカク三軒ミオク殉イ

180鵬5L②④シュクデンオウデタイト薮孜スケFデン

　　　ボーヨーシオ　イタタキタイ
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182F3器②④テン証ヨーシオクダ翼

183量器①②テン膨ウチ外万ヨーーシオイタ舛クイ

　　　万スガ

184F49M②③オルイリマスケFデン縮一シク搬イ

欝5F3211①②ア方デンかオウチタインデスケ弊デン

　　　f・一’ヨーシオ　イタダケマスカ

186F33M②③デン証ウチタイガスケF一罫一シクラ

　　　イづスカ

188　鯖85L②④テン孝一ヨーシオ　イチマイ言ネガイ　シマス

189F26L②③潮i一ウチタイが弾醤油シ双

1911125L②③ドコドコェデンかオ労クィ万ス弛ドモ

　　　　オネガイ沢X

192　F16矯②④fン禾一タシタイカラ，カミオ，クグ．サイ

194F20灘②②　アノーオソレイリマスガ　チンホーヨーシィチ

　　　9イ　ホシイノナスケド

lg5　禎44慧②④　テン薫一挙ーシ言　Fコニ　アリマスカ

ユ971i72L③⑤デン軒ヨーシ弛

ユ98撒餌②⑧チョット，デン劇ダシタガス罫，ヨーシ，

　　　モラXgXカ

199F鰍i①②テンかウチ弼ンテス脳力財イ舛ケ

　　　聴ンカ

2GOF1舖①②アノデ源弓享シタイガス外モ…｛一シ

　　　イタダケYセンカ

201i129M②⑧スミ聴ンテガンノヨーシ砂サイ

202F70L①②デンi9一一イタ脅マセンカ，ヨーシオ

2◎3　F4SL⑨④デン＊1一一ヨーシオ　イチRイ　クダサイ

204総OL②④デ源づウテタ鵜ラデ遮※一シクダ

　　　サイ

2GsF85L①③ライシンシオ労サ鞍鋤

208断乳②③スミ遊ンデン藩ヨーシイチマイイ砂ケ

　　　ンデスカ

207F4驕②③デン瀞シタインデスケド艀潔シVi

209FI5L②③スミマセンfンかヨーシクダサイ

210F23L②④デンかス勧ラ，燧解シマス

212F23H①①デンかオウチタインデ層，測レイリ厭ケ

　　　レ｝ζモ　テン4：；・一・B一シワ　アジマスデシU一一7」

213F31L①②スミ聴ンガテンかヨーシイ労ケナィデシ

　　　ヨー・カ

215磁1L⑨④甥一ヨーシオクダサイ

21SF26M②③テンかオウチクイ万ス弾チョ外ヨー

　　　シオクダ塀

218F58L①②スイマセン弥，デン翻ヨーシィタ妨費ン

　　　カ

2191t149L②④テgッ5スミ？セン毒デン承一ヨーシオカシ

　　　テモラェンカシラン

220構獅②④デン野司ーシオク殉イ

221矯飾②④ケッコンノ潔ワイノデン涛オウチタイカ

　　　ラ，ライシンシオクダサイ

222F26L⑨③アノネテン測ウチタ谷ス外ネF一一シタ

　　　ラィづスカ

223　F63L②④　デンtS一一ウツニワ　ドーフニ　スルデX

22編12エL②③テンポ層ウチクイ万スケドドーシクラヨ

　　　ロシイデシ9一一力

227F28R｛②③アノーtfン掛労タインデス罫ヨーシオ

　　　　腰溜シマス

230F3聡②④力翫ウチタイガスケド

231囎鉗②④アノデンかオウチタインガケドモカボ

　　　ーノ　M一一シ　イクジキタイ

233F25L②③アノデンかウチタイデス界カクヨ漕

　　　才クダサイ

236it133M②③アパンボーヨーシホシーンデス罫ク射

，イ

237認繍②③オソ1ノイリマXケド，デンボ昭一湯労サイ

240寵0慧①②力癬ウ芦イ万ス罫テンかシシ
　　　イタグキクインデスケド

242轟！3鎌①＠オソレイリ覇弥か，デン膨ウチクイト

　　　オモイマスケドが一ヨー・シ　イタグケマスカ

243灘3L②④デン涛ヨ呼野ク舛イ
245　1，｝52L②④　デンボー一　ウツカラ　ライシンシオ　クタサイ

2鐙M23｝｛②④テン劇ウチタインダケ跡一シタラ石ン

　　　テシil一一力

248縮8L⑨④力涛ウチタイカラヨーシオク舜イ

249F4，2rl②③チョット躰ガイイタシマス

2501122H②③スイ詮ンliデン瀞ヨーシ，／f9（弾サ

　　　イ

251F33M②③デンかウチクイン淑ケ沐ナンカ，ヨーシ

　　　カナンカカクモノアリマスカ

252F2斜①②力点オウチクイ万スケド，ヨーシイ蝉

　　　ケマスカ

254F32L②④カか動ナクテワイケナイ万デンか

　　　ヨーシチョーグイ

258麗卵②③チョットスイマセンデン劇ヨ呼ク射イ

258認錨①②スミ遭ン，力瀞ヨーシイタ脅マセンカ

26◎　F33M①（≡…〉　チン＄・・一Y一シオ　ィタ夢ケマスカ

281溝2L②③チョットスミマセン，デンかヨーシオ妙サ

　　　イ

2S2　F4職②④テン恭ヨー濾ク朔イ

265寵報②③スミ読ンケドモデン劇ヨー湯ク列．イ

266F2脳①②デン断ヨーシオイク舛舛万賭

267msSM②④デン甜ノヨー渥ク射イ



2硬｝ftOSgL②④　デン＄一一ヨーシオ　イチマイ　クグサイ

270r2S9②⑧スミ9kンカデン神丘ーシオdfマイ搾

　　　llイ

271　M32L②④　テンホーヨーシ　クダサイ

272F38Sl②④f＞deヨー泥ク狗イ

273F27H②③デンかオウチタインデ筋ヨー源モラエ

　　　マスカ

2？5F50L②④デンかヨーシチ靴麹

276F22L②④テ源一ヨー一Y2携イ

278醗L②④fンボ畷労クイ航ヒトツ，ヨーーシオク

　　　グサイ

279　F60L②④　デン＄一ヨーシ虐　イチマイ　暮ネガイ　シマス

281　F38YI②④　デン蓄目詰ーシ　クダサイ

284F33M①②アノーデン・9一一ウチクインデ層デンボーヨ

　　　ーシ　イタダケRセンカ

28511S6k・i②④コンチワラィシン涙チョー碧

287F2311①①オソレイジマス，デン劇ダシクイト脱イマ

　　　スノデ　ヨーーシ　イクダケマ赴ンデシH一力

288購四②③分かウチ弼ンデスケ隆華淋クダ
　　　サイ

290Ft9エH②④ライシンシ躰摺シ覗

291F241i①②アノ，スイ逓ンガ，デンかウチ舛ンデ，デ

　　　ン軍一ヨーシ疲　イタダケマスカ

2S2　F21H①②テン脳内ーシイタダケ聴ンカ

2S3　F22H②④アノ，勃ポ畷ウチ外ンデ7，｛rFモ

294FlgH①②デンかウチタイン鋤臼一シイ嫉ケ
　　　マ7，カ

29S紹3L②③スイマセンデンかヨ呼Pt：　tiイシマス

297F48L②④デン軒ヨー渥ク夘イ

299M35”①②fンかオ，ウチタイ万ス罫，ライシンシオ

　　　イ妙ケマ肋

3◎O　F46L②④　テンボー　ウツ　ヨーシオ　クグサイ

302F58L②④テンボー裂目シチョー碧

303F55L②⑧テンかウチRXカラネ騨溜沢ス。ヨ

　　　一渥ク封イ

305S133H②③カかウチ酬ンデ層ヨー・ysク搬イ

306F3718②③テンか努タイガスケ師ヨーシオ牌

　　　潔シマス

3G8　M19M②③スイ吐ン，テン劇染シク男イ

309F25H②④テン瀞蝿頭懸潔沢ス

31エF2翻②③デン愚母タイ万講デン葎ヨ呼オ

　　　ク殉イ

312囎3L②④テン瀞，懇溜シ9×

314M34M①②スイ聴ンガチョットチン瀞ウ秒インデ

　　　スケド，カクヨーリョーガワカリマセンケFモFンナフーニシ
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　　　テ　カクンデシ9一一力，オシエテ　イタダケマスカ

315F3錨②④デン爵距シオ紡イシ覇

317F48L②③デ遜畷ウチタイ万スケFE趣溜シ

　　　RX

318F6CM②③デ遜曙ダシクイカラデ＞S－H一シオイ

　　　タ労艶ンカ

32GF17L①②スミ聴ン，仁ノかニカ瀞ウ秒イ
　　　デスケドモ，H一シ，イタダケマスカ

321｝13脳②③・デンかウチタ脊スケ郵距シオ懸潔

　　　　シRX

323F2嶽②③スミ聴ンデン趣ヨーシク粥イ

324F2舗②④チン膨ウチ酬ンデス罫

326，M27H②④9一シFコニアiJRXh

327　F23L②③　デン聖目　ウチタイノデスガ　デンホーノ　ヨーーシ

　　　オク夘イ

329腿蝋⑨④カホづウチクイがヨ」シオィタ舛タ

　　　イ

330瞬5L②③カ・・　yfン劇籾テタイ甥ヨー渥イ

　　　クグ狩センk

331F57L②④デン瀞Fコソ眠イッホンウチクィカラ

　　　イチマイ　クタサイ

332M29B⑨④イマカラデンかオウチタイノデテン示づ

　　　　H一・シオ　クグサイ

333　醗基OL②④　イマカラ　チンボーオ　ウチクイデ　ヨーシ　クグ

　　　サイ

334F87L②④77一ワilygイマカラトづ滅ラェデ
　　　ンボーガ　ウチクインダケF　アネガ　ヒト亨テ　イルカラネシンバイ

　　　ダデイジベン　クスネタイトオモウガ　デンボーヨーシワ　ドコテ

　　　モラツタラ　イーーテスカ

335F2臨②③幻レ母娘デ擁唄贈オク甥イ
337踏51L②④テンかヨー泌ク狗イ

338F40L②④カボーヨーシオク死イ

339瞬4L②③デンかオウチマスカラヨーシオィチゼ

　　　ワケテク粥イ

341F15L②③スミ無知デン膨オ野タイ万潮カ

　　　ミオモラエマスカ

342囎騙②④カかヨー淋ク朔イ

345k126L②③スミ龍ンテン瀞ヨーシオクダ塀

347F62M②④デンか浄シオク朔イ

348醗餓②③デンボーオウチタイ万潮デンボ畷蝉

　　　　ヨーシオ’クグサイ

350F37M③⑤テンポーオウチタイ勤ド

351F49L②⑧デンかヨーシオオネ解シRX

353　F22L①⑨　スミマセン。デンポー　ダシクインデスケF　ヨー

　　　シオ　イタダケ9Xカ
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354F31M②④釣ホーヨーシク靭イ

355門門②④デンボー労ノデ，ヨーシク朔イ

356M31H②③スミマセンガヨーーシガアリマシタラ二二

　　　　シマス

357F23L②③スミ逓ン。テン駈ヨーシワモラ工覇力

358，M34L②④浄シクダサイ

359F4邸①②オルイリマスケドヨやイチマイイタ舛

　　　タイ弧

360F74L②④デン涛ヨーシオオ勅イシマス

361F68L②③キューヨ・一・zi港タカラデ漏畷カケタイ

　　　トオモイマスケド，テン求一匹ーシオ　クダサイ

362鴻2L②④労かヨーシドコニアリ畝力

363緬乱②④スミマセンガfンポづウチタイカラヨーシ

　　　言　モラェンテスカ

365F55H②④力膨ヨーシイタ舛タイ

366F61L①②ドコソ眼チンボ畷ウチ好万溺ライ

　　　シンヨーシガイクダケ1センカ

387罐2L②⑧アノースミRkンb’Fテン瀞オウチクイノ

　　　テ　ヨーシオ　イタダキマX

368地黒②④ラィシンシオク男イ

369F47L②③ア〃ミマセンガヨーーシイチ認ク栂イ

374F23M①②スミマセンケドiiン証ヨーシオイタ舛タイ

　　　ン畝外

375F21L①②ア，スミマセンヨーシオ鞍ダケマスカ

377F28M②③スミ聴ンガテン劇ヨーシオク殉イ

378F5闘②⑧チンかウチタイトIYマスカラヨージ

　　　ク舛イ

379紹劉②④デンポーヨーシク朔イ

380F75L②③スミマtン外デ二一ヨーシオ労狩

383緬5L②③テンボーウチマ潮ラヨーーシク朔イ

384F2器②③デンボーウチタイノが瓦ヨーシオク殉イ

387F54L②④デンかヨゆオク殉イ

389F28L②④テン膨ウチタイカラヨーシ二野翼

390F78L①①：一ユートコエデ〉＄一ウチタイ弧ケ隆

　　　　テン毒一二ーシイタダケIEンテショーk

392F89M②④テ源畷，ウチタイ管下デンかヨーシオ

　　　　イ二階クイ

393F23｝｛①②アノスミマkン。デンボーウチタインデスケF

　　　　デン孝一ノヨーシイタダキタインチスケF，ココデヨロシイテス

　　　カ

395F38L③③ライシンシイタダ狩肋

398総出②③チョット燧ガイシマ）1ヨライシン曲言

　　　ネガイシ9×

397醗16L⑨③スイマセンケFデン証オ妙サイ

399F2螺①②チョットスイ吐ンケFヨーシオイタ舛ク

　　　インガ

401　F66L②④　デン＄一ガ　ウチタイデスケド

402F62it1②④テ三一ヨーシ労貿

404F47M②③アノーデン劇が労タィテスケドオ蛎イ

　　　　シマス

407F2翻②③スイ聴ンカかヨーシク朔イ

410麗2H①②ア1一スミマセンケド，デン瀞ノヨーシオ

　　　イクダケRセンカ

411晦脳②③スミマセンガヲンかオダシマスカラデンポ

　　　ーヨーシオイチ9イ　モラェ9センカ

413F55L①②アノスミマセンガライシンシオィタ労マセ

　　　ンカ

414罎5L①②オル拶マ補デン藩ノヨーシオイ妙

　　　ケ妓ンカ

417雛9L②④アノデン膨ウツカラヨーシク朔イ

418F2斜②③スミマセン，オルイリマス拝テンかヨーシ

　　　　1ネガイ　シタインデスケF

419　F34黙②④　テンポーヨP・シ　クダサイ

420F33L②④デンポーヨーシチョづイ

423FSsL②③デン’f一ウツヨー涙ク朔イマ肋

428F33L②④デンかオウチタイカラヨーシ拶塀

428F22H②⑧デ遜一門タイト襲イマス罫ヨーシ

　　　モラエマスカ。スミマセン

429M42L⑨⑧チ9ットスミ吐ン。テンiX－H一シモラエマ

　　　スカ

431　F251｛②②　デンボーウチタインデスケF，ヨーシ，イタタケ

　　　Rスカ

432胸13騙③⑤ライシンシガホシーンダ外

434F25L②⑧スミ吐ン，力証労クインガケFヨー

　　　シオネガイシマス

435F19H①②マコにスミ逓ンガ，テン瀞ウチタイト

　　　2モイマスノデ，ヨーシオイタダケマスカ

436F8就②④デンかヨー湯オネ潔シマス

438F34L②③スミマkン，テン蒔ヨーシ，ク射イ

439麗繰⑦②スイマセンチョットデン膨ダシタインテス

　　　ケドヨーシ　イタダケチイデシH一力

440F74L②③デンポー労ク谷ス。オネ溜シマX

441F31L①②アノーテンかオドコテダシヲイ妙イタ

　　　ラ　イーデXカ，チンdi一一ウチタィンデスケドモ　F一ユーフーニネ

　　　　シクラ　イーデスカ。コレイチマイ　ィタダキマス

443灘8L②③スミ吐ン。テン証ヨーシモラエマ肋

444F22k①②スミ吐ン，テンかウチクイ万スケド，ヨー

　　　シイクダケマスカ

447F20H②④刃テンポ・・オウチクインデスケF，ヨーva

　　　ク射イ



尋49　閉49請②④　テン求一　ウチタイカラ　デン＄一ヨーシ2　クダ

　　　サイ

45⑪F19，M②②チョ外スミ聴ン。チョット2Pズネシマ

　　　スケレ蓉モ，オ醒ノ　ウチェ　デン，S一一オ　ウチタインデスケレドモ，ド

　　　ーシタラ　ヨVシイデショーカ

452it159L②④デンdi・・ヨ・・シオク射イ

453F151｛①②力瀞ヨーシイ妙ケマXh

454M1911②③スミ聴ン，テン涛ヨーシク朔イ

455F3鯛②④アノテン削髪ウチタイカラヨーシ毎回

　　　財

456F16M②⑧スミマセン，デ擁一偏ーシオク射イ

458M31L②③スミマセンガデンポ一個ーシ材ネ潔シマ

　　　ス

459F1隙①②アノースミgkンガ，デン恭ヨー・VA行マ

　　　イ　イクダケマセンカ

462麗舗②③スミマセンケFデン詐ヨーシモラX9スfi

463薦器①②デンボづウチタイト薮揖潮浄シオ
　　　　イタグケマセンカ

46勲i74L②④コレカラ正夢一yti．アッテドづ趣溜

　　　シマス

466F32M①②オ輔イシマス。ス孜センが華シイクダ

　　　ケ聴ンカ

467F6欝①②茄スづ潮チョトデンかウチタインデ

　　　スガ　オネガイ　イタシ？ス

聡8紹6L②④デンかヨーシオク射イ

470総8H①②チョ外測レイリ畝ガデン趣ウチクイ

　　　ンデスケド　ヨーシイタグケマスカ

471F32L②③コーユートコRXテン癌ウチタイカラ，H

　　　一シ2　クグサイ。ドーユー　フーニ　カイタラ　イーデシg－

473M19M②③スミ唖ンケドチンボー，デンかヨーシクダ

　　　桝

474罷鰍①②スミ9kン界デン劇ヨーシイ妙ケ9kン

　　　カ

476Mi9／r？＠③スミマセンカ融一濾ク麹イ

477，M25H②③スミマセン罫，チョットテン瀞力捗イン

　　　テスケド　チョット　ヨーシオ　ワケテ　クレ？センカネー

479麟15L②④チ爵ット，デンdi一一ウチタイノチクダサイ

480蹴闘②③スミ遊ンテンかオウチ射ン菰外デ

　　　ンホーヨーシ蛭　モラXマXカ

481F63L②③デンかオネ，ウツ勤ラ，スミ聴ン，ク朔イ

482k129M②③7，ミマセン，デンil・一ヨーーシオクダサイ

483総数①②スンマセンテン恭距シイ蝉櫨スカ

485F49L②④テンかオネ潔シタイテス外

486罐3L②③チョットスイ聴ン，デンかウチタイガケ

　　　ド，デンボーヨーシオイチ9イモラエンデスカネ

反応文一覧

487F29L②④デン瀞ヨーシク朔イ

488MS8L②④ヨゆイチ翼ク男イ

489罷9L⑧⑤臼イッタラ比率ネー

　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　　シク射イ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“

　　　　　　　　　　　　　　’

27工

490F50L②③アノーデンボーウチタイト疵イマスヨー

4911it28kl②⑧アオルイリマスァンボーヨーシオク射イ

492F27L②④デンボー労タイ外蓋ーシク男イ

494F15L②④テン燕ヨーシオク殉イ

495F49L②④チン詐ヨーシガホシー万ス外

496F38L②③チョ外テンi9－tiウチクイ弧憾ドンナ

　　　　フーニ　シタラ　ヨロシイデショーカ

497F2獅②③スイ遭ンケドテン膨オウチク春ス外

　　　ヨーシオ　オネガイ　シタイデスケド

498　F50L①②　デンボーヨーシ　イタグケ9センカ

500F46L②④力断ヨーシ労サイ

503轟，121L②④ア，ヨーーシオ労サイ。デンボーノ

504澱聯②③アノ，チョットスイ？kンケFデンポーヨーシ

　　　　スコシ　イチマイ　クグサイ

50SF4．1L②③チョットアノーデン趣蜂クイデス罫

　　　ハヤク　オネガイ　シマス

507，Ki4，1L②④アノーデンボー重唱・yaク殉イ

508　鱒23L②④　ヨーーシ　クダサイ

509F30L②③テンかウチ舛万潮ドノH一一ニシク

　　　ライづスカ

510F18M②③スミマセンデン生気ゆアリマ肋

512F1踊②③Xイマセンケドデンかヨーシク殉イ

513F35M②③テンかウツ万スケドヨーシ燧潔シ
　　　マx

514F28L①②アノ㌦デン涛ヨーシイ妙妙イノ菰ガ

515F53L②③　デンホーオウチマスカラクダサイ。ヨーシク

　　　グサイ

51S鴨8L①②チョット画塾ズネシマス。デン劇ヨーシワ

　　　客ノ　H一一ニ　シテ　イタグクノデXカ

517鱗59鵠①②デンf一塁　ウチタイデスガヨーシオイクグケ

　　　吐ンカ

5i8　F42L②③デン求一一ウチクインデスケドオネガイシマス

519F3錨②③デン瀞オウチタイト2Eイマスケドヨーシ

　　　芳ク！lijイ

522F46L②③スイマセンオ紡イシマス

525総8L②④デンかオウチタU7“ヨーシオイク舛ク

　　　イ

527F25L②④デンボ雪上ーシク粥イ

528罐獺②④栂シタ9P一一ニコ或一ヨウンデデン
　　　ボ川島　ウツカラ　ソノ　H一一シオ　クグサイ

531kt28L②③ス召センケドモデンホづウチクイ万ヨ
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　　　一シオ．クダ響イ

533M48L②④デン爵ヨー漏ク朔イ

534F1繍①②チョットスイ詫ン罫デン瀞オ労クイ

　　　ンデスケド　ソノ　真下ーシ1　イタグケマセンカ

537鵬騨③⑤力涛グシクィダ憾F一シタラHVシイ

　　　カ

539能翻②③チョ外デン翻ウチタインデスケFヨーシ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　カミ　モラエマセンカ

540K172L②④刃一デン・9一ヨ呼ク列イ

542線L②③チョットワタシデン」S’一ウチタぢ賭オ

　　　勅イシマス

543麟55L②④デン細外賓ネ潔シ玖

545瞬81｛①②テン癬年シイ砂ケ魏ンカ

546F36L①②スイ龍ンデンホーヨーシガイ妙キタインチ

　　　スケド

548F5娼②③デン・f－Aダシタイトオモ召スノデ，御イ

　　　Rカイク　カミ；ξミセテ　クダサイ

551F45H②④テン細一シクタサイ

552氏i2翻②③スイ9kンチョッF腿潔シタイ。カボ

　　　一　ウチクイノデ　ヨーシA　クダサイ

554F43H②④　アノー，デンボーヨーシクダ妻イ

555　F50淵②④　ライシンシオ　クダサイ

557F3細②④デンかノヨーシク労イ

558F4，9L②④　テンボーヨーシオクダサイ

561F22H②③スミ娩ン，ワタシチン藩ハジガナン菰

　　　ケド　チョッi、ワカンナインデスケド，デンポーヨーシデスカ，ソレ

　　　スミマkン，チョッF　イチマイデXカ，オネガイ　シマX

565泌5L②④デン恭ヨーシク麹イ

5S6　F15L①②スミマセン。iiンボー距シイクグ桝ンデλ

　　　ケド

567F21H②③アノデン断オ男万スケ涯〃ヨー一

　　　シオク粥イ

568F28M②③スミ題ン，デン劇ヨーシオク搬イ

569鍼28L②④テンポーーヨーシ　モラェマスカ

570F42M②③テンかウチタ存ス罫華シク射イ

572F29L②③オルイリマ潮デン凝ヨーシイチマイク

　　　ダサイ

575醗蹴①①デンかグシタインチス界テン潔唄一シオ

　　　　モラエマセンデショ一嵩

57碗26H②③スミマセン。デン湘一シク朔イ

578認孫①②デンかグシタイ万潮ショテヴヨ呼
　　　オ　イチマイ　イタダケマセンカ

579帳闘②③スミ9kンガデ凋畷ウチタイトオモイマ

　　　スカラ　デン承一塁ーシオ　イチマイ　クダ章イ

581　F54M②④　チョッ｝・デン求一ヨーシ　クダサイ

582M17kl②④デ源一オ蛎イシ覇

583F81L⑨③スミ詮ンガカ劇ヨ・一tシtggdク舛

　　　イ

584F19H①②スイマセンデンか㍗滑イ妙キタィンデ

　　　スij

585F45L②③デンかウチ弼トオモイ執デ牌醒

　　　シ覇

586呉13繍②④デン断ヨーシオ懸盤シRX

587F1磁②③Y］，X＆kン界デ源畷ウチタィンデ

　　　twF

588聡簾②③スミ礎ンガカ駈ヨーシク粥イ

590　F33M②④　デン承一ヨーシオ　イチマイ　クダサイ

591F28L②④デンかウ秒イ菰罫

592羅2L②④テン識量ーシオク栂イ

593F36L②③デ冴魂ダ汐イ淑算躰潔シ9K
594F49L②④　ア，デン軍一ヨーシX4Mガイ　シマス

598F2舗②③デ遮づ労タイ万スケ陵ヨーシ労
　　　サイ

597F3蹴①②アみチン劇ウチタインtlXlr　Fデンか

　　　ヨー一一シ　イタグケマスカ

599F48L①②スミRtン拝デン膨ヨーシイタ労マ渤

600F27L②⑧スミ養ンデンボーヨー淋ク麹イ

荷物あずけ　　（103）

002羅9L③⑤チョット附ナ切アズカジヲクレンカ

◎03F43L①②チョットコガカ在ノイタシマシクケFt

　　　チョット　本カニ　ヨーージ？」　デキマシクデ　スイマセン　チョッ｝・コ

　　　ノニモツ婁アスケヲイタダキクイデスケド　ドンナフーデXカ

OG5寵6疑②②スミセンガチョット勃ニヨー演壇モ

　　　ンテスカラココデアズカッテモラjlRXカ

008k150B②③スミRWfiコ財ア勘ットイテクレ聴

　　　ンカ

009F38L②④　コレワニモツオネガイシマス

⑪11F4蹄①②チョットヨソェマワリマ肋ラニモ甥露

　　　カセテイタダケマスカ

⑪12F44L①①チ・〉トスミRkン罫チョット華蒲愛

　　　マステ　チョット　コレオ　スミノ　ホーデモ　イーチ　イチジ　アスカ

　　　ットィテ　イタダケマ老ンデスカ

015　F38L②④　チョット　ソコ9デ　オツカイ　イッテクYgカラ

　　　ニモツ　オネガイシマス

017F56L②③スミマセン外チョ外A（トイテク殉イ

018F39M②⑧ワ解ケ沐コレチョット助シティタダ

　　　ケ勧シラ

◎20総8L②③チョットぬ野イキマXh7’スイ吐ンケ



　　　Fコノ　ニモツ　アズカットイテ　クダサイ

◎23F46L①②S’］レイリマ溺モチモノアスケテクレ聴

　　　ンカ　ホカエ　マワリマスカラ　オジa・？デシg一毒　オカシテ　クグサ

　　　イマスカ

’e24　F1四②③スミ馳ンガヨージノタメチョ外アスカ

　　　ツテ　モラエ9スカ

026F69L③⑤チョットア潮ットイヲモラッテ

G2？M22M②③スイマセ湧テヨットコレ霧加トイテ

　　　モラエ聴ンカ

02§F3翻①①チョット効エデマス万野レイジマ層

　　　　シバラク　アズカッテ　イタタケマスカ。マタ　カエリニ　イタタキニ

　　　　アガリマス

03⑪醗7L②②チyットス鞍センケドヨソニヨ畷アリ

　　　Rスノデ　アズカッテ　モラエマセンカ。スグ　モFV？スノデ

033F48M①②鵯トニオソレイリ畝弾チョットマワラ

　　　ナキャナリマセンケド，コノニモツジャマニナリマスノデチョ

　　　ット　シJSラク　オイトイラ　クダサイマセ

035F47M②④スイマtンチヨット

038F86L②②罫一モス孜センチス弊チョッ）賀ダ

　　　　アズケヲ　イタダキタイデス　ジキ　トリニ　＄マXデ　雪ネ芳イ　シ

　　　マス

⑪38F43M③①チョットIWhン蒜マPtト訪ヲ夢
　　　RXノデ　スイ？セン港　アズカッテ　イタグケマをンカ　ベツニ　タイ

　　　ジナ　モノハイッテイマセンカラ

039欝1L②③チョットスミマセンが躰潔シ9×

041F47H①②動万キニサンジュップン赫ヨークシオ

　　　シクイトオモイマXノデコノ　ニモツオアスカラサシテ　イタグキ

　　　タイト　オモイマス

腿2毘OL②③チBットヨソノミセイジラ荊スデニモツ

　　　オ　オネガイ　シマx

◎43F63L①③取ン弾チsットヨソエ灘醒ニイク
　　　デ　チョット　アズカッテ　イタダケンデシa一力審

◎45蘭19L③⑤ワ1シイ捧ア劾ツトイテモラXliy

◎4＄F72L①①モーシワケアリマセンケドモ，モーヒトトコ

　　　ヨータシオ　シ7？イリマスカラソノ　アイダ　オアXカリ　ネガエマ

　　　センデショーカ

G47　F4CL①①スイ？kン弊チョツFヨソエ瀞醒ニ

　　　イッラキマスノテアズカッテイクタケナイテシ9一力

048M61L②④チョットカtEノス艀，コノニモツ赫

　　　潔シマス

050F6蹴③⑤イチ動ン4ッラク励ラソノカンア潮

　　　ツトイテクレ

052rs8H②③テヨットニモツ漕ッカイ鷺捧ヨソエ

　　　イクノニオモイカラ，虐ネガイシ？ス

053F33M②②スイ聴ン，チョット勧エマ囎トコ砺

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　反応文一魔　　．273

　　　アルノデ　イテジ　チョットアスカッヲ　モラXマセンカ

054総論②③チョ外スイ逓湧3ノニモツア渤ッ
　　　トイテ　モラエマセンカ

058F28H①①オソレイリマスケF，コノニモツオア劾リ

　　　イタタケマセンカ

◎57認脳②③スイマセン憾，ヨソエマワYvhライチジア

　　　ズカッテ　クダサイ

059紐4｝i②③コレチョットアスカット行モラエRXカ

960罷2L②③チョットスミマセ甥ヨルトコガ7PマX

　　　ノデアズカツトイテ　クダサず

083F25L②③W’勅二簿闘デYFhi7トリニキ
　　　マスカラ　ソレマチ　トツテオイヲ　クダサイ

◎85F30L②③アノーが細勲ラチョ外ア勅ッテ
　　　　ク拷イ

086F3繍②③アみtgカラネーカイモノニイクコレ

　　　チョット　オモタイカラネー　イチジカングラィノ　ウチニ　カエッテキ

　　　RX…・　ココエ　アスカツテ　モラエナィデシSt一一力

068F3SL①⑦チョットオルイリマス外イ勅ラド醸
　　　コエ　イッテキマスケド　コノ　ニモツ　アズカッラ　イクダケマセン方

069麗9玉1②③スグ罫り畝カラアズケテモラエ艶ンff

O71総2L③⑤チョットイッテク艀タノ好

073F2舗②③スミマセ甥チ9．ットソコ嫡イッ港訊

　　　ノデ　アズカッヲオイテクダサイ

07翻281◎①チョットスミマセン弛ド，チョット勅ノ

　　　トコエ　Rワッヲキマスモンデスカラ，コノ　ニモツ　アツカッテ　ィタ

　　　ダケマセンテシ9一力

075F341i①①スミRtン罫ヨ寒チョットマワリ覇ノ

　　　デ　シ湾ラク　コノ　ニモツ　アズカットイテ　ィクダケマセンカ

077F39L②④コノニモツオチョ外懸潔シ覇

078F30L⑨③ジッフングラ’fチョットアソコ等イッ7＄

　　　RXカラ　オネガイ　シマXネ

080醗翻②②チョツトt？ヨー蕩アリ覇ノデ，ココニ

　　　カッタ　モノオ　オイトキ？Xノデ　スミマセンケドチョット　オ挙

　　　溜シマス

084　11471i②④　ヨータシ　シテクルカラ，ニモツ　アスカッテ　ク

　　　ダサイ

086F27L②③スミ聴ンbF，ilヨv　5勃ニイッヲ＄M

　　　　トコガアリマスカラコレオチHットシJSラクアスカッテク

　　　タサイ

087寵騙②④携ンニモツ瀬ラクア潮ッテモラェ

　　　逓ンカ

0895i42ff②③チョットソコgfイッテク肋ドチョット

　　アズカッライテ　モラエRセンカ

090F1舳①②チョットスミRWtiヨソエRワリマ勲ラ

　　　チョット　アスカットイテクダサイマセンカ
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091総1L②③チョットヨージが鶏カラコノニモ携

　　　オアズカリ　ネガエマセンカ

092F1聯①③コノニモツスコシノ動ンア劾ッテイ

　　　タ勿マスカ

◎93F89L②④コノ践ツチョットS2・XtシマX

◎95F18L②③スミ遊ンヨージ甥マスカラチョッFア

　　　スカツテ　クグサイ

096麗8L①①スミマセン罫コノニモツスコシノア拶

　　　　カイモンガ　スムマデ　アズカッテオイテ　イタグケマセンカネ

G97認騙②③スミマセ跡ア劫ツトィラクダサイ

098F37L②④アトデテヨットヨソX　W励ラYMIラ

　　　　ニモツニ　ナ乃カラ　アトデ　コノ　ニモツ　アズカットイヲ　クシマ

　　　スカ

099購6L③⑤チョットヨソエイ労コレオク払

ユ00潜込①①スミ遭ン湘ットヨづガアリマWf
　　　オカシテ　イタグケマセンカ

101翫13舗①①コノニモツ知シアズカッテモラエ吐ン

　　　デショーk

102FI8M②④　チョットヨージガアルカラ　アズfj　・〉テ　クダ

　　　サイ

104M27M①⑦スミ吐ン弾チョッ｝・動ニヨリ9スモン

　　　デカエリニ　｝・リニ　キマスデ　ヒトツ．アズカットッテ　ィクグケマ

　　　センカ

105F30L③⑤ワ勘イワネーチョット獄カッラモラ工貿

　　　カシラン

ユ07F1舗②③スミ魏ンガコノニモツオスコシノア拶

　　　　アスカツテオィテ　クダサイ

108麗繍②③アノスミ遊ン外チョ外ヨー蕩アリ

　　　マスモンデニモツオチョットオカシテ本シーンデスケドネ

110F15L②③スミ9kン罫ヨー朔港ク万コノニ
　　　モツオ　アスカツテ　クレマスカ

111鵬翻①②チョット銅山イッヲ＄？スノデコレアズ

　　　カッテ　クダサイ9センカ

113M28M②③スミ吐ンガケFコノ証ツチsットア
　　　スカツトイテ　クダサイ

116毘鱗②③スミマkン界チョットヨー朔アリマ爺

　　　　スグカエッテキ？スケドモ　チョツ｝・アズカツテ　クダサイ

117F31L①①イマカラチョットモーイッケンヨラW

　　　イクグク　トコガアリマスカラ　ヨージオ　スマシクラ　トリニ　キy

　　　スガオソレイリマスガ　アズカッテイタダケマ匙ンカ

12⑪ki59L②③アノーココエチョットヨソエマワリミチガ

　　　アルデ　カイモノ　スルカラ　コレオ　ゴフンカ　ジュップン　アズカ

　　　ッヲ　モラXナィデショーカ

122城柵②②オテスづ層スコシショヨ畷ア労ジ

　　　キモドリマスケレ導コノニモツオオアズカリネガィタイトオ

　　　モイマスヨPシク　オネ寿イイタシマX

123F18M①①アノスミマセン拝テヨットヨソエマワリ

　　マスノデ　チョット　アズカツテ　イタダケマスカ

125麗5H②③スミマセン弾チョット華湖ア薩ンダ

　　　カラコノ　ニモツオクルマデアズカットイテクダサイ

ユ26麗乱③⑤ワ醒ケ湧コレアツカッテモラエンh／

127口論③⑤ワ顎外スグク1；fニモツ蹴カツテ

　　　モラェンカシラ

128F2繍②②スミ9kンチョットイッテキマスノデソノ

　　　アイグ　チョット　オネガイ　シRス

129寵脳②④チョットスミ？llンオイト蝦ス浮

130F36L②④チョットコレ赫溜シ厭

132F65L①②イ効ラワタシチョット測摺シテ叙
　　　スデ　チ三…ットココ9オカシヲイタダキクインデスガ

134｝173L②④コレオチョットタノムニオ4トイテクダサ

　　　イ，ジキカ工渉デ

135F38L②⑧チョットニジュップン男イ紡ノミkx

　　　イッヲキマスカラ　アスケサセテ　クダ彗イ

137　F57L①①　コシ，オテスーデスケFネ　言ソレイリマスケドモ

　　　　チョット　コノ　ニモツオXカシティタタケナイデショー一7」スミ

　　　マセンデ　ゴザイマスケド

138F37L②③スミ聴ンチートノア拶劾シラク栂

　　　イネ

i3舗71L②④スマンが吻シマグチヨットUPgミチガ

　　　　アルデ　チョット　ヨーノ　スムマデ　アスカットイテ　クダサイ

140F74L②④ジキニ煎ッテク渤ラチョット酬テモ

　　　ラィ吐ンカ

141罷工①①7，イ9kン既ツアXhッテイ妙ケ識ン

　　　テショ功

143聡31｛①①スミマセンガチョ外ヨー蒲アリ竃ンデ

　　　　チョットノ　アイダ　コレオ　アズカッテ　イタダケマセンカ

144罐蹴③⑤ワルイ外コレアズカッテモラX］1

146　F35鍛①②　アノー　イマ　ココデ　カイモノ　シクンデスケド

　　　　チョットソコラヘンマデホカノヨージカアリマスノデアズカ

　　　ツトイテ　イタダケマスカ

147F30M①③スミ聴ンガカッヲイ助マ渤

149F40L②③スイマセン外コレア勘ツラク朔イ

150　F67L②④　チョット　ソコマデ　カイモノニ　イクデ　チBッ

　　　トコレアズカットイテ　クダサイ

151総8L②④ナニフントモ誤射シクタノム，一マコに

　　　スマンケFY一コレジューヨーナモノモハイジテオルチ　ヒトツ

　　　シパラクノ　アイグ　ニサンジカンスマンケ詳モ　アスカッテ　イタダ

　　　キタイ

152M28M①①チョットアチラ3イッテ碧スノデスミマ

　　　センケ郵　アスカットイテ　イタグケRセンカ



153鵬飾②④コノ説ツカ夏野アズ加トィテクダ

　　　蓼イ

155F姦？L①③スミ唖ンチs・］トアXlljッテ労サイ聴

　　ンカ

156F73L③⑤テヨッFソコ好イクデ蔽イカラ渤シ

　　テ

158認5L②④チョ外ヨづガ瀞ノデア劫ット背

　　ク粥イ

159F20L①③納血煙ヨ1躰コ莇ア励ライチジ
　　　アズカッテ　イタダケ？スカ

1S1路1L②⑧チョットオツカもイッ下畑デスミRkン

　　　薄　アズカッテ　クダサイ。ココエオキ9スカラ　オネガイ　シマX

162F20H①①スミマセンガヨソニヨー莇アリマスが

　　　ニモツ3　シバラク　アズカッラ　ぜタダケ9センカ

1腿罐2L②②スミマセンガコノニモツシパラクノア抄

　　　アスカツテ　董ラXRセンカ

185醗醜①①テヨッ5Xミ9Eン弊ヨソエマワリ覇ノ

　　　デ　コノ　ニモツす　スコシノ　アイグ　オカサセテ　イタダケマセンカ

168F82L②③チョ弊ヨソエイキマ漸ワ厨湖ケド

　　　：こモツ　アズカツテ　クタサイ

17iF23L①①スミマセン瀞アげトリニ荊ス弥

　　アズカッテイクダケマスカ　アトデヨリ9スケ｝こ

1？3腿4L③⑤チョツトヒトWリシヲク艀クノムワネ

174F61L①①オソレイリマ潮チョットア劾ッヲィ拶

　　　ケ9センデシ三…一力

1761i21L③⑤ワ躍弊モコレチョ外ガカッテモラ

　　工励ネ

177F2螂②③スミ聴ンチヨットコレア劾ッテク朔

　　イ

179F74L②③將ノFク効チョット助シテモラェ聴

　　　ンカ

180M45L②⑧マコにスミ費ン外イチ勃ン赫Fコ

　　　Fコェ　イッラマイリマスガ　イマ　カイモノ　イタシ？シタ　コノニ

　　　モツオアズカツヲクダサイ

182F32M①①スミ聴ン罫シバラクニモ労ア渤ッテ

　　　イ妙弊肋

183F2舗④①スミ龍ン憾チョットソコRfイッテキク

　　　イノチ　モーシワケ　ナイテスケF　コノ　：モツスコシノアイグ

　　アスカッヲ　イクダケナイデショー一i1

184F49X・1①①オソレイリマスガチョ外証ツアズ加テ

　　　イクグケマセンカ

185罫32幣②②スミマ赴ンケ1！ド　チョットヨソエ？ワリタイ’

　　　コトガアリマスノデスコシノアイグニモツオオアスカリネ

　　滋マスカ

186F3鋤③⑤チョット染朔ア肋ラ3：デァスカッ
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　　　トd7ネ

188総5L②④スコシサンジッフンバカシノア拶赫デ

　　ヨージ潅スマシテ＄タイデソレマデコノニモツオオネガイシ

　　Rス

189F2翫②③ヨソエチaットマワ糎スンデ訂ニモヴ

　　　オイチジアXカッテクダサイ

191M25L②③湘弾9ワリミチFッカムコーシ港マ
　　　スデ　チョツト　オ享ガイ　シRス　チョツト　アズカジトイテクダサ

　　　イ

192F16M⑧⑤チョットソコずカイモノニ効ケテク励

　　　ラコレ言チョットアズカットイテbVン

1S4　F2脳①①ア寿1’？U（リ双テヨットマダ勧ニ

　　　　カイモノガ　ゴザイマスノデコチラ　イチジアズカッテイクグケ

　　　ナ拶ショ吻

195民心①①鵯に＃VTyイリ訊ガコノ託ツオX
　　　コシノ　アイダ　アズカラサシテイタグケマkンカ

197M72L③⑤コレ，ア潮ッテクレンカ．

198F1騙②③チョツト，H・・ジガアi’yング婬，ニモツニナ

　　　kカラ　オカシテ　モラX？スカ

199踊躍①①ジッフングライ紡ノカイモノニ狩マ潮

　　　ラオソレイ琴マスガアスカットイテイクダケマセンカ

200F1舗③⑤チョットカ在たイッテク渤ラコノニ

　　　モツ　アスカツトイテ

2◎1meS｝1②③スミマセンチョットア勅ット背ク労イ

202F70L①①アノ”xu5：オソレイリマスケFア劫ッテ

　　　　イタダケRセンff

203F49L②②スミ9kンチョットヨリミチ獅トコ助

　　　　アリマスカラ　チョット　ソコ　オカシ｝・イテ　モラXR圭ンカ

204総OL⑨③ワタシチョットドコドコずイジ狩マ肋

　　　ラコレココニオカサシトイテクグサイ

205F65L②③チョッ5ヨリミ動シクイカラ洪二EF

　　　リマスカラ　オアズカリ　ネ薄イクイテスガ

20S赫64L②④コノニモツ　チョットアズカットイテイタダ

　　　ケン熊一ネ

207F4繍②②スイ妓ンチヨット勅ニヨー莇difi

　　　Rスノテ　コノ　ニモツオネガイ　シマス

209F15L②④チヨツトコレ甥勿テモラエマ肋

210F23L②③チョットヨ一調dッ船団カラ淋溜

　　　　シ以

212F23H①①マコにオルイリマスケレドーチョット

　　　ヨ一毛クシテキタイ　トコロガ　アリマスノデ，コノニモツオ，アズ

　　　ケサセテイクグキマスデシ≡1一力

213F31L④①スミ商ンヨー朔錆タノデチョットホ

　　　カエヨッテSマスカラコノニモツアスカッライタグケナイデシ

　　　ヨーカ
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215醐L①②チョット勅エイッヲキマスデチョットア

　　　ズカツテ　イタグケナイテスカ

216F2繍②⑧スミ？kンヒトマワリシ港マスガココエ

　　　　オカシトイテ　クダサイ

218　F58L②②　チョッ｝・sスィマセンケ｝：ワタシ　ヨージガ　デ

　　　・キチャッタノチUノ　ニモツ　チョットアスカッテ　モラェ9セン方

　　　シラ

219鱗9L③⑤チョットワリ層コ瞬モッヲケンデワス

　　　カナジカンダガアズカッテモラエン

220腿螂①①チョット9Vリミチシテ勅デカ在ノ

　　　Xfvカラ　スコシアツカッティクダケマセンカ

221薦繍③⑤二勃ンラライイチ労ズ彊購潔シタ

　　　イ

222F26L①①アノスミマ毛ン罫ネ。ヨソxWリマ潮ラ

　　　　こニジカンクライ　シクラ　トリニ　キ？ス7f，アスヵッラ　ィタダヶ

　　　？スカ

223F63L①①スミ鞭ン弾励シヲイクダケ聴ガシH

　　　一力

224　M21L②③ワルイ罫テヨットア潮ッテljiエマKit

227F28M①①アノーワ醒デスケド，チョットソコWマ

　　　ダイキタイ　トコロガアリマスノデコノニモツ　アスカッテイ

　　　クダケマスカ

238F37H②②工一チョット，スミ9セン弾コノニ習

　　　ニジップングライ　オ？・h’Y　シ9×

231M23｝｛③⑤チョットソコ好ソ説勃，勧ニマーッ

　　　ヲクル　トコガア浄テーチヨットカエツヲク浄マデアズカツテ

　　　ホシイ

233F25L②③ア方ニモ甥かイモン麹穂晒
　　　トコリガアリマスカラ　スコシノ　アイダ　アズカツ｝・イテ　クダサイ「

，23S総舗①②エー勲にスミ9kン弾テヨジトソチ

　　　ラ［デカケニャナランノデ　チョットコノ　ニモツオアズカジテ

　　　　クダサイマセンカ

237Ri38kf①①マコにオジレイリマXケレ既，チaット重

　　　力Xヨージ君クシタイノデ3ノニEツJSアズカッヲイタダケ

　　　？kンカ

240濃20溜②④コレカラホカニヨー寿ア鯵ノチコレアズ

　　　カットイテ　クレマセンカ

242蘭3蝋④①わレイリ覇ケ附コノニモッォア勅ッ

　　　テ　ィタダケマスカ

243M63L②④チョットオツカ仁イッテク勧ラ煎りニ

　　　　ヨ池カラ　アズケトイテ　クグサイ

245M52L②④チョ外モーイッケンヨ汐シニイクカラ

　　　　ソレ9デ　アズカットイテ　モライクイングカ　（一デスカ

246．．醗舗②③モーシワケ貿弾チョットア抽ッテク

　　　グサイ、スグ　7fエツラクルカラ

248kisSL②③チ9・〉トカ在ノが翻ジョデアリマスが

　　　　チョツトアズカツテ　モラエマセンカ

249F4器①①K4マセン弾チョットニ碧ア劾ラシテ

　　　　イタグケマセンデショー一力

250麗2｝｛①①スイマセン罫モ，チョット吻シ，ヨーyデ

　　　コノ　ニモツ，ココニオカシテイタダキタインデヌ1ケF，ヨ賑シク

　　　凸型シマス

251F3臓①③オソ副リマスケド，チョットホ拡ヨづ

　　　アリマスノデ　アズカッテ　イタダケマスカ

252F2磯①①スミ吐ンケK狛ットニモ號ア劾ヅ
　　　テ　ィタダケマセンカ

254F32L③⑤テヨットイクトコ嚇アワマスノデ，コレ

　　　アズカツヲ　ホシイ

256罷翻②⑧X樋ン弥チョッFコノニモツア勅
　　　ツラモラx97s

258総鰯②③チョ弊カイモノ鞍マ滞，一望シマ
　　　ス

260F3舗①①」〈Ygセンチョットー，7fラ響イッ潜マ

　　　スカラ　ニモツ　嘘カシテイタダケマス寿

2611t142L②③コノニモ甥スコシアズカッヲク舞イ

　　　麟解シ厭

262F47fvl②③テヨ外スtgセンtl，コレ拡リマデ以

　　　籾ヲク粥イ

265麗錨②③チョットコレ獄カッテモラ四聖ンカ

268F2鍮②③コ瞬チョット猟カッテイ拶紗イノデ

　　　スガ

287認舗③⑨チョットスイマセンケF，ヨソエWッ淋マ

　　　スカラ，チヨットアズカツトイラ　ク夢サイRセンカ

269薦3L③⑤サンジップン回り，チョットコ瞬ア渤ッ

　　　トィテ細イ

270F29B②③スイ吐ン，湘外諏アXh　・〉　Mテク

　　　グサイ

271鵬2L③⑤チ9・〉トニモツアズカッテクけアイ

272F3器①②アノ，オルイリマスケドモチョットヨソェ

　　　マワリマスノチィチジアズカツテクグサイマセンカ

2？3F27｝｛②②スミRkンガ　チョットイキタイ　Fコロガア

　　　リ9スノデスコシノ　アイダ見計シテオイテ　モラXマスカ　オネガ

　　　イシマス

275F50L②④肱リマデチョットア獅ット背ク朔イ

278F22L②④チョット珊トコ莇ア輝ア勘ッ財
　　　ラケタサイ

278醗41L②③チョッFスィマセン界，テニモツチョット

　　　アズカッテ　モラX9センカネ

279F80L②②ス噴出ン界チョットマワリミチシク擁

　　　ラコ：イチジオネガイシ9X



281F38H①①スイマセン外翻YMi7トd7　ilP9’ケ

　　　ナ春ショ功

284F33M①①アノマコにオソレイリ9スケドモ，チョ外

　　　　ヨソエ9ワリタイコトガアリ9スカラオテスー　ヵヶテ　モー

　　　シワケアリマセンケドニモツオアスカッヲ　イタダケマセンカ

285聡繍①①マコトニスマンケFモ，チョットヨyxヨー一

　　　ジガ　アッテ　マワリマスノデ，アツカットイテイクダケマセンカ

287F23K①①　スイマセン，モーシワケナインデスケド，チョヅ

　　　トカイモノニイッテキタイノデ，コノ　ニモツ　チョットアズカヅ

　　　ラ　ィタダケナイデショーカ

288購7H⑨③チョットヨークシニイッテ瞬スがコノ

　　　コツミオアスカッヲ　モラェンテスカ

290F411｛③①チョットス菅センケレ隆，ヨソエRワリク

　　　イトオモイマスノデ，コレシバラクアスカッヲイクグケナイデシ

　　　ヨーカ

291F24H①②アノ，チョットヨソエイッヲキRXノデ滅

　　　ルマデ　アスカツテ　イタダケマスカ

292F21H①⑦スイマセンケF，ニモツア効外行イ妙

　　　ケ詮ンカ

293F22H①①チョットカ在ノシテキマ〃デ，チョット

　　　ニモツオ　アズカッテ　イタグケナイデスカ

294F19H②③スイマセン罫，チョット，デカケテ桝ノデ

　　　コノ　ニモツ　アスカツテ　クダサイ

296認3L②③スイutンチヨット勅エヨー9V3シテ

　　　＃マスノデ　チョットオイトイテ　クダサイ

297F48L①②チョッ5ヨー動アリマスノデニモ甥ス

　　　コシ　アズカッテ　イタグケナイデショーカ

299霜翻②③チョット，ヨソエイッテキマ刃デ，ア劫ット

　　　春ク彬イ

300F46L①③スィマセン界ア劫ッテ解D粥イマセ

3G2　F58L②④　チョットコノ　ニモツ　オネ毒イ　シマス

393F55L②③ヨソイチョットイキマ寿：レ撒カッテ

　　　　クダサイ

305M33H②③チョットソコ好イッヲキマスノデソノア

　　　イダ　コノ　ニモツオ　アズカッテ　クグサイ

308F3蹴①①スイ聴ン弾ガ，チョットヨソニイキ97，ノ

　　　デ　コノ　ニモツ　アズカッテオイテ　イタグケマスカ　オイソカシイ

　　　トコ　ス／マセンネ

3◎8M1911②③スイ謎ン，コレア勅ッテモラェマ肋

309F2駆①①スイマセン罫チョジト渤ニカイモノシ

　　　マスノデ　チョットコノ　ニモツアスカッテイタクケマセンカ

311F2錨②②チョ外ヨー動アリマスノデオソレイリマ

　　　スガコレオ　スコシノァイダアスカットイヲ　モラェYセンカ

312M33L②④コノ：モツ〃ミ9Xワ

314鵜蝋①①チョット動ニヨー朔踊ガスケドカ
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　　　工溜マデ　チョット　アズケヲ　イタダケナイデショPtカ

315F3鰍①①スイ髄ン罫．チョ外コノニモツアスケ

　　　テ　イタダケマスカ

31？F48L①②イマカラチuットヨソエマワリ？スカラニ

　　　モツ珪　チョット　オカシテ　イクダケマスカ

318F6醗②③チョットニモツモッテヨソX？ワラナケレ

　　　1｛ナリマセン寿　オアズカリ　ネガエマセンカ

32◎F王？L①①｛9hラチョトカ在ノニ勃ケ蹴が

　　　Kミマセン寿　アスケトイテ　イタダケRXカ　9タ　ユーガクカ　ナン

　　　カ　カエリニ　ヨ夢マスノデ

321総3．M②②チョッF　）〈イ並ンガヨソエマワリWデ

　　　　シパラク　コノ　ニモツ　アズカットイテ　モラェマセンカ

323F21kl⑨③スミ聴ンイ効ラ勃ケマス万コノニ

　　　モツ珪　アスケトイテ　クダサイ

324F2灘①③チョットAtト背ク射イ聴ンカ

326麗7｝i②⑧スイマセンケド，ソコォイト行捗賀ス

　　　グキマ劫ラ

327F23L①①スミ聴ン，チョット孜カラ勃ケ，ヨソマ

　　　テ　ヨツテキマスノデ，チョツト　アズカツテ　ィクグケRセンカ

329翌翌①②チu・yトショヨ磁アル万テ託ツガフ

　　　Kン二士ンジルノデスコシアズカッライクダケナイデシs一力

330舗75L②④スミ娩ンガナー，コノニモツオチョトアス

　　　カッテ　モラエンカネ，ワタシ”f一ヨットソコマデ　ツカイイッテコ

　　　ン　ナランカラヨー，オネガイ　シ9スヨ

331　F57L②・④　チョット，オモイテスカラ，f’9・〉ト，ニモツニ

　　　ナリマ7，itラチB・〉トココラエ置目シテイタグケナイカネ

332麗9i｛①①オルイリマ劫イ9hラ挙国ノニ勃ケ

　　　RXノチ　ソノ　アイダ　マコトニ　スミRセンカ　ワタシノ　ニモツオ

　　　　アズカツテ　ィクグキタイト　君モイマス　ィカガデスカ

333灘OL③⑤チョットイ9hラヨー朔ア」げイ鋤
　　　ンクライ　ヨージ　スマシクラ　ク簿チ　ソレ9デ　チョット　オイトイ

　　　テモラエンカネ

334F87L②④　ワタシワ「イマカラ　チョットデパートオ9ワ

　　　ツテキクィ　トコ冒ガ　アルデ　コノ　ニモツガ　オモクィデ　オアスカ

　　　リ　シト　クレマセンカ

335F2残②③スミ9hンチョ外オネ癬シマス

：337　／M51L②④　チョジト　ソコエ　イッラクJl・Yjラ　コレ　アスカ

　　　ツトイテクグサイ

338　F4GL②④　チョッ｝・ノ　アイダコ1／オオカシテオイテ　ク

　　　ダサイ

339M7gL⑨③嘱ケ勝スコシノア拶オ鉱ケ物
　　　イマス

341　F15L②④　チョットアヌカットイテ　チH一・」7イ

3鎗囎5～④③ニモツオア勘リ妙サ召センカ

345麗6L⑦①スミ詮ン林ニモツオココエテヨ躰ア
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　　　スカッテ　イタダケマセンカ

347F62醗①①徽にスミマセンガ，コノ男ミオドが

　　　モヨロシイカラテヨット，オアズカリイタグケマセンカ

348magM②③チョ外スミ聴ンガヨソニヨー一ys　ylj

　　　マスノデ　コノ　ニモツオ　チョット　アズカットイテ　クグサイt

35⑪F3孫①③ニモ饗，チョ外ア勘ッMiイ労ケナ

　　　イデショーカ

351F49L②②チョット別レイリマ層コノニモ號愛

　　　ネガイシタインテスガ

353F22L①①モーシワケナィガス外コレスコシノジ

　　　カンアズカッテ　イタダケマセンカ

354F31M①③チョットアズカッテイタ脅遊ンカ

355銭！3簾②③チョット渤デヨづガ港ク万チョヅ

　　　トコノ　ニモツ　アスカッヲ　モラXンデスカ

358聡1！・i②③ガレイリマ羅チョットア効ッテモラェ

　　　遭ンカ

357F23L③⑤マダヨソニ解モ叛Ykカラーニモツニ

　　　　ナ浮カラコノ　ニモツ　アスカッテオイテ　Eラ工沙

358総乱③④チョットスミ9kン界テヨット瀞カイニ

　　　　ィッテク汝　アイダ　チョット　アズカットイテ　モラエンカネ

359F4　5fl①①スミ聴ンチヨット解モノシテマイリ覇

　　　デ　チ…ヨット　アスカツテ　イタダケマセンカ

36GF74L①⑦9一一麟・寄ショ畷チョ外獄カッヲ

　　　　イタダケマセンカ

381F88L①③チョ外ヨソエWツ狩マがニモ’；：

　　　ナルデ　カxi］？チ　雪イラ　クダサイマセンカ

362a132L②③スコシノア拶ア渤ガモラェRXカチ

　　　ョットソコマテ　イッテキマスカラ

363総4L⑦①スミ遊ン弾一，ハンニ弾ライチョットオ

　　　イトイテ　イタグケンデショーカー　チsット　ヨソエ　イキタイト　オ

　　　モ孜スケド

365F55i1①⑦オソレイリ覇外チsットイクト幼ア

　　　リ9Xデ　コレ　オカシテイクダケマスカ

386F61L②③チョットヨVミチが薄召X／f3×7ス

　　　ーチスガ　コノ　ニモツオ　イチジカン意ド　アズカッテ　イクダキクイ

367観2L①①アノー，チョ外スミマセン罫，コノニモツ

　　　オスコシノ　アイダ　アスカッテ　ィタダケマセンカ，ニサンゲン　ム

　　　コーノ　アノ　クケヤエイッテキマスノデHUシク　オネ港イ　1ネ

　　　潔シース

368羅孫②③チョットヨソエイッヲ穀勅ラコノニモ

　　　ツオ　チョット　タノミRX

389F47L③④スミマセンコレチョットア勅ッテモラエ

　　　ル

374F2脳①①スミマセン外解モノガアリマXノデスミ

　　．Rセンケド　ニモツオ　スコシ　アズカッテ　イタダケナイデショーカ

375　e21L①①　オソレイリマスガ　チョッ｝㌧デカケマスモノデス

　　　カラアズカッテイタダケ9；くカ

377F28k？①①スミ聴湧チsットコノ左モツア潮

　　　ツテ　ィタダケマスカ

378F58～1②③チ剛トスミマセンケF解モノシヲ醤マ

　　　スカラ　アズカツトイテクグサイ

379M321・1②③霜にスミ？セン外アズカッテクダ貿

38◎F75L②③オソレイリマ潮チョット諏オアスカット

　　　イテクダサイ

383麗5L②④チョ外効ク諺イクカラチョ外アズ

　　　カガク甥イ

384F22；；i③②d？ココ効イモノオシタモノナ万篇

　　　　サキニヨージガアリマスノチ，スコシノアイダアズカッヲイ

　　　ク田町力

387F54L①①スミ吐湧チョ外オニモツ獄カッヲ

　　　イクダケマセンカ　ウエマデ　ィツテキマスデ

389F28L③⑤チョットアズカッヲクけイノ赫一

390　F78L　IXT　P，．

392F6脳②③スミ読踊チョットヨークシシラク励ラ

　　　ネ　輩ネガイ　シRX

393F231｛①①チョ外ヨソエ解モノニイ桝ン菰ケ

　　　F，スミマセンケド，コノ　ニモツ　アズカッテ　イタダケマスカ

395F38L①①アノマダ渤在功アリマスがソノ
　　　アイグ　コノ　ぼニモツ君スコシアズカットイテ　イタダケ？センカ

398護8騨③⑤マコにスマン外モコノニモツチョット

　　　　XRンガ　アズカツトイヲンカ

397罐8L②③スイ読ン外コノニモツオア勅ッラ財

　　　テクグサイ

399F2粥①②チョット福二騨ッテ興スがXコシノ

　　　　アイグダケ　コレ2アズカッテイタグケマ匙ンカ

401F6SL①①マコにワig’b“xケドチョットWリミチ

　　　ガ．ア毎カラ，アスカッテ　ィクダケナィデショ一構

402　F82鵠②④　チョットコレ　アズカットィラ　チョーダイ，ア

　　　トカラヨvマ7，

4．94F47M②③サンジップン防イチ勃ンスギタラ＄？ス

　　　カラ，チョットニモツオ　アズケテオイテ　クグサイ

407F21M①①スイマセンチョットカイモノシテキ訊ノデ

　　　　コレ　アズカッテ　イタダケマセンデショーカ

410潟22H①①スミ聴ンケドコノニモ甥スコシノアイ

　　　ダ　ァズカッテ　ィタダケナイデショーカ

411　㌶18鵠②②　スミマセンガ　チョット　シB一ヨーーノ　クメニ

　　　イク　トコロガアリマスカラ，スコシグケデアスカッテ　モラエマセ

　　　ンカ

413155L①③スミマセン罫チョ躰ヨソェマワリマ肋

　　　ラ1イテイタグケナイデショーカ



414腿5L②③がスづ層モシ勤ッタラ誉ノ畿ツ
　　　オ　シパラク　アズカッテ　イタダケナイカ

417M49L⑧⑤オイチョットクIZヲ

418F2舘①①スミマセンデス憾コノニモツチBットア

　　　スカッヲ　イタダケマセンカシラ

419F3蝋②③スミ？EンケF，コノニモツオ覇イイタシ

　　　nx7t

42◎F33L⑧⑤チョットイッテク肋ラuコ励シトィテネ

423F65L③②チョットオツカイニイッ狩マスデネ。スミマ

　　　センケF　チョット　アズカッラ　クダ餐イマkンカ

428F33L②③スミ聴ンガ，チョットソコカ在ノシ河

　　　Rスカラ　君カシテ　クダサイ

429F229②③アノーチョットヨソエカtモノシテ瓢

　　　ノデ　コノ　ニモツ　スコシバカリアズカッテモラェナイデスカ

429瞬2L②③チョ外スミマセン。チョ外ニモツオ助

　　　シテモライマス

431F25｝①①アノオソレイリ踏外孜カラチヨット

　　　趣カニ　カイモノガ　アルモンテスカラ　オテX一チスケド，アズケラオ

　　　イテ　イタグケマスカ

432幣3瀦③⑤チョ外ヨソエマワリクインデチョット3．

　　　ノー　ニモツ　アズカットイテ　クレンカナー一

434F25L①②アノーチョットヨソ，Wリタインテス憾

　　　コノ　ニモツ　オイヲ　イタダケマスカ

435F19｝④①スミマセン拝コレカラヨソェカイモノニ

　　　イキマスノテ　コレア　スミマセン，アズカッテ　ィクタケマスカ

436F69L②③チョ外，ヨソエイWスデ　，　1；一一h，コレオ，

　　　オアスカリ　オネガイ　シRス

438F34L②③スミ読ン，イ効ラマワッテキ覇カラチョ

　　　ット　ニモツ　オイテテ　クダサイ

439　躍20騎②②　スイマセン　チョット　マダ　ホカエマワJb　ヨ

　　　ージガ　アルモンデスカラ，スグ　オワリマスケド　チョット　アスカッ

　　　テ　モラエナイデシ9一力

440賀4L①③スミ疑ンガケM・，チョットオ紡イ発

　　　聴万スカ

441F31L②④チョットヨソエ彰リタdhラコレ淋ス

　　　コシアズカッテ　クグサイ

443　駐18L②②マコトニスミマセンケドモチョットジュッフ

　　　ンホ蓉デヲキマスカラアズカッテモラエマスカ

444F22M②②モーシワケナイ万ス憾シ薄クニモ甥

　　　　アズカッテイテ　モラエマセンカ

447F20H②②スミ9kン弾，動オRワッテ＄9Xkラチ

　　　ョットニモッオアズカッテオイテクタサイ。スグニ　トリニ＄マ

　　　ス。オネガイシマス

449鰻脳③⑤チョツFニモツオイトイテクレ

450F19N7①①スミ遊ンbFチョ外マワッテイキクイト
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　　　コロガアリマスノデ　コノニモツ　シ瓦ラク　アスカッテイタダヶ

　　　マセンテシSt一力

452薦9L②③ヨーフク轡ンエイッヲ碧渤ラソノカン

　　　　サンジップングライ乙丸夢マスガ　アズカッテクダサイ

453F1騙①①スミマセン下知シノアイタコノニ響

　　　　アズカツテ　イクダケマスカ

454醗飾②③チョットイッ潜マス罫モ，スミ聴ン，オィ

　　　ト行ク鋼イ

455F34M②②スミ聴ン憾勅エWリマスカラコノ
　　　ニモツ　アスカッテ　Eラエンデスカ

456F1繍②③スミ娩ンケド，二野ア効ッテモラェ厭

　　　力

458縦し①①スミgtン7iスコシチョトヨータシニ醤

　　　マXモンチチョト　スミマセンガ　ニモツ　チョト蒙アズカリネガ

　　　イマセンデシSt一”カ

4591“1711②③スミ聴湧，チョット勃ケラ醤マスカラ

　　　チョツトミテイテクレマセンカ

462品品③⑤チョ外ワ解外ア劫ットイテモラエン

　　　カネ

483薦繍②③チョツトヨー朔ア艀コノニモ號イ
　　　チジ　アスカッヲ　モラエマセンカ。スグカェリマス

鶴田174L②④甥解ト＄？スシ，解テS，7レS’X

488F3臨①①スイ聴ン。チHットア劾ッテイク脅娩

　　　ンカ

48？F6婦①①マコにゴメ罫デ懸，ショーシSt・一ノアイ

　　　グ　コレ　オアズカリ　イタタキタインチスケ｝こ

468M36L②④オネ潔シマス

470M381・i②③チョットホ煎Wラナケリセイケffヨ

　　　ージガアjy’カラチョットシバラクノアイダコノニモツオア

　　　ズカッテ　モラエナイカ。オヨソ　サンジップンデ　モドリマスカラ，ソ

　　　レマデオネfy　シマス

471． e32L⑨④ニモツチョットア劫ッティテク舞イ

473籠19鵠②④　モー，ヨーガア添ノデ，アズカッテイテクダサ

　　　イ

47幽12鎌②②スミマセン，チsット，アノトコニ醤タイモ

　　　ンチニモツオアスカッテ　モラエマセンカ

479醗脳②④チョ外，ヨージが沿万，コ川洲ラク
　　　ノ　アイダ　アズカツラ　クダサイ

477M25H②④スミ？セン，チョットヨージアジマスノデチ

　　　ョツト　アズカツトイテー

479晦5L②③チョットヨづガ路ノデコノニモ淋

　　　アスカツテイテ　モラエマセンカ

480鯖18鑓①（至）スミマセン，チョットヨージガアジマスノデ

　　　コノ　ニモツオ　アズカツトイテ　モラエ9Xチショーカ

481F63L②③モーシワケナ哲薮湘ッ冒ッテ碧X。
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　　　ニモツ　1ネ漆イ　シマス

482醗2囎②③スミ遊ンチヨットヨー朔アルノデコノ

　　　　ニモツ　アズカッテ　クレマセンカネ

483認戯②④チョット：ノニEVタノミマス

485F49L①①チョットス孜セン拝コノ託ツアスカ

　　　ッテ　イタグキタイデスケド

．496醗3L②⑧チョットスィ詮ン，ワタシチョットヨ噌

　　　　オモイダシタモンテスカラネー　コノ　ニモツ　オタクサンデ　チョッ

　　　トアズカッテモラェマスカネ

487F29L②④イチジアズ加テク勢イ

488総8L③⑤チuツトアスかフト行モラエtv，ジ舷

　　　　カ入滅ラ

489麗9L②④チョ外イッラク艀ネチョッF励シトイ

　　　テチ9－ti／

490F50L②③アノー・スイykンチョ外勧エヨづガ

　　　　フリ？Xノチ　オソレイリマスガ　チョット　アズカッテ　クダサイ

491加階⑨②溺レイ夢マ訪スコシノア疲ニモツオ

　　　アスカッテモラエRセンカ

492F27L③⑤弱サンニモツ覇シヲ

．494F15L②④ニモツア勅ッテクレマスカ

495F49L①③チョット，ソコ諺俄雨瀞ンダ弥，コレ

　　　　アズカッヲ　イタダケRスカ

496F38L②②チョットスイマセンtrF妙チョット解

　　　モノガ　アリマスケFコノ　ニモツ　イチジアXカリ　冬蓋置ナイデシ

　　　H一力

497F21M②③スイマtiン拝チョットヨー一igシオシクイノ

　　　テ　チョットスコシノジカンアズカッヲ　ホシーンデスケ丼

498F50L①①チョットスイ商ガス界ニモツ爪弾
　　　シテ　イクグケマスカ，オネカイ　シRX

500F46L②③スィマセンガ3Wiチョットアスカッテク

　　　封イ

503M21L②③アノ，ホンノワJ〈hi｝スtlFチョ外アズケ

　　　テクダサイ

504M17M②④アノ，チョット勅ノト竃イク万コノ

　　　　ニモツ　アズカットイテ　クダサイ

5⑪6F41L②③スイ吐ンテヨットヨソエイッテ縮カラ

　　　　オネ溜沢X

507腿1L③⑤チョットヨソエイクMニモツアXhッテ

　　　　クレンカ

5G8　M23L②⑧ス1マセンスグbX・〉テキマスカラ，グィジナ

　　　　モノジャナイデスカラスコシアズカッテ　クグサイ

509F30L②③コレチョットアスカッテク男励シラ

51◎Fl編①①ス49センケドチョ例幣ッテイクトコ畷

　　　　アルノデ，スコシノアイダ　君イテ　イタダケRkンカ

512　F17kl①③スコシ浄朔刃マかコノ証淋

　　　アズケテオイテ　クダサイマセンカ

513F3繍①②チョットヨルトコ吻アリマ勲ラニモツ

　　　濯　アスケサシテ　イタダキマスノデ　ヨgシク　オネガイ　イタシマス

514F28L①①アノスミgtン弾，ホ舷イッカショRV

　　　リタイ　トコロガ　アリマスカラ　チョット7スiiッテ　ィタグ等クィ

　　　デスケド

515F53L②③チョ外ス孜センが助シチク労イ

516総8L②③チョットィ勅ラhfモノオシマシテ，コレ

　　　嬉オタクエ　アスケティッテ　クダサイ。ナンジコロ？デニワ　ココラ

　　　こ〔　ヵエッテキマス　ヨロシク　オネガイ・シ9×

51？M59M①①チョットヨリミ甥アリマM測レイリマ

　　　スガ　アズカッテ　イタダケ9センカ

518F42L②⑧スミ鞭ン，アタシ，チョットヨー蕩撒デ

　　　　スグカエルデオ蓼ガイ　シマス

5igF3錨②③スィマセン算コノニモツスコシノアイグ

　　　　アズケテ　クダサイ

522F46L②⑧チョット効クマデイッ河マ渤ラニ習

　　　　オwj（シRX

5251136L②④コノニモツ懸潔シ厭

527F25L②②チョットヨー俗謡シクノデスイ聴ンケ

　　　F　コレ　オネガィ　デキマセンカ

528腿蕪1②③蝦シ舛ンモーシワケナ／ilFチョ外

　　　コvコーコーユー　トコ　イッヲキ9スカラ　シjSラク　コレオ　アズカ

　　　ットイテ　クレマセンカ

531麗6L⑦①チョットスイ聴ン弊モヨー朔アi］RX

　　　ノチ　スコシノ　アイダ　アスカッテ　イタダケ9kンカ

533鵬8L②③ヨソニヨ・一・Y＃刃マスカラカェリニモラ

　　　ッヲイキマスカラ　アズカッテ　クダサイ

534F18M①⑦モーシワケアリ髄ンケ縛チョット，勧テ

　　　　カイモノ　シクイノチ，ソノ　アイダ　アスカッテ　イクダケマスカ

537mesM③⑤チョジトヨー蕩YkデアXhッMr，モ
　　　ラエンカネ

539it124H②③チョット遡ト甥ア渤ラネ，カエリマ

　　　タヨリマスカラチョットオカシテクダサイ

540襯2L②④チョットヨづシチク励ラニモツオカシ

　　　テク朔イ

騒2鵬1L②③チョ外オタクデシナモノカイマシタ琳，

　　　チヨット　ヨリミチカ　アij？Xノデ　シAラク　カエリ9デアズカヅ

　　　トイテ　モラエナイテシ9一力

543聡5L③⑤Fコドコニイゥテク艀，チョットアXkッテ

　　　　クレンカ

545M墨6H①①マコトニオソレイリマス寿ニモツオ9スコシ

　　　オアスカリ　ィタグケマセンカ

546　F36L②②スィ聴ン外，ヨh］！　RイljRスモンテスカラ

　　　チョットアi〈ilッテモラエRkンh



549　F51H①②スミ吐ン弊，チョtト助エヨづニイ

　　　ッテキマスノチ，アズカッテクダサイマセンカ

551F45H⑧⑤ヨソエマワリタイコ湧渤ラニ1日目

　　　モツラテワマスィノデアスカツラホシイ

552　赫24語①①　Rコトニ　キョーシtZ’］デワ　ゴザイマスケF，コ

　　　ノこ：モツ才スコシチョットアズカッテ　ィタグケナイデスカ

554F4洲①①マコにスミマkン外，コレチョットオカ

　　　シテイタグケRセンカ

555F5醐①①アノー，マコにスミマセ浦チョットヨー

　　　ジオ　オモイグシ？シクンデ　コレ，アズカッテ　イタダケマスカ

557F3獅②③アー，チョット駆イッケンヨソニヨ噌

　　　ガ　アッテ　イキマスカラ」メーワクデモチョットコノ　ニモツ

　　　ア」〈1！ツテクグサイ

558猟9L②③チョヴトヨソニヨリ覇デ，コノ既ツオ

　　　ネガイ　シタインデスケ｝〈

58王F22H②③沙シd？カラ審，跡コェチョットデカ

　　　ケヲクルカラ　ワルイケドコレ　チョツト　アズカツトイテ　クダサル

565購5L②③スミ聴ンケドヨソエイ魯スノデチョット

　　　　二二シテ　クグサイ。スグ　キマス

586F15L①②アノチョットヨソエヨッラクルトコ財

　　　アルノデ　チョット　アズカッヲオィテ　イタダケマセンカ

567F21H②③チョットヨソエイッテ麹ス万スミ姪ン

　　　ケレド　ニモツオ　スコシノ　アイダ　アスカッテ　クレマスカ

588F28kl③⑤ワ醒㍗，オジサン。チョット以カット行

　　　ネ。スグカエッラクルテネ

569瀞26L③⑤　チy・＞FイッテクRgカラタノム

570F42、1②③チョット勧エヨptガ簿マがテヨ外

　　　　アズカラシトイテ　クダサイネ

572F29L①①スミマセンガチョット諏ア劾ッヲ汐

　　　ダケ野芝

575醗聯②⑧イマ溜ワチョ外出朔ア・：y赫
　　　ノ　トコロエマワッテイルアイダ，コノ　ニモツオアスカッヲモ

　　　ラエナイデショーカ

576M2SH①③スコシノアイ労潮，アズ加テイ労ケマ

　　　センカ

578轟i3職②②チョッi・カマデ9・・Ytiアリマスが，コ

　　　ノ　ニモツオ　スコシノ　アイグ愛アスカリ　ネガエマセンカ

5？91i143al②③チョットワタシ勧エヨー朔アリマステ

　　　　チヨツト　コノ　ニモツ　アズカツテ　クレマスカ

581F5錨③⑤コレチョ外ココエ幼シテネ

582罐蹴②③訪トリニ＄UXiJラシ励ノアイグ
　　　アスカツヲイラ　クダサイ

583F61L②②顎にスミマセンガチョットヨソエマワ

　　　リマスノチ　シパラク　アスカットィヲ　イクダキクイ　壌’ネガイ　シマ

　　　ス
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584F19H②⑧スイ聴ンコノニモ弼アズカツテク兜

　　　イ

585F45L①③チョ外オ出口アズカッヲイク脅マセン

　　　カ

586総錨②③スイ9kンガチョ外紡工RVッテク肋

　　　ラ　ニモツオW3dシマス

597F1倒③⑤チSットヨ畷鶏ノデモFッヲク駅デ

　　　ア劫ット行

588認蕊②③チョットソ訳デイッテ麹スノデコレア

　　　ズカジトイテ　クレマセンカ

5SOF3斜⑨③スイ遊ンケFコレチョット懸溜懸
　　　ナ春ショ功

591F28L②④ワ財拝湘ット肋シチク勢イ
592購2L②⑨ナ〉’」ン誠ニモドリ覇デコノニモツオ

　　　アスカジヲ　クダサイ

593F38L②③チョツト解モノニイツテキマが淋ガイ

　　　　シ双

5腿F49L②③アノ㌦コノニモツオスコシ，テヨ外イツ

　　　テクル　ジカングケニ　アスカツテ　イタグキクイ，オネガィ　デ卑マス

　　　カ

596F2舘②③アノスミ聴ンイ効ラチョットィクト

　　　コロガ　アリマスカラ　ワリーンデスケF　コノ　ニモツオ　ココエオ

　　　カシテク夘イ

597　F37瀦①①　アノ　チョット　オソレイツマスケF　マグ　ホカ

　　　エマワルツコーガ　アリマスンデ　チョットココエアズケtJhテ

　　　イク舛覇力

599F48L①①スミマセン．薄ガンチョットRtiイッケ

　　　ンS”gトコロガアリマスカラチョットアスカッラオィティク

　　　ダケ？センカオ亭ガイ　シマス

60◎F2？L②③スミマセン界ニモツオイチジ肪シテモ

　　　ライマス

傘忘れ （le4）

002継9L②③アナタノカサデワナイデスカ

003F43L⑨③アノー猟ウサンコレオタJJ7カサジャ

　　　　ナィ資力

005麗6｝．｛⑦③チョツト白埴オワルデスヨ

006龍α②③モ涯シカ朔XgXtzシマセンカ

009F38L②③胸スレモンデスヨ

011F42il①①アナ門口サオワルニナリ龍ンカ

0ユ2腿4L①①アノーモ涯シアノー紗クノ酵ジャ

　　アリマセンチスカ

e15　F38L　NR
◎17F56L②③オククノカサジャナイデスカ
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018F39M②②h9点けラジシャイマ潴
020　湖88L①（1）　アンタ　カサオオワスレニ　ナリマシタヨ

◎23F48L②③測オワルジャナイデスカ

024　F17H②④　カサ　ワスレマシタヨ

026F89L③⑤モシモシ励イニーサン

027，K122M③⑤モ涯シ測ワスレタヨ

029F30M②③モシモシカサオワスレ涛ナイ鋤

030磯7L②④チョットソコノヒト漉ワスレマシ娼

033F4闘①①チョvFソノカク瀦わスレニナリマ

　　シ効ラ

035F47鰐②②　チョジトオククサン，カサワスレナサッタジャ

　　　ナイテスカ

03BF66L②④モシモシチョットアンタ肘ワスシヲ刃

　　マスヨ

038F43，M②③モ涯シコレオク妙ンノ測ジャナ春

　　スカ

039醗L③⑤チsットワスレモンシタヨーアンタノジャ

　　　ナィカネー

C41　F47｝②②ソ：ニイマオタチノカク泌オ猟レテ

　　イラッシャイマスカラ　オモチ　クグサイ

艇2囎OL②④艀ワス囚シタヨ

◎43聡3L⑨⑧チョットカ財ワス捗ジs・ナイデXk

◎45稽19L②④　モシワスレモンチスヨ

048F72L②③モシモシアナクノカサデワアリマセンカ

僕7F40L①①艀脚ルニナジマシ掘

048総1L③⑤ホイ，カサ

050　F67蒜②④アナタカサワスレマシタヨ

052F5811①①チョ・〉トカサオワスレニナッヲミエgxa

O53　Y“33Xi②③オ妙ノジャナイデ渤

054酪0玉②③モシコノカサアナク万ワ貿ガカ

056F26i⑫③乙川ワルジャナ石スカ

057M3翻②⑧カサオワスレォスヨ

059　鋼24H②④　チョット　カサ　ワスレマシクヨ

060組2L②④チョット’力塀ワス囚シクヨ

063F25L①①アーカザオワスレニナリマシタヨ

085　F3〔｝L①③　モシモシ　カサ　オワスレデスヨ

083F38M⑨③オ妙ノモノ歯ナ春肋

068F38L②③チョットアノーコ瞬アナ〃溺ジャ

　　ナ存スカ

08舗2闘②④アーカ財ワス助ケマシ嬉

⑪71薦2L③⑤解。チョジトか灼ル男

073F2錨①③スミマセンカサオワルデ燕

◎7郵128H②④チョットチョットー。ワルモ万照一

〇75F3翻①①オタク，力財オワスレニナリマセぬ

◎77F39L②④モシモシカ號ワス囚シ知

078F30L②④ワルモノデXヨ

080，M18M＠③アーコノ騨アナタノヤツ海貿デス

　　カ

084購7H②④チョット，チョ外，月一ワスy？Xヨ

◎8GF27L②④カサオワス沢シタヨ

087龍脳②④カサーワルマシタ華

089濾2｝｛②④アチョ外チョツトワス匠ン旗ヨ

090F1611②③コレアナタノ温言力

091聡1L②③チョットアンタカサVXYテイカYRシ妨

　　ラ

092F1蹴②⑧チョットマッテク粥イコ四アナタノ

　　カサデワ　ナイテスカ

093F89L②③ア汐艀ワス囚センカ

095F18L②③コノ騨アナクノ効イマスカ

096麗8L②④ア・・溺VXRシタ
◎97　S139M②④　ア　ワスレモンデスヨ

098F37L②③チョット芳八戸塀ワル吐ンカ

099罎6L③⑤アンタ触ワル糠
1G9鰹翻②④鯵ワス囚シタヨ

1田口舗②④チョイトワス匠万鷺

102F1蹴②④力財以囚シタヨ
1◎4　醗27餅②④　チョットカサ　ワスレマシクヨ

105F30L②④アーチョ外チョットソコノヒト滑

　　ワス沢シ搬

107F18kl①①力財籾Xレニナツテ孜センカ

1e8謡2駆②③モシモシアノオタクサンノカサジvナtデ

　　スカ

110F15L②④孜籾ヲイクヒトチョ外マッチクダ

　　サイ　カサ　ワスレラィマス

111酎3翻③⑤アカサオ

113麗舳②④モシモシカ財以囚シクヨ

116M26M②④力號ワスレマシタヨ

117F31L②③モシアナタカ財ワスY7ワイマセンカ

120幡9L②③匹モ涯シアノーカ號ワス捗ヨ捗
　　チテガイマスカ。アナタノジセアリマセンカ

122船津①①モシモシイマ財リニナッタカクカ甥

　　　オワスレニナリRシクヨ　ドーゾカサオオモチクダサイ

123F18Al②④アノモ涯シカ財ワス瞬シクヨ

125罷翻②④ソコノオトコノカタカ號猟囚シ搬

126祀4L③⑤射ワルNげ
127凱128越⑨⑤オィカ狗スレクヨ

128F25k，1②④hifワスレマシ指

129寵脳②③ア紺籾スレデスヨ
130　F36L②④　カサオ　ワスレマシクヨ

132F65L②③チョ外コノカ狩汐ノカ弾や封



　　テ肋

134M73L③⑤チョヴf・溺胸漁ヤセン赫
135　F38L②④　アー　チョジト　カサ　ワXレマシクヨ

137F57L①①7fijコノカ弼オワスにナックガス

　　ヨ

138　F37L②④　チョットカサワ）くレマシクヨ

139　M71L②③アンタ籾アンクノジi’HぢXkココニ

　　　アヴマスガ

140F74L②⑧アンタ窮啄捗ジャナ存潮

141麗脳①①力財わスレニナリマシ掘

143M53H①①モ涯シ触オわルニナリマシクヨ

144祖鴨②④チョツトカサワス囚シタヨ

146F35襯②②　アンタ　チョット　カサ　ワスレラレマシ四四

147F3◎31③⑤ソチラノヒト泌ワスレ嬉

149F40L②④アッワスyWfスヨ

15⑪F67L②④アンクソコ艀ワス囚シ瀬

151聡8L①①モシモシアンタアノーカ聲籾ルン

　　ナリャ　シマEンカ。アナクノデワ　ゴザイマセンカ

152撮28擁②④カサオ　ワスレマシタヨ

153品品③⑤テヨットチョット鯵ワスレ搬

エ55F47L②③輝オワスレ涛ナィデ潮

156F73L②③アンタ泌オコuxワスレタジt’ナィ畝

　　力

158寵5L②④カサワスレマシクヨ

159F20L②③スミマセン罫イマオ唖力夕湧ワX
　　　レRシクヨ

161F61L②⑧アナクジャナイfXカカサワXtxS　7fJ

162　F2011①③アノー紗クカ財tVKYジvナイデス

　　カ

164M42L②③イマ弱ラ汽力夕泌ノワスレモ万ス

　　ヨ

165磯脳②④アカ塀ワXVマシタヨ
168　F62L②④　モシモシ　アノー　カサノ　ワスレモノfスヨ

17エF23L②④カサ以囚シクヨ

173F44L⑧⑤チョット縛ワスレクジャ弼オ妙ノジ

　　　ャナイ

174F61L②④チョットアナタワスレモノfXヨ

176碧121L②③コレオククノ躬ジャアリマkンカ

177F2蝋②③チョッRガク射イ欝ワスレマシク

　　　ヨ

179F74L②③潜ノFクナ茄溺オワスけワ盈マセ

　　ンカ

180購5L①①アWEシ訂溺ワ二二クノモノデワ

　　　ゴ翼鞭ンカ

182　F32M①③モ涯シカ膀オワスげスヨ
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183F2舗②⑧ソコノオリラ罐オキn・クサンカ號恢

　　　レタヨーテスガ　オククデワ　ア亨9センカ

184洗脳①①チョット甥オ加スレニ甥マセ功

185F32M①①アみチョットオキs・クサンカ彊オワX

　　　レデワ　ゴザィマセンカ

188F3舗②③ア，コレ，オ妙ノジャナ谷スカ

188総5L①②モシモシーシツレー朔コノ溺ワアナ

　　　タノチワ　ゴザィマセン方

189F2BL②③力號ワス囚シ勢ド

191寵5L②③アーコノ鱒ワル男鼎クジャ貿
　　　テス7」

1S2　FISM②④アノ，カサワス囚シク

194F2DM①③アみ力財籾ス貯スケFソチラサマノ

　　　テワ　ナイデシU一力

195二二②④アツチ即ト縛ワス囚シpy

197E172L③⑤アンタ騨ワルト艀…・
198　F15泌②④　ソコノ　ヒト　カサ　ワスレマシタヨ。手ヨット・・

1ggF40M②1③スミセン　1ノカサオククノジャアリ9kン

　　　カー

200F帰馬②⑧アノ五竜ワス囚シタケドモ

20獅29孟言①③チョットカサ調ワスレデスヨ

202F70L①⑨力彊痴スレニナツ好目チ捗藪

203F49L②②アッチョ外イマク夘タカタヵ財
　　　ワスレテ労イキニナツクカラ

204酪OL①①モシモシアナ丁丁弼籾スレニナリマシ

　　　ク

205F65L①③モ涯シアノーカ財オ目時湘アナ
　　　タノジャ　アリマもンカ

206総4L③⑤アー湘ッi・艀
207F49kl⑨②ア，オタクカ夢ワスレラレ9シタヨ

209F15L②④刃醒ワス囚シ搬
210F23L②④ワスL・E／f7，

212F23H①①アノー。コノカ財，オワルニナッタンジV

　　　　アリ聴ンカ

213F31L②②ア鯵ワスレラレマシクヨ

215湛1L①①力二戸ワルニ弱マセンカアナタノ海

　　　　ナイデスカ

216F26］②③アーアナタノ溺ジvナ春肋

218F58L②③モシモシ，アナクジャナイデX79，コノ滑

　　　ワスレラレタノワ

2191149L③⑤チョ外アンタオ妙ノカサy“1’ナィ赫

220　114－1，XI②④モシモシ，ワスレモンデスヨ

221薦囎①（Dチョットチョット，アノオ下腿ノジv：

　　　野土ンカ

222F26L②④オ妙カサワスVgY）ヨ
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223FS3L②④アンタカサオワルマシ帽

224M21L③⑤アみ力塀卿テ砂ジャtt
22？F2繍①①チョットカ弼オワスレニナリマ沙ヨ

230F37｝｛②④アノーオキャクサンワス涯ガスヨ

231羅鋪③⑤チヨジト湧ry7“y7ifrif＞ジャtdPt4

233　F25L②③　アノ　チョット　カサ蛭　ワスレヲマスケド

23SM23kl③⑤コノ騨ワスレ妙

237総器①③モシ，アナタカ甥SV7，yデX9

240M20El＠④カサワス囚シfiH

242認趨②④オキャクサン，チョットワス涯万ス

．2認総3L①①モシア甥鯵ワスレ9kンデシ効

245総2L②⑧モシモシ騨ワス励召センカ

246E123M②④ワス匪万スヨ

24舖56L①③モ涯シチヨット騨オワスレデ鰭

249F42H②③モシモシチョット瓢レモ万スヨ

25側22｝．1⑨③チョット，オワスンモ万スヨ

2511）35M②③モ涯シ黙黙オ妙ノ齊刃マセン

　　　カ

252F2斜⑨②オキャク幻解卿テイカ四シ据
254，F32L〈葦）⑨　ミくづ・クカ　シ亨rセンケF、露サ　ワスレテイカレ

　　　ワシ塾ンカ

256麗醸①③モシモシ刃，騨籾ルデスヨ

258紹醐②④モシモシワルモ撫ヨ

260F3闘②③ワス匠万スヨ，紗クノ游ナイデスカ

281羅2L②④チョ外ワス匠ン湘

．282F・17M②③力編かス拶スヨ

285麗鄭②③力號ワス囚シタ弥モ
268　F22klig）②カサiワスレラレクンデワ　ナイテスカ

2S7鵠：39鴎②④　モシEシカサワスレマシタヨ

269濾9L①①モシモシ，アナクカ囎弱Xレデワナ拶

　　　スカ

270F28H⑦⑧モ涯シカ彊瓢レチスヨ

271総2L②④ワλレモノ菰ヨ

272F3舗①①モ涯シアノー，弓懸費ルニナリマシ

　　　クヨ

273F27H②④アチョ脳力財ワスシヲマスヨ

275m50L③⑤カサワスレタ

2761？22L②④アノワルモがス

278纒1し③⑤ア，kijワルタヨー

279F60L①①モ涯シ籾豹スレ歯諺イ聴ンカ

281F38｝1①①モシモシコレ籾ルニ甥マシタ

28興3舗⑨③力弼わスレ弧ヨ

285轟i6脳①①アモ涯シチョイト，ア〃號オワル

　　　ンナツライ撞ヨーデス薄

287F23H②④アノ，艀ワス囚シ煽

288纒窟①③チョットア汐泌オオワスレ菰ヨ

290F4iH①①アモシモシUl！紗クノ騨ジャナ蒼

　　　ショーカ，オワスレンナッタトオモイ？スケレド

291F2翻②③アノカ囎オワルデスヨ

292F21｝②④騨ワルヲRXヨ
293F22il②③：yアナタノジャナイデXk

29鐸19H①①ア，神職ルンナリマシタヨ

296　撰33L②④　ア，カサ　ワスレマスヨ

297r48L①①モシモシカ財オワスに邦マシタヨ

299認5｝｛②④チョット射ワスy？シタヨ

309F46L②②チョットモ涯シアナタカサワスめ砂

　　　ンジv　ナイデスカ

392　F58L②④　モシモシ　カサ　ワスレマシタ

303F55L①①モシアtpコノカサワス囚シタ弧ヨ

3G5認3i．i②③チョット紗ク，愚姉ワXYタン涛ナイ

　　　テショ功

308F3篇①③ア，モーシ，力材わスレデスヨ

308罎鱗①③チョツト，力瞬湘抽テ知

309　F25｝｛②②　モシモシ　カサ　ワスレラレクンジャ　ナfデXカ

311指輪①①アノ騨籾簿ニナラレクン狗ナぢ
　　　スカ

312認3L③⑤カXワ）｛レテikH

314　鏡3尋禁②②　モシモシ　アノ　チョット　カサオ　ワスレラレタ

　　　ト　オモウンデスケド　蛭ククノ　カサジャ　アリマセンカ

315　ジ3（）慧②②　モシモシカサ　ワスレラレ9シタヨ

317F48L①①チョツトテヨット尊邸わルニナリマ

　　　シ嬉

318F6舗①①ソコニ群デ蔓忍肝コノカクカ財
　　　　言ワスレニ　ナリマセンカ

320F17L②③スミマセン，コレ沙クノ忍野アリマセン

　　　カ

32川3舗②③コノカサ濯タクノジャアリRtンカ

323F2掘②②アノカ蛎ワスレラ囚シタヨ

324F23M②④カサワスレマシ娼

328　m27H②（璽）　コレ　アナタノゲショー

327F23L◎③スミ歌ンコノカサアナタノ籾デアリ

　　　読ンカ

329　鵠44鱗⑧④　テヨット　カサオ　ワスレモノデスヨ

330W5L②③モ涯シアナタ冬葵ワスレヤシマセ功

331F57L②③モシllシ，コレアナタノカナイデ肋

332翻9H①①チョットオタクカ甥オワルニ拶吐

　　　芳シ効

333　鑓40L②④　モシモシ　カサ　ワスレ？シクヨ

33垂F67L①②チョットアンタカサオ　オワスシニナッタガ

　　　　アンクノ　ヤツジャ．ナリマ赴ンカ



335F2蹴①③力材2VXilニナリマシタヨ

337m51L②④チョット温飯ワルマシ嬉

338F40L②③オククコレワスレクンジャナ拶肋

3391？74L②③コ捗アンタ7　tiJサジャーアリマセンカ

341　F15L②④　チョット　カサオ　ワXレ9シクヨ

342総噸②④チョットチsットカ彊ワルマシタヨ

345M26L②④オキャクサンカ磐ワスll　1シタヨ

347F6器②③モシモシコノ励サワアナy／fVアリマ

　　　センカ

348球脚②③チョット，力嚇ワス夘ジ￥・一アリ髄ンカ

350　F37温②④カサオワスレマシタヨ

351F49L②②アナタカサワスレラレマシタヨ

353F22L⑧⑤：7　hサーオタクノE7Xlx｛ノジs・　」’｛f

　　　スカ

354F3蕪②③負心2VXtlfスヨ
3551　1371，a＠⑤オジサン，カサワルタ弥

356　鯖31H（り4）④　カサオ　ワスレテマスヨ

357F23L②④力財ワス囚シ娼

358彊3猛③⑤ンサンカ財ワル搬

359F4瀦②③コレオタクノジvナイデ肋

360F7乱①①モシモシカ立塩ルニナリ妙好スヨ

361F68L②③ア抄ノ籾ジャナ4fスカ。ワルヲオイ

　　　テッテイタノ　アンタノジャ　ナイデスカ

382総2L②④モシモシ，カサワスレでシ月一

3S3溺4L③⑤WEシチxットアンク騨ワスレラ關

　　　一

365　F55｝．｛①①　アーモシモシ一蓋サオ　オワスレン　ナジマシ

　　　タヨ

366F81L②③コいオワス旺万スヨ

367滋2L②③アノー・，モシEシ，アノ・・ココエカ彊ワス

　　　レテイカレタノワ　オタクデワ　アワマセンカ

388鵬襟②④ア，カサ胸ス囚シ拍

369F47L②④モシモシワス匠ンデスヨ

374F2蹴②③力説オワルデ照
375F21L②②　ア，カサオ　ワスレラレ＝～シクケレドモ

377F28M②③力材ワ7，V「「・シ嬉アナ〃輝ジャア

　　　リ遊ンカ

378F5脳①③モシモシカ財オワスレジャアリマセンカ

379認2H②③モシモシオワルモ万スヨ

38GF75L①①アノカ號かスレニナリX・シ聴ンカ

383薦5L⑧⑤チョ外チョットカサワXV7；k

384F22M①③イマオリラ糟カク，力財オワスレデスヨ

387F54L②④モシモシ荊ワtwuシクヨ

389F28L②④ア，力財ワスureシタヨ

390　．F78L①①アナタカ財わルンナリマシタヨ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　反汚重；文一覧　　　　28S

392F99M②④アンタワスレモ捕戦況

393F23H①①ア寿コノ溺一297，レン勢ラ吐ン

　　　カ

395F38L③①アチョットカ號オワスレンナリマシ妙

　　　F

398総騙①①モシモシアナタカ囎ワ7，Eiマシタヨドー

　　　ソ　ココニ　カサ労　ゴザd9スヨ

397R116L②③チョットXRtンカ財ワスレマシ知

3991721～⑫③力財2ワスレデスヨ

40王F6SL②③モシモシ，カサオワル魯ナイ鋤

402　F62騎（ヘウ）④　チョツトアナタ　カサワスレテマスヨ

■t941」4蹴②③チnット。ア汐力甥オィテアリマスヨ。ア

　　　ンタノ　カサジャ　歩イデスカ

4・07F2鎌②③チョット鱈ワス囚シタ憾

41騰221｛②④アノ・・，力財ワス囚シ弗

411藻1鎌③⑤チョットオ薄ン、力財ワスけ脳

413F55L①①潜ヤクサン，チョットカiftかルニナ

　　　リ疑ンカ

41鰯↓5L①①モシ，アた力難境ワルニナッタンジャ

　　　　ナ春スカ

417羅9L③⑤解，終，溝ワルト厨
418F28瀦①①アー・，チョッ1・eXミマセンtrスケFカサ　オワ

　　　スレニ　ナツタヨーテス……

419F3翻②③脇ウサンカサワス囚シタ罫

420F33L③⑤カサワルクヨ

4231～6駄①③チョ外アナクカ弼籾ルデナイ鷺

　　　力

428F33L②③スミ姪ン，力號ワルタジャナイ菰力

428F2251②③ア，モ涯シ。籾オ溺ルジャナ春勲

429鵬2L③⑤チョット騨ワスレク距

431F25i－i②③：ノカサ、アナタ万ワナイデXh

432囎繍③⑤ホもアンタ，紺ワスレ魏ヨ

434　F25L②③　アー　スミ9セン，カサ　ワスレマシクヨ

435FISH②③アーココニ儀典ワル獄ヨ

436F69L①①アナタ，力財籾ルニナッ労ttデシ

　　　ヨーカ

438　F34L②④　モシモシ，チuutカサノ　ワスレモノデスヨ

439　鑓2〔1擁②④　ア，テヨット　テット，アナタ　カサ蛭　ワスレテ

　　　R］，ヨ

440F74L①①モ涯シ，刃スにナリマシ搬

麓1F31L②④アノー籾弧レマシIH

443罎8L②③スミ9kン，力財ワスレラ覇ケ陛

444　F22鱗（D⑧　モシモシ，カサ　オワスレチスヨ

447F201一1＠③チョットー。ア寿主殿ワXレタンデスケF

　　　モ，アナタノデスカ
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449M49M③⑤オイ，溺厭レタヨ

450FlgM②⑧アptワルモノジvナイデショ吻

452鯖59L②③滑労ワナイ玉壷。鯵オワス捗ノワ

453F1511②③チョットスミマセン。コレオタ効ワルテ

　　　イジタ　Eノシマ　アリマセン方

454斑9⑱⑤イヤ，カサ

455F3蝋②④オジサンカサワル労スヨ

456FISM②④チョットワス匪ノガヨ

458M31L②③モ涯シアノ参着ワル夘デナィ湖
　　　力

459F17M②④アノーチョツトワスレRシタヨ

462me3M③⑤キミチョ弊％旺ン殉
4S3　Ag58．1．②③湿ホイカ財カスげワナイデスカ

484ft1［7；1，L②④ナニカワスレマヘンカナ

466F3器②②チョット，肘ワルラ囚シ搬

467F6翻①①アノーアナクカ號オワルニナッテラッ

　　　シa・イマtiンカ

488　×138L⑨④　モシ　アノー　カサ　ワXレ9シクヨ

470M3811①⑦力財豹ルニSYマシ勤ラ

471F32L②④アノー，射以囚シ媚

473醗醗②④モー，湧ノワXYE7fス

474k120：tl②④アーかク，力胸ル潅Xヨ

476罐器②③モシモシ，uノ窮ワアナタノデワYuak

　　　ンカ

477a125H②④ワルモンテスヨ。コレ，勝

47S綴5L②④チョットカ材ワルマシクヨ

480概㈱⑨③チョット，スミマセン，コレアナクノfPJジャ

　　　　ナ行ショ切

481　FS3L②②　アノ，カサ　芳ワスレニ　ナックデー

482“129kl②④チョット翠蔓％囚シ据

4831，134｝1①①アモシモシカサオかルナッタンジャ

　　　ナイチスカ

485F49L②③チョットコノカサアナタノジャナ4fXk

488　赫｝3L②④　モシモシ　チョッ｝・，カサオ　ワスレヲイキマシタ

　　　ヨ

487　F29L②③　テヨ・フトスイ9セン　カサ　ワスレマシタヨー

4881i68L②④アナクワスレマシタヨ

489麗9L⑧⑤ニー一ijンチョットカサワスレ労

490F50L①①オタクカ財籾レニナリ？シクヨ

491麗舘②③力財オワスげスヨ

492F27L③⑤カサワスレクヨ

494F15L②③スイ聴ンコレアナクノカ野肋

495F49L②④モシモシカ財ワスレテイ麹スヨ

496F38L②③アノーチョットスイマセン擁アリマシク

　　　ケドアナクノジャアリマセンカ

497F21M②③アノ，チ9・〉ト，力卯か漁モノガヨ

498　F50L①①　チョツト　アナタ　カサオ　オワスレニ　ナツクジ

　　　ャナイデスカ

5◎◎腿8L②④チョットカ塀ワス囚シクヨ

5031誓】21L②③アナタノジ†貿ン鋤

594蔽蹴②④アノ，ソコニタッヲ仙ヒト，ココニカサガ

　　　　オィヲアリマシクヨ，ドーーゾ

506F41L②④7／・・、ヵサワスyuシタヨ

507題1L②④チョ外アンタチョ弥溺オvxygシ
　　　タヨ

508麗3L②④力財ワス瞬シタヨ

509F30L②③諏オ妙ノカサデスカ

510F18螢②④カサワスレマシクヨ

512F1彿②③スイ遊ンカサオVXY7イ訊

513F3獣①③カサオかスに拶マシタ

514F28L②④アノーカサワスレモがスヨ。湧ワスレテ

　　　RXヨ

515F53L①③チョットカ財オワスレガヨ

516囎8L①①モ涯シ，アナクカ財オヲスにナッタン

　　　ジヤ　ナイチスカ

517N59：，1②④ア，モ涯シカ財ワ瀞マシクヨ

518F42L②③モシ、コtl。コノカサオク舛ンノデナイン

　　　デxカ

519F30M¢①アノ早食財オワルニナリマシタヨ

522F46L②④カサオワス囚シクヨ

525擬38L③⑤　ア，土手？クサンカサオ　ワXレタヨ

527F25L②④カサワスレマシタヨ

528鵬欝⑦①イマ溺ラWl贈ヤク禦輝オ卿
　　　ジャ　ナイチスカ

531麗6L②④ア，善書ワスけ朝込
533　葭婆8L②④　カサオ　ワスレマシタヨ

534F1繍②④アノチョット，カサワJlliiR）〈ヨ

537M35Xl③⑤チョットワス匠ンジャナイ泌

539醐4H②③コノ勝オ妙ジャナ薮スカ

540ft172L①①アンタカサオワスレンナックジャナイデス

　　　カ

542M51L②④モシモシチョット籾ワス囚シタヨ

543蛎5L③⑤オキャクサン，カサワルタヨ

545鵬8H①①モ涯シコノ騨アナタノデヲ漸イ聴

　　　ンカ

546F36L②④沙ク籾ワス囚シ搬
548F519①③シツレーfスガ，力弼オワスシニナックヨー

　　　テス

551F45H①①コレアナタノカ弾や溺イマセンカ

552M24M①③イマオリラ晒カクカサオワス汚スヨ



554F4．31｛①③．アッチsットアナクコレ騨スレジャナ

　　　イガカ

555F5闘①①モシ，チョットソコノオトコ劫夕，射

　　　輩ワスレニ　ナリマシクヨ

557F3錨②⑧：｛11VスYEノデス罫

558　F49L②③　コレ，オククノ　カサジャ　ナイデスカ

561F22H①③コレアナタノかル野ジャーアリ難ン

　　　カ

565瞬5L②④チョッ罫，オキャクサン，癌捗ン。測ワ

　　　ス匠がスヨ

588F15L②③アーコノ触アナタノジャナ君肋

5B7　F21｝｛②④チョ外ソ刃五臓ヒ｛・力彊ワスレ

　　　Rシタヨ

569F28M②③アノカサ，コレ紗男ジ？ナィデ肋

5691t126L②④ワスレモノ諏

570F4蟹①①モシモシ。コノ人心クノ歯漸イ9セ

　　　ンカ

572r291②③アーモシモシー。オワス匠ン菰ヨ

575鰻襯②③力財籾スレデス界

5761、128H②④アー，カサV7，レラマスヨ

578総禰①②モ涯シソl12刃テ糟糟カタ，ヒョッ
　　　トシテ　オククノ　カサ　オワスレデワ　ナイチシ：一1一一Pt

579灘繍⑨③モシモシー。コレ紗クノ溺歯ナインデ

　　　スカ

581F5鋸②③チョツトUV胃男附ジャナ谷潮

582罎？M⑨③コノカサアナタンジャ刃マセンカ

583F61L②④アーチョットワスレモノデスヨ

531F19H②③スィ聴ン猟レモノ弧弾

585懸5L⑨④チョットカ塀ワルマシ娼

58〔｝績3E3語②④ア，モシモシ　ワスレモノデス

537F1繍②③刃，スイ娃ンカサワス五臓弥

588認繍②③モシモシ躍妙ノワルモノジャナイデ肋

59GF3舗①③モシモシ唇面ス雨性

591F28L⑨④狛ットワスレモ万ス’d－

592鱗2L①⑧モ涯シアナタPtwt加ル弦ヨ
593F36L②（戸4L．）　オキ1・クサンカサワス！／マシタヨ

594F49L②③アノ紗クノジャナイデXh荊ガココニ

　　　　オイテア撃マスヨ

596F2舗②③スミ9kン泌ワス囚シPH
597F37ill！（i謹）②　アッチョットオククカサオ　ワスレラシヲ9

一スヨ

599F48L①①モシモシソコニイラッシS・KX　tg朗

　　　リニ　ナリナサル　カク　カサ潅　オワスレデスヨ

600i－F27L　．］．slR

先 生

反応文一魔

（iO5）

002購9L②③ウチノkXレデス

003F43L②③ア寿ワタシノuFモデス

005鍛翻②③コ四ウチノチョサ万X

◎081150H②③ウチノコF’モ弧

◎03F38L②④　ウチノ　コデスヨ

011F4烈②④ワタシノ郭モデスヨ

O12猟4L②③ハイ．ワタシノ駆琶蝦X

G15　F38L②③ワクシノUI：モ菰

017F56L②③ワクシノ騨窃X

918F3騰②③．ワタシノ騨モ嶽

0201y168L②③uyワワクシノ哺菰

023F46L②③コチラウチノチョサンデX

O24　F171｛②②ワククシノ　オトートデス

028　F69L②（t）　ワタシノ　マコデス

027麗2鷺）③ジフンノ損・・一トノ搬グレ鷺

029F30～M②③コ四二づツノ掬グレデス

030罎7L②④溜ノ淋一トガ

C33畏餅②③ワクシノチョづン畝

035F4踊②③ワクシノコ1欝ス

036鷺6L②③コノコワウチノ葡畝

038F43馬⑫③ウチノムスコチX

O39離1L③⑤ジフンノ評砂
g41　F47H（§）②ワククシノ　コ蓉モデλ

042靖20L②③オトートデス

◎43F63L②⑧ウチノマゴ畝

945罎9L②③ウチノオトートテス

艇6F72L①①ワクシノ唱デゴ窮覇

047F翻し②③ウチノチョづツ畝

048ilSIL②③コレワgjデス

287

05GF87M②③ムスメノコデスカラマタ瀧ワニ鏑液

　　　　ワカリ9至ンカラ　ヨロシク

052F58N⑦①ワタシノRtiデゴ四駅
053　F33赫⑨③　ワクシノ　チョーナンデス

054二二②②ワ妙シノgti）’Xヨllシク腸潔沢

　　　ス

056F26H＠③オ阿・デλ

057総闘②③ワタシノチョサンノ卿グ跨X

O59　M24H⑫④劫ノ卦一ト畝

080認2L②④抑ノオト略弧
e83　F25L②③ワタシノオトート荻

065F30L②②ワ妙シノコFモデス

066F38談②②　ワタクシノネーチョーナンデX

◎68F38L②③ワタシノ部モ畝



288　　　　反応文一三蘂重：

069醗9～1②⑧コノコワジツワ労ンノ砿諺ス諮ン

　　　Fマタ「ヒワニナ形カモシレマセンカラ　田田シク

07iM52L②⑧ワタシノチョーナ瀦づス

◎73F2繍②③ウチノコ淑

§74繊8H②③ウチノ騨モ湖

075F34H②③チH一ナ万X。ナン蟹鬼

077F39L⑨③コドモガ
078　F30L②④　コ｝；モナンデスヨ

080k118Rl②④コのアノー劫ノ：一サンノ評艀

　　　グレダレデス

e841147H②③野ノ評ぢ層
088F27L⑧③ワクシノ’郭脊X

O87毘驕②③ワタシノムスコ畝

089鵬舖②③ウチノ瀞ス畝

090F1醜②⑧アクシノぼトートノ舜ダシ淑

091M61L②⑧コノコドモワワタシノ始ガガ

092F1711②③ワタシノオト略SX

◎93F69L②⑧コ湾ワタシノチョサンノ禰菰

095F18L②③ワクシノ潜外デス

◎96　濁28L②④　ボクノ　オトートデス

997”139M②③のンノ響モ菰

◎98F37L⑨③ウチノUFモデス

099鰻6L②③ウチノコ菰

100謡扇②③ワタシノ潜惑嶽弊
101　M33M②④　ボクノ　コドモデX

エ02F16M②③ワタシノ於略獄

104孤島②⑧ワタシノkfiレfXドづヨロシクオ輔

　　　イシマス

105　F30L②④モーアタシニコンナオ魂イコガィルン

　　’デス二

三〇7F1繍②⑧ワタシノ潜略菰

108温温②④灘ノIF一トfXヨ

119F15L②③コレワワタシノ15一トfX

111認鰯②③ワクシノチョづンデス

ユ13麗器②②コレワ妙シノムスコ菰　　　㍉

エ16裁26罰②④　ボクノオトー｝ヴス

117F31L②③ワタシノコド艀スケド

1201159L②③解コンテワシ薄労シク3］コワ濠

　　　クノチョーナンデ〕くヨロシク1ネガぐシRXオミシサオキク

　　　列イ

ユ22旙闘④①湘ニオミエニ辮力夘瀞一サンノ
　　　センセー｝XllイジシH二」アイサツ　ィタシマシa－kンセー

　　　オゲンキ？スカ　ワタシモコー」一ゲンキナコオ　モツヨー・二象

　　　リマシクゴアイサツシマショー

123F1舗②③解ワタシノ潜一トデK

125認5！｛②④瀞ノ淋三三

ユ26謝し⑨⑤tiyノコドモ

127麗翻②④ワシノ朴尋弧

エ28F2繍②③ウチノヒト弘スコ淑

エ29翻脳⑨④胸ノ潜一トデ訪

130F36L②③7Pシノ罫モ菰
132　F65L②③　コレワ　ワクシノ　マ5デス

134齪3L②⑧コ四ワタシノ9WX
135F38L②②ワ妙シノチ聖ナンデXh’

エ37F57L②③ア，センセづスカピサシ刃ネ瀞ワ砂

　　　シノコドモナンデスケドモ

138F3？L②③ワタシノコFモガ

i39齪1L②③諏ワ砂シノヒト労舛ノ舗モ潔

1鈴F74L②③ワタシノ顯ガ

ユ凝紐舗②③コレワワクシノ潜一ト菰

143，M53H②④カワイィホーヤデスヨ

144醗17賠②④コレワ　ホクノ　オトートデX

148F3瀦②③春バンスX7コ淑
147　F3031②④ワタシノコデスヨ

149F40L②③ワタシノ玖コ涙

150FS7L②④労パガスヨ

エ51総8L②③VBシノ禰菰
152寵繍②③ワタシノムスコ涙

153認器②⑧ワタシノコドモデス

155F47L②③ワタシノチョ寸ン湖

15SF73L⑨③噸テX
158M25L②④ボクノオトートデス淳

159　F20L②③オトー｝ヴス

ユ61F61L②②ウチノコ弧アリ撫一三鞍シタ

182F20｝｛⑨③ワクシノ瀞一ト淑

ユ級纒2L②③ワタシノコデX

165M6，M②④コレワ勅ノ朴二二・

ユ88』F62L①①泌ラク目附コレワワタシノ始デ薄

　　　イマx

171F23L②③オF一トテX

エ73F44L②③チョーナ万X

174F61L②③マtデX
176賎121L②③オトートデX

177F2蝋②③コレワウチノチョサ万λ

179F74L②③コレワタシノ顎弧

180潟45L②②Mセンk一コレワ　ワタクシノチSvナン

　　　デSfヨシトモーシマス

182F3器②③チH・一ナン畝

183F2頷②④ウチノ計ンデスヨイチ彫ウエノコナン

　　　弧憾



184F49M①①アノーワ妙シノコFEデ溺イ訊

185F32iM②⑧ワククシノコドモデスアノーサンネンセーニ

　　　　ナリマス

186F3舗②③ウチノムスガス

188総5L⑨③コレワワクシノウチ覇菰

189F26L②③チョサ万ス弊

19王麗5L②④llyワウチノネニー・tiンノコドモデX

192F16M②③シン姓ノコ覇

194　F20M＠④ア寿ワ妙シノオニーサンノuKニナ

　　　リマス

195濃翻①①コノ訪チョ寸ガゴ握マス

ユ97瞬2L②③コレワワタシノ．RtiX

198Fユ5M②③ワタシノ，イト醐ス外

山99F4臓④①アーモーシオク囚シク算瀞ワワ妙シ

　　　ノ　チョーナンデ　ゴザィマス

200F1繍②③アみアニノ騨皆ス外

20貸12鱗⑨③ワクシノムスufス

202F70L①①マが灘イマス

203F49L②③λイワクシノ唱菰

204M60L②③ワクシノ騨窃ス

2G§F65L①①ムスメノコド鷺溺イ覇

206，M64L②④アーコノコワウチノ顎ガヨ

207F4舗②⑧ウチ舷ナン鬼

299F15L②③ワクシノII・・一トSX

210F23L②③ワタシノ；Sトー・1・デス

212F23｝②③ワクシノ，イト：：ア粥厭

213F31L②③コレワワタシノチョづガス

215購1L③⑤灘ノコグ

216F26M②⑧ムスコデX

218F58L②③コレワワタシノマガス

219濾9L②⑧アーピサ労ヲデX2・コのウチノイ殖

　　　ン．シクノムスコデス

220擬4鎌②③労ノチョサンテス。サン」1＞Sliスヨ

22i総繍④①ワクシノナニナニデ溺イ訊

222F26L②④コノコワネー朴一）アキラチス

223F63L②③ワクシノ？ti：rX

22興121L②③アニキノコド膏ス

227　F28M②③　ワタシノ　チョージョテX

230　F37H②②　ワタクシノ　コFモデス

23鎌23H②③キンジョノ諜響X

233F25L②③ジフンノムスガス

236紹蹄②③ワクシノチョ寸ンデス

237k138M②③プレソットル罫モワ，砂シノコド窃X

2凄舗2翻②③イトコデX

2421t131M＠③ワクシノ野卑ス

反応文一覧

243M63L⑨③k＞セーワタシノRtifX

245薦2L②③ウチノセ漁畝

246雛3、1②④溜ノオト略嶽

248薦6L②③ワタシノチョづン弧

249F429②③ワタシノコドモデX

250M221－1②③コノコワ，ワタシノ，イトコナン弧

251F36M②③ワタシノコFモデス

252F2錨②③アノー，砂シノ於一ト弧

2§4F32L②③ワタシノ淋略畝

25S麗4｝｛②③ウチノコド艀ス

258謎3郵「②④コレ送クノチg一一ナンデス
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26GF33M②③ワタシノ部モデチs一一ナンノ夘ダレ弧

2611142L②④融ノムスコデス

262F4孫②③ワタシノコFモデス

265囎蜘②③ジプンノ淋一トテス

286F2臨⑨②コ四ワタクシノ於一ト旗

267総蝋④①セ加デ弱イマス

269総9L②③労ンノサンナ擁づX

270F28H②③ワタシノムスコテス

271M32L②③ワクシノコドii11」〈

272F38鵠②②ワ妙シノ誌》X

273F27H②③ア妙シノコドモ旗

275FsGL②③ワタシノ雛モ畝
276　F22L②③　ワクシノ　オトー｝・テス

278醗1L⑧⑤ワシノコタ

279F60L②③漉ワワタシノジナンノ誌モデス

281F38H②③ワクシノオ背ス

284　F33｝1②③ワタシノ誌琶X

285岡田②③ア，諏ワワクシノ顎菰

287F23H②③ワタシノ潜一トデX

288罎7H②③ワクシノ部モ覇

290F41｝1①①ワ勿シノコトザ弱イマX

291F2翻①①ワ妙シノオト外デ」郵マX

292F211｛②③ワクシノオトートデス

293F22H②②　ワククシノオトートデス

29姜FlgH⑨・③　ショーガクセーニナ勘ワタシノ；1トーートi｝；く

296総3L②③ア，イチjlン虹ノ騨皆X

297F48L②③Aもコレワワクシノ郭皆X

299総5H⑨③ムスコノ蜘野馬

300F46L②③ウチノ泌ザスケド

302F58L②③マtifス

303F55L②⑧センセーシパラクデシターウチノ：Fモデ

　　　ス

305認訓②③3V9ワタシノチョサン菰

306F3蹴②③ア／，ムXコfX



2ge　反塔文一魔

308舐脳②③妙シノ党略テX
309　F25fi⑨③砂シノ郭モテス

311F2舗②②ワ妙シノコドモチX

312認3L②④渤ノ，チョサ万X

314鵬輪②③コ野砂シノムスコ蹴

315F30箔②②　ムスコテスワタクシノコドモテX

317F48L②③Wk一一シバラ労淋オゲンザイづX

　　孝コノココンFワタシノコ1EデXヨロシクオネガイシ

　　Rス

318　F8GM（1）①　コレワ　ウチノ　マゴデ　ゴザイマス港

320Fエ7L②③アノオトー・トデス

3211t133M②③ウチノムスコデス

323F2獅②③ワクシノコ1：モ弧

324　F231i②③二二デス外

826赫27N③⑤渤ノ労キタヨ

327F23L②③ワクシノ潜略ガ

329構翻②③コレワウチノ涛かス

330耀5L①①コンニチワ汐セー紗ッシャデケッコーデ

　　　ス＃・，コiJv　ワタシノ　ウチノ　ムスコノ　コドモデワクシニ　トヅ

　　　ラワでゴデゴジィマスヨ

331F57L②④葡デスワ

3321、i29H①①コWワ妙シノ砿ガゴsi／gX

333瞬OL②③ウチノifヨーナン畝

834　FS7L②⑧瀞ワウチノネアノーチョサンノイチバ

　　　ンノコ葬モテアリRJ〈

335r2鞠②③ワタシノムスコ畝

337銭151L②③コレワウチノジナン弧

338F40L②⑨ワククシノ酪モ旗

339解4L②③葡テス

341F15L②③ワタシノ評モ菰

3421t1351E②③ジフンノ部窃ス

3451126L②③ワクシノコドモ菰

347F8飾②③コレワワタシノ糖畝

348醗脳②③ワクシノオトート畝

35Gl？37M②③ワタシノ部モ弧

351F49L②③オトナリノヒトデス

353F22L②④コノコネー．VPシノ淋外畝灘

354F31M②③ワタシノコ弧

355囎聯②④勅ノチョ寸ンかスノ労ダげス

356　絹31賢②④孝クノコドモナンデス

357F23L②④ワクシノオネーサンノコ｝モテス

3581t134L②④ジ弱鬼

359F45il②③ジフンノイモートノ邸脊X

380F74L②③ナニナニノコfX

361F68L②③ワクシノ補考

382総2L②⑧ウチノチ乎ナンi釈

363M54L②③コWアノ”唱デス

365F55H②②ワタクシノ誌モデX

366F61L②③コレワマゴデス

367購2L②④ア寿，コレワ働ノチョサン畝

368　蒲47鵠②②ワククシノ　チn一ナンテス

369F47L②③アノワタシノムスメノコデK

374F23鐸⑫③オトートデス

375F21L②③ワタシノ朴一トデX

377　F28M②③翻ワワタシノムスコ叡

378F56M②③ハイワクシノコドモ旗

379禰2｝②③卵シノ騨モ菰

380F75L②③マゴチス

383鵬5L③⑤労ノムスコダ

384，　F22M②②ワ妙シノ二一トデス，即シク

387F54L②③諏ワ気重ノ惑モデX

389F28L②③シリアイノコガ

390F78L②③ワクシノ顎菰

392　F69XI①①コレワ唱デ朗イ斌

393　F23H②③Vbシノ潜略デスケF

395F38L①①ド噸シパラクデ溺イマX。ワ妙シノコ

　　　Fモデコザィマス

396聡騨②④コレワワタシノ哨デスヨ

397罎6L②④紗ニチワiコノヒトワ溜ノ瀞略ガ

399F2獺②③ワタシノ淋一読畝

401F66L②③マゴデス

402F6舗①①ワ妙シノマゴデ討イ蝋

404二二⑨③ワタシノ郭モテス罫

407．残錨②③ワクシノAF・・1・畝

410M22｝1②④溜ノ瀞一トデス

411巌礁②③コノコワ渤ノ）fトートfX

413騰5L②③コWアノーワタシノ瓢皆ス弊
414籔45L②②ワクシノチョ・一ナンノ　トシヒサトモーシマス

417罎9L③⑤Eンh一。ジ’；v労ンノコグ

418麗舗②③セン毛一シJlラクデス。イチバンウェノコデ

　　Xaアをコチa・ンオカーサンノオセワニナッタセンセーヨ。ゴア

　　　イサツシヲゴラン

419　F34M②③ワタシノ邸モ旗

420F33L③⑤ワタシノコ頻コリャ

423F65L②③ワタシノ試論

428F33L②③コノコワイ朔ンシクノシン春テス

428F22H⑨④アクシノオネーサンノ訴モ畝

429M42L②④瀞ノコドモ畝

431F25H②③XトートfX

紹2認蕊②⑧uノコヲワタシノチU・・ナン諏



434F25L②③コノコアクシノコ淑

435FISH②③ア，；ンニチワ。ヒサシプリ畝ネ㌔コレー窪

　　　クシノ　オトート｝t’X

436F69L②③コ汐，ワクシノ顎弧

4381？34L②③アタシノ詐窃ス。｝ぐづヨロシク，オ紡

　　　イシマス

439囎餓②③イヤt＞セー一かヨー瀬費ス。コの

　　　ホクノイチパンシタノオトートデ、モーーイ9ショーガッコーノ

　　　　雪ンネンセーデX

興OF74L②③マ葺デス

441F31L②③ワクシノ訴モ畝

443湿8L②④コ購クノ泌一トデスケ賎

4曇F2飾⑨②ワ妙シノ肝一げX
4垂7　F2011②④　コノ　コワ　オニー・iJンノコナンデス

449購鎌③⑤コ四オレノ縛モ殉

450F19M②②ワ妙シノ淋一ト菰

452妬9L②③ワタシノニナ万ス

453F1驕②③砂シノ瀞略菰
45↓醗9瀦②③オイデス

455F3翻②③コレワクシノコ弧

妬6F1闘②③ワクシノ在尋デX

458認1L②④コ砂動ノkXコテスガ

459FIZII②③アノコレ勢シノ潜一ト弧

462醗錨②③：レワワタシノ潜一トガ

483薦8玉⑫②ワ妙シノ部モ菰

46↓艀4L②③ソ砂ワクシノ3デス

46SF32鱗②③チs一一ナンデス

467　F6ikE①①コレワ顎デ弱イRX

468認6L②③ワクシノ認モ蘇

47⑪総8H②③ワタシノチョ寸ン弧

471F32L②③ワクシノf’ヨ・一tンデX

473　M19M②④　ボクノ　オトートデX

474羅OL②④溜ノ於略服ケド
47611191・1②⑧砂シノ朴述弧

477翻5H⑧③コンニチワ、ア寿ウチノコ陶’ンガケド

　　　v

479罎5L②④轡型ノ淋一ト弧
4891116｝1②③ハもコレワ帥ノ三唱チス。HVシク

　　　オネガイシマス

481F63L①①頬デjlfイマス

482M29M②②コレワ　ワタクシノチョージesデス

483i134B②③ワタシノムスコ旗

485F49L②③労ノ評行スケF，孜ナンサイデス

4861＃3L②③アーコレワセンセづ勲ド僅聴サシ

　　　プリデ，ワタシノ　コ践モデスケ菖

反応文一覧

487F29L②②ワククシノコFモデス

4885168L②③コ四国ンノ始デλ

489M29L③⑤：T／ワワシノコダ

49GF5侃②③アーウチノコSX

491112811＠③；Sト・・トデK

492F27L②③野ノコ菰
49↓F15L②③ワタシノオトート弧

495理9L⑨③ワタシノ響ぢス
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496F38L②⑧：ンニ和漉ワニナリマシテ砂涯ナ
　　　ニナニ蛭ヤッヲオリマスケi㍉コレガチョーナンデスケドアノシ

　　　タニモーヒトリ　コドモ万　ア；」9Xケ蓉ワンバクデ　コRリマX

497F2錨①①コノコワワ妙シノオト略デ野イRX

498蕗OL②③コ階スケF
500F46L②②ワ妙シノコFモ弧

5031121L②③コンFケッコンシテナンガツニ謎劫

　　　発遊タ

5億乱闘②③コ頭ワクシノtb外MX

508F鉦L②③ア方ワタシノuFEfX

507M41L②③ジプンノhXコfX

5081123L②⑧チョ寸ン菰

509F30L②③ワクシノ朴二割

510F18×3②③オトートテX

512F1脇②③ワクシノ七一トテス

513F35潮②②ワタクシノチョーナンデス1

514F28L②③ムスコ弧
515F53L②②　ワククシノマゴデX

516k138L③⑤ワ妙シノジナン

517鵜59慧②②ワククシノコドモテス。ヨロシクオネガイシ

　　　マス

518F42L②③アクシノコF野ス

519F3繰②③イがンウエノノリ1＄fK

522F46L⑨③卸セコレワuFモ畝

525総6L②③ワタシノ部モデX

527F25L②②　ワククシノ　コドモテス

528蹴駕②④センセーコレワタシノ砿コノシg・・ジ

　　　イマシH一ガツコーノゴネンセーデスヨ

53支M26L②③オトートテx

533罐8L②③コ四沙シノムスコ弧

534　F18．M②③ワタシノ朴一トデX

537総騨②③ジフンノムスガス

539民田②④コレ胸ノ雪山ナン瀧

549M72L②③ワタシノ円弧ガ

542鰹i51L②③ワタシノ誘朝潮

543M55L②⑧ワタシノコ畝

545罎6H①①センセ”，コレワ洗サシフリデ薄碧X3
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　　　アツ，コレデご1ずイマスカ，コレワ　ワクシノ　セガシデゴずイマ）〈

54SF38L②③ワタシノコ附ス

548F51H①①ワタシノコドEf，ジナが漸召λ

551F45H①①チョ寸ンノ夘夘デ弱イマX

552繊錨②③ワタシノ財菰

554F43H②③コレワタシノコドモ弧

555F50｝②⑧ti・filx、ワタシノ

557F31M⑨③ジフンノチョージョ菰

558F49L②⑧砂シバガス弾
56王F22i｛②③］fアむコドモデK

585罐5L②④幼ノチョサンデス

566F15L②③ワタシノ潜略菰

567F2正H②③ワタシノ跨ノこ畝

588F2舗②②ワ夘シノコ畝

5Sg　Bi26L②④劫ノコデス

570F4脳②⑧ワタシノコ弧

572F29L②③ハもワタシノ：FEiix

575磁彿②④コレワ勃ノ画一トデス

578　潟26H②③　アー　＞dデK

578　M3ZNI②②コレワ　ワククシノ　ムスコデス

579M43M②③コレ郭ノコ畝
581F5醐②⑧：レワウチノ藩モテス

582醗蹴②③X5一トノタ砂げX

583F61L②③ワクシノltiiJ〈

584　F19｝一1＠＠　IF－FifX

585F45L②③Vbシノ罫艀ス
588認脇②③ワタシノムスコ淑

587　F18M②③　ワクシノ　オi・一トテス

588認脳②③ワタシノイチ11ンウエノuFEfX

590F33M②③ワタシノチH一ナ万X

591F28L②⑧ワタシノ郭モ畝

592艇2L②③チョサンノ蜘グ捕ス。韻シク懸ガイ

　　　シ？x

593F38L②③コレワワタシノコ弧

594F49L②③アノ，ワタシノuFY’X

593F29M＠③ウチノム知シンノスケ菰

597F3蹴②③アアノーワタシノ舗皆X

599F48L②③アーkンセシバラクデシタガサク汚
　　　イマスケ導．コンナオーキナコドモガデキマシテネ

800F27L②③ワタシノ誌モ淑

電灯料 （le6）

082鵬9L⑨⑤センゲ労ンワウチノモノガハラッ労躰

　　　　オモウカラ　マチカツテナイダローカ

003F43L②③アノーコレセンゲ労ンハラィマシタケlz

　　　スイマセンケFモーイチドオククノホーーデシラベテモラェマ

　　　スカ

0051｛26H⑨③スミRkンガコレセンゲツハラジヲ踊ンデ

　　　スjf

OO3薦OH②④ヨクシラ背ク粥イ

009F38L②③ヤースン激スケFイf・Fミテク男イ

01王F4鋸①②ウチコレオシハライシテア肋ラ駆イ

　　　チFシラベテイクグケRセンカ

fi12　F44L②②アノーセンゲツハラ膚シタケix　Fモリs・一

　　　シューショモサテマスケドソチラオマチガエニナッテイマセンカ

　　　　ヨクシラベテクグサイ

015F38L③⑤ハラッテア跡丼…・リョーシa一本目モラッ

　　　クチミセルワ

017F56L②③センゲツハライマシクbFモーイッベンミ

　　　テクダサイ

018F3脳②③センゲ労ンハラッテマス外ネーモーイ

　　　テドシラベテ　クダサイ

0201、168L②③コ搏オシハライシク肋ライッペンシヲ

　　　ベテ　クグサイ　リa一・シューショモ　ココニアリ9スカラ　ミテク

　　　ジサイ

023F48L②③ウチワハラyマシタモーイfFシラベテ

　　　ク脅イ

◎24F1711②③イチか漁ライシマ無恥モーイ邦
　　　　クシカメテ　モラェマスカ

026F69L②③ハラッタツモリデスケF，コa：ウケトリガ

　　　アll　fコレ　チョットミテ　クレマスカ

027醗烈②③コチラニリョ・一シx一ショガアリ覇カラモ

　　　ーイチ1：シラベナオシテクレ9センカ

D23　F3011①②センゲツタシ加オシハラィシ外蔽ぞ

　　　マXケi；モ　イチド　シラベテ　ィクグケマセンカ

030罎7L②③Eン狩ノウケトリワアリマX外ソチラノ

　　　　言マチガイジa・アリマセンカ

033猟舗①②弛ジトリョーシa一一ショオモッ激マ潮ヲ

　　　オマチここナツテ　クグサイ

035　F4711①①卸ゲツワカ、ライ沙ンデX憾ス費セ

　　　ン，モーイッペンシラベティタグケナイデショー・ff

O36　F66L②④チョ外イマルかスがモースコシア
　　　トニ　キテ　イクダキタ（

038F43．3・1②②センゲ労ンワハライマシク万ココニ独

　　伽rシコ」一シn　アリマスノデカイシャ／ホーニオカエリニナジテ



　　　シラベテミテクダサイ

039罎1L③⑤kンゲ労ンAラッ労マーイッペンヨー

　　　　シラペナオシテクレ

041F47ii②③タハンわスづスケ既秒ゲ労ンワ

　　　コノヨー・ニオハライシヲアルトオモイマスノディチドオシラ

　　　ベ勅イ訊

e42　maeL　N　R

O43　F63L②③センゲツかラィシタ弥ネ構図ウ外
　　　ジモ　アルデ挙　シッカリ　シラNテ　モラェンデショーカ

045M19L③⑤舅ドシラベナオシテモラエナイ

046F72L②③ホィジs・㍗駆ラ骨スンiハスデ肋

　　　ラモーイチドシラベテクグサイ

047F40L②③7，コシ：IXニコレAラd？シタ罫Rチガ

　　　ッテイクラ　モーイチドヨク　シラNナオシテクグサイ

048鞭L③⑤バラック鯵ヨ，シラ背

D50　F67醗②④　コノ　トーリ　ハラッヲアルカラ　シラKテ　クダ

　　　サイ

052F5811⑨⑧モーーリョーシa一ショガアリ訊デミテク

　　　グサイ，モー　イチド　シラベテミテ　クダサイ

053F3鋸②③センti：イ弾シ形イシマシタカラ，砂

　　　　フシンナ　テンガ　アックラ　マエニイタダィタ　リy一シユーショ

　　　ガアリマスカラオミをシ9XU

O54総崩②③センゲ労ンハラッテアルハがスがシラ

　　　ベテミテ　クグ亨イ　ウケトリワ　ココ：　アリマス

9561～2Sll②③センゲツノハラッヲアリマスノデ，存ドシラ

　　　ベテクダサイ

e57　M3611⑨④センゲ労ンワイクニチハラッ助ラモー

　　イチド　カイシャノ　ホーデ　シラベラ　クダサイ

◎591124H③⑤コレワセンゲ労ンハラッテ麟ネーモ・・

　　　イチド　シラ’Nテ　クレンカネー

．060k122L②③Eンゲツノフンワハラッテ9Xチョットシ

　　　ラ背妙サイ

｛〕63F25L②④　トリニミエRシクH

◎85F30L②③アノーkンゲツハラッタツモリデス界チ

　　　ョットオマチクダサイ　ウケトリミテキマスカラ，コノ　トー・ジ

　　　ハラッテアリRX

O66　F38、②③センゲ労ンノリョーシ■一一ショガココニァ

　　　リマスカラチョットミテクグサイ

◎88F36L①①チョットハラッ｝アリ覇ケドモー　UF

　　　シラNライタグケ9センテショーカ

089罷脳②③センゲツハラッタノニチョットオカシイ畝

　　　ネ。コチラノシytイオシラKマX7」ラチ≡…ットRッテクダサ

　　　イ

071M52L③⑤コノlju一シa一ショが踊デハラッタデ

　　　マーイッNンシラベテキヨ

　　　騨
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◎73F2錨④②センゲツワオシハライシマシタウケトリモ

　　　コノ　ヨー．ニ　トッテアリマスノチ　モーイチFシラKテクグサイ

　　　9？ンカ

0741・128H②③労ノかハラッヲ蹄万スケε，コレミ

　　　テク粥イ

◎75F34｝⑫③センジツモーハライマシタbFモーイチド

　　　　ヨクシラXテミテクダサイ

077F39L②④アみセンゲ労ンワモーハライマシク

0781：’30L②③kンゲ労ンハラッテアリマ潮ラモーイチ’

　　　ドクシカメラ　クダサイ

OSG　M18kl②③センゲツワハラッ好ス界一ナニカノマチ

　　　ガイジャ　ナイデスカ。モーイチドチョットシラKテクグサイ

084嚇71・！⑨③コー・ユvりひシューショガアリ㌣肋ラ，モ

　　　ーイチド　シラベテ，テナオシテキテクグサイ

086F27L②③ハラッテアリ覇憾

087寵瀦②⑧センゲ労ンワモーハラッテアリマ渤ラ。シ

　　　ラ背ク勢イ

089　擬42目②④　モーイジペンヨクシラKラ　クレRセンカ

090F玉磯②③センゲツ形孜セガシタカ。浄イチ導

　　　シラベテ　クレマセンカ

091　i161L②②　ジツワ　センゲツノ　リョーキンワオシハライ

　　　シクト　オモイマスノデ　リョーシa一シsワコノ　トーツ　アリマス

　　　カラモーイッカイネンノクメ丁数シラベネがXRセンカ

092F17M①②タシカセンゲツワかライシ豆粕イマ

　　　スケF　モーイチド　シラKテ　イタクケ？スカ

093F69L②⑧センゲツワスガリョーシa一シyモアリマ

　　　スデ　モーtイチ1；シラKテクグサイ

095F18L②④タシ加ハラックカラチャントミヲク粥

　　　イ

096麗8L②③センゲ労ンワハラッテアpaxココニ臓

　　　一シエ・一ショモ　モラッヲアリマス　ドージオタシカメ　クタサイ

097聡9M②④ハラッラ刃マスカラ砂クシワハラ収セン

098F37L②④モーイ弾ツ材ミテク轡イRXニ
　　　ハラツ効ラ

099濃8L③⑤抄ゲツフンワハラッタデコノリH一一シュ“

　　　ショオモッテシラベテクレ

100罎8～④②アノーセンゲツプンワモーーハラッテアルンデ

　　スケドチョットコレミティクグケ9kンカ

101濾錨①②セン鍔ハラックン海ナイテ肋王一イ

　　チ1ミオシラKネガエナイテショーカ

102F1舳②③ココニkン砂ノウケト勝ア渤ラナン

　　カノRチガイジャナイデXカモーイチFシラKテクジサイ

104葭2鴨③②デン碧サンタシカセンゲガンノ樽ワ

　　ハラッテアルトオモウンテスケドモコーユーフーニクシカニ　リ

　　U一シa一一ショモ　アリマスケドモ　ドーデシH一・7」　イッベン　シラ〈．
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　　テイクダケマ｛：ンカ

105F30L②③アーワ解㍗セン樽ワ砂シノ沁ロ
　　　モーハラツテアルンデスケFモ

107F1舗②③スミ疑ンが秒ゲ労ンワかライシRシ

　　タガモーdチKオシラNクグサイ

108A12511②③アノkンジツシュ曹ンニンサンガキクガ

　　スケFキテハラッタンデスケドネカクニンシテクダサイ

110F15L②④コノトづ齊ント砂シヲア渤ラシラ

　　ベテクダサイ

111燕i3曇②③アラマダハラッテアリマセンカクシカハラ

　　　ックハズデスケ蓉コレガkンゲツプンノウケトリナンデスガ

113認器②③セン甥ンワハラッテア；」マ1，カラモーイ

　　テFシラペテクダサイ

116，M26kl②④センゲツワハラックン労隆リョーシx・・シ

　　　ョモアルケドモチt”“ントハラックケドモ5一一イッカイヨク

　　　シラ《テミテクダサイ

117F31L②③セン勢焔ライシテア及罫ナニカカワ

　　　ッタ　テンナオカシカッタデスカ　ワタシワ　リョーシエーショガ　チ

　　t’ントアリマスケド

120，K159L②③センゲ労ンノテントーーリs－Vハラッテア海

　　ンデXガウケトリ淳コーユーフー：アルンデスガイッペンネ

　　ンノクメニシラベテモライタイ…・オネガイシマ」〈

122総6～1②②マイ’；＄W懸ゴク購マ弧アーコ

　　！！ワ　センゲツノ　セーキューデス‡コレワ　クシカ　ウチ：　リョー

　　シx一一ショガ　アルトオモイマスノデシ1Sラク　オマチクダサイ

　　コレデゴザイマXコーーユーワケデ　リH一シューショモ　ゴザィマ

　　スノテクイヘンオテスーカケ9シクガコレニヨッテイ1’iイfi

　　　アナクノ　クチバモエライデショーガゴリH一シSt一ネガイクイ

　　　トオモイ臓

123F1翫①②センゲツノプンワモー　］、ラッ外粁イマ

　　スケF　モーーイッPt　チョット　シラKナオシテ　イクグケマXカ

125麗5｝②③アノスミ？セン界コノRエノフンワA

　　ライマシクケドマチガッライマkンカモーイチドクシカメテク

　　ジサイ

126祀4L③⑤抄ゲツフンワハラット艀モーイジ醒

　　ヨク　シラペテ寺テクレ

127認蹴③⑤センゲツチャントAラッテア艀リョ汐ユ

　　ーショモコこ1アルデシッカリ　シヲ　モラワニマ　コマル

128F25M①②ウチワハライマシ雪避コノヨーニリョー

　　シa一・ショ　アリマスカラ　モーーイチ蓉　クシカメテイクダケマスカ

129ma2M②③センゲ労ンAラッヲアリマX界：レ1：一

　　　シタンチシs－7」4モーチsットシラベテ　モラエマセンカネ

130F36L②③ハライヌシクカラE・・イッ醒シラ修ク

　　グサイ

132F65L③⑤EンゲツワハラックジyナイPt

134　M73L②④コシスンF，WJラ認ッペンシラベテクダ

　　　サイ

i35　F38L②③コノト刃ウ外リイタ碧タカラハラッ

　　　テアルハスチスカラ　モーイチドシラKテモラエナイデシM一一Ji

137　F57L①①ワタシコレ瀕ラfイタシマシクノニネチ

　　　s・ントリョーシューショガゴザィマλケFモ　ドーーシタモンデゴ

　　　潔マショー

捻8F37L②③センゲツブンワモ有形ッ灘ス山姫

　　　iンゲツノ　リョーシa一一シHデZケFイッペンモジヲッテシラ《

　　　ラミテク列イ

認9跡1L③⑤センゲツワハラッタ狂弾ディチオーソ

　　　ノ＝1ノ　ウケトリワコノユー＝r一ナルモノカ　ナニモコーナ

　　　サンモンカネ

140F74L②③A5ッ桑田スケ隆Rwiッテ舵ンカ

エ41麗蹄①①秒ゲ労ンワE・一シハラッテアリマ肋ヲ

　　　モーイチ誉シラ｛テイクダケRたンデショー’カ

143聡31｛①①アーkンゲツノts一一キンワモー・コレ　A

　　　ラtテアリマスガワ］i’イケ1＝モーイッベンシラペナオシテイタ

　　　労踵ンカ

1難雄蕊③⑤ココニリョーシューシmガア砂ラー撰グ

　　　モンオカシイジャネー

149F3繍②③センゲツワタシカハラッテアル万スケド

147F3脳③⑤チョジトシラ彰ミkV

149F40L②④モーイチドヨクシラ背ク死イ

150F671、③⑤㍗コナ響ハラッタケドナンチ9クト

　　　聖“ウネ

i51　踊88L②②　リョーキンオシハラッテ　イツカニ　コノ　魂送

　　　ネワ　シハラック　ハズナンチゴ疹イマスケF　リ訂一シューシ｝lfi

　　　アナクノ　承一ニ…・　Rチガイ　づ’イト　オモイマスカラ　野一一カ　モ

　　　ーイチドオシラベオネガッテk5’：　ゴヘンジオイタグキクイ

ユ52瀧飾②③イヤモーハラッヲ刃マスヨナンデシ好

　　　ウチノ　リョー・シ2一ショ重オミセシマスヨ

153掘32靖②④　センゲツハラッテアルカラ　モーイチドクシ

　　　カメテクダサイ

エ55F47L①②クシカかライシク砿デス弥lj一　t

　　　テドシラペテイタグケマセンカ

158F73L②③1、ラッ外郎イマスケ隆9bコ塁一
　　　フー一：S：　．．チガキタトスルトイチオーカイシs・ノホーデシラ

　　　KテモラックラトオモイマX

158認5L②④ハライマシタヨ

159F20L②③センゲツ♪NライマシタケFモソチラノかワ

　　　　1く一　ナツテマスカ

161F61L②③ワタシャセン朔ハラッ外オモイマス婬

　　　　ウチラ＝シラKテミマX

lB2　F20H②③センゲ労ンワオハライシマシPbラモー



　　　イチFヨクオクシカメ　クダサイ

164k142L③⑤セン捗ハラッタンダケ樫ウ外リモ踊

　　　デモーイッペンシラNヲモラエン方

185磁㈱②④コノトづセン砂ハライマ沙

169F62L②③翻ライシ粥マがホイデスデタシカニ

　　　オカネワ）勲、ライシクリマスデヨクオタクノホーモネシラN

　　　テ拶サイ

エ7エF23L②③ココニ弥ト甥アリ9スケ随ン分ハ

　　　ラィマシクヨ

173F興し③⑤コレハラッヲ鶏弾ウケト聾ココニア

　　　ルデシラペテミテ

174F61L②⑧　コノ　ヨー二f’t’ント　アナタニイクグイテア

　　　リマスデチs・ントシラNテミテクグサイ

176R121L③⑤コレ9fガットリt’・一“セン

177F2411②③汐ゲツワオハライシマシク罫イfFシ

　　　ラ響ク磐イ

179F74L②④ワタシワタシカニAラッラアリマス淋

180醗5L①②オソシイリ覇罫カト刃ヨーワリョーシ

　　　zav一ショモゴザイマス　トーリ　君ハライ　シテアルト1モイ？Xケ

　　　ドィチドシラベナオシテイタタケマセンカ

ユ82F32鍛②②　をンゲツワクシカ　オハラィシヲアルAズデ

　　　スケドチャント　リg一シa一ショモコ憂イマスカラモーイチド

　　　　シラベテクグサイ

183F23M①②労ンオシハライシテ晒ハスナンデスケF

　　　　モーイチ｛；シラベテイタダケRセンカ

194猟9玉！①①ガレイリマ夢野ワハラツタ跡IY

　　　マスケレ1：モーーイチドシラKテイクダケマセンカ

185F32華①（1）　センゲツブンワ　クシカ　オハライイクシマシタ

　　　t｝スケレドーナニカノマチガイテワごiザィRkンカ　リョーシュー

　　　ショE　ゴザィマスケレドイチFオシラN　ネガイマスカ　．

186F33M③⑤ワタシ，モ一調ラッ効ラチャントシラ奪

　　　ヨ

エ88総5L②③ジツワセン男シハライズミニナ・＞Y2リマ

　　　スケレドモ　ココニ　リy・一シtLシsufiアリマスデ　イM一一カク

　　　こンシテクダサイ

189F26L②③アノセンゲツハライマシタケ陛E一イチ

　　　蓉1タシカメ　クダサイ

1911125L②③諏ワセンゲツ痴ハライシクAXfXケ

　　　ドモ　ナニカノ　9チガイジャ　ナイデスヵ

192　F16M②④コレオミテク粥イ

エ9S　F20，Vl＠②アみモシti7シンナテンガアッタ瀦

　　yクコチラデゼンブシラペルコトガデキナカッタライチオ瞬

　　　カイシャエオカ：£リニナッテシラKテクグサイ

ユ95鵬郵③⑤モ日浦ラツ7mpy“yナ初モー　tfF

　　　シ弘ナ自負
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エg7齪2L③⑤Pt　twハ叛拝ナァソンナ勘ナ認

　　　トワナイ

199F1騙③④コノマエ，ダシクン労蓉，ミテモラエン

199　F40M①（2）　センゲツフンワこ！レデハラッヲアリマスカラ器

　　　　モーーイジカイシラベナオシテイ史蹟ケマセンカ

20◎Fi8M①②センゲツハラッタンデス弊モーイ弾シ

　　　ラベヲキヲイタダケナイチスカ

201麗麗②③アノ’一　tンジツAヲイマシタがモーイチ

　　　ドオシラ／　クグサイ

202F70L①②㍗イジベン静イタダケ鞭ンカワタシ

　　　ジセ　ワカリマkンカラ　イッペン　ムスコニ・￥＄マX

203F49L②③アノセン男ハライマシタケ平声裸馬

　　　ジャ　MチX力君タメシクグサイ　リSt一一シa一ショワココニ

　　　ア彊スカラ

204MGOL②②沙脅勲Aライモーシアゲ甥コノト

　　　一墾　りn一一シa一一ショアリマスカラモーイチドオシラベクダ

　　　サイ

205F65L②③kンゲツワタシカニ瓢ライシテアリ覇．

　　　コレガウケトリデスカラナニカノマチガィデスカラモーイチ客

　　　　シラベテミテクタサイ

2◎8麗4L③⑤マー沙ゲツFY：ミX｝　AラッタVE

　　　リタケFモウケ1リモチ1・ントア勘デイッペンシラベヲモラ

　　　イタイ

2◎7F49～②③センゲ労ンA5ッヲアリマスヨスイ範ン

　　　イチ講シラKMシテクグサイ

209F15L①②スミRkンコチうごリョゆユーショが踊

　　　ノデモ・一イチ導シラNヲクダサイマセンカ

210F23L②④モーイ罫ヨククシカガク男イ

212F23H②③kンのりョーキンノホーワオシ層イシ

　　　9シテ，ウケトリシH－Eアリマスノデ，モーーイチド　君タシカメ．

　　　ク舛イ

213F31L①②ジャコ財E一一　・lfFシラ背イ疹ケ

　　　ナィy’ショ功

2エ5纒1L③⑤センゲツハラジタハ；びデイ男ンシヲS

　　　テクレ

216F26M②④卿ワ沙ゲ労ンノリョーシェーーショジャ

　　　ナ蒼スカー

218F58L②③ワタシ，センゲツ熟ライシクリ覇外モ

　　　ナンデシタラsウケトリガ　アリマスカラ　チstv’　5オミセシマシ3

　　　’・SJ

219M49L③⑤ジョ橘ンオウチワハラッタツモリ甥チ

　　　ョットミセテモラエンカネ

229　M41ii②④沙ゲガンワハラッヲアリマXY

2211t156hl②③アンP　Eワカラントコ蛎ア艀泥魂

　　　ラ，マイッベンカクニンシヲクダサイセンゲツワハラックカラ
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　　　　マイッペンカクニンシテクダサイ’

222F26L①②アノセンゲツネーハラ労コ壁一フーデ

　　　　リu一シューショガアリマスカラ，Aラッチアルト労モウンテスケ

　　　ドイチド三三クノtf・一・E・シラKテ　イクグケマスカ。アトデレ

　　　ンラク　シテ　イタダケRスカ

223F63L②④マチがN￥ナ初イfFシラ野ク丹
　　　イ

22翻21L③⑤セン男ワクシカハラッ夘脅9，モーイ

　　．ッベンシラKテミテクレル

227F2繍②③モーハラッテ7Yvトオモ労ス憾コ窯

　　　墾ヨーシューショガアリマスノデモーイチド　ヨク　シラKラミテ

　　　　クグ塀

230F371i②⑧リョーシz一層目ガアリマ）lhラモーイ邦

　　　　シラKテクダサイ

2311t123H③⑤セン勢ハラッ妊ガ，モイ弥ヨクソチ

　　　ラデタシカメテ本シイコチラワカクジツニハラッテアル，コー

　　　　ウケトリガアルモノデネ

233F25L②③クシカネー，二一葡ッテ，リョーシューショ

　　　モアリマスカラ

236紹舗③⑤沙ゲツクシカハラッタ崩勢一モー一

　　　イッペン　シラKテ　モラエンカネー

237総蹴①②テンsy｝vワ，ココニリョーシューショガア

　　　jyヨーーニハライコンデアリマスシ，リョーシューショオオミセシ

　　　マスカラ　クシ二二テイクダケマセンカ

璽側20蕩③⑤セン労ノプンワハラッテ7Pvノデ

242，M・3111②③ゴ夘一サン，センゲツ，liントーリョーオシハ

　　　ラィ　シタ　ワケナンテスケF　ドー・イ・」タ　テチガイカラ・…　センゲ

　　　ツ　オシハラィ　シタ　リョーシューショ　アリマスガ　イチFシラK

　　　ティ二黒クイ

243総3L②④センゲツハラッヲアル罫モ，モー脊ド，チ

　　　ンビョーダシテ　ミ至RシH一力

245M52L②④コノトーリハラッテア肋ラモーイ邦

　　　シラKテ　クグサイ

246囎器②③センゲツハライマシクソノウb5リワイマ

　　　　モッテマスカラ　モーイチFソチラデカクニンシテクダサイ

2491t156L②③ナニカノ蔚チ潔ジャナ丁田

249F42H②③センゲツワクシカオハライシタツモヲ畝

　　　ケドモーイッペン　リu一一シューショミテミマスコノ　トーリ

　　　ゴシハライ　シテアリマスケドナニカノ　オマチガイジャナイデショ

　　　一・カ

25◎｝122H②③センゲツノウケト甥アリマスノデモー・　1

　　　チ9ヨククシカメテクダサイ

251F36M①②kン脅ワハラッ外疵イマス外リョー

　　　シュrショコチラニアリマスゐラ，チョッ｝・ミテイタグケUXf1

252　F28ki①②妙ト甥アリマ層モ・一イチFシ弘テ

　　　　イ麺ケマ肋

254F32L②③kンゲツフンワハライマシター躰一サ湧

　　　　カエツヲカラ　レンラク　シマス

253麗翻②⑧tンゲツワタシカニハラックンデスケ縛オ

　　　ククノホーノ　マチガイジャナイデスカ，モーイチ暮シラベテ

　　　モラエマスカ

258M34，M（工）②コノ？工タシカオハラィシクハズデスガ

　　　・…イチドシラKテイタダケRセンカ

26GF33．M②③ハラッラアワマス外モ，紗クノホータシカ

　　　メテミテ　クグサイ

2611142L③⑤ソンナ勅ナコ梼ア物

282F4蹴⑨③センゲツノ葡ガアリマスカラひイチド

　　　　シラNテクグサイ

265M24M②③センゲツノリョーシューシ誘アリマXfハ

　　　ラックコトオショー・メーシRXデイッペンシラ〈テクダサイ

266F22M①②アノ，センゲツノフンワハラッテア乃万漸，

　　　アノモーイチFシラベヲイタダケナイテ7，7」

267M39M②⑧コレセンゲツハラッ7｝bンデス。コノトリ

　　　　ウケ｝・リモ　アリマスカラ，チョットシラベテ　モラXマセンカオ

　　　カシイ淑ネ

269総9L③⑤t＞ゲツフンワモーースデニハライズミ覇ケ

　　　客モ，コーーユーウケトリモアルカヲ，モーイッペンシラベテヘ

　　　ンジオシテモライタイ

270F281．1②③アノ，勲ライシテ踊厭弧罫スミマ

　　　セン　モ’一イ・f・　1；オシラN　クグサイ

271紹2L③⑤センゲツ：エ昨ンシテア肋ラ，モッ！・箕

　　　ク　シラベトイテクレ

272　F38Xl①⑨コノヨー・：Vヨーシa一ショモ溺イマスノ

　　　ジ㌧モシカシタラオタクノホーガマチガェテイラッシa・Y／ンジャ

　　　ナイテスカ。タシカメテ　クダサイマkンカ

273　F27H②③tiンゲツAラッチ詣ニモリ款シ■一ショ

　　　ガ．ア泌ンデスケドモイッカイシラベナオシテ　モラェRXカ

2？5F5GL②③ハ，モーsワクシハラィマシタデ，シラ背ク

　　　グサイ

276F22L②③ココニウ外リモアリマスケド・…モーイ

　　　チドシラKテミテクダサイ

278it141L③⑤セン砂ハラックジャナイ扮，ミテクンナ

　　　ン？タシラベテヤー

279F60L②②F噸ゴクローサが討イマスケレFコレ

　　　ワモP・スン欝レトオEイマスケドモーイチドシラ9ラクダ．

　　　サイ

281F38H②③モーハライスミデMラモーイ弥オクシ

　　　カメク栂イ

284　F33kl②②ヲ距額ラィシRシ効ラィ罫ソ茸

　　　ノホーデオシラベネガエマセンカ



285擬66鵠①①ナニカノマチガイジャナイカシランウチワ

　　　ハラッテ言リマXテスカネー，ウケトリガ　ワタシノ　ホーニ　アリR）C

　　　ケ＃モ，ナニカ2タクノ孝一デオマチガエガアルジァコザィマ

　　　センカ，オシラペ・ネガイタイ5　オモイマス

287F23H②③タフンセンゲツハラッテア胚IY9スノ

　　　デ　モーーイチド　シラベテ　クダサイ

288罐7H①①ワタシントコワ，センゲツモーハラッテアJYン

　　　テスケレドモ，ジュリョーショー・ワ　コノ　トv．リ　アジマスカラ，モー

　　　　イチド　シラベテ　モラエ9センデシH一力

290F41H①①セン脅ノプン駆ライシテア跡班イ

　　　9スケ｝：，ココニ　リョーシューシgEア：JRXケF　イチFシラK

　　　テ　イクダケRセンデショーカ

291　F24疑⑦②・センゲツ：オハラィ　シテアリマスカライッベン

　　　　カイシャチ　シラベテ　イタダケマスカ

292F21H①②センゲツハラッタハ灯スケドモモーイチ

　　　F　クシ三婆テ　イクグケマセンカ

293F221｛①②リョーシューーシ訪アリマスノデ，モ・・イチF

　　　　シラペテ　イタダケナイデスカ

294F191｛②③センゲツノプンワ労ンハラッタ砿ナノ

　　　テスガ，モーイチFシラ’Sテクグサイ

296醗33L②④型押シイナクシカハラックハズタケド，イチ

　　　F　シラベテミテ　クグサイ

297F一！　8L②③コレワモーシAライシク城ナンデ7，ケド，

　　イチFヨク　シラベテ　クダサイ

299認5H①②センゲツコチラデワハラッテリョーシューシ

　　　ョモアリマスカラ，E一イチドシラベナ躍シテ　イクダケマセンカ

300猟8L②④イチドかライシテアリマスケド？bl・リ

　　　：紗が渤

302F58L②④マーイッ解シラ背ク朔イ

303F55L②③センゲツ形召シクデモーイチFシラベ

　　　テク搾イ

305罵3｝i②③労ンセンゲツコノリョ昨ンワハラッタ

　　　トオモウンデスケドモーイッカイ　シラKテモラXマセンカ

308F37鯖②②センゲツクシカハライマシクケ跡労ノ

　　　ウケトリモ　ゴザイマスノデ　オタクノ　ホーデモ　クシカメトイテ　ク

　　　封イ

308M19M②④コレワ　センゲツノ　リョーシa－ijケFモー一

　　　イチド　シラベテ　モラX？スカ

309F25H②③リョーシa一一シ窮ネイ蝉イラアリマスケレF

　　　モ　モー　イチ｝くシラベテ　クダサイ　ハラック　ハズデスケド

311F2錨②③アレッチョ外淑チクダ鯉クシ加

　　　ハラッタト芳モイマスケレドモクシカニコレ　リs一シューショ

　　　モラッテイルカラ　ハラッタト1モイマスカラ　モーイチ蓉　シラK

　　　テクダ解

312M33L②④ハラッテ服一こオモウ罫モイ罫シラベ
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　　　テ）Y？kンカ

314鯖3舗②③Eンゲツハラジタ万ス外ソチラノホづ

　　　　マダナンカ　マチガッテルンジャナイデショーカ　モー　リョーシ

　　　ューショ　ココニ　ア斥ンデスガ

3工5F30解②②　スイマセン　ウチセンゲツノ　フンワオハライ

　　　　シラア1レトオモイマスケレFココニ　リョーシa一ショーガアリ

　　　RXケレド　イチド　クシカメテ　クダサイ

317F48L②③タシカニ崩ライシマシ効ラネオ妙ノ

　　　ホーモ　シラ”くテ　タダサイ

318F6SM①①セッカクttdfニナッタケFE励ラ枢ミ

　　　ニ　ナッテオリマスカラィチオーカイシt’チオシラKニナッテ

　　　イタダケマセンカ

320F17L①①ア，スミ塾ンコチラニワモ急設ラッテチ

　　　ンtiy一一モアジマスケドモスミマセンモーイチドソチラオミ

　　　テ　イタダケRスカ

321認鎌②③タシ盛挙ン碧ワ形ッテオリ覇イッペン

　　　　コレデ　シラベテ　クグサイ

323F2iM②⑧センゲ労ンワハヲッテアリマスノデ％一シ

　　　ューショモ　ア1］RXノデ　ミテ　クダサイ

324F2舗②③リョーシューショガアリマスカライ弾シラ

　　　ベテ　クグサイ　センゲツ」ン　ハラッ｝アリマスカラ

328繊職②④リH・一シu一ショココニア励ラモッイッ

　　　ベン　シラ《テ　クグサイ

327F23L①①ア，センゲ労ンハラッヲオリマスノデモー

　　　イチi：シラベテ　モラエマセンデシa一一力

329濃翻⑨③セッカクミ万シュ昨ンナサッタカ効

　　　　ベツジンデ　アナタニワ　ヒジョーニ　メー・ワクグト　オモウンデスケ

　　　Fモ　コンワ　スラニハラッテアリマスマーーソノ　ショーコヒント

　　　シテ　ココニ　リH一一シュ母野ショオ　オミセシマX

330　語75L⑨④　コシワ　センゲツプンナラ　オAラィ　シRシタン

　　　タカラ　ウケトリモアリマスディッベンオシラベオシテモライ

　　　クィ

331F57L②③勤，イッペンハラッヲアリマスカラコレミ

　　　ラ妙サイ

332　M29H　NR
333轟1墨OL②③マエ：コレハラット彫モーイッカイシ

　　　ラペテ　クタサイ　ソレカラ　ハライマス

334F67L②③ワタシワセンゲツハラッテリョーシューーショ

　　　　モッテイマスカラ　オミセ　シマショーカ

335F2犠②③コー㍗洗ニハラッテアリマスカライチド

　　　　シラベテミテ　クダサイ

337　醗51L②④　コーユーフーニ　ハラッテアルングカラ　イッへ「

　　　ンシラベテ　クグサイ

338F49L③⑥センゲツハラツラア鯉ヤナー・イ

339謂4L②③ウ外リガコノトーリニアリマ渤ラヨク
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　　　　カイシャノホーデシラベテクダサイワシノ　番一デワマチガ

　　　ツヲ嘘ラント　オモイマX

341F15L②④センゲツAラッ外n一カ日iiアrvJデ

　　　モーイチドヨクシッカリミテクダサイ

342囎繍②④マァイッカイヨクシラ背ク朔イ

34儲126L①①スミ嘘ンガセン甥スン諏ス罫ソチ

　　　ラチモーイチ葬シラベテイタダケマスカ

347F6器①②kンゲ労ンワモー卿ハラィシチアリ覇

　　　ガモーイチFオシラKクダサイマセウチニモ　リH一シ：一・シ

　　　ョガア夢マスカラコレオゴランクグサイ

348M19M②③センゲ労ンワAラッ沸ミタイデス拝モ

　　　蓼ンナフーデスカネー

350F37M②③アノーセンゲツブンワハライマシクデ

351F・1．9L②③㍗オi、ライシテアリマ渤ライ邦シラ

　　　ベヲクダサ『イ

353F22L②③クシカニハラッテアリマス弊

354F3彌⑨③ハラッテア胚オモイマ肋ラシラベテクグ

　　　サィ

355M37iM②③セン男Aラッタ罫コレマチ；1ッF一へ

　　　ンデスカ。ココニ　ウケトリモ　アリマスガ

356認1｝｛②⑧モーハラッテアリ？Xhラ浄UFタシ

　　　カ万ク動イ

357F23L②③センゲツワチャントハラ召シ効ラ，：uニ

　　　　リョーシエーショ　アリマスヨ

358総4L③⑤オイコナイダハラッ撞。センゲツニサンチ

　　　マ二二　ハラツクヨ

359F451・1②⑧勧ゲツシハラッラ］’k畝ナガスケドモ

　　　ーイチF　シラKナオシテクタサイ

360W4L②③コノトーりかライシクハか澄ヨク
　　　　シラベテクグ．サイ

381F68L②③センゲツワコーユーフづ，オ彫イシテ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウケi・リワ　アリマスデイvベンヨクシラKテクグサイ

362ft132L②②　ハラッタツモリタケドモイチドースミマ｛：ン

　　　ケドシラベテモラエマセンカ

363M54L②③コ瞬ミテク彬イスン題スヨ。モイ

　　　ジカイヨク　シラペテミテクタサイ

365F55H②③コ・・Z一管ニリョーシa一シ助キラ厭

　　　カラ，シラベテクダサイ

366F61L②②イチドシラベテクダサイ。ココニ　リョーシュ

　　　ーショ　ゴザィマスデ

367濃2L②④刃一テント；・リョーーワ，セン勢励ラア

　　　リマス。コノ　リョーシa一ショ毒アリマスケドココテ　E・一イチ

　　　猛シラベテ　モライタイ

368購禰③⑤ウ外リワコノト刃猫ノデ潔工ノ

　　　ホーデイッペンシラペテクレ

389F47L①②妙ゲ労ンかライシタン酒外コノ
　　　トーリネ　リS一シューショガ　アリマX　ヨク　オシラベン　ナッヲ

　　　ク労イ

374F2脳①②センゲ労ンワモ・一かライシヲy，nvン菰

　　　ケドネモーイチFシラベテイタダケナイチシ窺一力

375F21L①②Aラ揖シタ弊モモ・一イジカイシラ背

　　　イ妙ケマ7，h

377F28～②④コノトーーリニハラッテYljマス

378F56～⑨③センゲツフンワ撚ライ沢シテウ弥リヨ

　　　｝シガ　ウチニ　ト・ントイテアリマλカラ　ソレオ　イマ　Aミセシ？

　　　スカラィチドシラKテクグサイ

379認2H①②セン男ノリョーシn一シ訪ココニア謄

　　　スケ蓉　モー　イチ客　シラKテ　イタグケナイチスカ

380F75L②③センゲ労ンワかライシテアリマ寿腎
　　　：渉イジャ　アリマセン毒

383鵬5L⑧⑤コ酒精シイナーハラッタ原ダナーモ

　　　ーイチド　シラNヲ　クレンカ　｝ζ一モ　ソレ　マチガッラ惣ラシイ

384F22，M②③勧ジツ，崩ライシマシptrliFイ邦，オ

　　　クシカメ　クダサイ

387F5猛②③｛iンゲ労ンワ瓢ライシタ万ス外ウケ

　　　トリモモラッヲアリマスカラE一　イチ蓉シラベテクダサイ

389F28L②④モーイfl：シラK7モラエマXh

39g　F78L　NR
392F8鎌②③タシカハラ孜シ蛎，モーーイ気立シラベ

　　　　妙塀

393F2311①②センゲツコノ？X：，イfFオシAライシ

　　　テアルトオモウンデスケド，イチド　シラベテ　イタダケマスー

395F38L①①アノ：：ニリM一シューシ動アリマスカラ

　　　　モーイチ1；オシラベニ　ナッテ　イタダケ9センカ

396総騙②④万ヨセンゲツワコレシュ樗ンワコラシ

　　　タト　オモウケFモ　チョット　マジヲ　クダサイヨ　コレワ　セヒ　モ

　　　PtイチFカイシャデ　オシラベ　ネガイクイナ

397M16L⑨③スd9センケド，センゲ労ンかうイシクノ

　　　デモーイチ1；ヨク　タシカメテ　クダサイ

399F21M①②セン砂ニハラッテアJlン嶽外一ココニ

　　　ウケトリモ　ア彫ンデスケ蓉　イチド　クシカメテ　イタダケマセンカ

401F66L②④二づニハラッテア防ドモーイッペンシ

　　　ラCテミヲ　クダサイ

402F6211①①オハライ　シ八紘スデスケド要　ヨク　オシラK

　　　クグサイマセンカ

40墨F4鴨②③センゲツダシマシ効ラスミ塾ンガモー

　　　イチFヨク　シラKテミテ　クグサイ

407F21蕩①⑨　アノ、センゲツワモーチャントハラッヲアリ

　　　マスノデ，モーイチドクシカメテイクダケナイデショーカ

41⑪麗29①②タ濾センゲツワハラッ外細マスケF．t｝



　　モーイチドシラペテイクダケRセンカ

411女鯛②②チョットスミ娩ンガソレ野ガイジャナ

　　　イデショーカ。モーセンゲツフンハラッヲルンチスケ菖チョット

　　　テンliヨー・1　ミテ　モラエマセンカ

413F55L①②セン男ワかうイシマシタ弥モー膏
　　　ドシラベテ　イタダケマセンカ

414鵬5L②③アみコノセーキa一一シ靴ノ分トーリョ．

　　　beワ　タシカ　センゲツ　Aラッテオル　A）〈ifX。シタカッテ　モー

　　　イチFシラKナ1シラミテ　クレRセンカ

417M49L③⑤モーイツ屑H・1シラベ粥クレ。カイ

　　　シa・：f

418F28M①①スミ9セン獄罫，アノセンゲツノプンモ

　　　ーシハラックンデスケドネー。ヒカェだ　アリ9スノデ，モー　イチ｝こ

　　　　Hク　シラベテ　モラエマセンデショー・カ

4igF34M②④：・一ユづスカラハライマシタ

420F33L③⑤チョット葡ッタヨ／ヨーーシューシsEアル

　　　ダモン

423F65L②③センゲツチャントかラ初シテアリマスデ、

　　ウケトリオミテクダサイ

428F33L②③アーセンゲツワダシ外洗イマス罫チ

　　　ヨット9ッテクダサイ。アノーココニヤッバリアリマスカラ

　　　ダシタンジャ　ナイデスカ

428F22｝1②③センゲツリョーキンhラッタンテスケFマチ

　　　ガイジャ　ナイテスカ。モーイチド　タシカメテ　クグサイ

429鵬2L②④センゲ労ンノウケトリガア勝。チョッF

　　　コレオミテクグサイ

431F251｛①②セン甥ンワモーオシハラ／シマシタケF

　　　　オククノホーデモーイチドシラKテ　イタダケマXカ

432認翻③⑤センゲ労ンノカキ碧ノリョーシx一ショ

　　　ガ　アルンダカラ，モー　イッペン　シラKナ幡シヲ　キテ　クレンカナ

　　　’

434F25L①①スミ吐ン，刃，センゲツ，オサガアリマスケ

　　　ド，モPtイチド　シラベテ　イクグケナイデショーカ

435F19H③②アノ，センゲツ，崩ライシ9シタケドネ，ココ

　　　ニウケトリガ　アリマスケ｝；モ　E一イチド　シラNテ　イタグケマ

　　　スカ

436F69L②③アノ’・，センゲツ，肌ライシマシタデ，マタ、

　　　オシラKオネ全戸　シマス

438　F34L②③スミ聴ン，コレリョーーシ2一シ訪アリマス

　　　ケFモ，ダプッテtgスカ。スミマセン，モーイチド　シラベテ　クダ

　　　サイ

439観鰍②③Ekシイ弧ネ，習ゲツハラッヲ刃マスシ，

　　　ウケ｝・リモモラジラアリマスノデ，ソチラノマチガイジャナ｛デス

　　　カ，モーイチFシラペヲキテカラキテクグサイ

44G　F’Z4L②③撚ライシマシタデ，リョーシ勘濾オミE
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　　　　シ？ショーカ

441F31L②⑧刃一センゲツノプンオシハライシテアリ

　　　Rストコノ　ヨーニ　リョーシューショ浮　アリマスカラ率。モーイ

　　　テドシラベテ　クダサイ

艦3織8L②③アノワクシトコデ吸ンゲガンワモー

　　　ハラッテマスケドモモーイッペンシラベテモラエマ｛：ンカ

444F22M①②センゲツブンワハラッテ踊嶽ガケドモ

　　　ウケトリ　モーイチ｝こオミkシマスケFカクニンシテ　ィクダ

　　　ケ遵ンカ

447F201・⑫③刃一ウチワモ魂ンゲツブンワハラッテ

　　　アルンfスケ落モ，イチドシラKヲ　モラェJbS」シ三…一力

騒9購磯③⑤かイ，　UMV7”、憾

450F雨性①②kンゲツ瓢ライシ外飛孜スケレ！；E

　　　　モーイチ1：シラKテ　イタ」ケナイデショーカ

452総9L②③コノデンtig・一ワセ万ツオハラィ沼シ

　　　タガ，ワタシニワ　リョーシ2一シ…1ガ　アリマスカラ　タシテ　ミセマ

　　　ス

453F1罰②③スミ遭ン。コレモーイチFシラベMシヲ

　　　　ク朔イ

45齢｝1騨②③ハラッテ踊厭ナンデス二二㌔モーイ

　　　チドシラペテクダサ｛

455F3鋸②③膿背ス妹，センゲツプンワコノトーリ

　　　ハラッテアリマスノチE一　イチF　シラペテ　クレマセンカ

45S　F18醗◎④　E一イチドヨク　シラペテクグサイ

458総1L②⑧センゲ労シュ昨ンネ，モラッテルン撒ガ

　　　モー　イッカイ　ヨク　シラKテ　モラエ？センカ

459FIZM②③アみコレワマエウ瞥ッタコトが蹄
　　　ンデスケド　モーイチドミテ　モラエマセンカ

462罷鎌②③モーハラッヲス万防μチョ外シラ

　　　Kテモラエマセンカ

463M5811②③コノマエハラッテ踊繊甥ナ功ノ
　　　マチガィテワ　」・tテス＊oぴヨーシューショワ　コノ　トーーリ　アリマ

　　　ス

聡4瀧4L③⑤励ラニa・マットッテモライ舛

466F3211②③ハラッテア野望イマス拝シラK7捗

　　　ljイ

46717elM②②アノ㍉ワタシトシマシテワネ，モクシfiか

　　　ライシタトオモイマスケドヒョジ｝・Rチガッテイラッシャラナイカ

　　　トオモウンデスケF　アタシガ　リョーシューショオアクシ　センゲ

　　　ツ　オハライ　シクト　オEイマスケド　モシRチガッテルカモ　ワ方

　　　リマもンノデ，イチオーオハライワ　イクシマスケドオシラベィタ

　　　舛クィ

468M36L②④kンゲツハラッタ万マチガッテイutンカ

47⑪総8｝②③センゲツフンワモーλラッヲアリ9スカラリ

　　　H一シa一ショ　コチラニアリマスカラ　サイドシラKテ　クタサイ
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471F32L②③モーイ弾シ弘テク粥イ。砂シノホ
　　　Vニワ　iJg一シューシミ…ガ　アリマスカラ

473111911＠③アノスミマセン婬kンゲ労ンワkンゲツ

　　　フンノテントーーリH一ワハラジテイilンデスケド　モーイチドヨ

　　　ク　シラ・Kヲ　モラエナイデシ9一力

474麗餓②⑧f一シュ態ンキテマス。ココニウ憾リ

　　　アリマスケド

478MgXl＠④k＞ゲツフンワクシカハラッ外オモウノデ

　　　　モーイチFシラベテクグサイ

477M25H③⑤アレーイチドハラッタノニナー

479　鑓15L②③　kンゲツ，ハライマシクヨ。モー“イチ｝：クシカ

　　　メテキテ　クグサイ

4801116｝1①①センゲツフンハライマシタ捧，マチガッテナイ

　　　カ　モーイチFミテ　モラエマスデシU一力

．481F63L②③センゲツハラッタッテひコ屯一デンビ

　　　ヨーガ　アリマスデシラベテ　クタサイ

482，M29；，i②③セガツハラックソづスケドネーモーイチ

　　　Fヨク　シラペテミテクシマセンカ

483籍3垂H②②ワクシノ毒一デワモースデニ赴ンゲツフン

　　　ワ　Aラッテアル　AJ4デXガ　モー　イヅカイ　オシラベ　ネガエマ駐

　　　ンカ

485F49L②③コレk＞ゲツかライシタン鋤ラモー
　　　　イ’r　1；ネ，オシラK　ネガイクイチスケF

486鵬3L⑨③センゲツフンワクシ加層イマシタヨ，ナン

　　　ダックラ　ワタシ　リョーシューショオオミセシマスケF

487F29L①②モ’“イチドシラベライ拶ケ99：ンカ

488聡8L③⑤ソ四形ッタヨ。イツイツニキテハラッ

　　　タヨ

489寵9L③⑤ヨーシラベテコイ

490F50L①②ウチワアノーコノヨーニモーイッ醒

　　　ハラックンテス　イッベンソチラ誌　…≡1ク　ミラ　クダサイマセンカ

491認鋤②②uuニコノ9一一二勢トリゴザ碧スケF

　　　モ，センゲツ　オシハライシRシタケド

492F27L③⑤kンゲツワハラッ気山モーハラV＞ヨー一

494F15L②③油ゲツブンワハラ召シ甥マダハラッテ

　　　イ唖ンカ

495F49L②④好ワウケト號モツテ鞭ン野センゲツ

　　　　オハライ　シマシタ

496F38L②④タシカガクダサイ

497F21M②⑧アーXRkンセンゲ労ンワXVハライ

　　　シタトオモウテスケK　モーイチド　タシカメテミテ　クダサイ

498F50L②③センゲ労ンワハライマシタカラ，ナンカ方マ

　　　チガイジャ　ナィテスカs　f’teントAラッヲアリマスカラ

500F46L②④抄ゲツハラ孜シタヨ

5031i121L②④モーイッカイ加ッテシラK7ク殉イ

50勲117閉②④コノトーリ脚気ンゲツウケトッタ万モー

　　　　イッカイシラNテクダサイ

506・F41L②③センゲツハライマシタ弊？ftiッヲイRkン

　　　カ。スイマセンケドモーイッベン　シラベテ　クグサイ

507購1L③⑤kンゲ労ンハラック締ンユーリョーシ

　　　ューショモ　モラットルデモーイチドシラKテクシンカ

508麗3L②③り㍗シz一ショガコノヨー八森ノ菰ガ

509F30L①②セン脅崩ライシ外オモイマスケF、シ

　　　ラNテ　イタダケマセンカ

510F1闘①②ウケトリココニ瀧ンデス罫モーイ邦

　　　　シラ《ライタタケRスカ

512F1鴨①②モーセンゲツダシマシタ捧モーイ弾

　　　シラ’Kテクダサイマセンカ

513F35／1⑨③センゲツノ7ンワオハライシタ砿デス

514F28L⑨③センゲ労ンワ猟ライシラアリマ渤ライ

　　　チ1：シラベテミテクグサイ

515F53L②③ハライマシク弥ネ，ウケトリヨクミテ妙

　　　サイ

516鴻8L②④センゲツソytAライマシタ。モーイ邦

　　　シラベテ　ィタダキクイ

517銭i5舗②③コノトーリ，リs一シューショオモラッテオリ

　　　？スノデ　モーイチFヨク　シャニカエッテ　オシラベクグサイ

518獲2L②③アタシワネ，tAライシテリs一シtt一一ショ

　　　モッテルンデXケF，イチFシラKテミテ　クグサイ

519F30～④②コノヨーニリn一シa一ショモアリマスケド

　　　モ　F一デスカ‡一　イチド　シラペテ．イタグキタイト　）1モイマ）〈

522畏6L②④モーーイ邦lig一シューショオミテ妙サ

　　　イ

5251，136L②③モーイfFヨクシラベテカラオネ潔シ

　　　タイト　オY’｛’）〈

527F25L②④　モーイチF　クワシク　シラベナオシテ　クダサ

　　　イ

528義i4獅②③アノーハラッテオリマ滞オ夘ノホーオ

　　　マチガィ　アルト　イカンカラ　モー　イチド　シラベナオシテ　クタサ

　　　イ

531M26L②③スイ逓ン，ウケトリが鍋万，モーイfF

　　　　シラNテ　モラエマセンカ

533羅8L②③センゲツハラッテ踊りョーシューショガア

　　　リマZカラヨクシラ’Kテクダサイ

534F1甜①②アノ，仔ド肌ライシ外鷲イ覇ケ馬
　　イチドメシラNニナッテクダサイ

537鵬繍③⑤クシ加ハラッタハズダシウ外リガ踊

　　．チJモーイチドシラベラホシイ

539M24H②⑧kン男ワクシカハラッ外輪揖ス嬬

540藩72L⑨②センゲツワオAライシマシクデコノ　トーり



　　　　リョーシューショイタダイテオリマスデアナタノ　毒一オシラペ

　　　　イタダキタイデス

542　｝，151L　NR

543蛎5L③⑤ザントーiJヨ・・tハラッテア艀，コ・・ユーフー

　　　ニ　ウケトリガアリマスカラ　モーイッNンシラベテクレンカ

545購6H②③センゲツノリョーシューショワココニ鶏ン

　　　グカラ　コレワ　アナクノ本一ノ？チガイジャ　アリマセンカ　イチ

　　　ド　タシカメテミラ　クグサイF

546　F36L②②　クシカ　kンゲツフンワ　コノ　ヨーニウケトリ

　　　ガ　アリマシテ　ハライマシタデスケド，モー　イチF　オシラKネガ

　　　イマx

548　F51H②②　オハライ　シマシヲ　！］s一一シa一一ショモごげイ

　　　eスノテ　モー　イテド　オシラK　クグサイ

551F451．｛②③センゲ労ンノリョ唖ンワシハラッテ踊ケ

　　　ド　珪サメテアリマXケド　アラタメテミテ　クダサイ

552罷蝋②③リ9一シa一ショガアルdYヨー一，コレガシ

　　　ョーコニ　ナP．rカラ　ナンガツナンニテニ　モッテ！ッタ　フン言　モー

　　　　イチド　も一サンシテデンビョーtト，Vヨーーシューーシsl、ゲンキ

　　　ントオアワセテイクダケレパ　F一ゼンソノヒノセーサ．ント

　　　ユー　モノガ　アワナク　ナルトオモイマX

554F43H③⑤センゲツモーAラッタジャナイノ

5551？50｝1②③コレ労クシカニ淋ライシRシク憾ネ

　　　　ナニカノ　テチガイチ　マチガッテルンジャ　ナイカシラ　イチドオ

　　　シラベク労イ

557F3翻②③ナニカノ？チ潔デコーナッテ暦ドチャ

　　　ントココニウケ1リアリマスカラモーイチドクシカメテク

　　　タサイ

558F49L⑨③センゲツワ撚ライシマシ心外濟イチ

　　　碁　シラNヲ　クグサイ

561F22H②③セン勢チャントダシRシタ。コノト槻

　　　ウケトリショーガアリマスカラ，モーイチ詳　シラKラカラ露ネガ

　　　イシRス

565罐5L②③スミIEン，1！ン男ハライマシタガ

566F15L②③アノーkンゲツワモーハラッ外EER
　　　スケド，モー・イチドシラベテクグサイ

567F21H⑨③アノセンゲガンワハライマシク。モーイチ

　　　ドウケトリオミヲシラNテクグサイ

568F28M②③アラコンゲツハライマシタケ1：f。モーイチ

　　　ド　オタクノ　ホーデ　ヨク　シラベテカラ　キテ　クグサイ

569A126L②③ウチワハラッヲ刃マスカラモーーイ揮シ

　　　ラ’Xナオシ7クグサイ

57◎F4器②③．アラセンゲツハラッタンジャナ行スカ。イ

　　　ッペンシラNヲ　クダサイ。コレsウケトリチスヨ

572F29L②③センゲツハラ孜シタ弾

575蹴聯①①センゲツハラッタツモリナ万ス拝モー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　反応文一覧　　3ei

　　　イチ蓉　シラベテ　モラエマkンデショー露

578M26g②③センゲ野馬ラッチ獺マか、RfPtイ涛

　　　ナイデスカ

578鵬聡②②センゲツノ7ンワモー滋ハライスミノA

　　　スデスガ　モーーイチドオシラ《ネ港エマセンカ

579114311③⑤葡一アンタ助シイジャ貿ノ。コげ

　　　イッベン　シラKテ　言イデン

581F5翻②③センゲツワオシハライシ外曲モィマ層

　　　ココニ　ウケトリ淳アリ9スケド　イチオーシラ｛ラ　クダサイ

582灘鷺②③肋シイ弦㍗センゲツワモーハラ・＞yy

　　　ル…・　ハズデスケF

583F81L②③クシカニセンゲツ軒並ライシマシタノデ

　　　　ココニ　リョーシa一ショ灌アリマスカラコレオモッティラッシ

　　　ャッテイテ蓉シラKティクタキタイ・…　オ‡ガイシマX

584F19ii②④コ瞬モーイ邦ミテク朔イ
585　F45L②③　シハライワ　シテアリマスカラ　モー　イチド　シ

　　　ラベテ等テ　クダサイ

588五輪②③コ璽一フー：漁ライシテ瀞以菰
　　　ノテモーーイチドオシラKクダサイ

587F16M③⑤アノモーイ弾労シクシラベナオシテ

589聡蕊③⑤励シイナセン心事ライシタンジャナ

　　　イカナー

590F3舗①①Eンゲツノデン桝弼ハライシマシタケ

　　　ドココニ　リョーシュp・ショ港アリマスカラモーーイチ匹オクシ

　　　カメ　クダサイマセンカ

591F28L②③センゲツプンハラッヲ刃マスカラヨクシラ

　　　Kテクグサd

592溝2L②④E一イ斧h￥シwノかニイッテ湘
　　　い私孝シラKヲ　クグサイ

593F36L②③曾ゲ労ンワハライRシタ弥モーイチド

　　　　シラKテミテクグサイ

594F49L②③kンゲツワモーハラッテアリマス界イチオ

　　　Vl］S一“シa一一ショガアジマスデシラKラクダサイ

596F2舗②③セン碧オ妙ニハラッ外謝ン獄ケ
　　　ドV人絹シュ’一ショアリマスカラモーイチドミテクダサイ

597F37薄①②アノチョットオマチクダサイクシカウチ

　　　ーオハライ　シテアル　AズデXコノ　ヨー・：　リg一シi一ショモ

　　　　EンプゴザィマスイチドカイシャノホーチシラKテゴヘン

　　　ジク殉イ

599F48L②②セッカクイラシクデスケFセンゲツワクシカ

　　　：：　SAライ　イタシマシクデソノ　ヨrニ　リョーシューショモア

　　　リマスカラスミマ｛三ンケドモのイチ客シラKテクグサイ

600F27L③⑤オククノ†VEヨクシラX7　Eラッチ・”・



302 反応訴一難

議事堂
（tO7）

002瞬9L②③チョ外スミマセンが彰武づミチジュン

　　　言オシエテ　モラエンデシH一力

9G3　F43L②⑧チョットスミ？kン蝉コッカ祥ジ罫ガ

　　　9チラノホーガクイッタラヨロシイデスカ

605毘61｛②③スミUEンガギ弾蟻ワF・一イッタライ

　　　ーンガカ

008薦醗②③スミマセンガギジをイクミチ華実シェテ

　　　　クダサイ

COg　F38L②④ギ鱗粉Fチラガカ

01エ　F42擁②②　マコト飛鳥ソレイリマスケド　ココココワ　F一

　　　イーフーニイックラ　ヨロシイデシu一・ti1

912　F44L①①スミ逓ンケ隆刃一影ドーごイクミ

　　　テワ　ドチラデスカスミマセンガオシエテイクダケマセンデスカ

015F38L⑨④　F“一一イーフーニイジクヲイーデスカ

017F56L②③アノー靭ドー狩タイガ弾｝確一
　　　フー・：イックライーデシn一力

斑8F39M②②スミ9kン湘ットオ蝋ネシクインデ潮

　　　　ギジドーーイクニワ　r一一イケ兀イーンデス方

◎201168L②③スイ魏ンコツ解継：一ワ界一窃タラ

　　　　イづスカ

023F48L②②チョットオク鶏シタイガスガ，靭F一ニ

　　　イクニワ　｝：チラニマイックライrンデシu一力

024　F17｝1②③スミマセン’；FコッカでギジF一ワドノヨー

　　　：イツタラ　ヨVシイテスカ

028F69L②④イナカカラデテキクデワカリヤスク　ドー・　t一一

　　　フP・：　イツクラ　ヨロシイナスカ

027紐錨②③騨ドー二醤タイ万スケFコッカラF・・

　　　イツクライ幽幽ンデスカ

029F30M（Σ）②　トー・ilH一ヒサシフリニデヲキタモノチスカラ

　　　　チョットホー・7」クガワカリ？センノデコッカイギジドーマデノ

　　　ミチノリオオシエテイタグケマセンカ

◎30111　ZL②③ス禰ンケドコッh・t￥YF一一ニワF・一　t

　　　ツタライーfシ9－fj

O33　F4細①①チョ外オyyイリマス弊コツ解ギ弾一

　　　ノii“一：：マイiJタインデスケF　碁いユーフー：イックラ三iロ

　　　シュー：1ずイマシe一力

035　F47M②③ワタシ翻ドー二婚タインデス弊F一

　　　イッタライーンデショA

D36　F66L②③ス擬ン弾コツ捌ギジF一ワドコチスカ

C38　F43kl②②マコにオソレイリマ勅ワタシワコッ解

　　　ギジドーニイキタインデスケド　Fノヨーニシテイッタラヨff

　　　シーンデシs一力

039M41L②③狛ットスミRkンが騨ド畷イクミチ

　　　蛭雲シエテ　モラエマ匙ンカ

041F4？H②③スミマセ踏コツ解靭ド噸益弼ト

　　　オモイ9Xノデミチオオシエテクダサイ

．042雛OL②③スミgtンガコッカイギ外畷イクミチオ

　　　　言シエテ　クダサイ

043　FS3L②④コツ解ギ弥一二袖弼拝Fテラエイ

　　　ツタラ　イーテショーカ

045朧9L②④チョ外オクズネシマ層

◎48F72L①⑨コツカイギジi：一工イキクイトオEイ9XケF

　　　　F一ユーtフーーニイックライケマスンデショー一力。1シエテクグ

　　　淑疑ンカ

047獲OL②②チョジトクケンカラ妙齢ラゴイ万スケ

　　　ドコツカイギジF一一：イクニワ　F一一イジクラ　イーンデショーカ

艇8MSIL③⑤回国畷イコ外篇甥F一イックラ

　　　一一　一一

〇50　F67111　1）siT　R

◎52F58H②②ワタシバジメテ碧シタカラヨク励リマ

　　　kンデゴメン1一デスガオネガイシ9X。コジカイギジF一ハブ

　　　メテイキマXカラゴメン1：一デモ

053F3騙①①アノー，スィ聴ンケドコッカイギ弾一ニイ

　　　クミチジュンオシエテイクグケナイデショーカ

◎駿総0蕊！②④コツ解ギ弥一ニイクニワドーイツタラ

　　　イーンデショー

056　F26H②③コッ解ギ弾一斗イクミチワF迂一フ

　　　一：イックラ　ヨロシイデシy一・カ

057総邸②⑧スイ9kンガコッ解ギ外一二鞍ニワド

　　　｝ユー＝7一ニイックラ達士シイfショー

059麗4｝⑫④ギジドーニイクニワイチノ1ン動イミチワ

　　　　防スカ

960駝2L②②チョ外スミ読ンコッ解ギ弥一好イ
　　　キクインデスケド　ド一二イックライーンデシH一一

D63　F25L②③アノオソレdVUXケドコッ解ギジドーエ

　　　テ彪ニワドーシタヲイケルデショーカミチオオシェテクダサイ

065F30L②③コッカ醤芥一ワF一イックラHq．シ行

　　　ショ吻

088F38M②④コッ墓誌弥一好イクィチバン動ミチ

　　　オオシエテ’クダサイ。ココカラネー一

〇88F36L②②チョットスミマkンケドコーーユー　｝・：1ロニ

　　　イクンデスケドモ　ドーユーフー：：“〉タラヨロシイデシg一一力

089蹴込②③ギYFv．イキタイ万スケFE，ドノヨーニ

　　　イケバィーデス方

071　灘52L②④モシ董シ。ギジドーイクニワ　界ッチイックラ

　　　　イづスカ

⑪73F2錨②③オソ握りマ漸ギ弥一好ノミチス朔

　　　オシエテクダサイ



◎74饒28｝駁至）⑤）スミマkンケド，：ッカイギジF一・Xイクニワ

　　　藝一イツタライーデショーカ

grs　F34H②⑧スミマセンが彰ドづかエワFテラエ

　　　イッタラヨUシイデショーカ

077F39L②④ギジ｝こ一ワ　｝：ッチ／・〉タライ「一デスカ

078F30L②②アノスミマセン，オクズ孝シマスケ｝㍉こ1ッカ

　　　イギジドー・X　ドチラエイックライーチシu一カネ

080駆虫②⑧弛ットスミ難ンケド，アゐコッカイギジF

　　　一　ドー一　イケバ　イーデスカ

C84羅職①①チョット刃レイリマスガ，ギ弥或蒋ク

　　　イト愛モイマXノテ，ミチ雲秀シエティタグキクイトオ乏イR天

　　　ガ

088F2？L②③コッカ荏弥弍d＄ク蒼スケ跡職

　　　貰一新イッタライーデシg一・Pt。スミRkン

087麗駒②②オソb’dij　IX6F，靭ドーニイクニワF一

　　　ユーフーニイツタライーーテスカ

089眼2H②④コ名籍弾一イクニワコ助ラド或一

　　　　フーニイツクライーデスカ

090F18M②③アノチョットスミRkンコッカY￥SiFvワ

　　　　F一イケパイーンデスカ

091A161L①②ワタシイマカラコッカ荏弥一エ有一ト

　　　　オモイ9Xケレドミチガワカラナイカラオシエテイクダケマセ

　　　ンカ

992FIZM②④コツカ荏弾一エイクニワ暮一イツタラ

　　　イづショーカ

093F69L②③チョット懸潔シマスギ弥一独酌テ

　　　　ク男イ

C95　F18L②③スミ遊ンコッカイ影ドーワFノヨーニ

　　　イックラ　ヨ9シイデショ一曲

eg6　M28L②④コッカイ灘ド臓dSクイン労ドコッカイ

　　　＃ジ二一Xイクニワ　下一・ユーフーニイッタライーテショー一力

◎97総飾②③￥S　F一ワFチラェイッタラヨロシイガカ

098F37L②②チョッ｝・スミマセンケFココノ　コッカイギジ

　　　F－xイクミチワFチラZイッタライー・デXカ

099罐6L②④モシモシギ弾一ワドチ労肋

100醗脳②⑧スミマセンギ弥一工ワドーイ朔イづ

　　シu一一力

101M33M②③チョ畳スミIEンコッPtギYl　一一エイク

　　　ミチワ　Fチラチショーカ

102Fエ飾②③スミマセンコッ解獅一ニイクニワドー

　　　イツタラ　ィーデスカ

104RI2ZM①①スミ9kン弊砂シワア仔ケンノオ艀

　　キノ　ホーカラ　キマシテ　ミチガ　ワカラス…・コッカイギジドーーワ

　　　　ドノ　ヨーニシタラ　イキRXテショーカオソYイVRXjiオシ

　　エテイタダケマセンデショー・力
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105F30L②②アノースミ9kンケF彰ドー君弼ンデ

　　スケF　F一・tii一フ篭僧イックラヨロシーンデス7」

1⑪7F1繍②④コツ濟ギ弥蟻ワFJヨーニイッ野

　　　イづショ濡

ユ08M25M②③アノスミマセン罫コツtイ￥YF一イク

　　　ミチワ　ドノヨーニイツクライーーンデスカ

11◎F15L②②チョット紗スネシ覇コッカイ靭ドー

　　　イ＄タインテスケ｝こソノミチオ　｝ζ一イッタラィーンデシy一一カ

ユ11　憩3屡H②②チョットスミ9センアノ，ミチオオクズネ

　　　シタイチスコッカイギジドーナンデスガ　ドチラェ　イッタラ　イーデ

　　　ショー

113麗翻②⑧3ッカ／￥YF一一エイクニワF一一イックラ

　　　イづ肋

116鋸鎌②②チ9・）トスミ聴ンコッカイ丸額一二井

　　　タインデスケドモ　ドー・イッタラ　イ・一ンデスカ

117F31L②②溺レイリマスケドアノ彰翫シリクイン

　　　チスケF　｝；ノ　ヨーニ　イックラ　イーーチスカ

120総9L②②テヨットスミマセン弾オ媒ネシマスコ

　　　ッカイギジドーワ　ドチラカライックラィーデショーマコトニオ

　　　i71　tlY？7，Vfオネガイ　シマXオシエヲクグサイ

122薦舳②②ワタクシト・一llヨーX芳キクモが瀞

　　　イRXtiコツカイギジF一一オイチFミクイトオモイ9XギジF

　　　一エイクミテオ　Fノヨーニイックラヨイカオシエ・…オ

　　　ネガイィタシマX

123F1翻②③アノスミ9kン罫コッ沼ギ弥ウF一
　　　　イックライーチスカ

125罷5B②③チョットスミ唖ンコッカ荏弥撒イク．

　　　ニワ　ドーイツクライ鱒デスカ

12SM24L⑧⑤スミ聴ンケンコッカラギジドーニイ欠

　　　ドツチイケバィーネ

ユ271128＃1②③狛ットスミ聴ンガコッカ醤弥づミ

　　　タイデ　1；一ユーフーニイッタラ　イーデスカネ

128F25M②②スミマセンコッカイギジドーイキタインデスケ

　　　Fモ　｝ヲ　ヨーーニイックラ　ヨBシーンデショーカ

129me2M②③アノコッカイギジド・・Xイク万ス外F一

　　　　イッタラヨPシイテショーーカ

ユ30F36L②④コッカ弾弥一ニイキタイケF励リヤスク

　　　　オシエテ　クダサイ

ユ32F65L②③チョット淋潔シマスワクシsis7F一］

　　　　イクンデスガチョットワカラナイガ　Fチラデショーカ

13翻73L②③影ド吻Fチラデスカ…・Fチラデスkワ

　　　カランデオシエテ　クダサイ

三35F38L②②チョットガレイリマZh’￥YドーXイクニ

　　　ワ　Fノ　ミテオ　イッタラ　1－fシSrカ　コノ　トチワ　ハジメテ

　　　ラ＝ワカリマセンガ
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137F57L（1〉②　トーキョーワアマリクワシクアリ？センノデ

　　　ギジドーノホーエイキクイノヲ：スケFモ　Fチラノ　ホーガクエ

　　イキマシタラHロシイデシH…カコマカクオシエテイタダキタイ

　　　ンデス界

138F37L①①オルイリマ勝ギジF一エイクミチオチ

　　ヨット　クワシク　オシエテ　イクグケマセンカ

139it171L②③イナカカラキテマー細ガクモサッ醒

　　　ワカラントギジドーイッテミタイトオモイマスカ　F一イ’一グア

　　イニ　イッタラヨクワカリマスカ

140F74L②③スミ遊ンガコーZ一一トコエイク万漸

　　　ドコデショー

14摘2錨②②77チョ外スミ聴ンコッカイギ弥噸

　　　イキタインテスケ碁モ　ドノ　ヨーニ　イッタラ　ヨ9シイデショーカ

143総3｝②②オソレイリマ層アたコ・yカイギ亦一ワ

　　　碁一　イケ兀　イーーンデシsu－SJ

144　M17M②③アノスミマセンチョ外事弊一二蒋タ

　　　インテスケ蓉　ドー　イッタラ　イケRXカ

146F3舗②④コッカ縛ジドーワミエ鷲万λ界ミチワ

　　　　ドーユー　フーニ　イッタラ　イー一foシラ

147F30M②③スミ9kンiii7　F一一イクニワF一イックラ

　　　イづスカ

149F40L②③チョットスイRkン弾コッhdギYF一ワ

　　　Fチラ　イクテスカ

150F67L②④コッカイノミチイクニワドチラノホーイ

　　クデ肋

151iM68L①①チョット霜にスミ聴湧ヒトツワタ

　　　クシイナカノ　デテキタモンデステゴザィマスデ　：t一チョット

　　ギジF一一Xイク　ミチガ　ワカリマセンノテスケレ罪モヒトツ　ワカ

　　jlSヨー：　オ2シエ　ヒ｝・ツ　躍ソレイリマス蔭オネガイ　デキでセン

　　　カヨ功

152臨調②②1ソレイリマスttFコッカ蒼弥一ワFノ

　　ホーメンエイックラヨロシイデスカ

153赫32鋸②④ギジドーニイクミチワ　F一一イケAイー・デ

　　スh

155F47L③①オソレイリマス罫チョ外スミマセンガオ

　　シエテ　ィクダケマセンカ

156F73L②④ワタシワイ効カラ労キマシテナンモワ

　　カリマセンデこ1一ユー　トコロエイクチスケドメシエオネ？イタ

　　イ

153M25L②③潔マ｛シギ測串ワ蕪曝一フー二哲

　　Aイーン菰力

159F20L②③スミ9Eンケ陣ギ樹齢ドーーイックラ

　　イーン弧力

161F61L②③．チyvトオネ醒シマXギ弥一イクニワ

　　　　Fノ　ミチオ　イッタラ　ヨロシイデスカ

182鐙0｝｛②②スミマセンチョットオタズネシマスガコッ

　　カイギジドー一工イクニワ　F一ユー　フーニ　イッタラ　ヨロシイデス

　　カ

1＄4購2L②②チョ外スミ聴ンケ隆コッカ搏弥一工

　　　イキタインテスケドE　ドーイッタラ　ヨロシイデスカ

185磁繍②⑧スミ遭ン弥コッカ祥郭一ニイクニワ

　　　F一一フニイジクラ　イーデシs一力

168FS2L①①チヨツトコツカ荏弥威マ拶クイトオ

　　　モイマスデ　マコトニ愛ソレイリマスが　2シエテ　イタグケマセンデ

　　ショ切

171F23L②④コッカ縛弥一イクニワF一シクライーデ

　　　スカ

173F44L②④Fッチノ趣づンイ朔イづスカ

174FSIL②③勢溺納り艶湧イッij￥ドーa一一
　　　フーニ　イッタラ　イ日田デショーカ

176　欝21L②④　コッカイギジF一工　イクノワ　Fテラデス方

177F2翻①①スミ遵ンアノコッカiw弥一袖タイン

　　　テスケFミチオチョットオシエテイタダケマセンカ

179F74L②③溢バク甥ラソコエイクト勢権ソエ

　　　テモラ：£Rセンカ

18◎　礒45L②②　マコトニ　スミマセンケ罫　コッカイギジ客一二

　　　㌣イワクイトオEイ9Xケド　i：］　ヨーニマぜジマシクラヨロシ

　　　イノデショ魂

182F3飾①②ギ弥一好d＄タイン畝ケドハジガデ

　　　ミチガ　ワカリマセンノデ　ワカ夢ヤスク　オシエライijl；ケマスカ

183F23ki②②チSV’　Fシツレーシテ紗スネシタィンデ

　　　スガコツカイギジF一工イクニワ　巽レ　イックラ　ヨPシーンデシ

　　　ヨーカ

184F4911②③チョットオルイリ歌弥アノギ弥覗

　　　　Fチラニナリマスカ

185F3舗②②アノー解甥シイトコロマコにスミマ

　　　センケレxFコッカイギジに一二9イリタイノデスケレドイクミチ

　　　オ賞セツメーネガエマスカ

186F3錨②③イマカラ彰ドー君タインガケド，1一

　　　イツタラ　イ・一デショーカ

188M65L②③9uF：，シツレづス外モワタシワコッカ

　　イギジドーオ，ケン毒クニ，イ＄クイF，オモイマスガ　ドー工一，ミチ

　　　ジュンニ　イケ」9ヨロシィデスカ，オオシエクダサイ

189F26L②③スイ聴ン，コッカ縛ジドー・iイ紗インデX

　　　ケFオテX一一i｝Xtrドモ，ミチオ，オシエラクダずイ

エ91麗5L②③アノ職工コツ解ギ弥一ニヨづアッ

　　　ティクンテスケFモ　F一ユーフー二、イッタラ　イーデスカ

エ92F1錨②③ハジメテココェ毅シタカラ、靭ド畷ワ

　　　カリマセンノデ　茎一イッタライーデスカ

194F20語①①アノネアノーチョット宕ソレイリ覇ミチ



　　　蛭　タスネタインデスケド　アノースミマセン　チuット　ミチオ言

　　　キキシクインデスケドネ　アノコッカイギジドーチョットケンブ

　　　ツ　シニ　イキタインデスケド　F一　イックラ　イキRスデシg一一力

195羅翻②③スイ詮ンbFモ，コツカイギ弥一ワFチラエ

　　　　イケJSイーーテスカ

IS？断2L②④ギy“F一工精タイガFチラエイックライ

　　　づスカ

198F15，1・1②③スィ聴ンケシF，コッヵ拝弥一エ，イクニワ

　　　　ドー　イジタラ　イーfシy一力

199F40kl②③オソレイリ献ケドAy“メラキタノデチョッ

　　　トワカリカネ㌣λカラコノミチオRッス「」イッタラギジドー

　　　　イ蝦スカ

200F18kl①②スミマセン弊コッカイギジF一一ニイ・ilクイン

　　　デスケドミチーオシエテイタダケマスカ

201隠蟹②③オルイリマスガコッカイギ弥一エイ夘デ

　　　ノミチジュンオオシエテ　クタサイ

2⑪2F7eL①①アノマコトニオソ翼リマ」〈｛rFアノーコ

　　　一ce一　トコデXケFオシエテ　イタダケマセンカ

203F49L②③イナ疵万1：F：スミyyン罫モコッ

　　　カイギジF’一・ワ　FコニアルンSシH一カネ

204M60L②⑧ワタシコツカ弾ジF’・・Jl　IWdン甥ガ

　　　ミチ歩幅オシエクグサイ

205F85L②⑧ギ罫蟻ワドンナフー：イッタラEUシ

　　　脊ショ幼

208総4L②③チョット淋解シRXコッ単婚弥一ワ
　　　　ドチラエイックラエーデショ一霞

207Ft19M②②チョットオウ筋イシマスケド，真盛弓

　　　Fチラエ　イックラ　ヨVシンデスカ

2｛｝9　F15L②②スミマセン　テヨットオクズネ　シマスガ　ギジ

　　　蓉一一ニ　イクニワ　ドーイケJYイ’一デシn一力

210F23L②③チョットスイマセンギ芥戒イクミチ

　　　オシェテ　クダサイ

212F23K②②チョット，オクズネシマXfソレイリマスケレ

　　　F　ココカラ　コッカイギジF一工　イクニワ，ド・一ユー　フーニイッ

　　　クラ，ヨロシイデショーカ

213F31L②③アノチョットスミ聴湧コッカ醤弥一

　　　ワ　ドーイツタライーデシn一力

215罎1L②②チョットオウ筋イシマスガ￥i7F一・Xコ

　　　ッカイギジ慕一工　イクニワ　ドーユーフーニ　イッタラ　ヨロシイデ

　　　スカ

216F2翻②④ギ弥畷イクニワドッ戴イッタラ．イー

　　　デショー

218F58L②②オソレイリ9Xfiチョットオネガイシクイデ

　　　スケF　ギジドーエ　イクニワ　ドチラエ　イケJYイーテショー一Pt

219鵬9L③⑤ギジドづイッ舛ドーユークアイニイッ
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　　　タラ　ヨ聾シイカネ

229S141kl②③弛ットオク獅シマス。￥y”F・一ニイクニ

　　　ワ　｝；ノ　ミチ重　トオックラ　イーfショーネ

221馬！5脳②③チョットオイ甥シイトコロ溜レイljgX。

　　　ココェ　イク　ミチオ　オシXテ　クグサイ

222F2SL（2）②　アノ　オソレイリマスケFアノ　コッカイギジF

　　　一ワ　F一フニ　イッタラ　ヨgシイデショーカ

223F63L②③ギ源強イクミチワFチ芳ショ功

224M21L②④アノーコッカイWF一エイクニワF一シク

　　　ライーデスカネー

227F28Ai②②アノーチョットスミ遭ン界コッカイ暫

　　　ドーイキタインデスケ9　F一ユ　フニイッタラ　イーデショーカ

230囎7鎚②③スミ聴湧ギ弥蟻イクミ蕗オシエ

　　　テク射イ

231M23H①①アノスミ遊ンケ薩籾1・一キョーハジ：

　　　メテナモンデコジカイギジF一イキタインダケドモテヨ・）　Fオシ

　　　エテイクダケマセンカ

233F25L②③アノスミマセンttFコッカ荏跡一イイク

　　　ニワ　ドーイツタラ　ィーデスカ

23S囎關②③チョットオタ惣シマス。コッカ荏弥一エ

　　　　イクニワ　ドーイックラ　イーデショー耳塞一

237認繍②③コッカイギジ罫弍イクミ甥ワカリ費ン

　　　ケドモ，ココカラ　F一エーフーニイックライーカ，オシェテク

　　　ダサイ

24⑪M20rv1＠④コツ解ギ弥ドワドッチェイ撚イづX

　　　カ

2421t131M②⑧チョット駐キシ覇ケ晒コッカ唇弥

　　　一ワ　Fチラデスカ

2431si63L②③スイマセンガチョジトコッカtWF－fs

　　　ット1ネPtシマX，オソエテ　クダサイ

2姦5　鑑52L②②　チ9ットオソレイリマスケド　オカ疹キカラ　キ

　　　クンテスケドコッカイギジドーニイキクインテスガ　ドーイックラ

　　　　ヨロシイテショ転置

24S囎3鱗②④コ・；カイーWF一．二dクニワF一シクライー

　　　デショ吻

248紡6L②②チョットオタスネシクイが層潴ニイ

　　　キクdデスガ，写一　イックラ　イーデショー

249F42H②③愛煙一ワドチラエイッタラ蔀シ春ショ

　　　ーカ

250　ki22H②③シツレ・・デス罫コツ解彬ドーXイクミ

　　　チオ　オシエテ　クダサイ

251F3甜②②スイ聴ンアノAYレイリマス弥コッカイ

　　　ギジト：一ワ　Fチラノ　ホーエ　イッタラ　ヨロシーンデシs一力

252F2臨②②スミ9kンケFアノーコッカイギ弥一ニイ

　　　クニワ　F一ワーニ　イッタラ　ヨロシイデショーカ
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254F32L②②スイRkン外ミftオタ鵡シタインガ

　　　ガ…・コッカイギジF一・エイキタ1ンテスガ　ドチラェイッタラ

　　　イ’一デショ訪

256M24H②③チョ外スィマセンコッヵ・i＄i）F一）ワF

　　　一一ユーフー：イツタラヨロシイデXカ

258齢i3翻②②チョットスdマセン，コッ解ギ弥一エイキ

　　　タインテスケド　ドチライvタラヨVシイテスカ

260F33M②③アノスイ9セン解ソ畑イトコ，アノス

　　　イマセンケド，チョット・ミチオクズネタインデKケF葦，ドコFコワ

　　　　ドチラデショ日勤

261鵬2L②③スミマセンガチョット，コッカイ彰F一ワF

　　　チラ菰力

262F4脳②②1’7レイリ覇弥靭落一工ワF・一ユーフ

　　　一：イッタラヨ9シイデショ回送

295囎翻②⑧チョッM＄キシクィンテ潮コッカt＄ジ

　　　F一ッテドノヘンニアリマスカ

2S6　F2脳②④コッカイ継づFノ急調ニシティック

　　　ライづスカ

267聡劇②③チ9ットオソレイリマ層，コツ醒ギ弥イ

　　　　イクニワ　罫ノヨー・：イッタライーンデシM一カネ

269酪9L①①チョット　）iPJ〈ネシマ潮，トー醒ギ郭一

　　　工ワ，ドーユーフーニイックラヨロシウゴサイマスカ

270F28H②②オソレイリマス。ギジF一・　RイクミテV　F一

　　　　イジクラヨロシーンデシH一一i1

271　消32L②②チョットスイマセンケF§ッカイギジドーイP

　　　イクニワ　FrZ一フ．・：イッタライーテショ・一力

272F3踊①②アノー一，チsット，Rコにスミ？kン弾モ，

　　　コッカイギジF’一Xエク　ミチオ　オシエテ　クグサイ9センカ

273F27｝1②②チョットオタズネシマスケF．コッカイギジF

　　　一一9チ　イキタインテスガ　F・一ユーフーニイッタラヨロシイチシ

　　　ヨ・・7J

275F50L②③チョ外向タズネシマス，彰F一イイク

　　　ミチ嘘オシXテ　クダサイ

276F22L②③スイマセンケFギジF一エワ勘ッヲィッ

　　　クラ　ヨイデショーカ

278羅1L②③チョットスイ吐湧靭良ワFノミチ

　　　　イツクライーデスカ

279．　F60L②③ギジドー二dSタイト疵イマスケFfi，ワタ

　　　シクチガカンタンニイクニワダシニタズネタライーデシミ1一・fj

281F38H②③スイ聴ン、コッカイギジドーニイクニワF一

　　　　イッタラヨロシイデショーカ

284　F3311②②チョットオソレイリマスが，コッ解ギ弥一マ

　　　「ディキタインヲスカ　Fノヨー：イジタラヨロシイデショーカ

285副管⑦①ア，スイマセンケレFモ，ワクシワコッカ1￥y“

　　　F一イイ＄タfトオモウンデスケドモ，Fチラノホー・fiクイイ‘1

　　　タラ　イー・ンデスカ，シラシヲイタグケマセンカ…．

287e23H②②チョット紗ズネシ執弊コッカ醤沸

　　　｝ニイクニワ　F一イヅクラ　ヨロシイデショ一図

288M47H②③WF一イイ欠ワFノヨー二V7イッ
　　　クライーンデショーカオシエテクダサイ

290F41M①②ギ弥一好イキタイ万ス弛隆ミ葡
　　　リカリ9センノテオシエテイタタケナィテシB一＋カ

291F24g②②オソレイリマ勅コッ解ギ弥一イイキタイ

　　　ンデスケレ｝こモ　ドーイッターヨ登シdチショーカ

292　F21H②③スィ聴ンbr｝，コッカイギ弥蟻4クニワ

　　　罫一イックラヨロシーンデショーカ

293F22H②②アノオル召マス捧モコッ解ギ弥一ッ

　　　テF｝Z一フー・ニイケバヨロシイデXli

294F19H②②スイ9kン，チョット紗購シマス。コッヵ

　　　イギジドー：イクニワ　ドー・ヤッライッタライーンデスカ

298M33L②②アースイ？kンチョ外＄Slドー一X　4＄タ

　　　インデスガ　｝：一イッタライーンデXカ

297濫8L②⑧チョットスt？センケド，ギ弥一イクニワ

　　　F一一イッタライーデショーカ

299囎5H①①オソレイリ覇ケレ粍，尋弥畦イクミチ，

　　　オシエテイタダケマセンカ

300F48L②⑧ワクシワ劫ザキシシラナイト効ラ紗

　　　モンデXカラオシエテクダサイ　ドー・ユーフーニイッタラ　イー一

　　　テスカ

302F58L②④コー距ト：ワFツ動イツタライ”デス

　　　カ

303F55L②⑧スィ娩ン罫ギy“F一瞬潔シ9×

305M33H②③チョ外ス／マWti，チホ功ラ芳麹シ

　　　タケドモ，コッカイエイ＄タインデスガソノミチガワカリマセン

　　　ノテ　1シエテ　クレマセンカ

306FEI711①①スィマセン，イナカモノデギ弥一ニマイリタ

　　　インデスケドカ　ミチh’ワカリマセンノデオソシイリマスケドオシ

　　　ェラ　イクダケマスカ

808飛騨②③アノスイマセン弊ギ弥或イクミチワ

　　　　Fチラテショー

309F25H①①スイ読ンケFコッ翠煙弥畷イクミチ

　　　オオシエヲ　イクダケマセン方

311F24M②②オソレイリマスワタクシ轟ッカイギジド望事

　　　イキタインデスケドモソコエイクニワ　ドノ　ミチオ　トオッテイ

　　　朔イづスカ

3ユ2留33L②③チョット　XイRkン，紗ズネシマスガ，コヴ

　　　カイギジF一一工ワ…。

314鵜岬①①チョットアノ，ミチオ高齢スネシクイン菰

　　　ケド，イマカラギS7ド・一マデイキタdンデスケF，Xlマセンガワ

　　　カリマシタラオシエテイタダケマセンデシa一一力



315聡鰍②③スミ妓ンココカラコッ酎ギ弥一ニイク

　　　ニワ　F一イツタライーデスカ

317F48L②③アノネワタシトー団七ハジが妙ン
　　　｝スケド　コッカイギジドーエイ＄タインデスケ郵モ　ミチワカリマ

　　　センカラ　コUカク　ヒトツ　オシXテ　クダサイ

318F6畷①①ハジメテト些ヨーニマイリマシテコッ醒

　　　ギジドーイクミチガ　ワカリマセンケドスミマkンガオシエテ

　　　イタ．ダケナイデショーカ

320F17L②③スミマセン，コッカイ￥YF・・XイクニワFノ

　　　ミチオイッタラヨロシイデショ口羽

321M33｝a⑨②チョッ5スイ？kンガコッ解ギ弥一ニイ

　　　クニワ　F－1一フーニ　イッタラ　イーテショーカ

323　F2iE②③スミマセンギ簿噌誉タイ万ス輝ド

　　　ノ　州内ニイケバ　イーンデスカ

324　F23kl②④彰ドー好トシクライ塘劫

325ft？271i②④コッカイギジ客一　F一イックライケマスカ

327F23L②②スミ聴ンチョトオ効潔シ覇弥ア
　　　ノコッヵイギジF一一：£イキタインテスケFモド　一ta’一フーニイ

　　　ッタラ工賃シイテシH一力

329M44M①①オイソギノト：UR］F：モーーシワケナイ

　　　ンデスガ　ワクシイナカカラ　テラキテ　トーキu一ワチリカクラ

　　　クヲ　ヨク　ワh，ラナインテス　モシ　ジカンガ　t陸k？シクラ　ギジ

　　　ドーオオシエテイクダケ？Eンデシs一力

830　M75L②⑨　チMット，1ネガd　イクシ？スアノ　オクズネ

　　　　シマスガ　ギジド一丁イコートオモイマスガ　｝＝ノ　＃rエ　イッ

　　　タヲ　殖財シウ　ゴザ帰ンカ　オネガイ　シマス

331F57L②④靭F一エイキタイデスケF防ドvチエ

　　　　イツヲイーーデスカネ

3321129H①①オルイリマ蔦コジカ縛弥一エイキタイ

　　　ノデスガソノ　ミチジュンオ　オシエテ　イクグケナイデシs・一力

333雛OL③⑤ト’・キョ同宗キク湧ハジメテ労秒ゼン

　　　　ワカランケド　コッカイギジF一ワ　ドッチェ　イックラ　／一・ネ

334F67L②③チョ外燧潔シ覇，ワクシワアソコエ

　　　　イキクインダケドミチガワカラナ／デドチラカラィックライ

　　　一万ショーネ

335　F27M②⑧スミマセ甥コッカイギ弥一工醤タインデ

　　　スケレドミチオオシエテ　クダサイ

337M51L②④ギSIF・・XイクニワF一・x一フーニイクン

　　　テスカ

338F40L②⑧チョット紗スネイタシRXケレFスミマセ

　　　ンガ　ギジドー一　ドチラデスカ

339M74L②⑧ワシワイfhカラ蝦シ効ト眠目ーワ

　　　ア9リ　フアンナイテスカラコノ　ギジ藝一ワ　ドチラホーメンェ

　　　イケバイケマスカ

341F15L②③スミ聴ンガコッ身骨弥一ニイクニワぎ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　反応文一一ec　307

　　　一ユーフーニ　イケ践イケマスカ

342総舳①⑧チョットオ栃イシマスギ弥畷オシX

　　　テ　クダサイマセンカ

345毘6L②②スミ遊ンチヨット紗スネ．シマスケFコ

　　　tカイギジドーこエイクニワ　F一　イッタラ　ヨ9シイテスカ

347F62M②②　チョットオクスネ’イクシマス？コトニオソ

　　　レイリマスガ　￥ジF一・エイクミチワ　F一イックラヨロシーン

　　　テシH一一力。シカシ　コー・JSンワ　FコニアリRスカ

348緊1舗②⑧チョッ5スミ聴ン。コッカ蒋弥畷イキ

　　　クィンデスケ蓉モ　F／　U一八　イッタラ　／一一デスカネ

350F3鴇①①スミ妓ンbFアノーコッカイエイクミチ

　　　オオシェテ　ィタダケナイデショ一八

351F49L②③溜レ召マ廟ギ弥一ワドチラデ肋

353F22L②③チョ外融淋シ以ケド。コッカイギi7F

　　　一一ワ　ドチラニイックラ馬乗シイデシs一力

354F3欝②③コッカ拶外目ニイ欠ワF一イ朔ヨ

　　　ロ卵ンガカ

355総7湿②③チョットス繰込ンガ，コッカ縛芥一ワF

　　　一ユーフーニイッタライーテショーカ

356聡1｝②⑨スミマ鋤秘一こイクニワF一イッ
　　　タライーンデショー一YJ。チョジト　ミチオオクズネシタインデスガ

357F23L②③スミ般ン弊コッカ蒋弥一ニワトフニ

　　　　イツタライーデスカ

358M34L②③チョットスミ聴ンケドミチオ紗スネシ

　　　？スケFeコッカイギジF一工　イクニワ　ドチラノ　ホー・メンデスカ

359F4翻②②チョットオルイリマス外コーイックM

　　　エイクニワ　ドーイッタラヨロシイテシM一力

360ew4L①①ギジド・・Xイキクt5粁孜層ドノミ

　　　チオイッタラヨRシa一ゴザィマスカ

361FS8L②③ナけイトコ砂カラミ甥ワカラン弧ケ

　　　F　コツカイギジドーマデ　イクニワ　彗一ユ隼弓フーニ　イッタラ　ヨ

　　　ロシイデショーカ

362紹2L②③ハジメヲト純ヨ蟻芳キテチョットワ

　　　カリマセン。コッカイギジドーXケンガク　シタイ5　オモイマスケド

　　　モゴゾンジデシタラオシエテクダサイ

363M54L②②スミ9セン拝コッカ荏亦畷イ寺タイト

　　　オモイRスガ　「Ci一ユーフーニ　イッタラ　ィーデシy一力

385F55t｛②③オソレイリマスケド財ソijシイトコスミマ

　　　セン　チョッ5　オタズネ　シクイ　コトカ　アリマスカラ

366F61L①①秘一ニイクニワドーユらフーニイッタ

　　　ラヨロシa一ゴザィマスカ

367踊42L①①アノースミマセンケF，アノー　トーキョーエワ

　　　　ハジメテデ　コッカイギジF一ノ　ミチガ　ワカリマセンノデ，オシェ

　　　テイタダケマセンカ

368M47M②③アノチョットオタスネ汐漸コッカ荏



3e8 反応文一一一es

　　　ジF一工イクニワ　ド・一ユいフーニ　イッタラd一・デkヵネー

R69　F47L（瓢壼）コッhイ＄ジ　F一工　イキクインデスケド　F・・一ユ

　　　ーフーニ　イッタラ　イーンデシy一カネー

3盟E23M②②チョットかスネシ諏刃コツ解影
　　　F一ワ　客一ユH　フーニイッタラ．ヨロシイデシ9一寿

375F21L②②オソレイリマス罫コッカイ郷一エイクニ

　　　ワ　F一　イックラ　ヨロシイデショ回気

377F28kl②③スミマセンガコッ解ギ亦一ワ罫コテスカ

378F56M①⑧マコにスミ聴ン弾イナhkラ労碧
　　　シタモノデ　トコロモ・イチモ　ワカリマセンカラ　＄ジF一ワ　ドーーシ

　　　タラ　イケルテシB一カ　オネカイ　イタシマス

習§総器②③チョット27ス一叢狩潮3・］力蒋弥

　　　一　Fチラノ　rk．・コーデXカ

38GF75L②③潴トニオソレ弗マ購靭蓉一ワドチラ

　　　デスカ

．383k755L②②オソレイリマ瀬コッカ醤ジ9一ワドーイ

　　　ツタラ　イーifスカ

38．4F22講②②　チョット寒クズ塾　イクシマス。コッカイギジド

　　　一1　イクニワ，｝；一　イッタラ，ヨロシイデショーカ

38マF54L②②顯トニスミマセンが彬ドーイキタイガ

　　　ス港　F一ユー　フ”ニ　イックラ　イー一“fショーカ

3891？29L②④コツ櫨弥或イキクイン蘇弊F一一フ

　　　ニ　イッタラ　d一カシラ

390　F78L　NR
392F69M①①勲にオイ甥シイト罰スミ遊ンガ

　　　オクスネ　イタシマX。ギジ蓉一ワ　ドノ　ホーメンデ　コずイマシH－

393F23H②②アノー，スミ読ンケド，コッカ蒋ジF一エイ

　　　＄クインデスケド　F一フニ　イツタラ　イーデスカ

395F38L①①アーチョットモーシワケアリマセンケレドモ

　　　　ギジドーエイクミチオオシエテイクダケRkンカ

39翻8翻②③モ涯シワクシコジ耀弥畷イ桝
　　　ンチスケFモ　チョット　ヒトツ　ミチオ　オシエテ　クtZRkンカ

397醗6L②③スイマセン弊，チョツト紗淋シマス妹

　　　　コツカイギジ罪一ワ　｝：一ユー　フーニ　イクンデスカ

399F21M②②チョッF紗ズネシマス算靭ドーニワ

　　　ドーユー　フーニ　イックラ　ヨロシイデショー露

4綴F66L②⑧ギ亦畷t＄RXニワF一フニイツクラ

　　　ヨ9シイテシH一一力

402F6鋤②③励リマセン。オシが摺軒

4D4　F4湘②④コツカイギ弥一ワ区が納

407F2婦②②スィ娃ンチヨット2＄キシタイガス外

　　　　ギジF一一1デ　イクニワ　ドーシテ　dックラ　イーンデショーカ

410｝122N②⑧アノースミマセンlrIコッ解ギジF一ッテ

　　　ドッチェィジタラ　ヨロシーンデシヨーカ

411醗飾②③アノスミ聴ン弊コッ解毒ドーワF一

　　　ユーフーニ　イクデシg一力，謬シエテ　モラエマスカ

413F55L⑨②イナカカラテラキタiスケf：，スミマセン，3・7

　　　カイギジドーワ　ドーーユー　フーニ　イッタラ　ヨロシイデシe－7f

414鵬5L①①チョットオクスネシマ肋アノー胃チケ

　　　ンノ　書下サキカラ　Aジメテ　テテキマシテコッカイギジ耳一エイ

　　　キクイト　オモウンチスが　ミチカ　ワカラナインデ　オソレイリマスガ

　　　　オシエテ　イタダケルデショー一Pt

4171t149L②④コツカ袴弥一ワドコニア艀肋

418F2繍②②アノー言ルイリ執弊刃コッカ醤ジ
　　　F一ッテ　ドチラェ　イックラ　ヨロシイデショーカ

419F3錨②⑧アノー芳ルイリマスijFアみコッ素甘

　　　ジF一一1］　界コニ　F一一イッタラ　ヨVシdSXヵ

420F33L③⑤三論蟻魯タ拶ケドF一㍗フー：
　　　イツクラ　イケルカネ・一

423F65L②③ソー一Z一トコエネ，醤クdト費孜ス揮

　　　ネ，ミチガ　ワカラナイテオシエテ　オクレ9センカ

426F33L①②ワクシワト昨ヨー形ガデ渤ラコッカ

　　　イギジドー・tiワカラナインデスケレ慕チョットオシェテ　イタタケ

　　　ナdデxカ

428F22H②③オ弛イリマ層，コッカ荏弥一エイクミ

　　　チワ　｝ζ一ユーフーニイクンデスカ

429纒2L②②チョット紗ズネシマスガコッカイギ罫一

　　　工イクニワ　ド騨ユーフーニイックラ　イリデショーカ

431F25H②②チョットオタスネシタインデスケレ隆コッ

　　　カイギジ皆．・ニ　イクニワ　9／　9一・：　イケJSヨ日シイデスお

432鵬翻②③スミ遭ン，ギジF一一ワドチラ工劫ッ好

　　　ヨロシイテスか

囎墨F25L②②アノー・eコッカ拝亦一ニイ妙インデス拝

　　　　Fノ　ミチオイックラヨロシイデショーカ。スミマセン

435　F191｛①①別レイリマス外モ，ト舶一ハジメテナノ

　　　デ，コッカイギジドーマデ　イキタインデスケド，オシXテ　イクグケマ

　　　スカ

43S　F69L②③チョ外，オ蒐ネシマスij・ド，ギYF一一ノth

　　　一工ノミチ愛，ゴアンナイ蛭塾疹イ　シマX

438F34L②②チョット，）1ミマセン。かレイリマスケ狂，ギ

　　　ジドーノ　赤一エ　イキタインテスケド，｝くチラエ　イッタラ　ヨロシイ

　　　テスカ

塁．39鯖20瀦①①　XイRセン、コッカイel・ジ蓉一一Rテ　イキタインデ

　　　スケF　チョットミチガワカラナィンデ，オシエテイタダケナイデ

　　　シ9一・7」

440F74L②③チョ外，1タズネシ臓界77ドノミ
　　　チ　イッタラ　イ’一デシy一一力

441　F31L②④コッカイギジ｝：一ワ　ドーーフーニイッタラ　イチ

　　　Aン　vittヤXイデXカ

443晦8L②③チョ弊スミマセンケ陛コツカ荏郵一工



　　　　イクニワ　F一一イvタライーデスカ

444F2211②③スミ聴ン，コッ溜ギ外一ニワF・・i’ッテ

　　　イジタラ　ヨロシイデショーカ

壌47F20H②④　コッカイギジ碁一ワ　Fノ　ヨー・：　イッタラ　イ

　　　ーンガカ

449濃闘③⑤靭ドつFノヘンニ跳勤ネ

45GF19il②②チョットかズネイタシ鳳ケ陣モコッカ

　　　イギジドーワ　ドーイッタラヨロシイデショーカ

452｝1159L②③知トニモーーシワケアリ踵ンガ，コッカ祥

　　　ジ罫一愛　罫チラfスカ

453F15M②③スミ詮ン。コッカ荏弥雪Fチラニアリ

　　　R7，カ

45邸119｝1②③スミ唖ン。靭ドーワFチラデ肋

455r3翻②③スミ？kン弾コ朔弾弥一ニイクミチ

　　　ワr一ユーフーニイックライー・デスW1

456F1闘②④コッカ即知鴫イクニワをイ姻イ
　　　ーン蕩力

458it131L①②スミマセン7」，ギ弥一好イVjニオシェテ

　　　イタダケナイデシヨ一走

459F1踊②③スミマセ湧，コッカ蒋郵畷イクノワド

　　　ノミチ躍イッタライーテシ9一力

482麗錦③⑤コッカラコッカ揮亦一ワ臣イケバイ

　　　vノカネ

463M581，t②③ギYF－Xイキタひ脱探補臼ミ
　　　チオイッタラヨロシイテショーカ

464瞬4L②③ミチガワカリgEン。F・vチ　［イックラヨロ

　　　シイノデシミ1－IJ

466F32鵠②②スイマセン，ギジドーマデイキタインテスケド

　　　ドノヨー・ニシテイックラヨVシイデショーカ

467F6細①④ショーショーモノオオクズネイクシRX。ア

　　　ノ　チョツ｝・，ギジF一二RイリクイノテスケFモ，｝；一ユー　ホーコ

　　　ーデ？イvaシタラヨPシウ　」ザイマショーカ

468囎6L②④モシ，ギジF一・Xイクニワドチラエイックラ

　　　　イづスカ

470　藻38疑②②オソレイリマスガ，ギジドー一工　イ等タインテスケ

　　　F，ドーーユーフーニイックライーンチスカ

471F32L②③アノー，イナカモン朔ピーフーニイックラ

　　　ワカラナイカラ　イーカ　ワカラナイカラ　ギジ1一工　イキクインデス

　　　ケ巽チョットオシXテクダサイ

473M19M②③スミマセン外，コツ溜ギ弥一ニイクニワ

　　　ドーイツタラ　i一デシ響一力

474認脳②③’アノスミ聴ンコッカイギ外一ワFッチラ

　　　：　イツタライーデXカ

47S　M19M②③efiJF一・：醤クイノテ勅ドノヨーニイ

　　　ツタヲ　ヨイノカ　オシエテ　クダサイ
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477　M25H②③スミマセンケ蓉，アソ3ニ　チョト　ギジ罫一一野

　　　アルンチスケFネ，アソコマデ　イクニワ　ドーイッタラ．イーンデス

　　　カネー

479　藻正5L⑨②　チョツト　シツレーデス薄，コツカイギジドーーマデ

　　　　ドノ　ヨーtニ　イジクラヨイテショーカ

480M16Al②③チョットスミ吐ン，の力醤弥一エイク

　　　ニワ　ドノ　ヨーニ　イ．ッタラ　ヨイテシH一一力

481F83L②④ギ弾一イックラF・LV一ニイッタライー

　　　テ7，7」

482加糖②③チョッMミRkン。コッカ醤芥減イク
　　　　ミチ言　F一　トオッタラ　イー・・テショーカ

483銭｝3鉗②③チョットオソレイリマスガギ弥一工イク

　　　ミチワ　Fチラデスカ

485F4SL②⑧ワタシワギ弊畷ミニ醤夕谷ス亦
　　　Fチラノホ月足イッタラ　ヨロシイデショーカ

488議3L②②チョ外紗ズネシマス外コッ解ギ弥

　　　一・R）’イクニワ　Fチラエイッタライーデスカネー

487F29L⑨③アノ簸聴ンコッ盛年外一醤タイン

　　　テスガ　ミチオシエテ　クダサイ

488鵜8L②③スイgtンガギ弥畷醤タイトオモ甥

　　　　器チラXイッタラィーデスカ

4891“29L②③チョツトスイRkンガギ弥噸Fコニア

　　　tiスpt

490FsOL②②チョツトガ握りR）1ケドアノーギ弥一

　　　工　イクニワ　F一イゥ　フニイッタラ内山シイテショーカ

491麗韻②③ア，スイ龍ン靭罫弔ドチラ淑力

492F27L③⑤陣一7aニイッタライづネ
494　F15L②④　コジカイギジドーエワ　ド・一イケル　イーンデス

　　　カ

495F49L②③ワタシワギi7F－Xイ紗イ万スlrFモF

　　　一ユーフーニ　イックラヨVシイデショ．一力

498F38L②②　アノスイマセンケ葬モアノー　トーキョPtワ

　　　ハジメテデ　ワカリマセンケ｝㍉コッカイギジF一工イキタイト　オモ

　　　イマスケド　F一　L一一フーニイッタラヨロシイテショーカ

497F2螺②②アー溜聴ンアみコッカ袴弥蟻
　　　イキタイデスケ1；　ドチラェ　イケJSヨロシイデシu一ネ

498F5GL①①チョットオソレ哲マλケ罫，ギ弥一ワFチ

　　　ラデスカ，チョットオオシエイクタキクイデスケド

500F46L①②チホーカラ多軸シタケ醤弥畷励
　　　リマセン，チョット，ワカリヤスク　オシエテ　イクダケマセンカ’

503爵21L②②チョットオタズネシマス外，ギ外一イク

　　　ノニ　F一一ユー　フーニ　イッタラ　イーノデスカ

504蹴鴨②③アノiチョットスイマセン外コッカ縛ジF

　　　軸工ワ　言一ヤジタライケルテショーカ

506F41L②③アノ，スイマセンケド￥57F－Xイクミチワ
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　　　　Fチラエイキマスカ

507鵬1L⑧⑤アノートークカラ＄Pケドコッ解ギ弥一

　　　ガワカラナイチミチジュンオオシェラ　クレンカ

508麗3L③⑤アース下目ン野飼ドーワF－ltッテ

　　　イツクライ功

509F30L②③コッ蟹彰ドーエ醤タイ万層，トー柏

　　　一ハジメテチスンデ　F一イッタライーデシH一力

5エOF1甜②④コッカイギ灘一イクニワFコノミデオイ

　　　ッタラ　イーンチスカ

512FMI②③スイ聴ンコッカイギ弥づFノミチオ

　　　トオッタラ　ヨイノデスカ

513F35，M②④翻ド噸Fチラノかコーデ肋

514F28L②⑧イ効ラ討泌ギ弾一エイキクイ万スケ

　　　ドモ　ドノ　ヨーニ　イッタラ　イーテスヵ

515F53L②③コッカ祥弥一鞍ク脊ス拝イ勒ク

　　　オシエテ　クダサイ3ミチオオシエテクダサイ

519着138L②③チョットオ以ネシマスガ，ギ弥賎イク

　　　　ミチオオシXテ　イタダキタイ

517総9｝⑫③ギ郭一ワ獄恥二F一ユーフーニイ

　　　ッタラヨイデスカミチオオシエテクダサイ

5王8遜2L②③79シワ膨がトー＊H・・：キタ7Pt

　　　ギジF一一ガ　ワカラナインデスケド，チョト，オシエテ　クタサイ

519F30M②②テヨッドオタスネ沢ス弾コッカ荏ジド

　　　ーニイクニワ　ドノH一ニイックラ　ヨロシイノデシg一・ネ

522F46L②③ハジメテデス弾ネ，シラナイケド，ソコイクニ

　　　ワ　ド・一　t一一フーニイックラヨロシーンデスカ

525M38日置②マコにモーシワケアリ塾ン体コツ解

　　　ギジドーXイキタインfスケF　｝：一イッタラヨロシーンヲシH一一　7」

527F25L②③オソレイリ覇界コッカ巷弥一イクミ

　　　チ二二シエテ　クダサイ

5281t＃113③⑤ワタシ死サ靭イツモ朔ガフアンナ

　　　イデワカラナイモングデワタシノィキサキ，コv］1イギジ芦一グガ

　　　　シッテミXクラオ言シエネガエンカ

531　M26L③⑤　ア，Xイマセン，ギジF一［イクニワ　ドーヤヅ

　　　テイッタライーノカ

533M48L②③コッカイギジドーガワ測聴ンガドチラノ

　　　ホーガクエイツタラィーテスカ

534　F18M②③アノ，オソレイリマ踊コッカイギ弥一ワド

　　　コニアリマスカ

537囎繍②③チョット靭F一好イキタインテス外F

　　　一イツタラ　イーテスカ

539祀魂②③チョットコッカイギジドーマディ紗インデス

　　　ケFドーイックラヨロシイデシg一力

5405！72L②③シVV－YスbFコツ解靭ドつドチラデ

5421t151L②③チョットかズネシマ潮ワクシアイチケ

　　　ンカラテテキクモンデギジドーイキタイトオモウカ　ワカランデs

　　　ワカ・〉タラオシエテイタダケチtデシy一力

5431155L②③諮にスイマセンがWF一ニイクニワ

　　　F一イッタラヨロシイデショーカ

545M46H①①知に，羽レイリマ漸ギYF－xイク
　　　ミチワ　暮チラオ　トオッテイケ」9ヨUシュー葺ザイマスカ

546F36L①③チョットかズネシマスケFアノーミ而

　　　　ワカラナイカラオシエテイタグキタインデス。コッカイギジ碁一真

　　　　イクミチオネガイィクシマス

548F51H①①：ッ解ギ外一ワド八一フーニイケバ

　　　ヨロシューゴサイマスカ

551F45H②④ギインカイkンイキタインダケドチ甥励

　　　ラナイカラオシエテクダサイ

552繊翻②②舶トニスイマセンケドコッカイ面一ワ

　　　下チラノit・一：一一ニイッタラヨロシーンデショーカ

554F43H②③コッカイギジドーニイキタインデスケF　1一・

　　　イックラヨ冒シンデショー

555・F50濱②⑧コッカイギジドーワF一イックラHliシーン

　　　テスカ

557F3粥②③コッ解ギ面一ニイ桝万スケド，ク贋

　　　オヒUウニワ　F一シタラ　イーーンf）〈カ

558F49L⑨④ト・・キョ・・ノ“郷一ワ防鋤

561F2211⑫③アノスミ遊ン。トーキH一飯ヒサシプリニ

　　　キクモノデコッカイギジドーニ　イキタイト　1モウンデスカ，センE

　　　ンホーコーガワカンナィンデス。スミマセンケド，モシ，賃ゾンジデ

　　　シタラオシエテ　クダサイ

565雛5L②③チョットスミ遊ンテス。ギ弥蟻イクニワ

　　　　ド：オ　トオッテイケバイケマスカ

568F15L①①スミ疑ンガギ弥或イキタインデス憾

　　　ミチオオシェテイクダケマ至ンカ

567F21H②②　チョットスミマセンケレド，コッカイギジ｝ζ一工

　　　イクニワ　ドー　t一・’フーニイッタライーデスカ

588　F28諺②④　コッカイギジドーマデ　イクノニ　F一イッタヲ

　　　　イづスカ

569囎6L②③スミ吐ンケド，コッカイギジドーワF一イッ

　　　クラ．イー・デシH－

57◎F4，2鵠②②　スミ？センケド　チョット　ミチオ　タスネマスケ

　　　Fモ。響ジ｝：一工イクニワ　ドーイッタラ　イーtデショーカ

572F29L②②　オソレイリマスケド　コッカイギジF一ワ　Fチラ

　　　ェィックラヨロシイラスカ

575磁袖②④コッカイギジF一一工イクニワF一シクライー

　　　勃ヨーk

576　M2SH②④馬匹がF・一イッタライづ肋

578総踏②②チョッ5オソレ召覇鶏コッカイ靭ド膚



　　　テイキタインデスガ，ミチオオオシXネtix　tEンカ

579閉43蟹②②アノークイヘンオソシイリマスケドこ1ッカぞ

　　　ギジドーマディキタインデスケF　ドー・イッタライー・デショーネ．一

581F5劇②③ギジドーワココラヘン外疵召ス外F

　　コデショーカシラ

582阻踊②④の力蒼弥噸イクニワF一イッタラ

　　　イづショ功

583F61L②②嘗コトニオジレイリマスガチョットオタスネ

　　　　シマスガ　ギジ客一：イクニワ　F一イックライーデショーカ

584F19H②②オルイジマスギジドーXVドーイッタラ

　　　ヨロシイデショーカ

585F45L②②オソレイリマ鳳コツ解靭ドーイクニワ

　　　ドーユーフーニイッタラヨロシィデシg一・カ

588M3SM①①オルイリマ潮アノーコvカイギジドーエ

　　　イク　ミチワ　F一イッタラ　ヨロシa一ご1ずイマスカ

587F1翻②③アノ，スイマセンケド彰F一イクミチワ

　　　Fチラデショー

588“i3311②③ワタシチかカラ紗ンデスケドti＞Eン

　　　コノ　チカクミチモナニモシラナィンデスケ蕪コッカイギジ｝ζ一

　　　イキクインデスケF　｝：一ユーフーニイッタラヨロシーンデショ

　　　ーカ

59◎F3舗②③スイマセンケドコッカイギ奔一言イ欠ワ

　　　F一‘イックラ　ヨロシーンデシll一・カ

591F28L②④アノコッカ荏ジドーイクンダケドミチジエ

　　　ンワカラナイカラオシエテクダサイ

592M42L②④コッカイギ弥一ワドッチエイッタライづ

　　　スカ

593F38L②③スイ吐ン外篇ジドーXイクニワF一イ

　　　ツクラ　イーーデXカ

594F49L②⑧シラナ仔スケドコッカイ彬ド雪Fチラノ

　　　ホーエイクンデスカ。イデドオシエテ　クグサイ

596　F29溺②②　スミマセン　ギジF一工　イキタインデスケFモ

　　　ドコノ　ミテカラ　イケバヨ9シイヲスカ

597F3711①①アノチョットオソWリ覇弥：ノヘン

　　　ノカクチスカ　アノーチョット　ギジ｝：一ニ　イクニワ　客一ユー

　　　フーーニイックラヨロシイカ　オシエテ　イタダケマセン

599F48L②②モシモシスミ？tンケFチョットオタズネ

　　　イタシマXコッカイギジドーオサガシテ乃ンデスケド　｝：ノヨーーニ

　　　　イケJYイーデショーカ

600F27L②③スミ逓ン憾コッカイ彰ドーワF一一工・・

　　　フーニイックライーデスヵ

医 （le8）

002羅9L③⑤ウチノト矧ノモノガクハンク汲シンデ
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　　　　イルカラ　スグ　キテ　モラエンダロ・一力

003F43L②③アノーオ妙ノカカリツケノコーユー蔚

　　　ヤクサンテスケドチョットキ2－Eg一一：ンガ　テキ9シテタノ9

　　　レマシクデスケド　キテ　モラェマスか

005M28H①②センセースミ9センイマ　トナリノヒトガ

　　　キ」一一Eヨー・f　セヒ　キティクグキタインテスガ．オネガイ　7キマ

　　　スカ

GO6；M50H①⑧キュ←Eu一一ニンガオリマ刃デキテイ妙

　　　ケ妓ンカ

009F38L①⑧キュ畷ヨー・tiデマシ効ラスグ＄7イタ

　　　タケマ渤

011　F42M②③センセ嘩オイソガシイデショー外スグキ

　　　テイ妙キタイ

012　F44L①①スミ髄ンケFES’フンガクスミ聴ンケ

　　　ドモ　＄ユービョーガデキマシクカラ　キテ　イクグケマセンデスカ

015F38L②③アみ効クノヒトガキュゼヨづスカラ

　　　　スグキテモラエマセンカオネガイシ？ス

0エ7F56L①③イマトfifノコが紅ゼヨづ駅ッテ

　　ミェルカラスグキティクダケマセンカ

018F3繍①③スilキヲイ拶ケH7”ショ功

02GM68L②②スイマセンガトナジノヒ晒馳ゼヨづ
　　　カラ　スグ　ヒトツオーシン　シヲ　モラエナイデシH一・fJ

O23　F46L①②オ覇イシタンデ潮i＝コソコノモノ務ガ

　　　ミテイタダキタイトオモイマスカラキテイクグキタイトオモ

　　　イ覇

024F17H①③キュ功ガスケFモシキューミテイ妙ケ

　　　マスカ

026F69L③⑤澄河ノヒトガニWJ：　tiア初ワ醒

　　　デスイマセンケドスグキテ　モラエンカ

027轟12脳②③キュ・一Eヨー：ンナ万ス外孜スグ豚

　　　　モラエマセンカ

029F30M①②コンナジョータイデスケFシキューキテイ

　　　タグケナイデシu一一力

030　慧17L②④　トナリノ　ヒトガキ2－Eヨーナノデスグ　キ

　　　テク囚センカ

◎33　F48MG）②　オトナジノカクガeFl－Eヨーデ　クルシンデ

　　オラレマスカラスグニソノママキテイクダキタインテスケ｝㌔ミ

　　　テ　イクダキタインデスケド

035F4鷺①②スイマセン，オトナリサンガキュゼヨづスケ

　　　Fスグミニキテイタタケナィデショーカ

036F68L①③スグィマキュー狛畷テキ労スグキ
　　　テ　ィクダケマセンカ

038F43M①②キン湘ノカタ二野サンがEヨーキニ

　　　ナッタノデ　ワタシワクノマレマシクノデスグミニキ7イクダ

　　ケナイテショ吻
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◎3魅141L③⑤けりノヒ湧キx－Eヨづデスグ杉

　　　　モラエンカ

⑪41F47H①②アノキューfオネfiイテ？：F：スミ聴

　　ンガチカクノカタガキュー｝三ヨーニナリ9シタノデ　デキクラ

　　　ハヤクミテイクダキタイトオモイRスワタシノウチワジレダ

　　　シノ動派ス

042M20L②③キューEヨづスカラスク好クダサイ

043F63L①③キンジョノカ効イマキュゼヨーテスカラ

　　　スグ　オーシンニ　キテ　イタダケンデショーカネ

艇5斑9L③③キューピョづ潮スグキテイ拶ケナ脊

　　　スカ

046F72L①①イマオムtwノカタガキュゼヨづコマ

　　　ッテイマスデスグキテミティクタケマセンデショーカゼヒオ

　　　ネ労イ　イクシマス

047　F40L①（1）　ウチノ　マエノ　ダレダレサンガ　キューEヨーデ

　　　スケF　スイマセンガ　オーシン　シテ　イタダケマスデシSt・一力

948　・M61L③⑤コーユートコノアげデスクキテモラェ

　　　ンカ

050F6襯①③ワクシノ効クノヒ湧翫コー効ラ2
　　　ンk・一シンサツ　シヲ　イクダケマスカ

052F58H②④キューピョづ弼ヘン爵ンジョノカタガ

　　　キ．Z一｝三ヨーデコマッテミエラレルカラAヤク　オネガイ　シマス

◎53F33M①②蜘舜サンノオタクノヒトガキュ’・とヨー

　　　デスカラ　オソレイリマスガ　イッテ　ヤッテ　イタグケマセンカ

054総臨①②チョットキュ功ンが港マシタカラ＄7

　　　イクグケナイデショーカ

G56　F26H①①馳一ピョーニン鋤ラスグキヲイ妙ケ

　　　マがショ吻

057認脳①②オテスーデス罫キンジョノコドモガキュー

　　　ピョーデスノチ　スグ　＄テ　ィタグケマスカ

059罷翻②④キューカン菰

060認2L②③キュー・Eヨー・ニンが六シタ万短キテ

　　　ク封イ

G63　F25L①②ワタシノチカクデキューEs一ニンが激シ

　　　タ　スグ　オーーシン　シテ　イタダケマスカ

065F30L②③キュ逝ヨーニンガテマシタカラスグオ仔

　　　　ク労イ

◎86F38M②③アノーキューEヨーノカ娚ミエマス舞一

　　　　センセーワタシノクルマンノジテクダサイ

068F36L①②アみキンジョニネ，EヨーニンfiアリマXケ

　　　F，キュー・ビヨーtデ　スグ　キテイタダケ？スカ

089M2SM②③ジツワトナリノヒトガキュ畷ヨサン畝

　　　ケド　チョット　ワレワレニワ　ゲンインガ　ワカラナイモンデスカラ，

　　　スグ　キテ　モラエマセンカ

071M52L③⑤＄a－Eヨー：ン労クノム，彰クレaトナ

　　　リノヒト渉＄ユーピョーダデ

073F23M①②スミ吐ン翻ジョノヒ傍キュ噸ヨ寸
　　　ノデ　スグ　キテ　イタダキタインデスケレ罫

◎74M28H②②アノ　ヤフンスミマセンケド，毒ユーカンデスカ

　　　ラチョットセンセーオネガイシマス

075F3鉗②③キンジョノカ蛎キューEヨーfX7f潮

　　　ニキテク粥イ

077F39L②④キューピョー勤ラ，スグ＄7活語

⑪78F30L②④コーコーu一ユーijアイデトテモコマッ貿

　　　iカラ　キテクダサイ

080磁8～！②③アノ，キューEヨーナンデス拝Aヤク＄7

　　　モラ工聴ンカ

084鵬7H①①チカクノヒトが載逝ヨーfス7Y，潟ン

　　　　オソWり9Xケドモ，ス「」　オーシン　シテ　ィタダケ？センfシH

　　　■・・カ

086F27L②②アみ勃クノヒ湧キューピョづスノデ

　　　オソレイリマスガ，オーシン　‡ガェマスカ

◎87毘馳②③麹脚サンがF－z一フサヨー・タイテ

　　　キューピョ“テスカラ　スグ　オーーシン　シテ　モラェマスカ

089M42H②③スグ効クノヒトデスb’Fキューピョづデ

　　　　タイシキエ“　チョット　キテ　モラエマkンカ

◎90F1繍②⑧労ノチカクノltトfiキュ逝ヨづコマ

　　　ッテマスカラ　キテ　クレマセンカ

091轟i61L①②ワタシノチカクノカ妨ピョー一Sfネコン

　　　テオラレマスケレドセンセー　エライ　クイヘンデスケレド　ハヤク

　　　kトツ　シンサツシテイタダケマkンカ

092F17Sl①②キュ逝ヨーニンガテタン畝ケレドモコレカ

　　　ラスグキヲイタグケナイデショーカ

093FSgL①③イマトナリノヒ5fi勲一ピョー野オー

　　　シンシヲイクダケマXB

O95　F18L②③スミ9kンアノシニソーナンテスハヤクキ

　　　テク殉イ

096麗8L②④けジノヒ勝キューーピョーナンデスグキ

　　　テミライタダキタイ

097認脳②④キュ畷ヨーデシニソー勤ラ身シキュー

　　　オ勅イシマス

098F37L②④　キューどヨーダカラスtiキテクダサイ

099購8L②⑧センセー瓶曙ヨー野スグオネ潔シ

　　　マx

100k116M①②スミ詮ンキュ卍ヨー二丁スがスグキ

　　　テ　ィタダケマセンカ

エ01囎蹄①②キンジョノヒ甥キュゼヨーガカラキヲ

　　　　イクダケナイデシyLカ

102　F1611②④ピョ’一ニンガイ舳ラ漸赫bijg（

104口口①①ウチノスグ、トナリノカク艀購キュー二



　　　Eヨーキデタオレラレマシタモンデスカラスミマセンガヒトツ

　　スグキテイタダケマセンデショーカ

105F30L①①スミマセンケドウチノキンジョノカタ潟

　　　Eヨーキダカラ　グィシキx一キティタダケマセンテシy一力

107F181　t②⑧キュ‘’Eヨ・一ニンガイマXhラスグ鰺ク

　　　ダサイ

108M25M①①アノキュ逝ヨーニンテスケF）’イシキュー

　　　寄テ　モラエマセンデショー一力

11GF15L②⑧キューーニピョーニンが磐テ淋ユーキテ

　　　ホシーンデスケF　ヨロシイテショーカ

111　M34K②②　マコトニ　ヤフンデ　モーシワケ　アリマセンガ

　　　キューピョーニンテスノデ　オーシン　ネガエマスカ

113甑蹄①②トナリノヒトが馳一ピョづスがスグ

　　　キテイクダケマスカ

116麗翻②④キュ高山ーニンダ弥スグ朽モラZRK

　　　カ

117F31L①②スミ聴ンが朴ナリニ紅血ヨ二二
　　　マシテ　グイリノ　モンテスケF　スグニ　イッヲ　アゲテ　イクijtrマ

　　　センカ　オネガイ　イクシRX

120蕗9L②③コンチワセンセーキンジョiiキューEヨ’“：

　　　ンガ　デキマシタデ　ヒ｝・ツ　イマ　｝：ッカ　オデカケニナラナンダラ

　　　　ヒトツシキa一ニキテイタダキタイ　トコガ　デキクンデスガ

　　　ドーデショ・一71コマッテイルンデスガ

122総邸①②ゴメン妙サイア，センk－IXカイマ紅

　　　一ピョp・ニンガ　ワタクシノ　スグ　キワチ　テキマシタノチオテX一

　　　ヲスガセヒミテヤツテイタダ柔タイト蛭モイマX言コシオ

　　オネtw　イタシ9ス

123F1綴②④ワタシノ効クノヒNj　ti　z－Eヨーナンデ

　　　スグ　＄テホシーンデスケド

125観5｝⑫④駐卍ヨー二湧デクカライソイデキヲ

　　クダ塀

1261124L⑧⑤キンジョノヒトガキューEu一労チョット

　　　キテ　モラエンカナ

127｝，・1281t1③⑤マコトニモ・一シワケナイケ時ユゼヨーニ

　　　ンガ　fタデ　ワ珍イケ慕スグン　キテ　クレンカネ

エ28F2繍①②トナリノ1　Fjj撫一ピョサ万XケFス

　　ラキテイタダケマスカ

ユ29M22M②③イエノモンガチョッFタ加タ芳ス弥

　　　キアモラXナイデシg一カネ

13◎F36L⑨④｝・ナリノカ甥キュ董ヨー効ラ漕ク

　　　キヲクダサイ

132F65L②③卯ジョノカ妨キュぜヨーデがナント

　　　カ．ゴツコー　デキンテショーカ

1三脚3L②③スミR？ンガin・一Eヨづ潮ラハヤクキ

　　　テ　ミテアゲテクグサイ
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135F38L②③センセーMリノtwti　k－Eヨーデド

　　　一・モカゾクノカタ寿ミエナイヨーテKカラスグオーシンシテ

　　　　モラエルデショー＋rb

137F5？L①①1：F：オルイリマXFモネキンジョノカ

　　　タガ　＄2’”IIH一’iiiクルシンfオラレマXカラ　サッソク　＄テ　本

　　　シイデスケ罫モイカガデ　ゴザィマショー

138F37L①②オルイリマスガトナリノカクが紅畷ヨ

　　　ーテスノデチョットシンサツニキテイタグケマ｛：ンカ

139？、171L①②ジツワセンセー・bfノトナリノヒトfiキ

　　　トクグデ　スグ　キテ　イタタケナイデショーカ

140F74L②③瓶一滋づデスミgtンが瀞きF一
　　　デショ切

14エ論議②②ス召セン界モキェ畷ヨーニン鋤ラダ

　　　イシキューオネガイシタィンデスケドモ

143総3H②②工略スミ遊ン罫モウデノトナリニ串

　　　ユー一Eヨーニンガ　デキ？シヲオソレイリマスガ　センセーナントカ

　　　オーーシン　率ガエナイテショー一力

144斑禰②④アノスイ般ンキンジョノヒ5Sキュ壁

　　　ヨーナノデスグ　ミテ　モラXマセンカ

146F3騙③⑧柔ユーEヨーナンテス弥イソイデ＄7イク

　　　」ケマスカ

147F3臨②③スイ？tン紅戒ヨーニンガデPfスグ

　　　Srテクダサイ

149F40L②③スイykン馳ゼヨいニンガアリマスノデ

　　　イソイデ　キテ　クダサイ

150F67L③⑤イマEs一＄アレ野スグ彰モラェン

　　　カシラ

151M68L①①センセづ薄イマXhジツワウチノけ

　　　リノオカクガ　キューピHrニナラレマシテ　アレデゴザイマスガ

　　　ジカンギレテシs一一ケレ罫モエライ　スミ9センガ　スグ　嘘ネガイ

　　　ガテキマセンデショーカ

152k128M②③スdRセン6　FトナリノヒトガキューEH一一

　　　ノクメシキューキテ　クタサイ

153認蹄①③移ンオソクスミ聴ンガスグ＄7イタ

　　　タケ9kンカ

155F47L②③センセスミマセンケlxFモキンジョノtwfi

　　　S　t－Ea一デ　コマッテミェマスカラ　スグ　キラ　クタサイ

158F73L①②ト邦ノモンデス弾モソコチピョー材

　　　ヤツラ：オラレ彦カラ　ソイデ，キテ　イクダケ9センカ

ユ58麗5L②③＄a－Eu一語ンが六シタ万形S7
　　　クグサイ

159F20L②③キュー三一ニンガデ9シ和子オネ溜シ

　　Rス

161F61L①③＄Z一一ニオネ潔テス弊スグ＄flイ妙

　　　狩セ靖
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162F20H①②スミ聴ンガイエノチカクノヒ漸キュー

　　ESt一ナスノデ　デキルダケハヤクオーシンニ　キテ　イクダキクイ

　　ンデスケ蓉　オネガィ　デキマスカ

164M42L②②ヤプン　F一モスミマセンガキェーカンガデ

　　尋タモンデスカラ　スグ　キテ　ィクダキタインデス

165醐6箔②③アノキェ逝ヨーニンがY9シク浮スグ

　　ミテク勘イ

168F62L①①キンジョニ＄a－Eヨーニンガf＄マシタノデ

　　　RコトニオソレイリマX汚　オーシン　シテイタダケ？スデショー

　　カ

171F23L①②キューピョ一議ンナンデスケRテイ妙ケマ

　　　スヵ　スク　キテ　挙シーンデスケF

173F44L③⑤Fナリ〃レ卿サンガワ解テスグキテ

　　　クレ

エ74F61L①②イマキューピョづコマッテ勝ス罫ス

　　グ　キテ　ィクダケナイデショーカ

178M21L②③スイ？kンキューカ万ス懸絶シ厭

177F2翻①②チョットキューEn一二湧骸万スケド

　　　スグ　キテ　イタグケマXカ

179　F74L②④　トナリノ　ヒトオ　キューピH一一tiデ　ィッペン

　　　＄ヲ　モラXマセンカ

180鵬5L①②イマ蝦甥シイト註イマス罫ワ夘シ
　　　ノ　トナワノ　オクサンガ　キューピ樋門ニ　ナラレRシタノデ　キテ

　　　イクグ婁タイノデスケド　ヨロシク　オネガイ　シマス

182F32M②④　トニカクイラiドスクキテクグサイ

183F23醗③②センセートオリノヒトガキ3一一ピョー・デチ

　　ョットネコンデイルンデスケFスグイラシティタグケナイデショ

　　一一力

184F49M①②アノfhクノカ蛎キュ弱冠ーナンガケ

　　　ドオイソガシイ　トコロオソレイリマスガ　キテ　ィクダケマセンカ

185F32醗①①アノーマコに別ソ加イノニオソレイリ

　　マスケレド　キンジョニ　キュー・ピョーーノカタガ　デマシタノチ猪一

　　　シンオ　ネガエマスデショーカ

186F33M②③スイ9セン，サッキーレンラクシテオキマシ

　　　タ　モノテスケ｝：オネガイ　シマス

188M65L②③センセー，マコト：，イソ挽マ潮，トナリノ

　　　ヒト港　キューEヨーチ　タオレマシクカラ　シキa一一オーシンシテ

　　　クダ雪イ，オネガイ　シマス

エ89F26L①①キェゼヨづスケド…・短キテモラェマ

　　　スデショ四這

191M25L②③キンジョノヒ晒iユーEa一二湧テクン

　　　テスケFモヨロシクナントカナリ9センカ

192F1脳②④隣郷サントコ蛎ピョーキ効ラスグ

　　　キテク男イ

194F20rv1＠（ii）アノースミマセンkvピHvニンガデキタ

　　　モンテスカラネスクイマカヲ　キテホシーンデスケFマコトニ

　　　スミマセンオイソ芳シイ　トコR

195M44M①②センセキュ卍ヨーニンガデマシタがス

　　　グ　キテ　ィタダケRセンカ

197謂2L③⑤ア，チョットト拶ノヒ腰ij7（fi號

　　　イデ，スグキテモラエンカネー

198F15M②②スィマセン、労ノfhクノコ洗三二ヨ

　　　ーデ，スグ　キテ　モラエマスカ

199F4⑪醗①②オトナリノ　ダレダシサン万　キa一：言ナカガ

　　　イククナッテクルシンテイマXノデヤフンデオソレイリマスガ

　　　ミニキヲイタグケナイデシSt一力

200　F18M①②馳一ピョーニンが孤ン弧外スグ静

　　　イタダキタインチスケド

201罷繍①③スミ遊ン馳一力万筋スグキヲイタ

　　　西遊ンカ

202F70L①③マコにオソレイリマ回漕クS7イタ
　　　グケマセンカネー

203F49L②②キ2一カンデコマ・〉ラ？スカラセンセースミ

　　　マセンスジ　tr一一シンニテカケテ　モラエ9センカ

2艇総OL②③ワクシノけりノカ効キュー一Eヨー…・

　　　スグオtデネガエンデシH一・カ

205F65L②③ウチノ払力（7夘グレサンが塘シンデ

　　　ミ〕ニマスカラ5ツゴーガワルイカモシレナィケドキテミテア

　　　ゲテクi“，サ・i’

208総4L①②トナリニキュ曙ヨーニンが港労スミマ

　　　1ンガ　スグ　キテ　イクダケンデシy一力

207F4脳①①潔マセンウチノけ〃力甥キュゼ
　　　ミt一ナンSスラ＝オーシン　ネガエマセンfショーカ

209F15L②②スミマセンキューカンガデタノデスクキテ

　　　　モラエナイデショー一it

21⑪F23L②④トナリノヒトが紅卍ヨづカラ懸ガィ

　　　　シマX

212F23H①①クィヘン，セシワケナイ＞S7，ケレF・…＄・

　　　a－Ey一一ニンガ，デマシタノデ，ジンジンデスケレドモキテイタダ

　　　ケマスデシg一一力

213F31L①②ワタシノスグソノワヒトガネーキュ逝ヨ

　　　ーデスノデ　ワルイケド　スグキテイクダケナィデシH一力

215購1L①②キンジョニキュービョーニンガテタデスグ

　　　キヲ　イタダケナイデシS一力

216F2脳①②アノキューピョー二湧脚シタノテスミマ

　　　kンケF　キテ　イタダケaスカ

218F58L①①センセースイ9kン菰ケド，ワタシムツナノ

　　　　モノチスケド，オトナリノ，オクサンガ　チョットオナカ港イタイ

　　　　イッテミェマλカラ，キテイクグケマセンデシa一力

219眼9L①②イマY“x・一EH…S7”ラセンセーマコに



　　　スミマセンスクキテ．イタダケナイデシn－fi

220瓢灘①②効クノ彬講ンノゴシュジンがEg一＄

　　　テ　ク海シンデミ〕こゆテ　シキューミテイタダケマセンカ。シンサツ

　　　　シテイタダケマセンカ

221薦翻②④のワト究ン労ンオジャマシテモー
　　　シワケナイ。ジプワ　トナサノ，．ダレダレガコーユージョータイダ

　　　カラ　アマリ　1ノマシクワ　ナイトワオモウケドモマゲテ　ヒトツ

　　　　ゴソクロー　イタダ寺タイ

222F26L①③アノウチノ卿ジョノヒト懇一，馳一ピ

　　　ョー・テ　コー・ユーフーーテ　アツナイノデ，グィシキコ」一ミテ　イタグ

　　　ケマスカ

223F63L①①トナリノガキューEヨつがイ弾諺
　　　ミテイタダケマセンデショーカ

224M21L②③キュ’・ピs一二万スケ隆キヲモラ鷲スカ

227F2斜①②オヤスミノトコロスミutンかけリノヒ

　　　トガ　キューピョーナノチスグ　キテ　ィタダケマセンカ

230F37H②②コぬレノ・…ワケテスカラ，イッショニスミ

　　　RtンケFオーシンネガイマス

231｝，12311①②アノーオソレイiJマスb　Fモ毒クハモダチ

　　　ガチョ・〉トキa一どヨーナモンデス：1シ　ジカンオサイテキテ

　　　　イクグキタインデスケドE

233F25L②⑧アノートナリノヒ湧キュ曙ヨー効ラ

　　　スミマセンケ器　ハヤク　キテ　クダサイ

236粥脳①②9コにスミマセン外モ，トナリ下野

　　　キューピョーナモンデスカラ　マコト：スミマセンケドー」ソクロー

　　　　オネガイ　デキナイデショーカ

237認器③②トナリノコド嚇，キュ・・Eg－fスがイソ

　　　ガシイ　トコロRUトニオソレーイワマスケレドモ　スコシパカリ

　　　ジカンオ　サイテ　イタダケマセンカ

240麗0詮1①③けりノヒ湧キa－Eヨづクかタ万

　　　　チヨットキヲイクダケiセンカ

24a13脚①②けりノヒトガキューEヨづコマッテオリ

　　　でスノデナントカイソイチキティクダケ？スカオ亭ガイ　シ9

　　　ス

243E：63L②③センゼスイ吐湧チョットトナリノカ

　　　タiエーEヨーデツレラキマシクカラ　ミテ　クグサイ

245薦2L⑦⑨センセーマコにスミマセンガ，キンジョノ

　　　カクガ　キュー一EH一一ナノデシキコ．いキテイクグケナイテシ9一力

24SM23M②③キュー・Eヨ・・　：ン鋤ラスグキテク死イ

248　鱗56L②④　キンジョノ　ヒトガチョット　キューピy一ナン

　　　デ　オーシンニ　キテ　モラエナイデショーカ

249　F42H②②　Rコト：　コムリfスケド　キュー’Uヨーーニンガ

　　　デキマシタノデヤフンオソレイリ9Xケドオネガイ　シマス

25G　醗22錘④②　キンジョノ　ヒトガ，キューピN一戸　ナリマシタ

　　　カラ　スイマセンケ1㍉シキ1一キテイタダケマセンカ
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251　F3611①①スグソ艀＄a－EヨーニンがSPンデ頬

　　　スグオーシンシテイタダケマセンデシ藷一力

252　F2SM①②スミRkン，馳一Eヨー二回目タガスケド

　　ースグ　キテイクタケマスカ

254鷲2L①②スミ龍ンガトナリノヒトガキa一ビョづ

　　スケ1：スグキテイタダケナイデショーカ

256聡4H②②チョットスd？ljンアノーキンジョノヒト

　　労1どヨーキナモンデスカラ，スグキヲ　モラエマスカ

258二四②④キンジョノヒ湧ピョーキ労，スグキテ

　　　モラ工疑ンカ

260F33］，1⑦③スイマセン幣，スグ将イタグケマスカ

261醗2L②②スミ聴ンガトナ〃ヒ博キ㍗酌覗
　　　カラti一・シンオ愛ネガイシマス

262F471，1②⑧キンジョノヒ甥〃ワイワ厨カラ．スグ

　　　卑テクダサイ

265rc24，M②③キa一二ヨータ初アッカシ労スグキ

　　　テホシイデクノミマスオネガイシ？ス

266F2脳①②キュゼヨーニが刃チ，1：F：モーシワケ

　　　　アリマセンガ，キテイタダケナイデショー’カ

267聡騨①②チョットスィ詮ン，キンジョノモノガキェ

　　　一Eヨー一・デX7fラ，t’」ンニXイ？｛Zン，チョット　キヲイタタケマ

　　　セ功

2691t159L②②セ逓▽スィマセン算モキューピョーニンf

　　　スカラ，ヒトツ，オネガイ　シマX

270F281｛②③センセー，キューカン渤ラがオネ演

　　　シ厭

271総2L②⑧オ紡イシ覇キンジョノヒトが紅懸
　　　ヨーダカラ　オーイソギデオネガイ　シ？ス

272F38M①②マコトニスミ聴ンケド，コレコレコ四一フ

　　　｝チ，キンジョノ　カタガ　グアイガ　ワルクッテ　コマッテミ：£マスノ

　　　テ，デキマシクラオーシンニキテ　クダサイ㌣kンカ

273F27H②③アノーオトナリノカ甥キュ避ヨサンデ

　　　スオネ渉イ　シ9Xイマスグキテ　モラエマスカ

2？5F5〔｝L②④　ウチノ　5ナリノ　ヒトガ　ピョーキタデスグ

　　　キテクグサイ

276F22L②③tユーEヨー：ンテスケドイソSオネ潔

　　　シマス

278罐1L③⑤シンジャイソー労ハヤクキテクイ

279F60L①②チョ外学ンh一，ジカン溜デスイマセンケ

　　　客　5ナリノガ　ネツオ　タシテ　コマッテイマスノデ　スイマセンガ

　　　スグキテイタダケナィデシH一力

281　F381・1①②スイマセン，キューEヨーニンfヌ1ケドィラシテ

　　　　イククケナイデシ9一力

284F3繍①⑦：wyヨノモノデスガ，オククノカ妨オ

　　　ルスデスノデ，スグオーシンシテイタタケ9センデシStrカ
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285総帥①②ア，チョ諾影，オトナリノ加董ヨーニ

　　　ンガ　ゴザイマスノデ，セン勤一，スマンケ｝：キテ　ミテ　イタダケマ

　　　センデショーカ，デキクラ　ヒトツ　Eヒツゴーツケテキティタ

　　　ダキタイトオモウンデスガ，イカガデシ9－

287F23X①②スイマセンアノキュー・Eヨーニンガテマシタ

　　　ノデ　キテイクグケナイデシ9一力

288瞬四①②ヤプンXイ9kンケレFモトナリノヒトガ

　　　キューEヨーニナリマシク。スグ　キテ　イクダケナイデショーカ

290F4娼①①ワタクシノキンジョノイエナガスケレ陛

　　　キュー・ピョー：ンガ　デキマシタノデダイシキュー　＄テ　イタグギタ

　　　インデス港　1ネガィ　デキマセンデショーカ

291F24H①②ミョーダィジニスンデ御ナニナニトモーース

　　　　モノデスケレ暮モ　トナリノ　モノガ　キューピョーデ7，ノデ　スグ

　　　＄テ　イクダケ’｛7，カ

292F21H①②　キa－Es一ニンガ　デタンデスケF，スク　キテ

　　　　イタグケ9センカ

293F22H①②Yンオソクモーシワケナイデスケ陛オ

　　　ーシン　シヲ　イタダケナイデスカ

294F19H②③ス擬ンキンジョノヒトガキュ”iヨーt

　　　ノチ　スグ　柔テークダサイ

2961133L②③龍一ピョーニンガ，拶＄yク搬イ

297F48L①⑧オトナリノカ効紅一蓋一デス弾セン
　　　セー　イッテ　イタダケナイチショーカ　ワタシワ　タノマレRシクノデ

299認5r①②ワクシノけワノヒト夘蜘ノウチデ

　　　Eヨーニンノ　ヒトガアリマXケシドモヒジ9一ニオモソーナノデ，

　　　ヤフンテスケレドモ，ゼヒ，キテ　アゲラ，イタグケマセンカ

300F48L①③オトナリノヒトガキューffヨーニナラレ勤

　　　ラスイマセンケドスグチョットオネガイデキマスカ

302　F58L②④　トナリノ　ヒトガ　キューピョーダデ　ハヤク　オ

　　　ネ潔シマス

303F55L②②ア，センセースイマセン罫，トナリノヒ団

　　　　ビョー毒デスカラ　キテ　モラエマセンスカ

305P1133H②③チカクノヒトガキュ畷ンデ4マコマッテ

　　　マスノチ，デキルグケ　ハヤク　キテ　モラェマ駐ンカ・…　iヒ　キテ

　　　　ク粥イ

306F37M③①スイマセンセンセキューピョーニガ，朴

　　　ナリノコトデスケF　tソイデ　Yイリマシクガ　オイソガシイ　｝・コ

　　　デスケFガ　オーシン　シテ　ィタグケマスデシs一一力

308搬闘①②MマセンーiUvピョー二万潮ラ漕ユー

　　　　キラ　ィタグケマスカ

309F25H①②キンジョノヒ勝キューEヨーデタイへ万

　　　スカラ　スグ　キヲ　イタダケ9センカ

311］「24M②③キュ逝ヨづス万スグキテク好イ

312認3L②③キu－En一ニン鋤，イソイテオネliイシ

　　　RX

314躍3輪①②スイマセ靖アノ，キュ吻ンfiデクン嶽ケ

　　　ド　ナントカ　キテ　イタダケナイデショーカ

315F30、M①②ス孜センチカクニキュー・カンfiデクンデス

　　　ケFオネガィデキマセンカ

317F墨8L①②アノワ塀テスケドネーキu一ビョーニンガ

　　　デキRシタカラ　センセー・オネ汚イ　デ書ルデシH一力　＄テ　イクグ

　　　キクィンデスケド

318F6繰①②センセーースミ9kン揮ti＄ン西ノカクガ

　　　　kvピg一デオコマリニナッヲイ9スカラゴムリデショーガ

　　　スグ　キラ　イクダケナィデショーカ

320F17L②③スミ聴ン，キンジョノ響モテスチョット

　　　オナカガ　ィタイソーダカラ　スク　キテ　クレマスカ

321認闘②②スィRセンガキュー・EH一二万ス罫スグ

　　　キテ　モラエ1スカ

323F2彌②③センセキューピs・・：ンデスノデオ輔イ

　　　シ？X

324・F231・1②③キューgヨv：ンナンデス外デキ融ケAヤ

　　　クキラクジサイ

326M2711＠⑤センセース有センチョットキェーカンナン

　　　グケド　キテ　クレル

327F23L①②　モーーシワケ．アリマセン，ウチノ　スグ　チカクノ

　　　　ヒトガチHトキュー・ピョーナンデスネモーシワケナインデスケ

　　　Fモスグキテイタダケナイデショーカ

329鯖窪4鍼②②チカクニ　トツゼンキューカンガテマシタノデ

　　　　マコトニ　オイソガシイ　トコロオ　モーーシワケ　ナク　オモウンデス

　　　ガスグニ壽テイタグク　ワケニワ　イカンデショー・カ

330謂5L①①聰にサッソクデ筋，ワクシワ窮モク

　　　ニチョーメノ．コーユーモンチ　ゴザイマスガ，スグ　オトナリノ　ヒ

　　　｝ガ　キューーピy一デ　ィ9　チョット，ナこ：シテミエルガ　9コトニ

　　　　ナンダガスグヒトツ　ゴシンサツガ　ネガイトーゴザィマス

331F57L①②キワノヒト淋二Vh二Eヨ橘ニナリマ

　　　シタカラ　スグキテ　イタダケナイデショーカ

332煽29i｛①②センセーカンジャガキュ逝ヨづスダイシ

　　　キュ“　キテ　ィクダケ？とンカ

333M40f“②④イマナニナゴキューEヨー二＞fi勃デ

　　　ワ彦イケト：スグ　キテ　クダサイ

334F87L②③tiメンク粥イ。ワクシザイモクノキ㍗ジェ

　　　｝ロクバンチノ　ヨコヤマト　モーーシマスガ　トナリノ　オバーサンガ

　　　＄ユー：　Eヨーキニナラレタデ　センk一スグオーシン　シテ

　　　モラエンデショ眉雪ネ

335F2袖②③コーーユージ9一タイデア励ラ知クタイ

　　　ヘンダカラ　モーシワケ　ナイケレFダイシキューキヲ　クダサイ

3371ti51L②④トナリノヒ湧テヨーシガワルィカラスグ

　　　　キテクグサイ

338F40L②④センセーグィシtu一ト弼ノカ朔ネツ



　　　オ　ダシテ彦カラ　キヲ　クダサイ

339酎74L②③ピョ・・ニンが馳一ピョづスカラ漸ニテ

　　　ハイシラ　Sテ　クグサイ

341F15L①①スミマセンガキンジョノヒ湧キa・・E’ti・’

　　　ナノデキテイクダケマセンデショー・，V

342’総騙②③キンキューノカンジャが港マシ〃デスグ

　　　　キテクレマセンカ，オネ寿イ　シマス

345M26L①②スミ聴ン’xFキュ功ン獄ケFシキュ・・

　　　キテイタグケマスカ

347FS2M①②キュゼヨーニンデ獅マコにオソシ召マ

　　　スガ　スグ　rt一一シン　シテ　イクダケマスカ

348醗9M②③キューーピy一二踊抄ンが外モスグ・￥

　　　テモラエマスカ

350F37M①②アノートナリノヒトガキュ圭ヨーニナッ

　　　タカラ，スミマセンケドスク　キテ　イタダケナイテショーカ

351F49L②④範一カンデ朔シンデ拗ラセン聾スグ

　　　　キテ　ィクグキタイ

353F22L①②センセートナリノがサンガキュー二Eヨ

　　　ーキニナッチャッヲ，オネ寿イシマス，スグキテ　イタダケ？スカ

354F3螺①②トナリノtwtiビョ昨デ7，Ptラかシン

　　　シテイクグケマセンカ

355紹鴨②③汐セーJKイ？Eンガ，拘ノウチノけり

　　　ノヒ｝・ガ＄ユーピョーグチスグキテクダサイ

35舗31H①⑧ウチノ5ナリノ紗サンガキ㌘ピョサン

　　　デ　ィソイチ　キテ　イクダキタインデスガ

357F23L②③紅董ヨーニンが碧シ〃デスグ豚

　　　瀞工マセンカ

358認4L②⑧t＞セー。トナリノヒ勝キュ曙ヨづが

　　　　スグ　オーシンニ，キテ　クグサイ

359F45H①②アノートコ四ココナンテスケF　S？ツワコ

　　　ーユーフーニ　ナッテ　イマ　ピB一一ニンガ　デキマシクカラ　スグニ

　　　　書テ　イタダケナイデシs一力

380F74L①②キンジョノヒ湧コーコづワル初ラア

　　　ノー　Rコトニ　モーシカネルガ，キテ　ミテ　イクタケンデシs一力

361F68L①②アノーけリノ測サ湧キュー一Ee・・デ）〈

　　　デマコトニ　トツセンデスミマkンケレ蓉モ　キテ　イタダケンデシ

　　　ヨーカ

362総2L①②キンジョノヒけンデスケ陛キz一一カント

　　　三四クキューカンラ㍉ココデコヤジカイニナットルットユーフ

　　　ーニ　ウカガイマシタカラ，アノ甲高ンE一ヒトリノカクデスカラ

　　　　キテ　イタグケマセン方

363kt54L①②スミ聴ン弊キンジョニキz－Est一一：ンガ

　　　　テマシタテ　センセ・一R一　ダィシキユーーヒトツ　キテ　イタジケ

　　　万ショ功

365F55H②④オネガイシタイelz・・EH一・：ンガアッテ
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　　　タノマレマシクカラスグ　オ率寿イシタイ

388F61L①②ワ妙シワ製リノモンデ薄イマ瀬F
　　　コドコノ　F一一ユーカクガキューピョーデゴザイマスノデイソイ

　　　デ　オネガイ　シタイト　オモイマX渉

36？鵬2L①②アノーコンバンワ，アノージツワ，ワタシノ

　　　1・ナリノ　ウチガ　キューーピy一一ニンガ　デキマシテ，ヒトガ　コレナイb

　　　ノデグイリデ　キタンデスガ，センセーキテイタダケマセンカ

368a14，7ixi③⑤キンジョニキュ噸ヨサヒトfjオ勧ラ

　　　スグ　キテモラェンカ

389F47L②③アみ夘ダ甥馳ゼヨサ万ス罫
　　　セヒニオネガイシマス

374F2舗②③キューピョづツデスケドが新ク野イ

375F21L①⑧敷逝ヨ畷激シ効ラ短鰺イタ
　　　ダケナイデシes・一力

377F2811②②スミマtンガ　トナリノ　ヒトガ　iユーEH一デ

　　　スカラミテモラェマセンカ

378F561il①②雪ワン測クスミ聴ントナリノカ蛎

　　　＄x－Es一一デ　コマッテオラレマスノデ　スグ　オ・一シン　シテ　イタ

　　　ダキタイト　オモイRK　デモ　トコ資ガ　ワカラナイト　コマリマスカ

　　　ラ　ワククシガ　オトモ　シテ　コアンナイ　イクシ？ス

379M32il②③スミ詮ン界キュ功ンti．卿蝋モンテ

　　　スグ　オーシン　ネガイマス

380F75L⑨③ウチノトナリニキa－Fy一：ンガアリマλ

　　　デオソレイリマス寿スグ　キテ　クダサイ

383，K，？55L②③キュ吻ン蒲ラかシン：好ク朔イ

384　F22M②③オけリノ卿麹サ爪紅ゼヨー嶽ノ
　　　デオーーシン君ネガイ　シマス

387F54L②④トナリノ紗サ踊キューニカラ勿労
　　　イノ　ワルク　ナッテ　ウゴケナイカラ　スグ　キテ　クグサイ

389F28L②④トナリノヒ湧キュゼヨー拗ラチョット

　　　　イソイデ　モラエマスカネー

390　F78L②④　センセー　ワタシ　イマ　セン赴一ン　トコエ　ク

　　　ルミチデネーコーユーヨー・：．一ヒFガアウマシクケFE’kンk

　　　一イツヲ　アゲマスカ審

392F691，1①③タの凶ンノ瀕一チャンノガアイガワ

　　　ルインデスカラ　サッソクデス淳ゴシンサツ言ネガイイタシマス

3931？23H①②スミ9kン憾トナリノネ・ヒトガチョット

　　　Es一一ら1ナモンテスカラ　オーシンシテイタダケマスカ

395F38L①⑨アノワタクシワタレグレデ層アノワタク

　　　シノ　オトナリノ　カクガ　キa一ピS・一デスノデゴイッショシマス

　　　ノデ　オーシン　シヲ　ィクタケマセンカ

393総騨①②kンセーセンセーマコにナン勤ド逆

　　　キンジョチ　キューピョー・7jテキマシタノデ？コトニ　モーシワケ

　　　ナイガスグオーシンオシテイタダケ？センカ

397斑6L②③スイ吐ン外目ゼヨーニンガd？スノデ
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　　　　流ヤク　タノミマス

39gF2獅②⑧キューEヨーニンガデタ万ス嬬ス孜セン

　　　ケF　ハヤクキテクダサイ

401　F66L②⑧アノ，」アンナイシマXSスグ＄7ク朔

　　　イ

402F62M②③キュ功が劫ラ購溜シ9×
404F4篇②③孜ネ。キi－Eヨー：ンが発ラ，スグキテ

　　　　モライタイ｝スケド。Rットリマスカラ　ワクシトイッシHニイッ

　　　テク彬イ

407F21M①②スイ9kンアノキューEヨー一二湧激シタ

　　　ノテ　スグ　キテ　イタダケナイデシ9一力

4101122H①②瓶一ピョーニンガチカ労SP7f，がニ

　　　　キテイタダケマセンカ

4111｛16Rl②③アノtu・・ifヨーニンナンデス憾スグキテ

　　　　モラ工吐ンカ

駁3F55L①②？コにスミ聴ンケド瀞ナリノ紗ガ
　　　ピg一キデネー，ナントカ　ツ　」一一シテ　キテ　イクダケナイデショー

　　　カ

414撚5L①②マコに割ソガシイノニオソレイリマスケド

　　　モワタシノ　スグ　｝・ナリノ　ヤマダサンガ　ジツワ　キユーピーl・一チ

　　　　とジH一：　ク渉シンデミエマス。オソレイリマスガ　スク　オー・シン

　　　愛シテイタダケルデシS一力

417M49L②④kンk一のワトナリノナ燧サンガピョ

　　　一寄ダカラ　スグニオネガイ　シマス

418F28．M①②アノスミマセン淑罫，アノキューカンナン

　　　テスケド。ジタクノホーエキテ　イタダキタインテスケド。ヤブン

　　　オソレイリマスケド

419F34M①②キューピョー：ンガ　デマシクカラ　スグ　ミテ

　　　イクジケナイデショーカ

420F33L③⑤馳ゼヨー好ハヤクキヲモラxm

423F65L①②アノー労ノネ，朴ナリノカタガイマキ

　　　i－EH一テXカラ，スグニキテ　イタグケ？kンカ

426F33L①②スミ？セン，アノーキューEヨーノヒ湧網

　　　リマスカラ　オイソガシイテスケ客　チョット　キヲ　イタダケナィチシ

　　　ヨ・・カ

428F22H②⑧チカクノヒトガキューEヨーナ万スケF，ス

　　　グ将ク舛イ

429　M42L②②　スミマセンガ　キンジョノ　ヒトガ　ピョーキダデ

　　　　マコトニ　スミマセンガ　ダイシ＄ユー　キテ　モラXンデシH一力。

　　　オ物イシ9×

431F25H①③センセーキンジ9ノカ妨キューピョサン

　　　デ　スグ　キテ　ィクダケ？スカ

432総5～②④センセー，キューカンナが筋スグキテモ

　　　ラエン肋

434F25L②③スミ唖ン，キン湘ノヒトガピョー》カラ

　　　スグキテクタサイ

435F19H②④センセー，アムチ紗ノヒト，＄a－Eヨーナ

　　　ノデ，スグ　キテ　クダサイ

438F69L②③オトナリノちオグアイガvtwfセ＞k一，

　　：iムリオ　モーシRJ〈ケF，Aヤイ　トコ　オネガイ　シマス

438F34L②②　キューカンテスカラ，スミRkン，センlt一一，オソ

　　シイリ9Xケド，オネガイ　シRX

439“1201，1②③セン軒タイヘンナンデス。トナリノヒトガ

　　　・f｝　taいEH一デ　ィマクitシンデイルノデス。ダイシk」シンサツ

　　　ニキテク剃イ

44〔｝F74L①（1）　スミマセンテスケドモ，キューピョーニンデXoス

　　　グ　オネガィ　テキ？センテスカ

躰1F31L②③トナリノコ師エラdネ甥ダシヲ伽
　　　カラ　トニカクイチ｝こミテクダサイ。オネガイ　シマス

443巌8L②②アノースミ娩ンケ吐けリノ．ヒトガキ

　　　ュー一Ell一一デスカラ　スグ　キテ　モラエ9スカ

444F2躁②③＄〉ジョノヒトガキュ逝距ナ万スtrFモ

　　　シキューライシンオネガイシクインテスカ

戯7F20H②③トナリノヒ梼財レタ万ス罫モス欠
　　　　寺テ　モラェナイテスカ

449M49Xl③⑤カンジャノジョーク祷ワルィカラスグキ

　　　テモラエンカネ

450F1騨①②キュ璽ヨーニンが兎シタノデスグカケツ

　　　ケ｝　イタダケナイテシU一力

452鯖59L③②アノーワタシノトナリノウチ粥ンガモー

　　　チH一・デクルシンfイマスカラオイソガシイケF，キテイクダケナ

　　　イ｝スカ

453　F15Sl①③＄a・・Eヨーニンが脚シクケドスグS7

　　　イクグケマセンカ

454罎餅②③キ㌘ピョづツデス。にカク壇クキテ

　　　クダ愛イ

455F3醐⑳①スミ龍ンかけリノ蜘ダ吋ンが馳一
　　　Eヨーニナリマシタノデ　オテスーヲショーガ　スグニ　キテ　モラエ

　　　IWデショ吻

456F1綴②③キ㌘ビョーニンナ万スケドスグキテモラ

　　　エRスカ

4581t131L②③スミ姪ンガ，キZ一・Eヨ・・fスモンデ．オネ解

　　　　シクインテ嫡

459F1踊①②スミマセン弾，トナリノヒトガヒョ橘ナノ

　　　ラ㌧スグ　キテ　イタグケRセンカ

482麗錨②③￥a一一Eヨー鋤ラ形詩モラェマセン

　　　カ

463誌面②③トナリデキューEヨーニン門島シク。グイシ

　　　キューSテクダサイ。マッテオリマス。ゴツゴーナライッショニ

　　　クルマニ　ノツラィキマショー



4841t174L②④ジツワコー1一・ワケ効ラナン湧シ発

　　　　イソガシクヲモ　オネガイ　シマX

聡8F32，M①②FコFコノウチカラタノマ砂ンデス外キ

　　　t－Eヨーニンデスノデ　オーシン　オネ万イ　デキナイデショーカ

467F6獺①②セン三豊甥シイノニオヲスづ瀞イ
　　　マスケF，キンジョニ　キコ．一こ口ーニンガ　」イマスノデ，宕ソレイ亨

　　　マスケF　チョット　ゴソクロー　蓼ガイタインデスケ｝：

468認6L②④等ユゼヨーニンが舜ク万スグ諺ク

　　　ダサイ

470M38ff②④動クノカ妨アノー馳班聖勤ラ
　　　スグニ　等テ　ホシイ。クルマデ　キヲルカラ　イッショ：　ノッラナリ

　　　　スグニ　トニカク　イッシH：キテ　クダサイ

471F32L①①S7；ワ，コー・ユーワ労トナリノカクガコ

　　　一一ユージョータイデスカラオソレイリマスケドスグニキヲ　イタ

　　　ジケUkンデショーカ

473斑9濫1②②スミ費ンケドk一ピョーガが短キ

　　　テ　モラエナイデシH一力

474留20擁②②ア，スミマセンキエー｝三一ーニン寿イルンデス

　　　ケ9チョッ5オーシン＄テモラエマセンカ

476醗舘②④トナリノヒトが紅逝ヨーニナックが

　　　シキューオーーシンネガイマX

477麗翻②③スミマセン弾モ，キュゼヨー二丁芳オル

　　　ンデスケF。チョッ｝・キテクレマセンカー

479醐5L②④チョット，キン滋ノヒ湧＄z一＄ノデハ

　　　重’ク　キテ　クダ．サイ

4801t16M②④アみヒトが紅一ピョサノデスクキテ

　　　　モラェルテシH一・カ

481FB3L①②キュゼヨ湧XRシPfオラスづスケF

　　　モツイチニキテイタダケマスカ

4825f29kl①①スミマセン，キンジョノヒトガキューピョづ

　　　スカラ　スグ　＄テイタタケマセンデショー・カ

483聡4H①②のワ蜘椥サン？iEヨ疇勃チ好
　　　オーシンニ　キテ　ィクダキタイトオYRX

485F4　SL①②マコトニオソレイリマスガトナリ舜，キひ

　　　ピョーガデ≒マシタノデオソレイリマスケドハヤク＄テイタダ

　　　キタイテス

486M43L②②？コトニオソレイリRXケ｝こワクシノウチノ

　　　　キンジョチ　キューピョーニンガ　デマシタデ　kンセー　ワ影イケF

　　　　tr一一シンニ　スグ　キテモラェンデショーカネ

487F29L①②キンジョノシトニ〃マレタ万スケF，スグ

　　　　キラ　イタタケナイデショーカ

488総8L①②雪づンM？Eンガトナリノモ捕揚シ

　　　ンディ勘カラサッソクキテオネガイデキマセンカ

489認9L③⑤チョッ5ホノーEu一ニンガシニソゆデ

　　　キテクレ
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490F50L①②秒E一ワ厨デスケF労ノキンジSiノ

　　　ヒ｝・労）1ワルイデ激ソレイリマスス夢キテイタクケ？kンカ

49エ寵蹴動②ア，勧セーモ・iシワケアリ吐ンヒトツ

　　　・iJ一ピH一：ンナノデ　ヒトツヨロシク　オネガイ　シマス

暴92F27L②④　キュー一｝三聖ーダデハヤク　キテ　クレ。ハヤク

　　　キラクグサイ

494　F15L②④　＄2一・ifヨー：ンガ　デタノラ：，Aヤク　シンサツ

　　　　シテモラ［？XLンカ

495F49L①③イマ淋ナリデ馳一滴一図ンが鋳タン

　　　ダケドモ　スグ　キヲ　イクダケマスカ

496F38L①②ア，スイマセンケドモアノーウチノキンジョ

　　　ノカタガキ2一・：オナカ寿　イタイッテ　モーシテオリマシクモン

　　　f，ヨソノ　オイシャサンニモ　キイテミマシクケド　キテイタグケナ

　　　イデ’スイマセンガスグニキヲイタダケマスカ

497　F21kl②③ワタシ跡コノモ万スケFシキューオ

　　　｝シンオネガイ　シタイデスケF，オネガイ　シマス

498F50L②②　トナリノカクガネクルシンデミエマスカラス

　　　グキテイクダキクインデλ淳

59DF46L①②マ灘にスイマセ甥撫一ヒョー二万スノ

　　　テ，ワククシノ　トナリRデイソイテキテ　イクダケマセンカ

503麗1L②②アノチョットキンジョノモノが馳キュゼヨ

　　　｝ナノデ，チョットイソガシイ　トコロスifR｛ンガrt一一シンオ

　　　オネ演シ覇

5e4罎聯②④アノ，漕ク好クダサもチョットタノマ

　　　レ効ラ

506F41L②③アノ㌦スf9セン＄a－Eヨーニンデスカラ

　　　スグキテ　クダサイ，オネガイ　シマX

507｝141L③⑤キ　t－EH一ニンガテキPfグイシキ」一キ

　　　テオーシン’オクノムデ

5081123L①②スィ吐ンキュモヨーニン弧ケFスグキ

　　　テ　イクダケマスカ

5Gg　F3GL①②㍗のワftwノカ甥熟一ピョづ
　　　　ク彦シンデルカラスグキテイタダケナイデシ9一力

510F18M②③諏ゼヨサ万ス外ス天冠ク舛
　　　イ

512F1蹄②③スィ9kンアノー…・Eヨーニンガデマシタ

　　　ノデ　スグ寺テ　クダサイ

513F3騙①③キン西ノ四点キューEu一ナンデスケド

　　　グイシキ3r　1ネガ／イクシマス

514F28L①②イエノ妙ジョノカクが叡ゼヨづスノ

　　　テスイマセンケ罫　dチドオーーシン　シテ　ミテ　イクダケマkンカ

515F53L②③マコにオソレイリマXfj爵ンジョノカタ

　　　ガキ3一カンデスカラ…・スグニキテクダサイネ

516総8L②③センセー，キューEヨづXマシク万，イチ

　　　罫シンサツ嘘シティタダ串タイ
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5179159M①②濯イソ痴イ5コロスイ9kンガキュゼヨ

　　　ーニンガ　デマシクノデシキューキヲ　イクダケナイデショーカ

518i？4　2L②③センセー一，キューピョーデネ，潜ナリサ湧コ

　　　マッティルンテス。オネカイシマス

519F3簾①②オト粥ノナニナニサンガコー㍗ショー一S7

　　　e－tiスケレド　ダイシーk一　キテ　ミテ　イタダキタイト　オモイ9

　　　ス

522F総L②③K“itン撫一ピョ働ラセンセスグ

　　　オ赫イシマス

525i，13SL②③キa・・ビョーニン鋤ラ，スグキティ妙ク

　　　ヨー二

527F25L①③キュ畷軽鴨ニンナンテス罫スグ好イタ

　　　労遊ンカ

528購m②③k＞k一ワタシノトナリノヤマシタサンノ

　　　オジーチャンガ　コーユー　ジョーキョーデ　ナニナニニ　ナッタ　カゾ

　　　クノ　塾代　ドーーシテモ　ソノー　センセーマデ　コレナイ　ワクシニ

　　　イッテキテ　クレト　イッテゴザック　アノー　カケツケテキ？シクデ

　　　センセーEヒ　クスケテ　ヤッテ　クダサイ

531麗6L③⑤ス蚕桑ン，チカクニ馳畷ヨー二甥イS9

　　　ノテ　スグ　キテ　モラエヘン

533腿8L①②キュ・一Eヨー二湧勲シタがスグ新

　　　　イタダケナィテスカ

534F1翻②③ウチノキンジsノ．ヒトガキ㍗カガス万

　　　　スグキテクタサイ

537附田②④キューEg一：ンダカラかキヲ拶サイ

539瀧4H②③チョ外キューEヨーーニンが涛タンデス拝

　　　　イソイデ　ミニ　キテ　iラエ・Rkンカ

5鈴脚2L②②アノーセンセー？コにト莞ガモ呼
　　　ワケ　ナイグケド　チョット　キンジョデ　キu一・ピョ日盛ン誓　デキタ

　　　カラ，ダイシキューオネガイ　シマス

542翻し①②ワクシトナリグミノモンデ瀞ジツワけ

　　　リノ　ヒトニ　タノマレテ　キューEヨーニ　ナぴマシクンデ，X一シン

　　　　シテ　イクダケナイデシS一一力

5431155L②⑤蜘グレサ甥キューピョー労豚イ妙

　　　キクイ

545罎8H①⑦キュ功が討イマス弥，一ナニ吾ノ

　　　トコロデ　コザィマスガ，センセー　オソレイリマスガ，スク　キテ　イ

　　　タダケナイテ　」ザィマショーカ

549F36L①②センセ・一スイマセンケドキンジョノtwfi

　　　キa一ビヨーナンデXゼヒキテイタダキクインデス，オネガイシ

　　　？ス

548F51M①②ド或一ジジョづキュ董ヨづ塘シン
　　　デオラレマスカラ　スミマセンガ　キティタダケマスカ

551　F45H①③　毒ンジョノ　カタガ　コンナ　フーデ　イマ　ピョ

　　　ーキニカカッヲイ隊イソイデミ7　クグサルヨー二，Eヒオネガ

　　　イィクシマス

552罷職①③ワタシノトナリノカ婿チョットキューピ

　　　ョーチ　イソイテ　3ネガィ　テキマセンカ

554F43H②④　ワクシノ　トナリノ　三型ガ　キューピョーデコ

　　　マッチ渉カラ　スグ　キテ　ィタダ＄タイ

555F50M①③ウチノチカク〃レtiygンノウテノカタ

　　　毒キューピョーグカラ　キテイタダケマセンカ

557F3蝉①③チカクノカタガピ驚鋤ラスグ彰
　　　イクダ＄タインテスケ｝；

558F49L①②トナリノダレ粥ンガキユゼヨーガデ

　　　マコトニ1ソレイリマス寿　スグ　キテ　イクグケRセンカ

561F22H①②スミ鍾ン，アノートナリノカ蛎キュ選

　　　ヨーグソーーデス，ハヤク　キテ　イタグケマセンカ

565眼5L②③けりノカ朔キューーピョサノデキヲイ

　　　タダク　ワケニワ　イキ？センカ

5S8　F15L①⑨アみトナリノヒ5tiピョ疇二励ツテ

　　　シマッテコマッテイ彦ンデスケF　スグ　キテ　イクダケマ盤ンカ

587F2iB②③ワタシノキンジョノヒにキュゼヨ畷

　　　デマシク。スクニ　キテ　クダサイ。ミチオ　オシXRX。ワクシト　イ

　　　ツショニ　キヲ　クダサイ

568F28M①②センセー，アノキュ曙ヨづス7fスグキ

　　　ラ　ィタダク　：！ト　テキナイデショーカ

569観6L①③キューEヨーニガスカラ殴殺イ労ケ

　　　マスカ

570F4烈⑦③魏鋼駆馳一ピョ弓コ：yチョ
　　　ット　コレナイソーテスチ　ワクシガ　ツカイニ　キマシクケド　オ‡カ

　　　イデ碧劫

572F29L①①スミ聴ン弾，オけりノウチノオコガチ

　　　Uット　ピョ’・キニ　ナリRシタデ，スグ　キテ　イクタケRiンテショ

　　　ーカ

575　醒王7瀞①G）　チカクノ　ヒトガ　キューヨーナンデス。スグ　手

　　　ティタグケマセンデショーカ

576驚26暮⑤（§）　ヒジa一ニ　クルシンデマスノデ，ナントカ　シテ

　　　　イクダケマセンカ

578鵜孫①②チョット馳ゼヨーニンが発タンデ潮

　　　ミヲイクダケマkンカ

579鵬錨②②センセーアみダ砂跨ンが熟戒ヨー
　　　ナンデスケFモ　イマクイヘン　オソレイジマスケ1：キヲ　ミテ　モ

　　　ラエ？スカ。オネ毒イ　シ？ス

581F5翻②③チョットトナリノカ甥八議ヨづ籍

　　　ラセンセースグ＄テクダサイ

582醗窩②③＄3－Eu・一斗ンデススグS7ク射イ

583F61L（1）②Rコ5ニオソレイリマス汚センセーゴキンジ

　　　ョノ　カクカ　串ユ一匹ヨーナンfスデ　スグニ　キテ　イタダ毒クイ｝・

　　　　オモイマスガ　だネガイ　イクシマ7・…　ナントカ　オネガイ　シマ



　　　ス

584F19H②③ス孜センキュ功ンナンデス外オ勅イ

　　　シマス

585F45L①②キンジョニkvEヨーニンガデ麹シタス

　　　グィラシテ　イタダケマセンカ

588k13611③⑤セン山隠ルイリマ踊アみトナリノ

　　　庸王ガ　キz一・巨ヨーグデ　ダイシキュー　オー・シン　ネガイタイ

587F1＆M②③紅一ヒョーニンナンが罫スグ意解

　　　シマス

588厭厭②③妙シイツモオセワニナッテルアリ好ス

　　　ケFモ　トナリノヒトガキZ“｝三9一チコマッテイラッシt・rgモン

　　　テスカライッショニキテ　モラエマスカ

590F33M①③コチラマデホンニンガコけイノデスグ＄

　　　テ　イクダケナイデシ9一力

591F28L②③ジュー外デスカラAVク彰ク粥イ

592隅瓢②④スグキテク粥イ

593F36L②③キュ畷ヨーニンガテマシ勤ラオネ醒シ

　　　R7x

594F49L①③アノートナリノヒトがEヨ・・キデスカラダ

　　　イシキュー　センセーーオネ薄イ　デキマセンカ

596F29M①②トナリノムス薄ンガビ靴彰ソげワ

　　　ルインデスケドスグ　キテイクグケマスカ

597F37M①①アノー夘ルノトコカラ男マけ紗
　　　ンチスケFキa一一Eヨーデスノデジイシー3・」・一キテイタダケマセ

　　　ンデショ功

599F48L①①センセースミRkンケド潜ナリニキュ噸

　　　y一ニンガ　デキマシタノデス夢　キヲイクダケマセンデシH一力

600F27L①②スミマセン拝キュゼヨサノデスグサ

　　　　イクダケマセン満

席ゆずられ　　（109）

002罎9L②④アリガタ初ツ彰弱マスカラ

003F43L②①刃躰一醇孜X。コノツ野溺マX
　　　テ　アリガトー　ゴザィRX

OO5　M261｛＠③ケッコーデスヨモー號ノエ将オリマス

　　　カラ

006総◎B②③ツギデオリ以カラケッコーチスヨ

009F38L②⑧ツギデ溺マ勅ライづス
011　F42M②②コンドオリマスカラケジコーデスヨ。アリガト

　　　一瀬孜沙

◎12腿4L②③スミ聴ンマー衣スグ測マ肋ライ
　　　ーデス

015F38L②③スミ艶ンイづスヨジキオYIX”ラ

017F56L②③コノツ野AY　IXhラケッコづス
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018F3931②②アリ那一ゴザィマスモーツ鍔別覗

　　　カラ　ケツコーデX

O20鵬8L②③ド哩アリ淋一饗ノエ好心マスカ

　　　ラアナタカケトッテクグサイ

023F48L②⑨アリ淋一酬マス輝ノエキノオリマ
　　　スカラ　ケッコーfス

024F17｝1②⑧：＞Fオリ9Xカラゴコーイグケデケッコー

　　　テス

⑪26F69L②③セッカクシンセツニソPtイッテクレマスケ

　　　碁　コンドノ　エキデ　オリマスデ　ワルイケド　カケトイテ　クレヤス1

027』12劉②③イづスヨ，孜ツギデ別マスカラ

029　F30罰②②　ドーモアリガトー　ゴザィ9XQセッカクデスケ

　　　ド　ツギデ　オリマスカラ

030M17L②④ツ靭エキデオリマXhラ

G33　F48M①①ア甥トーゴ齊マXケドスグy’＄ノェキ

　　　テオリマスカラ　ケッコーデゴザィマス。匹一ゾオスワリ：　ナヅ

　　　テク朔イ聴

035F4鞭②⑨アリガトー騨召ス。ワタシツ彰別マ
　　　スデ

e36　F66L　NR
O38　F4闘②③ド哩ゴシンセツニアリ那母マ。輝ノ

　　　エ＄デオリマスノチケツコーチXアiJti　l・一

⑪39罎1L②④饗ノ潜血ツギニオリ纏デスグオ
　　　リルデ　アンタ　カケトイテ　クダサイ

⑪4iF471｛①①アノゴシンセツニアリ掛一溺イマスコ

　　　ノツギノ　エキチオリマスノデケッコーデ　ゴサ’ζマX

G42　k12bL②③アー衣デスヨ饗ノエザ弱マX

O43　F63L②③Xグソコデ溺マ渤ラケッコづス

045M19L②③短溺マスカラケッコづス

046F72L②③ツギノ工槽効イ万スグ溺マスノデ
　　　　ドーゾ　カケトジテ　クダサイ

047F40L②⑧ツギノエキデモー溺マスカラケッコづ

　　　ス

048　継81L②④　スグ　オリルデ，アリカト・一

〇50F8鴨②②スグ溺覇カラケッコづスアリ淋一

　　　弱イRシタ

052F58H②②セッカクカワッテイタ舛マシテモ瀬t

　　　リマXカラ，ゴシンセツニアリガトーごげイマス

053F3311②⑧薩アリガトー，荘ツ彰別マスカラ，

　　　ドづ

05勲18傭②②ド唖スイ聴ンアリSF・・ゴザィマ層

　　　モー　ツギノ　エキデ　オリRスカラ

056F2S｝1②③ツ彰エキテオリマスノデ，ケッコづス

05？総鋤②③アリ跡一スク磐ノ工好オリマスカラ

　　　ケツコづスヨ
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1◎59　M24H②③モースグオリマスカライ帆掛

OBO囎2L②③アー饗ノ工惣別覇カラケッコ号

　　　ス

G63　F25L②⑧ドーモアリ解職。スグオリマ勅ヲイづ

　　　スヨ　F一ゾカケヲィテクダサイ

065F30L②③アノ肋力労ス弊蟹デ溺マ納ラ

　　　ケ弧づス

C66　F3舗②⑧コシンセツニア甥トーネー発コノコワ

　　　　こ1ン丼オリマスカラ　タク赴テクダサイ

068F38L②②アみコ淋スグオリマ渤ラモー狗
　　　コーテス。アリガトー　ゴザィマシタ

069M29M②③モースグ溺マスカヲケツコー・fXヨ。ドー

　　　モア勝トー

071M52L②③イヤワタシャー懸ノエ朽オリマスデ，

　　　R…F一ラ

073　F23，el②③ツギデSVマX7f．ケッコづX

O74寵8R⑨③スグオリマ渤ラドづコェ凋ヨナク

　　　カケテテクダサイ

075　F34H②②アリS5一漸費ス。ツ翻工朽オリマ

　　　スカラ　F一・）；カケトッテクダサイ

077F39L②④モースグォiJMhライづス

078F30L②③コンF／AXテづオリ四隅ラケッコ
　　　ーテス

980鐸11舖②③饗モーオリマ刃デケッコづ勉ラス

　　　ワッティテクダサイ

084M47ff②③アリガトー。励クデスケlxFモ，ツギノ爵

　　　テオ聖劫ラ

◎8SF27L⑨③アーケッコづス。アノ饗ノエ諺溺

　　　？スカラ。ドーモアリガト瞬

087iM25M②③ド逆アリ瀞一。瀬瀞マスカライーチ

　　　スワ

089構2H②②ド哩刃ガトー㍗ツギノ爵デ沸
　　　マスデ　｝：一モアリガトーゴザィマシタ

090F16轟②③懸ノ姓デ別マ肋ライづス
｛｝91　赫61L①（i）アノクイヘンキョーシュクテスガ　アリガトー

　　　　ゴザイマシタ。ツギデ　オリRXカラ　アリガ｝・Ptゴザィ9ス

092　F171t1②②ドーモアリガトーSi｝tマスデモツギテ

　　　オリ玖カラ

093F89L④①スグソコデスチヨー溺イマス

095F18L⑨⑧ツギデ測でスカラヨロシイガア甥トー

999M28L②③浄ジ駁・溺マスカライづλ

097M39M②③モー識別覇デ二等シ春ス

098F37乙②③ジキオリマスカライ壁スヨ

099鵬6L②④モースグ労卸シイ畝

エCO晦翻②③イエスグが覇万ケッコづス

101M33kE②③饗デオリマスカラヨロシ谷スFづ

1◎2F16湧②④ツギチオリ浄カラケッコーテス

104，顛27鱗②②　アー　F一モァリガトーごiザィ？Xデモッ

　　　ギニスグオリマスカラ　｝：一・ゾスワットッテクグサイ

105F30L②②セッカ労ス外コンドォリマスカラアリガ

　　　トーゴザィ厭

107F18M②③コノ饗ノ取テづオリマスカラケジコ

　　一・テス

憩8越美②③アノスグオリマスノディづスヨ

110F15L②③モー磐デオリマスカラスワッ河テクダ

　　　サ♂

111M341｛②②アドーーモアリ寿トーコザイマスツギオリ

　　　マスノデ　F一一ゾソノママオカケクグサイ

113罷翻②③ツ擶オリマスカラケッコづス

116罷驕②③薩甥1トづモ聾二甥マスカラ
　　　ケッコづス

1エ7F31L②②Eッカ労スケドモーコ捧オリマ肋ラ

　　　ワずワifスミマセンデシク

120薦9L②③ソリャ若噸アリ淋一スミマセンコノ

　　　ツギオリマスカラ　ドーゾソノママニシテオッテクダサイ

122　M5611②⑨ア，ガクセーサンアリガトー溺イ覇コノ

　　　コモワククシモツギノ　エキデオリマスノデ　ドーゾ　ゴエンリ

　　　ョナク　コシカケラクダサイスグ耀リマスカラ

ユ23F18M②③欝デ籾マスカラケッコづス罫曙ス

　　　ミ9kン

125麗59②③ド通スミ逓ン靭タチワ磐ノ融デ
　　　オリRスカラ　イーデス

126雛4L②④マ，ソノサぢオリ艀ワ解ケンアリガ

　　　トー一

127．k12851②④イ貿ヤツギニオリ艀ケッコづス

128F25，M②③アリ溌一発ツギニltJR）Cカラケッコ

　　　ーテス

エ29M22M②③モーシワケ貿ンデスガツ窃オリマスノデ

130F36L②③スグ別マスカラケ・；　：一fス

132F85L②③モースグォリマがヶッコづス

134i173L②③ワタシワスグわ動ラモーカケン萱

　　　イーテ　アリカトー　」ザィマス

135F38L③⑤アー宏一チャンド逆アリ淋一ネuノ

　　　スグツギノXキデオリルケF

137F57L①①アノ，セッカクデアリ掛一溺イマX，セッ

　　　カクチスケドモ　コンFノ　エキデ　オジマスカラ　ケッコーデ　ゴずイ

　　　マス　｝＝一ゾ　オスワリクダサイ

ユ38F37L②⑧ツ野幌リマスカラケッコづX

ユ39　M71L②②　」シンセツニアリガトーモーコノツギデ

　　オリルテスカラ　ド・一ゾアリガトーゴザィRシタ



140F74L②③ジ紅オリ肋ライづスヨス〃労ヶヅ

　　コーーテス

141輌22襯②②　ドーーモアリガトー一ご1ザイRスワタシワツギ

　　ノ　工婁デ　オリマスカラ　F一ゾスワッテテ　クダサイ

14，3　M53if②⑧Eッカクデス界聾ノエキデ別マスンデ

　　　ケジコーテス　ドーモ

144瓢踊②③アーアリ淋一ケッコづス磐一オリマ

　　スカラ

146　F35｝1②②アー懸デオリマXF畷アリ7i5一サマ

147F3闘②③スミRkンスグAVマX9イづス…・ア

　　　リfi　F－

149F40L②③か一三デ勿コづX
15GF67L②③ツギノX＄デ瀞マ肋ラネェづ鷺

151ii68L①①アード畷ゴシンセツニy：F：F一モ

　　スイ9セン　ドーモアリfiトーーゴサイマス　ワタクシモ　スグコノ

　　　ツギノエキデゲシャ　イタシマス彫ノデケッコーチゴサイ9ス

　　デ　ド・一ジソノママオカケ挙ガットッテクグサイ

152囎繍②③イヤツギスグオリマ劫ラ蓼づスワッ

　　テク粥イ

153M32M②②スグ饗ノ訪デ別マ肋ラケジコづ
　　スアリガトーコザィマシク

155　F47L②②　アリガトー　雪ザィRX　デモ　ツギニ　オijRX

　　カラ

156F73L②④ジキニ1リ艀スカラ。F”」

1531125L②③ツギニオリマ劫ラドづスワッテク搬

　　イ

159F20L②③懸ノエキデ籾マスカラケッコづス

161F61L②②アリガトー薄イマス縛ノエキf別マ

　　ス

i62　F20H②③コノ響ノエキデ溺マスカラケ匁づ

　　ス

164羅2L②③ワタシワ潮型マスカラ1－Eスミ妓

　　ン

1S51116M②④饗オリマスノデ

168F62L②②セッカクデ　ゴザイマスケFツギデオリマステ

171F23L②③ヶッコづスヨッ野オリマスデ

173F44L②④　茎一モアジガトーツギデオ夢ルチ　ケツ＝！一

　　テス

174F81L②③モースグオリ”・Khラドづ助認ナ

　　ク

176　M21L②③　ツギノ　エキテ　オリマスカラ　ケッコーテ；く

177F24M②③モー號ノエぢオリマスカライづX

179F74L③⑤キバク効碧ニオリ紗デ

180醗5L①①アリガトー薄孜スVPク源モワ：ノ

　　ツギノ　エキデ　オリマスノデ　F一一ゾオカケニナッテイテクグサ
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　　　イ

182F32M②③ツ脊朋覇カラ狗コー獄ヨ

183F23鍼②②ア　ドーモアリガトーゴPイRXテモヨロ

　　　シーンデXヨツギノエキ｝モーオリマスカラ

エ鍵F4斜②②スミutンセジカクデス弊醤オリマ）〈h

　　　ラアリガトーゴずイマシタ

エ85F3器①①マー．客逆アリXF一一瀬盈ス努ノ

　　　エキデオリRXモノデスカラケッコーデゴサイマスケレド　F一一モ

　　　　スミ遊ン

エ86F3脳②③F－5　XdRkンスグオリマ肋ラ。ツ野

　　　　スグオリ9スカラ

188聡5L①②tl，R：トニオソ四リマス，デ層，ワタクシ

　　　ヲ　ツギノ　テーりivジョデ，オリマスカラ　マコトニゴシン堂ツワ

　　　　アジガトーゴ憂リマスPvti，オキモチダケ　イタダキマX

189F2βL②③ツギニ溺マスがケッコづス

191粥25L②②アジガトーコザイマスツギノエキデオリマ

　　　スンデ　｝こ一モスミマセン

192F1翻②④ケッコづX

194F20涯②②アッド座スミ娩ンア甥トー薄イマ

　　　スlj．．スグコノ’ツギノパステーデオリマスノデネケv：．．

　　　テスカラオスワリ　クグサイ

エ95M44M②③tiシンセツニアリガト・・、コ渥オリマ勲ラ

　　　　｝：一ゾカケテクダサイ

197h172L②④マーイマスグオリマスデ

198　F15M②③ツギノェ好弱マスカラ，rづスワッテ

　　　テクグサイ

199F4錨②②ド逆スミykン杓力労ス外饗ノ
　　　エキラ：オジマスノデアリガ｝・一　ご1ザィマシタ

200斑翻②③コノツぢ溺マスカラケッコづス

201k129M②③アースミ吐ンツギデ瀬オリマスガ

202F70L①①ドーモスミ読ンデ溺イマスF一・モアリ

　　　カトー」ザィRスコシン駐ツニ　F」モアリガトーゴザイマシタ

203F49L②②ド畷ゴシン樽ニスミ9kンガワクシタチ

　　　スグ　オリルモノデスカラ　碁一ゾ　ゴシンバイ　ナクアリガトー

　　づ塀マシク

204・総OL②②アリ淋一三執スグ饗ノェ斬
　　　オリマスカラ　ドーゾ　」シンパイ　ナサラナクヲ・…

205F85L②①アリガトー溺イマスガワタシワコノスグ

　　　　ヲギチ　オリマスカラ　ドー・E　アリガトーゴチイマシタ

206　闇64L②②　アリガ5一コザィマXセッカクデスケFモ　フ

　　　ギノエキデオリマスデ

207　F49M②③ケッコづス。ツ鍔溺マスカラ

209F15L②③アリ赫一樽力労勅ツギノエ彰オ：

　　　リマスノデイーデXスミ9セン

210F23L②④スグIV　IXIfラ
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212F23H②②アリガトー溺資ス。號ノ躊デオリマ

　　　スノチ　ドーゾ，ソノママ　オスワリ　クダサイ

213F31L②①アー9一モアリガトー弱イマススグツ

　　　ギノ　エキチ　オiJ？Xノテ　ケッコーデス　F一モ　スミマセンデシタ

215腿1L②③響ノェ野洲マスカラljgシ谷ス

216F26M②③塀ノエキデ卿マスノデドーゾカケヲイ

　　テク朔イ　　　　　　　　　　　．

218F58L②③セッカ労スケレド，コノツギノ’工高オリ

　　マスカラ，ドーーゾ

219醍9L②④セッカクダ拝スグツ朽オリンナランチ

　　　　トシヨリノ　カタニ　ユズッテ　アゲヲ　クダサイ

220M41M②③アツギニ測マかケッコづスヨ。スグ

　　オリマスカラケツコーデス9

221　醗56罰②②　セッカクノオココロザシワ　アジガクイデスガ

　　　ツギノ　こ〔キデ　オリル　コトニ　ナツテオリマスノデ　アリガトー　：ゴ

　　ザィマシタ

222F26L②②　スミマセンネー　アリガトー　ゴザイマX。セッカ

　　クナスケ露ツギオリマスカラ　ケッコーチスH

223F63L②③ジ駿弱マかケッコづスヨ

224麗1L②④モー澱洲騨拶，イづX
22Z　F28M②③アノーケッコづXヨスグ聾デオリマX

　　万

23GF37H②③F－E　）’リ四一訊グオリマスカラケッコ

　　づx

231麗3｝｛⑧⑤アリ泌㍉イーV，ツ将溺肋ラ

233F25L②③アノスグオリ訊カライづス

23S認錨②③アー刃欝一㍗聾脇目リ覇チケ
　　ツコ・一テス

237踏38紐②②アリガトー」ザイ？ス，スグツギノエキデ

　　オリマスカラ

24◎閑20踊②②アリガトーコザイマスが’￥ノエキデオリ

　　？スカラケッコー・デス

242it131M②③セッカ労スケド聾ノ爵デ弱マスが

　　　ケツコーデス。ドーモアリガトー

243総3L②⑨アリ淋一がツギSiJマ7，カラケッコー

　　テス

245総2L②③コン臼エキデ刺励ラセッカク弧罫

　　　ケッコづス

248二巴②③スグ聾ノ工彰オリマスカラケッコづ

　　ス

248MsSL②④ワタシワ聾ノ工好編リ励ラケジコー

　　デス

249F42H②⑧モースグデがヨロシイ菰ワ

250M22H②③ツギノェ朽瀞マスカラ，ドーゾ，〃ママ

　　　コシカケテイテクダサイ

251　F36紹②②　アリガトーゴザイマス，｛：ッカクデスケドツギ

　　　デオリマスノデ，ケッコーデス

252F28騙②②アリガトーコザイマス　テモ　ツギオリマスノ

　　デ　F一一ゾオスワリクグサイ

254F32L②③スグ饗ノエキデ籾覇カラ…・イーデ

　　ス

25SM24K②④匹通アリ四一，ツギデ．わ励ライづ

　　ス

2585134M②③刃ガト㍉ツギノェS騨マスカラ

280F35｝1①②スィマセンツギノエ好溺マ渤ラ，　F一

　　モスイマセンデシタ。F一ゾ　オカケン　ナッヲ　クダサイ

261艦2L②④スグオリ；励ラ，イづスヨ

282轟轟②③スグツぢわマスカラavシイ菰

265麗日②③ツ将ttJマxptラケッコづス

266　F22M②②　アWガトーーゴ憂イマス　ツギノ　エキテ　オリマ

　　　スノテケッコーデス

287蒲39瀦②②イヤアノモースグツギデオリマスカラ，

　　　ヤ　ドーモアリガトーゴ憂イマス，ツギデ）ξジマス

2691159L②②刃ガトーtiPtgXfi，スグツギデォ狡

　　　スカラドづ

270F28H①①スイ聴ン，モースグ測マス万ケッコー

　　　デコザ召ス

271鵬2L②③薩アリ那一，アノツギニ溺マスカラ

　　　ケッコづス

272F3繍①①アリ瀞一門衣スアノ聾ノェ拶
　　オリマスノデ　ケツコーデ　tiザィ9ス

273F27Yl②②アリガトー」ザイマスダケFツギノエキデ

　　　スグ　’2り　17sSJラ　スワツラィ7　クダ．サイ

275F5σL②③ハ｝コノツギニ溺マが，ケッコづス

278F22L②③聾別マ肋ラケッコー。F一モァリ於

　　　’弱イマス

278瓢1L③⑤ア，ツギニオリ彫イーy・一

279F60L②②　F一モアリPtトー一」ザイマス

281F33i②③スグオリRXカラケッコづス

284F3綴①②刃茄一弱イマス。スグツ滞オリ杁

　　　カラ　i：一ゾ二三ケナッテッテクダサイ

285総州②③セッカクユズッテク列揖シクケ圷モX

　　　グ　ツギノ　エキデ　オ夢？スノデ

287F23H②②　F一モアリガトーゴザィマス　テモツギノ

　　　エキデオリマスノデ

288融7H②④アリ淋一X「？饗ノ爵テオリ励ラ

　　　ケツコづスヨ

290F41H①②セ朔ク畝ケ郷ツ春測マ肋ラド・一

　　　ソ　オカケン　ナッテヲ　クダサイ・…　アリガトー　ゴザイマX

291F249②①F一一モアリガトー弱イマス，アノ弾ノ



　　　エキデオリマスノデ，アリガトーゴずイマシタ

292F2111②③スグツギデオリマスカラ，ケッコづス

293F22Yl②⑧スグノェ朽オリマス万ケッコづス

294FlgFi②③セッカクデス外ツギノ工唇オリマスカラ

　　　　ケ帽づス

296，M33L②④アーアリガトーツギデオリルデ，ヨロシイデ

　　　ス

297F48L②②モーコノツギオリマスカラ，アリガトーーゴ

　　　ザィマス，ケツコーデス

299k135H②⑧ツギノ潜デオ二三ラ、Fづスワッヲ

　　　テク朔イ

300F4SL②④1majラモーケッコづスワ

302F58L②②　アリガトーコザィマス…。スグオリマスデ

303F55L②③アリ恥ス孜セン弥一型マ勲ラ
　　　イづスヨ

30511331－1②③モージキオリマスノデ，F一モア彌・一

　　　ケッコづスガ

306F3孫①①ア勝トー弱イマスツギデオリマ刃デ

　　　ケツコーデゴザィマス

308澱脳②④モースljfxカラケッコづス

309　F25”②②　セキ　ユズッテ　クダサッテアリガトー　ゴザイ

　　　マスデモツギノ　ェキfオリマスノテケッコーテス

311F2翻②③アS一モスィマセガス界モースグオ

　　　リマスノデソノママデケッコーチス

312認3L②④饗ノエキ勘ラ，イーf7，ヨ

31鰯34鵠②③アノモーコノツギノエキデ肋ラ，ツ蒋

　　　　オリマスカラsl：一一ゾモースワッテテクダサイ畳目シイヲス

315F3錨②③蓉逆yリガトー饗デ弱マ渤ラ1；・・

　　　モアリガトー

317Fk！　8L②②　セッカク　ユズッテ　イクダイタンデスケFモツ

　　　ギノ　：£キデ　オリマスカラ　F一モ　アリガトー　ゴザィマシタ　こ奪シ

　　　ンセツニ

318F80、④①F・一モアリ淋“薄イ17，ケドワクシス

　　　グ　コノ　ツギノ　エキデ　オリマスカラ　カケテ　クグサイマセンカ

　　　シンセツアリガトーゴザイマス

320F17L②③ツギノェ好オリマ肋ラィづスヨ泌

　　　西砂サイ

321認訓②⑧アリ撚一，ワタシタチワ饗デオリマスデ

　　　ケツコづス

323F21Sl②③F一モアリガト｝塀ノ工朽別マスノ

　　　テケツコづス

324F23M⑨③スグオリマスカラケッニづス

32B麗7H③⑤アリ泌ネ輝ノエぢスグオリ励ラ

　　　イーヨ

327F23L②③F通，甥漁㍉ワ解罫瀬ツギノ
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　　　AXテーデ　オリマスカラ　アリガトー

329罎鰍②③ワタシスグ塀ノエキデコーシャス湿

　　　デセッカク　ユズッヲ　クダサルンダケドモ　ソノ　ヒツヨー　アリマ

　　　セン7f

330M75L②①バー，ド哩アリ那一瀬イマスkッカク

　　　グガ　ツギデオリRスンタカラアリガトーゴザィマX

331F5？L②③ジキ刈マ渤ラ，ケッコづスヨ

332麗9H①②アリガトー討イマスシカシ聾ノエ将

　　　　ワタシドEワオリマスノデ　F一ジ　ユックリ　2カケニナッティ

　　　ツテク舛イ

333M40L②④コンドスグ輝ノエキデxur／7“ソノマ

　　　マスワッ｛・ッテ　クグサイ

334F67L①①ワタシvモwスクニク励リオリマ7，hラ

　　　　ケッコーチゴサイマスゴシンセツ　アリカトーコザィマス

3351？2711②②　F一モアリガトーコザイマシタツギデオリ

　　　マスカラコノママタクセテオキマス

337鞭L②③アノスグツ脊オリマスカラケッコづX

338F40L②⑧セッカ労スケドツギデ1ewスカラ

839　1t7ilL②③　ワタクシワ　スグオリマスカラネ　F一ゾ

341F15L②③ワクシワツギノ涛リa一ジョデオリ訊ノ

　　　テケツコづス

342頴35玉②③ツギオジマスデ，イーデス

3451126L②③モースグ鋤ライづスヨ

347　F62M②①マコトニアリ淋一ゴザイマ肪嚇ノエ

　　　キチオリマスカラドーーモアリガトーゴザィマス

348M19M②③F一モアリ螂一。ツギノエ彰別マスノ

　　　デヨロシイ淑

350F3闘②④アノーツギニオリマXIJラ

351F49L②③㍗ツギニ・オリマ肋ラケッコづス

353F22L②⑨イづスヨスグオリマXhラ

354F3蝋②③アリガトー，ツギニオリマスカラケッコー弧

355濾孫②③スィ聴ン，ツギノ爵デオリマスノデ，カケ

　　　トッテク殉イ

356鱒3114②②　F一一モ　アリガトーこコザィマス。セッカクテスガ

　　　　ツキノエキデオリマスノデケッコーテス

357F23L②③スグ別マスカラケッコづス

358鵬4L②④スグ溺ルデ。ケッコづス

359　F4　51．．i②②　セッカクデスケド　ツギデ　オリRXカラ　F一ゾ

　　　　アリガトー　：iザィマス

38GF74L②③ツギノ工脊オリマスカラドづソノママ

　　　デ

361F68L②②シンセツニア甥トー翻イマスケドィマ

　　　スグオリマスデ

382it132L②③ツギニオリマスカラ。ケッコづス

363総軋②③ケジコづスヨ，スグ別マスカラ
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365F55｝｛②①マコトニ　アリ薄トーゴずイマスケFイマス

　　　グツギノエキデ’1リマスカラセッカクデスケFアリガトゴ憂

　　　イマシクネ’

366F61L②①ゴシン旋ツニクイヘンアリガトー」ザdマX

　　　ガコノツギデオリマスノデアリガトーご酵イマス

397穰42L（麗）ゴシンセツワ　F一モアリガトー，ツギノ：〔キ

　　　デ　オリマスノテ　客・一モスミマセンデシタ

368鵬71⑫④かオリ拗ラモーケッコづス

369F47L②③引声づヤン，シンセツニをモネー磐デ

　　　オリマスカラ　ドージ

374　F23M②③モースグオリマスノデヨロシイ菰

375F21L②⑧ツ鍔別マスカラケッコづX

377F2鎌②③ツぢ溺マスカラドーーモスミ聴ン

378F56，M③①ド畷コシンセツニアリガト端野イマシタ

　　　　テモツギノエキチゲシャイタシマスカラケッコーデゴ壬グィ

　　　マx

3791t132H②③セッカクデスケFUギデオリマスカラヨロ

　　　シイテス

380F75L②①ゴシンセツニアVfi　5一‘野イマスuノツ

　　　ギデ　オリマスデ　ドーモ　アWガトー・ゴザイマス　オカケ　クS59．（

383it155L②③スグツギノトコデAVマスカラケッコづ

　　　ス

384F22M②②　アリfiトーーゴザイマス，テモ　ツギニスグ　オ

　　　リRXノラ：慕一ゾオカケクダサイ

387F54L②②ゴシンセツニア甥トー薄イマ潮ツ彰

　　　オリマスカラケッコーデス

389F28L②④アースク助ラヨ酬蕩ワ

390F78L②③アノスグソバデオリマ肋ラアシガフジ

　　　ューダデグマッテタッテタホーガラクテスカラ　Xグニネワタ

　　　シオリマスチゴシンセツアリガタイデスケF，ケッコーラix

392F89M①①5シ＞tv’ニアリ淋一粒孜X。野ノ

　　　エキデオリマスカラ　ケツコーデゴ憂イマX

393F23K②②アリ掛一ゴ1『藻潮ツギノエザ別
　　　ヌスカラ　イーデス　ドーーゾ　カケテ　クタサイ

395F38L②②刃掛一弱イマス。輝ノテーリx一一ジョ
　　　チ　オリマスノテ　」シンセツ三　ドーーモ

396総馴②③アーアトモセッカクノゴコーイグ外モ

　　　スグ　トナリノエキデ雲リマスカラアリガトーアリガトーF一一

　　　モ　スミマセン　スミRセン

397M6L②③スイ疑ンケF聾ノ工将オリマス万

399F2獅②②ツギノエキデオリ覇ノデ，ケッコづスF

　　　一モアリカトーゴザ（？シタ

401F86L①①アノ，スグ測以テケッコイ薄イRJ〈

402F62淵②②アリガトーゴザイマスケFモースグ言リマ

　　　スカラ

4⑪4F47M②③アースミRkン。ツギニオ粥砺，ケッコ

　　　づス

407F21醗②②マP・F一モスイ？セン　テモスク　ツギデ

　　　オリマXノデアリガトーゴザイマシタ

410M22H②⑧ア“ケッコづスヨ。ツギ，スグ測マスカラ

姫1磁飾②③イづス。ドーゾ励ゼナク。F壷ツ翻

　　　　工キデオリマスカラ

妊3F55L①①アノーセッカク淑ケF　Ufiコノツ野

　　　オリマスカラケツコーデゴザィマス

414鵬5L②③ア丸優マコトニアリガト㌔セッカクセ

　　　キオ’ユズッテイタダイテヒジョー：アリガタインデスガツギノ

　　　　エキデ・オリでスノデ　ドージカケテ博ッテクダサイ

417M49L③⑤アースグニtijJbhラナー，モーイづ

4181？28M②③アスミマセン。アノツギノエ彰オリルン

　　　デスケF

419F3醐②③アノースグオリマスカラケッコづス

420F33L②③モースグオリ覇デケッコーデス

423F65L②②　アリガトーゴザイマスケン，スグ　ツギデ　オリ

　　　マス

426F33L②②アノーワクシタチワツ野別マ渤ラX

　　　ミマセン，ゴテーネー・ニアリガトーこげイマシタ

428F22H②③ツギノ潜デltv　IXhラ，Uilシイガ

429隠2L②③ド嘆スミマセン。モースクXVマXhラ

　　　ケッコづス

431　F25H②④　ドーモアリガトー。デモ　ツギノエキデ　践リ

　　　ルカライーチスヨ

432M35M②⑧アリ於一。アノツギデ瀞覇カライーデ

　　　スヨ

434F25L②③アPtアリ淋一ゴザイマX。甕ツギノエ

　　　キテ　オリマスカラネ

435F19H②③スグオリマス万ケッコ弓スヨ

436F69L②③アノー，スグオリマスデ，ヨロシイ露

438F34L②③軒ヒトツムコづオリマスカラケッコー

　　　fス。ドーゾ，’A7sワリ　クダサ（

439A129kl②③ア，イづスイづスド絶スグオリマX

　　　カラ，アナタ　ソノRマスワッテテクダ雪イ

轟GF74L②⑨フスぢ層アリガトー討菅スカラ、游

　　　：オリマスカラ，スミ9セン

441F31L②③アノ感触ノエ野オリマスカラケッコー

　　　テス

443M8L②③スミ費ン外モ，聾ノェぢ別厭ヵラ
　　　　石玉シイデス。マコトニスミマセン

444F22鵠②②ツギノエキデオリそスカラ　アリガトーコザ

　　　イマスケ｝；ヨ資シイデス

447F2◎H①②アリ漁一討イマス。発塀ノ姓デ



　　　オリマスカラ　ドーゾオカケニナツテクグサイ

449醇14脳③⑤：7游デ別艀ソノママシFッテク

　　　レ

450F19｝1②③アーード亮アリ躰㌔発抵デオ狡

　　　スノデ　セッカクデスケレFモ

452M59L②②」シンセツデスガ，ワタシワ　ツギノXキデオ

　　　リマスカラ，ヨロシイテス。アリガトーごげイマス

453F！駆②③ツギノエ管画聖スカラケッコづス

454罎9矯②③スグオリマXhラ。Fづ

455F3翻②⑧ドーモアリガトー。セッカ労スガツ＄fX．

　　　り獄が

458F1脳②③縛ノ工好オリマスカラモーケッコづ

　　　ス

458k131L②③モーコノツ拶オリマ潮ラヨロシイ畝

459F171t1②③ツギノエ朽オリマスカラケッコづス

462紐3淵②③アリガトー荘スグオリマ抽ライづX

　　　ヨ

463麟58舗②②アリガ｝・一コザィマス。モーツギノ　エキデ

　　　オリマスノデ　グレカニ　ユスッテ　アゲテ　クダサイ

4S4　iM7s！L②③コ附ンh’ナ，トニカクシンセツニア外ク

　　　lxYgケドワシワスク　トナリデオリマス。｝：一ゾアンタ　オカケ

　　　ヤス

468F32M②②F一モアリ跡一ゴザィマス。ツギデオリマ

　　　スカラ　ケ・）3一デX

467F61M①①セッカ好薄イマ潮モかこXり訊
　　　ノデ，ケッコーーチゴザイマスカラ

488認6L⑧④スグ溺ルがF一一）i

470M38H②③饗ニオリマス万ケッコ・一fX

471F32L②②洪ニオリマスカラアリガトーゴ舞マス

473M19Sl②③シンkツワド逆アリガタイデス外スグ

　　　ツギノ　エキテ　オリマスノデ　ケッコーテス

474罐0義②③ア，スミマセン葬畷スミ9kン，スグオリ

　　　9Xカラ　ケツコーデス

476M19Rl②④ツギノバステづオリb／fケッコづス

477紐駆②③懸ノ三好モーか溺マ渤ライー
　　　デ7，ヨ

479醗5L②④モーオリ励ライづス
480　蘭16擁②②　ドーモ　アリガトー　とiザィマス。ツギノ　エキデ

　　　　オリマスカラ　ドーツスワッテイラ　クダサイ

481Fa3L②③．妙ツギデ．オリマかケツu－fX

482麗脳②③ツギノ灘リュづヨデ溺訊カラ，モケ

　　　ツコーテスアリガトー

483認4H②②アー’ドーモアリ那一it｝イ妖デモツ

　　　ギノ　エキデワククシオリマスカラ　ケッコ・一デス

485F49L②②　アリガトー」ザィマス　至ッカクデスケF　スグ
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　　　　オリマスカラ

486甑3L②②F逆ア甥トー薄イ覇資ワタシ，
　　　ッギノェキチオリマスカラ　F一ゾソノママニ

487F29L②③ツ戦測マXhラドづソノUR

488A168L②②ゴシンセツワアリ沙イケ既饗二．オリマ

　　　スカラ，ケッコーデX　ドーモアリガトーゴザイマス

489M29L②④コン外オリ1げイづス

490F50L②③ア7一回目騨マスカラケッコづ滞

49王M28M②③ア，ケヴコーテス。ツギデオリマスカラ

492F27L②④スグオジマスデ

494F15L②③ツギノェ皆オリマスがケッコづX

495F49L②③舛ノ瀟チワタシワオリマスカラ，ヨロシ

　　　イテス

496F38L②⑧ア，セッカクデシタ拝ツギ別マスデ

497　F21舗②②アーアリガトーゴザイ＝～スツギデオリマス

　　　カラケッコーテスカラ

498F50L②②アみスクツ朽オリマ勉ラケッコづ

　　　ス。ゴシンkツ　アリガトー護ザィマス

500F46L②③ア，コ罫ガマスカラドづ肋認ナ
　　　ク

503M21L②⑧饗ノエキデ籾マスノデイづス

5艇蹴聯②④ド謄アリ躰一，ダケF※スグオ號
　　　ノデ　ケツコーテス

506F41L②③ア，スィ龍ンアノーツ薪オリマスカラ

507鵬1L②④ツ脊オリ艀シン拶ニユスッテモラッ

　　　クケiζモーケッコーテX

508醗3L②③マ，ツ野オリマ潮ラケッコづス

509F30L②③モースグ溺マXhラ，ゴシンセツニス有

　　　セン

510F1繍②③イエイマスグオリマスカライづス，アリ

　　　ガ5一一

512F17瀬②⑧スイマセンアノツギノエキデ輩リマスノデ

　　　　ケツコづス

513F35胡②②ツギノバステーデオリマスノデ・…　アリガト

　　　一画イマシク

514F28L②③ツギノェ岩溺マスカラ，ケッコづス。F

　　　一モア頻トー

515F53L②③スイUEン外スグニ別マスカラオソ曜

　　　ijマス

51．6紹8L②③イッ労別マ渤ラ，F一・Eスd？kン

517115911②②アリ砂イケ外ツぢ籾マスカラアリガ．

　　　トー　」ザ｛マス

518F42L②③アタシワモー一　’Xijオリマスデ，ケッコー弧

519F3G舗②②　アー　ドー・モアリガトーゴザィ？Xツギデ

　　　オリマスノデ，ジキデスノテタッテオリマス
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522F46L②③輝こわマス茄ケッコーテス

525鴻8L②③ア，ケッ㍗ガ万，スilツギ溺マスが，

　　　ソノ9丁目スワツテイクタキマス

527F25L②③スジ別マスカラセッカ労スケド，コノマ1

　　　テケッコーテス

528腿翻③⑤h“Vh一サンアリ跡舜一モー饗彊一

　　　　オリチャウカラアナタ　イ’”カラスワッテナサイ

53婦26L②③ア，イづスコノツギデスグオリマスカラ

533M48L②③ツギノエ野僧リマXhラケッコづス

534F1甜②③アリ沙イ万ス外ワタシワツギノェキデ

　　　　溺駅ンデ

537総5～1②③聾デオljマXhラケッコづス

539M24H②③アノーツギノエ朽別モスカライづス

　　　ヨ

54e　rv172L　NR
542，M51L②②　F一・モ」シンセツニアリガトサン，ワタシス

　　　クツギデ　オリ9スカラ　｝こ一モアリ芳ト”jt；（9×

543溺5L②③アリ淋一，スク胸マスカラケッコづス

545罎醸①①ドーモコシンセツニアリ淋一ゴザィマス。

　　　ツギノ　エキデ1リ？スノデケッコーデ」ザイiXoドー“ゾオス

　　　ワリクダ塀

546F36L②③ドーEアリ漁一スグツ＄f溺マ肋ラ

548F51H①①アノーツギノ工鍔スグ別マ渤ラヨ

　　　ロシa一ゴザィマス

551F45H②③セッカクuXッヲイ妙イクケFコンFワ

　　　クシオリマXカラゴシンバイ　ナク

552M24，M②③R：F：キSt一一シュクデ筋，ワタクシタチツ

　　　ギノエ＄デオリマスカラ　ドーーゾ　ドー一）；ソノママオカケクダ

　　　雪イ

554F431i②③モースグ溺覇カラケッコづス

555F50M①①ア㍉マコに翻ンセツニアリ淋一薄

　　　イマスデモ　ツギノ　エキデオリマXカラ轟轟シューゴザィマス

557F3獺②③セッカ労スケ隆饗ノエキデスグオジ

　　　マスカラ

558F49L②⑧醤工キニオリマスデケッコづス

561F22H②③ド畷アリガトー。ツギノ工皆オリマWI

　　　ラF一・tiソノ9Rデイテクグサイ

565旗5L②②アーアリガト“弱イマス。ッギニォリマX

　　　カラヨロシイテス

566F15L②②ツギデオリマスカラケッコーデス。アリガトー

　　　弱イマ汐

567F21H②②F一一モyvtiトーゴザイマス。鑑舞ノ

　　　エ＄チオリマスノテsソノママ　スワッテラシテ　クグサイ

5S8　F28M②②iifwrトー漸有ス。ツ彰籾マ肋ラー

569認6L②③ツ彰弱マ潮ラ，ド嘆アリ恥一

57◎F4鋤⑨②F・モアリガトーゴザィマス。発モーツ

　　　ギノ　エキテ　オリマスカラ

572F29L②②　アリガトーゴザィマシタ。ツギ　オリR）Cカラ

　　　トモ

575M聯②③アー，欝ニスグオljマス万，ケッコづス

576毘6H②③アーイづスヨ。スグ測マスデ

578，M37M①①ツギノエキデオリマ劫ラ，Rコに」シン

　　　牽ツデスガ，ケツコ騨デ　ti’；イマス

579罎舗②③ドモドモアリ淋㌦アリ淋一。コノ輝

　　　テスデ，モーチカクダデ　ドーーモ　アリガタイケド　マーーコノママ

　　　タツトキ覇ワ

581　F54醗②②　ツギノ　エキテ　オリRXカラ　ケッコーデ　ゴザ

　　　イ9ス。ドーゾスワッ7クダサイスミマセン

5821Mll②③スグ別マ渤ラドづスワッテ存妙
　　　サイ

583F61L②②　アリガトー　ゴザイマスセッカクデスケ罫モ　ツ

　　　ギノエキデオリマスカラ　ドーゾ　アナタ　カケ＝トイテ　クグサイ

584F19H②②アリガトーゴサイマスツ手テ　オリマスカラ

5851i4，5L②②　ツギノ　エキデオリマスカラ，アリガトー　コザ

　　　イ9シタ

58S罵闘②③アノーツギノェキデオリ励ラケッコづ

　　　スデ　1：一一t＞スワットイテクダサイ

587F16M②③ア，スグオリマスカライづス

588聰脳②①アリ掛一薄イマス。コンドオリマス万，

　　　アリガトー　：iザィマス

59GF33鵠②②アリガトーiコザイマスツギオリマスカラケ

　　　ツコづス

591F28L②③スグオリマXhラケッコづス

592靱2L②③ツギノ潜チ別マスノデヨロシイ菰

593F36L②③アノケッコづスイマジ敏溺マ抽ラ

594F49L②③モーブ馨オリマ渤ラヨロシイ郊

596F29，M②②ド噸アリfiF一醐イ覇聾ノ潜デ
　　　　オリマ劫ラ

597F3踊②②アF一一モオソレイリ厭セッカク覇ッテ

　　　　イクダイタンデスケド　コンド　オリ？スノデ　F一・rj　ソノマンマ・・

599F48L①②スミ飛ン」シンセツニツ錫溺マスノチ

　　　　ケッコーテス　ドージオカケニナッテクグサイ

600F27L②⑧スグオリマスがネーケッコづス

おつり （110）

002M49L②④がサンチ加テマセンカ

0◎3F43L②③アノーチョットスミマセン外チョット漆

　　　ツ亨寿　チガウヨーヲスケド

005麗6R②③スミマセンガチョットオッ甥クリ封ト



　　　オモイマス

006薦0賛②④オッ膀タリマセン

009F38L②④アーか膀タリ聴ンヨ

011F4脳③⑤オツリガタリナイジャナイノ

012F44L①②スミマセンケFモーイッペンオシラKクダ

　　　サイマセンカ　イクラニ　ナリマスカ

◎15F38L③⑤アーチョットオッ勝クラナイケド

017F56L②④コンダケデイづスカ

018F3舘③⑤コシチョットタリナインジャテイカシラ

020it168L②④チョ外コノガリ累加アヤシ聴ン

　　　カ

023F46L②③コWイクラデシ効ネジャコぬレデショ

　　　噛

．024　F17H②③スイ聴ン外オツリノケーサンガアワナイ

　　　ンが弊

026　F69L　NR
O27麗脳②③ツリセンガチョットタリナイ万孕F

O29　F30r・1①①イマイクライクライタ舛マシタケドオツリ

　　　ガ　チョットタラナイヨーデスケド　シラベラ　イクダケマ｛：ンカ

030　鯖17L②④　オツリガ　タリナインデスケド

033F4躍②⑧チョットモーイッペンJt：　VAアラタガ

　　　　クダサイ　ナンカ　カンジョーチカイジャ　ナイデスカ

035F47M②④アレ，チョットオツリガ　チガイa’シマセンカ

936F66L②④かりガタランデチョ外イッベンシ弘

　　　ティタ舛タイ

038Ft13M②③孜イクライクラノモノオカイマシタケド

　　　チョット　オツリ寿　クラナイヨー・ナノデ　ケーサンオ　シナ建シテ　ク

　　　封イ

e39鵬1L③⑤勢キンカッテックノカンジョ畷朔ット

　　　ッタデネー　マー　イッペン　ヨーーシラベテ　モラエンカン

041F47H②②イマイタ磐マシタオツリノケーサンガチ

　　　ガッテ酋リRXノチイテFシラベテ　クタサイ

042認OL③⑤チョットクランカッタ

043F63L②③イマチョットカンジョづスコシクランヨ

　　　ーデスケF　チgットシラKテ　モラXンデシu一カネ

045E119L③⑤ツリガタランヨ

946F？2L②③オツ甥クリンヨサ紡シ執弊F一
　　　テショーカネ，ケー・trンシテ　クグサイ

047F40L①②イマカッタモノオイクラチショーが甥

　　　コレコレデスケドチガッテオリマ赴ンデショー一力

048M61L③⑤チョット博論ヘンカナー

05G　F87kl②③イマイ妙キマシ効カンジョーチfiッヲワ

　　　　わ聴ンカ

052F58H②④オツジワクラナイカラチョットシラKテイ

　　　タダキタイ
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053F3脳②③イマオツリィ妙イタ万スが，スィマセン

　　コレ　ゴジ3一エン　スクナィンチスケ客

◎54M8011②④オツリガクラナイジャナ窃スカ

05SF26H②④イチドカンジョーカクニンシテク勢イ

057総帥②③スイマセン，オツ甥マチ胸ヲルヨイス界

　　　モーイチFシラベテ　クグサイ

059112411⑧⑤コレオツリクラナイワ

060認2L⑨④チョットオッ朔夘読ンヨ

063F25L③⑤アオ酵ン，輩ツリガタラナイ拝チ鋤

　　　シラ

065F30L②④オッ甥タラナイジャナtfシヨーカ

086F38M②③イマアノー，がサンイクラクダサッタ

068F36L①②アノーチョットツリセンガタリナィヨづス

　　　ケドチョットミテイタダケマスカ

069M29M③⑤ヤーオツリガクリンヨー

071溺2L③⑤㍗イッペンヨーーカンジョーシツクレ

　　　モシ　マチガッff一一ヘンカイ。マー　イ・VS’ン　ミテ　クレ

073F23M③⑤がサンオッ甥タラナイケド

07騒i28H③⑤がサン，チョットオ労タラナイヨ

0751？34H②⑧オツリガコ1／コレシカアリRkンケドコゆ

　　　ケジャ　アリマ毛ンカ

077F39L②④）t　「Vfiタラナイヨ・・fX

O78　F30L③⑤オ舛ンイマイクラジs・効ックノ。｝ま甥

　　　　チ渤ワ

080瓢8～1③⑤力点タリナインダ外

084溝7｝．⑫④チョットコレケーサンガチ豹ンジャナ’♂

　　　テスカ

086F27L②③アレ，孜ノカ在ノイクラデシタカ。イクラ

　　　　ハラックチスケドモ　タリマセン

087麗騙③⑤がサン，オッ膀タランヨー

089購2H③④アーチョットクランy“vS4デスカ

090F16M②③イマノオツリ列妓ン弾モーイ弥

　　　ケーサンシヲミテクレマセンカ

091M61L②③オッ甥タリナイケレFイ赫渤イチオ

　　　ーオシラベネガエマセンカ

092F17M②③スミマセンオツリテヨ弊勅シイジャナ

　　　脊スカ

eg3　F89L②④モースコシクラナイカラミテ拶サイ

095F18L②③スミ？kンオツリガタラ貿万ス弾

096認8L②③アノスミ遊ンケFオッ甥クリ読ン

097総騨②④タリマセン

098F37L③⑤オッ甥クラナ加クテ

099羅6L③⑤ガ甥マチガッ漁ヨ

IOO“116El⑨④オツ甥クリマセンヨ

101認錨②④チョイトクリナインジャナィデショー・カ
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102　F18kl③⑤かりガタリナインデー

1⑪4二叉②③チョットイマカvタンll｛rFモチョジトイ

　　クラダッタデショーカネ　チョットオツリガ　コレダケテスケドE

105F30L③④．アーがサンチヨット溜りガチ渤ンジ

　　ャナイカシラ

1G7　F18M②③スミut＞Sが號モーーイSMンジョ

　　ーシテクダ擬

lO8三振②③アノチョットオツリガクラナイン鷺外

110FIsL②③X’：リガクリナイン畝イマカッタモ溜

　　　モーイチ客シラKテクグサイ

111紹4｝｛②⑧イマカッタノワイクラilッ労ショー淋5

　　ジューエンクリナインテスケド

1131t128M②④モシ，オッ朔タラナィヨづX

1161、12繍⑨③スミマセンオツリガクラナインデスケド

117F31L②③スミマセン渤ンジョーマチガッテマセンカシ

　　ラ

120蛎9L②④アーチヨット孜カンジョーチ回外オ

　　モウデヒトツ9イッペンチョットミテクグサイ　チョットタ

　　ランヨーニオモウデヒ5ツ

12211561sl①②アドーーモアリtiF一溺孜シタコレデワ

　　　スコシ　オツリガタリナィヨーデコザイマスネイチドタシカメ

　　テオ孝ガイイクシマス

123F1811②③チョ外オッ勝クラナインデス弾

125M25H②③チョットスミ姪ンオツリガクリマセンケF

12S　l12・IL③⑤駆サンオツリガクランデ

127囎鎌③⑤オイオツ甥クランヨ

128　F251，．②③オッ甥テヨット動ウト疵イマス外

129肥器②④タラナィi｝Xb’Fネ

13GF36L②③チョットスミ疑ン弥かリガタリナイデ

　　スjf

132F65L②③チョットミテク甥ル。コノオ甥ユ渉

　　ケジ1・クランジャナイデスfi

134　M73L②④　コリャ　オカネガ　クランチヨーカンジョー

　　　シチク粥イ

135F38L②④アーカ～サンチsットカンジョづスコシ

　　　チガッヲルヨーデスケド　モーイチドケーサンシテモラェル

137F57L①①イマXY’　iJオイタ舛マシタ外モチョ外

　　　クリナイトオモイマスケFモモPtイチ碁ケーサンシティタ

　　　グケマセンデシH一力

138F37L②③イクライクラノ．カイモノ沢シタ弥陀労

　　　カ　ヘンジャ　アリマセンカ　モーイチFケーサン　シテ　クジサイ

139M71L②③コレワイク5fXhイ妙イタツijltント

　　　スコシチガイマスガ

140F74L②④．クラ＞fXH

141川間③⑤オVVタランヨー

工43M53ff③④チョット瀞瀕リガタランジャナイ淑

　　　力

144M17｝1③⑤アノーイクライクラシカナインダケド

慈6F35M③④アラオツリガチョ外励シイジャナイカ

　　　シラ

147F3Clt5②③スミ読ンケー・asン朔ッテナイ鋤

149F40L②④クYナイカラモーイfFタシカガク齊

　　　イ

150F67L②④オツリガクリ聴ンネ

．151総8L①②イマアナクノオッ彊イ舛イタガスケレ

　　　Fモオイクラオカエシ　クダサイ9シタカ

152認繍③①スィマセン外ケーサ長門イマセンガカ

153M32M②③チH・）トクランヨー・fXケ隆，イッペンシラ

　　　背ク彬イ

155F47L②③スミgtンチョ外が甥タラナイヨづ

　　　スケド

156　F73L　］NT　R

158　i，i25L③⑤オ耐ン，湘ットチわラナイカネ

159F20L②③スミマkン外オッ勝マチガッテ携ンジャ

　　　　アリ髄ンカ

161F61L②③（マ励材アゲタ訳義セ湧マ効
　　　ッヲワシマセンカ

162　F20H（e一）④　オツリガクラナイジa・ナr～ブスカ

164M42L②③チョットスミ聴ンクラナイング罫モ

165醗翻②④オツリが鍔マセン

168F82L②③スミ9kン証悟ットマ甥ットリ聴ンカ

171　F23L②④　オツリガ　チガッテマスケi：

173F44L③⑤チョジトオッ甥クラントオモウ罫

174F61L②③チョットイマコレイ妙イタ万スケドチ

　　　ヨツトチガツヲマセンカ

176m21L②④・諏マ効ットリ磐センデスカ

177F24，Kl②④コレオッ購タラナインジャナイfX方

179F74L②④カンジョ切効イ9センカ

180罎5L②③オクサンオツ甥スクナクtiEイマスケF

182F3器②③スミgtンオツリガクラナイ万ス憾

183F23，1，，①②アが狩チ9ットコレオツリh’チョッ

　　　トbラナイヨーデスケドモー　イチF　ミテ　ィタダケマセンカ

184F・｝舗①①スミ？kンイマオ男イタ夘クtrFチョ

　　　ット　オカネガ　クラナイヨー二　2モイRxtiイッペン　シラKテ

　　　イタダケマセンカ

185　F32醤②②　アーット　チョット　スミ？kンデスケレF　オツ

　　　リガ　クジナイヨーナ寺ガ　シRスケレF　チョット　言シラN　ネガ

　　　X9スカ

188F33M③⑤ア，がサン，コレマチガッヲイナイ

188　k165L②②　ケーサン　シク　トコ，9コトニ　シツレーテスケ



　　　罫　ケーサン薄　チガット羅ト　オモイ9スカ，モー・イチFタシ盤質

　　　テ労サイ

189F26L②⑧イクラタリマセン，イfF，タシカメテク労

　　イ

191k125L②③イマイクライクラオシハライシ労シH一一

　　イマコンダケシカモラッヲナインデスケドナニカマチガエラレタ

　　ンジャナイデXカ

192F1繍⑧⑤チョットクリナイヨ

194F20kl②③瓢サンアノー・　1ツリガネ淋イク効

　　　タリナカッタデスケF

195川劇②⑧チョッFコレヨクミテク瞬センカ，チガ

　　　ウジャ　ナィテスカ

197M72L③⑤チョットコジh’一乗蛎効ヤセンカネ

198F15M②④tマモラッタオツリ狛外タラナインダ

　　　ケド・…　モラXマスヵ

ユ99F4闘③⑤アレツサンジュづエンジャ甥ッタァ2’〉

　　　リガ　Aチエンシカ　ナイングケド

209F18M③⑤オツリが夘ナイケF

201　饒29鵠②④ツリセンがRチカッテマス

202F70L①①？uトニオソレイリ？XtrFネオッ甥妙

　　　マセンカラ　イタグケマセンデスカ

203F49L①②チョットオィク労シク赫ワタシナンエン

　　　ハラッタングケ苓チョットタシカメテイタダケマセンカ

204M60L②③アノースコシタラナイト戸田スか

205FSsL②③オツリワコレデフソク外疵孜スケド

208ms4L②③コシイクラデシ効コレデオツリワイーン

づスカ

207F4舗⑧⑤ア，コ汚ワ，チョットか甥ク升イワ

209F15L②④ケづンが碧ナイ万ス捧一

210F23L②④かりtiスクナイン菰

212F23i1②③コ撚レイク労シタ万オッ甥クリナイミ

　　　ク行スケ郷

213F31L②③チョットスミマ抄ガオッ甥クラナインデ

　　　スケド

215韻L③⑤オツリが勅シクナイカネ

216F26M②④イクライクラジャ幼ッタデ肋

218F58L②③チnット，スィ9kン罫，幻甥，チョット，

　　　チガツティマセンカ

219醗9L③⑤アーコリ煙ナンェ沙ネ諏涛オ酵
　　　ンオツリガチヨジトチガウジャナイカ

220醗閑②③チョットアノオッ甥タランジャナ谷ス

　　　カ。ゴヒャクエン　グシマシクケ｝：3：ヒャクエンダカラ，サンEvクエ

　　　ンノオツリデワナイデスカ

221ms6al②④チョ躰ヘンテスガネー

222F26L②③マーカ1サン。イマコゆケカッタカラネ
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　　　コシグケナケレバ　イケナインデスケ客2ツサ薄目亨ナインテス謎

223F83L②④ヒャクェン妙マセンネー

224麗1L③⑤がサン測りガ甥ウンジャf￥

227F28M③⑤fR一一サンEa・クエンダッ舛一ヒャクェン

　　　ガツリガ　クラナイミクイクケド

230F371｛②④モーイfFケ轡ンシラク搾イ

231，M23H③⑤ti“sン。チョ弊等ガッテルンys・ナイカ

233F25L②④アノー，タリマセン

238M33M③⑤アーチョ外オツリトチ於ヘン

237M38M③②イマオツリJtイタダィタンデスガ，オツリガ

　　　チガット勘ヨーデスケドモ，イチFシラKテ　イタダケ？センカ

240罷脳②④オッ勝チliッ沸ンデスケド

242　藩31鍛②④オパサン　オツリガクリマセン

243総3L②③チョットカイモノシでシ効チョットカン

　　　ジSt一一アワンカラ　チョットミテ　クダサイ

245薦2L②④チesットカンジョ畷動費シマセンカ

248鯖23擁②④オバサンオツ嬰　クラナイデスヨ

248N58L②④一チョットf，hンジョーチ潔マセンカ

249恐気②③資紗リイ妙イタケドチョットケづ
　　　ンチガイジャ　ナイチショーカ

250艶2H②③刃リガ，タリナイヨづ肋ラsモーイ邦

　　　タシカメテ　クダサイ

251F3SM①①ス孜セン，チョットオツリンカンジョ畷

　　　モーイチFヤッティクダケでセンカ

252F2闘②③スミ姪ンオツリ夘ナイヨイス界アノ

　　　　ソノシナモノオイクラデシタカネー

254F32L②③スミ輩ン憾．幻リガタlj？kンヨ

256M24H③⑤アノ，秀甥跨ヨット・クラナイ界

258M34M②③コンd？fラヅクオツリデスケ1：イ邦

　　　シラベテ　モラエマセンカ

2SOF33M⑨③d？オツリイタダィクガスケドモチHット，

　　　クラナイトオrEイマスケドモ，　イマ　イクライクラ　グシマシクケド

　　　モ，イクライクラカイモノシマシヲオツリガ　テヨットマチガジ

　　　テナイデスカ

261鵬2L⑧⑤カンジョが勃ッヲヤセンカネ

262獲聡②③カンジョ吻チ渤ンジャナ春ショ魂

285繊翻③⑤ツリガクラナィン脅ドモ

269F2器②④か甥クラナイガケド

267醍3麟②④仇翻チョット夘吐ンヨ

269M59L③⑤オ珊ンチヨットUVカンジョー勃ウケ

　　　罫モsRイッNン　シラKテヤ

270F28H③⑤万一，オツリガタリナ初

271M32L③⑤カ～サン，チョットオッ彊W7fッ濟ンジ

　　　ャナィ

272F38M⑦②　チョットスイマセンケF　オツリ　タラナイデス
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　　　ケドチevトミテクダずイマセンカ

273F27H②⑧アノネーアノサッキノオツリテスケドヨク

　　　　カンガエタラ　チョットマチガッテマスシラベテミテ　クダサイナ

275F50L②④チョ舜カンジョが効ッテマセンカ

276F22L③⑤瀕サンオプリカタリナイヶド

278缶】41L③⑤チョット勅シイナー

279F80L③⑤チョットコレ吾がッテヤセン

281F38H③⑤アレ，コレクリナイワ

284T？33，1・1①②イマEhイモノオイタシマシ甥鰐リオ

　　　シラベテミマシクラJマチガッラ／マシタノデ　シラベテ　イクタケマセ

　　　ンカ

285116611③⑤オツリガタランヨー朔，吾掬チャわン

　　　カネ

287F23B③⑤瓢サン測りマチガッテナイ

288羅7卜②③イクライ妙智シタ，チョット列ナ召一

　　　デスガ

29GF毅H②③チョット勅ンジョーマチわテルンジvナ

　　　イデショ功

291F2鋸②③スイマセンケ陛か甥タラナイヨーニオ

　　　モウ万スガ

292F211i③⑤がサン，オ甥クリナイン妨F

293F22｝1①②がサンオ甥ガチ掬テイ防ドモチョッ

　　　トミティタタケナイチスカ

294F19H②③チョット瓢サン鳶職クリマkン界．

2961133L③⑤ア，がチャンガリタランヨ

297甦9L⑨③チBット勃ッテヤシナイプショ吻タリナ

　　　イ万スケド

2991135H②④蛭ツリガ，？チガツテマセンカ

300F46L②③スイgtン外チョットオツ甥吾ガッテ

　　　？センカ

3G2　F58L②④チョットタリ遊ン

303F55L②④d9ミタケFオツリガタラナイ労ク労

　　　イ

305認3H②③チョットモーイfF加タモノノケ畷
　　　ンオ　シクインデスケドモ　クワシク　ソノ　ネダンオ　オシエテ　クレ

　　　マセンカ

306F37｝1画面アノスィマセンチョット2’＞Vfiチガッテ

　　　ル多日ナ　寺ガ　シマスケF

308蹴鋤②④アノ，オツリタリナイン覇界

309F25H②④か甥クリナ春スヨ

311F24M②④上知ネタラナイデス

3121t33L③⑤クラナイヨ

314紹翻②③アレ，コレオッ甥クラン湘，マチ加テ

　　　ルンジV　アリマセンカ

315F30擁②⑧Xt・？をンイマイクラデシタカチョットオ

　　　ツリガ　タラチずヨーデスケ罫

317F48L③⑤チョット瀞リガチョットタランヨー

318F6瞭①①オカンジョ蛎チョットマ効ッテイナイテシ

　　　H一日　チョット　オカネガ　チガッライルヨーデスケF　オシラペニ

　　　｝ッテ　イタタケ歩イデショー’カ

320F17L②③助ネガチョットタラナイミタイデス弥モー

321囎脳②④コ励チ加テマセンカ

323F2細②④がサンオツリが朔イ覇ヨ

324F2舗②③アノオツリガコレ脅シカナインデスケド

　　　イチドミラ　クダサイ

326轟127目③⑤オ薄〃リナイミタイケド，イクラタフタッケ

327F23L⑨③チョットオカンジョーナンカオツリが夘

　　　テイヨーニ　オモウンテスケド

329罎錦②④かりガタランノデケーサンオシヲミテク

　　　タサイ

330i175L②③モシモシ，孜ノカイモガシマシタコノ

　　　オツリガ　チョットコレデワ　タリR赴ン寿　イッベンオシラK　ク

　　　ダサイ

331　F57L②④　モット，タラナイ　コト　ナイデスカ

332k129｝｛①①スミマセ功浄イ弾幻財オタシカ

　　　メクグサイマセンカマチガッテイ趣トォモィマス

333醸OL③⑤チョットコレ外オツリガクランジ

334F67L①①チョットスイ？kン，勅物タラント職

　　　イマXケド　チガッテオリマセンチシクカネ

335F2711②④渤リガクリナィ旗ヨ

337　幕51L②④　チョット　チガウンジャ　ナイテスカ

338F40L③⑤チョット孜ノ助ンジョー甥ウジa・ナ

　　　イ　ィッベン　シラペテ

339耀4L②③ナニカノマチ潔デワナイデショ切スコシ

　　　　タラント　オモウチ　シラベテクダサイ

341　F15L②④オ五サン才カネノ　酋ツリガ　チガイマスヨ

342轟13騨②③チH・〉トスィRti＞fj頒サンオッ甥チ

　　　ガイREンカ

345M26L⑨③スミ吐ンケドオツリガチョットタラナ斧

　　　スケ｝＝ネ

3＄7F62M②②7ノーイマコぬンイタ舛マシタ界オ

　　　ツリガ　チガウヨーテXカラ　シラKテ　クダサイ

348sugM②④テヨットオツリが勃ッ勃ンジャナ揖ス

　　　カ

350F3蹴②④オ男ガクラttデX9

351F49L②④チsット芳ツリガタラナtfスヨ

353F22L①②コレ鍔〃赫ナン弧ケドオッ勝タリ

　　　ナインデスケド　モーイテドシラペテ　イタグケマスカ

354F3錦②④コノ紗リマチ加テナイデショ吻

355総踊③⑤瓢チャン彊ットオツリ勘シイデ



356聡1H②④オッ満配ナインデ蔦

357F23L③④オッ猿曳リナィ弾，49イクラ加勤

　358　M34L（麗）カンジョガアワンヨー。ケ㌣雪ン　ヨー　シラミ

　　　　テ

359F45H②⑧スミマセン，チョ外禰ッテナイカシラー

360F74L①②アノーチョットコノトーリデス憾チョッ

　　　　ト　ドtカ　カンジa一一ij　チガヤーシ9センデスカ

361F88L②③イマカッタシナモノワ劇クラゲ肋コレ

　　　ジャーアノーカンジョーワチtiヤ・一シマセンカ

362k132L②③オツリガチが帽サ赫ス防隆イク
　　　ラデシ誰其着

383M54L②③瓢サンジ1一エン粥吐ンチョッFチ

　　　ガイマスヨ

365a55U①①オソレイ壁マス弾孜イクラダシタ万ス

　　　ケドモイチFシラペテイタダケマセンカ

36SF81L①①イクイクラノネカイモ7Sシクノ赫涛

　　　スミマセンモーイッペンシラベテ　イタダケマセンカ。オツリガ

　　　クリ9kンガ

367鵬2L①②アノー，チョット，コレ漕分列マセンガ，

　　　モーイチFシラKテイクタケマセンカ

388隅篇⑧⑤アコレ2ツV7iタランジャナィカ

3SgF47L③⑤淑ンネーチョット，チ渤ミタイグケンド

374F23M②④幻リガタリナイ万スケド

375F21L②④オパサン真義ネガタリマセンカラ

377F28M②③スミマセン外イマモラィマシタ界’2t’＞Y

　　　ガクラナインデスケF

378　F56M②②アノオッ亨イタダイクケtxドオツリガタリ

　　　ナイトオモイマスカライチFシラKテクダサイ

379M32H②④チsットオッ甥クリナ谷スケド

38⑪F75L②②イマオツリオイタダイタン曜日漕甥

　　　　クリマセンデマーイチドシラペテクダサイ

383k155L③⑤チョツトオッ勝勲シイ

384F22iM②③がサンィマカッタモノトスコシ勅ン

　　　ジH一・寿　チ寿ウミクイナンチスケド，イチヨー　クシ三組テ　クグサイ

387F54L②③チョット，マチ加ラマセンカシラ

389F28L③④サッキオ労モラッタンダ弾一スコシチ

　　　労ッテルミタイダケF一一

390F78L②④オカンジSt一チガヤーシマセンカ

392F69M②③アノー，スコシ渤ンジョーガマチ渤ティヤ

　　　　シマセンカオシラNクダサイ

393F23H②③アノーオッ甥チョッFチ励ミクイダ外

395F38L①①チョ外モーシワケアリマkン。1’）リオモ

　　　一　イチF　オシラKン　ナッテ　ィタダケマセンカ

398｝165M②③アーアコygがチャンチョットコシワ
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　　　オカンジョーガ　チ毒ヤ　シマセンカ　ツリガ　チョット　スクナイヨー

　　　グガ

397醐8L②③スイマセン拝，オッ甥タリマセン

399F2粥②③ゴメンナサイチョットオツリガタラナインデ

　　　スケド

401F66L①②チjjツテ範ンチスカ

402F62M②④かりガクリナイヨづスケド

404懸掘②③スミ費ン，チョ外チ加トヤヘン鋤

407F21Ri②③スィ吐ンチョットオツリガクリナイ万X

　　　憾

410認2a②④オツリガマチ加テマセンカ

411罎舳②③チョットがサン渤シ・・ンデスケF。オッワ

　　　薄　クラナイヨーテスケド

413F55L②③チョット励ンジョーfiマ赫ッライナぢシ

　　　ョーカ。イツペンミテ　クダサイ

414巌5L②②アノーオクサンモーーシワケナイケFE，コレ

　　　　オツリガwj・〉テオルヨー二君モウンデイマイチ慕ケーサン

　　　　シヲミテモラエ9センカ

417湛9L③⑤解タランジャナイカ

418F28V②③スミRkン，かリガチョ外勃ウ万スケ

　　　ド

419F34Al⑨④コレマチガッテイナ脊ショーカ

420F33L⑧⑤チョット溜甥クラン拍チョットシラ

　　　｛テ

423F65L②④チョット効ットリ聴ンカ

428F33L②③コレ労シカナイカラ，アノー甥イマ肋。

　　　マチガ／ラヤ　ナイデショーカ

428F22｝｛②③スミ聴ンケ蓉，オツリガクリナインガケF

429隅2L③⑤チョット諏チョジトオツ甥チョット

　　　オツリガ　クラン　コト　ナイ

431F25B②③がサン，オツリガタラナイン鋤ド

4321135M⑧⑤溜甥クラナイン効モーイッNン彊

　　　トミテクレンカナー

434F25L②③アースミ？tン。かり夘貿ガスケF

435　F19H③⑤オ栂ン，瀞甥タリナイヨ

438F89L①③7］一一，チョット，励ンジョ㍉淑チ潔ニ

　　　ナラン弦力

438F34L⑨③スミ聴ン，紗サン幻甥クラナインデX

　　　ケド，シラベテクダサイ

439此段②③ア，瓢サンコレワチョット，イク効クリ

　　　ナインジャ　ナイデスカ

440F74L②④チョ外，諏，助勅チかヤシ9k＞k

441F31L⑨③がサンオツリガスコシクラナイデスヨチ

　　　加ヲイ覇ヨ

443醐8L②③スミ艶ン外モチョットクラナイデスケド鳥
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　　　イーガカ

444F22M②④オツリタリナYコトナイデXb

447F20H②③オツリノキンガクガチガッテfYvンデス弊モ，

　　　モー　イチ翼　タシカメテ　クダサイ

44g継脳③⑤オィカネガクランE

450F1脳②③イマチョジトオツワモラツク万ス外ク

　　　ラナインジャナイテショーカ

452k759L②③コノシナモンワ醒クラデスカ。ワタシワイ

　　　クライクラ　ダシマシタガ，ツリセンガクラント　オモイRスカラ，モ

　　　｝イチドシラペテクダサイ

453F1騙②④かりガタラナインデスケド

454雛脳③⑤瓢チャンチョッ5タランヨ

455F3螂③⑤がサン孜ワクシク勅ネ外チnット
　　　　オツリガタランコトナイ

456F16；yl②④ガリガタリマセン

458k131L②③スミ徽ン，uレ，チョットオ男ガタラナイ

　　　ジャ　ナイデスカ

459F1篇②③アノーチョット野ガッテイ聴ンカ。チョッ

　　　ト　タリマセンケF

462M23M②③ワ解外チョットケー量ン？ftiエテ吐

　　　ンカ

鈴3蛎繍②③ツ甥タリナ拶層コげヨロシ4fスカ

4641　W4L⑧⑤クリ聴ン。カンジョー勃エンカナ

468F32温③⑤ア込かリ7」チガウジャナイ

467F61M①②アノー，スコシコレ紗り，ス好インデスケ

　　　F，イッペン　オシラKイクグケ9駐ンデショーカ

468納38L②④モシアノーツリガチガッテ9kンカ

470　M38H②④　ケー“tiン7i　チガウンジマ　ナイデスカ

471F32L③⑤チョ外d9シナモノカッタモ八チョ
　　　ットネ　イクライクラデシタケFチョット　オツリガクラナイカラ

　　　ミテー・

473“119Xl⑧⑤オ懸ン溜りガタラナインダケド

474ty　2eM②③ア，スミマセンオツリガクラナインデス憾

478M19M②④か甥列ナイ万肪
477i125H③⑤チョ外か甥肋シイジャナイカネー

479斑5L②④がサン。チョットオツ甥タリンヨづスヨ

480阻繍②③スミ吐ン，チョットコレモーイチドミテ

　　　　モラエルデショー・カ

481F63L③⑤カンジョ哺タリナイ弥

482，k129，Nf②④　オパサンオツリ　タリマセンヨ

483M34，H②③アチョットィマシラペラミ跡オッ甥

　　　タランヨーデス．

485F49L②③チット：レタリナ脊ス外

486購3L③⑤がサン，イマモラッタオ甥チョットタ

　　　リン憾

487F29L①①アノスィマセンモーイfFシラ行イク

　　　ダケRセンカ，スコシクリナインテスケド

488聡8L③⑤チョットコレワカンジョーチ療センカネ

489M29L③⑤オ鯵ンオツ甥タランヨ

490F50L②③チョ外用凹凹ントSE・flスケド

　　　ィッKンミテクグサイ

491赫2器②④オッ甥タラナdfス

492F27L③⑤オツリガタランカックヨ

494F15L②③スイマセンヨクケーサンシヲミタラオツリ

　　　ガタリマセン

495腿9L③⑤アs：レジャスコシチ渤ンジvナィ

496F39L②③アノスイ吐ンケレ窪イマシナモノオモ

　　　ラッタデスケドカゾエテミク　トコロ　ドーモごiヒa・クエンクリナ

　　　インデスケ｝㌔モーイチドシラベテミテクタサイ

497F21M②③アースイ9kンチョットオツリガチが労

　　　スケle

498F50L②③オツリガクリナイガアトデモケッコづス。

　　　ホカエRワッテカラマタキyx

500F46L②③チHットオッ甥列娃ンtXF，カラェテミ

　　　テク殉イ

503k121L②④コレ脅外測リガチガッテ2Vマセンカ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　墜
504二二②③チョットオッ甥クリ吐ンケF

508　F41L②③スイ9kンチョットチガッテイ澁ンカ

50η膿L③⑤妙ンイクライクラノモン労オッ甥チ

　　　ミ1ツト　タランデ

508蹴3L②④男識ン憾
509F30L②③コシチョットシラK7モラエ覇カチョッ

　　　トクラナイト　オモイマスガ

510F18M②④オッ甥タラナインデス外

512　F1711③⑤オツリガクラナイifF

513鷲繍②③イマノオカンジョ畷吾わテ衣スケド

514　F28L②③アノーコ湾イクライクラテシクヨネ。オツリ0

　　　ガチョットチガイマスケドシラベテクダサイ

515F53L②③チョット羽リガ列マセンカラシラKテ

　　　ク男イ

516mo8L②③イマイクライクラダシタ。ソ労コレ勿ノ

　　　　オツリシカ　イクダキマセン。？チガッテイルンジャナイデXカ

517蘭繍②④かりガタ升行スヨ

518F42L②④チョット，力在ノシタノトネ，測りガアワ

　　　ナイカラミテクダサイ

519F30M＠④チョット好ガッ猶ンジt’ナィデショ切ネ

522F46L②③イクライクラカイマシク捗オツリガクラナ

　　　イカラシラKテクグサイ

525認6L③⑤ア，がサン，オツリガクランヨ

527F25L②③スイ9kンオツリが知シタリナインf7，ケ



　　　ド

528鵬錦②③オクサンd9チ穿碧シマシタオ労
　　　コレチョットシラ’SテミMトクリンヨーダガ　ドrデショーカン

　　　チガイナイテスカ

531総6L②③ア，スイRkンテット，オッ甥タラナイチλ

　　　罫

533醗48L②③昌盛ガタリ聴ンガカンジョーずがッテ

　　　イマセンカ

534F1舗②③アノがサン，オツリが妙チインデス界

537itli35．M②④ケーサンガマチ加ヲヘンカネ，チョット1’）

　　　リガ　クリマセンケド

539認翻③④チョットAPtfiアワナインジ1・ナイデ肋

540謂2L②③かりガチョジトタランヨー動Fテヨット

　　　　ケ・一SJンチガイジャ　ナィチXカ。2シラKクグサイ

542M51L②④チョツト淵リガ動ツ弥シRkンカ

543総5L③⑤滑りガ動ット艀チョッ5シラ背モ
　　　ラエンカネ

545　M461．i②③　チョット　シツレーチスケド　ィマ　イタダィク

　　　オツリワクラナイヨーニオモウンデスケドモ，チョットアクッテミ

　　　テク朔イ

546F38L②③M？kン，測膀チョ外チ励ン鬼ケ
　　　ドクシカメテ　クダサイ

548F51H②③イクライクラ酬マシテイクラダシマシ効

　　　ラオツリガクリナイトオモイ9ス

551　FslsH　N　R

552M2t｝M①⑨イマカックフガスケF，チョットシラ背

　　　　イクダキクインデスケド，ワクシノ　カッタプントオツリガチョ

　　　ジト　オカシイH一ニオモイ9ス

554F43g②④　チョットオツリガクラナイケ暮　シラKラミテ

　　　　クグサイ

555　F50情①（塾　オt；　y　イタタキ・マシタケ慕マグ　サイフノナ

　　　カニイレテナインデスケドコレチ灘ットシラKテイタグケ9匙

　　　ンカ

557F31績②③チョットオツリが動ックヨー二荘孜X

　　　ケ算コレトコレデモーイチドケーサンシナオシテクグサイ

558F49L②③チョ弊渤ネガクリ聴ン弾シラ菅
　　　クダサイ

561F22H③④ゴメンi”Sイ。コレfuット勅ネクリナイ

　　　ンジャ　ナィカシラ

565醗5L②④チョ外ツリガタランヨサ恩沢淋

　　　い

566F15L②③アノーか甥クラナ4MEイマスtrF

567F21H②④アノーオツリガクリナインタケド，モーイッ

　　　ベンシラ“9テミテクダザイ

568F2舗③⑤アラ，瀕サン，．渤ネチョットオツリクヲ
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　　ナィワ

56舗26L⑧⑤漸サン，タラナイヨ

570F42k｛＠③チョットコレケーサンが効ッ灘ンジャ

　　　ナイデスh

572F29L②③スミ費ンケF，潰蛎テヨットコVチガ

　　　イマセンカ

575醗篇①②サ林ドオツリオモラッ好スケ陣壁

　　　クリナイミタイナンデスケF，モーイチ匹カクニンシテモラエマ

　　　W7“ショ功

573認8H②③チョヅトスクナイ弧憾モ

578M37M②⑧モーイチドオツ財瀞ラペ論旨マセン

　　　カ

579髄蹄③⑤がサン，劾シイジャナイン。コレ。テヨット

　　　　チ澄汁セン

581　F54漉①②　オツリガ　チョットタリナイヨーニオモイマス

　　　ケドチStットイッベンヨクミテクダサイマセンカ

582轍簿③⑤カ1サンオツリガタラン弾

583　F61L②②　チgット　スミマセンカ　コノ　1マ　イタダィタ

　　　テスケ蓉タリナイトオモイ？スデイチドシラNテミテクダサイ’

584F19H②③スィ聴ンオツリガタラナインデス弾

585F45L②④チヨット測甥クリナイジt・ナ存ショー

　　　カ

586銭13闘①①アースイ逓ンチョツトオツ甥動ウヨ

　　　ーニオモウカラモーイッペンミテイタダケ？センカ

587F16M②③アノ，励ネ夘ナイト癩イマXケF

588認舗②④アレ，孜ノシナモノオ初ラ杓労スカネ

590F3錨②③スィマセンチョットオツリが響ガッテナイ

　　　i｝ショ吻

591F28L③⑤チョットタリナイケド

592擬42L②④イクラノ言カッタデ，イクラ　ワタシクデイク

　　　ラクウナィカライクラクダサイ

593F36L②③オ捗ンスイ吐ン憾チョ外オツリガ

　　　タリナイチスケドイチドシラベテミテクダサイ

594．F49L②③アノーケ轡ンガチガッテナィガカツリセ

　　　ンガチガッテイルケド。ワクシノ　カンガェデワ　コーチスガ

596F29Jl⑦①dYイ妙イテタオッ膀タラナイミクイダ

　　　ケドモモーーイッカイケー・｝Jンシテイタダケマスカ

597F3術②②アチョットスミマセンイマアノシラベサ

　　　セテ　イクダイクンデスケf：クリナイヨーニオモイマスノデ　モー

　　　イチ蕪オタシカメ　クダサイ

599F48L①②オクサンチョットイマノ効イヤシ読ン

　　　カ　ナンカ　オツリガ　タラナイミクィデスケドモーイチドチョッ

　　　トアクッテミテ　クダサイマセン　イッペンカラェテミテクダサイ

600F27L②③スミ吐ンケFkンエングシヲヨンヒャクエ

　　　ンカッテヒャクエンクジマセンケド．
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002M49L③⑤列ヘン効ラカササシテ揚男ヨ

◎03F43L②④アノPt夘夘サンh9カシク旅スヨ

005esa26H①①夘ダレサン：ノ溺オツ醒二拶聴

　　　ンカ

006　驚50｝｛②④　コノ　カサオ　ツカイマセンカ　F一ジ

OOg　F38L②④輝サシテッテク射イ

911F4．2M①①アイテマスカラ置目チニナッタラ肪

　　　游スカ

⑪12F44L①②F一ゾオモチニナッテク朔イコンチカ

　　　サチヨケレバ

015F38L③⑤カサカシテァ朔デサシヲVhナイ

017F56L②④カサオモチヤス

018F39｝1①②ヨロシカッ労uyFづオッ解ナッテ

　　　　ク動イ

020M68L②③夘ダレサンアンタカサ班チク殉イ

023F46L②③コレヨ加クラオッ解妙サイ

024F17H②③阿コノカサオモチク舛イ

026F69L①①ドチラサンノ肋タ勤シリRkンケド，カサ

　　　　オモチニナッテアトデコニユーウチニモジヲキテイタダケ

　　　シ或ヨロシューゴザィマス

027k122iM②④溺ガヨフンニア肋ラサシテ魯遊ンカ

029F30轟1①①H9シカックラ，騨オかシニナリマkンカ

030瓶7L②④懸オカシテアゲマショー一力

033F4闘①②Fづコノカ財サシヲイッテク彬イマ

　　　セ

035F47M①①カサ別シニナリマセンカ

036F66L②③テヨ外力財カシテ跨マスデ、モッテイ

　　　ツテク朔イ

038F43k9②②カサ薄アマッヲマスカラ　F一ジ透サシニナ

　　　ツテ

039kt41L②④タレ夘サンアノーウチニカ甥アイ樋

　　　テネー　モッテッテ　チョーダィ

⑪41F47H②③力弼ドづオモチクダ擬マ1ツ谷
　　　ノ　ト＄ニ　モッラキテ　クダサレバ　ケッコーチス

◎42M20L②④ヨカッタラカ勃シテア搬スヨ

043F63L⑧⑤ヌレヲッテet　7　Fク労力財カシテアゲ

　　　ルデ　モッヲキナサイヨ

045澱9L③⑤ヤ㍉騨モ労ケヤ

048F72L②④勢テイッテク朔イ

04．7F40L②④ヌ晒トイケナイカラカ弼カシテア狩

　　　ショ濡

048　赫61L②④　チヨット　カサオツカ；）．テ　クダサイ

gse　FerM　N　R

O52　F58H②③アマッタカサ効ラィツfEイ功ラカェ

　　　シテ　クグサレ践ケッコーデスカラ　ツカッテ　クダサイ

053F33M②③ウチノが胃テマXhラドージモッテイッテ

　　　　クタザイ

054M6eM②③モシカサ班チク麹もヨロシカックラ

　　　オ膏ク労イ

056F26H②③ヨロシカッタラ幻カイク朔イ

◎57総繍②③ヨロシカッタラコノカサツカッテ労財

059　醗24H②④　コレ　サシヲッテ　クダサイ

0609122L②④力塀カシテアtigショー

063F25L②③ヌレテ湘マリデショー。アノ輝甥ッテ

　　　　ク搾イ

065F30L②③夘ダ四ン艀班チニナッタラ

06SF38M⑧⑤溺一カリテッテ

068F36L②④アihサモッテッテク射イ

069M29kl②④ドづモッヲッテク麹イ。アノーカXスノ

　　　ワイツチモイーカラ

e71　M52L⑧⑤イヤマー勘チ歴イカンSi，hijノ佃

　　　ホンダライ　モッテカンセ

073F2器③⑤艀モッテイカナイ

074i128H②④グレダレサン，サシテイッタラ　ドーテXカ

◎75F3喚H②④ヌレマスカラカサ　一一ゾ

077F39L②④アノーアメ薄　フッテ＄タヨー・ljカラ，カサカ

　　　シテアゲマシH一力

078F30L②④伽夘サンhsSモッテイカレタラ

08◎醐即②④フジタサン，ア湧フッテ艀力彊モッテ

　　　ツテク粥イ

084k14’？H①①モシモシ。アイラマ潮ラ，カサ脱チニ灘

　　　9センカ

086F27L②④カサモッヲイッテク殉イ

087k125M③⑤ヌシ肋ラカ材糖ティキ骨イヨ

089罐2H②⑧カサモッテキ聴ンカ

090Fエ翻②④滑勤ッテクダ貿
091総1L②④区づスカアノアメガフッヲイ肋ラカサ

　　　2カシア　アゲルカラ　モッテッテ　イッテ　クダサイ

092F1鞭②④ヨカッタラコノカサツカッテク殉イ

◎93　F69L②④　カサ蛭カシテ　アゲマX

◎95F18L⑧⑤ア湧フッYSPhラカサツhdナサイ

096寵8L②④ヨ9シカッタラ附サシヲー

097認闘②④溺オモッテイ碧セ功

098F37L②④ア雪占ヌレkカラ　サシヲッテクグサイ

099鵬8L③⑤アーアメガフット彫掴F一ゾヨカツ

　　　タラサシティキナサイ

1GOM16M②④ナゴニサン甥ドづスカ



．1◎1M33kl②④モッテッテクダサイ

102　F18幣②④コノカ蓼オツカッテ　クダサイ

104M27kl②④ナニナニサンFづ胴ツカッヲ妙財

105F3GL②③アーアノチヨットHUシカッタラカサモ

　　　ッヲイッテ　クダサイヌレマスカラ

1◎？F1舗②③F“〉コノカ獄オツカイクグサイ

1G8能繍②④ヨカックラ溺ツわテク舞イヨ

11◎F15L②④タナ艀ンコノカ財ツ加テク粥イ
　　　ドージ

1エ1M341i②③ヨカッタラ諏SVhlクグサイ

113M28k｝②③モシモシカ甥ヒツヨづシタラカシテア

　　　狩スヨ

116寵翻②④力甥カシテア搬ショ功

11？F31L②②R一ヌレテF－fXftカサXEチニナツ

　　　テワ

120M59L②③アーモシモシ夘ダ四ンカ財モッヲッ

　　　タラ　F一・5！X　アトカラモッテクリャ　イーデ　ツゴーノ　ィー　ト

　　　キ　モッテクリャ　イーデ　カサ　ヒトツ　ドーデスカ

122編曲①②ア，モシモシアノーウチニカ朔甥イマ

　　　スノデ　Eヒ　ドーーゾ　ゴエンリョ　ナク　｝ミーゾ　オモチ　クグサイ

ユ23F1舗②③アーアノ輝カシ”fアゲマスケ阿捌

　　　デスカ

125ki25H②④Fづ墨跡モッテイッテク朔イ

126M24L③⑤艀塀ライカッセ

127it128M③⑤オイオイカサカシテ汚ヨ切

128　F251・1②④　グレグレサン　カサ　ツカッテ　クダサイ

129R122［v］②④ア，カサカシマシ1・一力

130F38L②③hljオカシテアV’R）Vbラサシヲッヲクダ

　　　サイ

132F65L②④チョツトアンタ測疵チ煙ヤ

134罐3L②③モシモシカ甥韻ニアリマがモッヲイ

　　　ツテク労イ

135F38L②④アー酌ユジン，辮イ労モイづλカラ

　　　　ドーデスカ　サシラィツテワ

137F57L①①キZ一ニア湧フッヲマイリマシクカラコノ

　　　カサオ　ドーラ　オサシ　クダサイマセイツ　巨額エシ　ィタダィテ

　　　モ　ケツコ｝デ　ゴずイマス

138F37L②③ウチノhijア背マ肋ラチョットサシテ

　　　ツテク靭イ

139ki71L③⑤アーアンクアメフッラキクテウチニ艀

　　　が　アルガモツテキナ蜜イ。カエシノ　｝・キワイツデモ　ヨ冒シイカ

　　　ラ

149F74L③⑤アメフッテ挽ンデ輝モッテ携掘

141iti22fti⑨④ドーゾカY　l物ツテ妙サイ

143薦翻①①アーモシモシゴメ噸労湧ッタラF一
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　　ツ　コレ　博ツカイニ　ナリマセンカ

1嬉腿禰②③ダイフアメガフッヲイ脳一弧冬力労モ

　　　オカシ　シマシy一・カ

146F3騙②③ヌV？Xhラ麗サシラッチクダPt

147F3闘②④ドーゾカ彊卯ヲッテク粥イ

149F40L②④ドづコノカサオッ加テ翰墨

150F87L②④マーワシャジキ静労ネアンタ鯵

　　　サシテッテ　クダサイ

151総8L②③アノーアンク妙サンア湧7ryノニホ

　　イジャ　イケ？センカラ　客一ゾ　ワルイ　カサデスケi／　Fモ　ヒトツ

　　　モツヲ　サシテッテ　クダサイ

152　湧28鵠　　NR

153ms2kl②④ドーツコレサシテッテク殉イ

155　F47L②④　ヨカッタラ　コノ　カサ　サシテイキマセンカ

156　F73L②④　オモチナサイ

158麗5L②④カサカシテアゲマスヨ

159　F20L②④　ヌレルカラカサオ　カシマショー

161F81L②④アアメフッヲ蝦シ好溺ドづ

182F20H②④モシ芋蔓ックラ伽ッテクダサイ

164　縫42L②④　カサオ　モッテイッテ　クグサイ

ユ85騰脳③⑤コノカ財サシラキナサイ

188F62L②③ア湧フッテキマシタ万コイ歯ヌ囚λ
　　　デ　オモチ　クダサイ

171F23L③⑤コノ籾モッテッヲ

173F44L②④アマリイーカ瀕ヤナイ拝ドづサシ

　　　ヲツテ妙典

174FSIL②④コノカ野ヨ加クラモッテッテクダ貿

178　M21L②④　カサ　ドーデスカ

177　F24巽彗（う）④　カサ　蓉一・i；サシテッテ　クダサイ

179F74L②④モツ警聴ンカ

180醗5L①①夘ダ拷ンクハンガネ卸シカッタラ

　　カサオ　1モチニ　ナリマセンカ　モシモシ　オヨロシカッタラ　カサ才

　　　　モツテイカレ？毛ンカ

182F32｝i①①ヨ嚇ッタラコノ触オモチニナリ聴

　　　ンカ

183F2錨⑨④アテヨット労ノカサドづモッテッテ

　　　クダサイ

184F・19M①①イーカ労胃マセン外ヨカックラ荘

　　　チ：　ナリマセンカ

三85F3器②③W一チョ外ヌレマスカラカ膀ア背
　　　言ツマスカラ　オモチ　クグぢイ

186F3騙③⑤軸テツ好
188総5L②③アpt，モシモシ，ニワカアガオ訳リテシ9一

　　　カラ　コノ　カサ言　言モチ　クダサイ

189F26L②③力膀ア行イマスカラF一ゾオツカイグ
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　　　グサイ

191麗5L②⑧ソンナカッコイダイジョー外回ヨロシ

　　　カツタラコノカサ　1〈一デスカ

192　F16M③⑤コレカシテ汚ル

194F2◎M①②Y］　足骨　オカシシマXノテコチラ　オモチ

　　　　クダサィデアノヒマナ　トキデイーデスカラアノーコチラ

　　　ガウチニナリマスノデモッテキテイタダケナイデショーカ

195羅翻②③アツチヨツ5ヨカツタラドづ力彊ツ

　　　カツテクダサイ

197断2L③⑤力甥アイト艀サシトッテ夘

198F1騙②③グイプ，フッテキマシ効ラ，カサ，ドづ湧

工99F40M①⑨コンナフ閉院サデヨ加クラツ加囚

　　　センカ

200F18M②⑤アノ二一ドーゾ

2011t129M②⑧HUシカッタラツカッテク甥イ

202F70L①⑦シツレ・一ダケド励財疵チク粥イ聴

203F49L②③アーーアンクダレ夘サンジャ貿ガカア

　　　メカ　フッテ　オコRYデショー　コノ　カサ　ア蓼アワセダケ慕　ツカ

　　　ッテミテ　モラェマ老ンカ

2腿総OL②③アXfiフッヲキタヨづスカラコ財ゴシヨ

　　　・・ク朔イ

205FS5L①①ア湧フッテイケマセン㍗llStットマッ

　　　テ　カサオ　モッテ＄でスカラオモチニナッテ　クダサイ

206ft16ilL②④アンタ解モッテイキマセンカ

207F4籔②④ア，ヨ加クラウチノ荊モッテッテクダ

　　　妻イ

209F15L②④アノチョッ！・コノ触ツカガク粥イ

21GF23L②③ヌレ詠カラblテ’〉テク男イ

212F23H②③ヨ9シカッタラ，力甥，ココニアリマ刃デ，

　　　モジテイツテ　クダサイ

213F31L③⑤アーテヨットヨカッタラコノ騨サシテ

　　　ッテ

215腿1L②③騨カシタtl’マX7i蕪づスカ

216F26M②③アノヌ囚ス万：ノ酵ツカッヲクグ
　　　サイ

218F58L②④ダレダレサン，昇等ッタラ，カサモッテッテク

　　　麹イ

219欝9L③⑤アーモ涯シキミコノアメジャヌ瞬デ

　　　　ウチノアイ｝・ルカサ　モッテイッテ　クレンカ

220奮14璽②⑧ア・・sア賜フッ港マシ舛㌔ヌレチャウカ

　　　ラカサモッヲイッテクダサイヨ。言カシシマスヨ

221爾脳③⑤コレオサシナ塀

222F28L⑧⑤ダレダ轡ンカササシヲtrッタラドーオ

223F63L⑧⑤ヌレ勘ラ溺オモッテキナ侃

224醗21L③⑤ヨカックラコノカサ勤ワナイ

227F28M③⑤夘ダ謝ン。il￥プフッテ励ラカサカシ

　　　テアゲルカラモッテッテ

230F37H②④Shッタラコ」　hサツ加テ労貿

231認3疑③⑤オイチョ外力財モッiiイケヤ

233F25L②④アノヌ励トイケナイカラ溺響シテッテ

　　　　妙サイ

236剛材③⑤アかウチノ筋モッヲケヤ

237総出③⑤かも力財モッラケー9－

240M20M②④コノ湧ツカッテク動イ

242M31M②③回，力塀効ッテク柵イマタ男
　　　デガ　アリマシタラ　トドケテ　クダサイ

243M63L②④チョットカサ，モッヲURセンカ

245M52L②③カサAE・fジャナイテスネウチノかカイ

　　　　ク麹イ

246罷舗②④ドづ’；fh＞テク労イ

248鵬8L②④ヌレ励ラ赫サシテ拶賀
24－9　F4・2H　Nr　R

250総2i｛②④詞コノ雛ツカvテク封イ

251F3闘①①モシモシカサオツカ仁ナリマセンカ

252F26M②⑧BUシカッタラ，カサモッテッテク粥イ

254F32L③⑤ヌレ肋ラカササシヲィ骨

256麗謝②④ヨカッタラ，サシテ外塀

258麗翻①①ヨ加タラ既チニ鍔妓ンカ

280F33M①②聖シカッタラ鋤インナッヲ労サイ

261罐2L②④ヌレ励ラ溺一野渤
262F471i②③ヌ囚スカラカ塀励シシ訊

265麗聯③⑤ヌレラクイヘン夘一再現ティ狩

266F22，kl②⑤カサオド・・1；

267畑田②④ド・・ゾ，カサモッヲッテクf「gイ

269総9L①①ア，モシモシ，アノーカサ疵チニtljgk

　　　ンカ

270F28H①①ヨロシカックラカサ脛チンナリマセンカ

27エM32L③⑤ヌレ渤ラ，ウチノカササシテイッテヨ

272F3舗②③力闘肪シイタシ訊弾イ赫デ勲

273F27H②③妙サンア幼フッヲマ劫ラコレモガ

　　　蛎ク麹イ

275F50L②④カサモッテッテク粥イ

276F22L②④ドづサシヲ醤マセンカ

278M41L③⑤力塀モッテ醤ン

279F60L②③夘麺サンカサモッテイ加タラFづス

　　　カ

281F38H①②コレ証チ：ナッテク朔イ

284F3蹄②③F一ゾカ財，オツカイク朔イ

285聡繍①①慕づスカカサrtEfニナッチャイカ滑



　287F23琵②④タレダレサンカサカシテアゲマスカラ茸シ

　　　テツ灘

288艦殆②④チョット，コノ縛デヨカッタラ分貿ッ

　　　テク彬イ

2901「4　IH①②suシカッタラサシテイラッシャ孜センカイ

　　　ツデモケッコーデスカラ

291F24H②②モシオヨロシカッタラコノカサオモチク

　　　ダサイ

292F21H①①ヨ嚇ッタラ騨オモチニ甥マセンカ

293F22H②④カサ卯ヲイ三葉サイ

294F19H②③ヌけターン／ンデシg一一，カサ劫シシマス

296認3L③⑤カサモッテッタラ．F一・

297F48L②⑤　ダシダ｛ノサン，アノ，カサオ　ドーゾ

299聡ら9②③阿コノカサ，か解ク栂イ

300F46L②⑤一目蓉づ
302F53L②④チョット勝心シテア狩ス

303F55L②④ア，ア湧フッタデヌレテイカナィデウチノ

　　　　カサ　モツテイツ7　クグサイ

305総3H②③コン彊フッテ痢シタ万力財llッヲイ

　　　キ聴ンカ

306F3聯①①モシヨロシカッタラコンナアガス辱ウ

　　　テノ　カサ　芳モチン　ナッヲ　クグサイ

308轍繍②④勤ックラコレツカイ蓮ンカ

309F25H②④ドづコノ騨サシテク聲イ

311F2錨②③カサーアリマスカラツカッテ砂裾

312認3L⑧⑤川目カソ功
314野望②③押貸アルンデスerF　F－SXhサシテイキ

　　　Rkンカ

315F3醐②③UPシ加タラ二二ツ加テク男イ

317F48L③⑤アメニヌWYF捷ヒクカラネカサモッ

　　　ティ静サイ

318F8錨②③カシヲアゲマスカラサシヲオイデナサイヨ

320F17L⑨③カサ，モッヲ伽マスカ

321it133M②④F一ジカ財ツカッテクダサイ

323F2婦②③二軸シカッタラカサ肋シシマス外

324F2舗②③イツ発心シヲ妙サッテHllシイテスカ

　　　ラモツヲツテクダサイ

326麗7H⑧⑤ヌレチャウヨ，カサモッヲ蒋ナヨ

327F23L②③ドづ，ア寿ウチノカ財フ厨ンデスケ

　　　当家モチクダサイ

329購醐②⑧ア湧フッ港夕陽労汚シマ効ラド
　　　ーゾコレオオモチクダ歩イ

330融75L②④オーア湧．フP9ンジ御燈ササシヲッテ

　　　クタサイ，アッチエイッタツイデニマクヨラシテモラウシキ

　　ク　トキイツデモイ「「カラモツラキンサイ．
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331F57L②③モッテキマシ効ラF一ツサシテク婬イ

332M291⑫③99．コノ洞オオ勤イクダサイ

333　給垂OL②④　アメ蕩オチタデ　マタヵエリニ　カSStrモッ

　　　ラキテ　クレレバ　カサ　サシテ　クグサイ

334F87L②④チョットアンクア湖フット功ラカ甥

　　　　ヨ；byクラ　モツテ　埋イキヤス

335F2鷺②③アメニヌ桐畑ラコノ真壁ツかか
　　　クダサイ

337鶉51L⑧⑤漆もチョットコ財モッラックラ

338F4GL③⑤コノカサモッテックラ．

339附田②③2：マ！jfXftラ囎イか吻一斗モ脅

　　　ス

341F玉5L②③ヌけ背クハ万ショ功ラカ弼カシ

　　　テ｝’ゲRX

342鵬闘②④アッ，脇ウサンカ膀モッテイキ吐ンカ

345島126L②③妙ダ跨ン二士シヲアゲマ瀬ドづ

　　　スカ

3鐸F62M②③モ涯シナニナニsiンアノーア湧．フッテ

　　　9スカラ　カサオ　オモチクダサイ

348鶴川②⑤チョ外心夘サンカ財F一・i）

350F37kl②④アノーウチノ騨オサシラッテチ恥ダイ

351F49L②③配物シカッタラカサ襲チク麺イ

353F22L②④コノカサツカッライづスカラ。ドづ

354　F31X③⑤カサ，サシヲックラ

355切韻②④掬ダ吋ン，カサ物ガク夘イ

358総摺②④夘夘サン，泄アリマ肋ラF一一ゾ

357F23L③⑤ヌ罐トイケナイカラコノ澱サシティキ

　　　ナサイヨ

358麗鉱③⑤t‘イ，カササシ刃帽一

359　F45鍵①（1）　ヨカックラ　コレ　輩モチニ　ナリマセンカ

360F74L②②S一ゾオヌレンナリマスカラオモチクダサ

　　　イ

361F69L②③ニワカアガヌ晒ト粧ノ勝勢労
　　　ノ　フルイ　カサデスケド　オモチ　クダサイ

362M32L②③夘鋼ン。肘モッテッテイーf7，ヨー。

　　　カシテアゲマスカラ

363． ﾓ4L②④宏弓ン。アノーヌレ賀力万モエ「コ

　　　ノカサモツラツテクダサイ

385　F55H①②艀ガアリマスカラF一デ肋サシテイヲヅ

　　　シVイ9kンカ

366F61L②③イツデモケッコーテスチオモチクダサイ

367鵬2L②③力漕カシテア掬ス万，モッテッテ妙

　　　Yイ

368四四②④カサオカシテアゲマスヨ

3β9．．F紹L②④、カサ、動ヲヴ門馬づイ
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374F23M②④コnjglモッヲイッテ妙サイ

375F21L②③モシヨロシカックラコシサシテクダ握

377　F28．M②④カサオ　ドーチスカ

378F56M①①モシグゆ四ンカ財疵和ナッ刃
　　　　ドづスカ

379A132R②④チョットコノカサツカッテク捌ヨ

38GF75L①①油ガアリマがF一ゾ疵チク榊イマ
　　　シ

383｝155L②⑤ウチニカ膀ア励ラドづ

384F2躁②③ヨロシカックラコノ玉簡効イクダ貿

387F54L②④夘夘サンカ材荘チ聲イ
389F28L③⑤ア，ヨカッタラカササシライク

390F78L①①アノーヌレ勅ラ靭コノ捌発オモチ

　　　ンナリ聴ンカ

392F69M①①アノー諏轟轟イニ甥マセンカ

393　F23｝｛②④　コノ　カサ　ツカッテ　クダサイ

395F38L②④アノ客づコノカササシライッヲク栂

　　　イ

396総馴②③ア曙モート饗ンノアメ労ネヌレラレ

　　　クラキノドクダデヨカックラコノカサモッティキナサイウチ

　　　：アリマスカラ

397M16L⑨④ヌシヲシマウノデカ財カシヲア狩X

399F21瀞②④コノ　カサモッテイッテ　クグサイ

401　F88L②④　カサ　オモチナサイ

402F82鑑②④カサオモチナサイヨ

404F4踊②③夘麹サン，アメガフジヲ願事サーを
　　　デスカ。カシクゲマスヨ

407F2脚②③チョ外力號カシテア内ス，コレモッ

　　　テツテクtie・t’

41e　M22H②④　コノ　カサオ　ツカッテ　クダサイ

41i　ft116M②③チョットマッテク朔イ。アノーカ甥ア

　　　リマスカラ　暮一・づ　モッテジテ　クダサイ

413F55L②③アノーヌ1／マXhラ即シカッタラモッテッ

　　　テ斜照

414灘5L②④皆タサン？V，　ifンアノーアメガフッテ

　　　　クィヘンダカラ　F・一t7コノ　カサ愛　モッアッア　クグサイ

417蹴9L③⑤オイ勝モッテケ

418F28M②③スミ9kン，9hッタラコノ暴論シシ

　　　マス外

419F3鋸②④コ財カサカシマ7，kラ客づ

42◎F33L⑧⑤チョットカtfモッヲックラ

423　F65L②④　チョットー。カサオ　モチマセンカ

426F33L②⑧ナニナニサン，力財カシテアゲマショーカ。

　　　カサオモッテッテクダサイ。カサオサシテイキナサイ

428F221｛②③アメニヌレクラクイヘンi｝シ効ラ，コノ

　　　カサ笠岡シシRX

429M42L③⑤チョット辮ガヨ加タラドーゾ

431F25H＠③ダ砂鰺ン，モシヨロシカックラカサオツ

　　　カイク彬イ

432M35｝1③⑤オもカサモッテイク解

434F25L②④ヨnッijラカサモッティキUkンカ

435F191：③⑤モシ，ヨカッタラカサアルワヨ

436F89L②③ドージ，カサモッテッテク兜イ。オモチヤλ

438F34L②③ヨロシカックラ，ドづオモチ労サイ

43911201－1＠⑤ア，チョッ5マッチ，ウチノRifモッテイキ

　　　ナサ「イヨ。ヌレテ　臣節　ヒクトイケナイカラ

440F74L①②アノ㌦ナン蕩ケドAEチニナッテク轡

　　　イ

441F31L②④コノカサモツテ労勃ツヲク朔イ

443M18L②④ド・・，カサカシテや励ラサシテイカ貿デ

　　　スカ

444F2鎌②④鯵サシテイキ？kンカ

447F20H①①力弼モッテナインデスカ。ヨカックラ，イェノ

　　　オ　オツカイニナリマセンカ

興9鵬9M③⑤涜イ牌モッテケ

450F19／・1②③撫賜ノヨづスネ㌔コノカ財オツカで

　　　　クダサイ

452幡9L②③ウチグサン，チョットヨッテ労サイ。力號

　　　　芳ツカイ　クダサイ

453F15．M②④≦一・ゾコレツ心労妙サイ

454　M19M②⑤マーーカトーサン，F一一ゾ。淋一サン，擁

455F3媒⑧⑤ダレダ搏ン，ヌレチャ労，コノ縛9hッ

　　　タラF一・）；

456FISM②④コノカ塀サシテク朔イ

458M31L②③力詠ドづ渤ネ，カシテアゲマショ湧

459F1蹄②④チョ外，コノカサFづ，カシテアゲ駅

462麗脳③⑤チョットチョットマッテクレ溺カシテ

　　　　アゲli・H

463薦繍①①力號XEチニナ勇ワイ励淑力

464灘4L②④ジャマニナ肋シランガトニカクヌ協シ

　　　　ジャマニナルカシランガオモジテォィキ？x

4S8　F3211②③溺サシテイカレRkンカ

467F61｝1②③タイへ万スカラtl“一・S画料オモチ擢

　　　サイ

468k136L②④アノ㍉力膀ア背マ勘ラ蓉づ

470認翻①①搬蜘サンカ財ガカイニナリマセン方

471F32L②④コンドア汐ノア労モイ功ラモッ濟
　　　テ　クダサレJS　イーカラ　ツカツタラ

473暇鰍⑨③溜ワ詣ノィXノモノデスケF。ア湧

　　　フッヲィ距ノテ：ノカサオオツカ｛クダサイ



474鯖2◎語②④ア，ウチノカサツカッテクダサイ

476　幣正9請②④　モシモシ，コノ　カサオ　ツカッテ　クダサイ

477M25H③⑤かイ籾モッテイケンカイ

479MlsL③⑤チョット，キミ籾カシテアゲルヨ

480M16M②③イエニカ甥イジボンアマ労マスノデド

　　　ーゾ　コレ君　ツカツテ　クグサイ

481F63L②④アメニヌレ肋ラ，コノカササシテイッテ

　　　クy「サイ

482酌2脳②③F一ゾコ〃弼が屑ク朔イ

483認4H②④夘ダ博ンカサモッテtsマセンカ

485F49L①①ネx，アノ，ククサンフジテ碧シ効ラカサ

　　　オオモチニナックラ　イカガデスカ

486羅3L②④コン労アメガフッラrvVスコシ？ン勃

　　　ライッタラドー一jiネ，ナングッタラウチノカサオオモチナッ

　　　クラ

487F29L②③ドづ肋コノカササシテイカレタラ，イツ

　　　テモ　ヨロシイデスカラ

488総8L③⑤ヤァーア幼フッヲ紗ン勤ラヌレテワ

　　　ナンダネー　ウチノ　カサ　モッテイカンカネ

489紐9L③⑤チョットアノPtヌレチャーイカ万カサ

　　　Fづネ

490F50L②③アみカサオサシヲラッYvイヨイづスヨ

　　　　ヨロシイデスカラ　モッテラッシt・イ

491罷翻③⑤カサモッテイッタラ

492F2？L③⑤カサ加タ朔ワ

494F15L②④ドづコノカ財ツカッテ妙サイ

495F49L①①アナ夘Fコ野効レ訊。ア，ソづ肋
　　　　ジャ　オモチニ　ナリマセン

496F38L②③ア，クハンデスネアハイーhifジh，ア

　　　リマセンケド，モッテイッテ　クダサイ，アノーイツデモコチラエ

　　　ヲヲキタ　ツイデテ　ヨロシイチ　モッヲッテ　クダサイ

497F21M②⑤ア，ナニナニサンヨケ晒斗酒ドーゾ

498F50L②③アメガフッヲキマシクカラ，力財ドーfXh

500F48L②④力財F一・」，イ労モ衣カラモッ狩テ

　　　　ク射イ

503　擁21L②④　カサガ　アイテイルノデ　カシテ　アゲマス

504斑伽②③チョットアメガフッラルンデショーカ財

　　　カシマショー

506F41L②③アノー，カサモッテテク朔イアノ㍉ヌレ

　　　マスカラ

507M41L③⑤ウチノ鴛カサカシタ弗，アーカエスノ

　　　ワイツチモイ’・デツゴーノイートキモッヲキテクレ

508｝123L②③労粥ン，ヌレチャタハン勤ラカサオ

　　　　オカシシマショー

509　F30L①（2）　ヨVシカッタラ　芳ツカイニ　ナッテ　クダサ・r

反応文一一一ec

510F1舗②④bijモッテックラドづスカ

512F17M②④力弼カシマショーカ

513F3騨②③恥曝疵チク射イ
514F28L③⑤タレ夘サン，力財モッテッタラ

515F53L②⑧ヨ9シカックラ証チ妙サイ

34工

516M38L②④妙オリオミテ煎シニキテク男イ

517薦騨②③モシモシカサオカシラア四劫ラ，ドづ

　　　スカ，イカガチスカ

518F42L②④7ノーイ労モヒマナト朽／一カラカ

　　　Xシテモラウナ　モッヲッテ　クグサイ

519F3臨②③ドづ勅シ謄スカラサシテッテク射

　　　イ

522F46L②③フッテマスカラカササシヲッテク舛イ

525認8L②④ア，カサカシマスヨ

527F25L②④力漕F一ゾモッテッテク朔イ

528轟1錨③⑤ヨカッタラサシヲ滑イかイツデモツイデ

　　　ントキニカエシトキナサイヨ

531M28L③⑤ア，溺カシテアゲ肋ラ

5331148L②④加オカシテアゲマスカラサシテイキナサイ

534Fi8M②④ヨロシカッタラカ財ドーゾ

537鴻3騨③⑤コノカサオ励イナサイ

539麗翻②④モシ勤ッタラコノ湧ツカッテ拶サ

　　　イ

54G謂2L②③アノーカサオオモチニナッタラドーテスカ

542M51L③⑤ダレダレサン，カサモッテイ効

5431155L②④劾ッタラ勤ッテク労イ

545灘6H①①モ涯シカ財，オモチニナリ3kンカ

548F38L②④ヨカックラ泌モッテッテク粥イ

548F51H②③ヌレテイ外タtv万スカラモッテイッテ

　　　クダサイ。蓼シテイツテ　クダサイ

551F45H②④コノ輝カシテアゲ渤ラモッテッテク

　　　ダサイ

552罷翻①①ヨカッタラカサオモチニナリマスカ

554F43H②③モシH9シカックラコレサシティ＄Rセンカ

555F5醗②③力弼サシヲイッテク粥イFコFコノオ
　　　ウチノ　カタデショー

557F31M①①チョットアメフリグ沢シVhラ勤ッタラ

　　　　カサ、オモチニナリマスガ

558F49L②③アメガフッテ＄Rシタカラカ弼サシテイッ

　　　テク朔イ

561F22H②④コノカサカシテアゲ励ラアシタノアサ

　　　　コチラ渚　トール　トキニ　イエニ　チャント　モッテキテ　クダサイ

565鵜45L（2）④　ウチノ　カサモッヲイキマスカ

566F15L⑨⑧アノー，ヨカッタラカサオ劾シシ畝

567F21H②④チョッFソコノヒトカ財ツカッラ労
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　　誓イ

568wa8kS③⑤カサカシテア殖ワ

589麗BL③⑤コノ騨ツ煎ヨ
570F42k③②ドづスカ。助ッタラ艀モッテイカ瞬セ

　　ンカ。マタ　アスデモ　トFケヲイタグケ践　イーデスカラ

572F29L②④アーモシモシ，湧モッライ碧鋤

575縦描①⑦カサオ勤仁tvekンカ
576k・1261｛②④アコレ勤ッティッヲク射イヨ

578紹蹴①①モシモシ，力財イッ抑薮チニナリマセ

　　ンカ

579継舗②④チョット，チョットー。助ッタラ3ノ瀦

　　モツヲツテ　チョーダィ

581蕗婦②③力財モッテイガク粥イアメガフッヲ

　　オリマスカラ　ドーゾツカツテクタサイ

582磁孫②③ドづ諏オ勃ツテ労賀煎リニ
　　カェシテイタダケレパケッコーデス

583F61L②④オカ腰囎ヲイッヲク麹イ

584F19H②③三級渤ジ沢ショ吻

585轟5L①①酵疵チニナリ？tンカ

58S総翻②④ドづコノがサシテイッラク甥イ．

587F16罰②③ヨカツクラオッ解ナリ覇王

588認舗①①モシモジ蜘ダ縛ン，艀ヨカッタラ疵

　　チニナリマセンカ

590　F33M①①雪垣シカッタラコノ瀦思懸ニナリマセ

　　ンカ

591F28L②④アノカ長喜ッテク舛イ

592鵬2L③⑤アメガフ外艀輝モッラテ

593F36L②③ア，チョットアメガフッ’f智シタデ艀オ

　　　ツカッテクグ雪ぞ

594　F49L（至）②アノアメガフッテオリ9Xデ　F一一i；Xカ　ウ

　　チノカサ　サシテイカレクラアイテオリマスカラ

596F2脳②③ヨロシカッタラ射サシヲッテ捗獄

597F3湘①①アーアノ湘ット湧荘チニナックラ

　　　ドづスカ

599F48L②③ナニナニ卯フジテキマシクネFづカサ

　　モツヲツテ　クダサイヨ

600　F27L⑧⑤9fノ溺越畑ナサイ

魚つり （lf2）

002M49L⑧⑤濠一ヤナニガツレル

003F43L②④潟チャン肋ナ罰マス

GG5　M26H③⑤ボクサカナツレ肋

◎08溺OH②④添ヤツYYXh

OOg　F38L⑧⑤ヨクツ湧

0盤F鍛③⑤孝クツレタ

012F44L③⑤癒クツ㈱ネー

915F38L③⑤トホクツ罐
0171；58．T⑧⑤溜サカ捕ツ瞬赫

⑪18F3脳③⑤灘ヒト労鰺砿弦薄ツ瞬、訪
　　　　トレルノ

020総8L③⑤孝一ヤツレ肋
⑪23　F48L②④　雪カナ寿　ツレマスカ

024F17H③⑤職漁ナツレタ

026F69L③⑤靭サカナガツレ渤塾

027類22⑱⑤陣イツレ渤
029F30語⑧⑤蓬一ヤナニガツ罐

030晦7L③⑤ココノ勘ヨヨクツ晒

033F48￥，②③膨や動ナツ囚スカ妙サンツッテ

　　　クグサイネ

035F4鷹③⑤融勤ナツ湧
03S　F66L②④　サカナガツレ熟みツレンカ　Fチラデスカ

038F43M③⑤かや動ナツ鵬
◎39M41L③⑤溜チャン励ナ艶場ネー

0盤F（t7H②④赫ワ勤湧ツ囚肋

042M20L③⑤サカナツレ勘イ

043F6翫③⑤職漁湧ys　W’rkネ蛎ツケナ塀ヨ

045晦9L③⑤溜ツ罐
046F72L②③オサカナが弛マスカ

047F40L③⑤瀞オ昨ナ動湧艶タ
048総1L③⑤ヒト雰グィジョづカ，ツレ肋

05g　F67M③⑤ガナィカラヤメタホ畷イ穆ヨ

G52　F58H②④弱カナツ罐ノ。発ヒトリデ紗ノア

　　　フナイネ。オウチ　Fコデスカ

053F3311③⑤概ナゴ’；yクノ

◎54鷲60醗③⑤瀞ヤツレ勅イ

05S　F26H②④ぷ趣サカナ脚獣力

057認繍③⑤溜ナニカツレ渤ネ

e591t124”③⑤ツレルカネ

0801t122L③⑤瀞ヤヨク艶励ネ

063F25L③⑤紗ツ罐
065F30L⑧⑤ヨクツ罐
066F3綴⑧⑤ドンナモノガツyig

O88　F36L③⑤ボクー，サカナツレik

O89寵9缶③⑤劇ヤ，ドづイ。“jYrlhネー一

〇7王M52L③⑤示一ヤ，ドづヤ㌔ツレ肋やPt

O73　F23M③⑤＄クツirlk

O74　M28H③⑤オーイ，ツレ肋一

◎75F34H③⑤妙サンツレタ

◎77F39L③⑤艶励ネー。ツレター。サ赫ツットか



078F3◎L（豊X§）毒ク　ククずンツレ盈

e8e　M18M＠＠　＊ij　Vtwk

O84八四③⑤溜ナンE＄弛夕
086F27L③⑤ナニガツレタノ

◎87M25M③⑤劫ツレbh一一

〇89M42N③⑤ドーダツレルカ

090F16M③⑤ソンナトコデツ瞬

G91服し②③瀞ド・・デス滑動湧ツtr？）th

O92　Fl？閉③⑤渤コノアタリッテツ漉ノ

093F69L②④潜ン勤甥ツ囚劫
095F13L③⑤勤ナツ罐

◎9舗28L⑧⑤劫勤ナツYg
o971t139M③⑤＄一ヤツレルカネ

◎98F37L③⑤タクサンツレ1嚇

G99罎8L③⑤斎ヤドづイツ罐力

lOO　M18M③⑤ツレル

101良133轟②④ツレマλカ

102F18繕③⑤ナニfJツレル

1腿罷聯③⑤＄b勤ナヨー艶励イ
105F30L③⑤靭一ナニカツ励一

1G7　F18M②④ヨク励ナがVtxRMj

lG8　M25M③⑤妙サンツレ肋ン

110F15L③⑤ネPtがヤソノ勘ヨヨクツ湧

111総則③⑤潟ツレ励イ

113M28M③⑤勃過労励イ
i18罷職③⑤ボーヤツレ肋イ

117F31L③⑤潟ツレ1シh3

12G鵬9L③⑤アー粕一ワイーヒ蛎F一殊動ナ

　寿ツレ励ネ

122M56M③⑤涛やF・・tiイブ励ナナカ幼テu・・

　シヨサソづネ

123F18M③⑤恥エヨクツ晒
12551251i③⑤涛ヤヨクツレ助ネ

126M24L③⑤融ツレ肋

127創傷⑧⑤押扇D罐一
128F25M③⑤ココヨクツ瞬

129麗鋤③⑤かスウマク艶ト励イ

130F36L②④幼ヨグ，ツレマ納

132F65L②④アンタ勤ナツURMj

134M73L⑧⑤ナ訪ツレ厨

135F38L②④劇ヤトオ。タ労ンツレマ抽

137F57L②③絢チャンオサカ湧ツy？7，hダ杯ア

　プナイカラネキオツケナサイヨ

138F37L③⑤靭物D励
139翻し③⑤ボクツレタカ

反応文一覧　　343

猛◎F7紅　NR
141k122M⑧⑤Fヤーツレ肋イ

143k153H⑧⑤オーホ・・ilヤッテ瞬F－1，’・itツレ肋イ

144iM17M③⑤鷹ナニガツ協

146F35M③⑤ボク勤ナツレル

147F30kl③⑤融ツ雛ノ

エ49F40L②④ツレマスカ

150F67L③⑤灘動ナvmahネ
151総8L②④かや勤ナツレ浄魑キs・・ワカ嚇

　ツヨクヲ　サカナオ　ウ；ク　ツシナイダ桑田ミス：　キオ　ツケテ

　チューイ　シナキャ　イケタイヨ

152竹野②④渤ツレテRXt1

1531132hl③⑤渤ツレ勧イ

155F47L③④瀞海門’；yタ

156F73L②④ガナ春日エリナ藪

158　M25L③⑤ッ鋤‡

159F20L②④ツレ9スカ

161　F61L②④　サカナ　ツレマXカ

162F20K③⑤瀞ナ光キ’；y夕

164購2L③⑤掻クツレルー

165蹴脳③⑤ナンカツ瞬

168F62L②④勃赫溺マ抽
17王F23L③⑤溜ツ晒
173F4乱③⑤ドーツレ渉

174F61L③⑤瀞弛ルdggiニモーツッタ

1761t121L③⑤ドーダホーツレルカ

177F2闘③⑤ホ・・ヤF一ツ1　ib

179F74L③⑤励ナ寿ヨーッレルヵド・・5，ネ

180鵬5L②④かやヨクプ囚抽

182F3器③④劫別艀ツレ恥
183F23M③④かやコノカ雰オ勤ナツ晒
184　F49M②④　牽ッチャン　サカナ　ツレタ

185F3鎌③⑤融ツリシ魏ノツ瞬アフナイカラキ

　オツケテネ

186F3翻③⑤F一，ヨク，ツ瞬1

188聡5L⑧⑤涛ヤ，キョづ物ナノツレグワ（9　F一

　力
189F26L⑧⑤勧，ナン欝ツレタ

191鯖25L③⑤ソコワ励ナツレ肋‡

192F16M③⑤ツレlk

194F2脳⑧⑤溜勤ナツ鴻
195幣4翻③⑤ボーやF一ダ，ツ晒カ

ユ97i　72L③⑤ツレ渤ネー

198FIsM③⑤コノカワヨクツレル

ユ99F40M②④モーナ解ア拶ツッテ厨。キョーワク
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　クサンツレタンダネーアツイカラアマリヒニアタラナイデオ

　ウチニハヤクカエリナサイヨ

200F18kl③⑤瀞勃ナツ罐
2019129M＠⑤毒一ヤツYb－

202F70L②②胸チャマオサカナガツY？スカ

203F49L③⑤藩や勤ナガコンナトコテツ晒ノ

204M60L②②　ボク　ドーデスカ　ツレマスカ

205FBsL③⑤涛ヤヒトリデツッテ初ノツレ勤ネー

206聡4L③⑤劫ツレ肋
207F49．M③⑤diク，ツyth

209F15L③⑤ツレル

210F23L③⑤溜ツレタ
212F23H③④かやオサカナワ，ヨクツ漉ノ

213F31L③⑤勃ツレルゥ

215鵬1L③⑤涛ヤヨクツレ励

216F26M②④コノヘン刃勤ナが弛マスカ

218F58L③⑤かや，勤ナ，ツレル

219瞬9L③⑤融勤ナツレ勘ガナ谷tAツケ
　テ・…

220髄瑚⑧⑤勲ナ踊ツ蹄ナ。ヨク伽肋ネ

221M56M③⑤セーガデルネ”ボーーヤ

222F26L③⑤勧，動ナツ励ナニガツ励ノ

223F63L②⑧瀞ツレマスカ新

224M21L③⑤ナンカツレ勤一

227F28Rl③⑤ぷク，キョーヨクツ罐

230F37｝1⑧⑤劇ヤツレタカネー

231｝123H③⑤ホーヤヨクプレ肋

233F25L③⑤溜勤ナト励
236総額③⑤示ク。蓑一ダ。ツレ肋

2371ti38M③⑤オーイ，ツレトルカ

240｝12G，M⑧⑤ツレルカイ

242｝131M③⑤ポク，ド・・jiナ，ツレ励ネ

243M63L③⑤かや勤ナ弾励，客づイ

245M52L③⑤かや強かツ罐
2465123M③⑤かや勤ナツレ拗イ

248総8L③⑤かや勤ナツレ拗

249F42H③⑤幼ツゆ
250認2H③⑤キョーーワツレ肋ナ

251F36湧②④　ドーナニツジテルノヨクツレRXカ

252F2邸③⑤ボク，ツレソー

254F32L③⑤サカナツレルネー

256罪業③⑤ボク，勤ナヨクツ晒

258総門③⑤瀞ツレ励

260F33M③⑤勅勤ナツ励ノ
261罎2L③⑤動ツレ肋イ

262F47M②④詐や勃ナツレマスカ

265囎翻③⑤ヨクツレ勅

268F22M③⑤動ナツレ1シ

267M39M⑧⑤求一ヤツレルカイ

289薦9L③⑤涛やYhナツレ肋

270F28H③⑤ド畷，渤ツ晒

2711S32L③⑤ボク，ヨクツレ励イ

272　F38M＠＠　iiht　“YUUXh

273F27H③⑤ナニツッヲン／　）Vilンツ妙ド砂ライ

　　ツレタカ　チョツト　ミシ7

275　F50L②④勤ナツレマスカ

276F22L③⑤勃ツ罐
278轟！41L③⑤脅ツレ励一

279F90L③⑤タノシソづネナンE＄ijライ艶夕

281F38H③⑤妙サンツ痂

284F3舗②④溜励ナツ囚X
285鵬6欝③⑤茸イホーヤ，ツレルカエ

287F23H③⑤溜ヒ5VYキ沸，F一オ，サカナツ晒

288鵬7H③⑤涛ヤヨクツレ渤イ

290F41H②④かやヨクツレマスカオモシ財

291F24H③⑤潟ナニツッラルノ，ツ協一

292F21H③⑤劫勤ナククサンツ罐

293F22H③⑤拘ツ晒ウ
294F191｛③⑤潟勤ナツ罐
296it133L③⑤｝葦クツレルカ

297F48L③⑤ドづ，ツレクー

2999135H③⑤ドーヨクツ瞬

300F娼L②③ソンナト諺ツッヲテワガナイテ知ツ

　レマスカ

302F58L②④　チョットヨクツレマスカ

303F55L③⑤ijhナガツレ助ネ

305ft133H③⑤オも暮づ弛ヲ肋

306F3ZM③⑤ボクヨクツレル

308M9濫！③⑤ツレ肋ナ■・一

309F25H③⑤ドーツレル

311F24M③⑤サカナツ罐
312M33L③⑤F一一，チョーシワド・・

314病13婦③⑤＊一i’励ナツ晒

315F30M⑧⑤ヨクツWk

317F48L③⑤溜嚇ナツ湧
318F6脳⑨④胸チャン溺カナ勤ラ防F脚覇力
　　＝アムナイカラキオツケナサイヨ

32◎F17L③⑤瀞ククサンツ瞬

321k133M⑧⑤漁，ナニガツレルングィ

323F2珊③⑤溜勃D励



324F23hl③⑤F一オツレ瀧

326M27H③⑤’；　vaカ，ミkYク罐解

327F23L③⑤溜，助D助
329M4錨③⑤瀞サンツレ肋ナー

330瞬5L③⑤勃効ツレ肋ナドづ

331F57L②④‡，ボク，ツ囚劫

332麗9H②④かや動ナツレマス

333纒OL③⑤たイナ訪ツレ脚一

334F67L②④涛や助ナツ外ッテエライコ舛，ツ

　碑シク

335F27fyf③⑤・5クツレル

337il’］51L③⑤｝くづネ，ツレ肋ネ

338F40L⑧⑤ホーヤサカナツレル

339姫4L⑧⑤ヨク甥珈乖ヤ
341F王5L③⑤涛やYhナヨクツ励一

342M35M②④潟，勃ナガツ囚スカ

345麗8L③⑤ボクヨク勤幼一

347F8飾②③㍗チョ外かヤ。ソコデ弱力甥ツ

　レマスカ

348韻9臨1③⑤ポーヤヨクツレ励ネー

35GF37M③⑤面一サカナガツW’v

351F49L②④洞・ツ囚劫ネ

353F22L③⑤勅ツ罐
354F31Kl③⑤渤ツレル

355M37AI＠⑤ポー，ツレルキヤー

358M31i｛③⑤ポーや潴ワヨクツレ励ナ

357F23L③⑤紗タクサンツ1／，V

358認4L③⑤ヤーツレ1シか

359F45H③⑤涛ヤオモシロイ。ツ助

360F74L②④モシモシ勃ナガツ囚肋

381　F68L②②　ポーヤ　ソコデ　サカナ　ツッテミエマスケド　サ

　カナワ　ソコデ　ヨー　ツレマスカ

3821t132L③⑤承クツレルー

3631，i5．；L③⑤膨ヤツレ勧ンサカナツレルカネドザ

　ネ
385F55｝｝⑨④劫ソコワナニガツUgXfi

366F61L⑨④溜ツ囚スカ

367M4，2L③⑤溜勤ナガツレ励一

368羅伽③⑤かナニガツレ効

369F47L③⑤紡ツ沸
374F2錨②④溜サカナガツ碧渤

375F21L③⑤ヨクツ晒
377F28M②④ポ・一ヤツ囚シタ

378F56M②③モシモシ瀞や瀕カナワヨクツレマXh

379M32H③⑤オニーチ留弛励ネ

反応文一魔　　345

380F75L②③涛ヤオ勤甥ツレマシ嬬

383鯖55L③⑤かヤツ罐カネ

384F22kl③⑤溜，モー，ナニガツレタ

387F54L②③かやオサカナツ囚スカー

389F28L③⑤＄P一一ナニツゆノ

390F78L⑧④融オ励ナツリカネ
392　F89語②④　毒｛一ヤ　ゲンキネー。ヨク　ツi！？Xカ

393F2311③⑤畝ナニガツ罐

395F38L③④紡クノシソーネ，オ動ナツ瞬ノ

39B凝65鵠③⑤示一ヤキn一ワF一一siイツレ舳イ

3971116L②④チョツト勤ナワヨーツレマスカ

399F2彌③④ボクオ励ナク労ンツレル

401F66L②④かヤツ囚スカ

402F52M③⑤承クツレタ

404FWII②④助甥ツレター。淋モ労ワイナイノ。ア

　フナイカラミンナノイル　トコデツックラ　蓉一テスカ

407F21k｝③⑤ナニガツレル

410寵2r③⑤タクサン勤まツ晒一
411M16M③⑤ネーキミ。勃ナツレ莇イ

413F55L②④瀞、ナニガツ囚スカ

414購5L⑧⑤溜匹吻ナ。サカttiタ妙ンツレ励ナ

417鵬9L③⑤オイかス，物ナツレ肋ヤ

418F2韻③⑤灘，勃ナ助ツ晒
419F3舗②④かヤツ囚シクカ

420F33L③⑤赫ツレクァ
423　F65L②④　チョット　ボーヤ　サカナ　ツレマスカ

426F33L③⑤幽ボク妙サンツレ外，ナニtiツレ琳ナ

428F22H③⑤潟サカナワタ粥ンツレ渤ネー

429濃2L③⑤かや勃ナツレク醒

431毘5H③⑤紡，ナニがツ励

432A135M③⑤紗ナニ73ツレ艀

434F25L②④涛ヤツレマスカ

435Fエ9｝③④劫、ソコデオ助ちツ瞬

436F89L②④抑，ツレマスカ

438F34L②④かや，F一・オ。ツけマ勲

439M20M③⑤‡エ溜ツ励
440F74L②④コガワヨーツレマXh

441F31L⑧⑤孝ク，ツゆ

443紐8L③⑤孝ク1ソuf勃ナツレ肋

444F2劉③④＄ク，刈カナツ協

447F2eH③⑤ボク’・sサカナーツ協一

449“149k？③⑤t・一・　，　Wlナツレ渤イ

450FIgM②②二一ルソづλネ㌔ドづスカ。ツシマス

　カ
452M59L③⑤瀞ヤ，勤学ツレ励イ
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453F15M③⑤ヨクツレfU

454M19M③⑤＄V・一，弛励

455F3翻③⑤孝ク，ツ罐

458　F16M③⑤ヨク，ツ罐

458it131L⑧⑤ボク汐労ンツレ肋‡

459F1聯③⑤チョット動コノヘンツ雛
4S2　M23M＠＠　F一一ij　：L，］Y，b

4S3　M58M②③Fづスカ。タクサンツYRスカ

464瞬4L③⑤コFモサン，オ勤甥ツルノワイ磁ジョ

　ータイニキオ　ツケニa・イカンネ

46S　F32，M⑧④牽や甥カナ艶ルノ

487F6獺②②胸チャン，オクノシミチス‡，アノー窮燈，

　ヨグツシマスカ

488M38L②④熱演甥費リツけイネ。靭ココ
　　サカナツレマスカ

470凝38H③⑤涛ヤツレ汝

471F32L③⑤勃ナツ泌
473瓶脳③⑤ネー劇や勒ナツレタ解

47載20激③⑤勃ナ，ツレ励ネ

476磁繍③⑤甥ナワツレ渤イ

477醗25H③⑤毒クソコ，ツレk

479醗5L③⑤・＄ミ，艶肋イ

480醗鎌③⑤キミ動ナ，ツレ励ネ

481F63L③⑤勤甥ツ罐
482幣29鵠③⑤オもホーズ，ツレ肋

483N34H③⑤勃動ナツ晒
485F49L②⑧かやオ効ナガツ囚スカ

488罎3L③⑤費ツ外1シナー励ッ効エウウ

487F29L③⑤溜F一・ツ罐
488　鯖88L②④　ツレマスカ

489麗9L⑧⑤勅チョットy’　yk7J－

49◎F50L③⑤瀞ツ励FンS7
491赫28轟③⑤ボクツレルカ4

492F27L③⑤溜タイヘンVYkk

494F15L③⑤涛ヤヨクツゆ
495F49L③⑤ポーヤサカナツレル

496F38L③⑤溜勤ナタクサン｝レク。ウチノ説

　ツリガスキダケドネ　ホクククサン　トレタ

497F21M⑧⑤勧励ナツWv

498F50L②④灘励ナツVRXh
500F48L③⑤示ク勤湧ツ励
503M21L③⑤ボ’一i’勃ナツ晒醒

504磁蹄③⑤チョットヨクツレ助ネー

508F41L⑧⑤アノー瀞ツ1／Yif

5◎7溝1L⑧⑤涛ヤツレ励

5081t123L③⑤トツ瞬

509F30L③⑤瀞ヨク艶励ナ
510Fエ鎌③⑤勘Yhナツレル

512F17，M③⑤サカナツ瞬

513F35潮②④y’リワオモシロイデシH一一力

514F28L③⑤靭ナ訪艶タ
515F53L③④煮づ留ツ罐
516総8L⑧⑤かや朔ナツレ励イ

517総脳③⑤涛ヤヨク施肋ネ

519F42L③⑤勃タクサン，ツVk2＊

519F3鎌③⑤罫一心サンツレタ

522F48L③⑤孝一ヤツレJk

525総6L③⑤紡ツ瞬力証

527F25L②④妙サン弾マ肋

528韻醗⑧⑤渤一Fジナン駐ツッ拓ボー勤

　イノ脚タナァ

53掘28L⑧⑤ヨーツ励ネエ

533灘48L⑧⑤罫一ダネサカナヨクツレ励ネ

534　F18M③⑤瀞ヤヨクツ晒

537it135，M③⑤Fづもツレルカイ

5391t124H③⑤ツレル

石40il172L③⑤ボーヤヨーツレルカF・一力

542鱗51L⑤⑤劇や抑励イ

543総5L③⑤ホー，脚肋

545膜6｛｛③⑤毒趣ツレ励イ

5聡F36L③⑤訪ドンナ動甥ツ揃
548F511｛②④サカナガツレマスカ

．551F45H③⑤ボク，ヒト野効ナツッ沸ノ

552M24M③⑤毒購，勤汐コノヘンワツレ励ネ

559　F43H③⑤動艶ソー効ネ

555　F5011②④溜勤ナツVgXk
557F31醗②②クノシソーニ　ツッヲマスケドツレラマス，ナン

　欝艶マシ妨
558F49L③⑤サカナツレ励ネ

561F221｛③⑤勃ナオッッテ眺ナ泥キグライ’）Uダ。

　オーキイノツシタ

565瞬5L③⑤瀞ツレ励イ。ウマクツッテll・・

588F15L＠⑤ツレル

567F21H③⑤ドーオ。夘サン弛夕

568F2舗③⑤ナニガツ罐ノ。融ツ晒

569祀8L③⑤＄bツレテ励

570F4劉③⑤勅鋤ナツ協
572F29L⑧⑤ボーヤ，ツレテ距

575雛17醗③⑤ツレ彦一

576衛26H③⑤ダイフツレテルカネ



578　k137kl③⑤　サオナ　ヨク　ツン鯵力‡

579購3瀦③⑤F一，ツレトルー

581F5翻③⑤ツレル

582Wt7，11③⑤チH一一シワドづイ

583F61L②②胸チャンひ労瀞カナが艶覇カ
　　　ドーデスカ

584Fエ舗⑧⑤紡ツゆ

585F45L②④ヨクツ囚肋
586，S136M③⑤ボーヤキョ・一サカナツレ助ネー

58？F1631③⑤ネェヨクツ罐

588P，133．l／1③⑤示ク，卜，ツ罐

59GF3錨③⑤融肋紡ツ幡ノ
591F28L③⑤イマド砂ケツッ洒

592ftlt；2L③⑤ポーヤサカナガツレ簿解

593F38L②④劫励甥ツ囚肋
594F49L③⑤北越ガツ励ノ

598F29M③⑤劫動ナツ抄
597F3711②④アノ灘ヨク’ji？xs

599F48L． H④拘チャン料カナツ罐。かキナノガツ

　　　レルトイーワネー

6Gg　F27L②④Kンナサカ甥’；　yuXk

　　　　　　　　　市　症≦ヒ　茎リテ　　　　 （113）

◎02溝9L②③濟ジノヨづシヤクショ好醤厭

003F43L②②チチニタ六レマシテシヤクショエイクト

　　　コロデス

005擬26i｛②②　チチニヨージオクノマレマシクノディRカラ

　　　　シヤクショニイク　｝・コgテX

OO6　B150LI②④シi’クショニイクトコロナンデX

OOg　F38L②③チチオ廿ヨづデチョットイキ訊

011F4．2M②③チチニクノマレ効ラシヤクショ：イク5

　　　コロデx

O12　F襲L②③イマチチノ摯ジデシ捗ショエチョット

　　　イッテ麹ス

915　F38L③⑤チヨV5ぬマデ’ヨづシヲイク

G工7F156L②④イマオトーサンノヨージデシヤクショエイ

　　　クトコロデス

018F39藷②④チョッ5シ秒ショマデヨ尋ガアッテデ

　　　カケル　｝・コロデX

⑪20MS8L②④イマオトーのこ：レシヤクショニモッテ

　　　イクヨ指印　イワレタノデモッテイキマス

⑪23F46L②⑧孜カラffカラノかカイデシヤクショニ

　　　イク5コWX

◎24F17H②③チチノヨー労ツカ仁イク・FWh

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　反応文一覧　　347

028F6SL②③砂シノ弾ノ幻力点シ鞍シSt二　9
　　　一ジ寿　アルテ　」フレー　サシテ　モラツヲ　イキマX

O27麗器③⑤チョット霜’ジノヨー野シヤクショマデ

029F3臨①②dR野二u・・コーシカジ游ヨー弼タ

　　　ノRレマシタノデチョットイソイチイマXノデシヤクショマチ｛

　　　尋タインデスガチョットイソイティマスノデシツレーシマX

O30醗7L②④朴一サンニP］9Yテシヤクシ獣ヨージ

　　　こ：イク　トコ9テX

⑪33F481｛①①チ勲タバレマシテ意解イ＄9スンデ

　　　ス憾

035　F47M①①d？テチノヨージデ，チョットシヤクショマ

　　　ティク　トコロデゴ晋イ9ス

036F66L②④イマひ噸ンカライー甥ッヲ診チコレ

　　　カラシヤクショXオツカイニイitgX

O38　F43穰①②イ9　チョットチチノ　ヨージデ　シヤクショニ

　　　　イキマス涯　イチ｝ζ裏込リニナツテクダサイ

039腿1L②③シヤクシuX孜カラ野ノヨー労イケ

　　　デ・…　ツカイディキ9×

041　F墨7H②（至）チチ淳シヤクショニヨージオイーツケマシタ

　　　ノディマカライキ？X

9429i20L②④チョットシ1’クショノかイッ淋マX

e43　F63L②④オトーサンニ　ヨージオイーツカッテイマシ

　　　ヤクシH：　1ツカイニイク　トコロデス

045概9L③⑤チョ外ソU9デヨ蝉ガア艀

046F72L②③瀞一サンニタノマレ抽タノデシヤクシu：

　　　　イマイク　トコロデX

O47　F40L②④泌一サンノヨ・一yiヤクショニか力仁

　　　　イ、キマス

048鵬1L③⑤シヤクショニ島影ア艀チョット哲

050F67i　・1②④イ勒ラ淋轡ンノヨージチ漕クショニ

　　　　イ嫁x

◎52F58i｛②⑧イマチチニク六けシヤクシ誠イク

　　　トコロテス

053　F33M②⑧イマテチノヨ贈デシヤクシ9イク隣

　　　轡ン菰ヨ

◎54総脳②②蔚ジニタノマレク万チョジトシヤクシK

　　　Rデイツヲマイリマス

D56　F26H②④dXノヨづチオツ生気イクトコ貯X

O57鵬鎌②③ff二夘㍗テシヤクショニイクトコif

　　　テx

◎59寵畷②⑧野ノヨづチシヤクショ＝イケトコ貯

　　　ス

06⑪M22L②③チチノ掛ジデシヤクショニ（＄RX

O83　F25L②⑧・tRカラシヤクショニイクンガケド

065F30L②⑧アノーffノツカ脊シヤクショイ＄nx
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086rsgltf②④イマヵラシヤクショニデtwtsトコ貯ス

068F36L⑧⑤アノチョット頬力マデヨ槽が適
　　　デ

069me9｝1②③費一コンニチワー。ジ“」ワ漕ジノシゴト

　　　デシヤクショ9デイクンデスガ

071NE52L③⑤オヤのユッラ醒チュ野紗

073F23M②⑧チチノヨー芳チョッD～ウショ好イ

　　　キマスti

O74醗28H②⑧チチ茄クノマけシヤクショニイクトコ

　　　財ンデス

075F34H②⑨チチノヨー芳シヤクショ誠マイリマス

077F39L②④朴一サンノヨー芳シヤクショエイ碧ス

078　F30L②④　イマカラ　シヤクシ……マデ　イッヲク捧ンデスヨ

・080磁繍②③イマチョット敷ジノヨージデシヤクショ

　　　ニ　イク　トコロデス

984購7H②③チチノヨージデシヤクショ好勃ケマス

086F27L②③チチノヨー芳シヤクショ？デ湖

087k125kl②③チチノヨーWシヤクショニイクトコ貯

　　　ス

9891t142H②③オヤジノヨづデイマカラシヤクショイク

　　　　トコテスヨ

09◎F1闘②③テチニクノマけシヤクショニイクトコロ

　　　デス

091M61L②⑧チチ勅ニクノマけシヤクショエ効ケマ

　　　ス

092F17M②③チチニタ閃けコレカラシヤクショマデ

　　　イクトコ貯ス

0§3　F89L②④　言トーすンニクノマレタテ　シヤクシsエ　イキ

　　　Rス

C95　F18L②③チチノヨ磁デシヤクショニイクトコロデ

　　　ス

096観28L②③芳ニヨ・・ジタノマけシヤクショXイク

　　　　トコ淑

｛｝97穰39麟（麗〉オヤジノe一ジデシヤクショニイ＄マス

◎98F37L②④1F－ijンノヨーージデテヨット漕クショマ

　　　ティッ7SgK

999M46L②④ト・一iJンガシヤクショエイケトイッ好イ

　　　？　シヤクショエ　イク　トチューテス

100紐繍②③チチニシヤクショエイッテクけイ躰イ

　　　ワレタノデテヨ・i　5イマカライク　トコロデX

lOI　M33M②③オヤジノメーレづシヤク沁ニイクンガ

102F1働②③チチノヨージデシヤクショマデ4キマス

104幣27幣②②アーコンニチワ　ドー・Eチヨット盆ヤジニ

　　　クノマレマシテシヤクショノホーYディッヲキマス

1e5　F3GL②④　ア騨イマネ　オトー量ンガ　チョットシヤクシ

　　　ヨニ　ヨージ　タノモレクノデ　イッヲキマス

1⑪7F1繍②③チチニタノマけシヤクショニイクトコロ

　　　テス

108囎5舗②③ア／　／マカラチチニタノマけシヤクショ

　　ニイク　トコロナンデスケF

ugF15L②③チチニヨ尋オクノマけシヤクショニイ

　　　クトコ艀ス

111M34｝1③⑤チヨ外オヤジノヨづシヤクショ好

1131t128kl②④オトーサンノヨージデチョットシiウショエ

　　　イ綜ス

116口叩②③チチニクノマレテシヤクショエイクトチュ

　　　ーテス

117F31L②③イマチチ〃ツカ霧シ～ウショニイク

　　　トテユづス

120A159L②⑧Mコンチワイマネチチオヤニタバけ

　　　チョットシヤクショマテイクコトガ　テキタテネヨージオ　ク

　　シニイク　トチ2一デX

122薦邸⑨②ア，コンニチワワククシイ9チチオヤノヨ

　　　ージデシヤクシy二Rイリマス　ドーカ　」フレーシ9スケ’v　Fモ

エ23F1部②②イマチ効ラチョ外クノマレモノが刃

　　　マシテ　シヤクショエイク　トコロデス

125認5｝｛②③オヤジニタノマレテシヤクショエイクトチ

　　　ユづス

126認4L③⑤オヤジサンニタノマレ労チョットシ秒シ

　　　ョ　イツヲクJIグ

127it128M②④孜癬朔シヤクショェイッテコイトィ

　　　ツタチ　チョツ｝・イツヲクルデ　ウチニデモ　ヨツテ　ィツフク　ヤツ

　　　トツテク搬イ

128F25M②③チチノヨづデシヤクショマデIRス

129麗箆②③1？ジガチョ外シヤク滋ニイケトイッ

　　　タカラ　チヨツ｝・ヨージデ　ィキマス

130F3SL⑨③チチノイーツ好シヤクショニイクトコロ

　　　テス

132F6駄②④淋一サンニシヤクショイッ港テクレト

　　　クノマレタデイマカライク　トコロデス

134艀3L⑧⑤ワタシワイマ朴一サン：e7wefシ
　　　ヤクショエヨージノ　コトオヤリニイク

135F38L③⑤コンニテワイマオト・一iJンノヨージデチョ

　　　ツト　シヤクショマデ。…

137F57L②③オ回ンニシヤクショニイクノオクバレ

　　RシクカライマカラシヤクショニRイリマス

138F37L②③チテニタノマけチョットシi’クショマデ

　　ヨージニ　イキマス

139轟171L②④チョットイマシヤクショニ弼クスネシタ

　　イコトガ　アルデココマデ　ヤッラキマシタ　アナタモ　ピサシブジ



　　　ダネ

1401：”74L③⑤チョットソコ野

エ41M22酬②③ワタシワ孜カラチチノヨージデ漕クシ

　　　ョ＝：　イク　　トコロデス

143薦3H②②エーチョッFffノ’ヨージデ漕クシa：

　　　　マイリRX

144磁禰②③チチニィワけイ効ラシヤクショニイク

　　　　　トコUi；」〈

146F35M②③イマチチニヨ瑚オクノマ捗ノデシャケ

　　　シSRディキマス

147F30M＠⑧シ秒ショマデヨづガアリマスノデチョジ

　　　　トイツ狩マス

149F4⑪L②④オトーサンノヨ贈テシヤクショェイ碧ス

150F67L③⑤2F一一サンタノマレタデシヤクショイク

151M68L②③コンニチワド嘆シバラ労労ヨ・・・…

　　　イマ　チチガ　ヨージデアテガェラレテ　シヤクショェ　チョットオ

　　　ツカイニ　イS7コイト　ユーノデ　イマ　デカケク　トコデス

152M281t1②⑧イ効ラシヤクショニヨージガアリマシテ

　　　イ興ス

153閥鋤②③チチノヨづデシ紗ショマディクト諏

　　　チス

155F47L②③オトーサンノ資一芳シiウショ9fマイリ

・　RX

156　F73L　NR
158麗5L③⑤激ジサ塘シヤクショノヨ尋ガア艀

　　　イク

159F20L②③チチノヨージデシ～ウシ瓢袖マX

161F61L③⑤シヤクショイク

162F20B②③チチノヨージデ・…シi’クショニイクトチ

　　　ユづス

164蹴2L②⑧野ノ蔚塑シ秒シHXイッテ討ト
　　　イックノデイ？カライク　トコロデX

エ65tY16kl②③イマチョット野ノヨづデシ秒ショニ

　　　　イクトコPデx

168F62L②③チョ外ヤクショニ9一一yfiアijR）〈ノデ

171F23L②③チチニyノマけシヤクショニイクト讃

　　　テス

173F44L⑧⑤ワタシワ泌轡ンニク六レテチョット

　　　シヤクショマデ

174F61L②③チョットシヤクショマデチョット浄ジデ

　　．マイリマス

176M21L②④イマオヤジサンノヨづシヤクショニイ手

　　　マス

．177F24M②③イマチョット野ノヨー労シヤクショニ

　　　　イキマス
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179F74L②④瀞ッツァンニ男マレテシヤクショー二心

　　　ツカイニイクデス

18◎構5L②②ハイジツワチ翔’ノヨづデシヤクショ

　　　こ：イツテマイリマス

182F32kl②③チチノヨー労シ秒ショマデdキマス

183F2錨②③チチノヨージデシヤクショ9SイッテキマX

184獲鰍②④チ殖シヤクショ好ヨづニイッテコイト

　　　　イワレタカラィマカライッテキマX

185　F32M②②膏ノ摯ジデシヤクショ辱マイリ覇

186F33｝1②②チ効ラシ？’1シuエイクH一一ニイワ囚シ

　　　タカラ・…　イク　トコロデX

188総5L②③ジツワ，漕ジニli29レヲ，シヤクシ9工，ト

　　　Fケニ　イク　トチza一テス

189F26L②③イマチョット，シヤクショエ勃狩スltF

工91　餅25L②④オトーサンガ　シヤクシH［イケトイックノデ

　　　　イマイク　トコロヲス

192F1餅③⑤チョットシヤクショ瞭

199F20；1②③イマウチノチfhラチョットシヤクショニ

　　　　ヨージ寿　アBカラネコレ　モッテジテネッテ　タノマレタモンダ港

　　　ラtマカラチョットモッテイクトコテX

195口触②③チョット濟ジニクノマレテシ秒ショニ

　　　イクトコ97×

197瀬72L②④チョットヨージガアッテイキマX

エ98F15M②③チチニ，シ秒シ誠，ヨージオY7？Yクノデ

　　　　イマイク　トコロデX

1991“40M②③イマチョットサにヨッタラチョ外チ

　　　チニタノマレタ　モノガ　アッテソノショルイオモッテシヤク

　　　ショニイクンテλ

200F18M③⑤チチニタノマレテシ秒ショマデ

201its29．M②③オ1’ジニタノW7シiウショェイ＄UX

202F70L②③E5－Vンカラシヤクショニイッヲ：イトイ

　　　vマシタデ　デカケマシダ

203F49L②④イ1チチオ柄濟クショニヨージオタノ

　　　9レクカラ　チョットk｝ッJSシリ　イッテキマス

2G4聡OL②③チチノヨー労IRX5シ秒ショニイク

　　　　5コ貯ス

205F85L②④潜ッツアンノヨづシヤクシyX號マX

206総4L②③君蒲シヤクショエツカ仁イケチッタデ

　　　　イ9チカケル　トコテス

207F4913③⑤チョ・Pトチチニクノマけシヤクショず

209F15L②③チチニクバ匠シヤクショニイクト駆

　　　嶽外

210F23L③⑤オヤノ押下シヤクショ好

212F23H②②膏ガ，イツモ瀧ワニナッ弼リマス。イ？

　　　カラシヤクショノ　ホーエチチニヨージオイ’‘ツカックモノナX



350　反応文一魔

　　　カラ，Rイ痩　トコロデ；〈

213F31L②④オトーサンガシヤクショエイッテコイトイワ

　　　レタノデシヤクシgエイク　トコロデX

2151・141L③⑤シヤクショエイク

216F26M＠③ffノヨー労チョットシ紗濾辱イ
　　　ツヲキ？ス

218F58L②③イマ，オトーサンカラ，シヤクショ〕こイッヲク激

　　　ヨーニイワレマシクカラ，チョット，シツレーシマX

219溝9L③⑤イマ君ジニチョ外漉キノモン碧デ
　　　　シヤクショニイッヲインカンショーメー一it　トッテ柔テクレト

　　　イワレクデテカケル　トコロ…・

220鵬撫②③オヤジ赫㍉チョットシヤクショイッテク

　　　レンカ，コレオ　トドケテクレンカトユーヨーナコ1・ディマカラ

　　　　イクンデスガネPt

221騰脳②⑧チチニシi’クショニイクU一ニクバ囚シ

　　　タ

222F26L②②　ワタシノ　チチガ　シヤクショニイッヲク海ヨー

　　　：トイワレタモンデスカラ，イマカラィク　トコ9デス

223F63L②④潜畷ンニタ六レ労ムラヤク瓶イキ

　　　マス

224認1L⑧⑤かチャンニクノマけfnット漕クショ

　　　9テショルイオ　｝・リニイッテクル

227　F28it②③ffノ励春シヤクショエイクトコ貯

　　　ス

230F37H②③ff：クノマ野シヤクショニイクトコロ

　　　テス

231｝l123H②④チョットオや朔シヤクショ好甥仁

　　　イッテクレイワレルモノデチョットイク　トコUデK

233F25L②④朴一サンニチョ外ヨー朔クノマけ

　　　シヤクショニ　イキIX

238総錨③⑤チチニクノマけチョットシ勉ショ好

237k｝3躍②④イマ訥朔ンカラコノショ解オ，クノマ

　　　レテ，シヤクショエイク　トコロデスケFモ

240囎㈱②③f9ニシヤクシHニイケトイワ妙万シ

　　　ョ造イオモッヲク　トコロデス

242認鋤②③計ジノヨージデスグソコ雰tSRX

243　鯖63L②④コンニテワ，クダイマ，オヤジサンノヨージデ

　　　チ9ットシヤクショマテイッラキマλ

245総2L②③チチノヨー労チョッ｝・紡ショ9デ鞍

　　　Rス

246罷脳②③チチニヨージオタバ囚シテ

248氏！56L②④オト轡ンノヨ・・ジデチョットシヤクショ：

　　　　イツテキマス

249F42H②④イマ瀞畷ンノオツ解ディ訪うシャ

　　　クショエイクンデ，ラ：ヨ・〉トイソギ9Xンデ

250R122｝1②③チチカラノヨー労イマシヤクショニイケ

　　　　トコ噂ス

251F36M②③チチノヨーージデチョットシヤクショマデデ

　　　カケマx

252F2闘③⑤溢一サンガイッテキテクグサイトユー万

　　　イクン労ド

254F32L③⑤オトーサンガシヤクシHlデイッテコイトユ

　　　｝カラ…6イキヨル

256認翻②⑧オ彬ノヨージデシヤクシ9：イクンデス

258総斜②③オヤジノヨー野チョットシヤクシ蟹チ

　　　イキマx

260F33M②②チチニヨー朔タ汽レ妊ノデ潮ラシャ

　　　クショマデイク　トコロデX

261灘2L②⑧ウチノ於ジノヨー遊漕クシNエヨv一

　　　クシニイッテキマス

262三脚②②ffノヨー労シヤクショ響マイリマX

265照臨③⑤チョジト別’ジノ内野シヤクシ訳デ

286F22M②③チチノヨづデシヤクショ：イクFコ好

　　　ス

267囎騨②②11’ジニ石ツ加テ，チョットシヤクショマ

　　　デマイv　i）l1

269　sX159L②③曲ジノメーレづチョットシヤクショず

　　　　イッテキヤス

27QF28H②②ffノ鞠薩イ効ラ漕クショェマ（
　　　YマX

271M32L③⑤孜オヤジノヨー労秒シ誠イク5
　　　コ砂ヨ

272　F3811②②労増ノヨー遊コ助ラシヤクショ：

　　　9イリマx

273　F27B②③チチノヨージデシヤクショ好’イクトコロ

　　　デx

275F50L②④朴一サンガシ～ウショェイッ狩テチューデ

　　　　イマカラシヤクショマデイキマX

276F22L②③チチノヨづデシヤクショニイ騨ス

278溝IL③⑤勲ジ：タノRVテシ秒ショエイクトコ

　　　ログ

279F60L②③センセーシ♪二巴ワタシキョーチョッ

　　　トシヤクショマデdンカンショーメーモライニイッヲクル　トコ

　　　好ス

281F38H②②　チチニクノマレテシヤクショマデ　マイリマス

284　F33M②②チチノヨ昨ンデ漕クショエマイリRX

285M66M②③チチノヨづデシヤクショ寄イクトチュ

　　　づ潮ネ

287毘31｛②③ffノヨ・一ジデチョッ5シ～ウショニイッ

　　　テ麹ス



288赫47｝｛（麗）オヤジノィー・y’ケデシヤクショエイク　トコ

　　　ロデス

290F41H⑨②fPt？ニクノマレマシテコ勘ラシ抄シ
　　　ヨマデマイル　トコロ亨ス

291F24H②②テヨットチチノヨーケンデシヤクシ9？｝

　　　9イリgx

292F21H②②チチニクノマ汚シヤクシy：マ初歌

293F22H②③チチノヨー労シヤクショがイ麹X

294F1舗②③d9野二PjマVi，シヤクショニイク

　　　5コロチx

296M33L②⑧ア，ド通コンニチワ，オヤジニク六け

　　　シヤクショエチョジトイク　5コロデX

297F48L②②イ狂瀧ワンナッテオリ覗キョーワ，チ

　　　チノ翁忌ジデシヤクショエマイリマスノチテワコレデシツレ

　　　ーシ？ス

299濾5H②③贈ジノH一労シヤクショ工纏訊

8GOF48L②④孜カラシヤクショェ淋づ甥イッ知

　　　イティワレクカライマカライクンデス

392　F58L⑧⑤瀞一サ湧イケッチュッ労イ妙

303F55L②④瀞轡ンノヨージ労イマシ秒ショニ

　　　イキ9ス

305fi133B②③イマ野ノヨづデシヤクショニイコ略

　　　　薮ッテ孜ス

308F3簿②②野ノヨ顛デシ秒ショニマ盈トコロ
　　　テス

308磁脳②③チチニクノgyテシヤクショニイクトコロ

　　　テx

309F25H②③イマチチカラチョットヨー紬タ六レテ

　　　　シヤクシH：イク　｝・コ9デス

311F24，11②②シヤクショニヨーガアルノデイク　トコ冒デ

　　　スチョッ｝・fチノ　ヨージデ　シヤクショマデ　ィク　トコロテX

312鵜鉱②③チチノヨージデ，シヤクショ工勃ケRX

314認翻②③チチノヨづデイ動ラシヤクショニイク

　　　万スケド

315F3011②③チョットチチノヨージデシヤクショ好イ

　　　ッヲキマス

317　F48L③⑤dマチヨットイマ朴雪ンノオツカdf

　　　　シヤクシ9エイッテクルノヨ

318F6騨②④於一サンノヨージデシヤクショマデチョッ

　　　トヨーオ　クシニ　イク・1・コデス

320F17L②③チチノ石ツ労シヤクショニチョ弥イ

　　　ツテキマスケFモ

321M3311③⑤チョット激ジノヨ・・ジデシヤクショ好

323F21M②④イマオトーサンノイv一ツケデシヤクシHE

　　　イク　トコロナンデX

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　反応文一！覧　　　　351

324F2錨③⑤チョ外チチノヨ噌デシ秒ショず

326麗7｝②④二一サンニイワけシ秒ショニイッヲ＄

　　　ナサイトイワンテルカライマィク　トチューfス

327F23L②④潜轡ンニクバけシ～ウショ好イキ

　　　RX

329腿錨②③オや朔シヤクショ工汗ケンニイ外工

　　　剛4コトオイツクノデソコエデムw）C

330覇75L②④オ｝・一サンノオツカイディマカラシヤクショ

　　　；：オツカイニイクンデス

331F57L②④ti　5・〉ツァンノtig一日目，シヤクショニイマ

　　　カライク　トコチスヨ

332麗9H②③チテオヤノヨージディマシヤクショエイク

　　　　トコ貯ス

333腿OL②④チョット潜一サンニイワレテイマカラシ

　　　『ヤクショ：£ヨージガアツ7イキマス

334F67L②④オトーサンガォッ三唱ィジァ行クレト

　　　イワyクディマカラィツヲキマス

335　F2？M②③野ノヨづデシヤク濾辱イ嫁X

337艶5猛②④オヤジサンノU・・「yデシヤクシ鍼イ瞬ス

338F40L②③チチオヤニクノ蜘テシヤクショ寄イク

　　　トコ貯X

339瞬4L②④二一サンガシヤクショエイッテコイトイワ

　　　シクディマイク　トコロデス

341F1賦②③芳ノオツカ仔シヤクショエイクトコロ

　　　テス

342認瀦③⑤チョットソコ好

3窯出8L②⑧イマチョッFチチ激ノ浄野シヤクシ

　　　ヨエイク　トコロチス

347　F6211②③野オ輔イ外イッ効ライマカラワク

　　　シワシヤクショ〕こイキマス

348避闘②⑧チチニタノマ瘡シヤクショエイクトコロ

　　　テx

350F371ti②④オトーサンガイッテキヲーッテイックノディ

　　　マショ彫イオシヤクショエモッテイク　トコロデス

351F49L②④溢一サンガシヤクショニイッヲラッシャイト

　　　　イッタカラ，婁マシク

353F22L②③チチノツカイデシヤクショがイッティ杁

354，　1？3ki②③野ノヨ戒デ漕クシ虹イクトコ畝

355　M37El②③チチカラヨージイーツカットルンディマカラ，

　　　シヤクショエイク　トコロデス

35離31H②③野ノヨー野シヤクショエイクトコ貯

　　　ス

357F23L②④潜一サンノヨージデシ～ウショ好イク

　　　トコロデス

358M34L⑧⑤盛ジノヨージデシャク淘二野
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359F45ff②④オトーサン：タノマレヲイマカラチ9ット

　　　シヤクショ？テ／ツテキRX

360F74L②④イマチヨットシヤクショエチョットヨージ

　　　ガアッテ　イク　トコロデス

36iF68L②③チチガシヤクショニイケトイーRシタ

362M32L②⑧労二〃マレ効ラ，イマ游シiウショエ

　　　　チョットシU一メーショモライニイクンデス

3631154L　NT　R

365F55｝1⑨③チチニタバレ労一チョットヨ弓イv

　　　テキ覇

366F81L②②チチノダイ労チット右シヤクショ薪

　　　　マイリマス

36711142L②③アノーチチカラタノマけシヤクショエチ

　　　ヨット　ヨージイッテクレト　ユーノデイマカラ　イク　トコロデ

　　　ス

368M47・M②⑧霜’蒲イケッチッ好イマイクトコ貯

　　　ス

369F47L②④オトーサンニクノRVテtbシ誠右デ

　　　カケマス

374F23M②⑧チチノタバレモノデシ1’クショニイクト

　　　チュサンデス

375F21L②③チチニク7Rt／ヲシヤクショニイクンデス

377F2繍②③ウチノチチニクノマけシiウショエイキ

　　　Rス

378F56M②③チチニクノマけイマ漕クショニイコー

　　　ト　オモツテオリマス

379認2H②③チチ君ニクノマけシ捗ショニイ碧X

380F75L②④イマオトーサンノイーツケデ　シヤクショニ

　　　オツカイニ　イツテキマス

383銭！55L②③衣オヤジノィーツ好シヤクショエイク

　　　　トコデス

384F2簾②④イエノヨー労シヤクショ宥チョジトツ

　　　カイニイキマス

387F54L②⑧コンニチワ。オト噸ンカラクノW7漕ク

　　　ショエマイリマス

389F28L②③テヨットヨ・一Yfシi’クショマデ碧ンデス

　　　饗

390F78L②④愛卜一サンガシヤクショニイケトイーRシタ

392F6脳②②チチオヤガシヤクショニイケトイーマシクノ

　　　デ　ィマ　イク　トコロデスケF

393F23H②⑧チョッFシヤクショマデ，イクガスケF

395F38L②②チチオヤノヨ尋デチョ・；トシヤクショ婿

　　　Rイリ9ス

396総繍②④ワタシワチョ構オト蝉ンカラコ壁一

　　　ミILジオイーツケラレクノデシヤクシヨコ：イマカラィキマX

　　　　ダ

397k116L②④朴一サ湧シヤクショ：イ‘〉．iiクレトタ

　　　ノマレタノデ　イク　トコロデス

399F2鎌②③ffニシヤクショニイッテクレトタノW

　　　タノデ，チョット，シヤクショ9デ　ィッテキマス

401F66L②③アノーオトーサンノI」ケデイマカラシ

　　　ヤクショマテ　イツテマイリマス

402F62）tl＠④ワタシワオト轡ンノ詣づシヤクショニ

　　　　イクトコロデス

494F47醗⑨③ヤコンニチワチチオ輔シ秒ショエイッ

　　　テ　クレトイワレタカラtgカラ　イクンデスヨ

407F21．M②②アノチチニチョットヨー朔クノマ囚シ

　　　タノデ　シヤクショマデイキマスケ｝：

410M22H②③チチニクノ？yテシi’クシ誠イクトコロ

　　　ヲスヨ

4115116kl②③紡デスカ。勧ラ潜づンノヨー野

　　　シ1’クショエ　チョvト　イッテクル　トコロデス

413　F55L②②　イツモ　チチガ　オセワニ　ナリマス。イマ潅ラ

　　　コーユーフーデチチノ　ヨージデシヤクショエイッテキマスケド

　　マタウチニモオヨリ　クダサイ

4141145L②②ジツワワタシノチチノヨージデイマカラ

　　　シヤクショマデマイリマス

417醗9L②④テチニイワtxク，イーツ好チョ外イツヲ

　　　キマス。シヤクショ’

418F2蹴②③アノージッカノチチノヨー・野シ～ウシg

　　　ニイク　トコロテス

419F3翻②③チチノヨージデシヤクショ辱イ㌍ス

420F33L③⑤チョッ財トーサンノヨー労シ～ウショマ

　　　テ

423F65L②③ワタシネ，チy・；　5オトーーサンニクノマレマシ

　　　テネsシヤクショエイクデス

428F33L②④工一，潜畷湧チョットシヤクショ好

　　　イジラ＄テ　クレ｝・ユーカラ　イク　トコロデX

428F22H②③チョットffノヨージデシtクショ等イ

　　　クンデス

429　翫憾2L②④　ハイ　ジツワ　オトーサンカラ　シヤクショエ　イ

　　　ケトタノマレタノデ　イマカラ　イク　トコ9デス

431　1“251H②③　チチノ　ヨvジデ　シヤクシH9デ　イキマX

432A，135iM⑨③チョット蔚ジノヨー一yfナニナニhRデ

　　　イキマス弾

434F25L②③チ務シヤクショニイッテ新クV5イッ

　　　タカラ　イマカラ　イク　トコロデス

435　F19疑②②　テチノ　ヨージデ　シヤクショ？デ　マイiJR）〈

436F69L②③オトー町ノオッ厨テ，～ウショノホーX

　　　オネガイニ　アガリマスe愛ツカイニ　イキマス

438F34L②④泌一サンニシヤクショニイッテ，インカンシ



　　　y一メ．幸ウテキテクダすイッテ’イワレタカラ，シヤクショ：ぞ

　　　．キマス．

439獄2G賊②③　ア，イマカラチヨット　言ヤジノヨLジデ　シ

　　　ヤクショマデ　ショ葱イ　トリニ　イク　トコロテ7s

腿OF74L②③チチノヨー労シヤクシ誠イ瞬スケ既

．．441F31L③⑤朴畷ンノオッ解デシヤクシ9Xイクノ

4431，li8L②④dマチ訪瀞一サンニ男マけユゼ
　　　ン与ヨクニ　イク　トコ江アデス

444F2脳②③テチノヨ尋デシヤクショ好イク．ト距

　　　デス

447F20錘②③チョットシヤクショ諭ヨー朔アリ覇カ

　　　ラィクトコロナンテX

腿9雛9⑱⑤dRカラ．シヤクショニイッ砂励ネー

450F1脳②③野ノ勃谷チョットシヤクショ蜥イ
　　　ク　｝・コロナンfスケF

452薦9L②④費シヤクショX測弓ンノカワリニヲ

　　　ツヅキオ　　トリニ　イツテキマス．

463F15M②③膏ノィーツケデシ秒ショノ、かエイキ

　　　マx

454　M19kl②③チチノツカ蒼シ紗ショS醤訊

455F3翻②③かヨー野ノヨづデチョ外シ秒シ

　　　ヨマテイキマス

456F16M＠④捌場ンノヨーYfシヤクショ諄醤マ

　　　ス

45S　ft131L②④シヤクショニ　チョトヨージガf＄テイキマ

　　　．ス

4SgF1鴛②④49カラオトサンノヨージデシヤクショマ

　　　f　イク　トコロデス

462麗錨②③コンニチワチョットXl’ジノオ勤存シ

　　　ヤクシHニ　イッテキマス

媚3薦鎌②③朴畷ンガシ秒ショェイッテコイトイワ

　　　レマシクノヲ　シヤクショエ　イキマス

464a174L②③野ノオツカイニイ蛎漕クシ菰イッ

　　　テコイト　ミチモワカランケン｝　ナン践ンメグライ：ア，］マX7」

　　　オネガイ　シテ　キカシテ　オクレマセンカ

4S6　F3劉②④オ拓サンノ軸ジテシヤケショ蜥イキマ

　　　ス　　．．

467F81幣②②チチ万チョットシヤクショニイッテクレニ

　　　　モーシマスノディマカラ　マイリマス

468M36L②③イマカライッ警マス。シヤクショ：イッラキ

　　　マx

470総帥②③チ効ラタノWクヨー労イ効ラシャ

　　　クショェ　イカナケリャ　ナラナインデス

471F32L③⑤2F一一サン赫シヤクショニイツfl・Wクレ

　　　トイッタカラ　チョットイッテク彦ワ
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4？3罐舗②③融ノチチノヨ」野シ檸ショニイク

　　　i・：ロチx

些74“・120？，i②⑧アノチョ・！F　59ノヨづデシヤクショマ

　　．テ　イク．トコ嘗fス

476醗脳⑨③ffニタノマレテシa’bショニイクト刃

　　　チス

477囎5H⑧⑤チョットウチノヒト淋エ㌔チョ御酒’

　　　クショRデ　チョットヨーガ　アルンデ　チヨット　コレオ　ト罫ケニ

　　　　モツテイクンチネ±一

479瀧駄②③チョット，野ニシヤクショ響登ラコ登

“：．　　イワレタノデ’イク　トコロデス

480罐硫⑨③イ効ラ，チチノイーツ膏シ紗ショニイ

　　　麹ス

481FS3L②④チチ君ノオッ解デシヤクショニ醤マX

482　錘29鱗②④オト函サンカラ　イワレヲ　シヤクショニイク．

　　　トチューデス

483総翻②③イマチチカラクノマけシヤクショエイク

　　　　トコ葡ス

485F49L②④チョット野ノヨづデ，シヤクショずオ

　　　ッ潟イニ　イキマX

486M　一t　3L②④ア，コレ・ワ　ドーモ，ワタシワイマカラチョツ

　　　ト　チチノ　ヨージデネ，デカケ疹　トコロデスワ

487F29L②④チョット瀞一サンニ男マレマシクカラチ

　　　9・〉｝Fシ浅・クシ9？チ

488総8L②④潜轡ンがMFコエイッ沁イトィッタ．

　　．ンテイク　トチューテス

48S麗9L③⑤チョット漕ジノヨづデシ紡ショイク

490F50L②③召野ニタノ？yテシ秒ショ等イケ
　　　ンガ

4911t12811③⑤別’ジノヨージデ，チョットシヤクショマデ

492F27L③⑤1is－iSンガシヤクシ9＝イケトイッタカヲ

494FisL②③チチノツカ谷濟クショエイ・＄Uス

495F49L⑨④）ぎ　F一一サンノヨー・ジデ，シヤクショRデイキマ

　　　ス

498F38L⑨④孜潜一サンカラタノマレテシヤクショ

　　　イク以ケ1；

497ぎ21醗②③　チチノ　ll一一ジデ　シヤクショマデ　イッテ書マX

　　　ケド

498F50L②③チチオ栃ラタノマレタ万シ紗ショニヨ

　　　ージオ　．シニ　イク　トコ資デヌ1

50G　1？46L②③チョ外ffノきジデ漕クショマディ

　　　クトコ野ス．

5G3　M21L②③チョットチ効ラチョットタバレタ万，

　　、シヤクシSt　gr　tt．．イッラキマX’

504晦鴨②⑧イマチg・）ト駐ジ塩分ノ9W．シヤクシ
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　　§＝イク　トコロデX

506F41L②④オトーサンノヨー遊シヤクショマテイッテ

　　　キマス

507　M41L②④ウチノヨー野チョット漕クショ響イ

　　キR）c

508　M23L③⑤壇ノタノミテシヤクショRf

509F30L②③チチノヨージデ，チョット漕クショ瞭ぜ

　　　ツヲキマス

510F1舗②④チョット潜づンノヨー労シヤクシaニ

　　　イ麹ス

512F171t？②⑧ffノヨづチチョットシヤクショマデぜ

　　　ッテキマス

513F35M②③チチニタノマけシヤクショ好イクトコ

　　　ロデス

514F28L③⑤7］野ノヨー芳シ沸ショ好

515F53L②④1F一一サンノヨーガシ～ウショ野イキマ

　　　ス・

51B昏！38L②④；IRhラ朴一サンニイーツケうけシi’ク

　　　ショノホーエヨージニイキマス

5171t，isgrv・1②③イマチチ癬ニシヤクショニイケトイワレ

　　　マシタ

518F42L②④キョーワネ，オトーーサンノタノマレチネシヤク

　　　ショニイキマス

519F30，｝1②④チョットネシ妙シn踏一サンノヨづデ

　　　イッ潜マx

522F46L②④チチオ輔シヤクシStイッヲキテクレトユ

　　　ワレクノデシヤクショニイキマX

525M36L②③アーオヤジノ浄労シヤクショ9f蒋

　　　？ス

527F25L②③チチノ甥拶洲クショ野イ＄RX

528醗4纈③⑤於轡ンニネタノRYテ潜一サンノヨー

　　ジデシヤクショニイクカラ・…

531it128L②③ア，イ効ラチョット，腔ノヨー遊シヤ

　　クショエイキマX

533継8L②④チ割干クショニヨづガアッヲイケト

　　　イワレタノナイキマス

534F18M②③ffノツカィテシヤクショニイクトコ野

　　ス

537，M35M②③シ秒ショ野2S’ジノヨージデイ麹X

539麗4H②③チョットオヤジニタノマけコレシ1’クシ

　　ヨマデオキニ　イクンデスケド

5如欝2L②③チチノヨージデチョットオツカ（チシヤク

　　シヨニイク　トコロデス

542M51L②③チョットオヤジノヨづ，チaットシ秒シ

　　RWヨージガアツティキマλ

5n3　M55L③⑤湘ット，摯朔ア航シヤクショ野

5451146H②③チチノ物置砂イマ，シヤクショニイク

　　　　トチュづx

546F36L⑧③チョットチチノヨー労シヤクショずヨ

　　　づニイ胸ス

549F51H②④オトーーサンノオツカイチヤクショニイク　F

　　　：uデス

551F451｛③⑤チチニクノマレテ油ショ好ショ財オ

　　　トドケルヨーイワレクカラ

552二二②②膏游シ1「クショノ脚工，コノヨーシオ

　　　モッテイクヨーニトノ　コトデスノデ，コノヨーシオ　FFケル　ト

　　　コロfス

554F43i②③チョットチチニクノマレヲシヤクショ：イ

　　クトチュづス

555F50縞②④d？hラオトーーサンノオツカもヨー労シ

　　　ヤクショ　イツテキマX

557F3脚②③チチニタノマレテ，シヤク泊二翻力仁

　　イクトコロガ

559F49L②③独ツト葺オヤノヨづデシヤクシsRチ

　　　イ碧ス外

561F22H②③チチノヨづデ漕クショ薪イクンガ

585購5L②④ウチノオWa“ンノか解デシ秒シyX

　　　イク5コufX

566F15L②③労ニヨづオタノマレテシヤクショ野

　　イクトコ艀ス

567F211｛②③野ノヨー労イマカラシ1’クショニ誉

　　　マス

568F2器②④イ肋ラシヤクショマテ効励ン菰

589M2BL③⑤チチノヨージデシヤクショ好

570F4，2M③⑤fPttノヨづ，チョットソコマデ

572F29L②③ハイオトづンノヨー労チョッFシ秒

　　ショマデマイリマスケ菖

575円型②④（Yシ？bショエイクトコロナ万X

576麗蟹②③チチノヨー芳シヤクショ好日駅

578囎鴨②③タtidg芳漕ノヨ・・yfイマカラ漕

　　クショエイク　トコロデス

579，lt43M②④距，アノー，遜一サンノヨー・yl，チョット

　　　シヤクショマデイッテキマX　　　　　　　．

581F54M②②チョットチチ調川ノマレマシテシヤクショマ

　　デユク　トコナンfス

582二二②④シヤクショ工乃トチュづス

583F61L②②シュジンノツカイデ　｝：コソ3エマイリマX

584F199②②チチノヨづデシヤクショエ認リ歌

585腿5L②②チチが沸クショェイッfク膳一二イーマ

　　シクノデシヤクショXイッテキマス



586漏話②⑧アノーチチノヨづシヤクショ好イマ

　　弘クトコ覇

587FI6kl②③チチニク六レヲシ紗ショ9fイキ歌

588me3M②③チチノヨー労シヤクショマデイ麹ス

590F3舗②③チチニクノマレテシi’クショニイクト讃

　　テス

591F28L③⑤チチノヨージデシヤクショェ

592購2L②④七一サンガシ1’クショエイ外イワレクノ

　　デt・iマx

593F36L②②　イマ　チチニクノ？レタモノチスカラヨージオ

　　　クシニイ麹X

594r49L②⑧ワタシイRhラシヤクショノホ蟻ヨージ

　　ディキマス弊

596F29M②③チチニクノマレテ勧ラシ、ウショニイ

　　ク　｝・コナンテスケド

597F3聯②⑧アノチチノ・甥イデシ秒ショマデチョッ

　　　トデカケ矩　トコロチX

599F4　8L⑨③収オトー・iiンニクノマレ妊ノ鋤ラチ

　　ョットシヤクショマデオツカイニイキマス　シツレーイタシマX

600F27L②③ワクシノ野ノヨージデ漕クショ野イ

　　キマス

　　　　　　　公　　害　　G14）

OO2　k149L＊④イマカラジフ甥コー溜モンダ蒼イケン

　　オモーシア励

eO3　F・13L　NR

OO5罷61｛＊③サイキント欠ニー潔モン碧デシガン

　　　ラレピラジ2デタイヘンサワガレヲオリマスガ

0061150H＊③’Sa一一ワコーガイノコトニツ背スコシシ

　　V’テYvコトオオハナシシ9ショー一力

009F38L＊④イ勅ラコー溜ニツイテハナシタイトオモ

　　イRX

OII　F42M　NR

O12　F44L　NR

e15　F3gL　NR
O17F56L＊④コー潔ニツ背イケンオ7｛タイト市島

　　RX

O18　F39M　NR
O201168L＊④ワタシ〃ケントシテワーモーシア勤
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024F171｛＊③ワタクシノイケンオイワシテ拶賀

026F63L＊②ワタシワコ畷一モガスケドイマカラチ

　　ヨットオハナシサシテイタグキマX
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113認舗＊③コレカラミナサンニコーrwモ＞2rイニツイテ
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　　クシテイタダキタイトオモウンデスケ蓉

254　F32L　NR
256毘4H＊③コ励ライケンオノベ號テモライ双

258野崎＊③イマカラワタシノオモッテ初コトオ’ハフ

　　ゲンイタシマス

26e　F33M　NT　R

261　M42L　NR
262　F47ill　biT　R

265醗2婦＊③コ励ラワクシガコーガイモ沙イニツ行

　　ヒトコトイワシテイタダキマス

286F22M＊①スミ妓ン，コーが仁ツイテイケンオバサ

　　セヲ　イクタキ？ス

267鋼39㍊＊②ミナサンズコンJKカリワタクシノショシンオ

　　　ノペサシヲ　イクダキマス

269M59L＊④イマkジョーニモンダイニナッ晒コ鱒

　　イノコトニツィテヒトコトノNテミ？ス

270　F28｝｛＊②　クグイマカラコーガイニツイラ　ハツゲン　サセ

　　ティ妙キ双

271総％＊③ワタクシニ鰐ゲンサシアク封イ

272F38M＊②イ？カラ，こ1一一tifイモンダイニツイテ，イケンオ

　　ノベずセテ　イクダキタイトオモイマスガ

273F27ff＊④コレカラナニナニニツ背ワタシナリ7　hン

　　ガエオイータイトオモイマス

275F50L＊⑤＃二尉ガク野費舛

276　F22L　NT　R

278撒L＊③洗マガコづイ効ラ，ヒトツシs・Kラシテ

　　　イ妙麹x

279F60L＊③妙イ？hラ酪モクチノモンダィニツィテ

　　Aナシアイ　シタイトオモイマスケド　F一・）JHロシク。ワクシワ

　　：互一　カンガエマス

281F38H＊②コ1！カラワククシガハナサセテ’fタダキマX

284F33工！＊③妙イ9hラワタシノイケンオモーシア狩

　　ス

285総6｝1＊③ナニチニiiケンニツイテ，モーーシアゲタイト

　　オモイマx

287F23H＊③妙イマヨリ，ワタクシノカンガェテ盈コー

　　ガイモングイニツイテ　ノベタイトオモイマX

288鵬7牒⑧チョット，ハツゲンシRXワクシノイケンオ

　　　モーシアゲタイ5　オモイマX

290F419＊③コー潔ニカンシヲウタクシイケンが蹄

　　ンデスケ沐

291　F24疑＊②チミ蜜ットワタクシニモイケン　ノK雪セテ　イ

　　タ労マスカ

292F21H＊④ワクシニモイケンオイワセテクダ翼

293F22ff＊②砂イマヨリコー潔モン碧ニツ背イケン



　　オノベサセテイクダキマス

294F19H＊④コ四壁ニツイティケンオイー賀ト聴ぞ

　　RX

296総3L＊③灘カラワタシガコー溜モングィニツ行

　　E一シアゲルコトニツィテ，ミナサンワ　客ノヨーーニオカンガェデ

297F48L＊③Z一，コノー・，コーガイモンダィニツキマシWs

　　ワタクシノイケントシマシテワゴ…

299面35H＊③コレカラコ’・titニツイテワクシノカンガェ

　　オノKマスケレドモシバラクキィテクダサイ

300F46L＊③イマカラチョットオ酵シオイクシマスケド

302　F58L　NT　IR

303F55L＊④痢一潔デミンナビョ・・＄ノヒトが伽

　　シンFルチネコーガイオナクシテクダサイ

305総3H＊⑧イマセケンデトリザタ勤テ初：一・7i／

　　モングィニツイテミナサントイッショニカンガエテミクイト嘘モ

　　イgx

306F37M＊③労イマカラコー潔ノモンダィニツ背ア

　　）シノカンガエテイルコトオモーシアゲマスケ客

308巖19慧＊④コレカラワタシガコーガイモンダイニツイテ

　　イケンオ　ノKマX

309F25謎＊③コ幼ヲワ妙シワコ畷イニツイテミナサ

　　ン：　ハナシタイトオモイマX

311F2婦＊③nnラワククシガコー溜モンダ仁ツイテ

　　　イケンオ　ノベマス

312　M33日中③クダイマカラワクシノケンキュ功ダイデア

　　　リマスコーガイモンダイニツイテオAナシシタイトオモイマX

314川劇＊③舛イマカラナニナニニツイテかナシシタ

　　イトオモ揖ス

315　F3011＊②コーが在ン碧ニツ行ワタクシワコ一点

　　モイマス。コー一tiイモングイニプイテワタクシノイケンオ　ノペサセ

　　ティク舛双

317　F48L　．）．　〈f　R

318F60M＊②コレカラワタクシガコーガイモンダイニツイテ

　　　イケンオノベサセテ　イクダ寄タイトオモィマスガ

32◎F17L＊③イマカラアタシノイケンオイワ汚イ夢

　　SFマ）C

321擬33踊　　NR
323F21酬＊②ミナサンコン：チワイマカラワタシノカン

　　ガェテイルコトオミナサンニキイテイタijキ9×

324F23鵠＊④コレカラコーガイモングイニツイテイケンオ

　　イーマx

326　M27H＊④　コレカラ　コ｝ガイモングィニツイテ　孝クノ　イ

　　ケンオイーマス

327F23L＊⑧チョットマッテク封イ。ワ夘シニモヒト

　　ツィケンオイワシテクグサrf

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　反応文一覧　359

　　329継44廼＊②タイヘンゴタ奉一ノチカオオハコピィij3f

「’ @　　婁Rシテクダイマヨりこ！rがイモンダイニツイテノクイサクニツイ

　　　　テオAナシモーシアゲルワケナンデスガヒジョーニヒトマXニ

　　　　　クジテハナスKキジンサィデモナシヒジョ一義ココログルシ

　　　　クオモウ　ワケナンデスケ罫モワタシヤクメガラ　ソレオミナサ

　　　　ンガクニオAナシ・…

　　330M75L＊④ミナサンヒトツシ勅ニカンガエテモライ

　　　　クイガコ一雨ユPtUトモアルガ　ドーシタfンデシH一一

　　331F57L＊④ワタシワ：一将イマス。VPシワコーオ

　　　　モウンダケ客アンタガタワ　｝：一

　　332M29H＊②ミナサンガイマコー・XIノモンil・fデ膨

　　　　ミ…一ニテレピヤ　ニュースデ　オキキニ　ナッテイル　コトト　ヅンジ

　　　　RX7」コノコーガイモンダィガイマタシ基礎ジフンノミシラ

　　　　ナイ　トコロジャナクシテゲンジツノジプンノ　モンダイトシテ

　　　　ウカEアガッテクルコトワミナサンニモゴゾンジノコトトオモ

　　　　イRX

　　333議OL＊③ホンのワミナサン芳イ甥シイトコ財

　　　　オアッマリ　イクダキマシテアリガトー嚢ずイマス　キヨーワイ9

　　　　　モングイニナットル　こi一ガイモンダイニツイテ　三重ナシオシタ

　　　　イトオモイマスナニフンニモコv＋イッタ　エンダンノウエデA

　　　　ナシオスルコトガハジメヲテスノデオキキクルシイ　トコロガ

　　　　アルトオモイマスガヒトツR一スコシデモサン：一ニチレ」宝

　　　　トオモッテイ9カラ・…

　　334F87L＊②ミナサンオ禰シイトコ財彊ワザオ

　　　　イデクダサイマシテアリガトーゴザィマス。アククシイ＄トFtF

　　　　マkンガ　トクニモーシアゲサシテ　モライマス

　　335　F27iM＊③ホンジツワ以一二アッマリク殉リァワ

　　　　ガトーゴザイマシタキミ1一ワナニナニニツイテオハチシシクイ

　　　　トオモイマx

　　337itlsiL＊③労イマカラワクシノカン海テ薇コトオ

　　　　　オハナシシマス

　　338　F4gL　NR
　　339　温74L＊②1イソガシ｛ナカオ　オアツマリ　クダサッヲ

　　　　＝アリガトー　：itftgx

　　341F15L＊③刃タシガカィチョーニリッコ噛シタシ

　　　　フヤデス　ワタシガカイチョーニナックラコンナヨーナコトオ

　　　　　シ？スノデミナサンイッショニ　liH一一リョク　シテクダサイ

　　342　m35M＊③ジフンノイケ＞tイワシテイタダキマス

　　345襯6L＊②クダィマショ功イニア劫リマシクス勒

　　　　ラデスケドモコーガイニツイテヒトコトワクシノィケンオノペ

　　　　サセテ　イクダキ？x

　　347F62M＊③ワクシノイケンオモーシアゲマス

　　348湖19罰＊④ポクノイケンオイワセテクダサイ

　　35G　F37鍼＊④ワクシノ　イケンオ　イ■一マX

　　351F49L＊④砂シノイケンオモーシマス
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353FI22L＊④コレカラワタシノ　イケンハッピョーオシ？X

354F3彌＊③ワククシノィケ淋初セテ労擬
355　醗37網＊②　夕9’1？カラ，サイ毒ンノ　コー・fiイEンタイニツ

　　イテ　ワタクシノ　イケンオ　モーーシアゲマス

356M31H＊⑧コ励ラコー潔モンダイニWi溜ノイ

　　ケンオイワkテ　モライ9ス

357F23L＊④　ヒトコト　ノベタイ｝・オモイRス

358聡4L＊③イ効ラソノキs一一9tイク沢ス．

359F45H＊⑧ワタシノィケ欝イViシテモラ／9×

360F74L＊③ワ妙シノイケン目撃テモライク眉・オ

　　モイマス

361F88L＊④勢シノイケン君行クダサイ

362M32L＊，③ワタシワワタシナリノィケンガアッテジシ

　　テマーイーマス汚ハンタンワミナサンニオマカセシマス

383　鯖54L＊⑤ワシノ　イケンワ　コージ

385F55H＊④：’一titノハナシニツ行ワタシノ班ッタ

　　　コトオ　ノベサ赴テ　イクグキタイ

366F61L＊④ワタシノイケンオ日記ト震イ覇

367嚇2L＊③アノーイ効ラコーllイニ翼テ胴’シ

　　シクィト　オモイ？ス

388購聯＊④ワクシノィケンオイー？X

369F4？L＊②ワタシノイケンオイ睦テイク三献

374F23醗＊③イマカラワタクシガコーが在ンダィニツイテ

　　　公署ナシイクシマス

375F21L＊②イマカラワタク湧コー潔モングィニツイテ

　　　オAナシ　サセテ　ィクダキマス

3ηF2闘＊③ワタシワコー潔モンダ仁ツ行イケンオ

　　ノベサシテ　イタジキでス

378F58粥＊②　イマカラワクシワコー毒イモンダイニツイテ

　　ミナサンノゴイケンオウカ寿イクイト嘘モイ9ス

379　M32ff＊④　コレカラコーガイモンダイニツイテ　ワタシノ

　　イケン言　ノペRX

380即5L　NR
383M55L＊③コレカラコー溜ノモンダィニツtyイケン

　　オ　イワEヲ　イクダキ？ス

384F2烈＊⑨eg－uノゴロ珊瑚テ禰コ畷査ンダ
　　イニツイテ，スコシ　イケンオ　ノベサシテ　ィタタ集マX

387F54L＊②　ワタクシノ　イケンオ　モーシアtiマ」〈

389F28L＄④　ワタシノ　ィケン蛭　キイテ　ホシーンデスケ導

390　F78L　NR
392F6SM＊②ワタクシノィケンオイワ貌ライタ磐訊

393　F23H＊④　ワタシノ　イケンオ　キイテ　クダサイ

395F38L＊②ナニ1：ノ　コトニツイテ　アタシノカンガエオ

　　　ノi9サシテ　イタダキマス

396銭185綜①舶一ワマコに械F）Eンノ購ガ

　　イニ　タイシテ　サッソク　ゴサンカイ愛　イタグキマシテ　マコトニ

　　罫一一モ　キSt一シュクテ5ザイマス，クぜヘン　アリガトーコザィマ

　　スカネガネミナサンガタガゴショ9・ノ　トーリデコノコーガ

　　イワホントニヒトリヒトリノナヤミノタネニナルワケデソ

　　vU一コー・fiイモングィオクダイマカラ　ソレゾレミナサマガタ｝・

　　　…・モニオタ茸イニヒ5ツケンキューシアッテコノ　ヵイヶッ

　　ノミチオミィダソー・ジャゴザイマkンカ

397晦6L＊③コ助ラ融が帥ノイケンオハッビ勘

　　　サセテ　モライマス

399F2螺＊②pi149hラコーガイモン夘ニツイテヒト：

　　　ト　ノベサセテ　ィタグキマス

401　FS6L　NT　R
402　F62鵠＊②　ご1シメー　イタダ＄マシテ

404懸鞭＊③＃ミナサン，コー潔ワワ妙シタチノミチカ

　　ナモングイナスカラオタ毒イニキオツケテダサナイヨーニイ

　　クシ1ショー

407F21M＊⑧コ畷イニツイテイ田圃ミナサンイ申イ

　　　コトガ　ア浄ト　オモイマXカラ

410鯉2｝i＊③ユ畷イモン碧ノコトニツ背チョ躰G

　　　ハナシシタィンデスガ，ヨロシイデショーカ

411醗翻＊③エー溜ワイマカラチョツトコー潔ニツ

　　　イテ　ハナシタイトオモイマス。F一ゾ　キイテ　クダサイ

413　F55L　］，LJT　R

414罎5L＊②ミ甥ン舶一ワ糾ソ加イノニヒジs一一

　　　ニタクサン躍アツマリ　ネガエマシテ　アリガ｝・一ゴずイマシク

417鵠婆9L　　NR
418　F28M＊②　ホンジツワ　オサムイ　トコ9オ」シ2ッセキ

　　　クグサイRシヲ　アリガトーtit｝イRス。キョーノ　ギタイトシRシテ

　　　コーガイモングィオ　トリアゲクイト　オモイマスノデ　ヨ饗シク　オ

　　　勅イシマス

419F3錨　NR
42G　F33L＊②　ワタクシノイケンオィワセテ　イタダキマス

423F65L＊④＃ナガシマドーfスカ

42SF33L＊③照鋤アノ勘搬ンオ塀ティキ外
　　　チー一9Xt）’ド，ドー・Siショー一力

428F2％＊⑧イマカラ労ンガオモッテ糟コ緩脅

　　　ルダケミナサンニワカルヨー：オツタエシタイトオモイマス

429罎2L＊③舛イUhラコ畷イモング仁ツ行哲ン

　　　オ　モーーシアゲマス

431F25H＊③ミf9ンシズ加シチク男イ。イ効ラ

　　　ハナシガアiJRXhラキイテクダサイ

432躍35赫＊②ソ17nワ，ワタシノ　dケンオノベサシテ　イク

　　　舛マス

ZL34　F25L　NR
435　F19K＊⑧ナニナニllミノグレソレデス。スコシノ動ン



　　　デスケ蓉　シズカニ　キイテ　クダサイ

436　F69L　NR
438F3乱闘④ワタシノハナ滑解テク射イ

439M20ki＊④ナナジza一？・ングィノコンニチコーガイモンダ

　　　イトシテジS一シ窄一ノハイ睾カスアルイワタイキオセンナ｝こ

　　　イ9イロアリマス淳，トクニミ蓉リガナクナルトタイキオセンデ

　　　　アル：ンゲンノ　ジュミョーオ　チチメルコトニツイテコレカラ

　　　ハナシマス

44e　F74L　NR
441　F31L＊④　＃コレカラ　ミナサRF　トモニ　ヤッテイキクイ

　　　トオモイ？ス

443磁8LNR
4曇F2脳＊②コ白樺モンダィニツ背コレカラヒトコト

　　　］KiJシテ　イタダキタイト　オモイマス

447F20H＊④＃コ一溜ガヒゆナッテイクイッ趣テ，

　　　コマリマス

449纒騨＊④ミンナ訪ローサンダ。ジツワ滋蟻一モン

　　　ダ？オイマカラ　ケントー　セートオモウノデ，ヨロシクオネガイ

　　　シマス

450F19鱗＊（2）デワコレカラワタクシガコーガイタイサクニ

　　　ツキマシヲカンタンニコセツメー　サセテ　ィタダキマス

452瓦i59L＊③工一ワシャーコーガイニツイテスコシか

　　　ナシオイタシマス

453F1騙＊②コー溜モンダィニツイテハツゲンサシテイ

　　　タダキマス

454罰1g罰＊④？ス，ワタシノ　ィケン君妥イテクダサイ

455F34M＊④ジフンノXEッラルコトオユワセテモライ

　　クイ。コーガイモンダイデオモイアタルコトガアリマスノデハツ

　　ゲンオ　サセテ　モライマス

尋56F16鵠　　翼R

458　継31L＊②カイジH一ノ　ミナすン，オイソガシイ　トコロt

　　　オアツメクダサイマシタ

459F1四＊④イケ湧アリマス

462　m23M＊④　コーガイモンダイニツイヲ　イマカラハナシマス

463紡繍＊④コ助ラワタクシガコーが在ンダ仁ツイテ

　　　イケンJS　イPtタイト　オモイ9×

4G41174L　NR
488　F32M＊②イマカラ　ワタシノ　イケンオ　ハッピョーサセ

　　ティタ舛マス

467F61踏＊②ミナ費ン，コンニチワ。ワタクシワタレタレチ

　　ゴザィマスケド，アノタダィRカラチヨット」アイ夢ツイクシタ

　　イト秀モイマス

鎗締36L＊⑤．u・・XJiモン94チュート孜荘ミンナ

　　ソーイッテルグライナモングネ。ソレアハヤりうFモナク　アノシテ

　　　モライクイ

　　　　　　　　　　　　　　　　　簾応文一一・ec　36工

470　k138H　NR
471F32L＊②のワコーユーコト豫イケンオ1：ト：F

　　　ノベサシテ　イタダキマス

473罎舗＊⑧ミナサン。シXhニシテク麹イ：yltラ

　　孝クノイケン1イーーマス。ミナサンシスカニシテキイテ　クダ

　　サイ

474麗0轟綜③UUカラワタシノイケンオバサ．シヲモラ

　　イRX

47S短評寒③砂シワコyhラク　eセ”）fコ財ハツビ

　　ョー　シRXノデ，ミナ章ン　零イヲ　クダずイ

477麗5H零④チョットスミマセンケド，チョット＄tラク

　　ダサ脅一

479講5L＊④駒ノイケンオ＃tテ拶サイ

480M16MS③イマカラ劫ノイケ湧イーマスがミナ

　　サン　キイテ　クダサイ

tsi　81　F63L　N　R

尋82n29M＊④イマカラコーガイニツイテ毒クノカン港こ1カ

　　為重バマス

483薄3畷＊③コレカラコ畷イモン碧ニツ背謝シ

　　シマス

485F49L＊②コ助ラコ畷仁ツ行チUット労ンノ
　　　蛭モツク　コトオ　ノベサシテ　イクダキマX

486　5143L　＊，②　クダtbiラ　ワクシガ　コーガイモンダィニツイ

　　テ　イケンオ　ノベサセテ　ィタグキマス

487F29L＊③：レカラコー潔ニツイラ，スコシ滑シアイ

　　タイト　誰モイマスケ｝：

488　議88L＊②　タダイマ　ワタシニ　ククサレタ　ケンニツィヲ

　　　ツギノこ1トオモーシアゲマス

489罷9L＊⑤チョットハナシ外コ訪ア艀チョット

　　　ユー

49◎F50L＊④イマヵラネフジンカイニ翼テイロイロ肌

　　ナシナンカ　シタイト　オモイマX

491．l12811＊③チョットイケ湧アリマX万

492F27L＊④尊コーガイガナイヨーニシテクダサイ

494F15L＊④ワクシワイマカラ藍瓶一ノモンタイニツ

　　イテイケンオ．ノベマス

495F49L＊⑤ワクシノイケントシテコレコyti

4S6　F38L＊⑤itコレt2うき解外ユーーケドウチノコ

　　．鴫シH一当モンソクデチョットナニカ　アルト　t一トゼー｛三一

　　　ユーケFコマツクモンダネ

497F2頚1＊④クダィマカラコ．一fiイモンダイニツイテハッビ

　　ョー．シタイトオモイマ｝～

498F50L＊③チョvトス擬ン，ワタシワアみコー

　　オモイマスケ｝ミ　F一・s「シヨーカ

500F48L＊③妙イ勤ラ翼層在ンダィニツ春ヒトコ
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　　＄イケンオ　ノベサシテモライマX

503憩21L＊④タ碧マカラ溜ガコー潔モン碧二男テ

　　　ハナ鴻シRス

504醗伽＊④工づトィマカラコー潔モンダdニツ背

　　スコシハナシタイトオモイマス

5C6　F41L＊③ジ労Stヨ’“ワコー・Z一モンダ二一マ

　　シテアノーミナサンニキg一・iJgクシヲモライクイカラィチ

　　罫ハナシオ　キイテ　クダサイ

507sM41L＊④イ？カラワクシワナントカモンダイニツイテ

　　イケンオ　ノベタイト　オモイマス

508潟23L＊②カンクンデスガタダイマカラ　イケンオ　ノベサ

　　セティタダキマス

509F80L＊③妙イマカラ翫溜ニツイテスコシ渤夢

　　」セッメーシタイトオモイマス

51◎F18溝＊④コーガイノ　コトニツイテ　チョット　ノKクイチ

　　ス

512　F17M＊④イマカラコー潔ニツ行ノハナシオシ9×

513F35kl　NT　R

514F28L＊④コー溜モング仁ツ春カンジタコ腰ス

　　：シバヂシテミクイトオモイマス

515　F53L　NR
516認8L＊③ク碧マカラコ畷イニツイテオAナシオイ

　　クシRK

517紮59｝1＊③キョーイクモングイニツ背シャベレトユー

　　コトデスガ，イ9ワクシガカンガエテイルナニナニコレカラシ

　　キベルオハナシ至正クキィテクグサイ

518F42L＊④へタナワクシノコト」働隅イラク身

　　イ

519　F30M＊③イマカラコーガイモングィニツイテチョット

　　オハナシシタイトォモィマス

522F46L＊③コーガイモンダ〃コにツ行イマカラハ

　　ナシオ　イタシマス

525M38L＊②ゲンザィシツモン卯テ初ニーガイモンダ

　　イニツイテイケンオノKサセテイクダキマス

527F25L＊④コー・7」イモン身ニツィテ祁イロイケンオ

　　ノベタイトオモイマス

528ft14kl＊④マーイロイロミナサンガタノゴイケンガデ

　　テオリマシテサンビリy一寸ンデテオリマスガワタシチヨット

　　ジ」ンジシンデカンガエルコトガアルモンダデソノ　イケンオ

　　ハッピョーサシテイタダキタイ　　　　　　　　　　　『

531　ma6L　rs（Vi　ll1

533欝8L＊③コ助ラコ湧イモン朔ニツ春オハナシオ

　　　シマス

534F18M＊④イマカラ　ワタシワコーガイモングイニツイテ

　　ハナシクィト　オモイマX

537紹甜＊③コノモンダイニツ背ワタクシノィケンオ

　　jiK　tスト，・…

539醐超＊④コー溜ノモンダィニツ行チョット潮ノ

　　　イケンオイワシテモライマX

5虞0鐵72L＊②コーガイモンダイニツイテコソーダンモーシア

　　ゲクイト　魔モイマス毒

542M51L＊③ワタシノイケンワコーコー・コーfス。ミナサン

　　ノ　イケンワ　｝ξ一デXカ

543砺5L＊③ワクシノイケ滑モーシバマX

545　1，146K　一NT　R

546F38L＊④テワチ5ットヲタシノユーコ｝・オ　キィテ

　　　クグサイ

548F51H＊③エかむコ助ライチバンダイジナモン

　　ダィデスノディロイロシツモンシクイトオモイマス，？ク　ワタ

　　』シノ　イケンモイワセテイタダキマス

551　F45疑＊④コレカラワタシノカンがPtイーマX

552M24M＊②クダイ9カラ　ワタシノイケンオスコシ　キイ

　　テイクダキタイトオモイマス

554F43R＊④ワタ三一カラコ畷在ンダイニツ背

　　ハナシタイトオモイマX

555　F5Cl　i　IKT　R

557F31M＊④ミナサンノイケンオ認テ幻ンノイケン

　　モイツテ　Aナシアイタイトオモイマス

558　F49L＊③チHットワクシノ　イケン慮　イワシテ　fタダ

　　キ？x

561F22H＊④ソノコトニツ行コ助ラノKヲミタイト

　　オモイマス

565購5L＊③ツ智シテワコー潔モン禦マ夘ソyニ

　　　ジュンス渉コ・・ガtニタイシテ，ヒトコトハツゲンオィクシマ

　　ス

566F15L＊④子孫コ阿智モンダイニツイテジフンデチ

　　gットオモッテイルコトガアルノデ，ミナサンノイケン疲キキ

　　タイノデキィテクタサイ

567F21H＊④イマカラソノハナシニツ背ワタシノイケ

　　ンオスコシダケイワセヲクタサイ

5S8　F28M＊⑤ワクシノカンガエトシテワー・・

569麗6L＊③ゲンilt／ヨノナ艀ミマシテコ・・ti／モン

　　ダイガ　オーキク　モンダイニ　ナvテイ？Xカラ…・

57◎F42M＊③キョづワタシノシッテルコトオオハナシ

　　　イタシマス

572F29L＊⑧ワクシワコーカンガェマスケFミナサンノ

　　オカンガエワ　ドーデショ“カ

575M廊＊④イマ渤ワ詠万クハンモン帯副
　　ナッテイルsマタ，ニホンニ　トッテモタイヘンジューヨーチア盈

　　コーガイモンダィニッィテヒト：トィケンオイ”クイトオモイマ



　　　ス

576　M2＄K＊④　eeイR　ダンダン　ヨノナカワ　ヒジョーニハヤ

　　クソコラジエーガ　ヨゴシテイ＄9×

578照37僖＊②工一網ダイぐカラフッカモンダイニツイテワ

　　ククシノイケンオ　ノベサセテイクグキタイト1モイマス

5791t1431tE＊③エー，妙イ9Hり　u・一ガtWtiイニ“JSマシ

　　テヒトコトコイケンオノベサセテイクダキ9×

581F5翻＊②U3トニ秒工労ワ薄孜荒ワクシト
　　シヲノイケンオ　ヒ1トコトイワシテイタダ尋マ；く

582羅17麟＊②コー一h’イモンタイニツイテイケンオノベサセテ

　　　イタ舛訊

583F81L＊③コノ釦タイヘンコーガ／ノ潜ガシガ

　　ンラジオナドデ・…テレEナFデサワガレマスガミナサンワF

　　－4デシy一カコノコトニツイテカンが工タイトオモイマスガ

584F19H＊②コ・・ガイモンダィニツイテノ懸セテ鞍ダキ

　　マス

585F45L＊④　ワクシニ　イケンオイワセテ　クダサイ

58G蹴38漉＊②イマカラコー一7イモンダイニツイテワクシノ

　　イケンオ　ノベサシヲ　イタダキマス

587F1繍＊④コレカラユー万シ劾二＄tテク粥イ

588認3纏③妙シモ労ンノイケンガアリマスがワ

　　タシノ　イケンオ四目ナシシタイ｝、）fモイ？X

590F33M＊③ハナシベクデ鱈ヅライデショづコ助ラ

　　ワタシガハナシマス

591　F28L　NT　R

592羅2L＊③コ助ラ労ンガコ畷在沙イニツイテ

　　オハナシシマス

593F36L＊④コレカラワワタ湧コー潔モングィニツ行

　　　イケンオノベタイトオモイマス

594F49L＊②イマカラコーユーフーナモンダィニツイテ

　　ィケンオノベサシテ　イタダキマX

598　F29M＊④ワタシノカン寵クコトオキ行妙聲

597F37M＊③ワタシノイケンワコー：一・シカジ淘汰オ

　　モイマス

599F48L＊②ミナサンコンニチワキョーワ：一一ガイノ「E

　　ングイニツイテスコシオハナシ　サセテイタグキマX

60e　F27L　NR

兜生の絵 （It5）

002M49L＊①コノ：ワセンセ磁効キニナックモノ

　　テスカ

003　F43L＊②セン｛：一コレkンセーガオカキタデス方

005tX126H＊②コノエワセンセーガカカレタノデスカ

008総DH＊①コノエワセンセづ肋キニナッタェデ
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　　スカ

O〔｝9　F38L＊②　Eンセーガ　カカレRシタ

011F4劉＊①コレワ効ナカゴリッバナエデ漸センセ

　　や・ガ　二二キニ　ナツタ　エデショーカ

012F44L＊①セ凌鱒コノ捻オカキニナッタノデX

　　カ

015F38L＊④セ逓畷コノエカイク万肋

M7　F56L＊①コノェワセ凌乱渤キニナッMh

O18F39M＊①コノエワセンセ畷勅キニづラレクノデ

　　スカ

020A168L＊①コレセンセー肋キニナリマシ効

023F46L＊④コレワセンk・一ノデスカ

D24F17H＊②Uノェセンセ畷カカ囚シ幼

026F69L零①ジョーX二港テ洲マスネk＞セ・・ガ肪

　　キこ：ナツクンテスカネ

◎27鶯22溜＊②コノエワkンセ畷力試タモノ渤

029F301vl＊①スヲ骨エデスケF，コノェセンセ鱒オ

　　カ＄：ナツタンチスカ

03◎斑7L＊④コレワ牽ンセ畷カイクェテスカ

◎33F48M＊①コノエワセンセ鱒渤キニナックエデ’

　　スカ

035F47；M＊①卸セ畷コノ認オ赫ナサッ労潮

036F68L＊①コノ｛ワセンセ畷オカキニナッ労スネ

D38　F43～i＊①オソレイリマスガコノエワオククサ甥オ

　　カキニナラレクノデシ9一力

◎39雛1L＊①汐セーが助キニナックxVXIJ

O41　F479＊①コノェワセンセ畷オカキニ甥マシ嬬

042酸OL＊④コノエワセンセ畷解クデ潮

043F83L＊①沙セ畷励キニナリマシ効

G45題19L＊②センE一・tiコノエオカカレタワケデスカ

046　F72L＊①コノエワセンセー7i励キニナリマシ嬬

047狸OL＊①コレセ凌畷肋キニナック万潮

048総1L＊①コノエワセンセづ励紅ナッ野勲

D50　F6711＊①センセー劫キニナックデスカ

052　F58X＊①センセーワナン発コシュミガオフittlrト

　　ユー一こ1トオ　ウカガッテRシタガ，ワタシ　エノ　コトワ　ヨク　ワ方

　　リマ｛：ンケFタイヘンオジョースニカケテ　オシアワセデゴザイ

　　Rショーネ

053F33ik＊①：ノェセンセー渤キニナッタ万肪

054総0舗＊①コノエワアナ甥励キニナッタ7fXli

◎56F26H＊①Eンセ畷助キナックン鋤
057赫38鵠＊①コノ　ェワ　センセー“tiオカキニ　ナックンデス

　　カ

059罷4H＊①コノエワセンセーが渤キニナック万X

　　カ
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06e罷2L＊④コレワセン野州カイタエデ肋

063F25L＊⑨センセコレセンセーが渤レタンデ肋

085F30L＊①センセ畷効紅ナッタ万肋

◎66F38M＊①コノ四アナ蛇目紅ナリマシ効

088F3BL＊①k＞h－ejコレオ勅紅雲マシクン獄

　　　力

069赫29鵠＊②　kンセー　コノ　エワセンセーガ　カカレタンデ

　　　スカ

◎71P，152L　＊，④コノエワセ＞E一一ノリキサクデスカ

073　F23漉＊①　コノ　エワ　センセー・tiオカキニ　ナラシマシタ

　　　カ

074銭1281｛＊①アーコノェワセンセ畷励キニナッタ

　　　Wfスカ

075F3翻＊①コノX9センセ三門キニナリマシク

077F39L＊④センセ畷諏カキRシ直方

078F30L＊④：ノエセンセづ∫カイクンデ肋

08011i8Sl＊①コレセンセ畷効キニナッタがスカ。

　　　ヤ∫、り　添ク毒　ソンケー　スIUダケ　アツテ　リツバナ　NテKネー

09・f鵬7H＊①コノエワセンセが助キニナッタが

　　　スカ

08〔］　F27L＊②　コレワ　セン｛：一カ　カカレクチス方

◎87k125M＊①センセ㍉コノエヲセンセ鱒劾キニナ

　　　ツクンデスカ

｛｝89　鑛42H＊②　コレ　センk一皆目レタンtF7，カ・…　ナカナカ

　　　タイシタ　モンデスネ

090F18～妹④コレワセンセづカイクンチスカ

09111SIL＊①kンセーコノェオ励キニナラ四シ勤

092　F17鵠＊②コノ　エワ　セン毛一ガ　カカレタノデスカ

eg3　F69L＊①コノエワセンセ畷X．hSニナッタ渤

◎95F18L＊①コノ四二ンセ畷オ魚骨ナック万ス

　　カ

096　幕28L＊④　センk一一コノ　エー　センセーガ　カイクンデス

　　　カ

097　濁39鵠＊②　コノ　エワ　セン駐一善　カカレマシタカ

OS8　F37L＊⑤旧記畷itYクノ

09舗46L＊①コノエワセン拒が勅キニナックがX

　　　カ

10G履舗＊④アノエワセ漣一が解クン二目

101｝，133．M＊④センセーコレセンセーガカイタノ嶽力

102F16M＊②コ蹄Eンセづカカレクモノ鋤

10翻2孫＊①センセーーリッ膚甥アリマスケ陛コレ

　　ワ　センセーガ　オカ＄：　ナッタンデスカ

ユ05F30L＊①センセーコレセンセー蛭カキニ　ナックンデ

　　スカ

107r1鎌＊①コノ四k＞k－ti濯物ナッタノデX

　　カ

1◎8　閉25淵＊②コノエワ　センセでガ　カカレタ　モンテスカ

ユ10F15L＊④ココニカイヲ踊エワセンセ畷カイタ

　　モノデ肋

111聡4H＊①セ漉紙肋牝ナッタガスカ

ユ13轟12綴＊①コノエワ秒セ畷助キニナッタ万ス

　　カ

118M2SM＊，④センセーコノエワkンセ畷解夕万ス

　　カ

117F31L＊①シツレづスケFコノェワセンセづth

　　毒ニ　ナツタデスカ

120灘59L＊②センセーコレワ　アナタガオカキニ　ナッタン

　　デスカ

1221・156M＊①セン泡一ヨクイラッシャイマシク3ノ　エワ

　　　セン丁令が茸カキニ　ナック　エチ　コザイマショーカ’ドーデショ

123F1闘＊②コノエワセンセ畷hhVPンデ肋

125囎5瞬⑤コノXVアナ効カイタノ
12＄　湧2姦し寒⑤　センセー・ソレ　ジフンデ　カイター

127k128M　〉；②抄セガコノ鋸カカレタ万肋

128　F25嫉＊①　？ンセーガ　コノエオオカキニナックンずス

　　カ

129　酸22躍寒①　コノエワ　センセーーオカ＄ニナックンテスカ

130F36L＊①コノエワ’センセーガオカキニナックノデシ

　　ヨーカ

132　F65L＊②　コノエワ　kンセー・tiカカレクンデスカ

134　，M73L＊①コノエワ碧フキレ仁カィチアリ禰

　　　センセーアナタガオカキニ　ナリマシタカ

135F38L＊①抄セ3ノエワセンセづ芳触ニナ

　　ツタ野肋

137　F57L零①コノ　エヲ　センセーガ　オカキニ　ナ～｝マシクノ

　　テXカ　タイヘンキシイニカケテオリマスケドモ　シキサイモヨク

　　　　ゆ　　　ラキテ酋り＝～スネ

138F37L＊③Eンセーコレ勅キニナリマシクンデ勲

139　鱗71L＊①　コ1！ジッサイ‘センセーノ　オカキ：　ナッタ

　　ェデスカ

140F74L　　NR
141麗舗＊②センk一　：ノエワ沙セ畷辮レ夘デ

　　スカ

143蕗3膿①コノエワセンセ畷謝ニナックデショ

　　ーカ

144澱7糠④ソ甲唄匙畷解タ万スカ
146F35kl零①アノー　コノ　エワ　センセ’一が慮海壽ニ　ナヲ

　　シタがスカ

147F30ki　＊④センセー諏力競シタ



149F垂OL寒①　センセ「が　」，　B　＄：　ナッタデXカ

ユ50F67L＊④センセ蛎カイタ万スカ

エ51M68L＊④オジHrス：カケテyス？・一・

152M28M＊④：yワセンセーノサ死ンデXk

153　議32団＊②　センセーコレワ　Fナタ薄　カカレタノデスカ

155F47L＊①kン動一コノ工助蝦弼マシ妨

エ56F73L＊④センセ亮効ナカミ・Ydニカケマシタ

158　穰25L＊④　センlt一一，コレ　センセーガ　カィタノデス方

159F20L＊④コノ筆談ンセ畷Ptクンデ肋

ISIF81L＊①シツい蒲縛セン盤畷助キニナッ
　　　ク万スカ

162120H＊①37エワセンセ鱒オカ＄：　sッタモノ

　　　テス方．

184鑓42L＊②　コノXワ　泊ンセー・」；カカンタンデス露

185略譜＄①コノエワ秒セ畷勅キニナック万ス

　　　カ

168F62L＊③コノエワクハン豹ッ酵エト解ケ
　　　ンシテ孝リマスケ｝＝モモシヤkンセーガオカキニナランマシク

　　　カ

171F23L＊②コノエワ，セン脇骨励紗ノ鋤

工？3F44L＊①セ漣畷肋キニナックノチ勅

174F61L＊①コノエワセンセ畷オカ紅ナッタン菰

　　　力

176M21L＊②セン唇頭聯弾ナツタ

177F2醐零①コレワセンセ畷オ粧ニナックノデスカ

179F74L＊④センt”一tiオ辮タノカネ

180　醗45L＊①　タイヘンご1リツ飯ナエダト　オモイマXコレ

　　　ワ　センセーづ∫1カキニナリマシクンデスカ

182F32M＊①セ＞k一ノオ潜ニナジタユデ肋

183　F23k7＊①　コノ　こ£ワ　センセーガオカ柔こ：ナッタ　Xナ

　　ン菰力

184　F49M＊①セントコノXオオ温ニナリマシタンデ

　　スカ

185F3飾＊①アみステ骨がス新コ四卸セー
　　ガ　カカレマシタ　エデスカ

＝186　F33議陰茎②　センセー港，老心レタンチスカ

188M65L＊①センセー，ミコトナ，エ菰ガ，センセーが諏

　　労オカキニ．ナッタテスカ

189F28L＊①センセ房コノエオ励紅チッ労泊

　　一力

19B125L＊①翻エワセンセーが劇職ナッタン弧

　　力

192Fi6M＊④センセーかこ1ンカイタンデスカ

194F20M＊①アノセンk一コチラノェワEンセ畷オ

　　カキ：ナッタノデスカ
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エ95腿㈱＊②セ漣一肋レ夘ガカ

ユ97齪2L＊②コレワ，センセ㌦謝タ鋤

198F15緊＊②　コノ　エワ　センセ”ガ　カカレタノデスカ

ユ99F40瀦＊①　センセーコノ　エワ　赴ンセー7」　オカキニナ

　　　ツクノテスカ

．200F圭8請＊④コレ　センセー労　カイクノチスカ

201　鯖29鵠＊②コレワセンセーガカカレマシ高話

202F70L：1①秒セーオ粧温ック万肋

203F49L＊①アーミコけがスケF秒セ誘助キ
　　　ここナツタノデス＃

204総OL＊①コノエワセン聾が渤韻ナッタノ張

　　　力

・205F65L＊③コレイー一が隅一センセづガヒ労

　　　スカ

2G6総乱＊①コノエワセン豪男耕二弼マシタカ
2G7　F49，M　＊④kンセーコ1／ジプンデ塁塞レタノ

209F15L　x：①アノ　コノエワ　センセー・h’オカキニナッタ

　　　ノデ抽

21GF23L＊①コノエワセ漣鱒オ触ニナリマシ効

212F23H＊①ココ：カカッテオリRス　コノ　エワ．センセー

　　　tiジシンガ，オカ＄ニナッタ　エデスカ

213F31L＊①コノエワセン｛：一ガカキナサックンデス7J

215羅1L＊③センセが勅キニナリRシ効

216F28k｛＊（1）コノ　エワセンセー・7iオカキごナッタエデ

　　　スカ

218F58L＊①コレ，センセづ画塾ン・ナッタン鋤

219泌9L＊①コthT一センセー労功肋敏ナック

　　　　がショ吻

22〔｝禁41醗＊①コノ　エワ　童ンセ・一tfオカキナックンデスR

221総6玉1＊①kンセ畷オ粧ンナックン鋤

222F261、競ζ②センセー一jjカカレクエデスカ

223F63L＊①セ漣畷効キンナッ嬬力

22郵121L＊⑤ア、コノ笠センセガhdタノ

227　F28M＊①コレワ曾セ薄曇㌣ナッタデ肋

230F37H＊②センセーガカカレマシクカ

231　幣23H＊⑨コノエワセンセーガカカレクノデスカ

233F25L＊④センセーーが解クンデスカ

238　m33M＊②コレワアナクガオカ柔ンナッタンデスカ

237“！3躍＊①コノエワセンセ畷装蹄ナックンfK

　　　カ

24◎　撮2G犠＊①ロノエワ　kンセーガオ多角ニナックノデス1

　　　カ

2婆2　謎31舗爵：①　コノ　エワ．｛：ンセーガ　オ真冬ニ　ナッタ　モノ

　　　デスカ

243総3L＊②オ妙ガカカ囚シタカ



366　　反応文一覧

245M52L＊②コノエワ沙セーが励砂ノデ肋

2461123M＊①コノエワセンセ畷渤キニナリマシ助

2481156L＊①コレセンセーが劫キニナックデショ功

2419F42H＊①センk一コノエワセンセー・7i墨壷キニナ

　　ツタエデコずイマショーカ

250瀧2卜1＊①センk・・　：／エワ，秒セーが助キニナ

　　ラレクモノラスカ

251F36M＊①コノエワセンセーが勅キンナックエデ

　　スカ

252F26M＊①コノエワ秒セーが渤紅ナックが

254F32L＊④コノエジ励カイク］，h＞k－gxit

256酷24琵＊②コノ　£ワ　センセーガカカレクンテスカ

258M34M＊①コレワモンセが渤キニナック万肋

260F33醤＊①kンセーガオカキンナッタエチス方

2611t142L＊①コノZVセンセーガォ洪ニナックテ肋

262F4秘＊①コレ沙セー劾囚シクデ渤

265M24M＊②hンセガコレカカ砂が勅

263F22鵠＊①コノエワセンセーガオカキンナッタンデス

　　カ

267鳩笛＊①コノエワセンセーが助キニナックン弧

　　力

269幡9L＊①kンセ輔，コノエワソノkンセー渤に

　　　ナック万勅

270F28H＊①コレワ　Eンセーガオカキニナラレタノデスカ

271鵜2L＊①コレワ沙セ湧渤キンナッタェ翔力

272　F381・1；：〈①センセ・・tiコノ財勅キニナリマシ励

273F27｛｛＊①コノエワ沙壌畷勅キニナッタ万ス

　　カ

275F50L＊②センセーガオカキクテスカ

276．F22L＊②コノ：ワkンセーガカカレマシタカ

278ft141L＊④セン七一ヤヅ～リジフンデカイタデスカ

279FSOL＊③コ肩白rノ単軸スカ
281F3811＊①コノ距秒セーが劾キニナックン鬼

　　力

284F3舗＊①コノエワ沙セーが励キニナッタ万X

　　カ

2851t166M＊③センセづ溺ク鋤

287F23H＊①コノエワセンセーが薄紅ナック万シ

　　ヨ・・カ

289鵬盟＊①コノ距センセ畷励キニ測マシタノ

　　テNi

290F41H＊①コノエワkンセーガオカ＄ニナッタノデス

　　カ

29エF24H＊①：yワセンセが勅キニナッタ万励

292F21H＊①センセづ勅キニナッタンデXh

293F22H＊①セン二五肪キ」ッ夘鋤
294F1911＊①コノェワi！ンセ畷オカキニナッタ万ス

　　　カ

296R133L＊④コWセンセーノカイタXfXh

297F48L＊①コ捗kンセ畷オh＄：ナリマシタデスカ

299轟i3駆＊①コノエワ，セン三眠ガ2hキニナッタ万ス

　　　カ

30〔｝F46L＊①Eン二目ガカカレマシクンデスカ

3Q2F58L＊③センセ鱒渤キ好肋
303F55L＊④センセーソノエセンセーカイタテスカ

305，M33Hpt，①Uノエワセンセ畷助紅ナックエデ

　　　スカ

3〔｝6F37錘＊②コノエワセンセーガカカVマシタカ

3081119M＊④コレワセ箆蛎解夕万スカ

309F25H＊①センセー諏センセ畷渤キニナック

　　　エデスカ

311F2鰍＊④コノエワkンセ畷カイタノチXh

312！』133L＊④コノ〕〔ワ，センセーノフチニナルモノデス

　　　ガ

314，M3451＊②コノエワEン匙一ガカカレタンデスカ

315F3鋤＊①コノエワセンセが励キニナック万X

　　　カ

317F48L＊④牽ンセーコノエカイタンデスカ

318r8闘＊①コノェワセンセ畷励キニナックノガ

　　　カ

32⑪F17L＊②センセv，コノエワセンセーガカカレタノデ

321総舗＊②コノエワセンセーガカカレタノチ渤

323犯鋼＊①コノ：ワセンセ畷渤キニナックが

324F23M＊②コノェカカレgシタカ

326　k127H＊②コノェ，tン今山励レタン渤

327F23L＊①2ンセー，コノエワセンセー肋キニナラ

　　レタンfXカ

329赫44蘭＊①：！ノエワkンセーノオカ柔ニナッタエデ

　　ショ吻

330槻5L＊①セン鮎コレワリッ母ナ万スガコ四

　　　センk一ノ　オカキニナッタ　モンデ　ゴサイマスカ

331F57L＊①t＞淫逸ーコノエオ軽目キニナッPfXh

332麗雛＊①コノエワセンセーが勅キニナラ捗モ

　　万跳

333　M40L＊②コノエワ領邑ーガカカ甥スカ

334F67L＊④設レワジ痂勅キニナッタカネ，ワタシガ

　　　キクマデデモナイガオキキシクインダネ



335　F27M＊①3ノエワ1・’7b－ti’勃紅熟クン翌

　　力

337醗51L＊①センセ切オカ紅ナック万勲

338　F40L＊①コノエワセンセ鱒オ濟ニナッ労勅

339携74L＊②センセーコノ　エワ　リッパ鉄気ケテオリ？X

　　ガiンk＋・iiオカ＄タデスカ

341F15L＊①コレワセ擁づオ溝ニナックエガカ

342M35M＊．②ヨクデキテイマスネセン吏一ガカカレタコ：

　　テスカ

345制26L＊②コノエワkンセづカカy？］fスカ

347F62M＊①アノPtコノオエワ　ドナクが云カキンナッ

　　タデスカ　センセー労オカキンナッタッタテスガ

3481、11鰍＊①コノ距セ涯一が肋キニナック万ス

　　カ

35GF37M＊②コノエワkンセーiカレRシタカ

351F49L＊②アナクガオカ＄ニナックンデXカ

353F22L＊②センk一シツレーデスケドセンセーカカレタ

　　万スカ

354F3鋼＊①センセづ励キンナック＞97，h

355灘37絹＊②コノエワ，センセーガカカレクンテスfJ

356　M31i－f＊①センセづ励紅ナッタ万感

357F23L＊④センk一が油染ンデスカ

358M34L＊①セ霊魂肋キンナックンガカ

359F45H＊①心裏鱒助キニナッタノトチ潔マ肋

380F74L＊①：ノェワセンセ切オカキニナックンデス

　　カ

361F68L＊③勧セーが励キタ鋤
362M32L＊②　ドナタガ　カカレクンデスカ。セン｛＝一一カカレク

　　ンガカ

363　潟54L＊②　kンセーガ　カカレクテスカ

365F55H＊①コノエワオ妙サ妨1ntニナッタンデ

　　スカ

368F61L＊①センセーti幼キンナッタガカ

387認2L＊①アノーコノェワセンセづ猫八ナッ

　　クxfスカ

368赫47湧＊②センセー・tiカカレマシタカ

369F47L壕。①アノーセンセNオカキンナッタンテXh

374F23M＊④k＞セーコノエワセンセ切カイクンデス

　　カ

375F21L＊②コノエワ　kンセーガカカレマシタカ

377F28kl　＊④コノエワセンセガカイタが勅

378　F58舗＊①：1ノエワ　Eン素図ガオカキニナッタ　エナ

　　ン獄力

379驚3器＊①コノエワセンセーガオh＄：ナッタ万X

　　カ
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380　F75L＊①Eンセーココニリッ齢：〔ガカイテアリマ

　　　スケドコレワセンセー一tiオカキ：ナックンfスカ

383親55L＊②センセーコノエワイーチスネkン塾一一コ

　　　ノエワセンセーカカレクデスカ

384F22績＊②uノェワセンセづ巨船モ7iXh

387F54L＊①民力畷渤臆ナックェデスit

389F28L＊④コノエセンセ磁カカレクノ

39G　F78L　ls〈TI　R

392　F69M＊①秒セ畷勃キンナッef7，h

393F23H＊②コノエワセン二一ガカカレクンチスカ

395F38L＊①センセづサクヒンデ漸イマ勲

396総騙＊③センセづ融ッビツテXh

397磁6L＊①コノェワセンセーガカキマシタンデ肋

399F2獺＊②コノX7　tンセ畷カカ捗ンデ肋

401F66L＊①センセー勅キナリマシクンデX7i

402　F62，M＊①諏センセ畷肋キナックンデ肋

404斑7鵠＊①コノェワtンセーが励キニナッタエデ

　　　スカ

407F2i醗＊②アノコノ　1ワkンセー一Ptカカレタンデスカ

410留22卜1＊②：1ノエワ　センセーガカカレタ　エナンデスカ

41エ磁儲＊②センセ’・，コノ評センセが肋レタンデ

413　F55L＊①コレセンh一一ガオカキニナッ励ヨーカ

4141145L＊①コノエワkンセーガオカキニナジタエデ

　　ショ功

417M49L＊②　至ンと一コレ　センセーガカカレタエデスカ

418　F281・1＊①kンセーコレワセンk一一tiオhSニナック

　　　工面力

419F3翻＊①セ凌一　：ノエワセ涯磁劾キニナ

　　ッタデスカ

420F33L＊④センセーガコレカカレタァ

423F65L＊②コレワセンも一　ドナタガオカキ？シク。コノ

　　　　［ワ　kンセーガオカキマシク

428F33L＊②：ノユワkンセづ励レクンデ肋

428F22H＊①コノエワセン認識勅キニナッタン弧

　　力

429　M42L＊②コノエワセンセー・tiカカVタデXJI

431　F25H＊②　コノ　エワ　センセーガ　カカレタ　モノデスカ

432　驚35懇＊②　コノエワセンセーガカカレクンデスカ

434F25L＊①アノー，スィプンステ＄ナエデスケドコレ

　　センセーガ2カキ：ナッタンデスノ

435F1911　＊，①センセー，nyワセンゼが劾紅勃タ

　　ンデ肋

436　F69L　NR
438F34L＊①センk一，クハンジョ試二丁舜スケF，
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　　コ匡ノ　センセーがオカキニ　ナリマシタカ

439　細20紹＊①　ヤァ，kンセー　ナカナカ，イー　エデスネコレ

　　　リ　センセーガ　オカキナッタンデスカ

醗OF74L＊①センセ畷勃キニナッタ万スカ

441F31L＊①コレ，センセ鱒オh＄ニナックン鋤

443翻18L＊④コレワセンセーガカイクエデスカ

444F22醗＊①コレワ　センk一一ガオカキニナック　エデスカ

447　F2Gi・i＊①　コノ　エワ　センセーガ　言カキニナッタンデX

　　　カ

449　M．｛9M＊④　センセーコノ　ェオ　カイタデ；〈カ

450F19齢①コノxvセン叢誌オh＄ニナックンデシ

　　　ョーカ

452薦9L＊①kンセ幽栖カキニナッタエデ肋

453　F15閏＊①　コノ　エワ　センセーガ　オカ＄ニナッタ　モノ

　　　デスカ

454搬9醗＊④センセ畷カィタ＞fX7」

455F3鎌＊①k＞t一，：ノX，センセ畷オ於ニナリ

　　　Rシタ

458F16M＊①コノエワセンセ畷舳キニナツクノデス

　　　カ

458M31L＊①センセー，コレワセンk一オオカキニナッタ

　　　　モが肋

459F1蹴＊①アノセンセ・・コレセンセづオ肪ニナ

　　　ッタンテスカ

462麗3蘭＊②コノ四センセ畷薄触クノ渤

463M58M＊③コノエワセンセ畷オカ紅ナッ語聾

464M74L＄④センゼ：ノェワダ助勃イタ。輿ク
　　　　カィラアリマセンヨ

4S6　F321綜①コノエワセンSi－ti励キニナラ沢シタ

　　　カ

467F81M＊①k＞セー，コノェワ勧セ畷オ舳ニナ

　　　リマシタ’モノデ　コサイマシS一力

468　舗36L＊④コレワ　センセーガカイク　エデXカ

470t，i38H＊①コノエワkンセ畷応訴ナジタン畝

　　　力

471F32L潔①センと一・rj勅櫨ナリマシ助

473　瀦19爾＊②　嚢ノ　エワセンセー・iiカカレタノデスカ

474麗0績＊①コシワ卸セ畷蛭＊＄ニナックェ菰力

476赫19顛＊④コレワセンセ“ガカイタ］デスカ

477M25H＊④ワー，コノ　エワスjtナーts　trンセー一纏イタ

　　　ンデ肋

479晦5L＊④センセーコノエワセンセ磁力例旗

　　　力

48◎Mt6M＊①コノエワセンセが励けノデ漸官
　　　スカ

481F83L＊①センセ畷劾キニ槻シ勘

482麗闘＊④セ漣畷コノ［z，脳裏ンデショ功

483　繕3些H＊④　スバラシイ　エデスネ　センセーカ　オカキニ　ナ

　　　リマシタカ

485　F尋91、＊①　コノ　エワクイヘン　キレイニ　カケヲイマXケ

　　　F　センセーガ　秀カキ：：　ナラレタ　エチスカ

488濃3L＊③コレセンセカカラシタ。リッ酵モン菰

　　　ナー

487　F29L＊②　コレワ　センセーガ　カカシタンデスカ

488　継68L＊②　コノ　エワ　リッバナ　エデスが　センセー　アナ

　　　タガ　オカキニ　ナッタデショーネ．

垂89　M29L＊⑤　セン赴一　コノ　エワ　ダシガ　カイタネ

490F50L＊①センセーコノェオ態ニナックン渤

491　擁28幣＊④　コシ　至ンセーガ　カカレタ

492F27L＊④．ソノこ1ワ　センセー一sj　カイタ　エデスカ

494　F15L＊④　コノ　エワ　センセーガ　カキマシクカ

495　F49L＊②　チョット君タスネ　シマXケ1；モ　コレワ　望ン

　　　trガ　カカレマシクカ

496　F38L｝：ζ②　コノ　エワ　センセー・ガ　カカレタデスカ

497F21納＊①コノエワセ漣畷hhレタエデ弱イ
　　　マスカ

．498F50L＊③コ跨センセ畷渤キニナックモノ弧

　　　力

500艇6L＊③コノエワセンセ畷渤キニナツクノ菰

　　　力．

503　M21L＊④卸セソのセン駐一ガカイタンデ勲

504腋17踊＊④　コノ　エワ　センk一汚　カイクンデXカ

506　F41L芝ζ①　コレワ　センセーガ　オカキ：　ナリマシタカネ

5071粗し＊①卸セ畷渤キニナツタエ鋤

508寵3L＊⑤kX・一一カイク

509F30L＊①コノ工汐セ畷蛭力平ナック蒲

51GF18M＊①コレワセンセーが励キニナッタエ弧力

5エ2F17轟1＊⑤コノエセンセ層カイクノ

513F35M＊①卸参観励キニナックtiXh
514　F28L壕ζ③　コノ　エワ　センセーtiジシンガ　オカキニ　ナッ

　　　ク万渤

515F53L＊①センセづコノ工励駿ナリ？シ勘
5エ6　M38L＊①　センセー　コレワ　」ジブンデ　オカキニ　ナリマ

　　　シ効

517M591t1＊．①センセーコレワセン艶畷励キニナック

　　　万肋

518F42L＊②コレワセン至一だカカレクンデスカ

5igF3脳＊①諺工ワ秒セ畷オ濟ニナッ夘菰
　　　力

522F46L＊④センセ紳ワセン赫カイタ万肋



59S　M36L＊④ア，センセーガコレ解タンデXh

527F25L＊，②コノエワセンセ’・tiカカ妙ンデ潮

528M41M＊①ヤハリ9ワクシワ　センE一オカキニナッタ

　　エダトオモウガ　センセーーオカキニナッタンテショー

531M26L＊①ア，kンセ畷1レオ於ナッタン鋤

533鵬8L＊①コレワセンセ湧オカキナッタエデ7，カ

534F工8M＊①コノエワセンセ畷渤キニナリマシ効

537　M35団＊②コノ　］ニワ　センセーーガ　カカレマシタカ

539　M241｛＊②コレセンセーガカカレクンデスカ

540槻2L零①シツレづス外コノエワセンセ鱒勅

　　キ：　ナツタノデスカ

542Y，51L＊①沙セーが励キニナリマシタが肋

543M55L＊．①けセー助キニナッ労効

545摺46鐘＊④センセー，コノ」〔ワ　アナタノ　ブデジ「スカ

546F36L＊①セン至畷劾虻ナックガ燕

548F5担＊①コノエワセンセづ渤キニナジマシ労

　　ショ吻

551F45H＊①汐セーコノ甜助キニナックノ鋤

552M24M＊①：レ，センセーガカ加クモン二上モイマ

　　スガ　ホントニ　カカレク　モンデ　ゴザイ9スカ

554F43H＊①コノェワセンセづジシンが劾蝋ナッ

　　タW万Xカ

555F50M＊①：レkンセー勅キニナックデスカ

557F3粥＊①効ナカカンジノイーがスケドセンセー

　　　コレ」ジシンデ　言カキニナックンテスカ

558F49L＊①センセ鱒コノ謝1twニナr　efスカ

561F22H＊①コノXワ沙セ畷オ二目ナッタェデ

　　スカ

565M45L＊②　センセーガカカレタ　モノデスカ

566F15L＊②コノXワモンセー一tiカカレクンデスカ

567F21H＊②コノエワセンセーガカカ捗万劫

568F28M＊②センt1一，コレセンセ畷肋レタエナンデ

　　スカ

569M28L＊④コノZワセンセガカイタがスカ

570F42M＊①センセ畷肋キ：ナッ回答スカ
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572　F29L＊①センセー・，コレ，センセづ助キナッタンデ

　　スカ

575｝fi17M＊②：！ノ　エワ　センセーガカカシクモノテスカ

576M26H＊①ヒジョー：Xj！ラシイがスネー。センセガ

　　　オカキニ　ナツクデスカ

578M37M　＊．③コノエワアナクノゴヒ労肋

579M4311i＊①セ凌呪，コレワ秒セづ劾キニナッタ

　　ンガカ

581F5翻＊①コノェワセンセ畷Xh＄：ナッタモノ

　　デショ畷

582k117M＊②コノ四センセづ力加タンデ肋

583F61L＊①シツレづ潮センセーーコレ勅キニ勃

　　クンfXh

584F19H＊①3tlワセンセ畷肋キニナックノデXh

585F45L＊①コノエワセンセ畷肋キニナリマシタン

　　テスカ

5861fi36M＊①センセーシツレづ潮コレセンk一一ガオ

　　カキニ　ナラレマシタカ

587F1翻＊①コ四囲ンセづAhキニナジタノ蘭月

588M33M　＊．①シツレづス外：ノエセ＞t’“ガ劫ギ

　　ニナツダノデスカ

590F33M＊①コノエワ四型畷2h＄：ナッ夘菰

　　力

591F28L＊⑤コレセンセ房カイタノ

592M42L＊①コノ，エワセンセ弩弓カキニナリマシ効

593F36L＊④センセコノリッバナエオ解〃ワセン

　　　k一デ渤

594F49L＊③コレセンセ畷オカキニナッタデスカソレ

　　　トモ　セートカ　　ジョーキューーセ’一力

596　F29醗＊④コノ　ェワ　セン職漁ガカイクンデスカ

597F37M＊①アノtsセンセコレセンセーが勅キニ

　　　ナツタエデスカ

599F48L＊①シツレ・・テスケドコノエワセンセーが肪

　　　キニナリRシタンデコザィマスh

600F27L＊①セン皇尊勅キニナック万肋



English　Summary

　　This　report　is　a　follow－up　to　the　National　Language　Research　lnstitute　Repoyt

li　（1957）．　ln　1952　and　1953，　the　National　Language　Research　lnstitute　con－

ducted　surveys　of　the　use　and　awareness　of　heigo，　Japanese　honorific／polite

forms，　of　the　inhabitants　of　Ueno　City　in　Mie　Prefecture，　and　Okazaki　City　in

Aichi　Prefecture，　respectively．　Report　11　prifnarily　gives　the　results　of　the

latter　survey　in　Okazal〈i．

　　In　1972，　approximately　20　years　after　the　1953　survey，　the　Natienal　Lan－

guage　Research　lnstitute　conducted　a　second　＄urvey　in　Okazaki，　the　purpose

of　which　was　to　determine　how　the　use　and　awareness　of　feeigo　had　changed

over　the　years．　This　iollow－up　survey　was　basically　divided　into　two　parts．

First，　a　survey　was　conducted　of　4eO　inforrnants　who　were　sampled　from　the

same　regions　and　surveyed　following　the　same　procedure　as　in　the　1953　survey．

Second，　an　attempt　was　made　to　tracl〈　down　as　many　of　the　434　informants　of

the　1953　survey　as　possible，　and　a　survey　was　conducted　of　the　285　who　were

found　to　reinain　ln　Okazaki．　The　former　survey　is　referred　to　as　the　longitu“

dinal　survey　and　the　latter，　the　panei　survey．　We　assumed　that　the　2972　sur－

vey　would　investigate　the　same　questions　as　the　previous　survey　conducted　in

1953．

　　1）　The　politeness　level　of　the　response　sentences　given　by　each　informant

in　each　context　was　coded　according　to　a　standard　of　politeness　consistent　with

that　used　in　the　1953　survey　as　follows：1　：very　polite，　2＝＝　less　polite，　3＝＝

least　polite．　Next，　the　politeness　of　each　infermant　was　determined　by

totalling　the　politeness　level　points　for　all　the　contexts．　No　major　change　was

observed　in　politeness　based　on　a　comparison　of　these　point　totals　in　the

longitudinal　survey．　However，　there　was　a　slight　indication　that　people　had

become　less　polite，　in　the　panel　survey．

　　2）　Women　were　shown　to　be　significantly　more　poiite　than　men．　However，

this　difference　had　decreased　over　the　2e　year　period．　The　distributien　for

women’s　po｝iteness　totals　was　normally　distributed．

　　3）　Overall，　men　did　not　show　significant　difference　with　respect　to　age　but

women　had　a　tendency　to　be　more　polite　with　increasing　age．

　　4）　People　with　more　education　tended　to　be　more　polite．　ln　particular，　men

with　limited　educational　bacl〈ground　were　observed　to　use　less　polite　laRguage．

　　5）　The　contribution　of　the　above　variables　to　peliteness　was　observed　in　the

follewing　decreasing　order：　sex，　sex　and　educational　bac！〈grottnd，　sex　and　age，
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educational　background，　age．

　　6）　None　of　the　re＄ults　given　in　2）　through　5）　significantly　changed　over　the

20　year　period．

　　7）　An　analysis　of　the　contexts　tal〈en　individually　showed　that　the　informants

were　even　more　polite　in　the　contexts　in　which　informants　had　been　polite　in

the　previous　survey，　and　even　less　polite　in　eontexts　in　which　informants　had

been　less　polite　in　the　previous　survey．　This　differentiation　in　feeigo　usage

suggests　that　people　have　become　more　adept　at　using　leeigo　over　the　years．

　　8）　There　was　higla　agreement　with　respect　to　the　ranking　by　the　surveyer

of　the　po！iteness　level　of　the　response　sentences　given　in　the　12　contexts　in

both　surveys．

　　9）　Women　were　more　polite　than　men　in　all　contexts，　especial！y　in　contexts

where　they　were　speaking　to　a　person　they　knew　well．　This　difference　be－

tween　men　and　women　decreased　in　contexts　where　one　was　expected　to　be

tense．　Over　the　20　year　period，　the　difference　between　men　and　women

widened　in　the　contexts　which　were　thought　to　require　very　polite　or　least

polite　forms，　and　narrowed　in　the　intermediate　contexts．

　　10）　Young　people　were　shown　to　use　less　polite　language　when　talking　with

their　peers　except　in　contexts　where　their　peer　had　some　ofucial　status，　in

which　case　they　used　polite　language．

　　11）　1　point　was　given　to　an　informant　in　each　context　where　his／her　re－

sponse　matched　that　of　the　majority　of　the　informants　in　politeness　leve1　in　that

context，　and　e　was　given　when　it　did　not．　The　score　obtained　by　totalling

these　points　for　a玉112　contexts　was　designated　as　the　conformity（’8屠∂）score．

Men　had　higher　conformity　scores’ 狽?ａｎ　women　but　the　difference　between　men

a照w◎men・s　scores　diminished　Qver塩e　20　year　period　as　a　resu玉t　of　an

increase　in　wemen’s　conformity　scores．

　　12）　ln　the　1953　survey，　no　clear　relation　was　observed　between　conformity

sceres　and　age，　but　in　the　present　survey，　the　conformity　scores　for　young

people　were　slightly　higher　than　those　for　other　age　groups．

　　13）　A　tendency　was　observed　for　conformity　scores　to　be　lower　for　people

with　hjgher　educational　bacl｛ground．

　　14）　Linguistic　forms　which　contained　a　negative　were　assumed　to　be　more

polite　than　those　which　did　not．　More　negative　forms　were　used　in　many　of

the　contexts　in　the　present　survey　than　were　used　in　the　1953　survey．

　　15）　lneerrogatives　were　assumed　to　be　more　polite　than　declarative　expres－

S至ons．

　　16）　Expressions　which　contained　a　dialect　form　were　assumed　to　be　less

polite　than　those　which　did　not　Over　the　20　year　period，　the　use　of　dialect

forms　decreased　in　most　of　the　contexts，　with　the　exception　of　the　contexts

which　were　expected　to　require　the’ 撃?ａｓｔ　polite　forms，　in　which　case　the　use
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of　expressions　which　contained　a　dialect　form　increased．　Older　men　with

limited　educational　backgrounct　used　the　mest　dialect　forms　in　their　speech．

　　17）　Expressions　which　contained　Chinese　compounds　were　assumed　to　be

more　po！ite　than　those　which　did　net．

　　18）　The　verbs　used　in　request　expressions　were　ordered　iR　terrns　of　de－

creasing　politeness　as　follows：　itadal〈u，　negau，　kudasaru，　morau．

　　19）　As　expressions　of　apology，　Osore　irimasu　ga　was　considered　more　polite

than　sumimasen　ga．

　　20）　As　expressions　of　gratitude，　varlations　of　sumimasen　ga　were　considered

more　polite　than　variations　of　arigatoo．

　　21）　Particles　indicating　reason　（‘because’）　were　ordered　from　high　to　low

politeness　as　follows：　no　de，　1〈ara，　de．

　　22）　O　．．．　ni　naru　expressions　were　considered　very　polite．　Use　of　these

forms　decreased　considerably　over　the　20　year　period．

　　23）　The　percent　usage　of　the　masculine　personal　proneun，　boku，　and　zibun

by　men　decreased　over　the　20　year　period．　Yeunger　men　tended　to　use　bol〈u

more　than　other　age　groups．

　　24）　Older　people　tended　te　not　use　personal　pronouns，　and　womeen　tended　to

use　them　less　tha漁　搬e口．

　　25）　The　foilowing　relates　to　the　terms　used　te　address　younger　boy＄．　While

almost　half　of　the　informants　used　anata，　‘you’，　or　anta，　‘you’，　in　the　1953

survey，　these　terms　were　almost　never　used　in　the　preseRt　sttrvey．　The　use

ef　kimi，　‘you’，　also　decreased．　There　was　a　dramatic　increase　in　the　use　of

the　masculine　personai　pronoun，　boku　in　these　contexts，　especially　by　wemen．

However，　people　over　50　rarely　calied　little　boys　boku．

　　26）　Men　tended　to　use　the　sentence　final　particles　ka　and　kai　in　interroga－

tives　while　females　tended　to　use　no．　lnterrogatives　signalled　only　by　a　rise　in

sentence　final　lntonation　were　observed　considerably　more　in　women’s　responses．

Informants　with　high　edttcational　background　tended　to　use　interrogatives

signalled　only　by　a　rise　in　sentence　final　intonation，　while　those　with　less

education　tended　te　use　the　sentence　final　ka　and　kai　particles．

　　27）　Over　the　2e　year　period，　the　number　of　people　who　referred　to　their

father　as　titi　increased　slightly　and　women，　in　particular，　tended　to　use　this

form．　This　indicates　that　this　keigo　usage　has　become　general　knowledge．

This　is　further　evidenced　by　the　results　of　the　slide　survey　given　below．

　　28）　A　slide　survey　was　conducted　in　which　informants　were　given　a　context

by　a　slide　and　asked　to　evaluate　a　tape　of　a　conversatioR　which　was　supposed

to　tal〈e　place　in　that　contei　t．　A　comparison　made　over　the　20　year　period，

indicated　that　there　was　a　general　tendency　for　informants　to　choose　less　polite

forms　when　they　were　asked　to　put　themselves　in　the　position　of　a　person　on

the　tape．　On　the　other　hand，　there　was　an　increase　in　the　percentage　of　the
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choice　of　polite　forms　when　tliey　were　asked　to　evaluate　the　appropriateness

ef　speech　on　the　tape．　Results　of　the　slide　survey　are　given　in　29）through　31）．

　　29）　The　percentage　of　women　who　preferred　polite　forms　was　higher　than

that　of　men　but　this　difference　had　diminished　over　the　20　year　period．

　　30）　Over　the　20　year　period　the　use　of　ikareru，　‘go’，　as　a　keigo　expressien

for　iku　increased　greatly　while　that　of　oide　ni　naru，　‘go’，　decreased．　Although

there　was　a　predominance　of　de　gozaimasu，　cepula，　and　the　personal　pronoun

watakushi，　‘1’，　in　the　fermer　survey　in　contexts　where　one　was　speaking　with

a　former　teacher，　these　forms　were　replaced　by　desu，　copula，　and　watashi，

‘1’，　respectively，　in　the　present　survey．　ln　general，　fewer　people　felt　that

very　polite　expressions　were　appropriate　in　contexts　where　one　was　speaking

with　a　superior．　The　above　indicates　that　ln　most　categeries　there　was　an

increase　in　preference　for　the　less　polite　forms．

　　31）　ln　the　former　survey，　in　conversations　between　employer　and　employee，

teacher　and　student，　etc．　preference　was　given　for　speech　in　which　there　was

little　difference　in　the　politeness　levels　used　by　the　two　individuals　involved．

The　present　survey　indicates　an　overall　preference　for　a　greater　difference　in

politeness　levels．　However，　when　the　conversation　evaluated　was　that　between

an　empleyer　and　a　female　employee，　there　was　a　preference　for　less　of　a　dif－

ference　in　the　politeness　levels　used　by　the　two　individuals　involved　than　in

the　previous　survey．　ln　addition，　there　was　more　of　a　preference　for　less　polite

forms　in　the　speech　of　students　than　in　the　former　survey．

　　32）　Response　sentences　having　a　higher　politeness　level　tended　to　be　longer．

There　was　！ittle　difference　in　the　length　of　the　response　sentences　obtained　in

the　two　surveys　but　the　variance　was　shown　to　have　increased　over　the　2e　year

period．

　　33）　Response　sentences　that　contained　dialect　forms　were　longer　than　those

that　did　not．

　　34）　The　informants’　awareness　of　leeigo　was　scored　by　another　survey　and

the　scores　were　shown　to　have　noticeably　decreased　over　the　20　year　period．

However，　this　probably　reflects　a　change　in　what　was　recogRized　as　feeigo　rather

than　a　decrease　in　its　awareness．

　　35）　This　change　in　keigo　recognition　appeared　in　the　failure　to　recognize

the　polite　prefix　o一，　一desu，　一masu，　etc．　as　particularly　polite　forms．　This　prob－

ably　caused　the　decrease　in　feeigo　awareness　scores，　which　were　based　on　tests

in　which　the　inferrnant　was　asl〈ed　to　designate　leeigo　forms　in　short　sentences．

　　36）　The　decrease　in　keigo　awareness　scores　was　especially　noted　for　inform－

ants　who　had　higher　educationa正background．

　　37）　The　awareness　scores　were　slightly　higher　for　women　in　both　surveys，

and　younger　people　had　higher　scores　than　older　people．　While　informants

with　more　education　had　higher　awareness　scores　iR　the　1953　survey，　this　was
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1ess　so　in　the　present　survey．　See　35）．

　　38）　No　relations　were　observed　afnong　the　keigo　awareness　scores，　totals　of

politeness　level　points　and　conformity　scores．

　　39）　The　percentage　of　inforrnants　who　said　they　were　good　at　using　feeigo・

and　that　of　informants　who　said　they　were　not　good　at　it　both　decreased　the

same　amount　over　the　20　year　period．　This　change　caused　an　increase　in　the

percentage　ef　those　who　said　they　were　average．　ffowever，　more　informants　in

their　late　teens　evaluated　their　ability　as　good　or　not　good　as　opposed　to

average　than　in　the　1953　survey．

　　40）　夏nforrnaRts　whe　claimed　they　were　adept　at　using忽go　had　h1gher忽gひ

awareness　scores　ln　both　surveys．

　　41）　There　was　an　increase　over　the　20　year　period　in　the　percentage　of　in－

formants　who　said　they　did　not　use　keigo　in　their　family．　ln　particular　the

difference　based　on　educational　background　widened　over　the　20　year　period．

Informants　with　more　education　said　they　used　keigo　in　their　famiiy　mere　than

in　the　previous　survey．　There　was　less　difference　based　on　sex　and　age　than

in　the　1953　survey．　The　tendency　for　the　use　of　keigo　in　the　family　to　pealc

for　people　in　their　3e’s　and　decrease　fer　people　over　and　under　3e　became　more

pronounced．

　　42）　lnformants　who　said　they　used　feeigo　in　their　fami1y　had　higher　polite－

ness　level　totals　and　awareness　scores　but　there　was　no　difference　observed　in

conformity　scores．

　　43）　There　was　widespread　opinion　that　one　should　differentiate　iR　one’s・

usage　of　the　various　personal　pronoun　forms，　as　opposed　to　using　only　one．

　　44）　The　opinion　that　one　should　not　overuse　the　polite　prefix，　e一，　was　given

more　often　in　the　present　survey　than　in　the　1953　survey．　The　tendency　for

more　men　to　prefer　not　to　use　o一　disappeared　in　the　present　survey．　ln　the－

1953　survey，　informants　with　more　education　preferred　not　to　use　o一　more　but．

thi＄　tendency　was　less　pronounced　in　the　present　survey．

　　45）　The　responses　given　to　the　question　about　which　the　inforrnant　pre－

ferred，　the　prese夏t履8りsystem　or　that　of　the　past，　were　co颯parable　for　the

most　part　in　both　surveys．　Kowever，　while　men　preferred　the　older　feeigo・

system　and　women　the　present　system　in　the　1953　survey，　these　tendeRcies・

were　reversed　in　the　present　survey．

　　46）　ln　response　to　a　question　about　whether　one　should　use　keigo　in　the

family，　the　informants　who　said　one　should　decreased　over　the　20　year　period’

while　those　who　said　it　was　not　necessary　increased．　The　tendency　for　older

people　to　favor　the　use　ef　feeigo　in　the　family　in　the　1953　survey　was　not　ob－

served　in　the　preseRt　survey．　This　question　asked　the　informants　to　evaluate

！inguistic　behavior　as　opposed　to　saying　whether　or　net　they　a¢tually　used　keige・

in　their　families，　as　was　required　in　41）　and　42）．　However，　there　was　high
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agreement　observed　in　the　answers　to　both　types　of　questions．

　　47）　When　a　question　biased　for　tke　opinion　that　it　was　not　necessary　to

use　keigo　was　asked，　more　people　complained　about　the　content　of　the　question

than　in　the　previous　survey．　No　difference　based　on　sex　was　observed，　but

younger　people　and　people　with　more　education　reacted　this　way　mere．　Like－

wise，　more　people　complained　about　the　content　of　the　question　when　a

卿estion　biased　for　the　opinion　that　one　should　use　feeigo　was　asked，　than圭且

the　former　survey．　Thus，　overall　fewer　people　were　infiuenced　by　the　biases

presen亡ed　亡han　previously．

　　48）　Women，　elder　people，　and　people　with　less　education　were　shown　te　be

more　conservative　in　their　social　attitudes．　This　result　is　comparable　to　the

former　survey　and　that　of　other　surveys．　Age　was　the　strongest　factor　infiu－

encing　social　attitudes．

　　49）　People　with　conservative　opiniDns　tended　to　be　more　polite　in　the　pre－

sent　survey．　This　is　the　reverse　of　that　which　was　found　in　the　1953　survey．

　　50）　1’eople　wlth　liberal　opinions　had　higher　conformity　scores　and　feei．ao

awareness　scores．　Liberal　informants　tended　to　say　that　they　used　feeigo　in　their

families　even　though　they　also　tended　to　say　that　it　was　not　necessary　to　do

so．　The　inore　liberal　informants　tended　to　support　tlie　present　leeigo　system

while　the　conservative　ones　supported　the　former　keigo　system．

　　51）　Results　show　that　fewer　people　read　the　newspaper　than　they　did　in

1953．

　　52）　The　range　of　people’s　associatjons　and　activity　ls　shown　to　have　widened

over　the　20　year　period．　The　informants　with　wider　social　networks　had　higher

kei．cro　awareness　scores　and　tended　to　be　able　to　use　keigo　better．

　　53）　The　number　of　people　who　considered　themselves　lewer　class　and　lower

鶏iddle　class　diエninished　while　those　who　considered　themselves面dd王e翻ddle
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

class　increased　over　the　26　year　period．　Although　there　was　no　difference　ob－

served　based　on　sex，　there　was　more　variation　among　men　than　women．　The

higher　the　educational　background　and　the　younger　the　age　of　the　informant，

the　higher　the　elass　they　considered　themselves　to　belong　to．

　　54）　The　factors　which　informants　gave　for　determining　which　class　they

belonged　to　were　in　order　of　decreasing　frequency：　occupation，　educational

background，　family　lineage，　property，　reputation，　income．　Men　tended　to　base

their　decision　on　reputation　and　women　on　family　lineage，　and　older　people

placed　mere　importance　on　educational　backgrcund　while　younger　people　valued

family　lineage　aRd　property．　As　educational　bacl〈ground　increased，　’the　impor－

tance　given　to　educational　background　decreased　and　more　weight　was　given

to　reputation，

　　The　abeve　sttmmarizes　the　major　results　of　this　sttrvey．　Many　of　the　results

agreed　with　common　sense，　others　contradicted　what　was　previously　expected，
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and　results　were　found　which　could　not　be　obtained　without　a　survey　of　this

kind．　The　special　nature　oi　this　survey，　as　a　follow－up　survey　con．ducted　20

years　after　the　1953　survey，　shou1d　be　noted．　Repetitions　of　similar　surveys

in　the　future　will　also　prove　to　be　valuable．　lt　is　strongly　advised　that　a　third

follow－up　survey　be　conducted　in　i992．
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国立国語研究所の

＜社会言語学研究》報告書概要

○八丈島の言語調査（報告1，1950年）

　　下立後，最初の共遇語化の調査。共通語化の程度は共通語使用底面の壷に比例することが示

　　されている。

○言語生活の実態（報告2，1951年）

　　福嵩県白河市で行った共遍語化の調査。黛本での敦会言語学的調査研究の先駆として浅鼠さ

　　れている。学歴，生育地，聖運の出身地の3要因が共通語化に強く関与する等の結果が得られ

　　た。

○地域社会の言語生活（報告5，1953年。eq皆　52，！974年）

　　由形照鶴岡市における約20年を隔てた2度の共通語化調査。2回の調査から，共通語化の要

　　因は時勢により異なること，共通語化には四つの段階が考えられる等が明らかになった。

○敬語と敬語意識（報告11，1957年）

　　三重県上野市・愛知県岡崎市での調査。敬語行動は，男性よ夢女性が，また心理学願立揚の

　　弱い者ほど丁寧になる等が明らかになった。本書のr前罎調査」にあたる。

○共通語化の過程（報告27，1965年）

　　北海道入植者を対象に行われた世代差の調査。語彙は1・2世閣で，文法や音韻は2・3徴

　　問で，共通語化の程度に落差がある等が振摘された。

O待遇表現の実態（報告41，1971年）
　　　島根照松江市の1家庭での24時開録音調査に基づく。蜀常会話における待遇表現の現れ方に

　　は，会話の種類・機能・話題が関与することを，話しことば資料の電子計算機処理を通じて解

　　明する。

○言語使用の変遷（1）（報告53，1974年）

　　晴陰累北部の農・出村での調査。年齢と学歴の2要因が共通語化に強く関与し，音声・語彙

　　は共通語化しやすいが，文法は比較的方言形式が残姿やすい等の結果が得られている。

○大都市の書語生活一一分析編一（報告70　一1，1981年）

　　東京・大阪での大規模な調査。調査は，譜彙・文法・アクセント・敬語などの言語駒繋薗の

　　ほか，住畏意識・ふるさと意識など多岐にわたる。「見ラレル」より「見レル」という語形が

　　優勢であることをはじめとして，大都市住民の言語状況について多くの知見を示す。

○大都市の卑語生活一資料編一（報告70－2，1981年）
　　　上記の「分析編」では繁雑を避けて示さなかった各種統計結果を網羅する。

○企業の中の敬語（報告73，1982年忌

　　　H立製作所・日鐵建材という一般企業の従業員各層が，日常の勤務生活の中で敬語をどう意

　　識し，どう使っているかを解明しようとした調査。敬語行動に関わる要因を，職階を輻としつ

　　つ在社歴・職種など種々の観点から分析する。


